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⑥
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ＳＯＪＯセミナー◎（１工情生学部）

Scholarship Seminar for SOJO Univ. Students

1111101

前期

複数担当のため授業で周知 @ 

本館３０２（冨田健之） 他　　　　　

冨田健之※ 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 90 0 0 10 0 100

１．本学で学修するにあたって必要な学生生活や市民生活での留意事項、および本学の特色である海外留学・研修等に
ついての説明や講話を聴講することで、学ぶ際の心構え、社会人として備えるべき常識や行動のあり方などを学び、「生
徒」から「学生」への転換を図る。  ２．聴講レポートの作成をとおして、基礎的・汎用的な能力である聴き取る力や文章で
まとめる力を養う。

適宜プリントを配布する　　　 

　　　 

講義講話を聴講し、その概要と自身の考えを制限時間内に記述することができる。efh

講義講話全体をとおして、今後の大学生活での行動目標を文章で作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

fg

g

g

agag

A A1 A1

複数担当のため授業で周知

学生生活　市民生活　キャリアデザイン　ワークブック　　時間厳守　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」「SOJO基礎Ⅱ」

ＳＯＪＯセミナー◎（１工情生学部）2021

1

１

必修

SOJOセミナー2021　崇城大学総合教育センター　SOJOセミナーWG　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯセミナー◎（１工情生学部）

１．レポート課題  １）授業ごとに「講話の概要と自分の考え」を提出     毎回の講義の概要をメモし（書式
は任意）、講話の概要と自分の考えを「～である調」で360～400文字でまとめる。    ９点×８回＝72点 
    【評価基準】     「講話の概要と自分の考え」未記入 ー9点  359文字以下 －3点～－9点（不足字数
に応じて減点）    著しい誤字脱字 －2点 文章のねじれ、根拠のない文章 －2点  ２）最後に期末レポー
ト「大学で身につけたい能力」（630～700文字）を作成する。 18点     【評価基準】 未記入 －18点 62
9文字以下 －8点～ー18点（不足字数に応じて減点）      著しい誤字脱字 －2点  文章のねじれ、根拠
のない文章 －2点  ２．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点    「学生の到達度目標」①～③の
到達度とその理由を各200～250文字で入力する。    【評価基準】199文字以下、251文字以上（項目
ごとに）－2点  著しい誤字脱字 －2点  未提出 －10点

2

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．市民として社会ルールを守る意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を
具体的に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力）を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

１. 本科目（2021年度）は全ての授業（全八回）をオンライン（オンデマンド型）で実施します。  ２. 授業コンテンツと重要な
連絡は、すべてWebClassで提示します。受講にあたって、履修登録とは別に、WebClassで本科目の受講者登録をして
ください。授業計画などに急な変更がある場合にも、WebClassに記載します。  ３．〔重要！〕授業受講の前に、WebClass
の本科目ページに掲載されている「受講の手順」をかならず読んでください。「受講の手順」に、「出席」のとり方、課題の
提出方法などの重要な情報が記載されています。そこに記載されている指示に従って受講してください。  ４．中間・定期
試験は実施しません、したがって再試験も実施しません。  ５．提出物は期限内に提出すること。但し公認欠席や急病など
特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ６．レポート作成にあたって他人のもの
を写したり、剽窃（ひょうせつ）をしたりした場合、本科目の単位認定を行わない。

2021 ＳＯＪＯセミナー◎（１工情生学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、学生生活（総合教育センター）

本科目の概要と大学生の学修のありかたについての講話  ＰＷ：個人ワーク
  ★レポートの作成

講義  Ｐ
Ｗ

「講話の概要と自分の考え」

60

テーマ

内容

2回

学生生活をよりよく過ごすために（学生部）

薬物・喫煙問題、課外活動など、学生生活全般にわたっての学生部長講話 
 ★レポートの作成

講義  Ｐ
Ｗ

「講話の概要と自分の考え」

60

テーマ

内容

3回

市民生活（外部講師、学生部）

社会構成員である市民の一員としての責任と義務等についての講話  ★レ
ポートの作成

講義  Ｐ
Ｗ

「講話の概要と自分の考え」

60

テーマ

内容

4回

交通・生活の安全（外部講師、学生部）

交通・生活における事故やトラブルの回避と対応についての講話  ★レポー
トの作成

講義  Ｐ
Ｗ

「講話の概要と自分の考え」

60

テーマ

内容

5回

海外留学・研修のすすめ（ＳＩＬＣ、国際交流センター）

海外研修プログラム紹介と学生による体験談  ★レポートの作成 講義  Ｐ
Ｗ

「講話の概要と自分の考え」

60

テーマ

内容

6回

未来のための学び方（外部講師）

未来をよりよく生きていくため、いま必要となる学び方についての講話  ★レ
ポートの作成

講義  Ｐ
Ｗ

「講話の概要と自分の考え」

60

テーマ

内容

7回

キャリアデザイン（外部講師）

キャリアデザインについての講話  SPI（適性検査）の実施方法  ★レポート
の作成

講義  Ｐ
Ｗ

「講話の概要と自分の考え」

60

テーマ

内容

8回

これからの学生生活について（総合教育センター）

１年生前期前半終了時点での振り返りについての講話：ポートフォリオの効
力、将来の職業、学生と社会人  ★レポートの作成

講義  Ｐ
Ｗ

「講話の概要と自分の考え」  「大学で身につけたい能力」  「
学修到達度レポート」

60  12
0  60

2021 ＳＯＪＯセミナー◎（１工情生学部）
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教養講座Ⅱ◎（旧カリ）

Culture Course Ⅱ

1111201

前期

nagamatu@ed.sojo-u.ac.jp

本館1階 非常勤控室　　　　　

永松俊雄（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 90 0 0 10 0 100

本講座は、学生諸君に必要とされる様々な「教養」を教授する教育として位置づけられる。人間や社会を多面的に理解す
るとともに、自分自身を知る一助となることを目的とする。  授業形式は、講義、ビデオ視聴、演習。講義後にワークノート
の提出を求める。  ワークノートの講評については、後日、各受講者に伝える。

　　　 

　　　 

様々な事象を多角的視点から捉え、考えることができる。a

講義や視聴ビデオについて、文章で要約、考察ができる。

本科目における「学修到達度」をポートフォリオで事故評価することができる。

f

g

a,f,ga,f,g

Ａ Ａ１ Ａ１

講義日昼休み

教養　　　　　　　　　　　

ＳＯＪＯセミナー

教養講座Ⅱ◎（旧カリ）2021

1

1

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 教養講座Ⅱ◎（旧カリ）

1. ワークノート 90点   ・1ページ20点、2ページ20点、3～4ページ20点、5ページ30点  2. ポートフォ
リオ：「到達度評価レポート」  10点   ・字数不足    1点減点   ・空欄（未記入） 2点減点

6

所属する学科の専門分野だけでなく、広く科学の諸分野にも関心を持つよう心がけておくこと。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

１．演習で使用するので、「パソコン」を持参すること。  ２．自らを振り返る、人間を知る機会とすること。  ３．関心を持ったこと
、疑問を持ったことは書きとめて、自分なりに調べる習慣を身につけること。  ４．授業回数の１／３以上の欠席者は成績評
価を行わない（不合格となる）。ただし、公認欠席は出席扱いとする。

2021 教養講座Ⅱ◎（旧カリ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

選択の科学

コロンビア大学シーナ・アイエンガー「あなたの人生を決めるのは偶然？選
択？」を教材に、人生における選択を考える。 講義

左記の授業内容の復習を行う。

20

テーマ

内容

2回

自分を知る

賢明な（後悔しない）行動選択をするには、まず自分を知る必要がある。
演習

左記の授業内容の復習を行う。

20

テーマ

内容

3回

幸福の体系

私たちは何のために行動を選択しているのか。何を得る選択がより良い選択
なのか。 講義

左記の授業内容の復習を行う。

20

テーマ

内容

4回

将来なりたい自分を描く

どのような人間になり、どのような人生を送りたいかを明らかにする。
演習

左記の授業内容の復習を行う。

20

テーマ

内容

5回

意志力の科学

スタンフォード大学ケリー・マクゴニガル「最高の自分を引き出す法」を教材
に、なりたい自分になるために必要な意志力を考える。 講義

左記の授業内容の復習を行う。

20

テーマ

内容

6回

脳という名の情報処理装置

私たちは、なぜその行動を選択するのか、脳の2つの思考法を学ぶ。 講義・演
習

左記の授業内容の復習を行う。

20

テーマ

内容

7回

行動をマネジメントする

自分をうまくコントロールするにはどうすればよいかを学ぶ。 講義・演
習

左記の授業内容の復習を行う。

20

テーマ

内容

8回

最も情熱を注いでいることを実現するために

最も情熱を注いでいること〈最も実現したいと思っていること〉は何か、目的
達成のためには具体的に何をしなければならないかを考える。

講義・演
習

左記の授業内容の復習を行う。   学修到達度レポートの作成
。

40

2021 教養講座Ⅱ◎（旧カリ）
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ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１機）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112101

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１機）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１機）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

10

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１機）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112102

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１機）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１機）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

15

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１機）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112103

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１機）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１機）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

20

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１ナ）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112201

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１ナ）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１ナ）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

25

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１ナ）

27



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１ナ）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112202

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１ナ）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１ナ）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

30

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１ナ）

31



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１建）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112301

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１建）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１建）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

35

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１建）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112302

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１建）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１建）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

40

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１建）

43



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１建）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112303

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１建）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１建）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

45

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（１シス）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112401

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（１シス）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（１シス）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

50

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（１シス）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（１シス）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（１シス）

53



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ（１整備）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112501

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ（１整備）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ（１整備）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

55

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ（１整備）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ（１整備）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ（１整備）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ（１操縦）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112601

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ（１操縦）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ（１操縦）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

60

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ（１操縦）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ（１操縦）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ（１操縦）

63



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１情）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112701

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１情）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１情）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

65

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１情）

68



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１情）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112702

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１情）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１情）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

70

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１情）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112703

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１情）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１情）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

75

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｄ（１情）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112704

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｄ（１情）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｄ（１情）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

80

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｄ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｄ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｄ（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｅ（１情）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112705

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｅ（１情）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｅ（１情）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

85

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｅ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｅ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｅ（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１微）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112801

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１微）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１微）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

90

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１微）

91



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１微）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１微）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112802

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１微）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１微）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

95

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１微）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１生）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112901

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１生）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１生）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

100

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ａ（１生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１生）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112902

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１生）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１生）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

105

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｂ（１生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１生）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1112903

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１生）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１生）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

110

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎Ｃ（１生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（再履修）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

1113001

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（再履修）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（再履修）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

115

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（再履修）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（再履修）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（再履修）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（旧カリ）前期（旧キャリア基礎Ⅰ修得者）

Basic Style for CareerⅠ

1113101
前期・後期集中

  @  

本館305　　　　　

藤本元啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 20 20 0 60 0 100

本科目は遠隔授業（オンデマンド）のため、チームで行う活動をすべて個人活動に置き換えて実施する。基本的には、個
人活動の集合体がチーム活動であるから、受講者が身につけるべきことは変わりない。   本科目では、第１に本学のHP
調査をおこない、他大学HPとの比較を通して、受験生も目線でのHP作成の提案を検討して、その内容の個人発表原稿
を作成する。   第２に、課題レポートの作成をとおして、問題解決能力の向上を図る。   第３に、「今週の活動とトップニュ
ース」（SOJOポートフォリオシステム）の作成を通して、自己管理能力と社会への関心を深める。  第４に、これらの学修を
とおして、文章作成能力の向上を図る。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして自己管理能力の向上と社会への関心度を高めることができるｆ,g

HP調査と関係業界の諸問題の解決策の提案をとおして、自身のキャリアデザインを進めることができる。

用のある精確な情報を収集・分析し、簡単なリサーチペーパーを作成することができる。

問題を解決し、口頭発表の資料（PowerPoint）し、発表原稿を作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を作成することができる。

ｇ,ｈ

ｇ,ｈ

ｆ,h,

ｇ

fghfgh

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学での学修　SOJOポートフォリオ　キャリアデザイン　プレゼンテーション　　　　　　　　

キャリア基礎Ⅱ・Ⅲ

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（旧カリ）前期（旧キャリア基礎Ⅰ修得者）2021

１

１

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（旧カリ）前期（旧キャリア基礎Ⅰ修得者）

①レポート：課題レポート 20点  ②成果発表：崇城大学HP探究」発表資料・原稿 20点  ③ポートフォ
リオ：今週の活動とトップニュース 13回×4点＝52点  ④ポートフォリオ：到達度レポート 8点

120

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★本科目は2018年度以前の入学者の再履修科目（必修）である。  ★同一学期に「キャリア基礎Ⅱ」「キャリア基礎Ⅲ」を
同時に履修できない。  ★本科目は遠隔授業であるが、特定の日時に個別対面授業をおこなう。日時・場所はWEBClas
sに掲載するので、留意すること。  ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レ
ポート等は学期内に返却する。  ①出席はオンデマンド授業であるため、WebClassへのアクセスで確認する  ②本科目
は卒業に必要な必修科目であることを再認識すること  ③課題の提出期限を厳守すること。締切以降は一切受け付けな
い   とくに「今週の活動とトップニュース」入力締切は毎週月曜日12:00（正午）とし、それ 以降の入力は得点化しない  
④課題作成を先送りせず、今学期履修科目の課題提出一覧表を作成し、計画的な学 修を進めること  ⑤レポート等の剽
窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。  ⑥メールアドレスはＷｅｂＣｌａｓｓで知らせる。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（旧カリ）前期（旧キャリア基礎Ⅰ修得者）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

崇城大学HP探究①

崇城大学のHPの所属学科を調査し、意見、感想、改善案、他大学との比較
についての整理  ★崇城大学HP所属学科の調査整理①

PW  （個
人ワーク

）

「今週の活動とトップニュース」の入力は、第1回授業日後の
日曜日方開始する。締切は毎週月曜日12:00（正午）  それ
以降の入力は得点化しない

テーマ

内容

2回

崇城大学HP探究②

★崇城大学HP所属学科の調査整理②
PW

「今週の活動とトップニュース」①

60

テーマ

内容

3回

崇城大学HP探究③

★他大学の同一学科との比較①
PW

「今週の活動とトップニュース」②

60

テーマ

内容

4回

崇城大学HP探究④

★他大学の同一学科との比較②
PW

「今週の活動とトップニュース」③

60

テーマ

内容

5回

崇城大学HP探究⑤

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
①  ★「Powerpoint作成画面」→「表示」→「ノート」をクリック   参照：「パワ
ーポイント ノート機能」で検索  ★画面1枚につきＡ４用紙1枚で両面印刷  
★１枚目のシートに学科・氏名・学生番号

PW

「今週の活動とトップニュース」④

60

テーマ

内容

6回

崇城大学HP探究⑥

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
② PW

「今週の活動とトップニュース」⑤

60

テーマ

内容

7回

崇城大学HP探究⑦

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
③ PW

「今週の活動と⑥トップニュース」

60

テーマ

内容

8回

崇城大学HP探究⑧

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
④  提出先、締切：WebClassで確認のこと PW

「今週の活動とトップニュース」⑦

60

テーマ

内容

9回

課題レポート作成①

章立てと参考文献調査  下記テーマから一つ選び、書式を守ってレポートを作成しなさい
。  ・崇城大学の学生としてのありかた  ・最近の時事問題をめぐる諸問題とその解決法
の提案  ・崇城大学への提案：学修、課外プロジェクト、福利厚生施設等  書式 １頁40行
、1行40文字、MS明朝  １行目：タイトル ２行目：空白   ３行目：学科、学生番号、氏名   ４
行目：空白 ５行目から本文  ・1,200文字以上（末尾に文字数を記載）、  １～４行目と参
考文献及び図表等は文字数に含めない。  ・各章、節には必ず見出しをつける、参考文献
は２件以上

PW

「今週の活動とトップニュース」⑧

60

テーマ

内容

10回

課題レポート作成②

参考文献調査とその概要整理
PW

「今週の活動とトップニュース」⑨

60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（旧カリ）前期（旧キャリア基礎Ⅰ修得者）

122



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

課題レポート作成③

各章概要の言語化
PW

「今週の活動とトップニュース」⑩

60

テーマ

内容

12回

課題レポート作成④

各章概要の言語化
PW

「今週の活動とトップニュース」⑪

60

テーマ

内容

13回

課題レポート作成⑤

各章概要の推敲
PW

「今週の活動とトップニュース」⑫

60

テーマ

内容

14回

課題レポート作成⑥

最終稿の作成  提出先、締切：WebClassで確認のこと
PW

「今週の活動とトップニュース」⑬

60

テーマ

内容

15回

自己点検

到達度レポートの作成  提出先、締切：WebClassで確認のこと
PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（旧カリ）前期（旧キャリア基礎Ⅰ修得者）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ａ（薬）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students (Department of Pharmaceutical sciences)

1113201

前期

 @ 

クラスによって担当教員が異なるため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 23 3 54 10 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「時事ワークシート」と「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学６年
間とこれに続くキャリアデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」と時事WSの作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。

薬学科HPの調査をとおして６年間の学修内容を確認し、キャリアデザインの基礎を構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を締切を厳守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　SOJOポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「キャリアプレコーオプ」（２年前後
期）

ＳＯＪＯ基礎Ａ（薬）2021

１

２

選必

SOJO基礎（薬学）2021　崇城大学総合教育センター　SOJO基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ａ（薬）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「薬学科HP探究」）     ・チーム発
表：７分（しゃべり方、内容・独自性、投影画面、参考資料、質疑応答） 6点  ・「発表成果報告書」：チーム
で１部提出 4点  ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 5点  ３．成果発表（
プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する諸問題とその解決案の提示」）    ・チーム発表：10分（しゃべ
り方、内容・独自性、投影画面、参考資料、質疑応答） 8点  ４．作品：授業資料（テキスト、時事ワークシ
ート、調査資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己
診断シート」 5点  ６．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフ
ォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ８．その他：時事ワークシート 2点×5回＝10点    ★プレゼンテー
ションＡ・Ｂの準備作業不参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提
出日等の詳細は別途指示

125

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ａ（薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と大
学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要領  
時事ワークシート（５部）配布★６回目の授業日に提出    PW：個人ワーク、
GW：グループワーク

対面  PW

時事WS①  ★今週の活動とトップニュースの作成は、第1回
目の授業後の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月
曜日正午。５月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断
シートは５回目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン、チーム討議の方法

自身のキャリアの振り返りと将来設計  チーム討議の進め方、BS、KJ法、プ
レゼンテーションの基礎技法 対面  PW

今週の活動とトップニュース①  時事WS②

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」準備①

受験生向けの薬学科HPの改善案、新作案、他大学薬学科HPとの比較  チ
ームで発表内容・構成、役割分担、Teams会議日程の決定、Teams会議デ
モ

対面PW

今週の活動とトップニュース②  時事WS③  Teams会議（チ
ーム作業記録）

60  60 
 60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）
GW

今週の活動とトップニュース③  時事WS④  Teams会議（チ
ーム作業記録）

60  60 
 60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  時事WS⑤  Teams会議（チ
ーム作業記録）

60  60 
 60

テーマ

内容

6回

発表会 プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（７分）、質疑
応答、評価シート作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤  「私のチームへの貢献度」レ
ポート

60  60

テーマ

内容

7回

発表会予備、プレゼンテーション発表成果報告書作
成

★チーム発表（７分）、質疑応答、評価シート作成  ★発表成果報告書（チー
ムで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シート
の分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート：
①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日に提
出

対面GW  P
W

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

文章作成の基本：課題レポートの作成①

レポート作成の概要、書式設定、レポート作成準備シート  本文1200文字
以上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上  テーマ：以下から選
択、タイトルは自身で設定  ①大学における薬学教育への提言  ②これから
の薬剤師（医療人）としての使命と役割  ③製薬関係業界の諸問題とその
解決方法の提案  ★１１回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

9回

文章作成の基本：課題レポートの作成②

レポートの作成
PW

今週の活動とトップニュース⑦  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

文章作成の基本：課題レポートの作成③

レポートの作成
GW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ａ（薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する諸問題と
その解決案の提示」準備①

テーマ：第８回目の課題レポートのテーマ  テーマごとにチーム編成、意見交
換  発表内容・構成、役割分担、Teams会議日程の決定 対面GW

今週の活動とトップニュース⑩  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する諸問題と
その解決案の提示」準備②

Teams会議：情報収集、内容討議、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

発表会① プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する
諸問題とその解決案の提示」 

★全チーム発表資料の提出  ★チーム発表（10分）、質疑応答、テーマ別全
体討論 対面GW

今週の活動とトップニュース⑫

60

テーマ

内容

14回

発表会② プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する
諸問題とその解決案の提示」、自己点検活動

★チーム発表（10分）、質疑応答、テーマ別全体討論  ★学修到達度レポー
ト、授業アンケートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

まとめ  学期末活動報告書の作成（後期の担任面談
時に持参）

授業資料バインダーの点検、出席確認、総評
対面PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ａ（薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ｂ（薬）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students (Department of Pharmaceutical sciences)

1113202

前期

 @ 

クラスによって担当教員が異なるため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 23 3 54 10 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「時事ワークシート」と「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学６年
間とこれに続くキャリアデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」と時事WSの作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。

薬学科HPの調査をとおして６年間の学修内容を確認し、キャリアデザインの基礎を構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を締切を厳守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　SOJOポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「キャリアプレコーオプ」（２年前後
期）

ＳＯＪＯ基礎Ｂ（薬）2021

１

２

選必

SOJO基礎（薬学）2021　崇城大学総合教育センター　SOJO基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ｂ（薬）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「薬学科HP探究」）     ・チーム発
表：７分（しゃべり方、内容・独自性、投影画面、参考資料、質疑応答） 6点  ・「発表成果報告書」：チーム
で１部提出 4点  ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 5点  ３．成果発表（
プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する諸問題とその解決案の提示」）    ・チーム発表：10分（しゃべ
り方、内容・独自性、投影画面、参考資料、質疑応答） 8点  ４．作品：授業資料（テキスト、時事ワークシ
ート、調査資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己
診断シート」 5点  ６．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフ
ォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ８．その他：時事ワークシート 2点×5回＝10点    ★プレゼンテー
ションＡ・Ｂの準備作業不参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提
出日等の詳細は別途指示

130

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ｂ（薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と大
学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要領  
時事ワークシート（５部）配布★６回目の授業日に提出    PW：個人ワーク、
GW：グループワーク

対面  PW

時事WS①  ★今週の活動とトップニュースの作成は、第1回
目の授業後の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月
曜日正午。５月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断
シートは５回目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン、チーム討議の方法

自身のキャリアの振り返りと将来設計  チーム討議の進め方、BS、KJ法、プ
レゼンテーションの基礎技法 対面  PW

今週の活動とトップニュース①  時事WS②

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」準備①

受験生向けの薬学科HPの改善案、新作案、他大学薬学科HPとの比較  チ
ームで発表内容・構成、役割分担、Teams会議日程の決定、Teams会議デ
モ

対面PW

今週の活動とトップニュース②  時事WS③  Teams会議（チ
ーム作業記録）

60  60 
 60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）
GW

今週の活動とトップニュース③  時事WS④  Teams会議（チ
ーム作業記録）

60  60 
 60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  時事WS⑤  Teams会議（チ
ーム作業記録）

60  60 
 60

テーマ

内容

6回

発表会 プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（７分）、質疑
応答、評価シート作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤  「私のチームへの貢献度」レ
ポート

60  60

テーマ

内容

7回

発表会予備、プレゼンテーション発表成果報告書作
成

★チーム発表（７分）、質疑応答、評価シート作成  ★発表成果報告書（チー
ムで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シート
の分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート：
①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日に提
出

対面GW  P
W

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

文章作成の基本：課題レポートの作成①

レポート作成の概要、書式設定、レポート作成準備シート  本文1200文字
以上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上  テーマ：以下から選
択、タイトルは自身で設定  ①大学における薬学教育への提言  ②これから
の薬剤師（医療人）としての使命と役割  ③製薬関係業界の諸問題とその
解決方法の提案  ★１１回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

9回

文章作成の基本：課題レポートの作成②

レポートの作成
PW

今週の活動とトップニュース⑦  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

文章作成の基本：課題レポートの作成③

レポートの作成
GW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ｂ（薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する諸問題と
その解決案の提示」準備①

テーマ：第８回目の課題レポートのテーマ  テーマごとにチーム編成、意見交
換  発表内容・構成、役割分担、Teams会議日程の決定 対面GW

今週の活動とトップニュース⑩  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する諸問題と
その解決案の提示」準備②

Teams会議：情報収集、内容討議、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

発表会① プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する
諸問題とその解決案の提示」 

★全チーム発表資料の提出  ★チーム発表（10分）、質疑応答、テーマ別全
体討論 対面GW

今週の活動とトップニュース⑫

60

テーマ

内容

14回

発表会② プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する
諸問題とその解決案の提示」、自己点検活動

★チーム発表（10分）、質疑応答、テーマ別全体討論  ★学修到達度レポー
ト、授業アンケートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

まとめ  学期末活動報告書の作成（後期の担任面談
時に持参）

授業資料バインダーの点検、出席確認、総評
対面PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ｂ（薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ｃ（薬）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students (Department of Pharmaceutical sciences)

1113203

前期

 @ 

クラスによって担当教員が異なるため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 23 3 54 10 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「時事ワークシート」と「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学６年
間とこれに続くキャリアデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」と時事WSの作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。

薬学科HPの調査をとおして６年間の学修内容を確認し、キャリアデザインの基礎を構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を締切を厳守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　SOJOポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「キャリアプレコーオプ」（２年前後
期）

ＳＯＪＯ基礎Ｃ（薬）2021

１

２

選必

SOJO基礎（薬学）2021　崇城大学総合教育センター　SOJO基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ｃ（薬）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「薬学科HP探究」）     ・チーム発
表：７分（しゃべり方、内容・独自性、投影画面、参考資料、質疑応答） 6点  ・「発表成果報告書」：チーム
で１部提出 4点  ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 5点  ３．成果発表（
プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する諸問題とその解決案の提示」）    ・チーム発表：10分（しゃべ
り方、内容・独自性、投影画面、参考資料、質疑応答） 8点  ４．作品：授業資料（テキスト、時事ワークシ
ート、調査資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己
診断シート」 5点  ６．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフ
ォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ８．その他：時事ワークシート 2点×5回＝10点    ★プレゼンテー
ションＡ・Ｂの準備作業不参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提
出日等の詳細は別途指示

135

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ｃ（薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と大
学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要領  
時事ワークシート（５部）配布★６回目の授業日に提出    PW：個人ワーク、
GW：グループワーク

対面  PW

時事WS①  ★今週の活動とトップニュースの作成は、第1回
目の授業後の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月
曜日正午。５月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断
シートは５回目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン、チーム討議の方法

自身のキャリアの振り返りと将来設計  チーム討議の進め方、BS、KJ法、プ
レゼンテーションの基礎技法 対面  PW

今週の活動とトップニュース①  時事WS②

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」準備①

受験生向けの薬学科HPの改善案、新作案、他大学薬学科HPとの比較  チ
ームで発表内容・構成、役割分担、Teams会議日程の決定、Teams会議デ
モ

対面PW

今週の活動とトップニュース②  時事WS③  Teams会議（チ
ーム作業記録）

60  60 
 60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）
GW

今週の活動とトップニュース③  時事WS④  Teams会議（チ
ーム作業記録）

60  60 
 60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  時事WS⑤  Teams会議（チ
ーム作業記録）

60  60 
 60

テーマ

内容

6回

発表会 プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（７分）、質疑
応答、評価シート作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤  「私のチームへの貢献度」レ
ポート

60  60

テーマ

内容

7回

発表会予備、プレゼンテーション発表成果報告書作
成

★チーム発表（７分）、質疑応答、評価シート作成  ★発表成果報告書（チー
ムで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シート
の分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート：
①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日に提
出

対面GW  P
W

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

文章作成の基本：課題レポートの作成①

レポート作成の概要、書式設定、レポート作成準備シート  本文1200文字
以上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上  テーマ：以下から選
択、タイトルは自身で設定  ①大学における薬学教育への提言  ②これから
の薬剤師（医療人）としての使命と役割  ③製薬関係業界の諸問題とその
解決方法の提案  ★１１回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

9回

文章作成の基本：課題レポートの作成②

レポートの作成
PW

今週の活動とトップニュース⑦  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

文章作成の基本：課題レポートの作成③

レポートの作成
GW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ｃ（薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する諸問題と
その解決案の提示」準備①

テーマ：第８回目の課題レポートのテーマ  テーマごとにチーム編成、意見交
換  発表内容・構成、役割分担、Teams会議日程の決定 対面GW

今週の活動とトップニュース⑩  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する諸問題と
その解決案の提示」準備②

Teams会議：情報収集、内容討議、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

発表会① プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する
諸問題とその解決案の提示」 

★全チーム発表資料の提出  ★チーム発表（10分）、質疑応答、テーマ別全
体討論 対面GW

今週の活動とトップニュース⑫

60

テーマ

内容

14回

発表会② プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する
諸問題とその解決案の提示」、自己点検活動

★チーム発表（10分）、質疑応答、テーマ別全体討論  ★学修到達度レポー
ト、授業アンケートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

まとめ  学期末活動報告書の作成（後期の担任面談
時に持参）

授業資料バインダーの点検、出席確認、総評
対面PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ｃ（薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ｄ（薬）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students (Department of Pharmaceutical sciences)

1113204

前期

 @ 

クラスによって担当教員が異なるため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 23 3 54 10 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「時事ワークシート」と「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学６年
間とこれに続くキャリアデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」と時事WSの作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。

薬学科HPの調査をとおして６年間の学修内容を確認し、キャリアデザインの基礎を構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を締切を厳守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　SOJOポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「キャリアプレコーオプ」（２年前後
期）

ＳＯＪＯ基礎Ｄ（薬）2021

１

２

選必

SOJO基礎（薬学）2021　崇城大学総合教育センター　SOJO基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ｄ（薬）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「薬学科HP探究」）     ・チーム発
表：７分（しゃべり方、内容・独自性、投影画面、参考資料、質疑応答） 6点  ・「発表成果報告書」：チーム
で１部提出 4点  ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 5点  ３．成果発表（
プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する諸問題とその解決案の提示」）    ・チーム発表：10分（しゃべ
り方、内容・独自性、投影画面、参考資料、質疑応答） 8点  ４．作品：授業資料（テキスト、時事ワークシ
ート、調査資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己
診断シート」 5点  ６．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフ
ォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ８．その他：時事ワークシート 2点×5回＝10点    ★プレゼンテー
ションＡ・Ｂの準備作業不参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提
出日等の詳細は別途指示

140

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ｄ（薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と大
学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要領  
時事ワークシート（５部）配布★６回目の授業日に提出    PW：個人ワーク、
GW：グループワーク

対面  PW

時事WS①  ★今週の活動とトップニュースの作成は、第1回
目の授業後の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月
曜日正午。５月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断
シートは５回目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン、チーム討議の方法

自身のキャリアの振り返りと将来設計  チーム討議の進め方、BS、KJ法、プ
レゼンテーションの基礎技法 対面  PW

今週の活動とトップニュース①  時事WS②

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」準備①

受験生向けの薬学科HPの改善案、新作案、他大学薬学科HPとの比較  チ
ームで発表内容・構成、役割分担、Teams会議日程の決定、Teams会議デ
モ

対面PW

今週の活動とトップニュース②  時事WS③  Teams会議（チ
ーム作業記録）

60  60 
 60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）
GW

今週の活動とトップニュース③  時事WS④  Teams会議（チ
ーム作業記録）

60  60 
 60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  時事WS⑤  Teams会議（チ
ーム作業記録）

60  60 
 60

テーマ

内容

6回

発表会 プレゼンテーションＡ「薬学科ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（７分）、質疑
応答、評価シート作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤  「私のチームへの貢献度」レ
ポート

60  60

テーマ

内容

7回

発表会予備、プレゼンテーション発表成果報告書作
成

★チーム発表（７分）、質疑応答、評価シート作成  ★発表成果報告書（チー
ムで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シート
の分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート：
①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日に提
出

対面GW  P
W

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

文章作成の基本：課題レポートの作成①

レポート作成の概要、書式設定、レポート作成準備シート  本文1200文字
以上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上  テーマ：以下から選
択、タイトルは自身で設定  ①大学における薬学教育への提言  ②これから
の薬剤師（医療人）としての使命と役割  ③製薬関係業界の諸問題とその
解決方法の提案  ★１１回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

9回

文章作成の基本：課題レポートの作成②

レポートの作成
PW

今週の活動とトップニュース⑦  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

文章作成の基本：課題レポートの作成③

レポートの作成
GW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ｄ（薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する諸問題と
その解決案の提示」準備①

テーマ：第８回目の課題レポートのテーマ  テーマごとにチーム編成、意見交
換  発表内容・構成、役割分担、Teams会議日程の決定 対面GW

今週の活動とトップニュース⑩  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する諸問題と
その解決案の提示」準備②

Teams会議：情報収集、内容討議、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

発表会① プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する
諸問題とその解決案の提示」 

★全チーム発表資料の提出  ★チーム発表（10分）、質疑応答、テーマ別全
体討論 対面GW

今週の活動とトップニュース⑫

60

テーマ

内容

14回

発表会② プレゼンテーションＢ「薬学・薬剤に関する
諸問題とその解決案の提示」、自己点検活動

★チーム発表（10分）、質疑応答、テーマ別全体討論  ★学修到達度レポー
ト、授業アンケートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

まとめ  学期末活動報告書の作成（後期の担任面談
時に持参）

授業資料バインダーの点検、出席確認、総評
対面PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ｄ（薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ａ（１機）

Introduction to Computers

1114301

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ａ（１機）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ａ（１機）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

145

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎Ａ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ａ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ａ（１機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ｂ（１機）

Introduction to Computers

1114302

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ｂ（１機）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１機）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

150

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ｃ（１機）

Introduction to Computers

1114303

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ｃ（１機）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

154



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１機）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

155

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ａ（１ナ）

Introduction to Computers

1114401

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ａ（１ナ）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

159



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ａ（１ナ）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

160

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎Ａ（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ａ（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ａ（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ｂ（１ナ）

Introduction to Computers

1114402

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ｂ（１ナ）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１ナ）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

165

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ａ（１建）

Introduction to Computers

1114501

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ａ（１建）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ａ（１建）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

170

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎Ａ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ａ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ａ（１建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ｂ（１建）

Introduction to Computers

1114502

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ｂ（１建）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１建）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

175

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ｃ（１建）

Introduction to Computers

1114503

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ｃ（１建）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１建）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

180

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎（１シス）

Introduction to Computers

1114601

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎（１シス）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎（１シス）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

185

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎（１シス）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎（１シス）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎（１シス）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎（１整備）

Introduction to Computers

1114701

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎（１整備）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎（１整備）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

190

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎（１整備）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎（１整備）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎（１整備）

193



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎（１操縦）

Introduction to Computers

1114801

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎（１操縦）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎（１操縦）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

195

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎（１操縦）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎（１操縦）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎（１操縦）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎（１情）

Introductory Information Processing

1114901

前期

st@cis.sojo-u.ac.jp

F514　　　　　

齋藤 暁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 40 20 20 10 10 0 0 100

あらゆるデータが電子化され、インターネットが普及した現在、PCの基本操作とネットワーク通信の初歩的利用技術の習
得は、社会において有用な人材となる上で必要不可欠である。本講義では、PCの基本操作とインターネットの活用方法
について学び、情報化社会において必要な情報倫理について学習する。本学での情報教育への導入的な講義であり、
情報学科においても必修科目となっている。    高等学校普通免許状（情報）の取得における教科に関する科目区分 情
報機器の操作 のうちの必修科目である。    なお、今年度の本授業はオンラインの遠隔授業として実施する。受講環境
がない学生は、チューターまたは担任教員に相談の上、大学のPC演習室を利用することもできる。

　　　 

　　　 

PCの基本操作の習得および文書，表計算，プレゼンテーション資料の作成方法の習得

電子メールやWebサイトの活用方法の習得およびネットワーク社会における情報倫理の習得

簡単なコマンドラインからの操作技術の習得および初歩的なプログラミングの考え方の習得

金曜日５時限

PCの基本操作　情報倫理　　　　　　　　　　

この講義は本学での情報教育へ
の導入的な講義であるので、情
報学科のほぼすべての科目に関
わりがある。

情報処理基礎◎（１情）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

授業の中で指示する　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎（１情）

テーマ毎に演習課題を課し、その結果によりテーマ毎の到達度を評価する。この合計点を60点満点で
評価する。  期末試験または期末試験相当の課題を40点満点で評価する。  以上の合計100点満点で
評価する。

200

特段の予備知識は要求しないが、情報学科の学生として当然持っているべき情報技術への興味関心
を受講の前提とする。

【知識・理解】の項目『(1)情報処理技術やネットワーク技術、ソフトウェア技術やメディア情報処理技術
の基礎知識を修得し、情報システムの設計開発、メディア情報の生成・加工・流通等を通して社会に貢
献できる能力』の「基礎知識の修得」に該当する。  【総合的な学習経験と創造的思考力】の項目『4年
間にわたる「講義」・「演習」での学びや、創造的先端研究または問題解決型研究の何れかによる卒業
論文作成の作業を通して、社会の多種多様な問題に対し、自ら課題を見出し、解決する能力を身につけ
たもの。』に関しての導入的な科目である。



学修上の
注意

(SBOs)

eラーニングツール（WebClass）を使って実施する。

2021 情報処理基礎◎（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

Windows PCの基本的な操作方法

ノートPCのセットアップ、Office365のインストール、初歩的なメーラーの使
い方  Microsoft Windows の基本的な操作方法  講義の概要、Window
sの操作、キーボード操作、日本語入力

講義  演
習

各人のノートPCを使って、授業で習った事項を復習すること。
また、各人の興味に応じていろいろなアプリケーションを試し
てみると良い。

120

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションと文書作成の基礎

簡単なプレゼンテーションスライドとワープロ文書の作成 講義  演
習

各人のノートPCを使って、授業で習った事項を復習すること。
また、各人の興味に応じていろいろなアプリケーションを試し
てみると良い。

90

テーマ

内容

3回

文書作成

課題演習
演習  e-L

演習課題が完了しない場合は宿題とする。

120

テーマ

内容

4回

表計算とグラフ

表の作成とグラフ表示 講義  演
習

各人のノートPCを使って、授業で習った事項を復習すること。
また、各人の興味に応じていろいろなアプリケーションを試し
てみると良い。

60

テーマ

内容

5回

表計算とグラフ

表の操作、関数 講義  演
習

各人のノートPCを使って、授業で習った事項を復習すること。
また、各人の興味に応じていろいろなアプリケーションを試し
てみると良い。

60

テーマ

内容

6回

表計算とグラフ

課題演習
演習  e-L

演習課題が完了しない場合は宿題とする。

120

テーマ

内容

7回

電子メール

電子メールの操作、情報倫理 講義  演
習

各人のノートPCを使って、授業で習った事項を復習すること。
また、各人の興味に応じていろいろなアプリケーションを試し
てみると良い。

60

テーマ

内容

8回

インターネット概説

インターネットの概観、情報倫理 講義  演
習

各人のノートPCを使って、授業で習った事項を復習すること。
また、各人の興味に応じていろいろなアプリケーションを試し
てみると良い。

60

テーマ

内容

9回

WWW

WWWの基礎、Webサイトの仕組 講義  演
習

各人のノートPCを使って、授業で習った事項を復習すること。
また、各人の興味に応じていろいろなアプリケーションを試し
てみると良い。

60

テーマ

内容

10回

WWW

HTMLの書式と簡単なWebページ作成 講義  演
習

各人のノートPCを使って、授業で習った事項を復習すること。
また、各人の興味に応じていろいろなアプリケーションを試し
てみると良い。

60

2021 情報処理基礎◎（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

プレゼンテーション発表準備

プレゼンテーション資料作成  提示された題材について、各自、プレゼンテー
ションスライドを作成する。  これを次回の発表会で発表することになる。

講義  演
習  e-L

各人のノートPCを使って、授業で習った事項を復習すること。
また、各人の興味に応じていろいろなアプリケーションを試し
てみると良い。

120

テーマ

内容

12回

プレゼンテーション発表会（実施可能な場合）

組を作って、プレゼンテーションの相互評価を行う
演習  SGD

相互評価が完了しない場合は宿題とする。

75

テーマ

内容

13回

コマンドライン

Windowsコマンドプロンプトの使い方 講義  演
習  e-L

各人のノートPCを使って、授業で習った事項を復習すること。

180

テーマ

内容

14回

UNIX基礎（実施可能な場合）

UNIX系OS、Bashの使い方 講義  演
習  e-L

授業で習った事項を復習すること。

180

テーマ

内容

15回

簡単なプログラミング

VBSプログラミングの初歩の初歩 講義  演
習  e-L

各人のノートPCを使って、授業で習った事項を復習すること。

180

テーマ

内容

16回

期末試験

期末試験
試験

これまでに習った内容すべてをよく復習して臨むこと

240

2021 情報処理基礎◎（１情）

203



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ａ（１微）

Introduction to Computers

1115001

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ａ（１微）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ａ（１微）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

205

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎Ａ（１微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ａ（１微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ａ（１微）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ｂ（１微）

Introduction to Computers

1115002

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ｂ（１微）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

209



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１微）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

210

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１微）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ｃ（１微）

Introduction to Computers

1115003

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ｃ（１微）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１微）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

215

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１微）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ａ（１生）

Introduction to Computers

1115101

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ａ（１生）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ａ（１生）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

220

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎Ａ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ａ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ａ（１生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ｂ（１生）

Introduction to Computers

1115102

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ｂ（１生）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１生）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

225

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ｂ（１生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎Ｃ（１生）

Introduction to Computers

1115103

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎Ｃ（１生）2021

1

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・情報機器の操作

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１生）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

230

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎Ｃ（１生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イノベーション入門（２機宇）

Innovation

1115501

前期

t-kawasoe@ed.sojo-u.ac.jp

G301 川副 智行　G303 田口 雄太 　　　　

川副 智行（実務経験）　田口 雄太 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 4 56 0 0 10 30 100

「イノベーションに繋がる魅力的なアイデアを出す力を身に付ける」  本講義では、社会･市場の変化や技術の進歩とイノ
ベーションとの関連を学びながら、イノベーション創出に関する基本的な考えと社会で実践するための知識･スキル･マイ
ンドを身に付ける。併せて前職の民間企業で長年研究開発に携わってきた実務経験に基づき、近年重要視されるユーザ
ー体験（UX）やインサイトなどの最新知識や効果的なアイディエーションの手法など、社会で活用できる実践的なノウハ
ウを学ぶ。なお、自分の意見を表現するスキルを向上するために、4回のレポート課題を実施する。

イノベーション全書　東洋経済社　紺野 登　 978-4-492-52225-7

イノベーションのジレンマ増補改訂版　翔泳社　C.クリステンセン　 978-4-881-35839-9

社会・環境・技術の変化を把握して、それに関係したイノベーションが必要であることを理解することができる。(a), (b)

イノベーションに関連したワードを理解することで、他のイノベーションの事例を理解することができる。

イノベーション創出に向けたアイディエーションの手法を理解し、活用することができる。

顕在化した課題のみならず、潜在的な課題までも対象とした各種イノベーションの特徴を理解することができる。

イノベーションの事例に対する自分の考えをまとめて、レポート他で他人に対して論理的にわかり易く説明することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートファリオで自己評価することができる。

(b), (c), (d)

(d), (e), (g)

(a), (c), (d), (e), (g)

(e), (f), (h)

(g)

月曜日終日（川副）

イノベーション　コンシューマーインサイト　アイディエーション　バックキャスト 　　ユーザーエクスペ
リエンス（UX）　　　　　　

基礎科目：「特殊講座（未来デザ
イン）」「アントレプレナーシップ入
門」「ベンチャービジネス」  発展
科目：「ローカルイノベーション」

イノベーション入門（２機宇）2021

2

2

選必

講義のレジュメを教科書とする　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

ビジネスを変える100のブルーオーシャン　日経BP社　日経BP総研社 　 978-4-2961-0392-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イノベーション入門（２機宇）

1. 課題提出物：3点×10回（第3,回 第5回, 第8回, 第11回, 第14回を除く講義）＝30点  講義動画を
視聴後、指定の期日までに視聴確認課題を提出（提出遅延は減点対象）。    2. レポート：14点×4回＝
56点 身近のイノベーションとヒット商品（第3回）／イノベーションのジレンマについて（第5回）／商品・
サービスの感性価値・インサイトについて（第11回）／イノベーションを考える（第14回）を1200～150
0字でまとめる（文字数は別途指定）。各回のテーマに対して、各動画で提示する評価基準に基づき評
価する。提出された4回のレポートについては、期中の適切な時期にweb classにてコメントをフィードバ
ックする。    3. 確認小テスト（第8回）：4点 講義で取り上げた内容に関する基礎的な事項の理解を確
認する。テスト内容に関しては、web classにてコメントをフィードバックすると共に、第15回目の講義内
で解説を行う。    4. ポートフォリオ：10点 学修到達度レポートによって評価する。

235

川副 智行

イノベーションは特別なものでなく誰でも起こすことができるという大前提を理解していて欲しい。  起
業の有無に関わらず、本講義で学ぶ実践的なアイデア創造力はキャリア形成に有効であることを理解
して欲しい。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. WebClassに掲示する授業インストラクションを事前に閲覧した上で講義動画を視聴する。    2. 出席は、Web Class
システムへの出席登録にて確定するが、ポイントは、提出される課題･レポートによって決定する。提出物は各動画で指定
する期限までにWeb Classにて提出する（課題提出物及び確認小テストは授業日から2回目の月曜12:00まで、レポート
は授業日から3回目の月曜12:00までを基本とする）。いずれの場合も提出の遅延は減点対象となる。    3. レポート等の
コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされる。    4. ネット環境の問題などで動画視聴が難し
い場合はその旨を学科の担任に、急なトラブルなどで予定していた講義を視聴できなくなった場合は担当教員に連絡す
る。

2021 イノベーション入門（２機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

■講義概要、講師紹介，アントレプレナーシップと社会とのつながりを概説。  
■社会からの期待や自己実現について考え、体得すべきスキルを理解する
。  ■アンケートで、現在の自分を把握すると共に、講義の位置づけを理解す
る。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題及びアンケートに回答して期日内に提出
する。第2回の授業インストラクションを読んでおく。

20

テーマ

内容

2回

イノベーション領域の頻出ワードと現在のビジネス（
企業と起業）

■イノベーション領域で使用されるビジネスワードに慣れる。  ■社会におけ
る企業（大企業・中小企業）の特徴を理解する。  ■起業化よるメリット・デメ
リットを理解する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第3回授
業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

3回

身近にあるイノベーションとアイデアを形にするマイ
ンドセット

■イノベーションの事例を通して、登場背景やその必要性を理解する。  ■イ
ノベーション創出では発想とマインドが重要であることを理解する。    ■身
近のイノベーションやヒット品を選び、その理由をレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

身近にあるイノベーションやヒット商品をレポートにまとめ、期
日内に提出する。第4回の授業インストラクションを読んでお
く。

90

テーマ

内容

4回

イノベーションの種類（プロダクト・サービス・プロセス
・意味）

■様々なイノベーションの事例より、各種イノベーションの分類と特徴を理解
する。  ■アイディエーションにおけるソリューションや想像力の幅を広げる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第5回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

5回

イノベーションのジレンマとその対策

■商品・サービスの本質的価値と変動する価値を理解する。  ■大企業に
おけるイノベーションのジレンマを理解する。  ■イノベーションのジレンマに
対する意見をレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

イノベーションのジレンマについての意見をレポートにまとめ、
期日内に提出する。第6回の授業インストラクションを読んで
おく。

90

テーマ

内容

6回

持続的イノベーションと破壊的イノベーション

■持続的イノベーションと破壊的イノベーションの違いを事例にて理解する
。  ■破壊的イノベーションに繋がる発想及び着眼点を理解する。  ■次に起
こるイノベーションを考えるマインドとスキルを持つ。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第7回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

7回

変化する生活環境・市場環境・規制とイノベーション

■イノベーションが必要となる生活環境や社会構造の変化を理解する。  ■
規制の変化や社会情勢の変化に関する意識を醸成する  ■ゲームチェンジ
の事例を通して、ビジネスセンスを身に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第8回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

8回

新しい流通の確立と台頭するYou Tuber

■ICTやSNSなどのプラットフォームによるデジタル経済の発展を理解する
。  ■You Tuberの存在意義や起業に向けた環境の充実を理解する。  ■
確認小テストの実施

講義（オ
ンデマン
ド型）

確認小テストに回答して期日内に提出する。第9回の授業イ
ンストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

9回

コンシューマインサイトとUX・UI

■インサイト及びUX・UIのイメージを理解する。  ■アイデア着想の源とし
てインサイトやUXを活用できる。  ■具体的なインサイトの事例から本質的
価値が理解できる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第10回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

10回

ニーズを知る（需要度を確認する）

■調査実施の必要性と調査の基本骨格を理解する  ■市場ニーズを把握
する手法の種類を把握する。  ■調査目的に応じた簡易調査ができるように
なる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第11回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

2021 イノベーション入門（２機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

ヒトの意識と感性価値（AIDMAとAISAS）

■AIDMAやAISASなどヒトの認知特性を理解してアイデア着想の源とす
る。  ■感性工学的なアプローチを理解して、感性価値の科学的解釈ができ
る。  ■商品・サービスの感性価値・インサイトを理解してレポートにまとめる
。

講義（オ
ンデマン
ド型）

商品・サービスの感性価値・インサイトについての考えをレポ
ートにまとめ、期日内に提出する。第12回の授業インストラク
ションを読んでおく。

90

テーマ

内容

12回

イノベーションを考えよう！Part.1

■グッドデザイン賞などの新規アイデアの存在を理解して、情報収集力を高
める。  ■新規アイデアを閲覧して、アイデア評価の具体的な訓練をする。

講義（オ
ンデマン
ド型）+PB
L(Project
 Based Le
arning)

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第13回の
授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

13回

アイデア創出法（バックキャストとフォアキャスト）

■フォアキャストによる発想の優位点と問題点を理解する。  ■バックキャス
トによる発想の優位点と問題点を理解する。  ■事例を通してアイディエー
ションでの発想のコツを取得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第14回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

14回

イノベーションを考えよう！Part.2

■グッドデザイン賞などの新規アイデアを題材に、アイデアを絞り込むプロセ
スを体験する。  ■アイデアの良さを説明するプロセスによって、論理的な説
明力を体得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

グッドデザイン賞を対象としたイノベーションを考えるに関す
るレポートにまとめ、期日内に提出する。第15回の授業インス
トラクションを読んでおく。

90

テーマ

内容

15回

講義のまとめ

■講義のまとめと教員からのメッセージ  ■レポートやアンケートの結果を共
有化して、自分の意見の位置づけや他者の意見を理解する。  ■理解度や
意識に関するアンケートを実施する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認アンケートに回答して期日内に提出する。ポー
トフォリオ（到達レポート）の作成する。

30

2021 イノベーション入門（２機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イノベーション入門（２ナ微）

Innovation

1115502

前期

t-kawasoe@ed.sojo-u.ac.jp

G301 川副 智行　G303 田口 雄太 　　　　

川副 智行（実務経験）　田口 雄太 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 4 56 0 0 10 30 100

「イノベーションに繋がる魅力的なアイデアを出す力を身に付ける」  本講義では、社会･市場の変化や技術の進歩とイノ
ベーションとの関連を学びながら、イノベーション創出に関する基本的な考えと社会で実践するための知識･スキル･マイ
ンドを身に付ける。併せて前職の民間企業で長年研究開発に携わってきた実務経験に基づき、近年重要視されるユーザ
ー体験（UX）やインサイトなどの最新知識や効果的なアイディエーションの手法など、社会で活用できる実践的なノウハ
ウを学ぶ。なお、自分の意見を表現するスキルを向上するために、4回のレポート課題を実施する。

イノベーション全書　東洋経済社　紺野 登　 978-4-492-52225-7

イノベーションのジレンマ増補改訂版　翔泳社　C.クリステンセン　 978-4-881-35839-9

社会・環境・技術の変化を把握して、それに関係したイノベーションが必要であることを理解することができる。(a), (b)

イノベーションに関連したワードを理解することで、他のイノベーションの事例を理解することができる。

イノベーション創出に向けたアイディエーションの手法を理解し、活用することができる。

顕在化した課題のみならず、潜在的な課題までも対象とした各種イノベーションの特徴を理解することができる。

イノベーションの事例に対する自分の考えをまとめて、レポート他で他人に対して論理的にわかり易く説明することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートファリオで自己評価することができる。

(b), (c), (d)

(d), (e), (g)

(a), (c), (d), (e), (g)

(e), (f), (h)

(g)

月曜日終日（川副）

イノベーション　コンシューマーインサイト　アイディエーション　バックキャスト 　　ユーザーエクスペ
リエンス（UX）　　　　　　

基礎科目：「特殊講座（未来デザ
イン）」「アントレプレナーシップ入
門」「ベンチャービジネス」  発展
科目：「ローカルイノベーション」

イノベーション入門（２ナ微）2021

2

2

選必

講義のレジュメを教科書とする　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

ビジネスを変える100のブルーオーシャン　日経BP社　日経BP総研社 　 978-4-2961-0392-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イノベーション入門（２ナ微）

1. 課題提出物：3点×10回（第3,回 第5回, 第8回, 第11回, 第14回を除く講義）＝30点  講義動画を
視聴後、指定の期日までに視聴確認課題を提出（提出遅延は減点対象）。    2. レポート：14点×4回＝
56点 身近のイノベーションとヒット商品（第3回）／イノベーションのジレンマについて（第5回）／商品・
サービスの感性価値・インサイトについて（第11回）／イノベーションを考える（第14回）を1200～150
0字でまとめる（文字数は別途指定）。各回のテーマに対して、各動画で提示する評価基準に基づき評
価する。提出された4回のレポートについては、期中の適切な時期にweb classにてコメントをフィードバ
ックする。    3. 確認小テスト（第8回）：4点 講義で取り上げた内容に関する基礎的な事項の理解を確
認する。テスト内容に関しては、web classにてコメントをフィードバックすると共に、第15回目の講義内
で解説を行う。    4. ポートフォリオ：10点 学修到達度レポートによって評価する。
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川副 智行

イノベーションは特別なものでなく誰でも起こすことができるという大前提を理解していて欲しい。  起
業の有無に関わらず、本講義で学ぶ実践的なアイデア創造力はキャリア形成に有効であることを理解
して欲しい。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. WebClassに掲示する授業インストラクションを事前に閲覧した上で講義動画を視聴する。    2. 出席は、Web Class
システムへの出席登録にて確定するが、ポイントは、提出される課題･レポートによって決定する。提出物は各動画で指定
する期限までにWeb Classにて提出する（課題提出物及び確認小テストは授業日から2回目の月曜12:00まで、レポート
は授業日から3回目の月曜12:00までを基本とする）。いずれの場合も提出の遅延は減点対象となる。    3. レポート等の
コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされる。    4. ネット環境の問題などで動画視聴が難し
い場合はその旨を学科の担任に、急なトラブルなどで予定していた講義を視聴できなくなった場合は担当教員に連絡す
る。

2021 イノベーション入門（２ナ微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

■講義概要、講師紹介，アントレプレナーシップと社会とのつながりを概説。  
■社会からの期待や自己実現について考え、体得すべきスキルを理解する
。  ■アンケートで、現在の自分を把握すると共に、講義の位置づけを理解す
る。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題及びアンケートに回答して期日内に提出
する。第2回の授業インストラクションを読んでおく。

20

テーマ

内容

2回

イノベーション領域の頻出ワードと現在のビジネス（
企業と起業）

■イノベーション領域で使用されるビジネスワードに慣れる。  ■社会におけ
る企業（大企業・中小企業）の特徴を理解する。  ■起業化よるメリット・デメ
リットを理解する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第3回授
業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

3回

身近にあるイノベーションとアイデアを形にするマイ
ンドセット

■イノベーションの事例を通して、登場背景やその必要性を理解する。  ■イ
ノベーション創出では発想とマインドが重要であることを理解する。    ■身
近のイノベーションやヒット品を選び、その理由をレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

身近にあるイノベーションやヒット商品をレポートにまとめ、期
日内に提出する。第4回の授業インストラクションを読んでお
く。

90

テーマ

内容

4回

イノベーションの種類（プロダクト・サービス・プロセス
・意味）

■様々なイノベーションの事例より、各種イノベーションの分類と特徴を理解
する。  ■アイディエーションにおけるソリューションや想像力の幅を広げる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第5回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

5回

イノベーションのジレンマとその対策

■商品・サービスの本質的価値と変動する価値を理解する。  ■大企業に
おけるイノベーションのジレンマを理解する。  ■イノベーションのジレンマに
対する意見をレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

イノベーションのジレンマについての意見をレポートにまとめ、
期日内に提出する。第6回の授業インストラクションを読んで
おく。

90

テーマ

内容

6回

持続的イノベーションと破壊的イノベーション

■持続的イノベーションと破壊的イノベーションの違いを事例にて理解する
。  ■破壊的イノベーションに繋がる発想及び着眼点を理解する。  ■次に起
こるイノベーションを考えるマインドとスキルを持つ。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第7回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

7回

変化する生活環境・市場環境・規制とイノベーション

■イノベーションが必要となる生活環境や社会構造の変化を理解する。  ■
規制の変化や社会情勢の変化に関する意識を醸成する  ■ゲームチェンジ
の事例を通して、ビジネスセンスを身に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第8回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

8回

新しい流通の確立と台頭するYou Tuber

■ICTやSNSなどのプラットフォームによるデジタル経済の発展を理解する
。  ■You Tuberの存在意義や起業に向けた環境の充実を理解する。  ■
確認小テストの実施

講義（オ
ンデマン
ド型）

確認小テストに回答して期日内に提出する。第9回の授業イ
ンストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

9回

コンシューマインサイトとUX・UI

■インサイト及びUX・UIのイメージを理解する。  ■アイデア着想の源とし
てインサイトやUXを活用できる。  ■具体的なインサイトの事例から本質的
価値が理解できる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第10回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

10回

ニーズを知る（需要度を確認する）

■調査実施の必要性と調査の基本骨格を理解する  ■市場ニーズを把握
する手法の種類を把握する。  ■調査目的に応じた簡易調査ができるように
なる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第11回の
授業インストラクションを読んでおく。

10
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

ヒトの意識と感性価値（AIDMAとAISAS）

■AIDMAやAISASなどヒトの認知特性を理解してアイデア着想の源とす
る。  ■感性工学的なアプローチを理解して、感性価値の科学的解釈ができ
る。  ■商品・サービスの感性価値・インサイトを理解してレポートにまとめる
。

講義（オ
ンデマン
ド型）

商品・サービスの感性価値・インサイトについての考えをレポ
ートにまとめ、期日内に提出する。第12回の授業インストラク
ションを読んでおく。

90

テーマ

内容

12回

イノベーションを考えよう！Part.1

■グッドデザイン賞などの新規アイデアの存在を理解して、情報収集力を高
める。  ■新規アイデアを閲覧して、アイデア評価の具体的な訓練をする。

講義（オ
ンデマン
ド型）+PB
L(Project
 Based Le
arning)

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第13回の
授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

13回

アイデア創出法（バックキャストとフォアキャスト）

■フォアキャストによる発想の優位点と問題点を理解する。  ■バックキャス
トによる発想の優位点と問題点を理解する。  ■事例を通してアイディエー
ションでの発想のコツを取得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第14回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

14回

イノベーションを考えよう！Part.2

■グッドデザイン賞などの新規アイデアを題材に、アイデアを絞り込むプロセ
スを体験する。  ■アイデアの良さを説明するプロセスによって、論理的な説
明力を体得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

グッドデザイン賞を対象としたイノベーションを考えるに関す
るレポートにまとめ、期日内に提出する。第15回の授業インス
トラクションを読んでおく。

90

テーマ

内容

15回

講義のまとめ

■講義のまとめと教員からのメッセージ  ■レポートやアンケートの結果を共
有化して、自分の意見の位置づけや他者の意見を理解する。  ■理解度や
意識に関するアンケートを実施する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認アンケートに回答して期日内に提出する。ポー
トフォリオ（到達レポート）の作成する。

30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イノベーション入門（２建薬）

Innovation

1115503

前期

t-kawasoe@ed.sojo-u.ac.jp

G301 川副 智行　G303 田口 雄太 　　　　

川副 智行（実務経験）　田口 雄太 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 4 56 0 0 10 30 100

「イノベーションに繋がる魅力的なアイデアを出す力を身に付ける」  本講義では、社会･市場の変化や技術の進歩とイノ
ベーションとの関連を学びながら、イノベーション創出に関する基本的な考えと社会で実践するための知識･スキル･マイ
ンドを身に付ける。併せて前職の民間企業で長年研究開発に携わってきた実務経験に基づき、近年重要視されるユーザ
ー体験（UX）やインサイトなどの最新知識や効果的なアイディエーションの手法など、社会で活用できる実践的なノウハ
ウを学ぶ。なお、自分の意見を表現するスキルを向上するために、4回のレポート課題を実施する。

イノベーション全書　東洋経済社　紺野 登　 978-4-492-52225-7

イノベーションのジレンマ増補改訂版　翔泳社　C.クリステンセン　 978-4-881-35839-9

社会・環境・技術の変化を把握して、それに関係したイノベーションが必要であることを理解することができる。(a), (b)

イノベーションに関連したワードを理解することで、他のイノベーションの事例を理解することができる。

イノベーション創出に向けたアイディエーションの手法を理解し、活用することができる。

顕在化した課題のみならず、潜在的な課題までも対象とした各種イノベーションの特徴を理解することができる。

イノベーションの事例に対する自分の考えをまとめて、レポート他で他人に対して論理的にわかり易く説明することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートファリオで自己評価することができる。

(b), (c), (d)

(d), (e), (g)

(a), (c), (d), (e), (g)

(e), (f), (h)

(g)

月曜日終日（川副）

イノベーション　コンシューマーインサイト　アイディエーション　バックキャスト 　　ユーザーエクスペ
リエンス（UX）　　　　　　

基礎科目：「特殊講座（未来デザ
イン）」「アントレプレナーシップ入
門」「ベンチャービジネス」  発展
科目：「ローカルイノベーション」

イノベーション入門（２建薬）2021

2

2

選必

講義のレジュメを教科書とする　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

ビジネスを変える100のブルーオーシャン　日経BP社　日経BP総研社 　 978-4-2961-0392-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イノベーション入門（２建薬）

1. 課題提出物：3点×10回（第3,回 第5回, 第8回, 第11回, 第14回を除く講義）＝30点  講義動画を
視聴後、指定の期日までに視聴確認課題を提出（提出遅延は減点対象）。    2. レポート：14点×4回＝
56点 身近のイノベーションとヒット商品（第3回）／イノベーションのジレンマについて（第5回）／商品・
サービスの感性価値・インサイトについて（第11回）／イノベーションを考える（第14回）を1200～150
0字でまとめる（文字数は別途指定）。各回のテーマに対して、各動画で提示する評価基準に基づき評
価する。提出された4回のレポートについては、期中の適切な時期にweb classにてコメントをフィードバ
ックする。    3. 確認小テスト（第8回）：4点 講義で取り上げた内容に関する基礎的な事項の理解を確
認する。テスト内容に関しては、web classにてコメントをフィードバックすると共に、第15回目の講義内
で解説を行う。    4. ポートフォリオ：10点 学修到達度レポートによって評価する。

245

川副 智行

イノベーションは特別なものでなく誰でも起こすことができるという大前提を理解していて欲しい。  起
業の有無に関わらず、本講義で学ぶ実践的なアイデア創造力はキャリア形成に有効であることを理解
して欲しい。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. WebClassに掲示する授業インストラクションを事前に閲覧した上で講義動画を視聴する。    2. 出席は、Web Class
システムへの出席登録にて確定するが、ポイントは、提出される課題･レポートによって決定する。提出物は各動画で指定
する期限までにWeb Classにて提出する（課題提出物及び確認小テストは授業日から2回目の月曜12:00まで、レポート
は授業日から3回目の月曜12:00までを基本とする）。いずれの場合も提出の遅延は減点対象となる。    3. レポート等の
コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされる。    4. ネット環境の問題などで動画視聴が難し
い場合はその旨を学科の担任に、急なトラブルなどで予定していた講義を視聴できなくなった場合は担当教員に連絡す
る。

2021 イノベーション入門（２建薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

■講義概要、講師紹介，アントレプレナーシップと社会とのつながりを概説。  
■社会からの期待や自己実現について考え、体得すべきスキルを理解する
。  ■アンケートで、現在の自分を把握すると共に、講義の位置づけを理解す
る。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題及びアンケートに回答して期日内に提出
する。第2回の授業インストラクションを読んでおく。

20

テーマ

内容

2回

イノベーション領域の頻出ワードと現在のビジネス（
企業と起業）

■イノベーション領域で使用されるビジネスワードに慣れる。  ■社会におけ
る企業（大企業・中小企業）の特徴を理解する。  ■起業化よるメリット・デメ
リットを理解する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第3回授
業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

3回

身近にあるイノベーションとアイデアを形にするマイ
ンドセット

■イノベーションの事例を通して、登場背景やその必要性を理解する。  ■イ
ノベーション創出では発想とマインドが重要であることを理解する。    ■身
近のイノベーションやヒット品を選び、その理由をレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

身近にあるイノベーションやヒット商品をレポートにまとめ、期
日内に提出する。第4回の授業インストラクションを読んでお
く。

90

テーマ

内容

4回

イノベーションの種類（プロダクト・サービス・プロセス
・意味）

■様々なイノベーションの事例より、各種イノベーションの分類と特徴を理解
する。  ■アイディエーションにおけるソリューションや想像力の幅を広げる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第5回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

5回

イノベーションのジレンマとその対策

■商品・サービスの本質的価値と変動する価値を理解する。  ■大企業に
おけるイノベーションのジレンマを理解する。  ■イノベーションのジレンマに
対する意見をレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

イノベーションのジレンマについての意見をレポートにまとめ、
期日内に提出する。第6回の授業インストラクションを読んで
おく。

90

テーマ

内容

6回

持続的イノベーションと破壊的イノベーション

■持続的イノベーションと破壊的イノベーションの違いを事例にて理解する
。  ■破壊的イノベーションに繋がる発想及び着眼点を理解する。  ■次に起
こるイノベーションを考えるマインドとスキルを持つ。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第7回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

7回

変化する生活環境・市場環境・規制とイノベーション

■イノベーションが必要となる生活環境や社会構造の変化を理解する。  ■
規制の変化や社会情勢の変化に関する意識を醸成する  ■ゲームチェンジ
の事例を通して、ビジネスセンスを身に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第8回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

8回

新しい流通の確立と台頭するYou Tuber

■ICTやSNSなどのプラットフォームによるデジタル経済の発展を理解する
。  ■You Tuberの存在意義や起業に向けた環境の充実を理解する。  ■
確認小テストの実施

講義（オ
ンデマン
ド型）

確認小テストに回答して期日内に提出する。第9回の授業イ
ンストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

9回

コンシューマインサイトとUX・UI

■インサイト及びUX・UIのイメージを理解する。  ■アイデア着想の源とし
てインサイトやUXを活用できる。  ■具体的なインサイトの事例から本質的
価値が理解できる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第10回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

10回

ニーズを知る（需要度を確認する）

■調査実施の必要性と調査の基本骨格を理解する  ■市場ニーズを把握
する手法の種類を把握する。  ■調査目的に応じた簡易調査ができるように
なる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第11回の
授業インストラクションを読んでおく。

10
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

ヒトの意識と感性価値（AIDMAとAISAS）

■AIDMAやAISASなどヒトの認知特性を理解してアイデア着想の源とす
る。  ■感性工学的なアプローチを理解して、感性価値の科学的解釈ができ
る。  ■商品・サービスの感性価値・インサイトを理解してレポートにまとめる
。

講義（オ
ンデマン
ド型）

商品・サービスの感性価値・インサイトについての考えをレポ
ートにまとめ、期日内に提出する。第12回の授業インストラク
ションを読んでおく。

90

テーマ

内容

12回

イノベーションを考えよう！Part.1

■グッドデザイン賞などの新規アイデアの存在を理解して、情報収集力を高
める。  ■新規アイデアを閲覧して、アイデア評価の具体的な訓練をする。

講義（オ
ンデマン
ド型）+PB
L(Project
 Based Le
arning)

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第13回の
授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

13回

アイデア創出法（バックキャストとフォアキャスト）

■フォアキャストによる発想の優位点と問題点を理解する。  ■バックキャス
トによる発想の優位点と問題点を理解する。  ■事例を通してアイディエー
ションでの発想のコツを取得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第14回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

14回

イノベーションを考えよう！Part.2

■グッドデザイン賞などの新規アイデアを題材に、アイデアを絞り込むプロセ
スを体験する。  ■アイデアの良さを説明するプロセスによって、論理的な説
明力を体得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

グッドデザイン賞を対象としたイノベーションを考えるに関す
るレポートにまとめ、期日内に提出する。第15回の授業インス
トラクションを読んでおく。

90

テーマ

内容

15回

講義のまとめ

■講義のまとめと教員からのメッセージ  ■レポートやアンケートの結果を共
有化して、自分の意見の位置づけや他者の意見を理解する。  ■理解度や
意識に関するアンケートを実施する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認アンケートに回答して期日内に提出する。ポー
トフォリオ（到達レポート）の作成する。

30

2021 イノベーション入門（２建薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イノベーション入門（２情生）

Innovation

1115504

前期

t-kawasoe@ed.sojo-u.ac.jp

G301 川副 智行　G303 田口 雄太 　　　　

川副 智行（実務経験）　田口 雄太 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 4 56 0 0 10 30 100

「イノベーションに繋がる魅力的なアイデアを出す力を身に付ける」  本講義では、社会･市場の変化や技術の進歩とイノ
ベーションとの関連を学びながら、イノベーション創出に関する基本的な考えと社会で実践するための知識･スキル･マイ
ンドを身に付ける。併せて前職の民間企業で長年研究開発に携わってきた実務経験に基づき、近年重要視されるユーザ
ー体験（UX）やインサイトなどの最新知識や効果的なアイディエーションの手法など、社会で活用できる実践的なノウハ
ウを学ぶ。なお、自分の意見を表現するスキルを向上するために、4回のレポート課題を実施する。

イノベーション全書　東洋経済社　紺野 登　 978-4-492-52225-7

イノベーションのジレンマ増補改訂版　翔泳社　C.クリステンセン　 978-4-881-35839-9

社会・環境・技術の変化を把握して、それに関係したイノベーションが必要であることを理解することができる。(a), (b)

イノベーションに関連したワードを理解することで、他のイノベーションの事例を理解することができる。

イノベーション創出に向けたアイディエーションの手法を理解し、活用することができる。

顕在化した課題のみならず、潜在的な課題までも対象とした各種イノベーションの特徴を理解することができる。

イノベーションの事例に対する自分の考えをまとめて、レポート他で他人に対して論理的にわかり易く説明することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートファリオで自己評価することができる。

(b), (c), (d)

(d), (e), (g)

(a), (c), (d), (e), (g)

(e), (f), (h)

(g)

月曜日終日（川副）

イノベーション　コンシューマーインサイト　アイディエーション　バックキャスト 　　ユーザーエクスペ
リエンス（UX）　　　　　　

基礎科目：「特殊講座（未来デザ
イン）」「アントレプレナーシップ入
門」「ベンチャービジネス」  発展
科目：「ローカルイノベーション」

イノベーション入門（２情生）2021

2

2

選必

講義のレジュメを教科書とする　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

ビジネスを変える100のブルーオーシャン　日経BP社　日経BP総研社 　 978-4-2961-0392-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イノベーション入門（２情生）

1. 課題提出物：3点×10回（第3,回 第5回, 第8回, 第11回, 第14回を除く講義）＝30点  講義動画を
視聴後、指定の期日までに視聴確認課題を提出（提出遅延は減点対象）。    2. レポート：14点×4回＝
56点 身近のイノベーションとヒット商品（第3回）／イノベーションのジレンマについて（第5回）／商品・
サービスの感性価値・インサイトについて（第11回）／イノベーションを考える（第14回）を1200～150
0字でまとめる（文字数は別途指定）。各回のテーマに対して、各動画で提示する評価基準に基づき評
価する。提出された4回のレポートについては、期中の適切な時期にweb classにてコメントをフィードバ
ックする。    3. 確認小テスト（第8回）：4点 講義で取り上げた内容に関する基礎的な事項の理解を確
認する。テスト内容に関しては、web classにてコメントをフィードバックすると共に、第15回目の講義内
で解説を行う。    4. ポートフォリオ：10点 学修到達度レポートによって評価する。

250

川副 智行

イノベーションは特別なものでなく誰でも起こすことができるという大前提を理解していて欲しい。  起
業の有無に関わらず、本講義で学ぶ実践的なアイデア創造力はキャリア形成に有効であることを理解
して欲しい。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. WebClassに掲示する授業インストラクションを事前に閲覧した上で講義動画を視聴する。    2. 出席は、Web Class
システムへの出席登録にて確定するが、ポイントは、提出される課題･レポートによって決定する。提出物は各動画で指定
する期限までにWeb Classにて提出する（課題提出物及び確認小テストは授業日から2回目の月曜12:00まで、レポート
は授業日から3回目の月曜12:00までを基本とする）。いずれの場合も提出の遅延は減点対象となる。    3. レポート等の
コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされる。    4. ネット環境の問題などで動画視聴が難し
い場合はその旨を学科の担任に、急なトラブルなどで予定していた講義を視聴できなくなった場合は担当教員に連絡す
る。

2021 イノベーション入門（２情生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

■講義概要、講師紹介，アントレプレナーシップと社会とのつながりを概説。  
■社会からの期待や自己実現について考え、体得すべきスキルを理解する
。  ■アンケートで、現在の自分を把握すると共に、講義の位置づけを理解す
る。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題及びアンケートに回答して期日内に提出
する。第2回の授業インストラクションを読んでおく。

20

テーマ

内容

2回

イノベーション領域の頻出ワードと現在のビジネス（
企業と起業）

■イノベーション領域で使用されるビジネスワードに慣れる。  ■社会におけ
る企業（大企業・中小企業）の特徴を理解する。  ■起業化よるメリット・デメ
リットを理解する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第3回授
業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

3回

身近にあるイノベーションとアイデアを形にするマイ
ンドセット

■イノベーションの事例を通して、登場背景やその必要性を理解する。  ■イ
ノベーション創出では発想とマインドが重要であることを理解する。    ■身
近のイノベーションやヒット品を選び、その理由をレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

身近にあるイノベーションやヒット商品をレポートにまとめ、期
日内に提出する。第4回の授業インストラクションを読んでお
く。

90

テーマ

内容

4回

イノベーションの種類（プロダクト・サービス・プロセス
・意味）

■様々なイノベーションの事例より、各種イノベーションの分類と特徴を理解
する。  ■アイディエーションにおけるソリューションや想像力の幅を広げる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第5回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

5回

イノベーションのジレンマとその対策

■商品・サービスの本質的価値と変動する価値を理解する。  ■大企業に
おけるイノベーションのジレンマを理解する。  ■イノベーションのジレンマに
対する意見をレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

イノベーションのジレンマについての意見をレポートにまとめ、
期日内に提出する。第6回の授業インストラクションを読んで
おく。

90

テーマ

内容

6回

持続的イノベーションと破壊的イノベーション

■持続的イノベーションと破壊的イノベーションの違いを事例にて理解する
。  ■破壊的イノベーションに繋がる発想及び着眼点を理解する。  ■次に起
こるイノベーションを考えるマインドとスキルを持つ。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第7回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

7回

変化する生活環境・市場環境・規制とイノベーション

■イノベーションが必要となる生活環境や社会構造の変化を理解する。  ■
規制の変化や社会情勢の変化に関する意識を醸成する  ■ゲームチェンジ
の事例を通して、ビジネスセンスを身に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第8回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

8回

新しい流通の確立と台頭するYou Tuber

■ICTやSNSなどのプラットフォームによるデジタル経済の発展を理解する
。  ■You Tuberの存在意義や起業に向けた環境の充実を理解する。  ■
確認小テストの実施

講義（オ
ンデマン
ド型）

確認小テストに回答して期日内に提出する。第9回の授業イ
ンストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

9回

コンシューマインサイトとUX・UI

■インサイト及びUX・UIのイメージを理解する。  ■アイデア着想の源とし
てインサイトやUXを活用できる。  ■具体的なインサイトの事例から本質的
価値が理解できる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第10回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

10回

ニーズを知る（需要度を確認する）

■調査実施の必要性と調査の基本骨格を理解する  ■市場ニーズを把握
する手法の種類を把握する。  ■調査目的に応じた簡易調査ができるように
なる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第11回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

2021 イノベーション入門（２情生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

ヒトの意識と感性価値（AIDMAとAISAS）

■AIDMAやAISASなどヒトの認知特性を理解してアイデア着想の源とす
る。  ■感性工学的なアプローチを理解して、感性価値の科学的解釈ができ
る。  ■商品・サービスの感性価値・インサイトを理解してレポートにまとめる
。

講義（オ
ンデマン
ド型）

商品・サービスの感性価値・インサイトについての考えをレポ
ートにまとめ、期日内に提出する。第12回の授業インストラク
ションを読んでおく。

90

テーマ

内容

12回

イノベーションを考えよう！Part.1

■グッドデザイン賞などの新規アイデアの存在を理解して、情報収集力を高
める。  ■新規アイデアを閲覧して、アイデア評価の具体的な訓練をする。

講義（オ
ンデマン
ド型）+PB
L(Project
 Based Le
arning)

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第13回の
授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

13回

アイデア創出法（バックキャストとフォアキャスト）

■フォアキャストによる発想の優位点と問題点を理解する。  ■バックキャス
トによる発想の優位点と問題点を理解する。  ■事例を通してアイディエー
ションでの発想のコツを取得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第14回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

14回

イノベーションを考えよう！Part.2

■グッドデザイン賞などの新規アイデアを題材に、アイデアを絞り込むプロセ
スを体験する。  ■アイデアの良さを説明するプロセスによって、論理的な説
明力を体得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

グッドデザイン賞を対象としたイノベーションを考えるに関す
るレポートにまとめ、期日内に提出する。第15回の授業インス
トラクションを読んでおく。

90

テーマ

内容

15回

講義のまとめ

■講義のまとめと教員からのメッセージ  ■レポートやアンケートの結果を共
有化して、自分の意見の位置づけや他者の意見を理解する。  ■理解度や
意識に関するアンケートを実施する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認アンケートに回答して期日内に提出する。ポー
トフォリオ（到達レポート）の作成する。

30

2021 イノベーション入門（２情生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イノベーション入門（２美デ）

Innovation

1115505

前期

t-kawasoe@ed.sojo-u.ac.jp

G301 川副 智行　G303 田口 雄太 　　　　

川副 智行（実務経験）　田口 雄太 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 4 56 0 0 10 30 100

「イノベーションに繋がる魅力的なアイデアを出す力を身に付ける」  本講義では、社会･市場の変化や技術の進歩とイノ
ベーションとの関連を学びながら、イノベーション創出に関する基本的な考えと社会で実践するための知識･スキル･マイ
ンドを身に付ける。併せて前職の民間企業で長年研究開発に携わってきた実務経験に基づき、近年重要視されるユーザ
ー体験（UX）やインサイトなどの最新知識や効果的なアイディエーションの手法など、社会で活用できる実践的なノウハ
ウを学ぶ。なお、自分の意見を表現するスキルを向上するために、4回のレポート課題を実施する。

イノベーション全書　東洋経済社　紺野 登　 978-4-492-52225-7

イノベーションのジレンマ増補改訂版　翔泳社　C.クリステンセン　 978-4-881-35839-9

社会・環境・技術の変化を把握して、それに関係したイノベーションが必要であることを理解することができる。(a), (b)

イノベーションに関連したワードを理解することで、他のイノベーションの事例を理解することができる。

イノベーション創出に向けたアイディエーションの手法を理解し、活用することができる。

顕在化した課題のみならず、潜在的な課題までも対象とした各種イノベーションの特徴を理解することができる。

イノベーションの事例に対する自分の考えをまとめて、レポート他で他人に対して論理的にわかり易く説明することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートファリオで自己評価することができる。

(b), (c), (d)

(d), (e), (g)

(a), (c), (d), (e), (g)

(e), (f), (h)

(g)

月曜日終日（川副）

イノベーション　コンシューマーインサイト　アイディエーション　バックキャスト 　　ユーザーエクスペ
リエンス（UX）　　　　　　

基礎科目：「特殊講座（未来デザ
イン）」「アントレプレナーシップ入
門」「ベンチャービジネス」  発展
科目：「ローカルイノベーション」

イノベーション入門（２美デ）2021

2

2

選必

講義のレジュメを教科書とする　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

ビジネスを変える100のブルーオーシャン　日経BP社　日経BP総研社 　 978-4-2961-0392-8
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2021 イノベーション入門（２美デ）

1. 課題提出物：3点×10回（第3,回 第5回, 第8回, 第11回, 第14回を除く講義）＝30点  講義動画を
視聴後、指定の期日までに視聴確認課題を提出（提出遅延は減点対象）。    2. レポート：14点×4回＝
56点 身近のイノベーションとヒット商品（第3回）／イノベーションのジレンマについて（第5回）／商品・
サービスの感性価値・インサイトについて（第11回）／イノベーションを考える（第14回）を1200～150
0字でまとめる（文字数は別途指定）。各回のテーマに対して、各動画で提示する評価基準に基づき評
価する。提出された4回のレポートについては、期中の適切な時期にweb classにてコメントをフィードバ
ックする。    3. 確認小テスト（第8回）：4点 講義で取り上げた内容に関する基礎的な事項の理解を確
認する。テスト内容に関しては、web classにてコメントをフィードバックすると共に、第15回目の講義内
で解説を行う。    4. ポートフォリオ：10点 学修到達度レポートによって評価する。

255

川副 智行

イノベーションは特別なものでなく誰でも起こすことができるという大前提を理解していて欲しい。  起
業の有無に関わらず、本講義で学ぶ実践的なアイデア創造力はキャリア形成に有効であることを理解
して欲しい。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. WebClassに掲示する授業インストラクションを事前に閲覧した上で講義動画を視聴する。    2. 出席は、Web Class
システムへの出席登録にて確定するが、ポイントは、提出される課題･レポートによって決定する。提出物は各動画で指定
する期限までにWeb Classにて提出する（課題提出物及び確認小テストは授業日から2回目の月曜12:00まで、レポート
は授業日から3回目の月曜12:00までを基本とする）。いずれの場合も提出の遅延は減点対象となる。    3. レポート等の
コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされる。    4. ネット環境の問題などで動画視聴が難し
い場合はその旨を学科の担任に、急なトラブルなどで予定していた講義を視聴できなくなった場合は担当教員に連絡す
る。

2021 イノベーション入門（２美デ）

256



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

■講義概要、講師紹介，アントレプレナーシップと社会とのつながりを概説。  
■社会からの期待や自己実現について考え、体得すべきスキルを理解する
。  ■アンケートで、現在の自分を把握すると共に、講義の位置づけを理解す
る。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題及びアンケートに回答して期日内に提出
する。第2回の授業インストラクションを読んでおく。

20

テーマ

内容

2回

イノベーション領域の頻出ワードと現在のビジネス（
企業と起業）

■イノベーション領域で使用されるビジネスワードに慣れる。  ■社会におけ
る企業（大企業・中小企業）の特徴を理解する。  ■起業化よるメリット・デメ
リットを理解する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第3回授
業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

3回

身近にあるイノベーションとアイデアを形にするマイ
ンドセット

■イノベーションの事例を通して、登場背景やその必要性を理解する。  ■イ
ノベーション創出では発想とマインドが重要であることを理解する。    ■身
近のイノベーションやヒット品を選び、その理由をレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

身近にあるイノベーションやヒット商品をレポートにまとめ、期
日内に提出する。第4回の授業インストラクションを読んでお
く。

90

テーマ

内容

4回

イノベーションの種類（プロダクト・サービス・プロセス
・意味）

■様々なイノベーションの事例より、各種イノベーションの分類と特徴を理解
する。  ■アイディエーションにおけるソリューションや想像力の幅を広げる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第5回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

5回

イノベーションのジレンマとその対策

■商品・サービスの本質的価値と変動する価値を理解する。  ■大企業に
おけるイノベーションのジレンマを理解する。  ■イノベーションのジレンマに
対する意見をレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

イノベーションのジレンマについての意見をレポートにまとめ、
期日内に提出する。第6回の授業インストラクションを読んで
おく。

90

テーマ

内容

6回

持続的イノベーションと破壊的イノベーション

■持続的イノベーションと破壊的イノベーションの違いを事例にて理解する
。  ■破壊的イノベーションに繋がる発想及び着眼点を理解する。  ■次に起
こるイノベーションを考えるマインドとスキルを持つ。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第7回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

7回

変化する生活環境・市場環境・規制とイノベーション

■イノベーションが必要となる生活環境や社会構造の変化を理解する。  ■
規制の変化や社会情勢の変化に関する意識を醸成する  ■ゲームチェンジ
の事例を通して、ビジネスセンスを身に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第8回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

8回

新しい流通の確立と台頭するYou Tuber

■ICTやSNSなどのプラットフォームによるデジタル経済の発展を理解する
。  ■You Tuberの存在意義や起業に向けた環境の充実を理解する。  ■
確認小テストの実施

講義（オ
ンデマン
ド型）

確認小テストに回答して期日内に提出する。第9回の授業イ
ンストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

9回

コンシューマインサイトとUX・UI

■インサイト及びUX・UIのイメージを理解する。  ■アイデア着想の源とし
てインサイトやUXを活用できる。  ■具体的なインサイトの事例から本質的
価値が理解できる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第10回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

10回

ニーズを知る（需要度を確認する）

■調査実施の必要性と調査の基本骨格を理解する  ■市場ニーズを把握
する手法の種類を把握する。  ■調査目的に応じた簡易調査ができるように
なる。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第11回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

2021 イノベーション入門（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

ヒトの意識と感性価値（AIDMAとAISAS）

■AIDMAやAISASなどヒトの認知特性を理解してアイデア着想の源とす
る。  ■感性工学的なアプローチを理解して、感性価値の科学的解釈ができ
る。  ■商品・サービスの感性価値・インサイトを理解してレポートにまとめる
。

講義（オ
ンデマン
ド型）

商品・サービスの感性価値・インサイトについての考えをレポ
ートにまとめ、期日内に提出する。第12回の授業インストラク
ションを読んでおく。

90

テーマ

内容

12回

イノベーションを考えよう！Part.1

■グッドデザイン賞などの新規アイデアの存在を理解して、情報収集力を高
める。  ■新規アイデアを閲覧して、アイデア評価の具体的な訓練をする。

講義（オ
ンデマン
ド型）+PB
L(Project
 Based Le
arning)

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第13回の
授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

13回

アイデア創出法（バックキャストとフォアキャスト）

■フォアキャストによる発想の優位点と問題点を理解する。  ■バックキャス
トによる発想の優位点と問題点を理解する。  ■事例を通してアイディエー
ションでの発想のコツを取得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題に回答して期日内に提出する。第14回の
授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

14回

イノベーションを考えよう！Part.2

■グッドデザイン賞などの新規アイデアを題材に、アイデアを絞り込むプロセ
スを体験する。  ■アイデアの良さを説明するプロセスによって、論理的な説
明力を体得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

グッドデザイン賞を対象としたイノベーションを考えるに関す
るレポートにまとめ、期日内に提出する。第15回の授業インス
トラクションを読んでおく。

90

テーマ

内容

15回

講義のまとめ

■講義のまとめと教員からのメッセージ  ■レポートやアンケートの結果を共
有化して、自分の意見の位置づけや他者の意見を理解する。  ■理解度や
意識に関するアンケートを実施する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認アンケートに回答して期日内に提出する。ポー
トフォリオ（到達レポート）の作成する。

30

2021 イノベーション入門（２美デ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアプレコーオプ（２機建宇情）

Career Pre-Coop；Pre-Cooperative Education

1116501

前期・後期

 @ 

藤田崇：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本
館３０５　　

藤田崇（非常勤）　田上寛美（非常勤）　辻田祐純　藤本元啓　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

0 0 0 30 60 0 10 0 100

★履修申請の前に  １．身につけた専門基礎的な知識を現実社会の問題のアイデア的解決に生かしてみたい学生の受
講を歓迎  ２．「インターンシップⅠ・Ⅱ」受講予定学生の参加を歓迎    概要  本科目は、企業や団体などが抱えている現
実的な問題を学生に提示し、学生がその問題の解決にあたるという、課題解決型コーオプ教育の前段階として位置づけ
たもので、社会人基礎力としての実践力、責任感、主体的行動力を身につけ、専門教育における学修意欲や就業意識の
向上を図るものである。  １．企業等が提供する現実的な問題について、チームで精確な情報を収集し、工学・情報・デザイ
ン系の基礎知識を生かして、アイデア的な解決案を発表する。  ２．学期中に２つの問題をチームで解決・発表し、希望する
個人・チームはさらなる解決案の発表を行う。    ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

企業等の提供課題について信用のある精確な情報を収集・分析し、現時点での最善解を、PowerPointを使用して口頭発表す
ることができる。

d,e,f,i

チーム活動への積極的な貢献をとおして、問題を協働解決することができる。

自己管理能力の向上と社会への関心度を高めることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を作成することができる。

科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,i

e,f,g

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

社会人基礎力　企業等提供問題解決　チームワーク　プレゼンテーション　　キャリアデザイン　　
　　　　

以下の３年次後継科目  １．「キャ
リアセミナー」（学科別クラス）  ２．
「キャリアプロジェクト」（学生プロ
ジェクト、２年次までに１年間の活
動経験者対象）、  ３．「インターン
シップⅠ・Ⅱ」（５日間以上、夏期
・春期集中）

キャリアプレコーオプ（２機建宇情）2021

２

２

選必

「SOJO基礎ⅠⅡ」テキスト　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
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実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアプレコーオプ（２機建宇情）

★成績評価はプロセス評価で行う。  １．レポート：「ロジカルシンキングの整理」     書式：Ａ４用紙横書
き、１行40文字、１頁40行、MS明朝、余白各25㎜ 30点  ２．①発表：１チーム7分間（しゃべり方、内容・
独自性、投影画面、参考資料、質疑応   答等） 30点    ②活動報告書「発表の成果と今後の課題」１行
40文字、１頁40行、MS明朝、余白     各25㎜（各自）：パワーポイント資料、活動記録添付 30点  ３．ポ
ートフォリオ：「到達度評価レポート」 10点  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

260

「SOJO基礎Ⅰ・Ⅱ」で学修したチーム活動

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について  対面授業：出席ボード。授業開始15分までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は
受け付ける。  遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポート」「学修到達度レポート」を大きく減点する  遠隔授
業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。但しログインは授業日の翌日までとする。    １．中間・定期試験は実施し
ない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限以内に提出すること。期限以後は受け付けず、再提出もない。但
し  公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場  合は別途指示する。  ３．発表時に
欠席した場合、単位の認定はおこなわない。但し公認欠席や急病など特  別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領
収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、本科目の単位認定を行わない。  ５．毎回
ノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のために紙バインダーを購入すること。  ７．授業開始20分までを出
席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。  ８．お茶・水以外の飲用は不可。  ９．スマートフォーン等でのゲー
ム・メール等は禁止。発見次第退出を命じ、以後の授  業出席を認めない。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

シラバスの説明、チーム編成

対面  講
義  ＧＷ
：グルー
プワーク 
 ｏｒ  PW
：個人ワ
ーク

テーマ

内容

2回

ロジカルシンキング①

問題発見、解決のための基礎的手法
対面  講
義  ＰＷ
（個人ワ
ーク）

ロジカルシンキングの整理レポート  書式：１頁40行、１行40
字、余白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント  １行
目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号、氏名 ４行
目：空白   ５行目以下：本文800文字以上  ・指定文字数を
守り、末尾に文字数を記載する。１行目～４行目、参考文献、
図表等は文字数に含めない。  ・各節には必ず見出しをつけ
る。

60

テーマ

内容

3回

ロジカルシンキング②

問題発見、解決のための基礎的手法 対面  講
義  ＰＷ

ロジカルシンキングの整理レポート

60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション準備①

プレゼンテーションの課題提示  Teams会議：活動記録  発表の構成、工程
表、分担等の決定

対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーション準備② 

Teams会議：活動記録  発表の構成、情報収集・整理、PowerPoint作成 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

6回

プレゼンテーション準備③

Teams会議：活動記録  情報収集・整理、PowerPoint作成 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

7回

プレゼンテーション準備④  （PowerPointと概要説
明文

Teams会議：活動記録  中間報告書の作成 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

中間報告会プレゼンテーション準備⑤

PowerPointを使用して中間報告をおこなう 対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーション準備⑥

Teams会議：活動記録  最終報告の準備 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーション準備⑦

Teams会議：活動記録  最終報告の準備 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

2021 キャリアプレコーオプ（２機建宇情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会①

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  発表７分間、質疑応答３分
間  発表チーム以外は評価シート作成

対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

活動報告書「発表の成果と今後の課題」（各自） 1200文字
以上  書式は2回目授業と同じ

60

テーマ

内容

12回

発表会②

発表７分間、質疑応答３分間  発表チーム以外は評価シート作成 対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

活動報告書「発表の成果と今後の課題」（各自）1200文字
以上

60

テーマ

内容

13回

PBL活動のまとめ①

最終発表資料の修正、活動報告書の作成
ＰＷ

活動報告書「発表の成果と今後の課題」（各自）1200文字
以上

60

テーマ

内容

14回

PBL活動のまとめ②

到達度レポートの作成  授業アンケートの入力
ＰＷ

到達度レポート  授業アンケート

60  60

テーマ

内容

15回

自己点検授業

プレゼンテーションのまとめ  活動報告書・到達度レポート提出、  総評、出
席確認

対面  講
義

2021 キャリアプレコーオプ（２機建宇情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアプレコーオプ（２ナ微生美デ薬）

Career Pre-Coop；Pre-Cooperative Education

1116601

前期・後期

 @ 

藤田崇：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本
館３０５　　

藤田崇（非常勤）　田上寛美（非常勤）　辻田祐純　藤本元啓　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

0 0 0 30 60 0 10 0 100

★履修申請の前に  １．身につけた専門基礎的な知識を現実社会の問題のアイデア的解決に生かしてみたい学生の受
講を歓迎  ２．「インターンシップⅠ・Ⅱ」受講予定学生の参加を歓迎    概要  本科目は、企業や団体などが抱えている現
実的な問題を学生に提示し、学生がその問題の解決にあたるという、課題解決型コーオプ教育の前段階として位置づけ
たもので、社会人基礎力としての実践力、責任感、主体的行動力を身につけ、専門教育における学修意欲や就業意識の
向上を図るものである。  １．企業等が提供する現実的な問題について、チームで精確な情報を収集し、工学・情報・デザイ
ン系の基礎知識を生かして、アイデア的な解決案を発表する。  ２．学期中に２つの問題をチームで解決・発表し、希望する
個人・チームはさらなる解決案の発表を行う。    ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

企業等の提供課題について信用のある精確な情報を収集・分析し、現時点での最善解を、PowerPointを使用して口頭発表す
ることができる。

d,e,f,i

チーム活動への積極的な貢献をとおして、問題を協働解決することができる。

自己管理能力の向上と社会への関心度を高めることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を作成することができる。

科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,i

e,f,g

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

社会人基礎力　企業等提供問題解決　チームワーク　プレゼンテーション　　キャリアデザイン　　
　　　　

以下の３年次後継科目  １．「キャ
リアセミナー」（学科別クラス）  ２．
「キャリアプロジェクト」（学生プロ
ジェクト、２年次までに１年間の活
動経験者対象）、  ３．「インターン
シップⅠ・Ⅱ」（５日間以上、夏期
・春期集中）

キャリアプレコーオプ（２ナ微生美デ薬）2021

２

２

選必

「SOJO基礎ⅠⅡ」テキスト　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアプレコーオプ（２ナ微生美デ薬）

★成績評価はプロセス評価で行う。  １．レポート：「ロジカルシンキングの整理」     書式：Ａ４用紙横書
き、１行40文字、１頁40行、MS明朝、余白各25㎜ 30点  ２．①発表：１チーム7分間（しゃべり方、内容・
独自性、投影画面、参考資料、質疑応   答等） 30点    ②活動報告書「発表の成果と今後の課題」１行
40文字、１頁40行、MS明朝、余白     各25㎜（各自）：パワーポイント資料、活動記録添付 30点  ３．ポ
ートフォリオ：「到達度評価レポート」 10点  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

265

「SOJO基礎Ⅰ・Ⅱ」で学修したチーム活動

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について  対面授業：出席ボード。授業開始15分までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は
受け付ける。  遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポート」「学修到達度レポート」を大きく減点する  遠隔授
業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。但しログインは授業日の翌日までとする。    １．中間・定期試験は実施し
ない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限以内に提出すること。期限以後は受け付けず、再提出もない。但
し  公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場  合は別途指示する。  ３．発表時に
欠席した場合、単位の認定はおこなわない。但し公認欠席や急病など特  別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領
収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、本科目の単位認定を行わない。  ５．毎回
ノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のために紙バインダーを購入すること。  ７．授業開始20分までを出
席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。  ８．お茶・水以外の飲用は不可。  ９．スマートフォーン等でのゲー
ム・メール等は禁止。発見次第退出を命じ、以後の授  業出席を認めない。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

シラバスの説明、チーム編成

対面  講
義  ＧＷ
：グルー
プワーク 
 ｏｒ  PW
：個人ワ
ーク

テーマ

内容

2回

ロジカルシンキング①

問題発見、解決のための基礎的手法
対面  講
義  ＰＷ
（個人ワ
ーク）

ロジカルシンキングの整理レポート  書式：１頁40行、１行40
字、余白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント  １行
目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号、氏名 ４行
目：空白   ５行目以下：本文800文字以上  ・指定文字数を
守り、末尾に文字数を記載する。１行目～４行目、参考文献、
図表等は文字数に含めない。  ・各節には必ず見出しをつけ
る。

60

テーマ

内容

3回

ロジカルシンキング②

問題発見、解決のための基礎的手法 対面  講
義  ＰＷ

ロジカルシンキングの整理レポート

60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション準備①

プレゼンテーションの課題提示  Teams会議：活動記録  発表の構成、工程
表、分担等の決定

対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーション準備② 

Teams会議：活動記録  発表の構成、情報収集・整理、PowerPoint作成 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

6回

プレゼンテーション準備③

Teams会議：活動記録  情報収集・整理、PowerPoint作成 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

7回

プレゼンテーション準備④  （PowerPointと概要説
明文

Teams会議：活動記録  中間報告書の作成 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

中間報告会プレゼンテーション準備⑤

PowerPointを使用して中間報告をおこなう 対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーション準備⑥

Teams会議：活動記録  最終報告の準備 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーション準備⑦

Teams会議：活動記録  最終報告の準備 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

2021 キャリアプレコーオプ（２ナ微生美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会①

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  発表７分間、質疑応答３分
間  発表チーム以外は評価シート作成

対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

活動報告書「発表の成果と今後の課題」（各自） 1200文字
以上  書式は2回目授業と同じ

60

テーマ

内容

12回

発表会②

発表７分間、質疑応答３分間  発表チーム以外は評価シート作成 対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

活動報告書「発表の成果と今後の課題」（各自）1200文字
以上

60

テーマ

内容

13回

PBL活動のまとめ①

最終発表資料の修正、活動報告書の作成
ＰＷ

活動報告書「発表の成果と今後の課題」（各自）1200文字
以上

60

テーマ

内容

14回

PBL活動のまとめ②

到達度レポートの作成  授業アンケートの入力
ＰＷ

到達度レポート  授業アンケート

60  60

テーマ

内容

15回

自己点検授業

プレゼンテーションのまとめ  活動報告書・到達度レポート提出、  総評、出
席確認

対面  講
義

2021 キャリアプレコーオプ（２ナ微生美デ薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリア基礎Ⅰ◎再履修（工情生学部）

Basic Style for CareerⅠ

1116701
前期・後期集中

  @  

本館305　　　　　

藤本元啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 20 20 0 60 0 100

本科目は遠隔授業（オンデマンド）のため、チームで行う活動をすべて個人活動に置き換えて実施する。基本的には、個
人活動の集合体がチーム活動であるから、受講者が身につけるべきことは変わりない。   本科目では、第１に本学のHP
調査をおこない、他大学HPとの比較を通して、受験生も目線でのHP作成の提案を検討して、その内容の個人発表原稿
を作成する。   第２に、課題レポートの作成をとおして、問題解決能力の向上を図る。   第３に、「今週の活動とトップニュ
ース」（SOJOポートフォリオシステム）の作成を通して、自己管理能力と社会への関心を深める。  第４に、これらの学修を
とおして、文章作成能力の向上を図る。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして自己管理能力の向上と社会への関心度を高めることができるｆ,g

HP調査と関係業界の諸問題の解決策の提案をとおして、自身のキャリアデザインを進めることができる。

用のある精確な情報を収集・分析し、簡単なリサーチペーパーを作成することができる。

問題を解決し、口頭発表の資料（PowerPoint）し、発表原稿を作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を作成することができる。

ｇ,ｈ

ｇ,ｈ

ｆ,h,

ｇ

fghfgh

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学での学修　SOJOポートフォリオ　キャリアデザイン　プレゼンテーション　　　　　　　　

キャリア基礎Ⅱ・Ⅲ

キャリア基礎Ⅰ◎再履修（工情生学部）2021

１

１

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリア基礎Ⅰ◎再履修（工情生学部）

①レポート：課題レポート 20点  ②成果発表：崇城大学HP探究」発表資料・原稿 20点  ③ポートフォ
リオ：今週の活動とトップニュース 13回×4点＝52点  ④ポートフォリオ：到達度レポート 8点

270

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★本科目は2018年度以前の入学者の再履修科目（必修）である。  ★同一学期に「キャリア基礎Ⅱ」「キャリア基礎Ⅲ」を
同時に履修できない。  ★本科目は遠隔授業であるが、特定の日時に個別対面授業をおこなう。日時・場所はWEBClas
sに掲載するので、留意すること。  ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レ
ポート等は学期内に返却する。  ①出席はオンデマンド授業であるため、WebClassへのアクセスで確認する  ②本科目
は卒業に必要な必修科目であることを再認識すること  ③課題の提出期限を厳守すること。締切以降は一切受け付けな
い   とくに「今週の活動とトップニュース」入力締切は毎週月曜日12:00（正午）とし、それ 以降の入力は得点化しない  
④課題作成を先送りせず、今学期履修科目の課題提出一覧表を作成し、計画的な学 修を進めること  ⑤レポート等の剽
窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。  ⑥メールアドレスはＷｅｂＣｌａｓｓで知らせる。

2021 キャリア基礎Ⅰ◎再履修（工情生学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

崇城大学HP探究①

崇城大学のHPの所属学科を調査し、意見、感想、改善案、他大学との比較
についての整理  ★崇城大学HP所属学科の調査整理①

PW  （個
人ワーク

）

「今週の活動とトップニュース」の入力は、第1回授業日後の
日曜日方開始する。締切は毎週月曜日12:00（正午）  それ
以降の入力は得点化しない

テーマ

内容

2回

崇城大学HP探究②

★崇城大学HP所属学科の調査整理②
PW

「今週の活動とトップニュース」①

60

テーマ

内容

3回

崇城大学HP探究③

★他大学の同一学科との比較①
PW

「今週の活動とトップニュース」②

60

テーマ

内容

4回

崇城大学HP探究④

★他大学の同一学科との比較②
PW

「今週の活動とトップニュース」③

60

テーマ

内容

5回

崇城大学HP探究⑤

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
①  ★「Powerpoint作成画面」→「表示」→「ノート」をクリック   参照：「パワ
ーポイント ノート機能」で検索  ★画面1枚につきＡ４用紙1枚で両面印刷  
★１枚目のシートに学科・氏名・学生番号

PW

「今週の活動とトップニュース」④

60

テーマ

内容

6回

崇城大学HP探究⑥

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
② PW

「今週の活動とトップニュース」⑤

60

テーマ

内容

7回

崇城大学HP探究⑦

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
③ PW

「今週の活動と⑥トップニュース」

60

テーマ

内容

8回

崇城大学HP探究⑧

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
④  提出先、締切：WebClassで確認のこと PW

「今週の活動とトップニュース」⑦

60

テーマ

内容

9回

課題レポート作成①

章立てと参考文献調査  下記テーマから一つ選び、書式を守ってレポートを作成しなさい
。  ・崇城大学の学生としてのありかた  ・最近の時事問題をめぐる諸問題とその解決法
の提案  ・崇城大学への提案：学修、課外プロジェクト、福利厚生施設等  書式 １頁40行
、1行40文字、MS明朝  １行目：タイトル ２行目：空白   ３行目：学科、学生番号、氏名   ４
行目：空白 ５行目から本文  ・1,200文字以上（末尾に文字数を記載）、  １～４行目と参
考文献及び図表等は文字数に含めない。  ・各章、節には必ず見出しをつける、参考文献
は２件以上

PW

「今週の活動とトップニュース」⑧

60

テーマ

内容

10回

課題レポート作成②

参考文献調査とその概要整理
PW

「今週の活動とトップニュース」⑨

60

2021 キャリア基礎Ⅰ◎再履修（工情生学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

課題レポート作成③

各章概要の言語化
PW

「今週の活動とトップニュース」⑩

60

テーマ

内容

12回

課題レポート作成④

各章概要の言語化
PW

「今週の活動とトップニュース」⑪

60

テーマ

内容

13回

課題レポート作成⑤

各章概要の推敲
PW

「今週の活動とトップニュース」⑫

60

テーマ

内容

14回

課題レポート作成⑥

最終稿の作成  提出先、締切：WebClassで確認のこと
PW

「今週の活動とトップニュース」⑬

60

テーマ

内容

15回

自己点検

到達度レポートの作成  提出先、締切：WebClassで確認のこと
PW

2021 キャリア基礎Ⅰ◎再履修（工情生学部）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリア基礎Ⅱ◎再履修（工情生学部）

Basic Style for Career Ⅱ

1116801
前期・後期集中

 @ 

本館305　　　　　

藤本元啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 20 20 0 60 0 100

本科目は遠隔授業（オンデマンド）のため、チームで行う活動をすべて個人活動に置き換えて実施する。基本的には、個
人活動の集合体がチーム活動であるから、受講者が身につけるべきことは変わりない。   本科目では、以下の学修をおこ
なう。   第１に本学HPで所属学科研究室の調査をおこない、他大学HPで同一内容の研究と の比較をとおして、個人発
表資料・原稿を作成する。  第２に、課題レポートの作成をとおして、問題解決能力の向上を図る。  第３に、「今週の活動と
トップニュース」（SOJOポートフォリオシステム）の作成を通して、自己管理能力と社会への関心を深める。  第４に、これ
らの学修をとおして、文章作成能力の向上を図る。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして自己管理能力の向上と社会への関心度を高めることができるｆ,g

研究室調査と関係業界の諸問題の解決策の提案をとおして、自身のキャリアデザインを進めることができる。

信用のある精確な情報を収集・分析し、簡単なリサーチペーパーを作成することができる。

問題を解決し、口頭発表の資料（PowerPoint）し、発表原稿を作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

ｇ,ｈ

ｇ,ｈ

ｆ,h,

ｇ

ｇ

fghfgh

A A4 A4

詳細はＷｅｂＣｌａｓｓで確認の
こと

大学での学修　SOJOポートフォリオ　キャリアデザイン　プレゼンテーション　　　　　　　　

キャリア基礎Ⅰ・Ⅲ

キャリア基礎Ⅱ◎再履修（工情生学部）2021

2

1

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリア基礎Ⅱ◎再履修（工情生学部）

①レポート：課題レポート 20点  ②成果発表：所属学科研究室調査発表資料・原稿 20点  ③ポートフ
ォリオ：今週の活動とトップニュース 13回×4＝52点  ④ポートフォリオ：到達度レポート 8点

275

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で計画的に課題に取り組み、解
決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★本科目は2018年度以前の入学者の再履修科目（必修）である。  ★同一学期に「キャリア基礎Ⅰ」「キャリア基礎Ⅲ」を
同時に履修できない。  ★本科目は遠隔授業であるが、特定の日時に個別対面授業をおこなう。日時・場所はWEBClas
sに掲載するので、留意すること。  ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レ
ポート等は学期内に返却する。  ①出席はオンデマンド授業であるため、WebClassへのアクセスで確認する  ②本科目
は卒業に必要な必修科目であることを再認識すること  ③課題の提出期限を厳守すること。締切以降は一切受け付けな
い   とくに「今週の活動とトップニュース」入力締切は毎週月曜日12:00（正午）とし、それ 以降の入力は得点化しない  
④課題作成を先送りせず、今学期履修科目の課題提出一覧表を作成し、計画的な学 修を進めること  ⑤レポート等の剽
窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。  ⑥メールアドレスはＷｅｂＣｌａｓｓで知らせる。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

所属学科研究室調査①

所属学科のHPや大学案内を参考にして、将来進みたい研究室２箇所を下
記の項目に沿って調査しなさい。  ・所属学科の研究室全体の概略を知る

ＰＷ  （
個人ワー
ク）

★「今週の活動とトップニュース」の入力は、第1回授業日後
の日曜日方開始する。締切は毎週月曜日12:00（正午）、そ
れ以降の入力は得点化しない

テーマ

内容

2回

所属学科研究室調査②

・現時点で興味を持っている研究室を選ぶ  ・当該研究室を選んだ理由、調
査したい事項を整理する ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」①

60

テーマ

内容

3回

所属学科研究室調査③

・研究室に所属するためにはどのような基礎知識が必要なのか    ・研究内
容、活動概要等 ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」②

60

テーマ

内容

4回

所属学科研究室調査④

・他大学の同種学科の内容との比較
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」③

60

テーマ

内容

5回

所属学科研究室調査発表資料作成①

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成 
 ★「Powerpoint作成画面」→「表示」→「ノート」をクリック   参照：「パワー
ポイント ノート機能」で検索  ★画面1枚につきＡ４用紙1枚で両面印刷  ★
１枚目のシートに学科・氏名・学生番号

ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」④

60

テーマ

内容

6回

所属学科研究室調査発表資料作成②

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑤

60

テーマ

内容

7回

所属学科研究室調査発表資料作成③

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑥

60

テーマ

内容

8回

所属学科研究室調査発表資料作成④

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成 
 提出先、締切：WebClassで確認のこと ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑦

60

テーマ

内容

9回

課題レポート作成①

「所属学科に関係する業界をめぐる諸問題とその解決法の提案」  ・章立て
と参考文献調査  書式 １頁40行、1行40文字、MS明朝  １行目：タイトル ２
行目：空白   ３行目：学科、学生番号、氏名   ４行目：空白 ５行目から本文  
・1,200文字以上（末尾に文字数を記載）、  １～４行目と参考文献及び図表
等は文字数に含めない。  ・各章、節には必ず見出しをつける、参考文献は２
件以上

ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑧

60

テーマ

内容

10回

課題レポート作成②

・参考文献調査とその概要整理
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑨

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

課題レポート作成③

・各章概要の言語化
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑩

60

テーマ

内容

12回

課題レポート作成④

・各章概要の言語化
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑪

60

テーマ

内容

13回

課題レポート作成⑤

・各章概要の推敲
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑫

60

テーマ

内容

14回

課題レポート作成⑥

・最終稿の作成  提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑬

60

テーマ

内容

15回

自己点検

到達度レポートの作成  提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

2021 キャリア基礎Ⅱ◎再履修（工情生学部）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリア基礎Ⅲ◎再履修（工情生学部）

Basic Style for CareerⅢ

1116901

前期・後期

 @ 

辻田：本館附属棟１階　藤本：本館３０５　　　　

辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 40 11 0 49 0 100

本科目は遠隔授業（オンデマンド）のため、チームで行う活動をすべて個人活動に置き換えて実施する。基本的には、個
人活動の集合体がチーム活動であるから、受講者が身につけるべきことは変わりない。   本科目では以下の学修活動を
おこなう。  １．企業等の課題レポートの作成をとおして、問題解決能力の向上を図る。  ２．第一志望企業を選定し、エントリ
ーシートを作成する。  ３．「今週の活動とトップニュース」（SOJOポートフォリオシステム）の作成を通して、自己管理能力
と社会への関心を深める。  ４．これらの学修をとおして、文章作成能力の向上を図る。

　　　 

　　　 

今週の活動とトップニュース」の作成をとおして自己管理能力の向上と社会への関心度を高めることができるｆ,g

関係業界の諸問題の解決策の提案をとおして、自身のキャリアデザインを進めることができる

エビデンスにもとづいたエントリーシートを作成することができる

指定された問題を解決し、口頭発表の資料（PowerPoint）し、発表原稿を作成することができる

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を作成することができる

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

ｇ,ｈ

ｇ,ｈ

ｆ,h,

g

g

fghfgh

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

企業調査　キャリアデザイン　プレゼンテーショ　SOJOポートフォリオ　　エントリーシート　　　　
　　

キャリア基礎ⅠⅡ

キャリア基礎Ⅲ◎再履修（工情生学部）2021

３

１

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリア基礎Ⅲ◎再履修（工情生学部）

①レポート：課題レポート 20点  ②レポート：エントリーシート 20点  ③発表：時事問題に関する考察 1
1点  ④ポートフォリオ：今週の活動とトップニュース 13回×3＝39点  ⑤ポートフォリオ：到達度レポー
ト 10点

280

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志  ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で計画的に課題に取り組み、解
決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★本科目は2018年度以前の入学者の再履修科目（必修）である。  ★同一学期に「キャリア基礎Ⅰ」「キャリア基礎Ⅱ」を
同時に履修できない。  ★本科目は遠隔授業であるが、特定の日時に個別対面授業をおこなう。日時・場所はWEBClas
sに掲載するので、留意すること。  ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レ
ポート等は学期内に返却する。  ①オンデマンド授業であるため、出席はWebClassへのアクセスで確認する  ②本科目
は卒業に必要な必修科目であることを再認識すること  ③課題の提出期限を厳守すること。締切以降は一切受け付けな
い  とくに「今週の活動とトップニュース」入力締切は毎週月曜日12:00（正午）とし、それ以降の入力は得点化しない  
④課題作成を先送りせず、今学期履修科目の課題提出一覧表を作成し、計画的な学修を進めること  ⑤レポート等の剽
窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない

2021 キャリア基礎Ⅲ◎再履修（工情生学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

本授業のシラバスを熟読し、課題作成の学修スケジュールを立てる ＰＷ  （
個人ワー
ク）

★「今週の活動とトップニュース」の入力  ①第1回授業日後
の日曜日から開始する。締切は毎週月曜日12:00（正午）、そ
れ以降の入力は得点化しない。  ②授業曜日振替、夏期冬期
休暇中も入力すること。  ③課題作成の進捗状況を記述する
こと

テーマ

内容

2回

課題レポート作成①

「企業等が提供する課題の解決」  ★テーマは右欄「学修課題」を参照  ・章
立てと参考文献調査  書式 １頁40行、1行40文字、MS明朝  １行目：タイト
ル ２行目：空白   ３行目：学科、学生番号、氏名   ４行目：空白 ５行目から本
文  ・2,000文字以上（末尾に文字数を記載）、  １～４行目と参考文献及び
図表等は文字数に含めない。  ・各章、節には必ず見出しをつける、参考文
献は２件以上  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと

ＰＷ

今週の活動とトップニュース」①  ★課題レポートテーマ（以
下からひとつ選択）  ・災害時に役立つロボットの製作企画の
提案  ・ドローンを使用したこれまでにないビジネスの提案  ・
自然災害仮設住宅地域の「集会所」の提案  ・中学生にナノ
テクノロジーを理解させるガイドブックの概要提案  ・農業へ
のAI活用の提案  ・環境問題解決のための微生物の利用方
法の提案  ・新しい学生プロジェクト活動の提案  ・コメの品
種を紹介するHPの作成  ・理科好きのこどもを増やすための
施策の提案  ・微生物を利用した食料増産施策の提案

60

テーマ

内容

3回

課題レポート作成②

・参考文献調査とその概要整理
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」②

60

テーマ

内容

4回

課題レポート作成③

・各章概要の言語化
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」③

60

テーマ

内容

5回

課題レポート作成④

・各章概要の言語化
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」④

60

テーマ

内容

6回

課題レポート作成⑤

・各章概要の推敲
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑤

60

テーマ

内容

7回

課題レポート作成⑥

・最終稿の作成
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑥

60

テーマ

内容

8回

エントリーシートの作成①

第一志望企業へのエントリーシートを以下の１）～３）に分けて作成する。  提
出先、締切：WebClassで確認こと  書式は「課題レポート」と同様  １）志望
動機：400文字以上

ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑦

60

テーマ

内容

9回

エントリーシートの作成②

２）私は志望企業でどのような貢献をおこなうか：400文字以上
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑧

60

テーマ

内容

10回

エントリーシートの作成③

３）私が志望企業で貢献するために何が必要なのか：400文字以上
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑨

60

2021 キャリア基礎Ⅲ◎再履修（工情生学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

時事問題の考察①

関心のある時事問題について考察し、発表資料と原稿を作成する。  発表資
料：PowerPoint  発表原稿：5分程度の分量  ★「PowerPoint作成画面」
→「表示」→「ノート」をクリック   参照：「パワーポイント ノート機能」で検索  
★画面1枚につきＡ４用紙1枚で両面印刷  ★１枚目のシートに学科・氏名・
学生番号  提出先、締切：WebClassで確認こと

ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑩

60

テーマ

内容

12回

時事問題の考察②

関心のある時事問題について考察し、発表資料と原稿を作成する。
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑪

60

テーマ

内容

13回

時事問題の考察③

関心のある時事問題について考察し、発表資料と原稿を作成する。
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑫

60

テーマ

内容

14回

時事問題の考察④

関心のある時事問題について考察し、発表資料と原稿を作成する。  ★最終
稿の完成 ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑬

60

テーマ

内容

15回

自己点検

到達度レポートの作成  提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

2021 キャリア基礎Ⅲ◎再履修（工情生学部）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリア実践Ⅰ◎（３機）再履修

Practice Style for Career Ⅰ

1117301

前期・後期

 @ 

藤本：本館３０５　　　　　

藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 50 0 0 10 40 100

実社会では、これまでの学生生活を通じて獲得した知識とスキルを十分に発揮することが求められる。なかでも、自分の
考えや特定の事象について、第三者に正確に伝えることが重要となる。その手段は、「ことば」「文章」「図、表、作品」であ
る。  本科目では、第一に企業提供の課題の解決をとおして、論理的な思考の向上を図る。  第二に、『2020時事問題ト
レーニングノート』を使用して、SPIへの対応能力の向上に努める。

　　　 

　　　 

課題レポート作成をとおして、自身のキャリアデザインをすすめることができる

時事問題トレーニングノートの解答によって、社会への関心を深めるとともに、SPI試験対策への認識を高めることができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

課題対応力　情報収集力　時事知識　文章作成能力　　　　　　　　

キャリア基礎ⅠⅡⅢ  キャリア実
践Ⅱ

キャリア実践Ⅰ◎（３機）再履修2021

３

１

必修

2020時事問題トレーニングノート　崇城大学　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリア実践Ⅰ◎（３機）再履修

１．レポート：「企業等が提供する課題の解決」   50点  ２．ポートフォリオ：学修の到達度レポート    10点
  ３．その他：『2020時事問題トレーニングノート』  2点×20問＝40点

285

「学ぶ」と「働き」の接続意識

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★本科目は遠隔授業であるが、特定の日時に個別対面授業をおこなう。日時・場所はＷｗｅｂClassに掲載するので、留
意すること。  ①本科目は2018年度以前の機械工学科入学者対象の再履修クラスで、卒業に必要な必修科目であるこ
とを再認識すること  ②本科目は遠隔授業で実施するので、毎週１回WebClassにアクセスして、１授業ごとの学修項目を
確認すること。そのアクセスの有無によって出席を確認する。アクセスは毎週月～火曜日の間におこなうこと。それを過ぎ
た場合は、欠席とする。  ③『2020時事問題トレーニングノート』は、を藤本研究室（本館305）まで受け取りに来ること。そ
の際、事前にメールで確認をとること。  ④課題の提出期限を厳守すること。締切以降は一切受け付けない  ⑤課題作成
を先送りせず、今学期履修科目の課題提出一覧表を作成し、計画的な学修を進めること  ⑥レポート等の剽窃（ひょうせ
つ）をした場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリア実践Ⅰ◎（３機）再履修
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

企業の課題レポート作成①

「企業等が提供する課題の解決」  ★テーマは右欄「学修課題」を参照  ・章
立てと参考文献調査  書式 １頁40行、1行40文字、MS明朝  １行目：タイト
ル ２行目：空白   ３行目：学科、学生番号、氏名   ４行目：空白 ５行目から本
文  ・2,000文字以上（末尾に文字数を記載）、  １～４行目と参考文献及び
図表等は文字数に含めない。  ・各章、節には必ず見出しをつける、参考文
献は２件以上  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと

ＰＷ  （
個人ワー
ク）

課題レポートテーマ（以下からひとつ選択）  ①倒れないオー
トバイの仕組みを提案してください。  ②事故を防ぐために、乗
用車の改良すべき点を提案してください。    課題レポート作
成

60

テーマ

内容

2回

企業の課題レポート作成②

・参考文献調査とその概要整理
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

3回

企業の課題レポート作成③

・各章概要の言語化
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

4回

企業の課題レポート作成④

・各章概要の言語化
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

5回

企業の課題レポート作成⑤

・各章概要の推敲
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

6回

企業の課題レポート作成⑥

・最終稿の作成
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

7回

企業の課題レポート作成⑦

・最終稿の完成  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

課題レポートの書式等の確認

60

テーマ

内容

8回

『2020時事問題トレーニングノート』

ニュース要点チェック：1頁～3頁  ★提出先、締切：WebClassで確認のこ
と ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

9回

『2020時事問題トレーニングノート』

図表の読み解き：4頁～9頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

10回

『2020時事問題トレーニングノート』

図表の読み解き：10頁～15頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

2021 キャリア実践Ⅰ◎（３機）再履修
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

『2020時事問題トレーニングノート』

ニュース：16頁～21頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

12回

『2020時事問題トレーニングノート』頁

新聞の読み解き：22頁～27
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

13回

『2020時事問題トレーニングノート』

新聞の読み解き：28頁～33頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

14回

『2020時事問題トレーニングノート』

新聞の読み解き：34頁～37頁  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

15回

自己点検

学修の到達度レポート作成と登録  ★提出先、締切：WebClassで確認のこ
と ＰＷ

2021 キャリア実践Ⅰ◎（３機）再履修
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリア実践Ⅱ◎（３機）再履修

Practice Style for Career Ⅱ

1117401

前期・後期

 @ 

藤本：本館３０５　　　　　

藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 50 0 0 10 40 100

実社会では、これまでの学生生活を通じて獲得した知識とスキルを十分に発揮することが求められる。なかでも、自分の
考えや特定の事象について、第三者に正確に伝えることが重要となる。その手段は、「ことば」「文章」「図、表、作品」であ
る。  本科目では、第一に企業提供の課題の解決をとおして、論理的な思考の向上を図る。  第二に、『2021時事問題ト
レーニングノート』を使用して、SPIへの対応能力の向上に努める。

　　　 

　　　 

課題レポート作成をとおして、自身のキャリアデザインをすすめることができる

時事問題トレーニングノートの解答によって、社会への関心を深めるとともに、SPI試験対策への認識を高めることができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

課題対応力　情報収集力　時事知識　文章作成能力　　　　　　　　

キャリア基礎ⅠⅡⅢ  キャリア実
践Ⅰ

キャリア実践Ⅱ◎（３機）再履修2021

３

１

必修

2021時事問題トレーニングノート　崇城大学　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリア実践Ⅱ◎（３機）再履修

１．レポート：「企業等が提供する課題の解決」   50点  ２．ポートフォリオ：学修の到達度レポート    10点
  ３．その他：『2021時事問題トレーニングノート』  2点×20問＝40点

290

「学ぶ」と「働き」の接続意識

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★本科目は遠隔授業であるが、特定の日時に個別対面授業をおこなう。日時・場所はＷｗｅｂClassに掲載するので、留
意すること。  ①本科目は2018年度以前の機械工学科入学者対象の再履修クラスで、卒業に必要な必修科目であるこ
とを再認識すること  ②本科目は遠隔授業で実施するので、毎週１回WebClassにアクセスして、１授業ごとの学修項目を
確認すること。そのアクセスの有無によって出席を確認する。アクセスは毎週月～火曜日の間におこなうこと。それを過ぎ
た場合は、欠席とする。  ③『2021時事問題トレーニングノート』は、を藤本研究室（本館305）まで受け取りに来ること。そ
の際、事前にメールで確認をとること。  ④課題の提出期限を厳守すること。締切以降は一切受け付けない  ⑤課題作成
を先送りせず、今学期履修科目の課題提出一覧表を作成し、計画的な学修を進めること  ⑥レポート等の剽窃（ひょうせ
つ）をした場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリア実践Ⅱ◎（３機）再履修
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

企業の課題レポート作成①

「企業等が提供する課題の解決」  ★テーマは右欄「学修課題」を参照  ・章
立てと参考文献調査  書式 １頁40行、1行40文字、MS明朝  １行目：タイト
ル ２行目：空白   ３行目：学科、学生番号、氏名   ４行目：空白 ５行目から本
文  ・2,000文字以上（末尾に文字数を記載）、  １～４行目と参考文献及び
図表等は文字数に含めない。  ・各章、節には必ず見出しをつける、参考文
献は２件以上  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと

ＰＷ  （
個人ワー
ク）

課題レポートテーマ（以下からひとつ選択）  ①AI時代のエン
ジニアのありかたを提案してください。  ②これからの自動車
産業のあるべき姿勢を提案してください。    課題レポート作
成

60

テーマ

内容

2回

企業の課題レポート作成②

・参考文献調査とその概要整理
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

3回

企業の課題レポート作成③

・各章概要の言語化
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

4回

企業の課題レポート作成④

・各章概要の言語化
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

5回

企業の課題レポート作成⑤

・各章概要の推敲
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

6回

企業の課題レポート作成⑥

・最終稿の作成
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

7回

企業の課題レポート作成⑦

・最終稿の完成  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

課題レポートの書式等の確認

60

テーマ

内容

8回

『2021時事問題トレーニングノート』

ニュース要点チェック：1頁～3頁  ★提出先、締切：WebClassで確認のこ
と ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

9回

『2021時事問題トレーニングノート』

図表の読み解き：4頁～9頁

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

10回

『2021時事問題トレーニングノート』

図表の読み解き：10頁～15頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

2021 キャリア実践Ⅱ◎（３機）再履修
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

『2021時事問題トレーニングノート』

ニュース：16頁～21頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

12回

『2021時事問題トレーニングノート』頁

新聞の読み解き：22頁～27
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

13回

『2021時事問題トレーニングノート』

新聞の読み解き：28頁～33頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

14回

『2021時事問題トレーニングノート』

新聞の読み解き：34頁～37頁  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

15回

自己点検

学修の到達度レポート作成と登録  ★提出先、締切：WebClassで確認のこ
と ＰＷ

2021 キャリア実践Ⅱ◎（３機）再履修
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアデザインⅠ◎（３美デ）

Career Design Ⅰ

1117501

前期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　　　　

藤田 崇（非常勤）　辻田 祐純　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 20 31 0 49 0 100

就職活動を控えた芸術学部３年生のための講座で、グローバル経済の中、複雑化する企業の採用環境に対応できるプ
ログラムを実施する。   第一に、自分自身が過ごしてきた過去を整理し、自分の人柄と能力を言葉と文章で表現ができる
ようになることを目的とし、個人・グループワークを通して、自分自身のキャリア形成における気づきを高める。   第二に、
就職したと仮定した企業の調査をおこない、チームで「働く」と「学ぶ」との関係を明らかにする。さらに「職業人」としての
課題を見出し、その問題を解決・発表を行う。   第三に、ＳＰＩのＷＥＢ模擬試験を受験し、就職試験対策を深める。

　　　 

　　　 

現在の就職状況を理解し、就職活動を自主的に実践することができる

自己分析を行い、エビデンスをもって文章と言葉で表現することができる

SPI模擬受験によって現時点での知識不足を確認し、就職対策学修を継続的に実施することができる

企業研究を正しく理解し，主体的な進路選択をすることができる

「職業人とは何か」についてチームで意見交換をおこない、それらを口頭と文章で報告することができる

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

キャリアデザイン　社会人基礎力　チーム協働　課題解決　　就業意識　　　　　　

１．キャリアデザインⅡ  ２．インター
ンシップⅠⅡ

キャリアデザインⅠ◎（３美デ）2021

３

２

必修

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアデザインⅠ◎（３美デ）

レポート①：自己表現シート 10点  レポート②：送付状 10点  レポート③：「就職したと仮定した企業で
の私の役割」レポート 16点  書式：１頁40行、１行40字、余白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイ
ント   １行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号、氏名 ４行目：空白    ５行目以下：本文160
0文字以上   ・指定文字数を守り、末尾に文字数を記載する。１行目～４行目、参考文献、図表等は文字
数に含めない。   ・各節には必ず見出しをつける。  成果発表①：プレゼンテーション「職業人とは何か」 
15点  ポートフォリオ①：「今週の活動とトップニュース」 3点×13回＝39点  ポートフォリオ②：学修到
達度レポート 10点

295

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について  対面授業：出席ボード。授業開始15分までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は
受け付ける。  遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポート」「学修到達度レポート」を大きく減点する  遠隔授
業・課題研究日：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。但しログインは授業日の翌日までとする。  ①授業へ３分
の２以上の出席が必要で、１５回の講義の内、１０回以上の出席が単位付与の必要条件とする。  ②第２回目の講座より、
遅刻者の入室は原則認めない。（自然災害等による公共機関等の遅れ及び実験遅延は証明書により認める）  ③社会人
標準の授業であるので、担当教員の指導に従えない学生は退室させる場合がある。  ④欠席した授業回の課題・小テス
ト等は、次回の授業時までに提出することができ、その場合は評価点に加味する。  ⑤各自で就職活動ノートを準備する
こと。  ⑥レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアデザインⅠ◎（３美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

シラバスの説明  SPIのWeb模擬試験の説明 対面  講
義

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日12:00（
正午）。５月連休中、曜日振替週も入力すること

テーマ

内容

2回

SPIのWeb模擬試験

３回目の授業前日までに受験すること ＰＷ（個
人ワーク

）

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

自己分析①

・自己分析表の作成方法  ・過去の自分を振り返り、自己分析表を作成する 対面  Ｐ
Ｗ

今週の活動とトップニュース②

60

テーマ

内容

4回

自己分析②

・現在の自分を見つめ直し、自己分析表を作成する
ＰＷ

今週の活動とトップニュース③

60

テーマ

内容

5回

自己分析③

・将来の自分を考え、ライフデザインを行う
ＰＷ

今週の活動とトップニュース④  自己表現シート：８回目の授
業日に提出

60

テーマ

内容

6回

ビジネスマナー①

しゃべり方、敬語  手紙の書き方
ＰＷ

今週の活動とトップニュース⑤  送付状の作成:８回目の授業
日に提出

60  60

テーマ

内容

7回

ビジネスマナー②

電話の応対  メールの使い方  職場での注意点
ＰＷ

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

職業人への意識①企業調査

・課題レポート作成：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目4
00文字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①
企業の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④
働くことの意味とは何か    ★１１回目の授業日に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑦  課題レポート

60  60

テーマ

内容

9回

職業人への意識②企業調査

・課題レポート作成：「就職したと仮定した企業での私の役割」
PW

今週の活動とトップニュース⑧  課題レポート

60  ６
０

テーマ

内容

10回

チームディスカッションの基礎

・Teamsを活用したチーム討議のありかた  ・メンバー役割分担  ・Teams会
議日の決定 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑨  課題レポート

60  60

2021 キャリアデザインⅠ◎（３美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

プレゼンテーション「職業人とは何か」準備①

★レポート提出：「就職したと仮定した企業での私の役割」  ★上記レポート
をもとにして、チームメンバーの意見を集約し、下記項目についてPowerPoi
ntを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そのためにはどのような準
備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか（★経済的以外について）

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーション「職業人とは何か」準備②

・Teams会議：チーム作業記録の作成  PowerPointを作成
GW

今週の活動とトップニュース⑪

60

テーマ

内容

13回

発表会「職業人とは何か」①

発表順の抽選  発表質疑応答10分間   PowerPoint資料を用いた発表  
発表評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑫  活動報告書「就職したと仮
定した企業での私の役割」（各自）1600文字以上「」（各自）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会「職業人とは何か」②

発表質疑応答10分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シート
の作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑬  ★以下は次回提出  活動報
告書「発表の成果と今後の課題」（各自）1200文字以上  学
修到達度レポート

60    6
0    60

テーマ

内容

15回

自己点検授業

到達度レポート提出、総評、出席確認 対面  講
義

学期末活動報告書を入力し、次学期初めのチューター面談
時にプリントアウトして持参

2021 キャリアデザインⅠ◎（３美デ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

インターンシップⅠ＊１（３全学科）

Internship Ⅰ

1117901

夏期集中

 @ 

辻田：本館附属棟１階　藤本：本館３０５　藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属
棟１階　　

辻田 祐純　藤本 元啓　藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 40 0 0 60 0 100

本科目は、実際の業務や働く環境の体験をとおして、業務内容や働くことの理解を深めること、その業務への適正がある
かどうかを把握することを目的とする。同時に、社会人としてのルールやマナー、心構えを身につけることにつなげる。つま
り社会に出る前に仕事の場を体験することによって「働く」ことを理解し、今後のキャリアデザイン形成に役立てることにあ
る。    １．インターンシップとは何か、何を体験するのか、何を得られるのかなど、インターンシップの意義を理解する  ２．「
働く」「就職する」とはどのようなことなのか、実体験によって理解を深める  ３．社会人基礎力のセルフチェックで自己評
価をおこない、インターンシップ先での目標を設定し実践する  ４．インターンシップ先の企業研究をおこない、企業への
理解を深める  ５．日々の就業内容をインターンシップ日報に記録し、企業担当者から評価を受ける  ６．インターンシップ
成果報告書（①社会人基礎力の自己評価に対する企業担当者のコメントとそれに対する自身の計画、②今後就職する
にあたっての必要な知識やスキル等）を作成する    ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

インターンシップの意義を理解し、参加目的を文章で説明することができる。f,g

就業先企業の研究をおこない業界理解を深め、就職活動に資することができる。

就業状況の日報を作成し、活動結果を口頭で説明することができる。

自己評価と企業担当者の評価を参考に、今後のキャリアデザインを設定することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,h

f,g,h

f,g,h

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

キャリアデザイン　社会人基礎力　企業理解　就業体験　　自己管理　　　　　　

１．「SOJO基礎Ⅰ・Ⅱ」（１年次必
修）  ２．「キャリアプレコーオプ」（２
年次選択必修）  ３．「キャリアセミ
ナー」（３年次後期選択）  ４．「イ
ンターンシップⅡ」（３年次冬期
集中選択）

インターンシップⅠ＊１（３全学科）2021

３

１

選択

ワークブック インターンシップⅠⅡ　崇城大学総合教育センター　藤本元啓　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 インターンシップⅠ＊１（３全学科）

１．レポート：「インターンシップ就業レポート」の作成 40点     書式：両面印刷 １頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポ   イント１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空    白 ５行目以下：本文     内容 ①社会人基礎力の自己評価に対する企業担当者の
コメントとそれに対す        る自身の計画         ②今後就職するにあたっての必要な知識やスキル等    
     各800文字以上、合計1600文字以上      ・指定文字数を守り、末尾に文字数を記載する。１行目～
４行目、参考文献、図     表等は文字数に含めない。     ・各節には必ず見出しをつける。  ２．ポートフォリ
オ：「インターンシップ」日報 50点  ３．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点

300

１．「学ぶ」と「働く」の理解  ２．企業等の現実的な問題解決に取り組む意志  ３．インターンシップに関す
る学内説明会への参加

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・働くことの意義を理解し、自らのキャリアを具体的かつ継続的にデザイン
する基礎的 能力を身につける  ・身近な問題や実社会の課題を個人やチームで解決する基礎的な能
力を身につける



学修上の
注意

(SBOs)

１．本科目のインターンシップ対象期間は、夏期（前期終了後８月～９月中旬）の休暇  期間とする。  ２．本科目のインター
ンシップ就業実習期間は最低１週間（実働５日間）とする。  ３．４日間以下の就業期間のインターンシップ参加者は履修
できない。  ４．事前・事後の授業日程は別途知らせる。なお欠席者は単位の認定をおこなわない  ５．就業先の規則を遵守
し、無断欠勤・遅刻は絶対にしない。欠勤日は実働日数から  減じる。  ６．提出物は締切を厳守すること、締切以降は受け
取らない。  ７．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。  ８．成績評価は後期とする。    担当教
員：就職部長、およびキャリア系教員  担当職員：就職課

2021 インターンシップⅠ＊１（３全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

履修前の科目説明会

・インターンシップの全体説明  ・インターンシップの意義  ・インターンシッ
プにあたっての留意点  ・本科目の履修登録について

対面  講
義

テーマ

内容

2回

事前授業

・就業先のプログラム確認  ・インターンシップの目標設定  ・社会人基礎力
の自己評価シート作成

対面  講
義

テーマ

内容

3回

就業

・インターンシップ受け入れ企業での就業体験  ・企業担当者からの評価
実習

インターンシップ日報の作成

60

テーマ

内容

4回

就業

・インターンシップ受け入れ企業での就業体験  ・企業担当者からの評価
実習

インターンシップ日報の作成

60

テーマ

内容

5回

就業

・インターンシップ受け入れ企業での就業体験  ・企業担当者からの評価
実習

インターンシップ日報の作成

60

テーマ

内容

6回

就業

・インターンシップ受け入れ企業での就業体験  ・企業担当者からの評価
実習

インターンシップ日報の作成

60

テーマ

内容

7回

就業

・インターンシップ受け入れ企業での就業体験  ・企業担当者からの評価
実習

インターンシップ日報の作成  ９回目の授業日に提出

60

テーマ

内容

8回

事後授業①

・社会人基礎力の自己評価シートの作成  ・インターンシップ就業レポート
の作成

対面PW（
個人ワー
ク）

以下は９回目の授業日に提出  インターンシップ就業レポート
の作成  学修到達度レポートの作成

120     
 60

テーマ

内容

9回

事後授業②

・成果報告会  ・インターンシップ参加アンケート調査 対面  Ｐ
Ｗ

2021 インターンシップⅠ＊１（３全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアプロジェクト＊１（３全学科）

Sojo Univ. Student Project for Career Development

1118101

前期・後期

 @ 

辻田：本館附属棟１階　藤本：本館３０５　　　　

辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 15 10 0 75 0 100

本科目は、学生プロジェクト活動を修得した専門的基礎知識と技能とを縦横に活用できる教育プログラムとするもので
ある。学生プロジェクト活動自体は、2000年にマサチューセッツ工科大学とスウェーデンのチャルマース工科大学、リン
ショーピング大学、スウェーデン王立工科大学が協力して開発した工学教育の世界標準とでもいうべき「CDIOイニシア
チブ」（Conceive〈考え出す〉、Design〈設計する〉、Implement〈実行する〉、Operate〈操作、運用する〉）に通じている
。そのプロセスを「プロジェクト活動記録」（週報）に記述し、成果は試作品や模型の製作・制作、実態調査報告書などに
よって具現化する。    １．学科・学年の壁を越えたチーム編成で、ひとつのテーマに臨む総合実践学修活動をおこなう  ２．
学んだ知識や技術を実際に活用し、学生プロジェクト活動をとおして、試作品・模型や実態調査報告書等を作成する  ３．
立案、調査、設計、製作・分析・評価というプロセスを体験する  ４．下級生に適切な技術指導や安全教育、あるいは実態
調査報告書作成指導をおこなう   ５．プロジェクト運営を自主的におこなう    ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

正課科目で学んだ知識・技術・チーム活動を学生プロジェクト活動に生かすことができるfghi

ひとつのテーマをチームで解決し、具体的成果物（試作品、模型、実態調査活動報告書等）で報告することができる

毎週の活動報告書を作成し、プロジェクト活動の進捗情況を報告することができる。

下級生に技術・安全指導、あるいは調査・報告書作成指導をおこなうことができる

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

fghi

fghi

fghi

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

学生プロジェクト　チーム協働　問題解決　リーダーシップ　　　　　　　　

１．「SOJO基礎Ⅰ・Ⅱ」  ２．「キャリ
アプレコーオプ」  ３．学科専門基
礎科目群

キャリアプロジェクト＊１（３全学科）2021

３

１

選択

ワークブック キャリアプロジェクト　崇城大学総合教育センター　藤本元啓　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアプロジェクト＊１（３全学科）

１．レポート：活動成果報告書 15点  書式：★両面印刷 １行40文字、1頁40行、MS明朝、余白各25㎜、
文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号、氏名 ４行目：空白 ５行
目以下：本文   ・指定文字数を守り、末尾に文字数を記載する。１行目～４行目、参考文献、図表等は文
字数に含めない。  ・各節には必ず見出しをつける。  内容   ①所属プロジェクトの概要   ②今回の活動
内容   ③活動をとおして身につけた能力と技術   ④今後の課題 各項目300文字以上、合計1200文
字以上   ２．成果発表：活動Projectの内容等のプレゼンテーション 10点  ３．ポートフォリオ：ワークブッ
クのプロジェクト活動記録（13週分）5点×13週＝65点   ４．ポートフォリオ：学修到達度レポート 10点
  ５．履修期間中に開催されたコンテストや大会等の成績は、本科目の評価に反映しない

304

１．所属する学生プロジェクトでの活動実績  ２．プロジェクト活動で修得した知識や技能

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．履修条件   ・大学が認定した特定の学生プロジェクト活動に、履修時の直前まで１年間以上活動中の３年生   ・認定す
る学生プロジェクトは、年間を通じて活動するプロジェクトに限定する   ※履修対象学生プロジェクト   「Sojo Project F
」「SOJO RoboCons」「エコ電カープロジェクト」「機巧（からくり）研究会」  ２．出席確認    ・毎週、プロジェクト活動報告
書を確認（別途指定日を知らせる）  ３．新型コロナの感染状況によってプロジェクト活動ができない場合は、Teamsを活
用して会議を開き、その内容をワークブックに記載すること。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を
行わない。

2021 キャリアプロジェクト＊１（３全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

科目の目的と概要  活動報告書の作成要項 対面  講
義

活動報告書の作成①

30

テーマ

内容

2回

プロジェクト活動   

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成②

30

テーマ

内容

3回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成③

30

テーマ

内容

4回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成④

30

テーマ

内容

5回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑤

30

テーマ

内容

6回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑥

30

テーマ

内容

7回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑦

30

テーマ

内容

8回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑧

30

テーマ

内容

9回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑨

30

テーマ

内容

10回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑩

30

2021 キャリアプロジェクト＊１（３全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑪

テーマ

内容

12回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑫

テーマ

内容

13回

活動成果報告準備  プロジェクト活動

プロジェクト担当部分の個人報告準備作業   各プロジェクト活動の作業 対面PW（
個人ワー
ク）

以下は次回授業日に提出  活動報告書の作成⑬  活動成果
報告書の作成  個人発表資料の作成

60  60 
 60

テーマ

内容

14回

活動成果報告会①  プロジェクト活動

プロジェクト活動をとおして得た成果・成長に関する個人発表 PowerPoint
 5分 対面PW

学修到達度レポートの作成、次回授業日に提出

60

テーマ

内容

15回

活動成果報告会②（予備）  自己点検授業

プロジェクト活動をとおして得た成果・成長に関する個人発表 PowerPoint
 5分  まとめ 提出物の返却

対面PW  
講義

2021 キャリアプロジェクト＊１（３全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

アントレプレナーシップ入門①（１全学科）

Entrepreneurship

1118201

前期集中

ytaguchi@ed.sojo-u.ac.jp

G303 田口 雄太　G301 川副 智行　　　　

田口 雄太　川副 智行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 30 15 0 10 45 100

「アントレプレナーシップ（起業家精神）」は、これからの未来を切り開く若者にとって必須の精神である。現代社会は変化
が早く、その中を生き抜くためには新しいことに挑戦し達成する必要がある。これは起業だけでなく、会社内での新規事
業の開発、社会課題の解決、新しい科学領域の開拓など、どんな挑戦にも必要である。   本授業では、アントレプレナー
シップのコアとなる"想像力"、"チームを形成する力"、"ビジョンを達成する力"に繋がる知識を身につけながら、考察を深
める。次に、問題・課題を発見する上で必要となる視点や現代社会を変えつつある情報テクノロジーについてを座学と演
習を通じて学ぶ。そして最後に、自身が着目する問題・課題についての施策を提案する中で、アントレプレナーシップを養
う。

起業の教科書　日経BP社　トーマツベンチャーサポート　 9784822235871

IT全史 情報技術の250年を読む　祥伝社　中野明　 9784396616120

アントレプレナーシップのコアな三つの素養について、口頭もしくは記述によって説明することができる。

問題・課題を発見する力について理解し、口頭もしくは記述によって説明することができる。

現代社会を変えつつある情報テクノロジーについて理解し、口頭もしくは記述によって説明することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

火曜10:20 - 13:00

アントレプレナーシップ　問題・課題発見　テクノロジー　スタートアップ　　　　　　　　

「特殊講座(未来デザイン)」、  「
ベンチャービジネス」、  「イノベー
ション入門」、  「ローカルイノベー
ション」

アントレプレナーシップ入門①（１全学科）2021

1

2

選択

講義レジュメを教科書とする　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

アフターデジタルオフラインのない時代に生き残る　日経BP社　藤井保文、尾原和啓　 9784296101627
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 アントレプレナーシップ入門①（１全学科）

1. レポート1: 着目する問題・課題について調査する。そして、調査結果を小レポートにまとめる(詳細は
第5回授業にて提示)、最大6点。  2. レポート2: ペアが着目する問題・課題について調査する。そして、
調査結果を小レポートにまとめる(詳細は第9回授業にて提示)、最大6点。  3. レポート3: 情報テクノロ
ジーに結びつくレポート(詳細は第14回授業にて提示)、最大18点。  4. 成果発表: 「着目する問題・課
題についての施策を提案する」というテーマに対する発表資料を評価する、最大15点。  5. ポートフォリ
オ: 学修到達度レポートによって評価する、最大10点  6. その他： 第1-
15回授業各回に実施する小演習をWebClass上で回答する、最大3点/回×15回   ★提出物は適宜
返却する。  ★WebClass上で提出されたレポートは適宜コメントを返します。このフィードバックもまた
WebClass上で実施しますので、必ず参照すること。

309

川副 智行

課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶこと。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 全ての授業回は遠隔授業(オンデマンド形式)となります。毎授業回、WebClass の本科目のサイトにアクセスすること
。  2. レポートの提出は、原則WebClassへのアップロードとする。   3. 第1-
15回授業各回の小演習をWeb上で回答されているかどうかから、本科目の出席の有無を判断することになります。必ず
提出期限を遵守すること。  4. レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。

2021 アントレプレナーシップ入門①（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

本科目全体の導入、授業の進め方についてを説明  現代の社会・情勢につ
いて学び、考察する  アントレプレナーシップとは何か学び、なぜ必要とされ
るかを考察する

講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

2回

アントレプレナーシップ①

アントレプレナーシップのコアとなる"想像力"に繋がる知識を身につける
講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

3回

アントレプレナーシップ②

アントレプレナーシップのコアとなる"チームを形成する力"、"ビジョンを達成
する力"に繋がる知識を身につける 講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

4回

問題・課題発見①

問題・課題を発見する視点について学び、考察する  興味関心ある領域で
調査を行う

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

5回

問題・課題発見②とレポート1

問題・課題を発見する視点について学び、考察する  レポート1について説明
、レポート1の執筆

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施、レポート1の執筆  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

6回

テクノロジー①

情報テクノロジーがこれまでどのように発展し、社会に影響しているかにつ
いいて学び、考察する 講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

7回

テクノロジー②

IoT、ビックデータとAIがどのように社会を変えつつあるか学び、考察する  
これからのデータ利活用のあり方について、考察する 講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

8回

テクノロジー③

シェアリング、フィンテックがどのように社会を変えつつあるかについて学び、
考察する  情報技術による新しいサービス、価値変化について考察する 講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

9回

問題・課題発見③とレポート2

遠隔形式での協働のあり方について考察する  ペアの着目する問題課題に
ついて調査し、不足する情報を補う  レポート2について説明、レポート2の執
筆

演習

授業出席確認となる演習の実施、レポート2の執筆  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

10回

施策提案①

演習: 施策提案について詳細説明  自身が着目する問題・課題に対する施
策案を考え、発表を想定しての資料を作成する 演習

授業出席確認となる演習の実施、提案資料の作成  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

2021 アントレプレナーシップ入門①（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

施策提案②

自身が着目する問題・課題に対する施策案を考え、発表を想定しての資料
を作成する 演習

授業出席確認となる演習の実施、提案資料の作成  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

12回

施策提案③

自身が着目する問題・課題に対する施策案を考え、発表を想定しての資料
を作成する 演習

授業出席確認となる演習の実施、提案資料の作成  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

13回

施策提案④

自身が着目する問題・課題に対する施策案を考え、発表を想定しての資料
を作成する 演習

授業出席確認となる演習の実施、提案資料の作成  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

14回

施策提案の共有

他の受講学生がどのような問題・課題に着目したか、そしてどのような施策
提案をしたかをみる  自身と他の受講学生の視点や考えの差異について考
察する

演習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

15回

総括とレポート3

講義まとめと未来に向けての教員からのメッセージ  レポート3について説明
、レポート3の執筆 講義

授業出席確認となる演習の実施、レポート3の執筆  【復習】
これまでの講義を振り返る

60

2021 アントレプレナーシップ入門①（１全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

アントレプレナーシップ入門②（１全学科）

Entrepreneurship

1118202

前期集中

ytaguchi@ed.sojo-u.ac.jp

G303 田口 雄太　G301 川副 智行　　　　

田口 雄太　川副 智行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 30 15 0 10 45 100

「アントレプレナーシップ（起業家精神）」は、これからの未来を切り開く若者にとって必須の精神である。現代社会は変化
が早く、その中を生き抜くためには新しいことに挑戦し達成する必要がある。これは起業だけでなく、会社内での新規事
業の開発、社会課題の解決、新しい科学領域の開拓など、どんな挑戦にも必要である。   本授業では、アントレプレナー
シップのコアとなる"想像力"、"チームを形成する力"、"ビジョンを達成する力"に繋がる知識を身につけながら、考察を深
める。次に、問題・課題を発見する上で必要となる視点や現代社会を変えつつある情報テクノロジーについてを座学と演
習を通じて学ぶ。そして最後に、自身が着目する問題・課題についての施策を提案する中で、アントレプレナーシップを養
う。

起業の教科書　日経BP社　トーマツベンチャーサポート　 9784822235871

IT全史 情報技術の250年を読む　祥伝社　中野明　 9784396616120

アントレプレナーシップのコアな三つの素養について、口頭もしくは記述によって説明することができる。

問題・課題を発見する力について理解し、口頭もしくは記述によって説明することができる。

現代社会を変えつつある情報テクノロジーについて理解し、口頭もしくは記述によって説明することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

火曜10:20 - 13:00

アントレプレナーシップ　問題・課題発見　テクノロジー　スタートアップ　　　　　　　　

「特殊講座(未来デザイン)」、  「
ベンチャービジネス」、  「イノベー
ション入門」、  「ローカルイノベー
ション」

アントレプレナーシップ入門②（１全学科）2021

1

2

選択

講義レジュメを教科書とする　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

アフターデジタルオフラインのない時代に生き残る　日経BP社　藤井保文、尾原和啓　 9784296101627
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 アントレプレナーシップ入門②（１全学科）

1. レポート1: 着目する問題・課題について調査する。そして、調査結果を小レポートにまとめる(詳細は
第5回授業にて提示)、最大6点。  2. レポート2: ペアが着目する問題・課題について調査する。そして、
調査結果を小レポートにまとめる(詳細は第9回授業にて提示)、最大6点。  3. レポート3: 情報テクノロ
ジーに結びつくレポート(詳細は第14回授業にて提示)、最大18点。  4. 成果発表: 「着目する問題・課
題についての施策を提案する」というテーマに対する発表資料を評価する、最大15点。  5. ポートフォリ
オ: 学修到達度レポートによって評価する、最大10点  6. その他： 第1-
15回授業各回に実施する小演習をWebClass上で回答する、最大3点/回×15回   ★提出物は適宜
返却する。  ★WebClass上で提出されたレポートは適宜コメントを返します。このフィードバックもまた
WebClass上で実施しますので、必ず参照すること。

314

川副 智行

課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶこと。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 全ての授業回は遠隔授業(オンデマンド形式)となります。毎授業回、WebClass の本科目のサイトにアクセスすること
。  2. レポートの提出は、原則WebClassへのアップロードとする。   3. 第1-
15回授業各回の小演習をWeb上で回答されているかどうかから、本科目の出席の有無を判断することになります。必ず
提出期限を遵守すること。  4. レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

本科目全体の導入、授業の進め方についてを説明  現代の社会・情勢につ
いて学び、考察する  アントレプレナーシップとは何か学び、なぜ必要とされ
るかを考察する

講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

2回

アントレプレナーシップ①

アントレプレナーシップのコアとなる"想像力"に繋がる知識を身につける
講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

3回

アントレプレナーシップ②

アントレプレナーシップのコアとなる"チームを形成する力"、"ビジョンを達成
する力"に繋がる知識を身につける 講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

4回

問題・課題発見①

問題・課題を発見する視点について学び、考察する  興味関心ある領域で
調査を行う

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

5回

問題・課題発見②とレポート1

問題・課題を発見する視点について学び、考察する  レポート1について説明
、レポート1の執筆

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施、レポート1の執筆  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

6回

テクノロジー①

情報テクノロジーがこれまでどのように発展し、社会に影響しているかにつ
いいて学び、考察する 講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

7回

テクノロジー②

IoT、ビックデータとAIがどのように社会を変えつつあるか学び、考察する  
これからのデータ利活用のあり方について、考察する 講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

8回

テクノロジー③

シェアリング、フィンテックがどのように社会を変えつつあるかについて学び、
考察する  情報技術による新しいサービス、価値変化について考察する 講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

9回

問題・課題発見③とレポート2

遠隔形式での協働のあり方について考察する  ペアの着目する問題課題に
ついて調査し、不足する情報を補う  レポート2について説明、レポート2の執
筆

演習

授業出席確認となる演習の実施、レポート2の執筆  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

10回

施策提案①

演習: 施策提案について詳細説明  自身が着目する問題・課題に対する施
策案を考え、発表を想定しての資料を作成する 演習

授業出席確認となる演習の実施、提案資料の作成  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

施策提案②

自身が着目する問題・課題に対する施策案を考え、発表を想定しての資料
を作成する 演習

授業出席確認となる演習の実施、提案資料の作成  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

12回

施策提案③

自身が着目する問題・課題に対する施策案を考え、発表を想定しての資料
を作成する 演習

授業出席確認となる演習の実施、提案資料の作成  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

13回

施策提案④

自身が着目する問題・課題に対する施策案を考え、発表を想定しての資料
を作成する 演習

授業出席確認となる演習の実施、提案資料の作成  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

14回

施策提案の共有

他の受講学生がどのような問題・課題に着目したか、そしてどのような施策
提案をしたかをみる  自身と他の受講学生の視点や考えの差異について考
察する

演習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

60

テーマ

内容

15回

総括とレポート3

講義まとめと未来に向けての教員からのメッセージ  レポート3について説明
、レポート3の執筆 講義

授業出席確認となる演習の実施、レポート3の執筆  【復習】
これまでの講義を振り返る

60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

日本語表現（旧基礎日本語）（２全学科）前期

Introduction to Japanese

1122101

前・後期

 kozuma616@ ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟318 上妻 利博　　　　　

上妻 利博　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 60 30 0 0 10 0 100

実社会では、コミュニケーションにおける敬語の使用法や語彙力の充実が求められている。また、プレゼンテーションやレ
ポート作成等に関しても、的確で分かりやすい表現が不可欠である。そのような中で、日本人としての日本語の基礎力及
び表現力を幅広く身に付けることが重要である。そのような意味から、次のようなことを目標に授業を展開する。  ①日本
語検定３級合格程度の語彙力、コミュニケーション力を身に付ける。  ②図書館等を利用し、多くの書籍を読む。  ③表現
力育成の一環として、小論文や書評作成に挑戦する。  ④学修成果を確認するために、日本語検定試験に挑戦する。    
※小テストの結果は以後の授業中に学生へフィードバックする。

　　　 

　　　 

言葉の使い方等に関心を持ち、社会生活上必要な日本語力を身につけることができる。fg

小説や資料等を読み、自己の意見や提案等を文章で作成することができる。

授業で学んだことを専門分野での論文・レポート等の表現に生かすことができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

fg

fg

fg

a,f,ga,f,g

Ａ Ａ１ Ａ１

木曜日の昼休み

日本語の基礎力、語彙力、表現力　小論文作成力　図書館活用　　　　　　　　　

関連科目：日本の文学

日本語表現（旧基礎日本語）（２全学科）前期2021

2

2

選必

日本語検定３級 ３訂版　東京書籍　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 日本語表現（旧基礎日本語）（２全学科）前期

①〇小テスト 各１０点配点×６回（敬語・語彙・言葉の意味・文法・表記・漢字） （６０点）配点  ③●レポ
ート 各１０点配点×３回（課題小論文・書評・テーマ設定小論文）    （３０点）配点  ④ポートフォリオ（学
修到達度レポート）                         （１０点）配点    ※提出したら必ず各１０点ということではない。各
提出物を採点した上で換算表で加点配点を案分する。

319

日頃から新聞のコラムや社説等を読み、社会情勢等に関心をもっておく。  書評コンテストへの対応とし
て、図書館の蔵書等を活用し、読書量を増やしておく。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力「キ
ャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

①各授業内容に沿って「日本語検定３級 ３訂版」の予習・復習を確実に行う。  ②自選図書に関する書評、小論文作成用
に図書館等の書籍を多く読む。  ③出席管理は、WebClass上のみで行う。パスワードは、各回のコンテンツの中で明示す
る。  出席入力は、第１回は 4/29(木)の正午まで、第２回～15 回は、各 1 週間後の木曜日の正午まで。  ④小テスト、レ
ポート等はすべてWebClass上のみから提出すること。提出期限は、すべて授業実施基準日から１週間後の木曜日の正
午までとする。期限後WebClassの提出窓口が閉じられ提出できなくなるので、注意すること。メールや持参などそれ以外
の手段による提出は受け付けない。  ⑤小テスト、レポート等の提出の際は、pdfに変換しないで提出する。  ⑥レポート作
成の際、ネット上のコピーアンドペースト(コピペ)など不正行為を発見したときは、評価を「不可」とし単位修得を認めない。
  ⑦小テスト・レポート等の提出について社会通念上特別な配慮が必要だと考えられるような場合、電話、メール、来室の
どの手段かにより、必ず提出期限前に相談すること。提出期限後は如何なる理由があろうと受け付けず評価しない。  電
話：096-326-3524（直通） メール：kozuma616@ed.sojo-
u.ac.jp  研究室：附属棟3階318(ゆうちょATM上)  ⑧単位修得の要件は、第14回・15回も含め全15回授業のうち、10
回以上出席かつ評価点60点以上とする。（「学生便覧」参照）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

授業ガイダンス

シラバスの確認・周知  日本語能力自己診断 演習  講
義

日本語検定問題集のP6～P11の予習

90

テーマ

内容

2回

「敬語」①

問題集を使って、敬語の使い方を学習する。 演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP12～P17の予習

90

テーマ

内容

3回

「敬語」②

問題集を使って、敬語の使い方を学習する。  〇小テスト１回目（「敬語」）提
出

演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP44～P52の予習

90

テーマ

内容

4回

「語彙」  小論文の書き方

問題集を使って、「語彙」を学習する。  小論文の基本的な書き方を学習する
。  〇小テスト２回目（「語彙」）提出

演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP64～P67の予習

90

テーマ

内容

5回

「言葉の意味」①  課題小論文①（下書Ⅰ）

問題集を使って「言葉の意味」を学習する。  課題小論文の下書を行う。 演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP68～P72の予習

90

テーマ

内容

6回

「言葉の意味」②  課題小論文②（下書Ⅱ）

問題集を使って「言葉の意味」を学習する。  課題小論文の下書を行う。  〇
小テスト３回目（「言葉の意味」）提出

演習  講
義

課題小論文の推敲

90

テーマ

内容

7回

復習  課題小論文③（清書・提出）

これまで学習した「敬語」「語彙」「言葉の意味」の復習  ●レポート1回目（
課題小論文）提出

演習  講
義

書評用図書の読込

90

テーマ

内容

8回

書評の書き方  書評コンテスト

書評例をもとに、書評の書き方を学習する。  書評コンテスト実施要項等の
理解

演習  講
義

日本語検定問題集のP28～P31の予習

90

テーマ

内容

9回

「文法」①  書評（下書Ⅰ）

問題集を使って「文法」を学習する。  書評コンテスト用の下書を行う。 演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP32～P35の予習

90

テーマ

内容

10回

「文法」②  書評（下書Ⅱ）

問題集を使って「文法」を学習する。  書評コンテスト用の下書を行う。  〇小
テスト４回目（「文法」）提出

演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP82～P85の予習  書評
の推敲

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

「表記」①  書評（清書・提出）

問題集を使って、「表記」を学習する。  ●レポート２回目（書評）提出 演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP86～P89の予習

90

テーマ

内容

12回

「表記」②  テーマ設定小論文（下書Ⅰ）

問題集を使って「表記」を学習する。  自分で小論文の題材を選び、下書を行
う。  〇小テスト５回目（「表記」）提出

演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP98～P106の予習

90

テーマ

内容

13回

「漢字」  テーマ設定小論文

問題集を使って「漢字」を学習する。  〇小テスト６回目（「漢字」）提出  ●レ
ポート３回目（テーマ設定小論文）提出

演習  講
義

これまで学習した６分野について総復習

90

テーマ

内容

14回

課題総合問題

総合問題を解き提出する。
演習

学修到達度レポートの作成

90

テーマ

内容

15回

課題総合問題

総合問題を解き提出する。
演習

学修到達度レポートの提出

９０

2021 日本語表現（旧基礎日本語）（２全学科）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

日本の文学（２全学科）前期

Japanese Literature

1122201

前期／後期

iwamoto@ed.sojo-u.ac.jp

本館3階304　　　　　

岩本晃代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 25 0 65 10 0 100

 本大学の教育目標の一つは、豊かな人間性とともに、「いのちとくらし」に関する高度な専門性を有した、いかなる仕事に
も容易に習熟できる人材を育成することである。本科目は、その基盤となるコミュニケーション能力(なかでも文章力)の
育成を主眼とし、さらに読書をとおして教養を深め、豊かな人間性を培うことを目的としている。   本科目では、日本の代
表的な近現代の作家の作品を取り上げて、日本文学史の基礎的な知識の修得とともに、文学作品を熟読し、多角的視
点から鑑賞することで教養を深め、鑑賞の内容を文章で表現する能力を育成する。授業においては、近現代の名作につ
いて、文学の時代性、文化の変遷、歴史的背景ふまえつつ考察する。また、熊本にゆかりのある作家の作品を取り上げて
、生活している地域への関心が持てるように授業を行う。集大成としての課題研究レポートについては、7回目の授業で
調査方法を教授し、8回目から10回目までのワークシートに部分的に下書きをさせ、その内容等について、授業資料等で
注意事項を示す等のフィードバックを行う。  １．作家については、経歴や関連する作家等について自主的に辞書やインタ
ーネット等で調べること。  ２．作品中の分からない言葉等は辞書等で調べ、ワークシートに記入すること。  ３．自分の選ん
だ作品について、作家及びその時代の歴史や文化に関しての調査を行い、「課題研究レポート」としてまとめること。  ４．「
課題研究レポート」は、注意事項等に従って、下書きを推敲して完成させること。

日本近代文学大事典　講談社　　 

現代詩大事典　三省堂　　 

さまざまな視点から日本の文学作品を鑑賞し、その内容を文章にすることができる。a

調べたことをもとに、自分の考えを分かりやすく文章でまとめることができる。

分からない事項や言葉等を自主的に調べ、課題に最後まで取り組むことができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

af

g

g

a,f,ga,f,g

A A1 A1

火曜日、2限目

文学　地域文化　　　　　　　　　　

SOJO基礎Ⅰ・Ⅱ  日本語表現  
人間と歴史

日本の文学（２全学科）前期2021

２

2

選必

くまもと文学紀行　　　　

授業で提示する文学資料　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

323



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 日本の文学（２全学科）前期

１．レポート（「課題研究レポート」）：２５点（出席２回分）    書き方等ついては、別途資料を配布する  ２．ワ
ークシート：５点×１３回＝６５点  （※「ワークシート」は毎回提出することで出席カウントし「作品」として
評価する課題の一種）  ３．「学修到達度評価レポート」１０点   【学生の到達度目標】①②③の項目の達
成度とその理由を200字～250文字で入力しプリントアウトして提出    ※④は入力しなくてもよい

324

日本の代表的な文学作品や熊本ゆかりの作家の文学作品を熟読し鑑賞すること及び、自分の出身地
域等に関わる作家の課題研究を通して、自分の考えたこと等を文章で表現することにより、「課題対応
力」を身につけ実践することができる。



学修上の
注意

(SBOs)

１．分からない語句等を調べるために電子辞書等を使用すること。  ２．毎回配布するワークシートを完成させて提出するこ
と。  ３．ワークシートから一作品を選び推敲して清書したものを、「まとめのレポート」（小論文形式）とし、第12回のワークシ
ートにおいて取り組む。  ４．「課題研究レポート」については、図書館の蔵書、辞書及びインターネット等で調べ、それらをも
とにまとめること。  ５．提出物については期限を厳守すること。  ・レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃
は、不正行為とみなされます。

2021 日本の文学（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

講義の全体について説明する。  日本文学史（近現代）について学習する。  
第１回ワークシート 講義

【復習】  文学史の復習

30

テーマ

内容

2回

熊本の文学１

作品鑑賞：熊本ゆかりの文学１  第２回ワークシート 講義・演
習

【予習】熊本出身の文学者について調べておく  【復習】作品
の読み直し

30      
60

テーマ

内容

3回

熊本の文学２

作品鑑賞：熊本ゆかりの文学２  第３回ワークシート 講義・演
習

【予習】熊本ゆかりの文学者について調べておく  【復習】作品
の読み直し   ワークシートの推敲・補筆修正

30      
60

テーマ

内容

4回

熊本の文学３

作品鑑賞：熊本ゆかりの文学３  第４回ワークシート 講義・演
習

【予習】熊本ゆかりの文学者について調べておく  【復習】作品
の読み直し   ワークシートの推敲・補筆修正

30      
60

テーマ

内容

5回

熊本の文学４

作品鑑賞：熊本ゆかりの文学４  第５回ワークシート 講義・演
習

【予習】熊本ゆかりの文学者について調べておく  【復習】作品
の読み直し   ワークシートの推敲・補筆修正

30      
60

テーマ

内容

6回

明治の文学１

日本近代文学史①  作品鑑賞：明治期の作品１：森鴎外等  第６回ワークシ
ート

講義・演
習

【予習】辞書等で森鴎外について調べておく  【復習】作品の
読み直し   ワークシートの推敲・補筆修正

30      
60

テーマ

内容

7回

課題研究について

レポート（課題研究）作成の方法についての説明  第７回ワークシート 講義・演
習

【予習】辞書等で自然主義・反自然主義について調べておく  
【復習】  課題研究で対象とする作家を探す

30      
60

テーマ

内容

8回

明治の文学２

日本近代文学史②  作品鑑賞：明治期の作品２：夏目漱石等  課題研究の
下書き：作家についての説明  第８回ワークシート

講義・演
習

【予習】課題研究で対象とする作家を探す  【復習】課題研究
で対象とする作家の作品を探す

30    6
0

テーマ

内容

9回

大正の文学１

日本近代文学史③  作品鑑賞：芥川龍之介等  課題研究の下書き：作品の
説明  第９回ワークシート

講義・演
習

【予習】辞書等で芥川龍之介について調べておく  【復習】課
題研究で対象とする作家の作品について調べる

30       
60

テーマ

内容

10回

大正の文学２

日本近代文学史④  作品鑑賞：プロレタリア文学  課題研究の下書き：作品
の鑑賞  第１０回ワークシート

講義・演
習

【予習】辞書等でプロレタリア文学について調べておく  【復習
】課題研究で対象とする作家の作品について鑑賞文を書く

30      
60

2021 日本の文学（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

日本近代文学史のまとめ・課題研究の清書

日本近代文学史のまとめ  第１１回ワークシート  「課題研究レポート」の推敲
（清書したものを期限までに提出）

講義・演
習

【予習】日本近代文学史の流れを資料で確認しておく  【復習
】課題研究の推敲・清書

30      
60

テーマ

内容

12回

日本の文学（課題研究）

課題研究：「課題研究レポート」作成
演習

【予習】課題研究  【復習】課題研究

90

テーマ

内容

13回

日本の文学（課題研究）

課題研究：「課題研究レポート」作成
演習

【予習】課題研究  【復習】課題研究

90

テーマ

内容

14回

文学鑑賞のまとめ

鑑賞の方法について学修の振り返り  第１２回ワークシート（授業のまとめ） 講義・演
習

【予習】ワークシートで課題とした作品を読み返しておく  【復
習】授業のまとめとして鑑賞文を600字程度でまとめる

30      
60

テーマ

内容

15回

全体のまとめ

授業全体のまとめ  第１３回ワークシート  学修到達度レポートの提出（10点
）

講義・演
習

【予習】学修到達度レポートの作成

60

2021 日本の文学（２全学科）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

人間と心理（２全学科）前期

Human and Psychology

1122301

前後期

sonobe-h@ed.sojo-u.ac.jp

図書館4階　　　　　

園部 博範（実務経験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

35 35 ０ 20 ０ ０ 10 ０ 100

本講義では我々の身近で起こる出来事を心理学の理論をもとに解説し、心理学とは一体どのような学問なのかを学び、
心理学への興味や理解を深める。さらに、我々の日常の行動の意味を知ったり、自己理解や他者理解を深め、人間関係
のあり方を学び、これらをもとに社会に貢献できる人として生きるため役に立つものである。  また、前職における児童相
談所、精神保健福祉センターの実務の経験を活かし、人間の発達やメンタルヘルスの分野において授業の中で学生に
教授する。  １．授業中に質問し、横の人との会話を勧めるので、積極的に参加する。  ２．授業中の心理テストの内容をよく
理解し、真剣に取り組み自己理解に努める。  ３．心理学を学ぶことによって、自分や他者、さらにその関係について、知見
を深めるよう努    める。  ４．さらに、心理学の知識を自己管理能力を高める資源とする。  ５．中間テストについては、15回
目の授業時にフィードバックする。

新しい心理学ゼミナール　福村出版　藤田圭一編　 978-4-571-20072-4

心理学入門　健ぱく社　平田・伊藤編　 978‐４‐7679‐4013‐7

心理テストによって自己理解を深め、対人関係における自分の課題を知り記述することができる。a,e

本講義で人間の心や行動を理解し、他者への働きかけの方法を学んだことを文章で表現することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

a,i

f,h

a,ea,e

A A1 A1

水曜、木曜の2限目

学習理論   　自己・他者理解 　行動の背景　人の発達   　　コミュニケーション　　　　　　

文化社会関連科目：「人間と哲
学」  教職関連科目：「教育心理
学」「教育相談の理論及び方法」
  その他の関連科目：「キャリア関
連科目」「生物学関連科目」「脳
関連科目」

人間と心理（２全学科）前期2021

２

2

選必

やさしい心理学　北大路書房　水田恵三　　978-7628-2048-9

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

よくわかる心理学　ミネルヴァ書房　無籐他編　 978‐4‐623‐05250‐9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 人間と心理（２全学科）前期

１．定期試験（15回目） 35点   ２．中間テスト 35点（8回目）  ３．レポート：いくつかのテーマから選択した
ものについて、調査・報告する。Ａ４の1枚、ＰＣ    使用。１頁40行、1行40文字、ＭＳ明朝、10.5ｐ、1200
文字～1３00文字 10回目にレポー    トの指示説明を行う。作成後は１5回目までに提出する。20点  ４．
ポートフォリオ：「学習到達度評価レポート」をSOJOポートフォリオシステムに１5回目ま    でに入力して
おくこと。 10点

329

園部博範

１．日常での出来事、小説などから心理学的な現象を考えておくとよい。          ２．人間の行動や心理は
すべて心理学に関係あるので、小説や漫画の登場人物の心理や    行動を観察しておくと心理学が楽
しくなる。                      ３．自分が落ち込んだときにどんな方法や本を読むか、また、その内容を考える
ようにす    る。                                                ４．性格、心理検査、ストレスなどの心理学に関する本
を読んでおく。

１．人の発達、学習、認知、社会性などを学び、人間関係の仕組みや人間関係構成能    力を身につける。
また、自己理解や他者の行動の背景を知り、自己管理能力の基    礎的・汎用的能力を身につける。     
          ２．働くことにおいて、自分が果たす役割を意識し、それを遂行するためには、自己理解    や他者
理解はいうまでもなく、コミュニケーション能力や職場への適応能力も必要で    ある。これらを身に付け
るために心理学の知識が役に立つ、それがキャリアデザイン    のありかたにも関連していく。  ３．またこ
の科目は教職科目に継続しているため、教師としての職務内容やそのあり方を    身につけ、キャリアデ
ザインを組み立てるものでもある。



学修上の
注意

(SBOs)

１．試験は中間テスト、定期試験を行い、追試・再試は実施しない。  ２．教科書以外の資料も提示するので、重要な部分は
ノートをとること。ノートは各自取るよ    うにし、その評価はしないので、各自教科書とともに復習の材料とすること。  ３．グ
ループ討論や当てられることが苦手な人は事前に申し出ること。  ４．毎回の心理テストは自己を探求するもので、積極的
に参加し自己理解を深め ること。  ５．心理テストに抵抗がある場合は、事前に申し出ること。  ６．レポートは提出日までに
出すこと。  ７．レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃は、不正行為とみなされる。  ８．正規出席は15分ま
で、遅刻出席は授業開始30分まで、それ以降は欠席扱いとする。

2021 人間と心理（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

「心とは何か」

ガイダンス、心の起源、心とは何かについて学ぶ。  演習：心理テスト、人間
関係を見る。

講義  演
習

予習：シラバスを読む。  復習：習った教科書の範囲と授業記
録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

2回

「心理学とは何か」

心理学の歩み、研究方法、領域、人間関係について学ぶ。  演習：心理テスト
、私のストレス度とコーピングチェック。

講義  演
習

予習：心理学について調べておく。  復習：習った教科書の範
囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

3回

「人は物をどう見るのか」

ゲシュタルトの法則、知覚の恒常性、錯視について学ぶ。  演習：心理テスト
、自分をどう評価しているか。

講義  演
習

予習：ゲシュタルトの法則、人の物の見え方について調べて
おく。  復習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

4回

「人はどのように学ぶのか」

古典的・オペラント条件づけ、学習と記憶について学ぶ。                   演習：
心理テスト、自分はどの感覚を使って生きているか。

講義  演
習

予習：学習と記憶に関する事を調べておく。   復習：習った教
科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

5回

「人は何故行動するのか（１）」

欲求の種類、達成欲求と親和欲求について学ぶ。      演習：心理テスト、３つ
の自分を発見する。

講義  演
習

予習：人間の欲求にはどんなものがあるか調べておく。   復習
：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

6回

「人は何故行動するのか（２）」

フラストレーションと葛藤の心理、感情の心理について学ぶ。                演
習：心理テスト、達成動機と親和欲求の程度。

講義  演
習

予習：人間の感情や欲求不満について調べておく。  復習：習
った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

7回

「人はどのように成長するのか」

発達とは、乳幼児～老年期の発達心理について学ぶ。   演習：心理テスト、
欲求不満の表し方。

講義  演
習

予習：子供がどのようにして大きくなっていくか調べておく。  
復習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

8回

「人は自分をどう見るのか（１）」

人は自分をどう見るか、人をどう見るかについて学ぶ。   中間テスト        
講義

予習：自己・他者理解とは何かを調べておく。        復習：習っ
た教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

9回

「人は自分をどう見るのか（２）」

人格理論、性格・心理検査、自己意識、悩める心について学ぶ。  演習：心理
テスト、私の今のアイデンティテイ状態。

講義  演
習

予習：性格に関することを調べておく。  復習：習った教科書
の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

10回

「人は人をどう見るのか（１）」

容貌や人の認知、印象形成について学ぶ。         演習：心理テスト、自分の
性格を知る（類型論）。  レポート作成の説明。

講義  演
習

予習：第一印象について調べておく。      復習：習った教科書
の範囲と授業記録ノートを読む  レポート作成

30      
30

2021 人間と心理（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

「人は人をどう見るのか（２）」

暗黙のパーソナリティ理論、対人認知、2者・3者関係について学ぶ。  演習：
心理テスト、今の自分はどこまで自己実現しているか。

講義  演
習

予習：私たちが人をどのように見ているか調べておく。      復
習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

12回

「人は何故心惹かれるのか」

恋愛の心理と法則、発展と崩壊について学ぶ。  演習：心理テスト、自分の愛
し方を知る。

講義  演
習

予習：どんな人が好意を持たれるか調べておく。     復習：習
った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

13回

「人はメッセージをどう読み取るのか」

ノンバーバルコミュニケーション①表情と視線、動作と姿勢について学ぶ。   
演習：心理テスト、私の感情と自己物語。    

講義  演
習

予習：言葉以外のコミュニケーション方法を調べておく。   復
習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

14回

「説得するためには、説得されないためには

ノンバーバルコミュニケーション②近言語、服装等、対人距離、社会的スキル
ついて学ぶ。   演習：心理テスト、ソーシャルスキルと思いやりの程度を知る
。

講義  演
習

予習：自分のテリトリー（対人距離）がどの位か調べておく。  
復習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む  学習到
達度評価レポート：ポートフォリオシステムに入力する。

30  30 
 60

テーマ

内容

15回

授業のまとめ

授業全体のまとめ  総括のための試験  レポートの提出  総評 講義  演
習

2021 人間と心理（２全学科）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

人間と哲学（２全学科）前期

Human and Philosophy

1122401

前後期

shimizuep@bloom.ocn.ne.jp

本館１階 非常勤講師室　　　　　

清水俊（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 0 60 0 0 10 0 100

『哲学ってどんなこと？』を参照しながら、様々な対象について哲学的に考えていく訓練をします。存在そのものから人生
の意味まで、多くの対象を哲学的にとらえることにより、「自ら考える」力を養ってくことになります。教科書を読んで予習し
、授業内容について家庭でも考察してください。  1２回目の授業中に、中間テストの結果を学生にフィードバックする。

　　　 

　　　 

あらゆる事柄を、多様な視点から考える能力を身に付けることができる。a

自らの考えを的確に表明し、論述する能力を身に付けることができる。

常に哲学的な問題意識を持ち続け、自主的に対象を考察することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

g

火曜日15時～16時

哲学　倫理学　クリティカル・シンキィング　　　　　　　　　

哲学の出発点

人間と哲学（２全学科）前期2021

2

2

選必

哲学ってどんなこと？　昭和堂　トマス・ネーゲル　　978-4812293058
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 人間と哲学（２全学科）前期

1.リサーチペーパー（30点）1000字以上  指定したテーマについて、哲学的に考察したレポート。  テー
マについて書かれているか、自らの力で考えられているか、きちんと読ませるための文章を書けているか
、参考文献をきちんと読み解けているかを評価。  2.ポートフォリオ（10点）  到達度評価レポート。【学生
の到達目標】と項目①～③の達成度とその理由を各200～250文字で入力し、プリントアウトして提出。
  規定に従って書けているかで評価。  3.期末レポート（60点）1000字以上  指定したテーマについて、
哲学的に考察したレポート。  テーマについて書かれているか、自らの力で考えられているか、きちんと読
ませるための文章を書けているかを評価。

334

教科書においてわからない単語などあれば、予習の段階で辞書などで調べてみること。

哲学を学ぶことを通じて、「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力
」「キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

教科書の講義に関連する箇所を、必ず事前に読んでおくこと。  授業中のレポートに関する指示などは聞き逃さないよう
にし、必要な事柄は必ず書きとどめておくこと。  掲示板で教員を含めたディスカッション形式のやり取りを行う予定にして
います。  レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。

2021 人間と哲学（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

哲学にできること

哲学を学ぶにあたって必要な事柄の解説  哲学的な問いを立ててみる  ポ
ートフォリオ・リサーチペーパーの作成要領 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。

30

テーマ

内容

2回

はじめに 哲学の入り口

哲学が対象とすることについての考察  問いについてのディスカッション  文
章を書く準備とレポートの作成要領 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

3回

何かを知ること

私たちはどうやって何かを知るのかの考察  問いについてのディスカッショ
ン  リサーチペーパー作成に必要な参照文献の探し方概要 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

4回

他人の心

他人の心を知るとはどのようなことかについての考察  問いについてのディ
スカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

5回

心‐身問題

心と体の関係についての考察  問いについてのディスカッション
講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

6回

ことばの意味

言葉と意味の関係はどのようになっているのかについての考察  問いについ
てのディスカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

7回

自由意志

私たちの意志は自由なのか、自由とは何かについての考察  問いについて
のディスカッション  期末レポートの概要 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

8回

正しいことと不正なこと

正や不正とは何なのか、倫理とは何かについての考察  問いについてのディ
スカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

9回

正義

正義のために何をなすべきなのか、正義とは何かについての考察  問いにつ
いてのディスカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

10回

死

死とは何かについての考察  問いについてのディスカッション
講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

2021 人間と哲学（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

人生の意味

様々なテーマについて哲学的に考察  問いについてディスカッション  ポート
フォリオについて 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

12回

時間

時間について哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。  期末レ
ポートの作成

30

テーマ

内容

13回

愛

様々な愛について哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。  ポート
フォリオ（到達度レポート）の作成・授業アンケートの入力

60

テーマ

内容

14回

大人と子供

大人と子供について哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

15回

その他の哲学的テーマ

様々なテーマについて哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。

30

2021 人間と哲学（２全学科）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

人間と歴史（２全学科）前期

Humans and History

1122501

前後期

@

本館302　　　　　

冨田健之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 60 30 0 0 10 0 100

１．中学校歴史教科書はその時代時代の特徴をつかむための最良の手引き書であり、歴史を学び直そうとする際に第一
に参照されるべき参考書だといえる。また、中学校歴史教科書は学習指導要領の改訂に基づき、原則として４年ごとに
改訂され、そのたびに記述が修正されたり、場合によってはまったく新しくかきかえられたりもする。  ２．本授業では、東京
書籍から１９７２（昭和４７）年と２００６（平成１８）年にそれぞれ刊行された中学校歴史教科書を比較し、約３０年の間に教科
書記述がどれだけ変わってきたのかをまず確認する。  ３．ついで、そうした教科書記述の変化の背景にある、歴史研究の
発展・深化についてみていく。  ４．歴史は「暗記物」というレッテルが貼られることがあるが、知識を身につけることはどの
研究分野にあってもその出発点である。  ５．本授業では、基礎的な知識を身につけたうえで、その知識を「応用」していく
スベを修得していく。それによって、歴史的背景をふまえた現代社会を理解し、そこで生きていくための基礎知識（社会形
成能力）と汎用的能力を身につけることをめざす。

参考書は授業中に適宜紹介する　　　 

　　　 

人間や社会を多角的な視野から捉え、考え文章で説明することができる。a

自主的、継続的に学修することができる。

レポート課題について十分な準備調査を行い、wordを使ってレポートを作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

g

g

g

a.ga.g

A A1 A1

水曜昼休み

歴史学　歴史教科書　記述の変化　研究の進展　　「歴史は変わる」　　　　　　

総合・人間科学関係科目

人間と歴史（２全学科）前期2021

2

2

選必

教科書は使用しない　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 人間と歴史（２全学科）前期

１． 小テスト：6回×１０点＝６０点  ２． レポート：３０点     レポート課題ならびにレポート書式については、
WebClass第11回授業で説明す     る  ３． ポートフォリオ：「学修到達度評価レポート」１０点    ①【学
生の到達度目標】の項目１～４の達成度とその理由を各200～250文字で入      力する。    ②授業ア
ンケートに回答する

339

１．自ら学ぼうとする意欲と意思  ２．中学校程度の日本史に関する知識

「課題対応力」の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの



学修上の
注意

(SBOs)

1． 本科目はすべての授業（全15回）をオンライン（オンデマンド型）で実施する。  2． 授業コンテンツと重要な連絡は、す
べてWebClassで提示する。授業計画などに急     な変更がある場合にも、WebClassに記載する。  3． 授業受講の前に
、WebClass本科目ページに掲載されている「授業の流れ」を毎     回必ず読むこと。  4． 中間・定期試験は実施しない。
従って再試験も実施しない。  5． 提出物は期限内に提出すること。ただし、公認欠席および急病（診断書もしくは     病院
・薬局の領収書を提出）の場合は、教員宛連絡すること。  6． レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃は、
不正行為とみなされ、     単位の認定は行われない。

2021 人間と歴史（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

授業全般に関するガイダンス

授業概要の説明および受講にあたっての諸注意などを行う
講義

ガイダンス内容を再度確認する

10

テーマ

内容

2回

三内丸山遺跡

発見・発掘で変わる時代像
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

3回

前回講義の理解度確認

小テスト①「三内丸山遺跡」
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする

20

テーマ

内容

4回

稲作のはじまり

米づくりはいつ日本に伝わったのか
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

5回

前回講義の理解度確認

小テスト②「稲作のはじまり」
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする

20

テーマ

内容

6回

「大和朝廷」

「大和政権」と表記されるようになった理由
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

7回

前回授業の理解度確認

小テスト③「『大和朝廷』」
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする

20

テーマ

内容

8回

「鎌倉幕府の成立

「イイクニつくろう」と覚えたが・・・
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

9回

前回授業の理解度確認

小テスト④「鎌倉幕府の成立」
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする

20

テーマ

内容

10回

モンゴル襲来

2回とも暴風が吹いたのか
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

2021 人間と歴史（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

前回授業の理解度確認

小テスト⑤「モンゴル襲来」  レポート課題およびレポート書式の提示・説明
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする  
レポート作成の準備活動

60

テーマ

内容

12回

倭寇

日本人ばかりではなかった
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する  レポート作成の準備活動

60

テーマ

内容

13回

前回授業の理解度確認

小テスト⑥「倭寇」
演習

小テストの自己分析を行う  レポート作成の準備活動

60

テーマ

内容

14回

レポートの作成

レポートの作成作業
演習

レポートを作成する  ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

60

テーマ

内容

15回

レポートの作成

レポートを完成させ提出する
演習

レポートを完成させる  ポートフォリオを作成する

60

2021 人間と歴史（２全学科）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

人間と歴史（夏期集中）

Humans and History

1122502

前後期

@

本館302　　　　　

冨田健之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 60 30 0 0 10 0 100

１．中学校歴史教科書はその時代時代の特徴をつかむための最良の手引き書であり、歴史を学び直そうとする際に第一
に参照されるべき参考書だといえる。また、中学校歴史教科書は学習指導要領の改訂に基づき、原則として４年ごとに
改訂され、そのたびに記述が修正されたり、場合によってはまったく新しくかきかえられたりもする。  ２．本授業では、東京
書籍から１９７２（昭和４７）年と２００６（平成１８）年にそれぞれ刊行された中学校歴史教科書を比較し、約３０年の間に教科
書記述がどれだけ変わってきたのかをまず確認する。  ３．ついで、そうした教科書記述の変化の背景にある、歴史研究の
発展・深化についてみていく。  ４．歴史は「暗記物」というレッテルが貼られることがあるが、知識を身につけることはどの
研究分野にあってもその出発点である。  ５．本授業では、基礎的な知識を身につけたうえで、その知識を「応用」していく
スベを修得していく。それによって、歴史的背景をふまえた現代社会を理解し、そこで生きていくための基礎知識（社会形
成能力）と汎用的能力を身につけることをめざす。

参考書は授業中に適宜紹介する　　　 

　　　 

人間や社会を多角的な視野から捉え、考え文章で説明することができる。a

自主的、継続的に学修することができる。

レポート課題について十分な準備調査を行い、wordを使ってレポートを作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

g

g

g

a.ga.g

A A1 A1

水曜昼休み

歴史学　歴史教科書　記述の変化　研究の進展　　「歴史は変わる」　　　　　　

総合・人間科学関係科目

人間と歴史（夏期集中）2021

2

2

選必

教科書は使用しない　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

343



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 人間と歴史（夏期集中）

１． 小テスト：6回×１０点＝６０点  ２． レポート：３０点     レポート課題ならびにレポート書式については、
WebClass第11回授業で説明す     る  ３． ポートフォリオ：「学修到達度評価レポート」１０点    ①【学
生の到達度目標】の項目１～４の達成度とその理由を各200～250文字で入      力する。    ②授業ア
ンケートに回答する

344

１．自ら学ぼうとする意欲と意思  ２．中学校程度の日本史に関する知識

「課題対応力」の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの



学修上の
注意

(SBOs)

1． 本科目はすべての授業（全15回）をオンライン（オンデマンド型）で実施する。  2． 授業コンテンツと重要な連絡は、す
べてWebClassで提示する。授業計画などに急     な変更がある場合にも、WebClassに記載する。  3． 授業受講の前に
、WebClass本科目ページに掲載されている「授業の流れ」を毎     回必ず読むこと。  4． 中間・定期試験は実施しない。
従って再試験も実施しない。  5． 提出物は期限内に提出すること。ただし、公認欠席および急病（診断書もしくは     病院
・薬局の領収書を提出）の場合は、教員宛連絡すること。  6． レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃は、
不正行為とみなされ、     単位の認定は行われない。

2021 人間と歴史（夏期集中）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

授業全般に関するガイダンス

授業概要の説明および受講にあたっての諸注意などを行う
講義

ガイダンス内容を再度確認する

10

テーマ

内容

2回

三内丸山遺跡

発見・発掘で変わる時代像
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

3回

前回講義の理解度確認

小テスト①「三内丸山遺跡」
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする

20

テーマ

内容

4回

稲作のはじまり

米づくりはいつ日本に伝わったのか
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

5回

前回講義の理解度確認

小テスト②「稲作のはじまり」
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする

20

テーマ

内容

6回

「大和朝廷」

「大和政権」と表記されるようになった理由
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

7回

前回授業の理解度確認

小テスト③「『大和朝廷』」
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする

20

テーマ

内容

8回

「鎌倉幕府の成立

「イイクニつくろう」と覚えたが・・・
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

9回

前回授業の理解度確認

小テスト④「鎌倉幕府の成立」
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする

20

テーマ

内容

10回

モンゴル襲来

2回とも暴風が吹いたのか
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

2021 人間と歴史（夏期集中）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

前回授業の理解度確認

小テスト⑤「モンゴル襲来」  レポート課題およびレポート書式の提示・説明
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする  
レポート作成の準備活動

60

テーマ

内容

12回

倭寇

日本人ばかりではなかった
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する  レポート作成の準備活動

60

テーマ

内容

13回

前回授業の理解度確認

小テスト⑥「倭寇」
演習

小テストの自己分析を行う  レポート作成の準備活動

60

テーマ

内容

14回

レポートの作成

レポートの作成作業
演習

レポートを作成する  ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

60

テーマ

内容

15回

レポートの作成

レポートを完成させ提出する
演習

レポートを完成させる  ポートフォリオを作成する

60

2021 人間と歴史（夏期集中）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

人間と環境（２全学科）前期

Human and Environment

1122601

前期・後期

ueno@ed.sojo-u.ac.jp

F803　　　　　

上野賢仁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 0 30 0 0 10 0 100

 人間をとりまく環境はいま、地球温暖化、生物多様性、資源・エネルギーの枯渇、環境汚染などの問題が溢れており、こ
れらは複数の要因と関係し、複雑である。人間が環境問題にどう対処すべきかを考えるとき、からみ合った複雑なことを
広い視野で多面的に理解する必要がある。人間活動に起因する環境問題はあらゆる分野が関係するが、個々人として
はまず自然科学と社会科学の両面から考える姿勢をもつのが良いと思われる。   本講義では、環境に関する基礎的な
事柄を学びつつ、様々な対策手法や環境技術を学びながら、人間と環境の相互関係をシステム的に捉えて考えていく。
各人の専門分野において環境問題に取り組む際の基礎的な素養を身に付けることができるものと期待している。   講義
では、前半で「人間と環境」に関しての基礎事項や捉え方について説明した後、関連するテキストの該当箇所について説
明し、後半で理解を助けるために簡単な計算などの演習を行う。（資料や課題にWebClassを使う。関数電卓を用意して
おくと良い。）    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、期末試験のみ対面で行う。  ※提出物については提出日以降の授
業等で適宜解説する。

環境問題をシステム的に考える　化学同人　井村秀文　 978-4-7598-1323-4

環境白書／循環型社会白書／生物多様性白書　日経印刷　環境省大臣官房環境計画課 ： 環境省環境再生・資源循環局　 978-4865791174

環境問題を多角的な視点から捉え、問題の背景や構造、対策の現状を理解し、文章（あるいは口頭）で説明することができる。a

技術が社会や自然に及ぼす影響、及び技術者の社会的責任を理解し、文章（あるいは口頭）で説明することができる。

自主的、継続的に学習することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

b

g

g

a,b,ga,b,g

A A1 A1

木曜日3時限

自然と人間の相互作用　地球と気候システム　環境指標と生物多様性　環境経済と環境政策　　
資源・エネルギー利用と環境負荷　　　　　　

人間と環境（２全学科）前期2021

1

2

選必

Professional Engineering Library 環境工学　実教出版　PEL編集委員会監修、山崎慎一編　　978-4-407-34030-3

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

環境社会検定試験eco検定公式テキスト　日本能率境界マネジメントセンター　東京商工会議所　 978-4820727026

新版 環境被害のガバナンス　成文堂　永松俊雄　 978-4792333607

熊本県自然保護読本 自然保護とあなた‐子供達の未来のために‐　城野印刷所　熊本県自然保護読本編集委員会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 人間と環境（２全学科）前期

1. 中間試験、期末試験  各30点 （再試験は実施しない。）  2. 課題レポート 30点（7回目授業時にテ
ーマ等について説明、11回目授業時に提出を求める。）   図書館の環境関連図書を資料として、課題レ
ポート（本文1,000文字以上）を次の規定に沿って作成し提出する。   A4用紙1枚（両面可）、表紙不要
、余白各25mm、1頁40行、1行40文字、フォント：MS明朝体、10.5pt。   1行目：タイトル、2行目：空白
、3行目：学部名、学科名、学籍番号、氏名、4行目：空白、5行目：本文。   参考文献・URLを末尾に記載
。（著書の場合：著者名、『著書名』、引用頁、発行所、発行年。論文の場合：著者名、「論文名」『雑誌名
』、引用頁、発行所、発行年。Webの場合：名称、URL、アクセス日）  3. ポートフォリオ：「到達度評価レ
ポート」10点   【学生の到達度目標】の項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し15回目
までに提出する。   授業アンケートに回答する。  4. 講義中に実施する演習問題の取り組み状況も評価
に加味する。  5. 100点満点中60点以上を合格とする。

349

環境問題に関する関心を持ち、新聞記事やニュースに目を通しておくこと。

本学DP「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」に必要な人間や
社会に対する多角的視野と基礎的知識、及び社会課題への対応についての汎用的能力を身につけ、
それらを実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 授業回数の1／3以上の欠席者は成績評価を行わない（不合格となる）。ただし、公認欠席は出席扱いとする。  2. 遅
刻は授業開始後20分までとし、以後は欠席とする。  3. 提出物は期限以内に提出すること。期限以後は一切受け付けな
い。ただし、公認欠席の場合は別途指示する。  4. 授業中のお茶・水以外の飲用は不可。  5. 授業中に他の授業の課題
やスマートフォン等を使用した場合は退出を命じ欠席扱いとする。    ※遠隔授業では2、4、5は無視してよい。

2021 人間と環境（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

自然と人間の相互関係

ガイダンス／自然と人間の相互関係の把握と理解
講義

予習：教科書の全体に目を通しておく。  復習：ガイダンスで
の説明事項について確認する。

20  20

テーマ

内容

2回

地球と人間／環境容量

地球と人間の関係／地球の許容限界／環境容量 講義  演
習

予習：教科書の1章を通読しておく。  復習：授業範囲を復読
する。

30  30

テーマ

内容

3回

地球の気候システム／地球温暖化

地球の大気／水の循環／気候システム／地球温暖化 講義  演
習

予習：教科書の1～2章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

テーマ

内容

4回

環境指標／生物多様性

生物多様性／生態系／生態系の機能とサービス／生物多様性の保全 講義  演
習

予習：教科書の12章を通読しておく。  復習：授業範囲を復読
する。

30  30

テーマ

内容

5回

環境感／地球と人間の歴史／文明の転換／持続可
能性

変化する世界の見方／成長の限界／熱力学的な視点／地球の歴史／人
間の歴史／低炭素・共生・循環型社会／持続可能性

講義  演
習

予習：教科書の1～3章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

テーマ

内容

6回

環境管理／環境影響評価（その1）

コモンズの悲劇／ローカルコモンズ／環境管理／環境影響評価 講義  演
習

予習：教科書の2～3、13章を通読しておく。  復習：授業範囲
を復読する。

30  30

テーマ

内容

7回

環境経済／環境政策／環境倫理

地球環境と経済／市場の失敗／環境情報／環境政策／環境倫理 講義  演
習

予習：教科書の1～3章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

テーマ

内容

8回

前半まとめ／中間試験

前半の講義についてのまとめ／中間試験による達成度の確認 講義  試
験

予習：1～8回の授業内容を総復習し、中間試験の準備をして
おく。  復習：中間試験の内容を振り返る。

60  30

テーマ

内容

9回

資源・エネルギー利用／環境負荷

資源生産性／エネルギー生産性／隠れた資源フロー（エコロジカルリュック
サック）／内包エネルギー（ライフサイクルエネルギー）／環境負荷／エコロ
ジカル・フットプリント／環境資源勘定／マテリアルフロー／ライフサイクル
アセスメント(LCA)

講義  演
習

予習：教科書の3章を通読しておく。  復習：授業範囲を復読
する。

30  30

テーマ

内容

10回

自然エネルギー利用／省エネルギー

エネルギーの質／エクセルギー／ヒートポンプ／カルノー効率／バイオマス
エネルギー／環境に好ましい選択／仮想評価法(CVM)

講義  演
習

予習：教科書の1、3章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

公害／環境関連法

産業発展と公害／公害病／環境保全のための法制度 講義  演
習

予習：教科書の4章を通読しておく。  復習：授業範囲を復読
する。

30  30

テーマ

内容

12回

水環境／廃棄物

水質汚濁／富栄養化／上水道／下水道／廃棄物処理 講義  演
習

予習：教科書の5～8章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

テーマ

内容

13回

土壌環境／大気環境／熱環境

土壌環境／大気環境／音・振動／熱環境 講義  演
習

予習：教科書の9～11章を通読しておく。  復習：授業範囲を
復読する。

30  30

テーマ

内容

14回

生態系／環境影響評価（その2）

生態系と生物多様性の保存／環境影響評価（環境アセスメント）／ミティゲ
ーション

講義  演
習

予習：教科書の12～13章を通読しておく。  復習：授業範囲
を復読するとともに、9～15回の授業内容を総復習し、期末試
験の準備をしておく。

30  60

テーマ

内容

15回

後半まとめ／期末試験  ／総括

後半の講義についてのまとめ／期末試験による達成度の確認 講義  試
験  ／講

義

予習：9～15回の授業内容を総復習し、期末試験の準備をし
ておく。  復習：期末試験の内容を振り返り、ポートフォリオ（到
達度レポート）を作成する。  ／復習：授業全体の内容を振り
返る。 60  30 

 ／30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

現代の社会と法（２全学科）前期

Modern Society and Law

1122701

前後期

take1118@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟312　　　　　

竹内 明里（実務経験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 25 0 0 10 65 100

１ 授業概要  （１） 本講義は、教員の官庁等での勤務経験等を踏まえ、「ブラック校則」「LGBT」「介護問題」「ブラックバ
イト」など、学生が今後関わりうる（関わった）現代社会の様々な問題を題材として、法の基本的な枠組を学び、社会問題
解決のための多様なアプローチ等を考えるものである。  （２） 授業はレジュメに沿ったオンデマンド講義形式。   授業動
画視聴後に課題（確認ワーク、社会問題に対する自分の意見の論述等）を行う。また、社会問題について法の観点から検
討し、レポートを作成する。  （３） 本講義は、上記（１）（２）をとおして、学生が以下の能力を習得することを目的とする。  ・
現代の社会問題を法的視点から理解し、社会生活を営む上で必要となる基礎知識（社会形成能力）  ・自分の意見を分
かりやすく伝える表現力（人間関係形成能力）  ・毎回宿題を行うことで、自主的に社会問題を調べ、継続的に学習する
能力    ２ 学修上の助言  （１） 心構えとして、取り上げる「法」や社会問題を他人事と思わず、自分の問題として考えるこ
と。  （２） 社会問題や法的問題には、「1+1=2」のような明確な正解がない場合もある。「多数派の意見」が「正しい」とは
限らない。様々な意見を議論する中で新しい解決策が生まれることも多い。     授業では、こうした問題について、法的視
点を含む様々な意見を考えたうえで、自分の意見を構築するように努めること。  （３） 毎回の課題は必ず行うこと。   また
、課題作成時には、社会問題を自分で調べてまとめ、自分の考えを他人にわかるように述べる努力をすること。この努力を
継続することで、社会問題への理解や表現力が高めることができる。    ＊提出物については、第９回・11回〔レポート作
成）、第14回・15回（まとめと補足）にて、フィードバックします。

高校生からの法学入門　中央大学出版部 　中央大学法学部 　 978-4805727096 

科学者と戦争　岩波書店　池内 了　 978-4004316114

法の基礎知識や多様な考え方を学び、これらを活かして社会問題を考えることができるa

社会問題を調べ、自分の意見を分かりやすく説明することができる

社会問題を自分で調べて宿題を作成し、毎回期限前に提出することができる

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

g

g

a,f,ga,f,g

A Ａ１ Ａ１

昼休み

法　社会　人権　　　　　　　　　

 本講義では広く法を扱うが、日
本を形作る根本的な法として「日
本国憲法」があり、公務員・教員
の基本知識として、採用試験でも
出題されている。   本講義履修
後、より深く「日本」の在り方を考
えたい場合には、発展科目として
「日本国憲法」を勧める。

現代の社会と法（２全学科）前期2021

2

2

選必

教科書は使用しない。　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

ブラック校則 理不尽な苦しみの現実　東洋館出版社　荻上チキ、内田 良　 978-4491035574

介護殺人:追いつめられた家族の告白（新潮文庫）　新潮社　毎日聞大阪社会部取材班　 978-4101012919

はじめて学ぶLGBT 基礎からトレンドまで (スッキリわかる!)　ナツメ社　石田 仁　 978-4816365829
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 現代の社会と法（２全学科）前期

（１） 課題研究（レポート） ２５点   （内訳）   ワークシート５点：第９回課題： 提出期限は第１１回前日   レ
ポート  ２０点：第１１回課題： 提出期限は第１３回前日    所定のテーマ（第１回に詳細を発表）について、
参考文献（書籍一冊以上＋その他資料）を読み、レポートワークシートに情報を整理したうえで、レポート
(1200字以上）を作成する。   なお、レポートワークシートの不備が多い学生（著しい条件違反、未提出
等）は、準備不足とみなし、レポートの提出自体を認めない。  （２） 「到達度評価ポートフォリオ」１０点   「
学生の到達度目標」の各項目の達成度とその理由を２００字～2２５０文字で入力し、第１５回前日までに
に提出。  （３） その他： 課題研究回を除いた授業回の課題 ６５点（５点×１３回）    毎回、次回授業前日
までに提出。     期限後の提出は評価対象外。  （４） ６０点以上を合格とする。再試験等は一切行わな
い。 

354

竹内明里

（１） 現代の社会問題への関心と、自ら学ぼうとする意欲を持つこと  （２） ニュースで現代の社会の動き
を把握すること  （３） 中学や高校の「現代社会」「公民」などの知識をおさらいしておくこと

（１） 法の基本構造や社会問題について、多様な考え方を知り理解を深め、社会生活を営む上での基礎
知識（社会形成能力）を身に着ける。  （２） 課題やレポート作成などの作業を通じて、自分の意見を分か
りやすく伝える表現力やコミュニケーション能力（人間関係形成能力）を身に着ける。



学修上の
注意

(SBOs)

（１） 課題提出をもって出席とみなす。必ず提出すること。  （２） 提出物は期限内に提出する。     原則として、公欠相当事
由がない場合、締切後の提出を受け付けない。    そのような事情がある学生は速やかに教員に連絡すること。  （３） 提出
物を作成する際は、授業動画を視聴し、理解したうえで、条件（書式、使用ソフト等）を守って作成すること。   「文字を書け
ば点数が獲得できる」わけではないことに注意すること（出席とみなさないこともある）。  （４） 課題作成につき、参考資料
（ウェブサイト等）や他の学生の作品のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は不正行為とみなし、単位を認めな
い。  （５） その他、授業内での教員の指示を守ること。  （６） わからないことがあれば、教員にメールで質問をすること。     
大学メール・ウェブクラスメールは毎日確認すること。
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355



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス

授業概要、受講時の注意事項、  高校までの知識のおさらいなど 講義、演
習

（復習）ガイダンスでの説明事項についての確認。  復習課題
（確認ワーク）を行う。  *課題締切：次回授業前日23:59

30

テーマ

内容

2回

イントロダクション：法とは何か

法と道徳の違い、日本における法の種類（憲法、法律、条令等）を知る。 講義、演
習

（予習）「法と道徳の違い」に関する記事を読む。  （復習）復
習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  
*課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

3回

憲法①総論・統治

憲法の歴史、3大原理（国民主権、平和主義、基本的人権の尊重）を学び、
憲法の意義を考える。

講義、演
習

（予習）「憲法の基礎」に関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

4回

憲法②人権

「ブラック校則」などを題材として、憲法が保障する人権について学ぶ。 講義、演
習

（予習）「ブラック校則と人権」に関する記事を読む。  （復習）
復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読
。  *課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

5回

民法①財産法

大学生が関わりうる契約トラブル  等を題材に、契約や不法行為等、財産に
関する民法の規定を学ぶ。

講義、演
習

（予習）「消費者トラブル」に関する記事を読む。  （復習）復習
課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *
課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

6回

民法②家族法

婚姻、相続等、家族に関する法を学ぶ。また、「LGBT」「同性婚」などを題材
に、家族法の意義を考える。

講義、演
習

（予習）「LGBTと法」に関する記事を読む。  （復習）復習課題
（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課題
締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

7回

刑法①総論

「安楽死」を題材に、刑法が社会で果たす役割や基本原則を学ぶ。 講義、演
習

（予習）「安楽死」に関する記事を読む。  （復習）復習課題（確
認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課題締切
：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

8回

刑法②刑事訴訟法、

「裁判員裁判」を題材に、刑事裁判手続きの基礎を学ぶ。 講義、演
習

（予習）「裁判員裁判」に関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59    ※次回に向けて、レポートで
取り上げる参考文献を収集し、目を通しておく。

60

テーマ

内容

9回

課題研究（レポート作成）１  レポート作成の準備

一つ選び、書式を守ってレポートを作成する。  ＊今回は作成準備として、レ
ポート作成方法を学ぶ。  *また、「レポートワークシート」でレポート作成の準
備をする。  （レポートワークシートでの主な作業）  ・収集した参考文献情報
を整理する。  ・レポートの骨子を作成。論述内容の過不足、論理性などを確
認する。

講義、演
習

（予習）レポートで使う資料を収集しておく。  （復習）「レポート
ワークシート」を完成して提出する。  *課題締切：第11回授業
前日23:59

60

テーマ

内容

10回

法による日常紛争の解決

「SNSトラブル」などを題材に、日常的な紛争(トラブル）において法が果たす
役割を考える。

講義、演
習

（予習）「SNSトラブル」に関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59  ※レポートＷS作成作業を進
める

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

課題研究（レポート作成）２  レポート作成

〇授業内で指示するテーマから一つ選び、書式を守ってレポートを作成する
。  ＊今回は、前回学んだレポート作成方法を再確認する。  また、「レポートワ
ークシート」を基にレポートの作成を行う。

講義、演
習

（予習）「レポートワークシート」で参考文献情報の整理とレポ
ート骨子を作成しておく（第9回課題）。  （復習）レポートを作
成し、第１３回前日までに指定の方法で提出する。

60

テーマ

内容

12回

労働と法

「ブラックバイト」などを題材に、労働者として知るべき法（労働基準法等）を
学び、現代の労働問題を考える。

講義、演
習

（予習）「ブラックバイト」に関する記事を読む。  （復習）復習
課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *
課題締切：次回授業前日23:59  ＊＊課題研究レポートも同
日締切。

60

テーマ

内容

13回

熊本と世界の人権問題

上熊本に療養所のあった「ハンセン病」を題材に、人権を考える。また、世界
の人権問題と、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）など国際社会の取組を学ぶ。

講義、演
習

（予習）「ハンセン病」または「国際社会の人権問題」に関する
記事を読む。  （復習）復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を
行う。配布資料の再読。  *課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

14回

まとめと補足１（憲法・民法）

第６回までの授業のまとめと補足を行う。 講義、演
習

（予習）第６回までの授業内容を総復習しておく。  （復習）復
習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  
*課題締切：次回授業前日23:59  ※ポートフォリオ「科目到
達度レポート」を入力する（第15回前日までに提出）

60

テーマ

内容

15回

まとめと補足２（刑法・労働法・人権）

第７回以降のまとめと補足を行う。レポート等の課題を総括する。
講義

（予習）これまでの授業内容を総復習しておく。  （復習）復習
課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *
課題締切：授業から一週間後の23:59

60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

現代の社会と政治（２全学科）前期

Political Science

1122801

前後期

 @ 

本館310　　　　　

今井亮佑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 90 0 0 10 0 100

（1）政治の基本的な仕組みを理解してもらいます  18歳になれば選挙権を得て、一人の有権者として政治と関わること
になります。  しかし、政治の仕組みがわかっていなければ、折角得た選挙権を有効に行使することができません。  そこで
本講義を通じて、一般教養として、政治の仕組みに関する基本的理解を深めてもらいます。    （2）政治に関する論点に
ついて、自分なりに考えてもらいます  政治とは、正解のない営みです。  一つの問題に対する色々な立場・考え方が存在
します。  本講義では、政治に関する諸論点に対する、複数の見方を提示します。  受講生の皆さんには、講義内容をもと
に、関連する情報を自ら収集・処理することで、論点に対する自分なりの考えをまとめてもらいます。

政治学　東京大学出版会　川出良枝・谷口将紀（編）　 978-4-13-032219-5

現代日本政治入門　東京大学出版会　新藤宗幸・阿部齊　 978-4-13-032223-2

政治に関する論点について多面的に考える能力とその素養を身に付けることができる。a

自身の考えを論理的に記述する力を養うことができる。

自主的、継続的に学習する習慣を身に付けることができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

f

g

g

a,f,ga,f,g

A A1 A1

初回講義で示します

政治　選挙　　　　　　　　　　

基礎科目：SOJO基礎I、SOJO
基礎II

現代の社会と政治（２全学科）前期2021

2

2

選必

※指定なし　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

18歳からの政治入門　日本経済新聞出版社　日本経済新聞政治部（編）　 978-4-532-16991-6
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 現代の社会と政治（２全学科）前期

1．リアクションペーパー（10点×4回＝40点）  〇講義の内容をもとに「考えたこと」を500字以上で論じ
るリアクションペーパーを4回提出してもらいます。  〇提出の2週間後までをめどに、気づいた点、改善
すべき点をフィードバックします。    2．レポート（25点×2回＝50点）  〇私が提示するテーマについて1
200字以上で論じるレポートを2回提出してもらいます。  〇提出の2週間後までをめどに、気づいた点、
改善すべき点をフィードバックします。    3． ポートフォリオ：「学修到達度レポート」（10点）  〇【学生の
到達度目標】の項目①～③の達成度とその理由を各200～250字で入力してもらいます。    ☆いずれ
も、詳細は講義の中で説明します。

359

■受講にあたり、予備知識は必要としませんが、政治を学びたいという積極的な意欲は持って下さい。  
  ■政治は絶えず動いています。その動きをフォローするために、日々新聞に目を通すようにして下さい。

講義の中で、政治的問題に対する自身の立場を根拠付けて論じる機会を多く設けます。それを通じて、
本学DPに挙げられている基礎的・汎用的能力である、「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自
己管理能力」「課題対応力」を身に付け、それらを実践できるようにします。



学修上の
注意

(SBOs)

■リアクションペーパー・レポートは、提出期限（初回講義時に明示）を厳守してください。期限後にメールに添付して送り
つけてくる者がいますが、一切受け取りません。  ■再試験等は一切行いません。  ■リアクションペーパー・レポートの執
筆に際し、コピー＆ペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行った場合は、不正行為とみなし、単位を認定しません。  ■講義内
容が理解できなかった場合は、遠慮なくメールで質問して下さい。  ■新聞やテレビニュースを通じて、日々の政治の動き
に興味を持つようにして下さい。

2021 現代の社会と政治（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス

授業概要や受講時の注意事項等を説明する。
講義

（復習）ガイダンスでの説明事項についてよく頭に入れる。

30

テーマ

内容

2回

選挙制度概論

・選挙制度を類型化し、それぞれの特徴について説明する。  ・米大統領選
挙の制度について説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

3回

日本の選挙制度① 概要

衆議院・参議院の選挙制度の歴史的変遷と、制度改革の背景について説
明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

4回

日本の選挙制度① 論点

衆参両院の現行の選挙制度をめぐる論点を提示し、それに対する複数の見
方を紹介する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

5回

大統領制と議院内閣制

大統領制の国（米国）の政治との比較の視点を交えながら、議院内閣制の
国（日本）の政治の特徴について説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

6回

議会制度

・日本の国会における立法の過程について説明する。  ・二院制の長所と短
所について説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

7回

政策過程

自民党政権下における政策過程の特徴とその功罪について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

8回

行政制度

日本の行政機構の改革の概要と、それがもたらした影響について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

9回

政党

選挙制度が政党のあり方に及ぼす影響について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

10回

日本の政党① 自民党

戦後半世紀以上にわたって政権を担ってきた自民党という政党の特徴につ
いて説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

日本の政党② 野党

野党勢力の変遷と、野党が抱える課題（ジレンマ）について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

12回

政治家

日本の国会議員の数は適正か、女性政治家が少ないのは問題か、といった
論点について考える際に考慮に入れるべきポイントを紹介する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

13回

有権者①

なぜ人は選挙で投票／棄権するのか、人は何を判断基準に投票する政党
や候補者を選ぶのかについて説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

14回

有権者②

若年層の投票率が低いのは問題か、投票率を上げるにはどうすればよいの
か、といった論点について考える際に考慮に入れるべきポイントを紹介する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

15回

課題研究

二本目のレポートの執筆に向けて、テーマについて自分で調べる時間に充
ててもらう。 演習

・レポートを執筆する。  ・学修到達度レポートを執筆し、授業
アンケートに回答する。

180
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

日本国憲法（３ナ建微生美デ）

The Constitution of Japan

1124201

前期

take1118@sojo-u.ac.jp

本館付属棟312　　　　　

竹内明里（実務教員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 25 0 0 10 65 100

１ 授業概要  （１） 日本国憲法は基本的人権の尊重や平和主義、国民主権など日本国のあり方を定めている。    本講義
では、裁判例や社会問題（「ブラック校則」「軍事研究と平和主義」等）を題材に、教員の官庁での経験も踏まえつつ、日
本国憲法の理念、人権、日本の統治の仕組みへの理解を深める。  （２） 授業はレジュメに沿ったオンデマンド講義形。   
授業動画視聴後に課題（確認ワーク、社会問題に対する自分の意見の論述等）を行う。また、社会問題について憲法の
観点から検討し、レポートを作成する。  （３） 本講義は、上記（１）（２）をとおして、学生が以下の能力を習得することを目的
とする。  ・日本国憲法と関連する社会問題を理解し、社会生活を営む上で必要となる基礎知識（社会形成能力）  ・自分
の意見を分かりやすく伝える表現力（人間関係形成能力）  ・毎回宿題を行うことで、自主的に社会問題を調べ、継続的
に学習する能力  （４） なお、 ニーズに応じて教員採用試験や公務員試験対策を盛り込む。    ２ 学修上の助言  （１） 心
構えとして、日本国憲法や社会問題を他人事と思わず、自分の問題として考えること。  （２） 憲法が関わる社会問題には
、「1+1=2」のような明確な正解がないこともあるし、「多数派の意見」が「正しい」ものでない場合もある。様々な意見を議
論する中で新しい解決策が生まれることも多い。   授業では、こうした問題について、憲法からの視点を含む様々な意見
を考えたうえで、自分の意見を構築するように努めること。  （３） 毎回の課題は必ず行うこと。   また、課題作成時には、
社会問題を自分で調べてまとめ、自分の考えを他人にわかるように述べる努力をすること。この努力を継続することで、社
会問題への理解や表現力が高めることができる。    ＊提出物については、第9回・11回 (レポート作成）、第15回（まとめ
）にて、フィードバックします。

いちばんやさしい憲法入門 第5版　有斐閣　初宿正典ほか　 978-4641220911

教養としての憲法入門　弘文堂　神野 潔　 978-4335356636

日本国憲法についての基礎知識や多様な考え方を学び、これらを活かして、社会問題を考えることができるa

日本国憲法に関する社会問題を調べて、自分の意見を文章で分かりやすく説明することができる

日本国憲法に関する社会問題を調べて宿題を作成し、毎回期限前に提出することができる

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

ｆ

f

g

a,f,ga,f,g

Ａ Ａ１ Ａ１

昼休み

法　社会　憲法　人権　　統治　　　　　　

 法学を扱う授業としては、「現代
の社会と法」と本講義「日本国憲
法」が設定されている。   本講義
は「日本国憲法」に特化したもの
であり、幅広い法の基礎知識を
学ぶ「現代の社会と法」に対して
応用的な立ち位置にある。   また
、本科目は、公務員・教員採用試
験受験者のニーズを重視する。こ
のため、課題についても、試験対
策問題を含むなど、「現代の社会
と法」よりも量が多くなる。   法に
ついて、より一般的な基礎知識を
学びたい場合には、「現代の社会
と法」を履修することを勧める。

日本国憲法（３ナ建微生美デ）2021

3

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・日本国憲法

教職課程のための憲法入門 <第2版>　弘文堂　原博史、斎藤一久　　978-4-335-35763-3

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

憲法 第七版　岩波書店　芦部信喜ほか　 978-4000613224

ポケット六法 令和３年版　有斐閣　佐伯 仁志、大村 敦志ほか　 978-4641009219
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2021 日本国憲法（３ナ建微生美デ）

（１） 課題研究（レポート） ２５点   （内訳）   ワークシート５点： 第９回課題： 提出期限は第１１回前日   レ
ポート  ２０点：第１１回課題： 提出期限は第１３回前日    所定のテーマ（第１回に詳細を発表）について、
参考文献（書籍一冊以上＋その他資料）を読み、「レポートワークシート」に情報を整理したうえで、レポ
ート（1200字以上）を作成する。   なお、レポートワークシートの不備が多い学生（著しい条件違反、未
提出等）は、準備不足とみなし、レポートの提出自体を認めない。  （２） 「到達度評価ポートフォリオ」１０
点   「学生の到達度目標」の各項目の達成度とその理由を２００字～２５０文字で入力し、第１５回前日ま
でに提出。  （３） その他：課題研究回を除いた授業回の課題 ６５点（５点×１３回）   毎回、次回授業前
日までに提出すること。   期限後の提出は評価対象外。  （４） ６０点以上を合格とする。再試験等は一
切行わない。 

364

竹内明里

（１） 憲法に関する動きへの関心と、自ら学ぼうとする意欲を持つこと  （２） ニュースで現代の社会の動
きを把握すること  （３） 中学や高校の「現代社会」「公民」、本学の「現代の社会と法（現代社会と法Ⅰ）
」（履修している場合）の知識をおさらいしておくこと。

（１） 日本国憲法の基本構造や社会問題への理解を深め、多様な観点から考えることにより、社会に貢
献するための基礎知識（社会形成能力）を身に着ける。  （２） 課題やレポート作成等の作業を通じて、自
分の意見を分かりやすく伝える表現力やコミュニケーション能力（人間関係形成能力）を身に着ける。



学修上の
注意

(SBOs)

（１） 課題提出をもって出席とみなす。必ず提出すること。  （２） 提出物は期限内に提出する。    原則として、公欠相当事
由がない場合、締切後の提出を受け付けない。    公欠した学生、公欠に相当する事情があり提出できなかった学生は速
やかに教員に連絡すること。  （３） 提出物を作成する際は、授業動画を視聴し、理解したうえで、条件（書式、使用ソフト等
）を守って作成すること。   「文字を書けば点数が獲得できる」わけではないことに注意すること（出席とみなさないことも
ある）。  （４） 課題作成につき、参考資料（ウェブサイト等）や他の学生の作品のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせ
つ）は不正行為とみなし、単位を認めない。  （５） その他、授業内での教員の指示を守ること。  （６） わからないことがあれ
ば、教員にメールで質問をすること。     大学メール・ウェブクラスメールは毎日確認すること。

2021 日本国憲法（３ナ建微生美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス

授業概要、受講時の注意事項など 講義  演
習

（復習）ガイダンスでの説明事項についての確認。  復習課題
（確認ワーク）を行う。  *課題締切：次回授業前日23:59

30

テーマ

内容

2回

イントロダクション

憲法の意義、歴史、三大原理（国民主権・基本的人権の尊重・平和主義）を
学ぶ。

講義  演
習

（予習）「憲法の基礎」に関する記事を読み、高校までの知識
を整理する課題を行う。  （復習）復習課題（確認ワーク、ミニ
レポート）を行う。配布資料の再読。  *課題締切：次回授業前
日23:59

60

テーマ

内容

3回

人権総論１

人権保障の歴史、人権の観念、享有主体等を学ぶ。 講義  演
習

（予習）「人権の享有主体(受け手）」に関する記事を読む。  （
復習）復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料
の再読。  *課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

4回

人権総論２

基本的人権の限界（公共の福祉、私人間効力等）を学ぶ。 講義  演
習

（予習）「基本的人権の限界」に関する記事を読む。  （復習）
復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読
。  *課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

5回

人権各論１：包括的基本権

幸福追求権や新しい人権（プライバシー権、自己決定権等）の意義、内容、
限界を学ぶ。

講義  演
習

（予習）「新しい人権」に関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

6回

人権各論２：法の下の平等

法の下の平等の意義、内容、限界を学ぶ。 講義  演
習

（予習）「法の下の平等」に関する記事を読む。  （復習）復習
課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *
課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

7回

人権各論３：精神的自由権①

思想・良心の自由、信教の自由について、意義、内容、限界を学ぶ。 講義  演
習

（予習）「思想・良心の自由、信教の自由」に関する記事を読
む。  （復習）復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布
資料の再読。  *課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

8回

人権各論４：精神的自由権②、

表現の自由、学問の自由について、意義、内容、限界を学ぶ。 講義  演
習

（予習）「表現の自由、学問の自由」に関する記事を読む。  （
復習）復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料
の再読。  *課題締切：次回授業前日23:59  ※次回に向けて
、レポートで取り上げる参考文献を収集する。

60

テーマ

内容

9回

課題研究（レポート）１  レポート作成の準備

〇授業内で指示するテーマから一つ選び、書式を守ってレポートを作成する
。  ＊今回は作成準備として、レポート作成方法を学ぶ。  *また、「レポートワー
クシート」でレポート作成の準備をする。  （レポートワークシートでの主な作
業）  ・収集した参考文献情報を整理する。  ・レポートの骨子を作成。論述内
容の過不足、論理性などを確認する。

講義  演
習

（予習）レポートで使う資料を収集しておく。  （復習）「レポート
ワークシート」を完成して提出する。  *課題締切：第11回授業
前日23:59

60

テーマ

内容

10回

課題研究（レポート））２  レポート作成

職業選択の自由、居住・移転の自由、財産権について、意義、内容、限界を
学ぶ。

講義  演
習

予習）「職業選択の自由」に関する記事を読む。  （復習）復習
課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *
課題締切：次回授業前日23:59    ※レポートWS作成作業を
進める。

60

2021 日本国憲法（３ナ建微生美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

人権各論５：経済的自由権

〇授業内で指示するテーマから一つ選び、書式を守ってレポートを作成する
。  ＊今回は、第9回で学んだレポート作成方法を再確認する。  また、「レポー
トワークシート」を基にレポートの作成を行う。

講義  演
習

（予習）「レポートワークシート」で参考文献情報の整理とレポ
ート骨子を作成しておく（第9回）。  （復習）レポートを作成し、
第１３回前日までに指定の方法で提出する。

60

テーマ

内容

12回

人権各論６：参政権・社会権

選挙権等の参政権及び生存権・教育を受ける権利等の社会権について、意
義、内容、限界を学ぶ。

講義  演
習

（予習）「選挙権、教育を受ける権利」に関する記事を読む。  （
復習）復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料
の再読。  *課題締切：次回授業前日23:59    ※レポート作成
作業を進める

60

テーマ

内容

13回

統治１：国会

権力分立制の歴史と意義、日本国憲法における三権の位置付けを把握す
る。また、国会の地位（国民の代表機関・国権の最高機関・唯一の立法機関
）を学ぶ。

講義  演
習

（予習）統治の仕組みに関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

14回

統治２：内閣

行政権の概念、内閣の組織と権能、議院内閣制等を学ぶ。 講義  演
習

（予習）統治の仕組みに関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59  ※ポートフォリオ「科目到達
度レポート」を入力する（第15回前日までに提出）

60

テーマ

内容

15回

統治３：裁判所  全体のまとめ

司法権の概念、裁判所の組織と権能、司法権の独立や違憲審査制等を学
ぶ。  また、これまでの課題やレポートの総括を行う。

講義  演
習

（予習）統治の仕組みに関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。「三権分立ワークシート
」を完成させて提出する。配布資料の再読。  *課題締切：授業
から一週間後の23:59

60

2021 日本国憲法（３ナ建微生美デ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

科学技術者倫理◎（３建）

Engineering Ethics

1124401

前期

t-suzuki@ed.sojo-u.ac.jp

本館309　　　　　

鈴木俊洋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 51 0 0 10 39 100

１． 科学技術の専門家になるということがいかなることかを理解し、科学技術者として実社会で出会う可能性のある倫理
的問題に対処する方法を学ぶ。    ２． 方法論や諸概念の把握と並行して、具体的事例に即して、倫理的判断形成の実践
的練習を行う。    ３． 授業内でのディスカッションや演習を通じて倫理的問題の討論の練習を行う。    ★提出課題（時事
ワークシート等）については、課題提出の次の週などに適宜解説を行う。

本質から考え行動する科学技術者倫理　白桃書房　金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所編　 9784561256991

理系のための科学技術者倫理　丸善出版　直江清隆・盛永審一郎編　 9784621089460

倫理的判断がいかなるものかを文章で説明することができるb

セブンステップガイドにそって倫理的判断を実践することができる

「予防原則」という概念について文章で適切に説明することができる

科学技術における「安全」の意義を文章で説明することができる

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる

b

b

b

b

b b,gb

A A3 A3

授業で指示する

組織における科学技術者　社会における科学技術者　専門職としての科学技術者　倫理的判断形
成　　科学技術者と環境　　　　　　

科学・技術・社会に関係する諸科
目

科学技術者倫理◎（３建）2021

3

2

工学部・情報学部・生物

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（高等学校 情報）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・情報社会・情報倫理

指定しない　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

技術の道徳化: 事物の道徳性を理解し設計する　法政大学出版局　フェルベーク著　 9784588010330

ＡＩの倫理学　丸善出版　クーケルバーグ著　 9784621305881
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 科学技術者倫理◎（３建）

・レポート（期末レポート）：期末に授業全体に関するレポートを提出する 23点  A4用紙１枚片面、表紙
不要 フォーマット（1頁40行、1行40文字、MS明朝、文字サイズ10.5）、本文1.000文字以上    ・レポ
ート（事例考察シート）：事例考察シート（授業内で配布する様式に記入して提出）を計4回提出 7点×4
回 28点    ・その他：リアクションペーパー：初回と最終回（オンラインの場合は自習課題回2回）以外
の各回の授業終了時に授業内容についての質問・疑問・感想・コメント・考えたことなどを記述したリア
クションペーパーを提出 3点×13回 39点    ５．ポートフォリオ：「到達度評価レポート」10点  ①【学生
の到達度目標】の項目①～⑤の達成度とその理由を各200～250文字で入力しプリントアウトして提出
  ②授業アンケートに回答する

369

１． 科学技術の関わる社会的問題について興味を持っていること  （日常生活の中で、新聞や報道番組
などを通じて知識を深めておくこと）  ２． ディスカッションにおいて自らの意見を述べる姿勢を持っている
こと  ３． 他者の意見を聞き、それについて質問をする姿勢を持っていること  ４． 倫理的問題を自らの問
題として考えようとする姿勢を持っていること

科学技術者倫理の諸問題の学習や実践的思考練習を通して、専門職として社会や組織の中で働くた
めの能力を身に着けることを目的とする本授業は、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理
解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それら
を実践できるもの）のうちで、特に、「人間関係形成・社会形成能力」「課題対応力」を身につけ、実践で
きる能力の育成を図ることに関連する。



学修上の
注意

(SBOs)

１．本年度の本科目は、全ての回をオンライン（オンデマンド型）で実施する。  ２．授業コンテンツはWebClassで提示する
ので、WebClassで本科目に登録すること。  ３．提出物は期限以内に提出すること。期限以後は一切受け付けない。但し
公認欠席の場合は別途指示する。  ４．出席の取り方、課題提出の方法については、WebClassの冒頭に提示する「受講
の手順」の文書で通知するので受講前に必ず熟読すること。  ５．本科目では、金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所
の提供するオープンアクセス資料及び動画教材（「ソーラーブラインド」）を講義の資料として使用する。  ６．レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなし厳しく対処する。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

イントロダクション

科学技術者倫理とは何か。なぜ必要なのか。  どのように授業を進めるか。
講義

シラバスを読む  授業で扱った内容について理解を深める

30  60

テーマ

内容

2回

科学技術者と倫理

技術と倫理の関係  倫理的判断とは何か  リアクションペーパーの作成 講義  演
習

科学技術が関わる倫理的問題について考える  授業で扱っ
た事例の考察  （事例考察シート①として第6回授業で提出）

60  60

テーマ

内容

3回

自習課題（１）  倫理規定

倫理規定についての自習課題
演習

事例考察シート①

90

テーマ

内容

4回

倫理的判断について

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

5回

倫理的判断の練習①

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

6回

倫理的判断の練習②

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

7回

倫理的判断の練習

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成  事例考察シート②の作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察  事例
考察シート②

60  60

テーマ

内容

8回

安全

「安全」とは何か  安全の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

9回

ヒューマンエラー

ヒューマンエラーについて  ニューマンエラ―の関わる事例についてのディ
スカッション  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

10回

公益通報

公益通報について  公益通報に関わる事例についてのディスカッション  リ
アクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

2021 科学技術者倫理◎（３建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

自習課題（２）

事例についての考察  セブンステップガイドに沿った倫理的判断形成の練
習  事例考察シート③ 演習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

12回

環境

「環境」とは何か  環境の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

13回

製造物責任

「製造物責任」について  製造物責任の関わる事例についてのディスカッシ
ョン  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60    6
0

テーマ

内容

14回

総合的事例考察

総合的な事例についての動画を視聴  事例の分析とディスカッション  リア
クションペーパー作成  事例考察シート④の作成

講義  演
習

授業内容の理解を深める  到達度評価レポートの作成  期末
レポートの作成  事例考察シート④

30  30 
 60  30

テーマ

内容

15回

まとめ

いかなる科学技術者になるか  どのように科学技術と付き合っていくか  リア
クションペーパー作成  期末レポートの作成  事例考察シート④の解説

講義  演
習

授業全体をまとめて復習する  期末レポートの作成

60  30

2021 科学技術者倫理◎（３建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

科学技術者倫理◎（３情）

Engineering Ethics

1124501

前期

t-suzuki@ed.sojo-u.ac.jp

本館309　　　　　

鈴木俊洋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 51 0 0 10 39 100

１． 科学技術の専門家になるということがいかなることかを理解し、科学技術者として実社会で出会う可能性のある倫理
的問題に対処する方法を学ぶ。    ２． 方法論や諸概念の把握と並行して、具体的事例に即して、倫理的判断形成の実践
的練習を行う。    ３． 授業内でのディスカッションや演習を通じて倫理的問題の討論の練習を行う。    ★提出課題（時事
ワークシート等）については、課題提出の次の週などに適宜解説を行う。

本質から考え行動する科学技術者倫理　白桃書房　金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所編　 9784561256991

理系のための科学技術者倫理　丸善出版　直江清隆・盛永審一郎編　 9784621089460

倫理的判断がいかなるものかを文章で説明することができるb

セブンステップガイドにそって倫理的判断を実践することができる

「予防原則」という概念について文章で適切に説明することができる

科学技術における「安全」の意義を文章で説明することができる

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる

b

b

b

b

b b,gb

A A3 A3

授業で指示する

組織における科学技術者　社会における科学技術者　専門職としての科学技術者　倫理的判断形
成　　科学技術者と環境　　　　　　

科学・技術・社会に関係する諸科
目

科学技術者倫理◎（３情）2021

3

2

工学部・情報学部・生物

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（高等学校 情報）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・情報社会・情報倫理

指定しない　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

技術の道徳化: 事物の道徳性を理解し設計する　法政大学出版局　フェルベーク著　 9784588010330

ＡＩの倫理学　丸善出版　クーケルバーグ著　 9784621305881
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 科学技術者倫理◎（３情）

・レポート（期末レポート）：期末に授業全体に関するレポートを提出する 23点  A4用紙１枚片面、表紙
不要 フォーマット（1頁40行、1行40文字、MS明朝、文字サイズ10.5）、本文1.000文字以上    ・レポ
ート（事例考察シート）：事例考察シート（授業内で配布する様式に記入して提出）を計4回提出 7点×4
回 28点    ・その他：リアクションペーパー：初回と最終回（オンラインの場合は自習課題回2回）以外
の各回の授業終了時に授業内容についての質問・疑問・感想・コメント・考えたことなどを記述したリア
クションペーパーを提出 3点×13回 39点    ５．ポートフォリオ：「到達度評価レポート」10点  ①【学生
の到達度目標】の項目①～⑤の達成度とその理由を各200～250文字で入力しプリントアウトして提出
  ②授業アンケートに回答する

374

１． 科学技術の関わる社会的問題について興味を持っていること  （日常生活の中で、新聞や報道番組
などを通じて知識を深めておくこと）  ２． ディスカッションにおいて自らの意見を述べる姿勢を持っている
こと  ３． 他者の意見を聞き、それについて質問をする姿勢を持っていること  ４． 倫理的問題を自らの問
題として考えようとする姿勢を持っていること

科学技術者倫理の諸問題の学習や実践的思考練習を通して、専門職として社会や組織の中で働くた
めの能力を身に着けることを目的とする本授業は、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理
解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それら
を実践できるもの）のうちで、特に、「人間関係形成・社会形成能力」「課題対応力」を身につけ、実践で
きる能力の育成を図ることに関連する。



学修上の
注意

(SBOs)

１．本年度の本科目は、全ての回をオンライン（オンデマンド型）で実施する。  ２．授業コンテンツはWebClassで提示する
ので、WebClassで本科目に登録すること。  ３．提出物は期限以内に提出すること。期限以後は一切受け付けない。但し
公認欠席の場合は別途指示する。  ４．出席の取り方、課題提出の方法については、WebClassの冒頭に提示する「受講
の手順」の文書で通知するので受講前に必ず熟読すること。  ５．本科目では、金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所
の提供するオープンアクセス資料及び動画教材（「ソーラーブラインド」）を講義の資料として使用する。  ６．レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなし厳しく対処する。
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375



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

イントロダクション

科学技術者倫理とは何か。なぜ必要なのか。  どのように授業を進めるか。
講義

シラバスを読む  授業で扱った内容について理解を深める

30  60

テーマ

内容

2回

科学技術者と倫理

技術と倫理の関係  倫理的判断とは何か  リアクションペーパーの作成 講義  演
習

科学技術が関わる倫理的問題について考える  授業で扱っ
た事例の考察  （事例考察シート①として第6回授業で提出）

60  60

テーマ

内容

3回

自習課題（１）  倫理規定

倫理規定についての自習課題
演習

事例考察シート①

90

テーマ

内容

4回

倫理的判断について

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

5回

倫理的判断の練習①

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

6回

倫理的判断の練習②

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

7回

倫理的判断の練習

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成  事例考察シート②の作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察  事例
考察シート②

60  60

テーマ

内容

8回

安全

「安全」とは何か  安全の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

9回

ヒューマンエラー

ヒューマンエラーについて  ニューマンエラ―の関わる事例についてのディ
スカッション  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

10回

公益通報

公益通報について  公益通報に関わる事例についてのディスカッション  リ
アクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

2021 科学技術者倫理◎（３情）

376



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

自習課題（２）

事例についての考察  セブンステップガイドに沿った倫理的判断形成の練
習  事例考察シート③ 演習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

12回

環境

「環境」とは何か  環境の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

13回

製造物責任

「製造物責任」について  製造物責任の関わる事例についてのディスカッシ
ョン  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60    6
0

テーマ

内容

14回

総合的事例考察

総合的な事例についての動画を視聴  事例の分析とディスカッション  リア
クションペーパー作成  事例考察シート④の作成

講義  演
習

授業内容の理解を深める  到達度評価レポートの作成  期末
レポートの作成  事例考察シート④

30  30 
 60  30

テーマ

内容

15回

まとめ

いかなる科学技術者になるか  どのように科学技術と付き合っていくか  リア
クションペーパー作成  期末レポートの作成  事例考察シート④の解説

講義  演
習

授業全体をまとめて復習する  期末レポートの作成

60  30

2021 科学技術者倫理◎（３情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

政治学Ⅰ（３機ナ建宇情微生）前期

Political Science

1124701

前期

 @ 

本館310　　　　　

今井亮佑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 90 0 0 10 0 100

（1）政治の基本的な仕組みを理解してもらいます  18歳になれば選挙権を得て、一人の有権者として政治と関わること
になります。  しかし、政治の仕組みがわかっていなければ、折角得た選挙権を有効に行使することができません。  そこで
本講義を通じて、一般教養として、政治の仕組みに関する基本的理解を深めてもらいます。    （2）政治に関する論点に
ついて、自分なりに考えてもらいます  政治とは、正解のない営みです。  一つの問題に対する色々な立場・考え方が存在
します。  本講義では、政治に関する諸論点に対する、複数の見方を提示します。  受講生の皆さんには、講義内容をもと
に、関連する情報を自ら収集・処理することで、論点に対する自分なりの考えをまとめてもらいます。

政治学　東京大学出版会　川出良枝・谷口将紀（編）　 978-4-13-032219-5

現代日本政治入門　東京大学出版会　新藤宗幸・阿部齊　 978-4-13-032223-2

政治に関する論点について多面的に考える能力とその素養を身に付けることができる。a

自身の考えを論理的に記述する力を養うことができる。

自主的、継続的に学習する習慣を身に付けることができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

f

g

g

a,f,ga,f,g

A A1 A1

初回講義で示します

政治　選挙　　　　　　　　　　

基礎科目：SOJO基礎I、SOJO
基礎II

政治学Ⅰ（３機ナ建宇情微生）前期2021

4

2

選必

※指定なし　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

18歳からの政治入門　日本経済新聞出版社　日本経済新聞政治部（編）　 978-4-532-16991-6
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2021 政治学Ⅰ（３機ナ建宇情微生）前期

1．リアクションペーパー（10点×4回＝40点）  〇講義の内容をもとに「考えたこと」を500字以上で論じ
るリアクションペーパーを4回提出してもらいます。  〇提出の2週間後までをめどに、気づいた点、改善
すべき点をフィードバックします。    2．レポート（25点×2回＝50点）  〇私が提示するテーマについて1
200字以上で論じるレポートを2回提出してもらいます。  〇提出の2週間後までをめどに、気づいた点、
改善すべき点をフィードバックします。    3． ポートフォリオ：「学修到達度レポート」（10点）  〇【学生の
到達度目標】の項目①～③の達成度とその理由を各200～250字で入力してもらいます。    ☆いずれ
も、詳細は講義の中で説明します。

379

■受講にあたり、予備知識は必要としませんが、政治を学びたいという積極的な意欲は持って下さい。  
  ■政治は絶えず動いています。その動きをフォローするために、日々新聞に目を通すようにして下さい。

講義の中で、政治的問題に対する自身の立場を根拠付けて論じる機会を多く設けます。それを通じて、
本学DPに挙げられている基礎的・汎用的能力である、「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自
己管理能力」「課題対応力」を身に付け、それらを実践できるようにします。



学修上の
注意

(SBOs)

■リアクションペーパー・レポートは、提出期限（初回講義時に明示）を厳守してください。期限後にメールに添付して送り
つけてくる者がいますが、一切受け取りません。  ■再試験等は一切行いません。  ■リアクションペーパー・レポートの執
筆に際し、コピー＆ペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行った場合は、不正行為とみなし、単位を認定しません。  ■講義内
容が理解できなかった場合は、遠慮なくメールで質問して下さい。  ■新聞やテレビニュースを通じて、日々の政治の動き
に興味を持つようにして下さい。

2021 政治学Ⅰ（３機ナ建宇情微生）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス

授業概要や受講時の注意事項等を説明する。
講義

（復習）ガイダンスでの説明事項についてよく頭に入れる。

30

テーマ

内容

2回

選挙制度概論

・選挙制度を類型化し、それぞれの特徴について説明する。  ・米大統領選
挙の制度について説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

3回

日本の選挙制度① 概要

衆議院・参議院の選挙制度の歴史的変遷と、制度改革の背景について説
明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

4回

日本の選挙制度① 論点

衆参両院の現行の選挙制度をめぐる論点を提示し、それに対する複数の見
方を紹介する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

5回

大統領制と議院内閣制

大統領制の国（米国）の政治との比較の視点を交えながら、議院内閣制の
国（日本）の政治の特徴について説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

6回

議会制度

・日本の国会における立法の過程について説明する。  ・二院制の長所と短
所について説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

7回

政策過程

自民党政権下における政策過程の特徴とその功罪について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

8回

行政制度

日本の行政機構の改革の概要と、それがもたらした影響について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

9回

政党

選挙制度が政党のあり方に及ぼす影響について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

10回

日本の政党① 自民党

戦後半世紀以上にわたって政権を担ってきた自民党という政党の特徴につ
いて説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

2021 政治学Ⅰ（３機ナ建宇情微生）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

日本の政党② 野党

野党勢力の変遷と、野党が抱える課題（ジレンマ）について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

12回

政治家

日本の国会議員の数は適正か、女性政治家が少ないのは問題か、といった
論点について考える際に考慮に入れるべきポイントを紹介する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

13回

有権者①

なぜ人は選挙で投票／棄権するのか、人は何を判断基準に投票する政党
や候補者を選ぶのかについて説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

14回

有権者②

若年層の投票率が低いのは問題か、投票率を上げるにはどうすればよいの
か、といった論点について考える際に考慮に入れるべきポイントを紹介する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

15回

課題研究

二本目のレポートの執筆に向けて、テーマについて自分で調べる時間に充
ててもらう。 演習

・レポートを執筆する。  ・学修到達度レポートを執筆し、授業
アンケートに回答する。

180

2021 政治学Ⅰ（３機ナ建宇情微生）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

哲学の出発点（３機ナ建宇情微生）前期

Starting point in philosophy

1125101

前期

shimizuep@bloom.ocn.ne.jp

本館１階 非常勤講師室　　　　　

清水俊（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 0 60 0 0 10 0 100

『哲学ってどんなこと？』を参照しながら、様々な対象について哲学的に考えていく訓練をします。存在そのものから人生
の意味まで、多くの対象を哲学的にとらえることにより、「自ら考える」力を養ってくことになります。教科書を読んで予習し
、授業内容について家庭でも考察してください。  1２回目の授業中に、中間テストの結果を学生にフィードバックする。

　　　 

　　　 

あらゆる事柄を、多様な視点から考える能力を身に付けることができる。a

自らの考えを的確に表明し、論述する能力を身に付けることができる。

常に哲学的な問題意識を持ち続け、自主的に対象を考察することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

g

g

a,f,ga,f,g

A A1 A1

火曜日１５時から１６時 メールに
て連絡すること

哲学　倫理学　クリティカル・シンキング　　　　　　　　　

人間と哲学

哲学の出発点（３機ナ建宇情微生）前期2021

4

2

選必

哲学ってどんなこと？　昭和堂　トマス・ネーゲル　　978-4812293058
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 哲学の出発点（３機ナ建宇情微生）前期

1.リサーチペーパー（30点）1000字以上  指定したテーマについて、哲学的に考察したレポート。  テー
マについて書かれているか、自らの力で考えられているか、きちんと読ませるための文章を書けているか
、参考文献をきちんと読み解けているかを評価。  2.ポートフォリオ（10点）  到達度評価レポート。【学生
の到達目標】と項目①～③の達成度とその理由を各200～250文字で入力。  規定に従って書けてい
るかで評価。  3.期末レポート（60点）1000字以上  指定したテーマについて、哲学的に考察したレポー
ト。  テーマについて書かれているか、自らの力で考えられているか、きちんと読ませるための文章を書け
ているかを評価。

384

教科書においてわからない単語などあれば、予習の段階で辞書などで調べてみること。

哲学を学ぶことを通じて、「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力
」「キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

教科書の講義に関連する箇所を、必ず事前に読んでおくこと。  授業中のレポートに関する指示などは聞き逃さないよう
にし、必要な事柄は必ず書きとどめておくこと。  掲示板で教員を含めたディスカッション形式のやり取りを行う予定にして
います。  レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。

2021 哲学の出発点（３機ナ建宇情微生）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

哲学にできること

哲学を学ぶにあたって必要な事柄の解説  哲学的な問いを立ててみる  ポ
ートフォリオ・リサーチペーパーの作成要領 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。

30

テーマ

内容

2回

はじめに 哲学の入り口

哲学が対象とすることについての考察  問いについてのディスカッション  レ
ポートの作成要領 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

3回

何かを知ること

私たちはどうやって何かを知るのかの考察  問いについてのディスカッショ
ン  リサーチペーパー作成に必要な参照文献の探し方概要 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

4回

他人の心

他人の心を知るとはどのようなことかについての考察  問いについてのディ
スカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

5回

心‐身問題

心と体の関係についての考察  問いについてのディスカッション
講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

6回

ことばの意味

言葉と意味の関係はどのようになっているのかについての考察  問いについ
てのディスカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

7回

自由意志

私たちの意志は自由なのか、自由とは何かについての考察  問いについて
のディスカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

8回

正しいことと不正なこと

正や不正とは何なのか、倫理とは何かについての考察  問いについてのディ
スカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

9回

正義

正義のために何をなすべきなのか、正義とは何かについての考察  問いにつ
いてのディスカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

10回

死

死とは何かについての考察  問いについてのディスカッション
講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

2021 哲学の出発点（３機ナ建宇情微生）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

人生の意味

人生の意味とは何か、人生とは何かについての考察  問いについてのディ
スカッション  ポートフォリオと授業アンケートについて 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

12回

時間

時間について哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

13回

愛

様々な愛について哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。  ポート
フォリオと授業アンケート入力。

60

テーマ

内容

14回

大人と子供

大人と子供について哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

15回

その他の哲学的テーマ

様々なテーマについて哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。

30

2021 哲学の出発点（３機ナ建宇情微生）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

科学技術者倫理◎（３ナ）

Engineering Ethics

1125501

前期

t-suzuki@ed.sojo-u.ac.jp

本館309　　　　　

鈴木俊洋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 51 0 0 10 39 100

１． 科学技術の専門家になるということがいかなることかを理解し、科学技術者として実社会で出会う可能性のある倫理
的問題に対処する方法を学ぶ。    ２． 方法論や諸概念の把握と並行して、具体的事例に即して、倫理的判断形成の実践
的練習を行う。    ３． 授業内でのディスカッションや演習を通じて倫理的問題の討論の練習を行う。    ★提出課題（時事
ワークシート等）については、課題提出の次の週などに適宜解説を行う。

本質から考え行動する科学技術者倫理　白桃書房　金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所編　 9784561256991

理系のための科学技術者倫理　丸善出版　直江清隆・盛永審一郎編　 9784621089460

倫理的判断がいかなるものかを文章で説明することができるb

セブンステップガイドにそって倫理的判断を実践することができる

「予防原則」という概念について文章で適切に説明することができる

科学技術における「安全」の意義を文章で説明することができる

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる

b

b

b

b

b b,gb

A A3 A3

授業で指示する

組織における科学技術者　社会における科学技術者　専門職としての科学技術者　倫理的判断形
成　　科学技術者と環境　　　　　　

科学・技術・社会に関係する諸科
目

科学技術者倫理◎（３ナ）2021

3

2

工学部・情報学部・生物

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（高等学校 情報）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・情報社会・情報倫理

指定しない　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

技術の道徳化: 事物の道徳性を理解し設計する　法政大学出版局　フェルベーク著　 9784588010330

ＡＩの倫理学　丸善出版　クーケルバーグ著　 9784621305881

　　　 

388



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 科学技術者倫理◎（３ナ）

・レポート（期末レポート）：期末に授業全体に関するレポートを提出する 23点  A4用紙１枚片面、表紙
不要 フォーマット（1頁40行、1行40文字、MS明朝、文字サイズ10.5）、本文1.000文字以上    ・レポ
ート（事例考察シート）：事例考察シート（授業内で配布する様式に記入して提出）を計4回提出 7点×4
回 28点    ・その他：リアクションペーパー：初回と最終回（オンラインの場合は自習課題回2回）以外
の各回の授業終了時に授業内容についての質問・疑問・感想・コメント・考えたことなどを記述したリア
クションペーパーを提出 3点×13回 39点    ５．ポートフォリオ：「到達度評価レポート」10点  ①【学生
の到達度目標】の項目①～⑤の達成度とその理由を各200～250文字で入力しプリントアウトして提出
  ②授業アンケートに回答する

389

１． 科学技術の関わる社会的問題について興味を持っていること  （日常生活の中で、新聞や報道番組
などを通じて知識を深めておくこと）  ２． ディスカッションにおいて自らの意見を述べる姿勢を持っている
こと  ３． 他者の意見を聞き、それについて質問をする姿勢を持っていること  ４． 倫理的問題を自らの問
題として考えようとする姿勢を持っていること

科学技術者倫理の諸問題の学習や実践的思考練習を通して、専門職として社会や組織の中で働くた
めの能力を身に着けることを目的とする本授業は、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理
解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それら
を実践できるもの）のうちで、特に、「人間関係形成・社会形成能力」「課題対応力」を身につけ、実践で
きる能力の育成を図ることに関連する。



学修上の
注意

(SBOs)

１．本年度の本科目は、全ての回をオンライン（オンデマンド型）で実施する。  ２．授業コンテンツはWebClassで提示する
ので、WebClassで本科目に登録すること。  ３．提出物は期限以内に提出すること。期限以後は一切受け付けない。但し
公認欠席の場合は別途指示する。  ４．出席の取り方、課題提出の方法については、WebClassの冒頭に提示する「受講
の手順」の文書で通知するので受講前に必ず熟読すること。  ５．本科目では、金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所
の提供するオープンアクセス資料及び動画教材（「ソーラーブラインド」）を講義の資料として使用する。  ６．レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなし厳しく対処する。

2021 科学技術者倫理◎（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

イントロダクション

科学技術者倫理とは何か。なぜ必要なのか。  どのように授業を進めるか。
講義

シラバスを読む  授業で扱った内容について理解を深める

30  60

テーマ

内容

2回

科学技術者と倫理

技術と倫理の関係  倫理的判断とは何か  リアクションペーパーの作成 講義  演
習

科学技術が関わる倫理的問題について考える  授業で扱っ
た事例の考察  （事例考察シート①として第6回授業で提出）

60  60

テーマ

内容

3回

自習課題（１）  倫理規定

倫理規定についての自習課題
演習

事例考察シート①

90

テーマ

内容

4回

倫理的判断について

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

5回

倫理的判断の練習①

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

6回

倫理的判断の練習②

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

7回

倫理的判断の練習

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成  事例考察シート②の作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察  事例
考察シート②

60  60

テーマ

内容

8回

安全

「安全」とは何か  安全の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

9回

ヒューマンエラー

ヒューマンエラーについて  ニューマンエラ―の関わる事例についてのディ
スカッション  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

10回

公益通報

公益通報について  公益通報に関わる事例についてのディスカッション  リ
アクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

2021 科学技術者倫理◎（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

自習課題（２）

事例についての考察  セブンステップガイドに沿った倫理的判断形成の練
習  事例考察シート③ 演習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

12回

環境

「環境」とは何か  環境の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

13回

製造物責任

「製造物責任」について  製造物責任の関わる事例についてのディスカッシ
ョン  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60    6
0

テーマ

内容

14回

総合的事例考察

総合的な事例についての動画を視聴  事例の分析とディスカッション  リア
クションペーパー作成  事例考察シート④の作成

講義  演
習

授業内容の理解を深める  到達度評価レポートの作成  期末
レポートの作成  事例考察シート④

30  30 
 60  30

テーマ

内容

15回

まとめ

いかなる科学技術者になるか  どのように科学技術と付き合っていくか  リア
クションペーパー作成  期末レポートの作成  事例考察シート④の解説

講義  演
習

授業全体をまとめて復習する  期末レポートの作成

60  30

2021 科学技術者倫理◎（３ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

科学技術者倫理◎（３シス・３整・３操）

Engineering Ethics

1125601

前期

t-suzuki@ed.sojo-u.ac.jp

本館309　　　　　

鈴木俊洋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 51 0 0 10 39 100

１． 科学技術の専門家になるということがいかなることかを理解し、科学技術者として実社会で出会う可能性のある倫理
的問題に対処する方法を学ぶ。    ２． 方法論や諸概念の把握と並行して、具体的事例に即して、倫理的判断形成の実践
的練習を行う。    ３． 授業内でのディスカッションや演習を通じて倫理的問題の討論の練習を行う。    ★提出課題（時事
ワークシート等）については、課題提出の次の週などに適宜解説を行う。

本質から考え行動する科学技術者倫理　白桃書房　金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所編　 9784561256991

理系のための科学技術者倫理　丸善出版　直江清隆・盛永審一郎編　 9784621089460

倫理的判断がいかなるものかを文章で説明することができるb

セブンステップガイドにそって倫理的判断を実践することができる

「予防原則」という概念について文章で適切に説明することができる

科学技術における「安全」の意義を文章で説明することができる

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる

b

b

b

b

b b,gb

A A3 A3

授業で指示する

組織における科学技術者　社会における科学技術者　専門職としての科学技術者　倫理的判断形
成　　科学技術者と環境　　　　　　

科学・技術・社会に関係する諸科
目

科学技術者倫理◎（３シス・３整・３操）2021

3

2

工学部・情報学部・生物

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（高等学校 情報）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・情報社会・情報倫理

指定しない　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

技術の道徳化: 事物の道徳性を理解し設計する　法政大学出版局　フェルベーク著　 9784588010330

ＡＩの倫理学　丸善出版　クーケルバーグ著　 9784621305881

　　　 

393



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 科学技術者倫理◎（３シス・３整・３操）

・レポート（期末レポート）：期末に授業全体に関するレポートを提出する 23点  A4用紙１枚片面、表紙
不要 フォーマット（1頁40行、1行40文字、MS明朝、文字サイズ10.5）、本文1.000文字以上    ・レポ
ート（事例考察シート）：事例考察シート（授業内で配布する様式に記入して提出）を計4回提出 7点×4
回 28点    ・その他：リアクションペーパー：初回と最終回（オンラインの場合は自習課題回2回）以外
の各回の授業終了時に授業内容についての質問・疑問・感想・コメント・考えたことなどを記述したリア
クションペーパーを提出 3点×13回 39点    ５．ポートフォリオ：「到達度評価レポート」10点  ①【学生
の到達度目標】の項目①～⑤の達成度とその理由を各200～250文字で入力しプリントアウトして提出
  ②授業アンケートに回答する

394

１． 科学技術の関わる社会的問題について興味を持っていること  （日常生活の中で、新聞や報道番組
などを通じて知識を深めておくこと）  ２． ディスカッションにおいて自らの意見を述べる姿勢を持っている
こと  ３． 他者の意見を聞き、それについて質問をする姿勢を持っていること  ４． 倫理的問題を自らの問
題として考えようとする姿勢を持っていること

科学技術者倫理の諸問題の学習や実践的思考練習を通して、専門職として社会や組織の中で働くた
めの能力を身に着けることを目的とする本授業は、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理
解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それら
を実践できるもの）のうちで、特に、「人間関係形成・社会形成能力」「課題対応力」を身につけ、実践で
きる能力の育成を図ることに関連する。



学修上の
注意

(SBOs)

１．本年度の本科目は、全ての回をオンライン（オンデマンド型）で実施する。  ２．授業コンテンツはWebClassで提示する
ので、WebClassで本科目に登録すること。  ３．提出物は期限以内に提出すること。期限以後は一切受け付けない。但し
公認欠席の場合は別途指示する。  ４．出席の取り方、課題提出の方法については、WebClassの冒頭に提示する「受講
の手順」の文書で通知するので受講前に必ず熟読すること。  ５．本科目では、金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所
の提供するオープンアクセス資料及び動画教材（「ソーラーブラインド」）を講義の資料として使用する。  ６．レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなし厳しく対処する。

2021 科学技術者倫理◎（３シス・３整・３操）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

イントロダクション

科学技術者倫理とは何か。なぜ必要なのか。  どのように授業を進めるか。
講義

シラバスを読む  授業で扱った内容について理解を深める

30  60

テーマ

内容

2回

科学技術者と倫理

技術と倫理の関係  倫理的判断とは何か  リアクションペーパーの作成 講義  演
習

科学技術が関わる倫理的問題について考える  授業で扱っ
た事例の考察  （事例考察シート①として第6回授業で提出）

60  60

テーマ

内容

3回

自習課題（１）  倫理規定

倫理規定についての自習課題
演習

事例考察シート①

90

テーマ

内容

4回

倫理的判断について

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

5回

倫理的判断の練習①

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

6回

倫理的判断の練習②

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

7回

倫理的判断の練習

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成  事例考察シート②の作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察  事例
考察シート②

60  60

テーマ

内容

8回

安全

「安全」とは何か  安全の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

9回

ヒューマンエラー

ヒューマンエラーについて  ニューマンエラ―の関わる事例についてのディ
スカッション  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

10回

公益通報

公益通報について  公益通報に関わる事例についてのディスカッション  リ
アクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

2021 科学技術者倫理◎（３シス・３整・３操）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

自習課題（２）

事例についての考察  セブンステップガイドに沿った倫理的判断形成の練
習  事例考察シート③ 演習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

12回

環境

「環境」とは何か  環境の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

13回

製造物責任

「製造物責任」について  製造物責任の関わる事例についてのディスカッシ
ョン  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60    6
0

テーマ

内容

14回

総合的事例考察

総合的な事例についての動画を視聴  事例の分析とディスカッション  リア
クションペーパー作成  事例考察シート④の作成

講義  演
習

授業内容の理解を深める  到達度評価レポートの作成  期末
レポートの作成  事例考察シート④

30  30 
 60  30

テーマ

内容

15回

まとめ

いかなる科学技術者になるか  どのように科学技術と付き合っていくか  リア
クションペーパー作成  期末レポートの作成  事例考察シート④の解説

講義  演
習

授業全体をまとめて復習する  期末レポートの作成

60  30

2021 科学技術者倫理◎（３シス・３整・３操）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１機宇）

Health Sports Education I

1131101

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１機宇）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１機宇）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

399

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１機宇）

402



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１機宇）

Health Sports Education I

1131102

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１機宇）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１機宇）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

404

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１機宇）

Health Sports Education I

1131103

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１機宇）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１機宇）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

409

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１機宇）

Health Sports Education I

1131104

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１機宇）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１機宇）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

414

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１ナ建）

Health Sports Education I

1131201

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１ナ建）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１ナ建）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

419

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１ナ建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１ナ建）

Health Sports Education I

1131202

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１ナ建）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１ナ建）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

424

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１ナ建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１ナ建）

Health Sports Education I

1131203

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１ナ建）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１ナ建）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

429

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１ナ建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１ナ建）

Health Sports Education I

1131204

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１ナ建）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１ナ建）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

434

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１ナ建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１情）

Health Sports Education I

1131301

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１情）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１情）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

439

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１情）

Health Sports Education I

1131302

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１情）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１情）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

444

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１情）

Health Sports Education I

1131303

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１情）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１情）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

449

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１情）

Health Sports Education I

1131304

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１情）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１情）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

454

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１情）

457



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１美デ薬）

Health Sports Education I

1131401

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１美デ薬）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１美デ薬）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

459

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１美デ薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１美デ薬）

Health Sports Education I

1131402

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１美デ薬）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 

　　　 

463



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１美デ薬）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

464

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１美デ薬）

465



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１美デ薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１美デ薬）

Health Sports Education I

1131403

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１美デ薬）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１美デ薬）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

469

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１美デ薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１美デ薬）

Health Sports Education I

1131404

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１美デ薬）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１美デ薬）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

474

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１美デ薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１微生）

Health Sports Education I

1131501

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１微生）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１微生）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

479

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎①（テニス）（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１微生）

Health Sports Education I

1131502

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１微生）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１微生）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

484

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１微生）

485



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎②（ソフトボール）（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１微生）

Health Sports Education I

1131503

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１微生）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１微生）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

489

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎③（バレーボール）（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１微生）

Health Sports Education I

1131504

前期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己管理することの理解を深め、併せて、
「社会人基礎力」を習得する。本科目では，チームスポーツなど大集団でのスポーツを行うことにより、仲間と協力しなが
ら問題を解決するチームワークやコミュニケーションを学ぶことが出来る。すなわち本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き
、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発を促す。これにより、スポーツを通して1)チームワ
ーク2) コミュニケーション能力向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人間力向上を目指す。     【
授業方法】   スポーツ種目として、主に大集団活動、団体スポーツ活動を設定し（施設の関係上調整有）、種目を自由選
択により実施する。個別に毎回の反省・感想をレポートすることにより成長を図る。オリエンテーション時に健康度・生活
習慣調査を行い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の啓発活動を行う。人間性向上において
は、毎回の授業内でテーマに添って担当教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とす
る。  ≪Ⅰチームワーク≫  ①「協調性」 ②「仲間への敬意・思いやり」 ③「リーダーシップ・責任感」 ④「報告・連絡・相談
」  ≪Ⅱコミュニケーション≫  ①「好感を持たれるスピーチ」 ②「ミーティングにおけるコミュニケーション」 ③「イベント企
画におけるコミュニケーション」 ④「面接」の基本的な考え方 ⑤「夢の実現とコミュニケーション」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

ソフトボール上達ＢＯＯＫ　成美堂出版　田中大鉄　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

仲間に敬意と思いやりの気持ちで接しチームワーク（協調性）の重要性を理解し、実践することができる。（人間性向上プログラ
ムⅠ①～④）

自己表現が出来るコミュニケーション能力の向上を図ることができる。（人間性向上プログラムⅡ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限目

①健康・体力維持増進　②人間力向上　③社会人基礎力　④チームワーク　　⑤コミュニケーション
　　　　　　

健康科学概論（後期開講）

健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１微生）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

コーチングバレーボール(基礎編)　大修館書店　日本バレーボール協会　 

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１微生）

１．【中間試験】各種目において技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポート
で学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０
点）。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．
【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

494

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の自己管理  ４．
講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消毒をおこなう  ７．タオル
、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさないようにする    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テニス」「卓球」を選択した場合、
健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2Fに集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

60

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。学習目標の確認。
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

基本技能の把握  人間性向上プログラムⅠ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅠ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅠ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

実戦への応用・対抗戦活動１

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅠ④
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅱ① 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅡ② 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅡ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ④  課題レポー
ト１・２のテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅡ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。  各コースでのまとめを行う。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」の作成。

50  10

2021 健康スポーツ教育Ⅰ◎④（卓球）（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康科学概論（２全学科）前期

Health Science Theory

1134101

前後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　増村雅尚（実務経験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 39 36 0 0 10 0 100

本学の教育理念は「体・徳・智」です。「体」を最初に掲げているのは、私達が自らの人生を豊かに幸せに過ごすための大
きな要素として、「心と体の健康」があげられるからです。健康科学概論は、心と体の健康に関する知識および身体運動
に関することを学び、科学的な思考態度を養い、生活設計を図る能力と自己管理能力を育成することを目的としていま
す。具体的には、健康科学、身体運動学、運動生理学、生涯スポーツを領域とし、また複雑多様化した現代社会への精神
的な適応能力育成も視野に入れています。中間テストと小テストの結果は、WebClass上でフィードバックされます。

健康増進科学概論　東京教学社　今村裕行他　 

　　　 

健康の諸問題について、文章で説明（報告）することができる。a,g

生活習慣形成の重要性を理解し、それを実践することができる。

健康と体力・運動（身体活動）の関連性を理解し、それを実践することができる。

健康に関するレポートを作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

a,d

a,d,g

a,d,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限

健康づくり　生活習慣　運動・身体活動　運動処方　　　　　　　　

健康スポーツ教育Ⅰ・Ⅱ  健康ス
ポーツ実習

健康科学概論（２全学科）前期2021

２

2

選必

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・体育

授業の中で指示をする　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康科学概論（２全学科）前期

１．【中間試験】健康科学概論の理解度を把握するため中間試験を実施する（１５点）  ２．【小テスト】各授
業ごに内容の理解度を把握するため小テストを実施する（３点×１３回＝３９点）  ３．【レポート】   ①授業
レポート：各授業で提示されるテーマについてのレポートを作成する（２点×１３回＝２６点）   ②課題レポ
ート：担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点）     （A4用紙1枚、1頁40行、1
行40文字、MS明朝、余白各25mm、1000文字以上）  ４．【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到
達度レポートを作成する（１０点）

499

増村雅尚

１．自己生活習慣の把握  ２．健康の維持増進への意欲・関心  ３．健康に関する諸課題

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）を理解し、実践できるようにする
。



学修上の
注意

(SBOs)

１．健康科学概論の授業には受講期限があります。期限は履修上の開講予定日から2週間「1週間と6日後の23:59まで」
です。  ２．授業レポートのテーマは各回の授業内で提示されます。課題レポートと到達度レポートのテーマについては別
途連絡します。  ３．課題レポートを作成する際には引用文献・参考文献を2件以上明記するようにしてください。ネットの資
料から出典を明らかにせず剽窃（コピー＆ペースト）した場合は不可となりますので注意してください。  ４．質問等がある
場合は、担当教員にメールで質問してください。メール質問の場合は、件名に「健康科学概論、所属学科名、学生番号、氏
名」を必ず記載してください。    ※前後期で担当教員が異なります（前期：藤原、後期：増村）。

2021 健康科学概論（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

校訓「体・徳・智」，健康とは

健康とは，Quality of Life，平均寿命，健康寿命、我が国の健康課題
講義

【予習】シラバスを読み、授業内容の確認をする。  【復習】授
業内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

2回

我が国の健康づくり施策

健康日本21，身体活動基準2013 ，METs
講義

【予習】「我が国の健康づくり施策」について調べる。  【復習】
授業内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

3回

生活習慣病

メタボリックシンドローム、特定健康診断，内臓脂肪，高血圧症，糖尿病，脂肪
異常症 講義

【予習】「生活習慣病」について調べる。  【復習】授業内容を
確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

4回

健康と体力

体力とは，健康と体力の関係，ライフステージ，ロコモティブシンドローム
講義

【予習】「健康と体力」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

5回

肥満と減量

BMI，体組成，肥満の予防，ダイエット，低体重
講義

【予習】「肥満と減量」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

6回

身体的健康と運動

エネルギー消費，骨格筋，運動の恩恵，不活動
講義

【予習】「身体的健康と運動」について調べる。  【復習】授業
内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

7回

精神的健康と運動

ストレス，ストレスと運動，運動が及ぼす脳への影響，運動の恩恵
講義

【予習】「精神的健康と運動」について調べる。  【復習】授業
内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

8回

社会的健康と運動

社会的健康、コミュニケーション、ライフスキル
講義

【予習】「社会的健康と運動」について調べる。  【復習】授業
内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

9回

運動処方・トレーニング法

トレーニングの原理・原則，トレーニングの条件，ACSMの基本原則，有酸素
運動，最大酸素摂取量，心拍予備能，レジスタンストレーニング，最大反復回
数

講義

【予習】「運動処方・トレーニング法」について調べる。  【復習】
授業内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

10回

栄養

食生活の現状，食事バランスガイド  成果発表のグループ分け  課題レポー
トのテーマを提示する 講義

【予習】「健康と栄養」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

2021 健康科学概論（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

睡眠・休養

体内時計、生活リズム
講義

【予習】「睡眠・休養」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

12回

飲酒・喫煙

大量飲酒・イッキ飲みの健康に及ぼす影響、喫煙・受動喫煙が及ぼす健康
被害 講義

【予習】「飲酒・喫煙」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

13回

薬物乱用の防止

薬物乱用とは，依存症、ドーピング
講義

【予習】「健康と薬物乱用」について調べる。  【復習】授業内
容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

14回

中間試験

中間試験を受ける
演習

【予習】中間試験の準備を行う。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート

課題レポートを作成する
演習

【予習】「課題レポート」のテーマについて調べる。  【復習】「学
修到達度レポート」を作成する。

50  10

2021 健康科学概論（２全学科）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ実習（２全学科）前期

Health Sports Practicum

1135101

前後期

suigetsu@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

水月晃　藤原大樹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

健康スポーツ実習では、個人スポーツ/小集団スポーツ活動を通して身体的な健康・体力の維持増進、またストレス解消
など精神的健康の維持増進を行うために必要な知識と実践方法を体得することにより、生涯を通してスポーツや身体運
動に親しむ習慣を獲得する。併せて、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「
強い人間力」等を身につけることによって「社会人基礎力」を習得する。活動種目は卓球・バドミントン・バスケットボール・
タグラグビー・テニスの５種目のうち３種目である（※履修者数に応じて種目は変更される場合がある）。

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 

　　　 

スポーツ活動を通して、身体的健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

スポーツ活動を通して、精神的健康を維持増進させる知識を獲得して、それを実践することができる。

スポーツや身体運動に親しむ習慣を獲得することができる。

スポーツ活動を通して、社会で通用する基礎的な力を身につけることができる

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

f,g

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の４限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④運動・スポーツ習慣　　⑤礼儀・作
法　　　　　　

健康スポーツ教育Ⅰ・Ⅱ  健康科
学概論

健康スポーツ実習（２全学科）前期2021

2

１

選択
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ実習（２全学科）前期

１．【中間試験】技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで学習到達度（
活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）。  ３．【レポー
ト】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポートフォリオ】
ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

504

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

１．集合時間厳守 授業開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．
貴重品の自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提
出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消
毒を行う。必要以上の身体接触を避ける  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない    ※前後期で担当教
員が異なります（前期：水月、後期：藤原）

2021 健康スポーツ実習（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

基本技能の習得（種目１）

種目の特性・歴史の理解。基本技能の把握。学習目標の確認。
実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

2回

基本技能の応用（種目１）

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。
実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

戦術の習得 と実践への応用 （種目１）

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。対抗戦実施。個別反省活動。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

4回

ゲーム理論習得  技能テスト（種目１）

試合企画討議及び模擬試合。  技能テスト。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

5回

基本技能の習得（種目２）

種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標の確認。
実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

基本技能の応用（種目２）

前回の基本技能を踏まえ、個人技能の応用方法を学習する。
実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

戦術の習得と実践への応用  （種目２）

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。対抗戦実施。個別反省活動。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

ゲーム理論習得  技能テスト（種目２）

試合企画討議及び模擬試合。  技能テスト。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

基本技能の習得（種目３）

種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標の確認。
実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

基本技能の応用（種目３）

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  課題レポートのテ
ーマを提示する。 実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

2021 健康スポーツ実習（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

戦術の習得  （種目３）

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。
実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

12回

実践への応用  （種目３）

対抗戦実施。個別反省活動。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

ゲーム理論習得  技能テスト（種目３）

試合企画討議及び模擬試合。  技能テスト。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」を作成する。

50  10

2021 健康スポーツ実習（２全学科）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

英語圏の文化と社会（２全学科）前期

The English-Speaking World: Society and Culture

1141601

後期

hirschel@m.sojo-u.ac.jp

SILC 401　　　　　

ハーシェル・ロブ Hirschel, Rob　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 30 20 0 10 40 100

Develop intercultural understanding in the context of English-
speaking communities   英語圏コミュニティーでの異文化理解の向上を図る。  Develop awareness of cultural d
iversity among English-
speaking communities   英語圏コミュニティー内の文化多様性認知の向上を図る。  Understand different chara
cteristics of English language use in the world  世界での異なる英語言語の特徴を理解する。  Promote indepe
ndent learning and research skills about cultural topics  文化話題についての自立学習やリサーチ力の促進を
図る。  We teach this course based on our research and experience in study abroad and international ed
ucation in previous teaching positions in Japanese and international universities.  このコースでは自己の
留学経験や研究、及び前職の日本や海外の大学での留学に関する教育業務の経験をもとに指導を行います。

　　　 

　　　 

I can explain the learning content in relation to my own experiences.  学習内容を自分の経験と関連付けて説明する
ことができる。

fg

I can research and report information about (some) English-
speaking communities. 英語圏コニュニティーについて情報を調査し報告できる。

I can demonstrate independent learning skills on cultural topics through independent tasks and self-
reflection. 自主学習課題、自己振り返りを通して文化的なテーマでの自立学習スキルを実演できる。

fg

fg

fg fgfg

A A2 A2

Please refer to silconline.jp s
ilconline.jpで確認してください
。

English-
speaking communities 英語圏コミュニティー　Cultural learning 文化学習　Intercultural understandi
ng 異文化理解 　Diversity 多様性　　Independent learning 自主学習　　　　　　

英語圏の文化と社会（２全学科）前期2021

1

２

選必

ありません　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 英語圏の文化と社会（２全学科）前期

The extent to which a student has achieved the goals of the course is assessed through t
he following:  学生がどのようにコース目標を達成したかは次のように評価する：  Reflections (30):
 reflections on the learning content using English or Japanese.   レポート (30) は 振返り:英
語または日本語で学習内容を振り返る  Final project (20): silconline.jp-
based project.  成果発表 (20) は 最終プロジェクト: silconline.jp に基づくプロジェクト  Sojo Port
folio (10): A description of your achievements  ポートフォリオ (10): 到達達成ポートフォリオ  C
ulture Portfolio (40): reading and independent tasks.  その他 (40) は「Cultureのポートフォリ
オ」: リーディングと自主学習課題

509

基礎英語力 Basic English skills

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します



学修上の
注意

(SBOs)

1. Classes essentially consist of presentation of learning content by the teacher(s), followed by tasks req
uiring individual engagement with content, leading to self-
reflection.   学習内容は教員により提示され、以下のような課題で、各々の課題への取り組みや学習への振り返り課題
が望まれる。  2. More complex reading content is presented in Japanese.   より複雑な読解内容では日本語で
提示する。  3. You are expected to use English as much as possible to communicate with your teacher(s) 
and other students. However, the course is not a test of English and you should not worry about making 
mistakes. 教員及び他の学生とはな能な限り英語を活用することが期待される。しかし、コースは英語テストとは異なり、
英語の間違いへお心配は必要ない。  4. Self-
reflections and reports can be completed in Japanese and/or English.   自己の振り返りやレポートは日本語や
または英語で行うことができる。  5. In the final project you will be required to submit a video entry on silconl
ine.jp.   最終レポートはsilconline.jpでビデオの提出が要求される。  6. If you do not attend class regularly or on
 time, you will not be able to pass the course.  クラスに定期的または時間通りに出席しない場合はコースに合格
できないでしょう。  7. If you are absent for any reason you must contact your teacher(s) to catch up on wor
k missed.  いかなる理由でも欠席する場合は教員に連絡し、欠席した分の課題の遅れを取り戻さなければならない。  8.
 レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。

2021 英語圏の文化と社会（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

Introduction: Cultures of English-
speaking world

コース説明：英語圏の文化Introduction to course aims and outline.  
コースの目的と概要導入

OD＝オン
デマンド
、  OD  
演習  e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

2回

Topic 1: English language in the world

Global Englishes  Varieties of English in the world  トピック１：グロ
ーバル英語における英語言語

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

3回

Topic 2: English in Japan

Role of English in Japan   トピック２：日本での英語  日本での英語の役
割

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

4回

Topic 3: Multilingualism and multiculturalism

Multicultural communities  Using more than one language  トピッ
ク３：多言語主義と多文化主義  多文化コミュニティー  1つの言語えはなく
複数言語を使う

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

5回

Topic 4: Cultural stereotyping

Avoiding stereotypes  Generalisations  トピック４：文化的ステレオタイ
プ  ステレオタイプを避ける  一般化

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

6回

Topic 5: Families

Family life in English-
speaking communities  トピック５：家族  英語圏コミュニティーでの家族
生活

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

7回

Topic 6: Education

Education differences in the world  トピック６：教育  世界の教育の違
い

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

8回

Topic 7: Student life

Comparing student life in English-
speaking communities with Japanese student life  トピック７：英語圏
コミュニティーと日本の学生生活の学生生活比較

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

9回

Topic 8: Work

Working styles  Working differences  トピック8：働き方 仕事の違い OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

10回

Topic 9: Living abroad

Experiences of Japanese people living overseas  トピック9：海外生
活 日本人の海外生活経験

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

2021 英語圏の文化と社会（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

Topic 10: Social life

Comparing social life in English-
speaking communities  トピック10：社会生活  英語圏との社会生活比
較

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

12回

Topic 11: Open Topic 1

Entertainment: comparing and contrasting popular entertainment
 in English-
speaking communities  トピック11：エンターテインメント  エンターテイ
ンメント：英語圏で対照的な人気のエンタープライズとの比較

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

13回

Topic 12: Open Topic 2

Student-selected topic  トピック12：オープン課題  学生がトピックを選択 OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

14回

Final project: Summarising the course (1)

Summarising and reflecting  最終プロジェクト：コースの概要（1）まとめ
と振り返り

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

15回

Final project: Summarising the course (2)

Reflection, evaluation and feedback、  最終プロジェクト：コースの概要
（２）振返り、評価とフィードバック、Project Feedback Online オンラインで
のプロジェクトフィードバック

OD  演習 
 e-L

復習と振り返り Review and reflection  コース評価 Cours
e evaluation  最終レポート Final report  崇城ポートフォリ
オSojo Portfolio

90分

2021 英語圏の文化と社会（２全学科）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

中国語圏の文化と社会（２全学科）前期

Culture and Society in the Chinese Speaking Area

1141701

前期

shan@までの文字を入力@@ed.sojo-u.ac.jp以降を入力

本館307　　　　　

単援朝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 ３６ ２４ ３０ 0 10 0 100

中国語圏とは中国語を母語とする人々が生活する国と地域を指し、中国、台湾、香港、マカオなどはそうです。この地域
の文化と社会を学ぶことにより異文化理解の意義と方法を知るのが目的です。授業のやり方としては、11回目まで教員
の講義を聞き映像資料を見て中国語圏の文化と社会を学んでいきます。その間、小テストを行いレポートを提出してもら
います。12回目から三回にわたって、異文化理解実践として、受講生が指定された範囲内で関心のある課題を見つけチ
ームで共同研究し成果発表を行います。最終回は担当教員が成果発表について講評を行います。  ※遠隔授業の場合
は基本的に動画を見て勉強してもらう。

中国文化事典　丸善出版　中国文化事典編集員会　 

漢字の世界：中国文化の原点１　平凡社　白川静　 

中国語圏の文化と社会についての理解を深め、グローバル的な考え方を身に着ける。a.f

異文化理解の意義と方法を把握し、批判的思考をすることができる。

資料検索及び編集の能力を高め、研究成果を発表することができる。

f.g

f.i

a,f,ga,f,g

A A4 A4

月曜４限、金曜４限

言語、文化、社会、理解、共生　　　　　　　　　　　

中国語Ⅰ  中国語Ⅱ

中国語圏の文化と社会（２全学科）前期2021

2

２

選択

なし。必要に応じてプリントを配布する。　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

漢字の世界：中国文化の原点２　平凡社　白川静　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 中国語圏の文化と社会（２全学科）前期

小テストは９回×４点＝３６点  レポートは４回×６点＝２４点  研究課題レポート（遠隔授業）または研究
発表（対面授業）は１回×３０点  ポートフォリオは1回×10点＝10点

514

中国語という言語と中国という国についてある程度知っておきます。

グローバル的な視点から多面的に物事を理解し、広く論理的に考える基礎的能力、「人間関係形成・社
会形成能力」「課題対応能力」を中心とする汎用的能力を身につけ、それらを実践できるようにします。



学修上の
注意

(SBOs)

１．必ずレポートを提出すること。  ２．引用について必ず出所を明記すること。レポート等の提出物のコピーアンドペーストな
どの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為と みなされます。  ３．授業開始30分までを出席とし、以後は欠席扱いします。  ４．スマ
ートフォンはカバンの中にしまうこと。  ５．遠隔授業の場合は課題を期限内に提出すること。

2021 中国語圏の文化と社会（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

中国語と中国語圏とは

中国語の特徴について日本語との比較で説明する
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

2回

異文化理解のために

異文化理解の意義と方法について説明する
講義

レポート

９０

テーマ

内容

3回

文学と文化（１）

中国文学の流れから中国文化の特徴を見る
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

4回

文学と文化（２）

中日文学の相違点から中国文化の特徴を見る
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

5回

中国文化の基本知識

思想、宗教、地理、文学、民俗、風習などからトータル的に学ぶ
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

6回

中国の書道と絵画

中国の書道と絵画（水墨画）の基本を紹介する
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

7回

中国語圏の音楽

古代から現代まで中国における音楽の歴史と現状を紹介する
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

8回

中国語圏の戯曲

京劇を中心に各地方の戯曲を紹介する
講義

レポート

９０

テーマ

内容

9回

中国語圏の建築

中国における建築の歴史と特徴を学ぶ
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

10回

少数民族の生活

中国大陸における少数民族の生活を北方の少数民族を中心に紹介する。
講義

小テスト

９０

2021 中国語圏の文化と社会（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

中国語圏の食文化

中国各地の料理を麺類を中心に紹介する。
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

12回

日本人の目で捉えられた現代中国（１）

都市編・北京在住の日本人漫画家や上海を訪問した日本人アイドルの目を
通して都市部の生活を見る。 講義

レポート

９０

テーマ

内容

13回

日本人の目で捉えられた現代中国（２）

田舎編・中国の田舎に住む日本人の体験を通して田舎の生活を見る。
演習

レポート

９０

テーマ

内容

14回

研究（自学自習）課題（１）

中国語圏の文化と社会をめぐって関心のある課題を大学で専攻する分野の
知識を生かす見地から研究、発表する。AL    AL 演習

研究課題レポートまたは研究成果発表（発表はチームで行い
）

９０

テーマ

内容

15回

研究（自学自習）課題（２）

中国の映画を見てレポートを書く    AL
演習

レポート  ポートフォリオ提出

９０

2021 中国語圏の文化と社会（２全学科）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

韓国語圏の文化と社会（２全学科）前期

Culture and Society in the Korean Speaking Area

1141801

前期

viduri1026@gmail.com

本館１階 非常勤講師室　　　　　

辛教燦（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 30 0 30 30 0 10 0 100

本講義を通して異文化に対する理解と批判的思考を身につける。具体的には、韓国語圏の文化と社会について映画・ド
ラマ・K-
POPなどの文化コンテンツを通じて考える。また受講生がグループに分かれて講義で提示した範囲内外で自由にテーマ
を設定し、調査・討議・発表を行う。講義の中で鑑賞した韓国の文化コンテンツや他のグループのテーマの中で興味深か
った成果発表についての批判的感想をレポートとして提出する。

　　　 

　　　 

異文化について主体的に調査することができる。f.i

調査した内容を批判的に分析することができる。

異文化について理解を深めることができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f.g

a.f

g

a,f,ga,f,g

A A4 A4

授業時間後の非常勤講師控室

韓国語　韓国文化　韓国社会　批判的思考　　共生　　　　　　

韓国語  他の言語科目

韓国語圏の文化と社会（２全学科）前期2021

2

2

選必

なし　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 韓国語圏の文化と社会（２全学科）前期

1．定期試験30点  2．レポート30点、Webclassの「課題」に提出（表紙不要、PCで作成、A4用紙1枚に
まとめて提出、書式はWordの基本仕様：余白各25㎜、1頁40行、1行40文字、MS明朝、文字のサイズ
10.5）  3．成果発表30点  4．ポートフォリオ(学習到達度レポート)10点、レポートの後ろに内容を張り付
け、一つのファイルにまとめてWebclassの「課題」に提出（ポータルサイトでの入力と別途に定期試験
と一緒に提出）

519

韓国文化や韓国事情への関心と簡単な予備知識が必要である。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会関係形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能
力」「キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1．授業に積極的に参加し、主体的に発言及び意見交換を行うこと。  2．グループで協力し、選択したテーマへの理解を深
めること。  3．他のグループのテーマに対して批判的討論を行うこと。  4．ポートフォリオ(学習到達度レポート)は課題とし
て必ずWebclassに提出すること。  5．Webclassのに課題を提出する際は、ファイルがアップロードされていることを再度
確認す来ること。

2021 韓国語圏の文化と社会（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス①

授業内容の説明  テーマ別グループ分け(一次)
講義

授業内容の確認

90

テーマ

内容

2回

ガイダンス②

テーマ別グループ分け(最終) 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

3回

韓国の歴史

韓国歴史の概観  グループ①発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

4回

日韓交流史

韓国ドラマから見る韓国と日本の交流史  グループ②発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

5回

韓国の文字

韓国ドラマから見るハングル  グループ③発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

6回

韓国の戦争と分断

韓国映画から見る韓国戦争と分断  グループ④発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

7回

韓国の民主化

韓国映画から見る韓国の民主化  グループ⑤発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

8回

韓国の政治と言論

韓国映画から見る政治と言論  グループ⑥発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

9回

韓国の映画と社会①

韓国映画から見る韓国社会① 講義  演
習

課題(レポート提出)：韓国映画を通して韓国の社会と文化に
ついて考える

90

テーマ

内容

10回

韓国の映画と社会②

韓国映画から見る韓国社会② 講義  演
習

課題(レポート提出)：韓国映画を通して韓国の社会と文化に
ついて考える

90

2021 韓国語圏の文化と社会（２全学科）前期

521



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

韓国の教育

韓国ドラマから見る韓国の教育  グループ⑦発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

12回

韓国の観光

韓国ドラマと観光・料理・ファッション  グループ⑧発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

13回

韓国の歌

韓国の歌謡とK-POP  グループ⑨発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

14回

韓国の節句

韓国の節句  グループ⑩発表、討議 講義  演
習

課題：レポートの作成

90

テーマ

内容

15回

試験

定期試験 講義  演
習

レポートとポートフォリオ(到達度レポート)の提出

90

2021 韓国語圏の文化と社会（２全学科）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ドイツ語圏の文化と社会（２全学科）前期

Cultural and Societies in German Speaking Areas

1141901

前期

axt.koushi@icloud.com

本館１階非常勤講師室　　　　　

アクスト フローリアン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 30 60 0 10 0 100

ドイツ語圏の文化や社会等について、興味・関心のある分野をグループで調べ、発表する。その後、全体でディスカッショ
ンをする。

ヨーロッパ学入門　朝日出版社　武蔵大学人文学部ヨーロッパ比較文化学科編　 4255004102

インターネット上の資料　　　 

自ら資料検索ができる。

論理的な思考を通して発表・表現することができる。

ドイツ語圏の文化と社会及び比較文化に対する理解を深めることができる。

a,f,ga,f,g

A A4 A4

授業後非常勤講師室で対応

文化　社会　理解　　　　　　　　　

ドイツ語  他の言語科目

ドイツ語圏の文化と社会（２全学科）前期2021

２

２

選必

「なし」　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ドイツ語圏の文化と社会（２全学科）前期

授業時の口頭発表  授業への積極的な参加  期末レポート  ポートフォリオは印刷して担当教員に提
出                              詳細は以下の通り。                             レポートは１回提出するので1×３０=３
０点                              成果発表は1回行うので1×６０=６０点                                 ポートフォリオ
は1回提出するので１×１０=１０点

524

関心のある分野について情報収集をすること。

基礎的・汎用的能力（特に「人間関係形成・社会形成能力」「グローバル的な視点から物事の本質を理
解する能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．積極的な参加と発言を主体的に行うこと。  ２．著作権に留意すること。出典及び引用を明記する。                      ３．レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされる。

2021 ドイツ語圏の文化と社会（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

科目内容の説明、テーマ設定とグループ分け
講義

科目内容の確認、テキストの読書

45

テーマ

内容

2回

討議

テキストに関して討議を行う、グループ内打ち合わせ
演習

テーマの書籍を読む、グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

3回

討議

テキストに関して討議を行う、グループ内打ち合わせ
演習

テーマの書籍を読む、グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

4回

討議

テキストに関して討議を行う、グループ内打ち合わせ
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

5回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

6回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

7回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

8回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

9回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

10回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

2021 ドイツ語圏の文化と社会（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

12回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

13回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

14回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

15回

発表・討議

発表、ディスカッション、まとめ
演習

グループ内打ち合わせ

90

2021 ドイツ語圏の文化と社会（２全学科）前期

527



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

フランス語圏の文化と社会（２全学科）前期

Culture and Society in France

1142001

前期

yves@plum.plala.or.jp

本館１階 非常勤講師室　　　　　

フェレロ イヴ （非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 ２８ ５２ 0 ２０ 0 100

フランス語圏の文化と社会について講義と演習という形で学んでいく。この学習を通して異文化理解の意義と方法を知
るのが目的である。  授業のやり方としては、受講生に与えられた課題をめぐってチームで共同研究をし成果発表をして
もらうことを主とする。

無し　　　 

　　　 

フランスの文化と社会について理解を深め、客観視することができるa.f

異文化理解の意義と方法を把握し、批判的思考をすることができる

資料検索及び編集の能力を高め、研究成果を発表することができる

ｆ.g

f.i

a,f,ga,f,g

A A4 A4

火曜日、授業の後

文化　社会　生活　理解　　共生　　　　　　

フランス語

フランス語圏の文化と社会（２全学科）前期2021

２

２

選択

無し　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 フランス語圏の文化と社会（２全学科）前期

レポートははA4用紙１枚、１行４０文字、1頁４０行、MS明朝、１００文字以上 １４回X２点＝２８点  成果発
表は１回X５２点＝５２点  ポートフォリオは１回X２０店＝２０店

529

フランス語とフランスという国についてある程度知っておく。

基本的、汎用的能力（「人間関係形成、社会形成能力」「課題対用能力」「グローバルな視点から多面
的に物事の本質を理解する能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１.授業開始30分までを出席とし、以後は欠席扱いします。  ２.引用について出所を明記すること。.レポート等の提出物の
コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。

2021 フランス語圏の文化と社会（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

授業の説明
演習 ９０

テーマ

内容

2回

フランス語

フランス語の発音、原点
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

3回

EUでのフランス

地理：ヨーロッパとフランス
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

4回

スポーツ

国技、格闘技、教育
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

5回

料理

惣菜、調味料、パン対米
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

6回

休暇

過ごし方、有休
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

7回

ファッション

洋服、下着、身に着ける物
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

8回

藝術

歴史、美術、音楽
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

9回

身体

香水、生活習慣
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

10回

家族

家事、性、老者
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

2021 フランス語圏の文化と社会（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

教育

制服、旅費、性教育、国語
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

12回

健康

国民保険、病院
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

13回

労働

社員と上司、労働者と政府との関係
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

14回

税金

種類、使い方
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

15回

政治

政治のシステム
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

2021 フランス語圏の文化と社会（２全学科）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

中国語Ⅰ（４工情生芸）前期

Chinese

1142501

前期

shan@ed.sojo-u.ac.jp

本館307　　　　　

単援朝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０ ３５ ２５ １０ ０ ０ １０ ０ １００

１．中国語は漢字が使用されているから日本人学習者にとって学びやすいと思われがちであるが、発音や文法など言語
としての系統が全く違うので、外国語として学ぶほかない。中国語は中国語を初めて学習する人のための入門・初級講
座である。中国の基礎を身につけるよう、週一回の授業で中国語の発音をはじめ、 日常生活に密着した語彙、表現およ
び簡単な文法を学ぶ。中国語でのコミュニケーション力の養成は目的である  ２．ALを基本的授業手法とする。発音練習
、会話練習と文法解説を交互に行うが、とくに単語の発音練習に力を入れる。  ３．毎回小テストを課す。中間試験と小テ
ストの講評を行う。  ４．遠隔授業の場合は講義を動画で受けてもらうが、一回あたりの学習時間は１週間とする。

はじめての 中国語学習辞典　朝日出版社　相原茂編　 4-255-00113-8

　　　 

発音の仕組みが分かり、習った単語を発音することができる。a.f

動詞述語文と形容詞述語文の構造を理解し、中国語の短文を読むことができる。f.g.i

a,f,ga,f,g

A A4 A4

木曜４ 金曜３

発音,語彙,文法,漢字　　　　　　　　　　　

中国語圏の文化と社会

中国語Ⅰ（４工情生芸）前期2021

４

2.

選択

改訂 中国語への招待　熊本出版文化会館　王忠義・単継清　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 中国語Ⅰ（４工情生芸）前期

１．中間試験 １回行うので１×２０点＝２０点  ２．小テスト+研究課題     小テストは第１課から第９課まで＋
概要（３）、発音、全部で１２回行うので１２×２点＝２５点  研究課題は１回×６、１回×４＝１０点  ３．定期試
験 １回×３５点＝３５点  ４．ポートフォリオ（到達度レポート）１回×１０点＝１０点  ５．基本的に再試を行わ
ない。

534

１．初修外国語なので、英語学習の要領、体験などが学習において役立つ。  ２．中国という国についての
基本的知識。  ３．漢字                                                     

基礎的・汎用的能力（特に「人間関係形成・社会形成能力」「グローバル的な視点から物事の本質を理
解する能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１.語学の勉強は一般の授業と違って、単なる講義を聞いて理解するだけでなく、真似たり、考えたり、口にしたりすることな
どが必要であるということを心得て、双方向的学習を目指すように授業中発音練習、会話練習に積極的に参加すること。 
 ２．.レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  ３．遠隔授業の場
合は毎回の課題（小テストの答案など）を必ず１週間以内に提出すること。

2021 中国語Ⅰ（４工情生芸）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

基本知識

中国語あれこれ                                                                                    
    中国語の発音、語彙、文法などについて概説 講義

予習】教科書p141～148を読んでおく。          【復習】練習を
繰り返す。

90

テーマ

内容

2回

発音

発音  母音、子音、複母音、声調、軽声、音節 講義     
 AL

【予習】教科書p141～148を読んでおく。          【復習】練習
を繰り返す。

90

テーマ

内容

3回

発音  動詞述語文

初対面  判断、紹介の表現、疑問文（１）、人称代名詞                                 
  

講義     
AL

【予習】教科書p6～8を読んでおく。              【復習】小テスト
の講評。

90

テーマ

内容

4回

発音  動詞述語文

訪問・取り次ぎ  存在、懇請の表現、疑問文（２）、基数詞・序数詞
講義

【予習】教科書p11～14を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

テーマ

内容

5回

発音  動詞述語文

日程  勧誘、時間の表現、疑問文（３）、連動式（１）、方位詞
講義

【予習】教科書p16～19を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

テーマ

内容

6回

発音  形容詞述語文

買い物  完了、頻度の表現、指示代名詞・疑問代名詞 （１）
講義

【予習】教科書p22～25を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

テーマ

内容

7回

発音  動詞述語文

相談  存在、時刻の表現、“二”と“両”の使い分け
講義

【予習】教科書p27～30を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

テーマ

内容

8回

中間試験

中間試験  第一課～第五課
講義

【復習】小テストの講評。

90

テーマ

内容

9回

発音  様々な修飾語

中国語学習  程度、範囲の表現、補語（１） 講義     
試験

【予習】教科書p33～36を読んでおく。            【復習】中間試
験の講評。

90

テーマ

内容

10回

発音  様々な修飾語

旅行  可能、経験、願望の表現、助動詞（１）
講義

【予習】教科書p39～42を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

2021 中国語Ⅰ（４工情生芸）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発音  動詞述語文

チケットの予約  方式、願望の表現、連動式（２）
講義

【予習】教科書p45～48を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

テーマ

内容

12回

発音  動詞述語文

休暇  補語（２）、疑問文（４）、曜日の言い方
講義

【予習】教科書p52～55を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

テーマ

内容

13回

復習  研究（自学自習）課題（１）

復習  単語編
講義

【予習】教科書p33～55を読んでおく。            【復習】語彙の
復習・プリントを配る。

90

テーマ

内容

14回

復習  研究（自学自習）課題（２）

復習  文法編
講義

【予習】教科書p33～55を読んでおく。            【復習】文法の
復習・レポート

90

テーマ

内容

15回

試験

定期試験
試験

       

90

テーマ

内容

16回 90

2021 中国語Ⅰ（４工情生芸）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅰ①◎（１機宇）

Differential and Integral Calculus I

1211101

前期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 7 5 0 10 3 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結します。
前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社 　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算ができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

指数関数　対数関数　逆三角関数　微分法　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の基礎数理
II」（旧カリ：微分積分学II）、「工
学・情報系の数理I」（旧カリ：確
率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅰ①◎（１機宇）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ①◎（１機宇）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 学科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大
3点）。  6) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  7) 授業時に指定する課題について
のレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用した課題をレポートとして課し、
評価に加える。

539

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ①◎（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

数理科目との接続1

ベクトルの基礎について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。さらに、無限大、発散
について学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式（関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ①◎（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

数理科目との接続2

加速度、速度および距離について数学的視点で学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、「科目の学修到達度レポート」の提出、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅰ②◎（１機宇）

Differential and Integral Calculus I

1211102

前期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 7 5 0 10 3 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結します。
前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社 　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算ができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

指数関数　対数関数　逆三角関数　微分法　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の基礎数理
II」（旧カリ：微分積分学II）、「工
学・情報系の数理I」（旧カリ：確
率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅰ②◎（１機宇）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ②◎（１機宇）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 学科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大
3点）。  6) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  7) 授業時に指定する課題について
のレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用した課題をレポートとして課し、
評価に加える。

545

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

数理科目との接続1

ベクトルの基礎について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。さらに、無限大、発散
について学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式（関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

数理科目との接続2

加速度、速度および距離について数学的視点で学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、「科目の学修到達度レポート」の提出、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅰ③◎（１機宇）

Differential and Integral Calculus I

1211103

前期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 7 5 0 10 3 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結します。
前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社 　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算ができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

指数関数　対数関数　逆三角関数　微分法　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の基礎数理
II」（旧カリ：微分積分学II）、「工
学・情報系の数理I」（旧カリ：確
率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅰ③◎（１機宇）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ③◎（１機宇）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 学科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大
3点）。  6) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  7) 授業時に指定する課題について
のレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用した課題をレポートとして課し、
評価に加える。

551

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

数理科目との接続1

ベクトルの基礎について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。さらに、無限大、発散
について学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式（関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

数理科目との接続2

加速度、速度および距離について数学的視点で学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、「科目の学修到達度レポート」の提出、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅰ④◎（１機宇）

Differential and Integral Calculus I

1211104

前期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 7 5 0 10 3 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結します。
前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社 　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算ができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

指数関数　対数関数　逆三角関数　微分法　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の基礎数理
II」（旧カリ：微分積分学II）、「工
学・情報系の数理I」（旧カリ：確
率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅰ④◎（１機宇）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ④◎（１機宇）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 学科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大
3点）。  6) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  7) 授業時に指定する課題について
のレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用した課題をレポートとして課し、
評価に加える。

557

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

数理科目との接続1

ベクトルの基礎について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。さらに、無限大、発散
について学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式（関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ④◎（１機宇）

560



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

数理科目との接続2

加速度、速度および距離について数学的視点で学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、「科目の学修到達度レポート」の提出、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅰ①◎（１建情）

Differential and Integral Calculus I

1211201

前期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 7 5 0 10 3 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結します。
前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社 　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算ができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

指数関数　対数関数　逆三角関数　微分法　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の基礎数理
II」（旧カリ：微分積分学II）、「工
学・情報系の数理I」（旧カリ：確
率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅰ①◎（１建情）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ①◎（１建情）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 学科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大
3点）。  6) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  7) 授業時に指定する課題について
のレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用した課題をレポートとして課し、
評価に加える。

563

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

数理科目との接続1

ベクトルの基礎について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。さらに、無限大、発散
について学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式（関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ①◎（１建情）

566



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

数理科目との接続2

加速度、速度および距離について数学的視点で学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、「科目の学修到達度レポート」の提出、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅰ②◎（１建情）

Differential and Integral Calculus I

1211202

前期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 7 5 0 10 3 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結します。
前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社 　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算ができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

指数関数　対数関数　逆三角関数　微分法　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の基礎数理
II」（旧カリ：微分積分学II）、「工
学・情報系の数理I」（旧カリ：確
率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅰ②◎（１建情）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ②◎（１建情）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 学科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大
3点）。  6) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  7) 授業時に指定する課題について
のレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用した課題をレポートとして課し、
評価に加える。

569

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

数理科目との接続1

ベクトルの基礎について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。さらに、無限大、発散
について学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式（関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

数理科目との接続2

加速度、速度および距離について数学的視点で学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、「科目の学修到達度レポート」の提出、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅰ③◎（１建情）

Differential and Integral Calculus I

1211203

前期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 7 5 0 10 3 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結します。
前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社 　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算ができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

指数関数　対数関数　逆三角関数　微分法　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の基礎数理
II」（旧カリ：微分積分学II）、「工
学・情報系の数理I」（旧カリ：確
率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅰ③◎（１建情）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ③◎（１建情）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 学科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大
3点）。  6) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  7) 授業時に指定する課題について
のレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用した課題をレポートとして課し、
評価に加える。

575

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

数理科目との接続1

ベクトルの基礎について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。さらに、無限大、発散
について学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式（関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ③◎（１建情）

577



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

数理科目との接続2

加速度、速度および距離について数学的視点で学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、「科目の学修到達度レポート」の提出、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅰ④◎（１建情）

Differential and Integral Calculus I

1211204

前期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 7 5 0 10 3 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結します。
前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社 　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算ができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

指数関数　対数関数　逆三角関数　微分法　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の基礎数理
II」（旧カリ：微分積分学II）、「工
学・情報系の数理I」（旧カリ：確
率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅰ④◎（１建情）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ④◎（１建情）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 学科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大
3点）。  6) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  7) 授業時に指定する課題について
のレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用した課題をレポートとして課し、
評価に加える。

581

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ④◎（１建情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

数理科目との接続1

ベクトルの基礎について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。さらに、無限大、発散
について学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式（関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ④◎（１建情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

数理科目との接続2

加速度、速度および距離について数学的視点で学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、「科目の学修到達度レポート」の提出、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１建情）

Differential and Integral Calculus I

1211205

前期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 7 5 0 10 3 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結します。
前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社 　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算ができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

指数関数　対数関数　逆三角関数　微分法　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の基礎数理
II」（旧カリ：微分積分学II）、「工
学・情報系の数理I」（旧カリ：確
率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１建情）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１建情）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 学科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大
3点）。  6) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  7) 授業時に指定する課題について
のレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用した課題をレポートとして課し、
評価に加える。

587

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１建情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

数理科目との接続1

ベクトルの基礎について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。さらに、無限大、発散
について学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式（関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１建情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１建情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

数理科目との接続2

加速度、速度および距離について数学的視点で学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、「科目の学修到達度レポート」の提出、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ①◎（１ナ微生）

Differential and Integral Calculus I

1211501

前期

kawai@ed.sojo-u.ac.jp

本館308（河合）　本館付属棟316（津曲）　本館付属棟314（中西）　本館付属棟319
（日比野）　　本館付属棟317（大嶋）

河合 浩明　津曲 紀宏　中西 眞也　日比野 剛士　　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　
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化学工学・生命科学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の一つです。 中でも微分積分を学ぶこと
は、化学工学、統計学や数理生物学など専門の講義の学習理解のための基礎となるだけでなく、いろいろな事象につい
て理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的としています。  内容は、前期・後期合わせて完結します
。前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算をすることができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分積分学　指数関数　対数関数　逆三角関数　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「バイオ・化学系の
数理II」（旧カリ：行列と行列式） 
 （発展科目）「バイオ・化学系の
基礎数理II」（旧カリ：微分積分
学II）、「バイオ・化学系の数理I」
（旧カリ：確率・統計）

バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ①◎（１ナ微生）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ①◎（１ナ微生）

1) 中間試験および定期試験。  2) 小テストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。  3) レポ
ートの提出状況により評価する。授業時に指定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用
した課題、などについてのレポート（提出方法指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業にお
ける演習問題の解答状況により理解度を評価する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシ
ステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成して、自己評価する。  6) 「その他」として、各学科の学
科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大3点）。

593

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
がある。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履修
すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ①◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

関数の極限1

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限2

無限大、発散について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式(関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ①◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ①◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

専門科目との接続その1

定積分の面積との関連について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

専門科目との接続その2

微分積分学の応用事例および微分方程式について取り上げ、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続その3

微分方程式について学び、一般解が指数関数となる変数分離形の問題の
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

定期試験と、課題の講評・振り返りを行う。「科目の学修到達度レポート」の
提出を行う。 講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成と提出。

120
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

前期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括としての演習と「科目の学修到達度レポート」の提
出を行う。 演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」を提出。

30

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ①◎（１ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ②◎（１ナ微生）

Differential and Integral Calculus I

1211502

前期

kawai@ed.sojo-u.ac.jp

本館308（河合）　本館付属棟316（津曲）　本館付属棟314（中西）　本館付属棟319
（日比野）　　本館付属棟317（大嶋）

河合 浩明　津曲 紀宏　中西 眞也　日比野 剛士　　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　
　

30 40 5 7 5 0 10 3 100

化学工学・生命科学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の一つです。 中でも微分積分を学ぶこと
は、化学工学、統計学や数理生物学など専門の講義の学習理解のための基礎となるだけでなく、いろいろな事象につい
て理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的としています。  内容は、前期・後期合わせて完結します
。前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算をすることができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分積分学　指数関数　対数関数　逆三角関数　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「バイオ・化学系の
数理II」（旧カリ：行列と行列式） 
 （発展科目）「バイオ・化学系の
基礎数理II」（旧カリ：微分積分
学II）、「バイオ・化学系の数理I」
（旧カリ：確率・統計）

バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ②◎（１ナ微生）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ②◎（１ナ微生）

1) 中間試験および定期試験。  2) 小テストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。  3) レポ
ートの提出状況により評価する。授業時に指定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用
した課題、などについてのレポート（提出方法指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業にお
ける演習問題の解答状況により理解度を評価する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシ
ステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成して、自己評価する。  6) 「その他」として、各学科の学
科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大3点）。

600

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
がある。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履修
すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ②◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

関数の極限1

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限2

無限大、発散について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式(関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ②◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

専門科目との接続その1

定積分の面積との関連について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

専門科目との接続その2

微分積分学の応用事例および微分方程式について取り上げ、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続その3

微分方程式について学び、一般解が指数関数となる変数分離形の問題の
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

定期試験と、課題の講評・振り返りを行う。「科目の学修到達度レポート」の
提出を行う。 講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成と提出。

120
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

前期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括としての演習と「科目の学修到達度レポート」の提
出を行う。 演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」を提出。

30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ③◎（１ナ微生）

Differential and Integral Calculus I

1211503

前期

kawai@ed.sojo-u.ac.jp

本館308（河合）　本館付属棟316（津曲）　本館付属棟314（中西）　本館付属棟319
（日比野）　　本館付属棟317（大嶋）

河合 浩明　津曲 紀宏　中西 眞也　日比野 剛士　　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　
　

30 40 5 7 5 0 10 3 100

化学工学・生命科学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の一つです。 中でも微分積分を学ぶこと
は、化学工学、統計学や数理生物学など専門の講義の学習理解のための基礎となるだけでなく、いろいろな事象につい
て理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的としています。  内容は、前期・後期合わせて完結します
。前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算をすることができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分積分学　指数関数　対数関数　逆三角関数　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「バイオ・化学系の
数理II」（旧カリ：行列と行列式） 
 （発展科目）「バイオ・化学系の
基礎数理II」（旧カリ：微分積分
学II）、「バイオ・化学系の数理I」
（旧カリ：確率・統計）

バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ③◎（１ナ微生）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ③◎（１ナ微生）

1) 中間試験および定期試験。  2) 小テストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。  3) レポ
ートの提出状況により評価する。授業時に指定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用
した課題、などについてのレポート（提出方法指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業にお
ける演習問題の解答状況により理解度を評価する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシ
ステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成して、自己評価する。  6) 「その他」として、各学科の学
科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大3点）。

607

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
がある。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履修
すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ③◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

関数の極限1

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限2

無限大、発散について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式(関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ③◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ③◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

専門科目との接続その1

定積分の面積との関連について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

専門科目との接続その2

微分積分学の応用事例および微分方程式について取り上げ、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続その3

微分方程式について学び、一般解が指数関数となる変数分離形の問題の
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

定期試験と、課題の講評・振り返りを行う。「科目の学修到達度レポート」の
提出を行う。 講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成と提出。

120
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

前期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括としての演習と「科目の学修到達度レポート」の提
出を行う。 演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」を提出。

30

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ③◎（１ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ④◎（１ナ微生）

Differential and Integral Calculus I

1211504

前期

kawai@ed.sojo-u.ac.jp

本館308（河合）　本館付属棟316（津曲）　本館付属棟314（中西）　本館付属棟319
（日比野）　　本館付属棟317（大嶋）

河合 浩明　津曲 紀宏　中西 眞也　日比野 剛士　　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　
　

30 40 5 7 5 0 10 3 100

化学工学・生命科学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の一つです。 中でも微分積分を学ぶこと
は、化学工学、統計学や数理生物学など専門の講義の学習理解のための基礎となるだけでなく、いろいろな事象につい
て理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的としています。  内容は、前期・後期合わせて完結します
。前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算をすることができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分積分学　指数関数　対数関数　逆三角関数　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「バイオ・化学系の
数理II」（旧カリ：行列と行列式） 
 （発展科目）「バイオ・化学系の
基礎数理II」（旧カリ：微分積分
学II）、「バイオ・化学系の数理I」
（旧カリ：確率・統計）

バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ④◎（１ナ微生）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ④◎（１ナ微生）

1) 中間試験および定期試験。  2) 小テストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。  3) レポ
ートの提出状況により評価する。授業時に指定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用
した課題、などについてのレポート（提出方法指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業にお
ける演習問題の解答状況により理解度を評価する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシ
ステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成して、自己評価する。  6) 「その他」として、各学科の学
科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大3点）。

614

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
がある。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履修
すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ④◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

関数の極限1

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限2

無限大、発散について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式(関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ④◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ④◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

専門科目との接続その1

定積分の面積との関連について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

専門科目との接続その2

微分積分学の応用事例および微分方程式について取り上げ、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続その3

微分方程式について学び、一般解が指数関数となる変数分離形の問題の
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

定期試験と、課題の講評・振り返りを行う。「科目の学修到達度レポート」の
提出を行う。 講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成と提出。

120
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

前期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括としての演習と「科目の学修到達度レポート」の提
出を行う。 演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」を提出。

30

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ④◎（１ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１ナ微生）

Differential and Integral Calculus I

1211505

前期

kawai@ed.sojo-u.ac.jp

本館308（河合）　本館付属棟316（津曲）　本館付属棟314（中西）　本館付属棟319
（日比野）　　本館付属棟317（大嶋）

河合 浩明　津曲 紀宏　中西 眞也　日比野 剛士　　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　
　

30 40 5 7 5 0 10 3 100

化学工学・生命科学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の一つです。 中でも微分積分を学ぶこと
は、化学工学、統計学や数理生物学など専門の講義の学習理解のための基礎となるだけでなく、いろいろな事象につい
て理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的としています。  内容は、前期・後期合わせて完結します
。前期の内容を理解した上で、後期も継続して受講することを望みます。   参考書については、学力に十分に余裕のある
学生のみ、図書館等で参考にすること。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

関数に関する性質や微分・積分の公式を使った基本的な計算をすることができる。c

増減表やマクローリン展開などを用いて、関数の性質を調べたりグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分積分学　指数関数　対数関数　逆三角関数　　不定積分　　　　　　

（基礎科目）高校における数学I  
（連携科目）「バイオ・化学系の
数理II」（旧カリ：行列と行列式） 
 （発展科目）「バイオ・化学系の
基礎数理II」（旧カリ：微分積分
学II）、「バイオ・化学系の数理I」
（旧カリ：確率・統計）

バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１ナ微生）2021

1

3

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

　　　 

　　　 

620



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１ナ微生）

1) 中間試験および定期試験。  2) 小テストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。  3) レポ
ートの提出状況により評価する。授業時に指定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用
した課題、などについてのレポート（提出方法指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業にお
ける演習問題の解答状況により理解度を評価する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシ
ステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成して、自己評価する。  6) 「その他」として、各学科の学
科SALC演習への取り組みにより理解度を評価する（最大3点）。

621

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
がある。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履修
すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション、高校までの基本事項の整理1 指
数関数 対数関数

受講上の注意、高校で学習した指数関数・対数関数の基本事項を整理し、
理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

高校までの基本事項の整理2 三角関数

高校で学習した三角関数の基本事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

関数の極限1

関数の極限とその性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

関数の極限2

無限大、発散について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

連続な関数

関数の連続性、連続関数の性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

微分可能な関数

微分可能とその図形的な意味、微分可能と連続の関係について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

導関数1

導関数の定義、微分法の基本公式（関数の定数倍、和、差の微分法）につい
て学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

導関数2

微分法の基本公式(関数の積、商の微分法）について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

合成関数の微分法

合成関数の意味とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

三角関数の微分法

三角関数の極限値、三角関数の微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

指数関数の微分法、対数関数の微分法

自然対数の底の定義、指数関数の微分法・対数関数の微分法について学
び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

対数微分法

対数微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆関数の微分法、逆三角関数の微分法

逆関数の微分法、逆三角関数の定義および微分法について学び、その演習
を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

媒介変数表示された関数の微分法

媒介変数表示された関数とその微分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

高階導関数

高階導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

120

テーマ

内容

16回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

60

テーマ

内容

17回

微分法の応用1

ロルの定理、平均値の定理、コーシーの平均値の定理について学び、その演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

微分法の応用2

ロピタルの定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

19回

微分法の応用3

関数の増減、増減表、関数の最大と最小について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

微分法の応用4

関数の極値について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

微分法の応用5

曲線の凹凸とそのグラフの概形について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

微分法の応用6

関数の展開（テイラーの定理、マクローリン展開）について学び、その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

不定積分1

不定積分の意味、基本的な関数の不定積分について学び、その演習を行う
。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

不定積分2

関数の定数倍、和、差の積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

置換積分法

積分変数の変換公式を用いた計算を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

部分積分法

部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

専門科目との接続その1

定積分の面積との関連について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

専門科目との接続その2

微分積分学の応用事例および微分方程式について取り上げ、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続その3

微分方程式について学び、一般解が指数関数となる変数分離形の問題の
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

定期試験と、課題の講評・振り返りを行う。「科目の学修到達度レポート」の
提出を行う。 講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成と提出。

120

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

前期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括としての演習と「科目の学修到達度レポート」の提
出を行う。 演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」を提出。

30

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅰ⑤◎（１ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

薬学基礎数学◎Ａ（１薬）

Calculus for Pharmaceutical Sciences

1211701

前期

yohshima@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟317（大嶋）　本館付属棟319（日比野）　　　　

大嶋 康裕　日比野 剛士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 10 15 10 0 5 0 100

薬学について学習・研究するみなさんにとって、数学は必要な基礎学力の一つです。なかでも微分積分学は、物理化学、
薬物動態や統計学など専門授業の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象について理論的・多
面的に考察し、問題を解決する解析力を養うことも目的とします。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

本科目を通して理解できたり、思ったりしたことを簡潔にまとめることができる。

学修上の注意欄を参照

マクローリン展開　偏微分　極値　2重積分　　微分方程式　　　　　　

（連携科目）物理化学I、薬物動
態学I、薬物動態学II

薬学基礎数学◎Ａ（１薬）2021

1

1

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷、河合、田中　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

現象を解き明かす微分方程式の定式化と解法　森北出版　小中英嗣　 978-4-627-06211-5
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 薬学基礎数学◎Ａ（１薬）

1) 中間試験および定期試験。中間試験は薬学基礎数学演習の授業時間を使って実施する。  2) 小テ
ストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。実施形態として全学SALC演習（WebClassもし
くはMicrosoft365利用）を利用することがある。  3) レポートの提出状況により評価する。授業時に指
定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用した課題、などについてのレポート（提出方法
指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価
する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成
して、自己評価する。

628

高等学校における数学I、数学II。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題もノート
にまとめておくこと。WebClass に掲載する解説を参考にすること。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学
習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. オフィスア
ワーは次の通り。月曜日4時限（大嶋）、水曜日4時限（日比野）。また、別途開設時間帯と場所を通知する数学SALCにお
いて相談することもできる。  4. キャンパス間移動の問題から授業担当教員への相談の時間（オフィスアワー）を活用でき
ない場合は、図書館1階全学SALCでの質問対応の時間などを授業2回目までに案内する。  5. レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 薬学基礎数学◎Ａ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

微分の計算

高校における既習事項の復習。 講義  演
習

【第1回授業の予習】事前に高階導関数の単元まで定義を読
み、例題を解いておくこと。  【復習】授業で指定された教科書
の問題、もしくは与えられた課題を解いておくこと。  【予習】次
回の授業内容について事前に定義を読み、例題と練習問題
を各単元2問程度解いておくこと。 60

テーマ

内容

2回

微分の応用1

ロピタルの定理、関数の増減 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

3回

微分の応用2

1変数関数のマクローリン展開 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

4回

積分の計算1

高校における既習事項の復習 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

5回

積分の計算2

広義積分 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

6回

積分の応用

面積、体積、曲線の長さ 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

60

テーマ

内容

7回

偏微分の計算

偏導関数、高階偏導関数、合成関数の偏導関数 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。試験範囲について、各単元の例題を
振り返る。  【予習】次回の授業内容について事前に定義を読
み、例題と練習問題を各単元2問程度解いておくこと。

60

テーマ

内容

8回

偏微分の応用1

極値の判定法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

9回

偏微分の応用2

2変数関数のマクローリン展開 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

10回

2重積分の計算1

定義と2重積分の計算 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

2021 薬学基礎数学◎Ａ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2重積分の計算2

極座標変換 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

12回

2重積分の応用

体積、曲面の面積、3重積分 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

13回

微分方程式1

変数分離形、同次形 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

14回

微分方程式2

1階の線形微分方程式 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

60

テーマ

内容

15回

微分方程式3

2階の定数係数線形微分方程式 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と授業内容の総括

定期試験、前期の授業内容の総括 講義  演
習

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成及び提出。

120

2021 薬学基礎数学◎Ａ（１薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

薬学基礎数学◎Ｂ（１薬）

Calculus for Pharmaceutical Sciences

1211702

前期

yohshima@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟317（大嶋）　本館付属棟319（日比野）　　　　

大嶋 康裕　日比野 剛士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 10 15 10 0 5 0 100

薬学について学習・研究するみなさんにとって、数学は必要な基礎学力の一つです。なかでも微分積分学は、物理化学、
薬物動態や統計学など専門授業の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象について理論的・多
面的に考察し、問題を解決する解析力を養うことも目的とします。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

本科目を通して理解できたり、思ったりしたことを簡潔にまとめることができる。

学修上の注意欄を参照

マクローリン展開　偏微分　極値　2重積分　　微分方程式　　　　　　

（連携科目）物理化学I、薬物動
態学I、薬物動態学II

薬学基礎数学◎Ｂ（１薬）2021

1

1

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷、河合、田中　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

現象を解き明かす微分方程式の定式化と解法　森北出版　小中英嗣　 978-4-627-06211-5
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 薬学基礎数学◎Ｂ（１薬）

1) 中間試験および定期試験。中間試験は薬学基礎数学演習の授業時間を使って実施する。  2) 小テ
ストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。実施形態として全学SALC演習（WebClassもし
くはMicrosoft365利用）を利用することがある。  3) レポートの提出状況により評価する。授業時に指
定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用した課題、などについてのレポート（提出方法
指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価
する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成
して、自己評価する。

633

高等学校における数学I、数学II。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題もノート
にまとめておくこと。WebClass に掲載する解説を参考にすること。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学
習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. オフィスア
ワーは次の通り。月曜日4時限（大嶋）、水曜日4時限（日比野）。また、別途開設時間帯と場所を通知する数学SALCにお
いて相談することもできる。  4. キャンパス間移動の問題から授業担当教員への相談の時間（オフィスアワー）を活用でき
ない場合は、図書館1階全学SALCでの質問対応の時間などを授業2回目までに案内する。  5. レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 薬学基礎数学◎Ｂ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

微分の計算

高校における既習事項の復習。 講義  演
習

【第1回授業の予習】事前に高階導関数の単元まで定義を読
み、例題を解いておくこと。  【復習】授業で指定された教科書
の問題、もしくは与えられた課題を解いておくこと。  【予習】次
回の授業内容について事前に定義を読み、例題と練習問題
を各単元2問程度解いておくこと。 60

テーマ

内容

2回

微分の応用1

ロピタルの定理、関数の増減 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

3回

微分の応用2

1変数関数のマクローリン展開 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

4回

積分の計算1

高校における既習事項の復習 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

5回

積分の計算2

広義積分 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

6回

積分の応用

面積、体積、曲線の長さ 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

60

テーマ

内容

7回

偏微分の計算

偏導関数、高階偏導関数、合成関数の偏導関数 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。試験範囲について、各単元の例題を
振り返る。  【予習】次回の授業内容について事前に定義を読
み、例題と練習問題を各単元2問程度解いておくこと。

60

テーマ

内容

8回

偏微分の応用1

極値の判定法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

9回

偏微分の応用2

2変数関数のマクローリン展開 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

10回

2重積分の計算1

定義と2重積分の計算 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

2021 薬学基礎数学◎Ｂ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2重積分の計算2

極座標変換 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

12回

2重積分の応用

体積、曲面の面積、3重積分 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

13回

微分方程式1

変数分離形、同次形 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

14回

微分方程式2

1階の線形微分方程式 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

60

テーマ

内容

15回

微分方程式3

2階の定数係数線形微分方程式 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と授業内容の総括

定期試験、前期の授業内容の総括 講義  演
習

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成及び提出。

120

2021 薬学基礎数学◎Ｂ（１薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

薬学基礎数学演習◎Ａ（１薬）

Calculus Recitation for Pharmaceutical Sciences

1211801

前期

yohshima@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟317（大嶋）　本館付属棟319（日比野）　　　　

大嶋 康裕　日比野 剛士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 10 15 10 0 5 0 100

薬学について学習・研究するみなさんにとって、数学は必要な基礎学力の一つです。なかでも微分積分学は、物理化学、
薬物動態や統計学など専門授業の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象について理論的・多
面的に考察し、問題を解決する解析力を養うことも目的とします。この授業では薬学基礎数学で学んだ単元の演習を行
います。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

本科目を通して理解できたり、思ったりしたことを簡潔にまとめることができる。

学修上の注意欄を参照

マクローリン展開　偏微分　極値　2重積分　　微分方程式　　　　　　

（連携科目）物理化学I、薬物動
態学I、薬物動態学II

薬学基礎数学演習◎Ａ（１薬）2021

1

1

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷、河合、田中　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

現象を解き明かす微分方程式の定式化と解法　森北出版　小中英嗣　 978-4-627-06211-5
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 薬学基礎数学演習◎Ａ（１薬）

1) 中間試験および定期試験。中間試験は薬学基礎数学演習の授業時間を使って実施する。  2) 小テ
ストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。実施形態として全学SALC演習（WebClassもし
くはMicrosoft365利用）を利用することがある。  3) レポートの提出状況により評価する。授業時に指
定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用した課題、などについてのレポート（提出方法
指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価
する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成
して、自己評価する。

638

高等学校における数学I、数学II。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題もノート
にまとめておくこと。WebClass に掲載する解説を参考にすること。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学
習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. オフィスア
ワーは次の通り。月曜日4時限（大嶋）、水曜日4時限（日比野）。また、別途開設時間帯と場所を通知する数学SALCにお
いて相談することもできる。  4. キャンパス間移動の問題から授業担当教員への相談の時間（オフィスアワー）を活用でき
ない場合は、図書館1階全学SALCでの質問対応の時間などを授業2回目までに案内する。  5. レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 薬学基礎数学演習◎Ａ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

微分の計算

高校における既習事項の復習。 講義  演
習

【第1回授業の予習】事前に高階導関数の単元まで定義を読
み、例題を解いておくこと。  【復習】授業で指定された教科書
の問題、もしくは与えられた課題を解いておくこと。  【予習】次
回の授業内容について事前に定義を読み、例題と練習問題
を各単元2問程度解いておくこと。 60

テーマ

内容

2回

微分の応用1

ロピタルの定理、関数の増減
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

3回

微分の応用2

1変数関数のマクローリン展開
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

4回

積分の計算1

高校における既習事項の復習 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

5回

積分の計算2

広義積分
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

6回

積分の応用

面積、体積、曲線の長さ
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

60

テーマ

内容

7回

中間試験と講評

中間試験と課題についての講評
講義

【復習】試験範囲について、各単元の例題を振り返る。  【予習
】次回の授業内容について事前に定義を読み、例題と練習問
題を各単元2問程度解いておくこと。

60

テーマ

内容

8回

偏微分の応用1

極値の判定法
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

9回

偏微分の応用2

2変数関数のマクローリン展開
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

10回

2重積分の計算1

定義と2重積分の計算 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

2021 薬学基礎数学演習◎Ａ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2重積分の計算2

極座標変換
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

12回

2重積分の応用

体積、曲面の面積、3重積分
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

13回

微分方程式1

変数分離形、同次形 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

14回

微分方程式2

1階の線形微分方程式、2階の定数係数線形微分方程式
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

15回

微分方程式3

2階の定数係数線形微分方程式
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

16回

授業内容の総括

授業内容の総括としての演習および「科目の学修到達度レポート」の作成
及び提出 演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の作成及び提出。

90

2021 薬学基礎数学演習◎Ａ（１薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

薬学基礎数学演習◎Ｂ（１薬）

Calculus Recitation for Pharmaceutical Sciences

1211802

前期

yohshima@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟317（大嶋）　本館付属棟319（日比野）　　　　

大嶋 康裕　日比野 剛士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 10 15 10 0 5 0 100

薬学について学習・研究するみなさんにとって、数学は必要な基礎学力の一つです。なかでも微分積分学は、物理化学、
薬物動態や統計学など専門授業の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象について理論的・多
面的に考察し、問題を解決する解析力を養うことも目的とします。この授業では薬学基礎数学で学んだ単元の演習を行
います。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

本科目を通して理解できたり、思ったりしたことを簡潔にまとめることができる。

学修上の注意欄を参照

マクローリン展開　偏微分　極値　2重積分　　微分方程式　　　　　　

（連携科目）物理化学I、薬物動
態学I、薬物動態学II

薬学基礎数学演習◎Ｂ（１薬）2021

1

1

必修

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷、河合、田中　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

現象を解き明かす微分方程式の定式化と解法　森北出版　小中英嗣　 978-4-627-06211-5
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 薬学基礎数学演習◎Ｂ（１薬）

1) 中間試験および定期試験。中間試験は薬学基礎数学演習の授業時間を使って実施する。  2) 小テ
ストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。実施形態として全学SALC演習（WebClassもし
くはMicrosoft365利用）を利用することがある。  3) レポートの提出状況により評価する。授業時に指
定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用した課題、などについてのレポート（提出方法
指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価
する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成
して、自己評価する。

643

高等学校における数学I、数学II。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題もノート
にまとめておくこと。WebClass に掲載する解説を参考にすること。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学
習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. オフィスア
ワーは次の通り。月曜日4時限（大嶋）、水曜日4時限（日比野）。また、別途開設時間帯と場所を通知する数学SALCにお
いて相談することもできる。  4. キャンパス間移動の問題から授業担当教員への相談の時間（オフィスアワー）を活用でき
ない場合は、図書館1階全学SALCでの質問対応の時間などを授業2回目までに案内する。  5. レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 薬学基礎数学演習◎Ｂ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

微分の計算

高校における既習事項の復習。 講義  演
習

【第1回授業の予習】事前に高階導関数の単元まで定義を読
み、例題を解いておくこと。  【復習】授業で指定された教科書
の問題、もしくは与えられた課題を解いておくこと。  【予習】次
回の授業内容について事前に定義を読み、例題と練習問題
を各単元2問程度解いておくこと。 60

テーマ

内容

2回

微分の応用1

ロピタルの定理、関数の増減
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

3回

微分の応用2

1変数関数のマクローリン展開
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

4回

積分の計算1

高校における既習事項の復習 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

5回

積分の計算2

広義積分
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

6回

積分の応用

面積、体積、曲線の長さ
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

60

テーマ

内容

7回

中間試験と講評

中間試験と課題についての講評
講義

【復習】試験範囲について、各単元の例題を振り返る。  【予習
】次回の授業内容について事前に定義を読み、例題と練習問
題を各単元2問程度解いておくこと。

60

テーマ

内容

8回

偏微分の応用1

極値の判定法
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

9回

偏微分の応用2

2変数関数のマクローリン展開
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

10回

2重積分の計算1

定義と2重積分の計算 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

2021 薬学基礎数学演習◎Ｂ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2重積分の計算2

極座標変換
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

12回

2重積分の応用

体積、曲面の面積、3重積分
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

13回

微分方程式1

変数分離形、同次形 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

14回

微分方程式2

1階の線形微分方程式、2階の定数係数線形微分方程式
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

15回

微分方程式3

2階の定数係数線形微分方程式
演習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】次回の授業内容について事
前に定義を読み、例題と練習問題を各単元2問程度解いてお
くこと。

60

テーマ

内容

16回

授業内容の総括

授業内容の総括としての演習および「科目の学修到達度レポート」の作成
及び提出 演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の作成及び提出。

90
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の数理Ⅰ（２ナ微）

Probability and Statistics

1212001

前期

tashiro  @ed.sojo-u.ac.jp  

本館１階 非常勤講師室  　　　　　

田代敬大（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

 バイオ・化学系の数理Ⅰで学ぶ確率・統計学は、自然科学，工学，農学，医学はもちろん社会科学・人文科学などあらゆ
る分野で応用されるとともに，より高度かつ広範な学問的発展を遂げている．その意味で，確率・統計の基礎を学ぶことは
どの学問分野においても必須の素養であり，より専門的な確率・統計手法への手掛かりとなる．しかし，確率と統計を数理
的に行うと，多くの学生諸君は大きな抵抗を覚えるようである．   そこで本講義は，実験データの解析等に資するように，統
計学の見地を重視した初歩的内容とする．すなわち現代統計学はいわば「部分から全体を知ることができるか」という問
に答えようとするものであるが，もちろんこの問には肯定的に回答される．いわゆる推測統計学（推定・検定）であるが，こ
れを中心に考えたい（計算自体は四則演算程度）．ただ，推測統計を論理的に説明しようとすると確率の知識が不可欠と
なり，アプローチが長くなるところが教える側の悩みの種となる．対象学科によって確率の知識の必要性の有無は異なる
であろうから，各学科の先生方および受講生諸君と対話しつつ学科により講義内容と構成を工夫したい．

『Excelで学ぶ統計解析入門』 　オーム社　管民郎   　 978-4-274-06708

『統計学が最強の学問である』 　ダイヤモンド社　西内啓 　 978-4-478-02221-04

確率分布の概念が理解できるようになるｃ，f，g

統計的推定の基礎が理解できるようになる

統計的検定の基礎が理解できるようになる

ｃ，f，g

ｃ，f，g

ｃ，gｃ，g

A A2 A2

授業時間前後、非常勤講師室

資料の整理　確率分布　推定　検定　　　　　　　　

 （基礎科目）バイオ・化学系の基
礎数理I,II（旧カリ：微分積分学）
 （連携科目）バイオ・化学系の数
理II（旧カリ：行列と行列式） （発
展科目）データ解析を要する科
目

バイオ・化学系の数理Ⅰ（２ナ微）2021

2

2

選択

新確率統計　大日本図書　新井 他　　978-4-477-02686-2

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

『統計学が最強の学問である（実践編）』 　ダイヤモンド社　西内啓 　 978-4-478-02823-0

『統計的方法の仕組み』　日科技連 　永田靖　 4-8171-0294-2

『44の例題で学ぶ統計的検定と推定の解き方』 　オーム社　上田拓冶 　 978-4-274-0676-0
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の数理Ⅰ（２ナ微）

1)中間試験および定期試験。  2)レポート（課題）の提出状況により評価する。  3)毎回の授業における
演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)ポートフォリオを作成して、自己評価する。  5) 図書
館の科目に関係する図書についてのレポートを提出すれば、評価に加味する。 

648

高校における数学A「場合の数・確率」、バイオ・化学系の基礎数理I,II（旧カリ：微分積分学）

 基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする．特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする．



学修上の
注意

(SBOs)

数学は積み重ねの勉強だから、常に復習し、確実に理解を深めておくこと。理解できない箇所があれば授業時間前後に
質問するか、学生支援センターにおいて学習指導員の指導を受けてください。また、レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃は、不正行為とみなします。 

2021 バイオ・化学系の数理Ⅰ（２ナ微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

序

講義の目的，全般的流れ
講義

テーマ

内容

2回

確率変数

離散確率変数  連続確率変数 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

確率分布１

二項分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

確率分布２

正規分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

確率分布３

テｲー分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

母集団と標本

中心極限定理 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

7回

推定１

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の
場合

講義  演
習

【復習】中間試験のための勉強

120

テーマ

内容

8回

中間試験と講評

中間試験  振り返り、講評
講義

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

推定２

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

推定３

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の
場合

講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 バイオ・化学系の数理Ⅰ（２ナ微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

検定１

検定の手順 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

検定２

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

検定３

母平均の検定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

検定４

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の場合
（注：１群のｔ検定と呼ばれる検定方法）

講義  演
習

【復習】定期試験のための勉強

60

テーマ

内容

15回

検定5

等平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合 
 （注：2群の母平均の検定）

講義  演
習

【復習】定期試験のための勉強

120

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験  振り返り、講評、「科目の学修到達度レポート」の提出
講義

【予習】「学習到達度レポート」の作成

60

2021 バイオ・化学系の数理Ⅰ（２ナ微）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

確率・統計（２建）

Probability and Statistics

1212101

前期

kawai@ed.sojo-u.ac.jp

本館３階308　　　　　

河合浩明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

 確率・統計学は自然科学，工学，農学，医学はもちろん社会科学・人文科学などあらゆる分野で応用されるとともに，より
高度かつ広範な学問的発展を遂げている．その意味で，確率・統計の基礎を学ぶことはどの学問分野においても必須の
素養であり，より専門的な確率・統計手法への手掛かりとなる．しかし，確率と統計を数理的に行うと，多くの学生諸君は大
きな抵抗を覚えるようである．   そこで本講義は，実験データの解析等に資するように，統計学の見地を重視した初歩的
内容とする．すなわち現代統計学はいわば「部分から全体を知ることができるか」という問に答えようとするものであるが，
もちろんこの問には肯定的に回答される．いわゆる推測統計学（推定・検定）であるが，これを中心に考えたい（計算自体
は四則演算程度）．ただ，推測統計を論理的に説明しようとすると確率の知識が不可欠となり，アプローチが長くなるとこ
ろが教える側の悩みの種となる．対象学科によって確率の知識の必要性の有無は異なるであろうから，各学科の先生方
および受講生諸君と対話しつつ学科により講義内容と構成を工夫したい．

　　　 

　　　 

確率分布の概念を理解することができるｃ，f，ｇ

統計的推定の基礎が理解でき、実験データの解析ができる

統計的検定の基礎が理解でき、実験データの解析ができる

ｃ，f，ｇ

ｃ，f，ｇ

ｃ，ｇｃ，ｇ

A A2 A2

学生支援センターの学習支援時間
割を確認してください。

資料の整理　確率分布　推定　検定　　　　　　　　

 （基礎科目）工学・情報系の基
礎数理I,II（旧カリ：微分積分学）
、（連携科目）工学・情報系の数
理I,II（旧カリ：線形代数） （発展
科目）データ解析を要する科目

確率・統計（２建）2021

2

2

選択

統計学の基礎　裳華房　栗栖 他　　4-7853-1525-3
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 確率・統計（２建）

1)中間試験および定期試験。  2)レポート（課題）の提出状況により評価する。  3)毎回の授業における
演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)ポートフォリオを作成して、自己評価する。  5) 図書
館の科目に関係する図書についてのレポートを提出すれば、評価に加味する。 

653

高校における数学A「場合の数・確率」、工学・情報系の基礎数理I,II（旧カリ：微分積分学）

 基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする．特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする．



学修上の
注意

(SBOs)

数学は積み重ねの勉強だから、常に復習し、確実に理解を深めておくこと。理解できない箇所があれば授業時間前後に
質問するか、学生支援センターにおいて学習指導員の指導を受けてください。また、レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃は、不正行為とみなします。 

2021 確率・統計（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

序

講義の目的，全般的流れ
講義

テーマ

内容

2回

確率変数

離散確率変数  連続確率変数 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

確率分布１

二項分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

確率分布２

正規分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

確率分布３

テｲー分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

母集団と標本

中心極限定理 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

7回

推定１

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の
場合

講義  演
習

【復習】中間試験のための勉強

120

テーマ

内容

8回

中間試験と講評

中間試験  振り返り、講評
講義

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

推定２

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

推定３

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の
場合

講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 確率・統計（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

検定１

検定の手順 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

検定２

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

検定３

母平均の検定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

検定４

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の場合 
 （注：１群のｔ検定と呼ばれる検定方法）

講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

15回

検定5

等平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合 
 （注：2群の母平均の検定）

講義  演
習

【復習】定期試験のための勉強

120

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験  振り返り、講評、「科目の学修到達度レポート」の提出
講義

【予習】「学習到達度レポート」の作成

60

2021 確率・統計（２建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の数理Ⅰ◎Ａ（２生）

Probability and Statistics

1212301

前期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315　　　　　

藤城 謙一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

 バイオ・化学系の数理Ⅰで学ぶ確率・統計学は、自然科学，工学，農学，医学はもちろん社会科学・人文科学などあらゆ
る分野で応用されるとともに，より高度かつ広範な学問的発展を遂げている．その意味で，確率・統計の基礎を学ぶことは
どの学問分野においても必須の素養であり，より専門的な確率・統計手法への手掛かりとなる．しかし，確率と統計を数理
的に行うと，多くの学生諸君は大きな抵抗を覚えるようである．   そこで本講義は，実験データの解析等に資するように，統
計学の見地を重視した初歩的内容とする．すなわち現代統計学はいわば「部分から全体を知ることができるか」という問
に答えようとするものであるが，もちろんこの問には肯定的に回答される．いわゆる推測統計学（推定・検定）であるが，こ
れを中心に考えたい（計算自体は四則演算程度）．ただ，推測統計を論理的に説明しようとすると確率の知識が不可欠と
なり，アプローチが長くなるところが教える側の悩みの種となる．対象学科によって確率の知識の必要性の有無は異なる
であろうから，各学科の先生方および受講生諸君と対話しつつ学科により講義内容と構成を工夫したい．

新確率統計問題集　大日本図書　新井 他　 978-4-477-02688-6

　　　 

確率分布の概念が理解できるようになるｃ，f，g

統計的推定の基礎が理解できるようになる

統計的検定の基礎が理解できるようになる

ｃ，f，g

ｃ，f，g

ｃ，gｃ，g

A A2 A2

学生支援センターの学習支援時間
割を確認してください。

資料の整理　確率分布　推定　検定　　　　　　　　

 （基礎科目）基礎数理I,II（旧カ
リ：微分積分学） （連携科目）線
形代数 （発展科目）データ解析
を要する科目

バイオ・化学系の数理Ⅰ◎Ａ（２生）2021

2

2

必修

新確率統計　大日本図書　新井 他　　978-4-477-02686-2

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

657



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の数理Ⅰ◎Ａ（２生）

1)中間試験および定期試験。  2)レポート（課題）の提出状況により評価する。  3)毎回の授業における
演習問題の解答状況および学科SALCの解答状況により理解度を評価する。  4)ポートフォリオを作成
して、自己評価する。  5) 図書館の科目に関係する図書についてのレポートを提出すれば、評価に加味
する。

658

高校における数学A「場合の数・確率」、基礎数理I,II（旧カリ：微分積分学）

 基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする．特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする．



学修上の
注意

(SBOs)

数学は積み重ねの勉強だから、常に復習し、確実に理解を深めておくこと。理解できない箇所があれば授業時間前後に
質問するか、学生支援センターにおいて学習指導員の指導を受けてください。また、レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃は、不正行為とみなします。 

2021 バイオ・化学系の数理Ⅰ◎Ａ（２生）

659



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

序

講義の目的，全般的流れ
講義

テーマ

内容

2回

確率変数

離散確率変数  連続確率変数 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

確率分布１

二項分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

確率分布２

正規分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

確率分布３

テｲー分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

母集団と標本

中心極限定理 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

7回

推定１

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の
場合

講義  演
習

【復習】中間試験のための勉強

120

テーマ

内容

8回

中間試験と講評

中間試験  振り返り、講評
講義

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

推定２

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

推定３

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の
場合

講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 バイオ・化学系の数理Ⅰ◎Ａ（２生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

検定１

検定の手順 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

検定２

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

検定３

母平均の検定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

検定４

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の場合
（注：１群のｔ検定と呼ばれる検定方法）

講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

15回

検定５

等平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合 
 （注：2群の母平均の検定）

講義  演
習

【復習】定期試験のための勉強  【予習】「学習到達度レポート
」の作成

120

テーマ

内容

16回

定期試験と講評まとめ

定期試験  振り返り、講評、授業内容の総括    講義
講義

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の提出。

60

2021 バイオ・化学系の数理Ⅰ◎Ａ（２生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の数理Ⅰ◎Ｂ（２生）

Probability and Statistics

1212302

前期

kawai@ed.sojo-u.ac.jp

本館３階308　　　　　

河合浩明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

 バイオ・化学系の数理Ⅰで学ぶ確率・統計学は、自然科学，工学，農学，医学はもちろん社会科学・人文科学などあらゆ
る分野で応用されるとともに，より高度かつ広範な学問的発展を遂げている．その意味で，確率・統計の基礎を学ぶことは
どの学問分野においても必須の素養であり，より専門的な確率・統計手法への手掛かりとなる．しかし，確率と統計を数理
的に行うと，多くの学生諸君は大きな抵抗を覚えるようである．   そこで本講義は，実験データの解析等に資するように，統
計学の見地を重視した初歩的内容とする．すなわち現代統計学はいわば「部分から全体を知ることができるか」という問
に答えようとするものであるが，もちろんこの問には肯定的に回答される．いわゆる推測統計学（推定・検定）であるが，こ
れを中心に考えたい（計算自体は四則演算程度）．ただ，推測統計を論理的に説明しようとすると確率の知識が不可欠と
なり，アプローチが長くなるところが教える側の悩みの種となる．対象学科によって確率の知識の必要性の有無は異なる
であろうから，各学科の先生方および受講生諸君と対話しつつ学科により講義内容と構成を工夫したい．

　　　 

　　　 

確率分布の概念を理解することができるｃ，f，ｇ

統計的推定の基礎が理解でき、実験データの解析ができる

統計的検定の基礎が理解でき、実験データの解析ができる

ｃ，f，ｇ

ｃ，f，ｇ

ｃ，ｇｃ，ｇ

A A2 A2

学生支援センターの学習支援時間
割を確認してください。

資料の整理　確率分布　推定　検定　　　　　　　　

 （基礎科目）バイオ・化学系の基
礎数理I,II（旧カリ：微分積分学）
 （連携科目）バイオ・化学系の数
理II（旧カリ：行列と行列式）  （
発展科目）データ解析を要する
科目

バイオ・化学系の数理Ⅰ◎Ｂ（２生）2021

2

2

必修

統計学の基礎　裳華房　栗栖 他　　4-7853-1525-3
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の数理Ⅰ◎Ｂ（２生）

1)中間試験および定期試験。  2)レポート（課題）の提出状況により評価する。  3)毎回の授業における
演習問題の解答状況および学科SALCの解答状況により理解度を評価する。  4)ポートフォリオを作成
して、自己評価する。  5) 図書館の科目に関係する図書についてのレポートを提出すれば、評価に加味
する。 

663

高校における数学A「場合の数・確率」、バイオ・化学系の基礎数理I,II（旧カリ：微分積分学）

 基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする．特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする．



学修上の
注意

(SBOs)

数学は積み重ねの勉強だから、常に復習し、確実に理解を深めておくこと。理解できない箇所があれば授業時間前後に
質問するか、学生支援センターにおいて学習指導員の指導を受けてください。また、レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃は、不正行為とみなします。 

2021 バイオ・化学系の数理Ⅰ◎Ｂ（２生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

序

講義の目的，全般的流れ
講義

テーマ

内容

2回

確率変数

離散確率変数  連続確率変数 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

確率分布１

二項分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

確率分布２

正規分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

確率分布３

テｲー分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

母集団と標本

中心極限定理 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

7回

推定１

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の
場合

講義  演
習

【復習】中間試験のための勉強

120

テーマ

内容

8回

中間試験と講評

中間試験  振り返り、講評
講義

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

推定２

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

推定３

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の
場合

講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 バイオ・化学系の数理Ⅰ◎Ｂ（２生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

検定１

検定の手順 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

検定２

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

検定３

母平均の検定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

検定４

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の場合
（注：１群のｔ検定と呼ばれる検定方法）   

講義  演
習

【復習】定期試験のための勉強

60

テーマ

内容

15回

検定5

等平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合 
 （注：2群の母平均の検定）

講義  演
習

【予習】「学習到達度レポート」の作成

120

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験  振り返り、講評、「科目の学修到達度レポート」の提出
講義

【予習】「学習到達度レポート」の作成

60

2021 バイオ・化学系の数理Ⅰ◎Ｂ（２生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の数理Ⅰ◎Ａ（２機宇）

Linear Algebra I

1212401

前期

h0004079 @m.sojo-u.ac.jp 

本館1階 非常勤講師室　　　　　

坂西 文俊（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では，各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。 
 本科目で学ぶ線形代数学は，理工学系の学科を専攻する学生にとって，工学・物理学・生物学・化学を学ぶ上で必要不
可欠な数学の基礎分野です。その幅広い応用性から最近では社会科学や人文科学でも必要な知識として学ばれてい
ます。  数（データ）の組が大量にあるとき，それらをそのまま取り扱うのは効率的ではありません。適切な体系において，数
の組をベクトルあるいは行列として取り扱えばその構造を捉えるだけでなく，その体系において種々の計算も可能となりま
す。このような性質もあって，統計学や微分積分学，微分方程式とも関連が深い科目です。  工学・情報系の数理Iにおい
ては，高校で学んだベクトルの知識を復習しつつ，行列を導入し，その基本理論を体系的に学び，さらに，その応用につい
て学習します。また，学習を通じて，様々な事柄について理論的・多面的に考察し，問題を解決する力を養うことも目的とし
ます。

　　　 

　　　 

ベクトルの概念を理解し、内積や成分表示について各種計算をすることができる。c

行列の概念を理解し、基本的な計算（和・差・積）や、行列を用いて連立一次方程式を解くことができる

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c, f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

授業時間前後の教室・非常勤講師
室

ベクトル　内積・外積　逆行列　連立方程式　　　　　　　　

（連携科目）確率・統計，工学・情
報系の基礎数理I（旧カリ：微分
積分学I），工学・情報系の基礎
数理II（旧カリ：微分積分学II）  （
発展科目）工学・情報系の数理I
I（旧カリ：線形代数学II），微分方
程式，制御工学に関する科目

工学・情報系の数理Ⅰ◎Ａ（２機宇）2021

2

2

選必

新線形代数　大日本図書　井川治、碓氷久、金子真隆、高遠節夫、濵口直樹、前田善文、共著　　978-4-477-02641-1
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ａ（２機宇）

1)中間試験および定期試験。  2)図書館の科目に関係する蔵書についてのレポートを提出すれば、評
価に加味する。  3)毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)科目の学修
到達度レポート（ポートフォリオ）を作成し，自己評価する。

668

高等学校における，数学 I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、授業時間前後やオフィスアワーの時間帯に授業担当者へ質問するか，図書館4階の学生支
援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと
。  3. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ａ（２機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ベクトルの基礎

ベクトルの定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート問題）
を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

2回

ベクトルの応用 1

ベクトルの平面幾何への応用について学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

ベクトルの応用 2

ベクトルの平面幾何への応用について学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

ベクトルの内積

ベクトルの内積とその応用ついて学習し，関連の演習問題（レポート問題）を
解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

ベクトルの成分表示

ベクトルの成分表示とその応用について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

空間ベクトル 1

空間ベクトルの定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

7回

空間ベクトル 2

空間ベクトルの内積・成分表示について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

8回

中間試験と講評

中間試験，講評，内容の振り返り
講義

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

行列の基礎

行列の定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を
解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

行列の演算 1

演算の法則，数の演算との相違点について学習し，関連の演習問題（レポー
ト問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ａ（２機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

行列の演算 2

演算の法則，数の演算との相違点について学習し，関連の演習問題（レポー
ト問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

行列と連立方程式 1

連立方程式の行列表示・行基本操作について学習し，関連の演習問題（レ
ポート問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

行列と連立方程式 2

行列を用いての連立方程式の解法を学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

逆行列1

掃き出し法による逆行列の求め方を学習し，関連の演習問題（レポート問題
）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

15回

逆行列2

掃き出し法による逆行列の求め方を学習し，関連の演習問題（レポート問題
）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【復習】科目の学修到達度レポートの作成・提出

60

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ａ（２機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の数理Ⅰ◎Ｂ（２機宇）

Linear Algebra I

1212402

前期

kai @kumamoto-pct.ac.jp 

本館1階 非常勤講師室　　　　　

甲斐 隆志（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では，各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。 
 本科目で学ぶ線形代数学は，理工学系の学科を専攻する学生にとって，工学・物理学・生物学・化学を学ぶ上で必要不
可欠な数学の基礎分野です。その幅広い応用性から最近では社会科学や人文科学でも必要な知識として学ばれてい
ます。  数（データ）の組が大量にあるとき，それらをそのまま取り扱うのは効率的ではありません。適切な体系において，数
の組をベクトルあるいは行列として取り扱えばその構造を捉えるだけでなく，その体系において種々の計算も可能となりま
す。このような性質もあって，統計学や微分積分学，微分方程式とも関連が深い科目です。  工学・情報系の数理Iにおい
ては，高校で学んだベクトルの知識を復習しつつ，行列を導入し，その基本理論を体系的に学び，さらに，その応用につい
て学習します。また，学習を通じて，様々な事柄について理論的・多面的に考察し，問題を解決する力を養うことも目的とし
ます。

　　　 

　　　 

ベクトルの概念を理解し、内積や成分表示について各種計算をすることができる。c

行列の概念を理解し、基本的な計算（和・差・積）や、行列を用いて連立一次方程式を解くことができる

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c, f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

授業時間前後の教室・非常勤講師
室

ベクトル　内積・外積　逆行列　連立方程式　　　　　　　　

（連携科目）確率・統計，工学・情
報系の基礎数理I（旧カリ：微分
積分学I），工学・情報系の基礎
数理II（旧カリ：微分積分学II）  （
発展科目）工学・情報系の数理I
I（旧カリ：線形代数学II），微分方
程式，制御工学に関する科目

工学・情報系の数理Ⅰ◎Ｂ（２機宇）2021

2

2

選必

新線形代数　大日本図書　井川治、碓氷久、金子真隆、高遠節夫、濵口直樹、前田善文、共著　　978-4-477-02641-1 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ｂ（２機宇）

1)中間試験および定期試験。  2)図書館の科目に関係する蔵書についてのレポートを提出すれば、評
価に加味する。  3)毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)科目の学修
到達度レポート（ポートフォリオ）を作成し，自己評価する。

673

高等学校における，数学 I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、授業時間前後やオフィスアワーの時間帯に授業担当者へ質問するか，図書館4階の学生支
援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと
。  3. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ｂ（２機宇）

674



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ベクトルの基礎

ベクトルの定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート問題）
を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

2回

ベクトルの応用 1

ベクトルの平面幾何への応用について学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

ベクトルの応用 2

ベクトルの平面幾何への応用について学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

ベクトルの内積

ベクトルの内積とその応用ついて学習し，関連の演習問題（レポート問題）を
解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

ベクトルの成分表示

ベクトルの成分表示とその応用について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

空間ベクトル 1

空間ベクトルの定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

7回

空間ベクトル 2

空間ベクトルの内積・成分表示について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

8回

中間試験と講評

中間試験，講評，内容の振り返り
講義

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

行列の基礎

行列の定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を
解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

行列の演算 1

演算の法則，数の演算との相違点について学習し，関連の演習問題（レポー
ト問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ｂ（２機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

行列の演算 2

演算の法則，数の演算との相違点について学習し，関連の演習問題（レポー
ト問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

行列と連立方程式 1

連立方程式の行列表示・行基本操作について学習し，関連の演習問題（レ
ポート問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

行列と連立方程式 2

行列を用いての連立方程式の解法を学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

逆行列1

掃き出し法による逆行列の求め方を学習し，関連の演習問題（レポート問題
）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

15回

逆行列2

掃き出し法による逆行列の求め方を学習し，関連の演習問題（レポート問題
）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【復習】科目の学修到達度レポートの作成・提出

60

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ｂ（２機宇）

676



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の数理Ⅰ◎Ａ（２建）

Linear Algebra I

1212501

前期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315　　　　　

藤城 謙一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では，各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。 
 本科目で学ぶ線形代数学は，理工学系の学科を専攻する学生にとって，工学・物理学・生物学・化学を学ぶ上で必要不
可欠な数学の基礎分野です。その幅広い応用性から最近では社会科学や人文科学でも必要な知識として学ばれてい
ます。  数（データ）の組が大量にあるとき，それらをそのまま取り扱うのは効率的ではありません。適切な体系において，数
の組をベクトルあるいは行列として取り扱えばその構造を捉えるだけでなく，その体系において種々の計算も可能となりま
す。このような性質もあって，統計学や微分積分学，微分方程式とも関連が深い科目です。  工学・情報系の数理Iにおい
ては，高校で学んだベクトルの知識を復習しつつ，行列を導入し，その基本理論を体系的に学び，さらに，その応用につい
て学習します。また，学習を通じて，様々な事柄について理論的・多面的に考察し，問題を解決する力を養うことも目的とし
ます。

新版数学シリーズ 新版線形代数演習　実教出版　岡本和夫・他　 978-4-407-32175-3

　　　 

ベクトルの概念を理解し、内積や成分表示について各種計算をすることができる。c

行列の概念を理解し、基本的な計算（和・差・積）や、行列を用いて連立一次方程式を解くことができる

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c, f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学生支援センターの学習支援時間
割を確認してください。

ベクトル　内積・外積　逆行列　連立方程式　　　　　　　　

（連携科目）確率・統計，工学・情
報系の基礎数理I（旧カリ：微分
積分学I），工学・情報系の基礎
数理II（旧カリ：微分積分学II）  （
発展科目）工学・情報系の数理I
I（旧カリ：線形代数学II），微分方
程式，制御工学に関する科目

工学・情報系の数理Ⅰ◎Ａ（２建）2021

2

2

選必

新版数学シリーズ 新版線形代数　実教出版　岡本和夫・他　　978-4-407-32169-2
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ａ（２建）

1)中間試験および定期試験。  2)図書館の科目に関係する蔵書についてのレポートを提出すれば、評
価に加味する。  3)毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)科目の学修
到達度レポート（ポートフォリオ）を作成し，自己評価する。

678

高等学校における，数学 I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、授業時間前後やオフィスアワーの時間帯に授業担当者へ質問するか，図書館4階の学生支
援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと
。  3. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ａ（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ベクトルの基礎

ベクトルの定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート問題）
を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

2回

ベクトルの応用 1

ベクトルの平面幾何への応用について学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

ベクトルの応用 2

ベクトルの平面幾何への応用について学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

ベクトルの内積

ベクトルの内積とその応用ついて学習し，関連の演習問題（レポート問題）を
解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

ベクトルの成分表示

ベクトルの成分表示とその応用について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

空間ベクトル 1

空間ベクトルの定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

7回

空間ベクトル 2

空間ベクトルの内積・成分表示について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

8回

中間試験と講評

中間試験，講評，内容の振り返り
講義

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

行列の基礎

行列の定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を
解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

行列の演算 1

演算の法則，数の演算との相違点について学習し，関連の演習問題（レポー
ト問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ａ（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

行列の演算 2

演算の法則，数の演算との相違点について学習し，関連の演習問題（レポー
ト問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

行列と連立方程式 1

連立方程式の行列表示・行基本操作について学習し，関連の演習問題（レ
ポート問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

行列と連立方程式 2

行列を用いての連立方程式の解法を学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

逆行列 1

掃き出し法による逆行列の求め方を学習し，関連の演習問題（レポート問題
）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

15回

逆行列 2

掃き出し法による逆行列の求め方を学習し，関連の演習問題（レポート問題
）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【復習】科目の学修到達度レポートの作成・提出

60
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681



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の数理Ⅰ◎Ｂ（２建）

Linear Algebra I

1212502

前期

h0004079 @m.sojo-u.ac.jp 

本館1階 非常勤講師室　　　　　

坂西 文俊（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では，各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。 
 本科目で学ぶ線形代数学は，理工学系の学科を専攻する学生にとって，工学・物理学・生物学・化学を学ぶ上で必要不
可欠な数学の基礎分野です。その幅広い応用性から最近では社会科学や人文科学でも必要な知識として学ばれてい
ます。  数（データ）の組が大量にあるとき，それらをそのまま取り扱うのは効率的ではありません。適切な体系において，数
の組をベクトルあるいは行列として取り扱えばその構造を捉えるだけでなく，その体系において種々の計算も可能となりま
す。このような性質もあって，統計学や微分積分学，微分方程式とも関連が深い科目です。  工学・情報系の数理Iにおい
ては，高校で学んだベクトルの知識を復習しつつ，行列を導入し，その基本理論を体系的に学び，さらに，その応用につい
て学習します。また，学習を通じて，様々な事柄について理論的・多面的に考察し，問題を解決する力を養うことも目的とし
ます。

　　　 

　　　 

ベクトルの概念を理解し、内積や成分表示について各種計算をすることができる。c

行列の概念を理解し、基本的な計算（和・差・積）や、行列を用いて連立一次方程式を解くことができる

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c, f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

授業時間前後の教室・非常勤講師
室

ベクトル　内積・外積　逆行列　連立方程式　　　　　　　　

（連携科目）確率・統計，工学・情
報系の基礎数理I（旧カリ：微分
積分学I），工学・情報系の基礎
数理II（旧カリ：微分積分学II）  （
発展科目）工学・情報系の数理I
I（旧カリ：線形代数学II），微分方
程式，制御工学に関する科目

工学・情報系の数理Ⅰ◎Ｂ（２建）2021

2

2

選必

新線形代数　大日本図書　井川治、碓氷久、金子真隆、高遠節夫、濵口直樹、前田善文、共著　　978-4-477-02641-1
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ｂ（２建）

1)中間試験および定期試験。  2)図書館の科目に関係する蔵書についてのレポートを提出すれば、評
価に加味する。  3)毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)科目の学修
到達度レポート（ポートフォリオ）を作成し，自己評価する。

683

高等学校における，数学 I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、授業時間前後やオフィスアワーの時間帯に授業担当者へ質問するか，図書館4階の学生支
援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと
。  3. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ｂ（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ベクトルの基礎

ベクトルの定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート問題）
を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

2回

ベクトルの応用 1

ベクトルの平面幾何への応用について学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

ベクトルの応用 2

ベクトルの平面幾何への応用について学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

ベクトルの内積

ベクトルの内積とその応用ついて学習し，関連の演習問題（レポート問題）を
解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

ベクトルの成分表示

ベクトルの成分表示とその応用について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

空間ベクトル 1

空間ベクトルの定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

7回

空間ベクトル 2

空間ベクトルの内積・成分表示について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

8回

中間試験と講評

中間試験，講評，内容の振り返り
講義

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

行列の基礎

行列の定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を
解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

行列の演算 1

演算の法則，数の演算との相違点について学習し，関連の演習問題（レポー
ト問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ｂ（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

行列の演算 2

演算の法則，数の演算との相違点について学習し，関連の演習問題（レポー
ト問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

行列と連立方程式 1

連立方程式の行列表示・行基本操作について学習し，関連の演習問題（レ
ポート問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

行列と連立方程式 2

行列を用いての連立方程式の解法を学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

逆行列1

掃き出し法による逆行列の求め方を学習し，関連の演習問題（レポート問題
）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

15回

逆行列2

掃き出し法による逆行列の求め方を学習し，関連の演習問題（レポート問題
）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【復習】科目の学修到達度レポートの作成・提出

60

2021 工学・情報系の数理Ⅰ◎Ｂ（２建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の数理ⅠＡ（２情）

Linear Algebra I

1212701

前期

h0004079 @m.sojo-u.ac.jp 

本館1階 非常勤講師室　　　　　

坂西 文俊（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では，各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。 
 本科目で学ぶ線形代数学は，理工学系の学科を専攻する学生にとって，工学・物理学・生物学・化学を学ぶ上で必要不
可欠な数学の基礎分野です。その幅広い応用性から最近では社会科学や人文科学でも必要な知識として学ばれてい
ます。  数（データ）の組が大量にあるとき，それらをそのまま取り扱うのは効率的ではありません。適切な体系において，数
の組をベクトルあるいは行列として取り扱えばその構造を捉えるだけでなく，その体系において種々の計算も可能となりま
す。このような性質もあって，統計学や微分積分学，微分方程式とも関連が深い科目です。  工学・情報系の数理Iにおい
ては，高校で学んだベクトルの知識を復習しつつ，行列を導入し，その基本理論を体系的に学び，さらに，その応用につい
て学習します。また，学習を通じて，様々な事柄について理論的・多面的に考察し，問題を解決する力を養うことも目的とし
ます。

　　　 

　　　 

ベクトルの概念を理解し、内積や成分表示について各種計算をすることができる。c

行列の概念を理解し、基本的な計算（和・差・積）や、行列を用いて連立一次方程式を解くことができる

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c, f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

授業時間前後の教室・非常勤講師
室

ベクトル　内積・外積　逆行列　連立方程式　　　　　　　　

（連携科目）確率・統計，工学・情
報系の基礎数理I（旧カリ：微分
積分学I），工学・情報系の基礎
数理II（旧カリ：微分積分学II）  （
発展科目）工学・情報系の数理I
I（旧カリ：線形代数学II），微分方
程式，制御工学に関する科目

工学・情報系の数理ⅠＡ（２情）2021

2

2

選必

新線形代数　大日本図書　井川治、碓氷久、金子真隆、高遠節夫、濵口直樹、前田善文、共著　　978-4-477-02641-1
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の数理ⅠＡ（２情）

1)中間試験および定期試験。  2)図書館の科目に関係する蔵書についてのレポートを提出すれば、評
価に加味する。  3)毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)科目の学修
到達度レポート（ポートフォリオ）を作成し，自己評価する。

688

高等学校における，数学 I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、授業時間前後やオフィスアワーの時間帯に授業担当者へ質問するか，図書館4階の学生支
援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと
。  3. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の数理ⅠＡ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ベクトルの基礎

ベクトルの定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート問題）
を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

2回

ベクトルの応用 1

ベクトルの平面幾何への応用について学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

ベクトルの応用 2

ベクトルの平面幾何への応用について学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

ベクトルの内積

ベクトルの内積とその応用ついて学習し，関連の演習問題（レポート問題）を
解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

ベクトルの成分表示

ベクトルの成分表示とその応用について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

空間ベクトル 1

空間ベクトルの定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

7回

空間ベクトル 2

空間ベクトルの内積・成分表示について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

8回

中間試験と講評

中間試験，講評，内容の振り返り
講義

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

行列の基礎

行列の定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を
解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

行列の演算 1

演算の法則，数の演算との相違点について学習し，関連の演習問題（レポー
ト問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 工学・情報系の数理ⅠＡ（２情）

690



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

行列の演算 2

演算の法則，数の演算との相違点について学習し，関連の演習問題（レポー
ト問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

行列と連立方程式 1

連立方程式の行列表示・行基本操作について学習し，関連の演習問題（レ
ポート問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

行列と連立方程式 2

行列を用いての連立方程式の解法を学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

逆行列1

掃き出し法による逆行列の求め方を学習し，関連の演習問題（レポート問題
）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

15回

逆行列2

掃き出し法による逆行列の求め方を学習し，関連の演習問題（レポート問題
）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【復習】科目の学修到達度レポートの作成・提出

60

2021 工学・情報系の数理ⅠＡ（２情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の数理ⅠＢ（２情）

Linear Algebra I

1212702

前期

kai @kumamoto-pct.ac.jp 

本館1階 非常勤講師室　　　　　

甲斐 隆志（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では，各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。 
 本科目で学ぶ線形代数学は，理工学系の学科を専攻する学生にとって，工学・物理学・生物学・化学を学ぶ上で必要不
可欠な数学の基礎分野です。その幅広い応用性から最近では社会科学や人文科学でも必要な知識として学ばれてい
ます。  数（データ）の組が大量にあるとき，それらをそのまま取り扱うのは効率的ではありません。適切な体系において，数
の組をベクトルあるいは行列として取り扱えばその構造を捉えるだけでなく，その体系において種々の計算も可能となりま
す。このような性質もあって，統計学や微分積分学，微分方程式とも関連が深い科目です。  工学・情報系の数理Iにおい
ては，高校で学んだベクトルの知識を復習しつつ，行列を導入し，その基本理論を体系的に学び，さらに，その応用につい
て学習します。また，学習を通じて，様々な事柄について理論的・多面的に考察し，問題を解決する力を養うことも目的とし
ます。

　　　 

　　　 

ベクトルの概念を理解し、内積や成分表示について各種計算をすることができる。c

行列の概念を理解し、基本的な計算（和・差・積）や、行列を用いて連立一次方程式を解くことができる

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c, f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

授業時間前後の教室・非常勤講師
室

ベクトル　内積・外積　逆行列　連立方程式　　　　　　　　

（連携科目）確率・統計，工学・情
報系の基礎数理I（旧カリ：微分
積分学I），工学・情報系の基礎
数理II（旧カリ：微分積分学II）  （
発展科目）工学・情報系の数理I
I（旧カリ：線形代数学II），微分方
程式，制御工学に関する科目

工学・情報系の数理ⅠＢ（２情）2021

2

2

選必

新線形代数　大日本図書　井川治、碓氷久、金子真隆、高遠節夫、濵口直樹、前田善文、共著　　978-4-477-02641-1 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の数理ⅠＢ（２情）

1)中間試験および定期試験。  2)図書館の科目に関係する蔵書についてのレポートを提出すれば、評
価に加味する。  3)毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)科目の学修
到達度レポート（ポートフォリオ）を作成し，自己評価する。

693

高等学校における，数学 I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、授業時間前後やオフィスアワーの時間帯に授業担当者へ質問するか，図書館4階の学生支
援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと
。  3. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ベクトルの基礎

ベクトルの定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート問題）
を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

2回

ベクトルの応用 1

ベクトルの平面幾何への応用について学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

ベクトルの応用 2

ベクトルの平面幾何への応用について学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

ベクトルの内積

ベクトルの内積とその応用ついて学習し，関連の演習問題（レポート問題）を
解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

ベクトルの成分表示

ベクトルの成分表示とその応用について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

空間ベクトル 1

空間ベクトルの定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

7回

空間ベクトル 2

空間ベクトルの内積・成分表示について学習し，関連の演習問題（レポート
問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

8回

中間試験と講評

中間試験，講評，内容の振り返り
講義

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

行列の基礎

行列の定義とその演算について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を
解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

行列の演算 1

演算の法則，数の演算との相違点について学習し，関連の演習問題（レポー
ト問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 工学・情報系の数理ⅠＢ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

行列の演算 2

演算の法則，数の演算との相違点について学習し，関連の演習問題（レポー
ト問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

行列と連立方程式 1

連立方程式の行列表示・行基本操作について学習し，関連の演習問題（レ
ポート問題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

行列と連立方程式 2

行列を用いての連立方程式の解法を学習し，関連の演習問題（レポート問
題）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

逆行列1

掃き出し法による逆行列の求め方を学習し，関連の演習問題（レポート問題
）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

15回

逆行列2

掃き出し法による逆行列の求め方を学習し，関連の演習問題（レポート問題
）を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【復習】科目の学修到達度レポートの作成・提出

60

2021 工学・情報系の数理ⅠＢ（２情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理学◎①（１機）

fundamental physics

1220101

前期

machida@ed.sojo-u.ac.jp

F702　F803　　　　

町田 光男　上野 賢仁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に機械工学を学ぶ上で重要な力学を対象とし、その基礎的な内容について学習する。  
 前半では、物理量の単位、数値の表し方と計算法、必要な数学を学んだ後、力とベクトルの概念、物理量のベクトル表
現、力の合成と分解、力のつり合いについて学び、続いて位置と速度、速さと速度の関係、速度の合成、速度と加速度の
関係を学び、力の概念や運動の法則を理解し、簡単な運動を数式で表示できるようにする。   後半では、身の回りの簡単
な運動を与えられた条件のもとで解き、得られた解を解析する手法を身に付けるようにする。まず、等速度運動と等加速
度運動における位置、速度、加速度を運動方程式から求め、それらの関係について学ぶ。また、運動量保存則と力積につ
いて学ぶ。さらに、具体的な運動として、自由落下、鉛直投げ上げ、鉛直投げ下げなどの１次元の運動の解法と、水平投
射、斜方投射などの２次元の運動の解法について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で
行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

力学における力のつり合いと、位置（変位）、速度、加速度の関係を微分と積分を用いて理解することができる。c

直線運動や平面運動を理解し、運動方程式を用いて解くことができる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。

授業に積極的に取り組むことによって、学習意欲と集中力を養うことができる。

c

c, g

g

町田：木曜5時限、上野：木曜4時
限

力　速度と加速度　運動の法則　運動方程式　　具体的な運動　　　　　　

１．物理学  ２．物理学実験

基礎物理学◎①（１機）2021

1

2

必修

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎物理学◎①（１機）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

698

１．高校の数学  ２．高校の物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、特に機械工学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目では、専門教育への
接続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ機械工学の専門家になるための自然科学の基
礎を身につける。特に、物理学における分野（力学）の基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理
解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 基礎物理学◎①（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

物理学を学ぶにあたって

物理量の単位、数値の表し方と計算法について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (1章 物理量の単位と次元)。

60

テーマ

内容

2回

ベクトル

力学に必要な力とベクトルの概念、物理量（位置、力）のベクトル表現につい
て学ぶ

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.1 ，2.2，2.3)。

60

テーマ

内容

3回

力の合成と分解

力の合成、力の分解について学ぶ 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.2)。

60

テーマ

内容

4回

力のつりあい

さまざまな場合に対する力のつり合いについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.3)。

60

テーマ

内容

5回

速度と加速度Ⅰ

位置（変位）と速度、速さと速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.4 位置、速度、加速度)。

60

テーマ

内容

6回

速度と加速度Ⅱ

速度の合成、速度と加速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.5 位置、速度、加速度の関係)。

60

テーマ

内容

7回

運動の法則Ⅰ

運動の第１法則（慣性の法則）について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 運動の3法則)。

60

テーマ

内容

8回

運動の法則Ⅱ

運動の第２法則（運動の法則）について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 運動の3法則)。

60

テーマ

内容

9回

運動の法則Ⅲ

運動の第３法則（作用反作用の法則）について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 運動の3法則)。

60

テーマ

内容

10回

中間試験

1.～9.までの学習到達度の評価。 講義  演
習

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

2021 基礎物理学◎①（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

等速度運動と等加速度運動

等速度運動と等加速度運動における位置、速度、加速度を運動方程式から
求め、それらの関係について学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)

60

テーマ

内容

12回

運動量と力積

運動量保存則と力積について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.3，3.4 運動量と力積)。

60

テーマ

内容

13回

具体的な運動Ⅰ

自由落下、鉛直投げ上げ、鉛直投げ下げなどの１次元の運動の解法（運動
方程式と初期条件）について学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

14回

具体的な運動Ⅱ

水平投射、斜方投射などの２次元の運動の解法（運動方程式と初期条件）
について学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

15回

中間試験  ／総括

後半の到達度を確認する。  ／総評、試験の返却と解説 試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成  ／到達目標に達していない部分について
理解し、学習すること  「到達度ポートフォリオ」の提出

180  
／60

2021 基礎物理学◎①（１機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理学◎②（１機）

fundamental physics

1220102

前期

machida@ed.sojo-u.ac.jp

F702　F803　　　　

町田 光男　上野 賢仁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に機械工学を学ぶ上で重要な力学を対象とし、その基礎的な内容について学習する。  
 前半では、物理量の単位、数値の表し方と計算法、必要な数学を学んだ後、力とベクトルの概念、物理量のベクトル表
現、力の合成と分解、力のつり合いについて学び、続いて位置と速度、速さと速度の関係、速度の合成、速度と加速度の
関係を学び、力の概念や運動の法則を理解し、簡単な運動を数式で表示できるようにする。   後半では、身の回りの簡単
な運動を与えられた条件のもとで解き、得られた解を解析する手法を身に付けるようにする。まず、等速度運動と等加速
度運動における位置、速度、加速度を運動方程式から求め、それらの関係について学ぶ。また、運動量保存則と力積につ
いて学ぶ。さらに、具体的な運動として、自由落下、鉛直投げ上げ、鉛直投げ下げなどの１次元の運動の解法と、水平投
射、斜方投射などの２次元の運動の解法について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で
行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

力学における力のつり合いと、位置（変位）、速度、加速度の関係を微分と積分を用いて理解することができる。c

直線運動や平面運動を理解し、運動方程式を用いて解くことができる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。

授業に積極的に取り組むことによって、学習意欲と集中力を養うことができる。

c

c, g

g

町田：木曜5時限、上野：木曜4時
限

力　速度と加速度　運動の法則　運動方程式　　具体的な運動　　　　　　

１．物理学  ２．物理学実験

基礎物理学◎②（１機）2021

1

2

必修

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎物理学◎②（１機）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

703

１．高校の数学  ２．高校の物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、特に機械工学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目では、専門教育への
接続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ機械工学の専門家になるための自然科学の基
礎を身につける。特に、物理学における分野（力学）の基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理
解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 基礎物理学◎②（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

物理学を学ぶにあたって

物理量の単位、数値の表し方と計算法について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (1章 物理量の単位と次元)。

60

テーマ

内容

2回

ベクトル

力学に必要な力とベクトルの概念、物理量（位置、力）のベクトル表現につい
て学ぶ

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.1 ，2.2，2.3)。

60

テーマ

内容

3回

力の合成と分解

力の合成、力の分解について学ぶ 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.2)。

60

テーマ

内容

4回

力のつりあい

さまざまな場合に対する力のつり合いについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.3)。

60

テーマ

内容

5回

速度と加速度Ⅰ

位置（変位）と速度、速さと速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.4 位置、速度、加速度)。

60

テーマ

内容

6回

速度と加速度Ⅱ

速度の合成、速度と加速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.5 位置、速度、加速度の関係)。

60

テーマ

内容

7回

運動の法則Ⅰ

運動の第１法則（慣性の法則）について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 運動の3法則)。

60

テーマ

内容

8回

運動の法則Ⅱ

運動の第２法則（運動の法則）について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 運動の3法則)。

60

テーマ

内容

9回

運動の法則Ⅲ

運動の第３法則（作用反作用の法則）について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 運動の3法則)。

60

テーマ

内容

10回

中間試験

1.～9.までの学習到達度の評価。 講義  演
習

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

2021 基礎物理学◎②（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

等速度運動と等加速度運動

等速度運動と等加速度運動における位置、速度、加速度を運動方程式から
求め、それらの関係について学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)

60

テーマ

内容

12回

運動量と力積

運動量保存則と力積について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.3，3.4 運動量と力積)。

60

テーマ

内容

13回

具体的な運動Ⅰ

自由落下、鉛直投げ上げ、鉛直投げ下げなどの１次元の運動の解法（運動
方程式と初期条件）について学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

14回

具体的な運動Ⅱ

水平投射、斜方投射などの２次元の運動の解法（運動方程式と初期条件）
について学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

15回

中間試験  ／総括

後半の到達度を確認する。  ／総評、試験の返却と解説 試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成  ／到達目標に達していない部分について
理解し、学習すること  「到達度ポートフォリオ」の提出

180  
／60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理学①（１ナ微生）

fundamental physics

1220201

前期

machida@ed.sojo-u.ac.jp

F702　F801　本館1階 非常勤講師室　　　

町田光男　板橋克美　福島和洋（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特にナノサイエンス学科、応用微生物工学科、応用生命科学を学ぶ上で重要な熱力学、
電磁気学、波を対象とし、その基礎的な内容について学習する。   具体的には、熱について、熱と温度との関係、熱容量
と比熱、理想気体の状態方程式、気体がする仕事、気体がする仕事、熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。電気
については、電荷の間にはたらくクーロンの法則、電場と電荷が電場から受ける力の関係、電位の定義、電場と電位の関
係、直列回路、並列回路の合成抵抗、磁石がつくる磁場、電流のまわりに発生する磁場と電磁誘導について学ぶ。波に
ついては、波を表す量、縦波と横波、波が示す性質、光波、音波が示す現象について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業で行
う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

波、熱、電気と磁気に関する基礎的な内容を理解することができる。

身の回りで起こる波、電気、磁気が関係する現象を理解することができる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。。

授業に積極的に取り組むことによって、学習意欲と集中力を養うことができる。

町田：木曜5時限、板橋：月曜4時
限、福島：授業終了後

音波と光波　熱、熱力学の第1法則　クーロンの法則　電場と電位、直流回路　　磁場、電磁誘導　
　　　　　

１．物理学  ２．物理学実験

基礎物理学①（１ナ微生）2021

1

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・物理学

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎物理学①（１ナ微生）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

708

１．高校の数学  ２．高校の物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つナノサイエンス学、応用微生物工学、応用生命科学の専
門家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（熱力学、電磁気学、波）の
基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につ
け、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 基礎物理学①（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

熱と温度

熱と温度との関係について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(7章 7.1 温度、7.2 熱)を読む。  【復習】小テス
トまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

2回

熱容量と比熱

熱容量と比熱について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(7章 7.3 熱容量と比熱)を読む。  【復習】小テ
ストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

3回

状態方程式と仕事

理想気体の状態方程式、気体がする仕事について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(7章 7.4 理想気体の状態方程式)を読む。  【
復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

4回

仕事

気体がする仕事 講義  演
習

【予習】教科書(8章 8.3 気体の体積変化による仕事)を読む。
  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

5回

熱力学の第一法則

熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(8章 8.2 熱力学の第1法則)を読む。  【復習】
小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

6回

クーロンの法則

電荷の間にはたらくクーロンの法則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(10章 10.2 クーロンの法則)を読む。  【復習】
小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

7回

電場

電場と電荷が電場から受ける力の関係について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(11章 11.1 電場)を読む。  【復習】小テストま
たは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

8回

電位

電位の定義、電場と電位の関係について学ぶ。 講義  試
験

【予習】教科書(11章 11.3 電位)を読む。  【復習】小テストま
たは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

9回

学習到達度判定

1.～8.の中間試験とまとめ 講義  演
習

【予習】教科書(授業範囲)を読む。  【復習】小テストまたは与
えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

直列回路と並列回路

直列回路、並列回路の合成抵抗等について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(12章 電流と直流回路)を読む。  【復習】小テ
ストまたは与えられた課題を解く。

60

2021 基礎物理学①（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

磁石と磁場

磁石がつくる磁場について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(13章 13.1 磁気力と磁荷、13.2 磁場と磁束
密度)を読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

12回

電流の作る磁場と電磁誘導

電流のまわりに発生する磁場と電磁誘導について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(13章 13.3 電流がつくる磁場、14章 14.1 フ
ァラデーの電磁誘導の法則)を読む。  【復習】小テストまたは
与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

13回

波とその性質Ⅰ

波を表す量、縦波と横波、波が示す性質について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(17章 波とその性質)を読む。  【復習】小テスト
または与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

14回

波とその性質Ⅱ

光波、音波が示す現象について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(18章 音波と光波)を読む。  【復習】小テストま
たは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

15回

学習到達度判定  ／1.～15.までのまとめと先端物
理学

1.～14.の中間試験とまとめ。  ／講義のまとめを行い、科学技術と日常生活
の関連について学ぶ。また、ナノ、バイオ、医療、それぞれの観点における先
端物理学を学ぶ。

講義  試
験

【予習】教科書(授業範囲)を読む。  【復習】小テストまたは与
えられた課題を解く。  「到達度ポートフォリオ」の作成  ／「到
達度ポートフォリオ」の提出

60  ／
60

2021 基礎物理学①（１ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理学②（１ナ微生）

fundamental physics

1220202

前期

machida@ed.sojo-u.ac.jp

F702　F801　本館1階 非常勤講師室　　　

町田光男　板橋克美　福島和洋（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特にナノサイエンス学科、応用微生物工学科、応用生命科学を学ぶ上で重要な熱力学、
電磁気学、波を対象とし、その基礎的な内容について学習する。   具体的には、熱について、熱と温度との関係、熱容量
と比熱、理想気体の状態方程式、気体がする仕事、気体がする仕事、熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。電気
については、電荷の間にはたらくクーロンの法則、電場と電荷が電場から受ける力の関係、電位の定義、電場と電位の関
係、直列回路、並列回路の合成抵抗、磁石がつくる磁場、電流のまわりに発生する磁場と電磁誘導について学ぶ。波に
ついては、波を表す量、縦波と横波、波が示す性質、光波、音波が示す現象について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業で行
う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

波、熱、電気と磁気に関する基礎的な内容を理解することができる。

身の回りで起こる波、電気、磁気が関係する現象を理解することができる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。。

授業に積極的に取り組むことによって、学習意欲と集中力を養うことができる。

町田：木曜5時限、板橋：月曜4時
限、福島：授業終了後

音波と光波　熱、熱力学の第1法則　クーロンの法則　電場と電位、直流回路　　磁場、電磁誘導　
　　　　　

１．物理学  ２．物理学実験

基礎物理学②（１ナ微生）2021

1

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・物理学

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎物理学②（１ナ微生）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

713

１．高校の数学  ２．高校の物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つナノサイエンス学、応用微生物工学、応用生命科学の専
門家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（熱力学、電磁気学、波）の
基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につ
け、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 基礎物理学②（１ナ微生）

714



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

熱と温度

熱と温度との関係について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(7章 7.1 温度、7.2 熱)を読む。  【復習】小テス
トまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

2回

熱容量と比熱

熱容量と比熱について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(7章 7.3 熱容量と比熱)を読む。  【復習】小テ
ストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

3回

状態方程式と仕事

理想気体の状態方程式、気体がする仕事について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(7章 7.4 理想気体の状態方程式)を読む。  【
復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

4回

仕事

気体がする仕事 講義  演
習

【予習】教科書(8章 8.3 気体の体積変化による仕事)を読む。
  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

5回

熱力学の第一法則

熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(8章 8.2 熱力学の第1法則)を読む。  【復習】
小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

6回

クーロンの法則

電荷の間にはたらくクーロンの法則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(10章 10.2 クーロンの法則)を読む。  【復習】
小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

7回

電場

電場と電荷が電場から受ける力の関係について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(11章 11.1 電場)を読む。  【復習】小テストま
たは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

8回

電位

電位の定義、電場と電位の関係について学ぶ。 講義  試
験

【予習】教科書(11章 11.3 電位)を読む。  【復習】小テストま
たは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

9回

学習到達度判定

1.～8.の中間試験とまとめ 講義  演
習

【予習】教科書(授業範囲)を読む。  【復習】小テストまたは与
えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

直列回路と並列回路

直列回路、並列回路の合成抵抗等について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(12章 電流と直流回路)を読む。  【復習】小テ
ストまたは与えられた課題を解く。

60

2021 基礎物理学②（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

磁石と磁場

磁石がつくる磁場について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(13章 13.1 磁気力と磁荷、13.2 磁場と磁束
密度)を読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

12回

電流の作る磁場と電磁誘導

電流のまわりに発生する磁場と電磁誘導について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(13章 13.3 電流がつくる磁場、14章 14.1 フ
ァラデーの電磁誘導の法則)を読む。  【復習】小テストまたは
与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

13回

波とその性質Ⅰ

波を表す量、縦波と横波、波が示す性質について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(17章 波とその性質)を読む。  【復習】小テスト
または与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

14回

波とその性質Ⅱ

光波、音波が示す現象について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(18章 音波と光波)を読む。  【復習】小テストま
たは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

15回

学習到達度判定  ／1.～15.までのまとめと先端物
理学

1.～14.の中間試験とまとめ。  ／講義のまとめを行い、科学技術と日常生活
の関連について学ぶ。また、ナノ、バイオ、医療、それぞれの観点における先
端物理学を学ぶ。

講義  試
験

【予習】教科書(授業範囲)を読む。  【復習】小テストまたは与
えられた課題を解く。  「到達度ポートフォリオ」の作成  ／「到
達度ポートフォリオ」の提出

60  ／
60

2021 基礎物理学②（１ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理学③（１ナ微生）

fundamental physics

1220203

前期

machida@ed.sojo-u.ac.jp

F702　F801　本館1階 非常勤講師室　　　

町田光男　板橋克美　福島和洋（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特にナノサイエンス学科、応用微生物工学科、応用生命科学を学ぶ上で重要な熱力学、
電磁気学、波を対象とし、その基礎的な内容について学習する。   具体的には、熱について、熱と温度との関係、熱容量
と比熱、理想気体の状態方程式、気体がする仕事、気体がする仕事、熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。電気
については、電荷の間にはたらくクーロンの法則、電場と電荷が電場から受ける力の関係、電位の定義、電場と電位の関
係、直列回路、並列回路の合成抵抗、磁石がつくる磁場、電流のまわりに発生する磁場と電磁誘導について学ぶ。波に
ついては、波を表す量、縦波と横波、波が示す性質、光波、音波が示す現象について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業で行
う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

波、熱、電気と磁気に関する基礎的な内容を理解することができる。

身の回りで起こる波、電気、磁気が関係する現象を理解することができる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。。

授業に積極的に取り組むことによって、学習意欲と集中力を養うことができる。

町田：木曜5時限、板橋：月曜4時
限、福島：授業終了後

音波と光波　熱、熱力学の第1法則　クーロンの法則　電場と電位、直流回路　　磁場、電磁誘導　
　　　　　

１．物理学  ２．物理学実験

基礎物理学③（１ナ微生）2021

1

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・物理学

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎物理学③（１ナ微生）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

718

１．高校の数学  ２．高校の物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つナノサイエンス学、応用微生物工学、応用生命科学の専
門家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（熱力学、電磁気学、波）の
基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につ
け、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 基礎物理学③（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

熱と温度

熱と温度との関係について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(7章 7.1 温度、7.2 熱)を読む。  【復習】小テス
トまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

2回

熱容量と比熱

熱容量と比熱について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(7章 7.3 熱容量と比熱)を読む。  【復習】小テ
ストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

3回

状態方程式と仕事

理想気体の状態方程式、気体がする仕事について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(7章 7.4 理想気体の状態方程式)を読む。  【
復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

4回

仕事

気体がする仕事 講義  演
習

【予習】教科書(8章 8.3 気体の体積変化による仕事)を読む。
  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

5回

熱力学の第一法則

熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(8章 8.2 熱力学の第1法則)を読む。  【復習】
小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

6回

クーロンの法則

電荷の間にはたらくクーロンの法則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(10章 10.2 クーロンの法則)を読む。  【復習】
小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

7回

電場

電場と電荷が電場から受ける力の関係について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(11章 11.1 電場)を読む。  【復習】小テストま
たは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

8回

電位

電位の定義、電場と電位の関係について学ぶ。 講義  試
験

【予習】教科書(11章 11.3 電位)を読む。  【復習】小テストま
たは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

9回

学習到達度判定

1.～8.の中間試験とまとめ 講義  演
習

【予習】教科書(授業範囲)を読む。  【復習】小テストまたは与
えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

直列回路と並列回路

直列回路、並列回路の合成抵抗等について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(12章 電流と直流回路)を読む。  【復習】小テ
ストまたは与えられた課題を解く。

60

2021 基礎物理学③（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

磁石と磁場

磁石がつくる磁場について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(13章 13.1 磁気力と磁荷、13.2 磁場と磁束
密度)を読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

12回

電流の作る磁場と電磁誘導

電流のまわりに発生する磁場と電磁誘導について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(13章 13.3 電流がつくる磁場、14章 14.1 フ
ァラデーの電磁誘導の法則)を読む。  【復習】小テストまたは
与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

13回

波とその性質Ⅰ

波を表す量、縦波と横波、波が示す性質について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(17章 波とその性質)を読む。  【復習】小テスト
または与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

14回

波とその性質Ⅱ

光波、音波が示す現象について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(18章 音波と光波)を読む。  【復習】小テストま
たは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

15回

学習到達度判定  ／1.～15.までのまとめと先端物
理学

1.～14.の中間試験とまとめ。  ／講義のまとめを行い、科学技術と日常生活
の関連について学ぶ。また、ナノ、バイオ、医療、それぞれの観点における先
端物理学を学ぶ。

講義  試
験

【予習】教科書(授業範囲)を読む。  【復習】小テストまたは与
えられた課題を解く。  「到達度ポートフォリオ」の作成  ／「到
達度ポートフォリオ」の提出

60  ／
60

2021 基礎物理学③（１ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理学◎①（１建）

fundamental physics

1220301

前期

amamoto@ed.sojo-u.ac.jp

F802　F702　　　　

天本徳浩　町田光男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に建築学を学ぶ上で重要な力学を対象とし、その基礎的な内容について学習する。   
前半では、速度と加速度、力の概念や運動の法則を理解し、簡単な運動を数式で表示できるようにする。後半では、身の
回りの簡単な運動を、与えられた条件のもとで解き、得られた解を解析する手法を身に付けるようにする。   具体的には、
まず、物理量の単位と物理学に必要な表現法、ベクトルの概念および表現法、力の合成、力の分解および力のつり合い
について学ぶ。次に、位置と速度と加速度の関係、運動の第1～3法則を理解した上で、自由落下、鉛直投げ上げ、鉛直
投げ下げなどの１次元の運動の解法（運動方程式と初期条件）と、水平投射、斜方投射などの２次元の運動の解法（運
動方程式と初期条件）について学ぶ。さらに、仕事、力学的エネルギーとその保存則、運動量とその保存則について学ぶ
。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

物理量をベクトルで表わす方法と、物体の運動の表し方を理解することができる。c

運動方程式の立て方および解き方と、典型的物体の運動（落体の運動、円運動、単振動、抵抗力を受けている物体の運動）を理
解することができる。

エネルギー保存則と運動量保存則を理解することができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c

g

c, gc, g

A A2 A2

天本：木曜5時限、町田：木曜5時
限

力　運動、運動方程式　仕事　力学的エネルギー　　運動量　　　　　　

１．物理学  ２．物理学実験

基礎物理学◎①（１建）2021

1

2

必修

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎物理学◎①（１建）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

723

１．高校の数学  ２．高校の物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、特に建築学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目では、専門教育への接
続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ建築学の専門家になるための自然科学の基礎を
身につける。特に、物理学における分野（力学）の基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理解」、「
汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 基礎物理学◎①（１建）

724



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

物理学を学ぶにあたって

物理学を学ぶのに必要な、物理量の表し方、ベクトルの概念および表現法に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (1章 物理量の単位と次元)。

60

テーマ

内容

2回

力

力の概念、力の合成と分解、力のつり合いについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.1 ，2.2，2.3)。

60

テーマ

内容

3回

運動の表し方Ⅰ

位置（変位）、速度、加速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.4 位置、速度、加速度)。

60

テーマ

内容

4回

運動の表し方Ⅱ

位置、速度、加速度が微分または積分により相互変換されることについて学
ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.5 位置、速度、加速度の関係)。

60

テーマ

内容

5回

運動の法則

運動の第１法則、第２法則、第３法則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 運動の3法則)。

60

テーマ

内容

6回

物体の運動と運動方程式

直線上の運動（自由落下、鉛直投げ上げ）を運動方程式を解いて理解でき
ることを学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

7回

物体の運動と運動方程式

平面上の運動（水平投射、射方投射）を運動方程式を解いて理解できること
を学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

8回

運動量

運動量の定義を学び、運動量保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.3, 3.4)。

60

テーマ

内容

9回

等速円運動

等速円運動をしている物体の運動の表し方について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

10回

中間試験

1.～8.の内容に関する中間試験とまとめ 試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

2021 基礎物理学◎①（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

振動

振動の運動について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

12回

摩擦や抵抗力を受けている物体の運動

摩擦や，空気・水の抵抗力について学び、その力を受けている物体の運動に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

13回

運動エネルギーと位置エネルギー

運動エネルギーと位置エネルギーについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

14回

力学的エネルギーの保存則

力学的エネルギーの保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

15回

中間試験  ／総括

学習到達度判定   1.～１４．.の内容に関する中間試験とまとめ  ／１．～１５．
の内容のまとめ

試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成  ／到達目標に達していない部分について
理解し、学習すること  「到達度ポートフォリオ」の提出

180  
／60

2021 基礎物理学◎①（１建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理学◎②（１建）

fundamental physics

1220302

前期

amamoto@ed.sojo-u.ac.jp

F802　F702　　　　

天本徳浩　町田光男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に建築学を学ぶ上で重要な力学を対象とし、その基礎的な内容について学習する。   
前半では、速度と加速度、力の概念や運動の法則を理解し、簡単な運動を数式で表示できるようにする。後半では、身の
回りの簡単な運動を、与えられた条件のもとで解き、得られた解を解析する手法を身に付けるようにする。   具体的には、
まず、物理量の単位と物理学に必要な表現法、ベクトルの概念および表現法、力の合成、力の分解および力のつり合い
について学ぶ。次に、位置と速度と加速度の関係、運動の第1～3法則を理解した上で、自由落下、鉛直投げ上げ、鉛直
投げ下げなどの１次元の運動の解法（運動方程式と初期条件）と、水平投射、斜方投射などの２次元の運動の解法（運
動方程式と初期条件）について学ぶ。さらに、仕事、力学的エネルギーとその保存則、運動量とその保存則について学ぶ
。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

物理量をベクトルで表わす方法と、物体の運動の表し方を理解することができる。c

運動方程式の立て方および解き方と、典型的物体の運動（落体の運動、円運動、単振動、抵抗力を受けている物体の運動）を理
解することができる。

エネルギー保存則と運動量保存則を理解することができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c

g

c, gc, g

A A2 A2

天本：木曜5時限、町田：木曜5時
限

力　運動、運動方程式　仕事　力学的エネルギー　　運動量　　　　　　

１．物理学  ２．物理学実験

基礎物理学◎②（１建）2021

1

2

必修

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎物理学◎②（１建）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

728

１．高校の数学  ２．高校の物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、特に建築学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目では、専門教育への接
続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ建築学の専門家になるための自然科学の基礎を
身につける。特に、物理学における分野（力学）の基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理解」、「
汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 基礎物理学◎②（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

物理学を学ぶにあたって

物理学を学ぶのに必要な、物理量の表し方、ベクトルの概念および表現法に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (1章 物理量の単位と次元)。

60

テーマ

内容

2回

力

力の概念、力の合成と分解、力のつり合いについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.1 ，2.2，2.3)。

60

テーマ

内容

3回

運動の表し方Ⅰ

位置（変位）、速度、加速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.4 位置、速度、加速度)。

60

テーマ

内容

4回

運動の表し方Ⅱ

位置、速度、加速度が微分または積分により相互変換されることについて学
ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.5 位置、速度、加速度の関係)。

60

テーマ

内容

5回

運動の法則

運動の第１法則、第２法則、第３法則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 運動の3法則)。

60

テーマ

内容

6回

物体の運動と運動方程式

直線上の運動（自由落下、鉛直投げ上げ）を運動方程式を解いて理解でき
ることを学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

7回

物体の運動と運動方程式

平面上の運動（水平投射、射方投射）を運動方程式を解いて理解できること
を学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

8回

運動量

運動量の定義を学び、運動量保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.3, 3.4)。

60

テーマ

内容

9回

等速円運動

等速円運動をしている物体の運動の表し方について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

10回

中間試験

1.～8.の内容に関する中間試験とまとめ 試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

2021 基礎物理学◎②（１建）

730



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

振動

振動の運動について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

12回

摩擦や抵抗力を受けている物体の運動

摩擦や，空気・水の抵抗力について学び、その力を受けている物体の運動に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

13回

運動エネルギーと位置エネルギー

運動エネルギーと位置エネルギーについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

14回

力学的エネルギーの保存則

力学的エネルギーの保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

15回

中間試験  ／総括

学習到達度判定   1.～１４．.の内容に関する中間試験とまとめ  ／１．～１５．
の内容のまとめ

試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成  ／到達目標に達していない部分について
理解し、学習すること  「到達度ポートフォリオ」の提出

180  
／60

2021 基礎物理学◎②（１建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理学①（１シス◎・１整操）

fundamental physics

1220401

後期

amamoto@ed.sojo-u.ac.jp

F802　本館1階 非常勤講師室　　　　

天本徳浩　池田達裕（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に宇宙航空システム工学を学ぶ上で重要な力学を対象とし、その基礎的な内容につい
て学習する。   前半では、速度と加速度、力の概念や運動の法則を理解し、簡単な運動を数式で表示できるようにする。
後半では、身の回りの簡単な運動を、与えられた条件のもとで解き、得られた解を解析する手法を身に付けるようにする。
   具体的には、まず、物理量の単位と物理学に必要な表現法、ベクトルの概念および表現法、力の合成、力の分解および
力のつり合いについて学ぶ。次に、位置と速度と加速度の関係、運動の法則を理解した上で、直線上の運動、平面上の
運動、等速円運動、フックの法則、単振動、抵抗力を受けている物体の運動について学ぶ。さらに、仕事、力学的エネルギ
ーとその保存則、運動量とその保存則について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行
う予定である。

基礎物理学　学術図書出版　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

物理量をベクトルで表わす方法と、物体の運動の表し方を理解することができる。c

運動方程式の立て方および解き方と、典型的物体の運動（落体の運動、円運動、単振動、抵抗力を受けている物体の運動）を理
解することができる。

エネルギー保存則と運動量保存則を理解することができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c

g

天本：木曜5時限、池田：授業終了
後

力　運動、運動方程式　仕事　力学的エネルギー　　運動量　　　　　　

１．物理学  ２．物理学実験

基礎物理学①（１シス◎・１整操）2021

1

2

必修

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎物理学①（１シス◎・１整操）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

733

１．高校の数学  ２．高校の物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、特に宇宙航空システム工学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目では、
専門教育への接続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ宇宙航空システム工学の専門
家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（力学）の基礎知識を修得し、
専門課程における「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践で
きるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 基礎物理学①（１シス◎・１整操）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

物理学を学ぶにあたって

物理学を学ぶのに必要な、物理量の表し方、ベクトルの概念および表現法に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (1章 物理量の単位と次元)。

60

テーマ

内容

2回

力

力の概念、力の合成と分解、力のつり合いについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.1 ，2.2，2.3)。

60

テーマ

内容

3回

運動の表し方Ⅰ

位置（変位）、速度、加速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.4 位置、速度、加速度)。

60

テーマ

内容

4回

運動の表し方Ⅱ

位置、速度、加速度が微分または積分により相互変換されることについて学
ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.5 位置、速度、加速度の関係)。

60

テーマ

内容

5回

運動の法則

運動の第１法則、第２法則、第３法則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 運動の3法則)。

60

テーマ

内容

6回

物体の運動と運動方程式

直線上の運動（自由落下、鉛直投げ上げ）を運動方程式を解いて理解でき
ることを学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

7回

物体の運動と運動方程式

平面上の運動（水平投射、射方投射）を運動方程式を解いて理解できること
を学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

8回

運動量

運動量の定義を学び、運動量保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.3, 3.4)。

60

テーマ

内容

9回

等速円運動

等速円運動をしている物体の運動の表し方について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

10回

中間試験

1.～8.の内容に関する中間試験とまとめ 試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

2021 基礎物理学①（１シス◎・１整操）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

振動

振動の運動について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

12回

摩擦や抵抗力を受けている物体の運動

摩擦や，空気・水の抵抗力について学び、その力を受けている物体の運動に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

13回

運動エネルギーと位置エネルギー

運動エネルギーと位置エネルギーについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

14回

力学的エネルギーの保存則

力学的エネルギーの保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

15回

中間試験  ／総括

学習到達度判定   1.～１４．.の内容に関する中間試験とまとめ  ／１．～１５．
の内容のまとめ

試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成  ／到達目標に達していない部分について
理解し、学習すること  「到達度ポートフォリオ」の提出

180  
／60

2021 基礎物理学①（１シス◎・１整操）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理学②（１シス◎・１整操）

fundamental physics

1220402

後期

amamoto@ed.sojo-u.ac.jp

F802　本館1階 非常勤講師室　　　　

天本徳浩　池田達裕（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に宇宙航空システム工学を学ぶ上で重要な力学を対象とし、その基礎的な内容につい
て学習する。   前半では、速度と加速度、力の概念や運動の法則を理解し、簡単な運動を数式で表示できるようにする。
後半では、身の回りの簡単な運動を、与えられた条件のもとで解き、得られた解を解析する手法を身に付けるようにする。
   具体的には、まず、物理量の単位と物理学に必要な表現法、ベクトルの概念および表現法、力の合成、力の分解および
力のつり合いについて学ぶ。次に、位置と速度と加速度の関係、運動の法則を理解した上で、直線上の運動、平面上の
運動、等速円運動、フックの法則、単振動、抵抗力を受けている物体の運動について学ぶ。さらに、仕事、力学的エネルギ
ーとその保存則、運動量とその保存則について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行
う予定である。

基礎物理学　学術図書出版　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

物理量をベクトルで表わす方法と、物体の運動の表し方を理解することができる。c

運動方程式の立て方および解き方と、典型的物体の運動（落体の運動、円運動、単振動、抵抗力を受けている物体の運動）を理
解することができる。

エネルギー保存則と運動量保存則を理解することができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c

g

天本：木曜5時限、池田：授業終了
後

力　運動、運動方程式　仕事　力学的エネルギー　　運動量　　　　　　

１．物理学  ２．物理学実験

基礎物理学②（１シス◎・１整操）2021

1

2

必修

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎物理学②（１シス◎・１整操）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

738

１．高校の数学  ２．高校の物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、特に宇宙航空システム工学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目では、
専門教育への接続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ宇宙航空システム工学の専門
家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（力学）の基礎知識を修得し、
専門課程における「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践で
きるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 基礎物理学②（１シス◎・１整操）

739



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

物理学を学ぶにあたって

物理学を学ぶのに必要な、物理量の表し方、ベクトルの概念および表現法に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (1章 物理量の単位と次元)。

60

テーマ

内容

2回

力

力の概念、力の合成と分解、力のつり合いについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.1 ，2.2，2.3)。

60

テーマ

内容

3回

運動の表し方Ⅰ

位置（変位）、速度、加速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.4 位置、速度、加速度)。

60

テーマ

内容

4回

運動の表し方Ⅱ

位置、速度、加速度が微分または積分により相互変換されることについて学
ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.5 位置、速度、加速度の関係)。

60

テーマ

内容

5回

運動の法則

運動の第１法則、第２法則、第３法則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 運動の3法則)。

60

テーマ

内容

6回

物体の運動と運動方程式

直線上の運動（自由落下、鉛直投げ上げ）を運動方程式を解いて理解でき
ることを学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

7回

物体の運動と運動方程式

平面上の運動（水平投射、射方投射）を運動方程式を解いて理解できること
を学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

8回

運動量

運動量の定義を学び、運動量保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.3, 3.4)。

60

テーマ

内容

9回

等速円運動

等速円運動をしている物体の運動の表し方について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

10回

中間試験

1.～8.の内容に関する中間試験とまとめ 試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

2021 基礎物理学②（１シス◎・１整操）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

振動

振動の運動について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

12回

摩擦や抵抗力を受けている物体の運動

摩擦や，空気・水の抵抗力について学び、その力を受けている物体の運動に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

13回

運動エネルギーと位置エネルギー

運動エネルギーと位置エネルギーについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

14回

力学的エネルギーの保存則

力学的エネルギーの保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

15回

中間試験  ／総括

学習到達度判定   1.～１４．.の内容に関する中間試験とまとめ  ／１．～１５．
の内容のまとめ

試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成  ／到達目標に達していない部分について
理解し、学習すること  「到達度ポートフォリオ」の提出

180  
／60

2021 基礎物理学②（１シス◎・１整操）

741



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理学①（１情）

fundamental physics

1220501

前

ueno@ed.sojo-u.ac.jp

F803　F802　本館1階 非常勤講師室　　　

上野賢仁　天本徳浩　福島和洋（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に情報学を学ぶ上で重要な力学を対象とし、その基礎的な内容について学習する。   
前半では、力学について学ぶ。まず、速度と加速度、力の概念や運動の法則を理解し、簡単な運動を数式で表示できるよ
うにする。その上で、身の回りの簡単な運動を、与えられた条件のもとで解き、得られた解を解析する手法を身に付けるよ
うにする。後半では、電気について学ぶ。   具体的には、まず、物理量の単位と物理学に必要な表現法、ベクトルの概念
および表現法、力の合成、力の分解および力のつり合いについて学ぶ。次に、位置と速度と加速度の関係、運動の法則を
理解した上で、直線上の運動、平面上の運動、等速円運動、フックの法則、単振動、抵抗力を受けている物体の運動につ
いて学ぶ。さらに、仕事、力学的エネルギーとその保存則、運動量とその保存則について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業
で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

物理量をベクトルで表わす方法と、物体の運動の表し方を理解することができる。c

運動方程式の立て方および解き方と、典型的物体の運動（落体の運動、円運動、単振動、抵抗力を受けている物体の運動）を理
解することができる。

エネルギー保存則と運動量保存則を理解することができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c

g

上野：木曜5時限、天本：木曜5時
限、福島：授業終了後

力　運動、運動方程式　仕事　力学的エネルギー　　運動量　　　　　　

１．物理学  ２．物理学実験

基礎物理学①（１情）2021

1

2

選択

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎物理学①（１情）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

743

１．高校の数学  ２．高校の物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ情報学の専門家になるための自然科学の基礎を身につ
ける。特に、物理学における分野（力学）の基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理解」、「汎用
的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 基礎物理学①（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

物理学を学ぶにあたって

物理学を学ぶのに必要な、物理量の表し方、ベクトルの概念および表現法に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (1章 物理量の単位と次元)。

60

テーマ

内容

2回

力

力の概念、力の合成と分解、力のつり合いについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.1 ，2.2，2.3)。

60

テーマ

内容

3回

運動の表し方Ⅰ

位置（変位）、速度、加速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.4 位置、速度、加速度)。

60

テーマ

内容

4回

運動の表し方Ⅱ

位置、速度、加速度が微分または積分により相互変換されることについて学
ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.5 位置、速度、加速度の関係)。

60

テーマ

内容

5回

運動の法則

運動の第１法則、第２法則、第３法則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 運動の3法則)。

60

テーマ

内容

6回

物体の運動と運動方程式

直線上の運動（自由落下、鉛直投げ上げ）を運動方程式を解いて理解でき
ることを学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

7回

物体の運動と運動方程式

平面上の運動（水平投射、射方投射）を運動方程式を解いて理解できること
を学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

8回

運動量

運動量の定義を学び、運動量保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.3, 3.4)。

60

テーマ

内容

9回

等速円運動

等速円運動をしている物体の運動の表し方について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

10回

中間試験

1.～8.の内容に関する中間試験とまとめ 試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

2021 基礎物理学①（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

振動

振動の運動について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

12回

摩擦や抵抗力を受けている物体の運動

摩擦や，空気・水の抵抗力について学び、その力を受けている物体の運動に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

13回

運動エネルギーと位置エネルギー

運動エネルギーと位置エネルギーについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

14回

力学的エネルギーの保存則

力学的エネルギーの保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

15回

中間試験／総括

学習到達度判定   1.～１４．.の内容に関する中間試験とまとめ  ／１．～１５．
の内容のまとめ

試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成  ／到達目標に達していない部分について
理解し、学習すること  「到達度ポートフォリオ」の提出

180  
／60

2021 基礎物理学①（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理学②（１情）

fundamental physics

1220502

前

ueno@ed.sojo-u.ac.jp

F803　F802　本館1階 非常勤講師室　　　

上野賢仁　天本徳浩　福島和洋（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に情報学を学ぶ上で重要な力学を対象とし、その基礎的な内容について学習する。   
前半では、力学について学ぶ。まず、速度と加速度、力の概念や運動の法則を理解し、簡単な運動を数式で表示できるよ
うにする。その上で、身の回りの簡単な運動を、与えられた条件のもとで解き、得られた解を解析する手法を身に付けるよ
うにする。後半では、電気について学ぶ。   具体的には、まず、物理量の単位と物理学に必要な表現法、ベクトルの概念
および表現法、力の合成、力の分解および力のつり合いについて学ぶ。次に、位置と速度と加速度の関係、運動の法則を
理解した上で、直線上の運動、平面上の運動、等速円運動、フックの法則、単振動、抵抗力を受けている物体の運動につ
いて学ぶ。さらに、仕事、力学的エネルギーとその保存則、運動量とその保存則について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業
で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

物理量をベクトルで表わす方法と、物体の運動の表し方を理解することができる。c

運動方程式の立て方および解き方と、典型的物体の運動（落体の運動、円運動、単振動、抵抗力を受けている物体の運動）を理
解することができる。

エネルギー保存則と運動量保存則を理解することができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c

g

上野：木曜5時限、天本：木曜5時
限、福島：授業終了後

力　運動、運動方程式　仕事　力学的エネルギー　　運動量　　　　　　

１．物理学  ２．物理学実験

基礎物理学②（１情）2021

1

2

選択

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎物理学②（１情）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

748

１．高校の数学  ２．高校の物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ情報学の専門家になるための自然科学の基礎を身につ
ける。特に、物理学における分野（力学）の基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理解」、「汎用
的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 基礎物理学②（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

物理学を学ぶにあたって

物理学を学ぶのに必要な、物理量の表し方、ベクトルの概念および表現法に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (1章 物理量の単位と次元)。

60

テーマ

内容

2回

力

力の概念、力の合成と分解、力のつり合いについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.1 ，2.2，2.3)。

60

テーマ

内容

3回

運動の表し方Ⅰ

位置（変位）、速度、加速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.4 位置、速度、加速度)。

60

テーマ

内容

4回

運動の表し方Ⅱ

位置、速度、加速度が微分または積分により相互変換されることについて学
ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.5 位置、速度、加速度の関係)。

60

テーマ

内容

5回

運動の法則

運動の第１法則、第２法則、第３法則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 運動の3法則)。

60

テーマ

内容

6回

物体の運動と運動方程式

直線上の運動（自由落下、鉛直投げ上げ）を運動方程式を解いて理解でき
ることを学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

7回

物体の運動と運動方程式

平面上の運動（水平投射、射方投射）を運動方程式を解いて理解できること
を学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

8回

運動量

運動量の定義を学び、運動量保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.3, 3.4)。

60

テーマ

内容

9回

等速円運動

等速円運動をしている物体の運動の表し方について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

10回

中間試験

1.～8.の内容に関する中間試験とまとめ 試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

2021 基礎物理学②（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

振動

振動の運動について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

12回

摩擦や抵抗力を受けている物体の運動

摩擦や，空気・水の抵抗力について学び、その力を受けている物体の運動に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

13回

運動エネルギーと位置エネルギー

運動エネルギーと位置エネルギーについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

14回

力学的エネルギーの保存則

力学的エネルギーの保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

15回

中間試験／総括

学習到達度判定   1.～１４．.の内容に関する中間試験とまとめ  ／１．～１５．
の内容のまとめ

試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成  ／到達目標に達していない部分について
理解し、学習すること  「到達度ポートフォリオ」の提出

180  
／60

2021 基礎物理学②（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎物理学③（１情）

fundamental physics

1220503

前

ueno@ed.sojo-u.ac.jp

F803　F802　本館1階 非常勤講師室　　　

上野賢仁　天本徳浩　福島和洋（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に情報学を学ぶ上で重要な力学を対象とし、その基礎的な内容について学習する。   
前半では、力学について学ぶ。まず、速度と加速度、力の概念や運動の法則を理解し、簡単な運動を数式で表示できるよ
うにする。その上で、身の回りの簡単な運動を、与えられた条件のもとで解き、得られた解を解析する手法を身に付けるよ
うにする。後半では、電気について学ぶ。   具体的には、まず、物理量の単位と物理学に必要な表現法、ベクトルの概念
および表現法、力の合成、力の分解および力のつり合いについて学ぶ。次に、位置と速度と加速度の関係、運動の法則を
理解した上で、直線上の運動、平面上の運動、等速円運動、フックの法則、単振動、抵抗力を受けている物体の運動につ
いて学ぶ。さらに、仕事、力学的エネルギーとその保存則、運動量とその保存則について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業
で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

物理量をベクトルで表わす方法と、物体の運動の表し方を理解することができる。c

運動方程式の立て方および解き方と、典型的物体の運動（落体の運動、円運動、単振動、抵抗力を受けている物体の運動）を理
解することができる。

エネルギー保存則と運動量保存則を理解することができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c

g

上野：木曜5時限、天本：木曜5時
限、福島：授業終了後

力　運動、運動方程式　仕事　力学的エネルギー　　運動量　　　　　　

１．物理学  ２．物理学実験

基礎物理学③（１情）2021

1

2

選択

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎物理学③（１情）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

753

１．高校の数学  ２．高校の物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ情報学の専門家になるための自然科学の基礎を身につ
ける。特に、物理学における分野（力学）の基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理解」、「汎用
的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 基礎物理学③（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

物理学を学ぶにあたって

物理学を学ぶのに必要な、物理量の表し方、ベクトルの概念および表現法に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (1章 物理量の単位と次元)。

60

テーマ

内容

2回

力

力の概念、力の合成と分解、力のつり合いについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.1 ，2.2，2.3)。

60

テーマ

内容

3回

運動の表し方Ⅰ

位置（変位）、速度、加速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.4 位置、速度、加速度)。

60

テーマ

内容

4回

運動の表し方Ⅱ

位置、速度、加速度が微分または積分により相互変換されることについて学
ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.5 位置、速度、加速度の関係)。

60

テーマ

内容

5回

運動の法則

運動の第１法則、第２法則、第３法則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 運動の3法則)。

60

テーマ

内容

6回

物体の運動と運動方程式

直線上の運動（自由落下、鉛直投げ上げ）を運動方程式を解いて理解でき
ることを学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

7回

物体の運動と運動方程式

平面上の運動（水平投射、射方投射）を運動方程式を解いて理解できること
を学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 運動方程式の解法)(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

8回

運動量

運動量の定義を学び、運動量保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.3, 3.4)。

60

テーマ

内容

9回

等速円運動

等速円運動をしている物体の運動の表し方について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

10回

中間試験

1.～8.の内容に関する中間試験とまとめ 試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

2021 基礎物理学③（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

振動

振動の運動について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

12回

摩擦や抵抗力を受けている物体の運動

摩擦や，空気・水の抵抗力について学び、その力を受けている物体の運動に
ついて学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

13回

運動エネルギーと位置エネルギー

運動エネルギーと位置エネルギーについて学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

14回

力学的エネルギーの保存則

力学的エネルギーの保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

15回

中間試験／総括

学習到達度判定   1.～１４．.の内容に関する中間試験とまとめ  ／１．～１５．
の内容のまとめ

試験  講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成  ／到達目標に達していない部分について
理解し、学習すること  「到達度ポートフォリオ」の提出

180  
／60

2021 基礎物理学③（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎化学Ⅰ（１機建宇情）

basic chemistry I

1221101

前期

itahashi@ed.sojo-u.ac.jp

F801　　　　　

板橋 克美　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 20 0 0 10 0 100

 私たちの身の回りには、実にさまざまな物質が存在する。海や山や動植物など自然に存在する物質、あるいは、私たちの
生活を豊かにする人工の物質など、いろいろある。化学はこれらの物質の性質、構造および物質間の反応を対象とした
学問であり、身の回りのすべての物質が化学の教材となる。   この講義では化学を専攻しない学生にも化学の基礎を理
解してもらい、その上で日常生活と化学のさまざまな接点を概説する。題材として生活に関係した物質や現象をできるだ
け多くとりあげ、これらは化学的な見地からはどのようになっているのかを解説する。この講義を通して、化学の視点から
日常生活から先端工学や環境問題を理解し、興味を持つようになってもらいたい。なお、この科目は学士過程共通の学
習効果との対応に該当した科目である。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である
。

化学基礎　学術出版社　杉田雅美、吉田結城、田村嘉廣　 978-4-7806-0547-1

　　　 

講義でとり上げる工学や環境関するテーマについて、化学の考え方で理解することができる。c

小テスト、復習問題、課題に積極的に取り組むことによって、学習意欲と集中力を養うことができる。

無遅刻、無欠席の習慣を身に付けることができる。

g

c, gc, g

A A2 A2

授業終了後

原子の構造　周期律　化学結合　酸と塩基　　高分子　　　　　　

地学、基礎物理学、物理学Iなど（
連携科目）、化学II（発展科目）

基礎化学Ⅰ（１機建宇情）2021

1

2

選択

物質の基礎としての化学入門　学術出版社　千葉工業大学教育センター化学教室　　978-4-7806-0323-1
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎化学Ⅰ（１機建宇情）

(1) 中間試験、定期試験を行う。  (2) 授業中に演習あるいはレポート作成を実施し、理解度を確認する
。  (3) 単元ごとに課題を課し、適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。  テスト等は次回講義時間
にフィードバックする。

758

高校で学んだ化学をさらに深めた「化学の基礎」を学ぶことで、原子、分子の構造や結合について理解
できるようになるとともに、無機材料、有機材料の合成、反応、分析、評価法に関する基礎的な考察がで
きるようになる。また、工学や環境問題について、化学の基礎用語を用いて説明ができるようになる知識
を習得する。日々、新聞やサイエンス雑誌などに興味を持って接しておくことが大事。

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

本講義では、必要に応じて資料を配布する。高校までの「化学」の知識は特に必要ないが、講義内容をしっかり習得する
ように努めること。教科書は用いないので、必ずノートを取ること。また、ビデオ視聴に関しては講義中にレポートを作成し
提出する（レポート用紙を持参すること）。板書やスライドのカメラ撮影は禁止する。授業中の私語は、他の受講者に迷惑
となるので厳禁。毎回復習を講義時間外に行い、次回の講義中の復習問題で理解度を確認する。なお教員の事情により
、学習内容順が前後することがある。講義内容の順番については、初回に説明する。

2021 基礎化学Ⅰ（１機建宇情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

原子の構造

オリエンテーション、原子を構成する粒子、原子の表し方、同位体
講義

与えられた課題に取り組み、次の授業（周期表）の予習をする
。

60

テーマ

内容

2回

周期表

前回の復習、電子の配置と周期律、物質の表し方（化学式）
講義

与えられた課題に取り組み、次の授業（電子殻と電子構造）
の予習をする。

60

テーマ

内容

3回

電子殻と原子構造

前回の復習、電子殻、電子軌道
講義

与えられた課題に取り組み、次の授業（原子軌道への電子の
収容）の予習をする。

60

テーマ

内容

4回

原子軌道への電子の収容

前回の復習、原子軌道への電子の配置、多電子原子の電子配置
講義

与えられた課題に取り組み、次の授業（電子配置と周期表の
関係）の予習をする。

60

テーマ

内容

5回

電子配置と周期表の関係

前回の復習、電子配置と原子の性質、イオン化エネンルギーと電子親和力、
電気陰性度 講義

与えられた課題に取り組み、次の授業（イオン結合と金属結
合）の予習をする。

60

テーマ

内容

6回

化学結合Ⅰ

前回の復習、イオン結合、金属結合、イオン結晶と金属結晶の構造
講義

与えられた課題に取り組み、次の授業（共有結合）の予習を
する。

60

テーマ

内容

7回

化学結合Ⅱ

前回の復習、共有結合の考え方、電子式と構造式
講義

１回から７回までの授業の復習をする。

60

テーマ

内容

8回

中間試験と授業のまとめ

試験と１回から７回までの授業のまとめ
講義

与えられた課題に取り組み、次の授業（混成軌道）の予習を
する。

60

テーマ

内容

9回

混成軌道

中間試験問題の解説、ｓｐ３、ｓｐ２、ｓｐ混成軌道と分子構造、共有結合結晶
講義

与えられた課題に取り組み、次の授業（分子間力と水素結合
）の予習をする。

60

テーマ

内容

10回

分子間力と水素結合

前回の復習、分子の極性、分子間力、水素結合
講義

与えられた課題に取り組み、次の授業（物質の変化と化学反
応式）の予習をする。

60

2021 基礎化学Ⅰ（１機建宇情）

760



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

物質の変化と化学反応式

前回の復習、化学反応式とその書き方、化学反応式が表す意味、化学量論
講義

与えられた課題に取り組み次の授業（酸・塩基と中和反応）
の予習をする。

60

テーマ

内容

12回

酸・塩基と中和反応

前回の復習、酸と塩基、電離度と酸塩基の強弱、水の電離と水のイオン積
講義

与えられた課題に取り組み、次の授業（水溶液の性質）の予
習をする。

60

テーマ

内容

13回

水溶液の性質

前回の復習、水素イオン指数ｐH、酸塩基の中和
講義

与えられた課題に取り組み、次の授業（高分子）の予習をする
。

60

テーマ

内容

14回

高分子

前回の復習、合成高分子と天然高分子
講義

１回から１４回までの授業の復習をする。

60

テーマ

内容

15回

定期試験  ／講義の総括

試験  ／授業の総括と定期試験問題の解説 試験  ／
講義

定期試験の問題を解き直して授業にのぞむこと。

60

2021 基礎化学Ⅰ（１機建宇情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学実験（２ナ微生）

physics laboratory

1221601

前期

ueno@ed.sojo-u.ac.jp

F803　F702　F802　　　

上野賢仁　町田光男　天本徳浩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 45 45 0 10 0 100

 物理学実験は、今後、経験するであろう卒業研究や様々な応用実験の前に必ずやっておかねばならない学習実験であ
る。即ち、研究実験と異なり結果が分かっている実験なので逆に、基礎的実験器具類の取り扱い方を習熟することができ
る。また、測定で得られたデータの処理法、特に得られた物理量の精度及び有効数字の取り扱い方を学び、技術者として
必要な真摯な心構えを身に付ける。そして、論文（レポート）も分かりやすく簡潔で丁寧な書き方を目指す。   最初に、実
験の目的、実施方法、レポートの書き方、注意事項について講義し、実験で必要となるノギス、マイクロメーターの取り扱
い、計測方法、測定誤差・精度について習熟する。実験では、単振り子による重力加速度の大きさの測定、水熱量計を用
いた金属の比熱測定、サールの装置を用いた針金のヤング率測定、回折格子を用いた光の波長測定、オームの法則と
半導体の電気抵抗の温度依存を調べる実験、光電効果によるプランク定数の測定を行う。また、隔週で実施する演習で
は、有効数字と四則演算、物理量の単位、誤差と正規分布、最小二乗法について学び、発表を行う。    ※実験は対面で
行う。演習については、本年度は遠隔授業で行う。

基礎物理学　学術図書出版　原 康夫　 9784-7806-0300-2

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　 978-4-7806-0637-9

物理量の精度及び有効数字の取り扱い方を学び理解することができる。c

レポートの作成等を通して論理的な記述力と発表能力を身に付けることができる。

各人が自身で物理学実験を行うことにより、真摯な心構えを身に付けることができる。

共同研究者と協力して取り組むことにより、チームで仕事をする姿勢を身に付けることができる。

f

g

i

実験終了後

重力加速度　比熱　剛性率、ヤング率　光の波長　　オームの法則　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学

物理学実験（２ナ微生）2021

2

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・中学校 必修 高等学校 選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関
する科目／教科に関する専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・物理学実
験（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ活用を含む。）

物理学実験　　崇城大学物理学教室　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学実験（２ナ微生）

１．実験、レポートを評価する。（45点）  ２．演習では、多方面から評価するので、「演習の課題」、「プレゼ
ンテーション」等で評価する。（45点）  ３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200
～250文字で入力しプリントアウトして提出する。（10点）  ４．予定された実験を全て行い、レポートを提
出すること。（やむを得ない事情で欠席した場合は追実験を実施する。）  レポート等は次回講義時間に
フィードバックする。

763

１．基礎物理学  ２．物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、建築学、宇宙航空システム工学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目で
は、専門教育への接続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ建築学、宇宙航空システム
工学の専門家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（力学、波、熱力
学、電磁気学、原子物理学）の基礎知識を修得し、専門課程における「人間関係形成・社会形成能力」、
「自己理解・自己管理能力」、「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それ
らを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．班編成を行うので、班によって実験項目の順番が入れ替わることがある。  ２．受講者数によっては、実験室の収容人数
の都合上、実験項目を一部変更することがある。  ３．各自、実験ノートを用意すること。

2021 物理学実験（２ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

説明

実験の目的、実施方法、レポートの書き方、注意事項、安全に実験を行うた
めの注意 講義

【予習】基礎物理学・物理学で学んだことを整理し、テキスト
の該当箇所をよく読む（Ⅰ．）。【復習】説明された内容をよく理
解する  。

60

テーマ

内容

2回

ノギス・マイクロメーター

ノギス、マイクロメーターの取り扱い、計測方法、測定誤差・精度
実験

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅱ．1.）。【復習】使い方
をよく理解する。

60

テーマ

内容

3回

演習

有効数字と四則演算
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．5.）。【復習】演習問
題をよく理解する。

60

テーマ

内容

4回

単振り子による重力加速度の大きさの測定

単振り子を用いて重力加速度の大きさを測定する。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．2.）。  【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

テーマ

内容

5回

演習

物理量の単位
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．5.）。  【復習】演習
問題をよく理解する。

60

テーマ

内容

6回

比熱の測定

水熱量計を用いて鉄、銅及び真鍮の比熱を求める。
実験

【予習】テキストの前半部分を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．5.）。  【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

テーマ

内容

7回

演習

誤差と正規分布
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．4.）。  【復習】演習
問題をよく理解する。

60

テーマ

内容

8回

伸びによるヤング率の測定

サールの装置を用いて針金のヤング率を測定する。
実験

【予習】テキストの前半部分を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．6.）。  【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

テーマ

内容

9回

演習

最小二乗法
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．6.）。  【復習】演習
問題をよく理解する。

60

テーマ

内容

10回

光の波長測定

回折格子を用いて半導体レーザー光の波長を求める。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．10.）。【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

2021 物理学実験（２ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

演習

発表準備
演習  SGD

【予習】行った実験について調べる。  【復習】演習を踏まえて
調べたことを整理する。

60

テーマ

内容

12回

オームの法則／サーミスタ抵抗

オームの法則、半導体の電気抵抗の温度依存を調べる。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．11.12.）。  【復習】実験結果を整理し、レポ
ートを仕上げる。

60

テーマ

内容

13回

演習

発表準備
演習  SGD

【予習】行った実験について調べる。  【復習】演習を踏まえて
調べたことを整理する。

60

テーマ

内容

14回

光電効果によるプランク定数の測定

光電効果の測定によりプランク定数を求める。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく。  【復習】実験結果を整理し、レポートを仕上げ
る。

60

テーマ

内容

15回

演習

発表
演習  SGD

【予習】行った実験について調べる。  【復習】発表を振り返り、
考えを整理する。  「到達度ポートフォリオ」の作成、提出する
。

60

2021 物理学実験（２ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学実験（２建情）

physics laboratory

1221701

前期

ueno@ed.sojo-u.ac.jp

F803　F702　本館1階 非常勤講師室(またはF703)　　　

上野賢仁　町田光男　池田達裕（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 45 45 0 10 0 100

 物理学実験は、今後、経験するであろう卒業研究や様々な応用実験の前に必ずやっておかねばならない学習実験であ
る。即ち、研究実験と異なり結果が分かっている実験なので逆に、基礎的実験器具類の取り扱い方を習熟することができ
る。また、測定で得られたデータの処理法、特に得られた物理量の精度及び有効数字の取り扱い方を学び、技術者として
必要な真摯な心構えを身に付ける。そして、論文（レポート）も分かりやすく簡潔で丁寧な書き方を目指す。   最初に、実
験の目的、実施方法、レポートの書き方、注意事項について講義し、実験で必要となるノギス、マイクロメーターの取り扱
い、計測方法、測定誤差・精度について習熟する。実験では、単振り子による重力加速度の大きさの測定、水熱量計を用
いた金属の比熱測定、サールの装置を用いた針金のヤング率測定、回折格子を用いた光の波長測定、オームの法則と
半導体の電気抵抗の温度依存を調べる実験、光電効果によるプランク定数の測定を行う。また、隔週で実施する演習で
は、有効数字と四則演算、物理量の単位、誤差と正規分布、最小二乗法について学び、発表を行う。    ※実験は対面で
行う。演習については、本年度は遠隔授業で行う。

基礎物理学　学術図書出版　原 康夫　 9784-7806-0300-2

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　 978-4-7806-0637-9

物理量の精度及び有効数字の取り扱い方を学び理解することができる。c

レポートの作成等を通して論理的な記述力と発表能力を身に付けることができる。

各人が自身で物理学実験を行うことにより、真摯な心構えを身に付けることができる。

共同研究者と協力して取り組むことにより、チームで仕事をする姿勢を身に付けることができる。

f

g

i

c,f,g,ic,f,g,i

A A2 A2

実験終了後

重力加速度　比熱　剛性率、ヤング率　光の波長　　オームの法則　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学

物理学実験（２建情）2021

2

2

選択

物理学実験　　崇城大学物理学教室　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学実験（２建情）

１．実験、レポートを評価する。（45点）  ２．演習では、多方面から評価するので、「演習の課題」、「プレゼ
ンテーション」等で評価する。（45点）  ３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200
～250文字で入力しプリントアウトして提出する。（10点）  ４．予定された実験を全て行い、レポートを提
出すること。（やむを得ない事情で欠席した場合は追実験を実施する。）  レポート等は次回講義時間に
フィードバックする。

768

１．基礎物理学  ２．物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、建築学、宇宙航空システム工学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目で
は、専門教育への接続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ建築学、宇宙航空システム
工学の専門家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（力学、波、熱力
学、電磁気学、原子物理学）の基礎知識を修得し、専門課程における「人間関係形成・社会形成能力」、
「自己理解・自己管理能力」、「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それ
らを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．班編成を行うので、班によって実験項目の順番が入れ替わることがある。  ２．受講者数によっては、実験室の収容人数
の都合上、実験項目を一部変更することがある。  ３．各自、実験ノートを用意すること。

2021 物理学実験（２建情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

説明

実験の目的、実施方法、レポートの書き方、注意事項、安全に実験を行うた
めの注意 講義

【予習】基礎物理学・物理学で学んだことを整理し、テキスト
の該当箇所をよく読む（Ⅰ．）。【復習】説明された内容をよく理
解する  。

60

テーマ

内容

2回

ノギス・マイクロメーター

ノギス、マイクロメーターの取り扱い、計測方法、測定誤差・精度
実験

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅱ．1.）。【復習】使い方
をよく理解する。

60

テーマ

内容

3回

演習

有効数字と四則演算
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．5.）。【復習】演習問
題をよく理解する。

60

テーマ

内容

4回

単振り子による重力加速度の大きさの測定

単振り子を用いて重力加速度の大きさを測定する。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．2.）。  【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

テーマ

内容

5回

演習

物理量の単位
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．5.）。  【復習】演習
問題をよく理解する。

60

テーマ

内容

6回

比熱の測定

水熱量計を用いて鉄、銅及び真鍮の比熱を求める。
実験

【予習】テキストの前半部分を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．5.）。  【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

テーマ

内容

7回

演習

誤差と正規分布
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．4.）。  【復習】演習
問題をよく理解する。

60

テーマ

内容

8回

伸びによるヤング率の測定

サールの装置を用いて針金のヤング率を測定する。
実験

【予習】テキストの前半部分を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．6.）。  【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

テーマ

内容

9回

演習

最小二乗法
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．6.）。  【復習】演習
問題をよく理解する。

60

テーマ

内容

10回

光の波長測定

回折格子を用いて半導体レーザー光の波長を求める。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．10.）。【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

2021 物理学実験（２建情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

演習

発表準備
演習  SGD

【予習】行った実験について調べる。  【復習】演習を踏まえて
調べたことを整理する。

60

テーマ

内容

12回

オームの法則／サーミスタ抵抗

オームの法則、半導体の電気抵抗の温度依存を調べる。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．11.12.）。  【復習】実験結果を整理し、レポ
ートを仕上げる。

60

テーマ

内容

13回

演習

発表準備
演習  SGD

【予習】行った実験について調べる。  【復習】演習を踏まえて
調べたことを整理する。

60

テーマ

内容

14回

光電効果によるプランク定数の測定

光電効果の測定によりプランク定数を求める。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく。  【復習】実験結果を整理し、レポートを仕上げ
る。

60

テーマ

内容

15回

演習

発表
演習  SGD

【予習】行った実験について調べる。  【復習】発表を振り返り、
考えを整理する。  「到達度ポートフォリオ」の作成、提出する
。

60

2021 物理学実験（２建情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

薬学基礎化学◎（１薬）

Chemistry for Pharmacy Students

1230101

前期

kshimono@ph.sojo-u.ac.jp

PH326（下野和実）　PH341（竹下啓蔵）　PH422（寒水壽朗）　PH425（杉浦正晴
）　　

下野 和実　竹下 啓蔵　寒水 壽朗　杉浦 正晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　

45 45 0 5 0 0 5 0 100

高校化学に対する理解度が十分でない学生を念頭に、薬学を学ぶ上で必須となる化学の基礎的事項を解説する。本科
目と並行して行われる「薬学基礎化学演習」の授業と連携しながら、基本的な知識を確実に習得することを目標とする。
試験・小テスト等に対する学生へのフィードバックは、授業中に適宜行う。

高等学校で使用した「基礎化学」および「化学」の教科書　　　 

　　　 

本科目を通して理解できたり、思ったりしたことを簡潔にまとめることができる。

時間が許す限り午後はいつでも対
応

化学　リメディアル　　　　　　　　　　

薬学基礎化学演習

薬学基礎化学◎（１薬）2021

1

1

必須

随時、授業にて指定する。　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 薬学基礎化学◎（１薬）

２回の平常試験の結果と宿題課題評価を基本とし、授業態度等を加味して総合的に評価する。

773

本科目は以下のDPおよび学習アウトカムに対応する。なお、別途配布カリキュラムマップをあわせて参
照すること。  （DP）薬剤師としての高度な知識を修得したもの  （アウトカム）医薬品・生体に関する基
本的な知識に基づき、薬学・医療関係における問題点の思索・解決能力と自発的な学習態度を身につ
ける（有機化学・生薬学などの知識・技能を段階的に身につける）。



学修上の
注意

(SBOs)

本科目は、ハイフレックス型（対面授業とリアルタイムオンライン授業のハイブリッド）で行う。各自の都合に合わせ、対面
かオンラインを選択して受講すること。授業時間後にWebClassで確認テストを実施するので、必ず受験すること。  本科
目は薬学基礎化学演習と連動している。  レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正
行為とみなされます。    到達度目標    コアカリ記号  1.  単位と有効数字について説明できる。   大学独自1   2.  原子
量、分子量、物質量を説明できる。   大学独自2   3.  溶液の濃度計算と調製ができる。(技能)   大学独自3   4.  質量保
存の法則について説明できる。   大学独自4   5.  酸と塩基の基本的な性質および強弱の指標を説明できる。   大学独
自5   6.  弱酸・弱塩基の水溶液のpHが計算できる。   大学独自6   7.   化学結合の様式について説明できる。  C1(1)-
①-1  8.   酸・塩基平衡の概念について説明できる。  C2(2)-①-
1  9.  pHおよび解離定数について説明できる。   C2(2)-①-
2   10.  代表的な化合物をIUPAC規則に基づいて命名することができる。  C3(1)-①-
1   11.  薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。   C3(1)-①-
2   12.  基本的な化合物を、ルイス構造式で書くことができる。  C3(1)-①-
3  13.  ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。  C3(1)-①-
5  14.  基本的な有機反応機構を、電子の動きを示す矢印を用いて表すことができる。  C3(1)-①-
9  15.  代表的な官能基を列挙し、性質を説明できる。  C3(3)-①-1

2021 薬学基礎化学◎（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

受講法、授業スケジュール、成績評価の説明、授業前アンケート  担当：下
野

講義・演
習

（予習・復習）WebClassでのアナウンスも確認しておくこと。

90

テーマ

内容

2回

溶液の濃度

溶液の濃度､溶液の希釈  担当：下野  SBOs：大学独自3 講義・演
習

（予習）前半講義資料の2、3章を事前に読んでおくこと  （復
習）WebClassで確認テストを受験すること。また、解答を確
認し、講義内容を復習しておくこと。

90

テーマ

内容

3回

酸塩基平衡1

酸・塩基の電離  担当：竹下  SBOs：大学独自5,6;C2(2)-①-2 講義・演
習

（予習）前半講義資料の5章（中和反応から多塩基酸の電離
と解離定数まで）を事前に読んでおくこと。  （復習）必ず授業
内容の復習を行い、WebClassで確認テストを受験すること。

90

テーマ

内容

4回

酸塩基平衡3

pH変化による酸・塩基の電離平衡の移動、緩衝液  担当：竹下  SBOs：大
学独自5,6;C2(2)-①-2

講義・演
習

（予習）前半講義資料の5章（pH変化に伴う弱酸・弱塩基の
電離から緩衝液まで）を事前に読んでおくこと。  （復習）必ず
授業内容の復習を行い、WebClassで確認テストを受験する
こと。

90

テーマ

内容

5回

まとめ１

まとめと平常試験（下野・竹下担当分）  担当：下野・竹下 講義・試
験

必ず授業内容の復習を行っておくこと。

90

テーマ

内容

6回

有機化学概論

大学における有機化学  担当：寒水  SBOs：C1(1)-①-1,C2(2)-①-
1,C3(1)-①-3,5,C3(1)- ①-9,C3(3)-①-1

講義・演
習

（予習）後半講義資料を事前に読んでおくこと  （復習）Web
Classで確認テストを受験すること。また、解答を確認し、講義
内容を復習しておくこと。

90

テーマ

内容

7回

原子の電子配置とルイス構造

原子の電子配置、価電子、オクテット則、ルイス構造  担当：寒水  SBOs：C
1(1)-①-1,C3(1)-①-3,C3(1)-①-5

講義・演
習

（予習）後半講義資料を事前に読んでおくこと  （復習）Web
Classで確認テストを受験すること。また、解答を確認し、講義
内容を復習しておくこと。

90

テーマ

内容

8回

アルカンの命名

炭化水素の構造とIUPAC命名法  担当：杉浦  SBOs：C3(1)-①-1,2 講義・演
習

（予習）後半講義資料を事前に読んでおくこと  （復習）Web
Classで確認テストを受験すること。また、解答を確認し、講義
内容を復習しておくこと。

90

テーマ

内容

9回

酸と塩基

有機化学における酸と塩基  担当：杉浦  SBOs：大学独自5, C2(2)-①-
1, C3(1)-①-5

講義・演
習

（予習）後半講義資料を事前に読んでおくこと  （復習）Web
Classで確認テストを受験すること。また、解答を確認し、講義
内容を復習しておくこと。

90

テーマ

内容

10回

まとめ２

まとめと平常試験（寒水・杉浦担当分）  担当：寒水・杉浦 講義・試
験

必ず授業内容の復習を行っておくこと。

90

2021 薬学基礎化学◎（１薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

薬学基礎化学演習◎（１薬）

Chemistry for Pharmacy Students

1230201

前期

msugiura@ph.sojo-u.ac.jp

PH425（杉浦正晴）　PH326（下野和実）　PH430（武知進士）　PH422（寒水壽朗
）　　PH254（月川健士）

杉浦 正晴　下野 和実　武知 進士　寒水 壽朗　　月川 健士　竹下 啓蔵　宮本 秀一　　　　　
　　　　　　　　　

0 0 20 75 0 0 5 0 100

演習を通して、薬学を学ぶ上で必須となる化学の基本的な知識を確実に身につけることを目標とする。また、化学実験を
行う上で必要とされるレポートのまとめ方などについても学ぶ。本科目は、並行して行われる「薬学基礎化学」の授業内
容と連携しながら進める。レポート・小テスト等に対する学生へのフィードバックは、授業中に適宜行う。

高等学校で使用した「基礎化学」および「化学」の教科書　　　 

　　　 

本科目を通して理解できたり、思ったりしたことを簡潔にまとめることができる。

時間が許す限り午後はいつでも対
応

化学　リメディアル　　　　　　　　　　

薬学基礎化学

薬学基礎化学演習◎（１薬）2021

1

1

必須

実験実習の基本とデータのまとめ方　三恵社　崇城大学薬学部 編　　

薬学基礎化学演習 基礎化学実験　　薬学基礎化学演習担当教員作成　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 薬学基礎化学演習◎（１薬）

レポートおよび授業内の小テストの結果を基本とし、授業態度等を加味して総合的に評価する。  実習
レポートについては、原則として以下の評価指標に基づいて評価する。基準１を満たせば概ね合格とす
る。   [評価指標：レポート]   基準２．教科書、参考書等の記述を引用しながら、論理的に考察が述べら
れている。  基準１．自分の行った実験結果が適切に整理され、 考察が示されている。  基準０．実験事実
に基づいて実験結果が示されている。

777

本科目は以下のDPおよび学習アウトカムに対応する。なお、別途配布カリキュラムマップをあわせて参
照すること。  （DP）薬剤師としての高度な知識を修得したもの  （アウトカム）医薬品・生体に関する基
本的な知識に基づき、薬学・医療関係における問題点の思索・解決能力と自発的な学習態度を身につ
ける（有機化学・生薬学などの知識・技能を段階的に身につける）。



学修上の
注意

(SBOs)

本科目における講義は、ハイフレックス型（対面授業とリアルタイムオンライン授業のハイブリッド）で行う。各自の都合に
合わせ、対面かオンラインを選択して受講すること。授業時間後にWebClassで確認テストを実施するので、必ず受験す
ること。実験実習は実習室で行う。  本科目は薬学基礎化学と連動している。  レポート等の提出物のコピーアンドペース
トなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。    到達度目標    コアカリ記号  1.  単位と有効数字について説
明できる。   大学独自1   2.  原子量、分子量、物質量を説明できる。   大学独自2   3.  溶液の濃度計算と調製ができる。
(技能)   大学独自3   4.  質量保存の法則について説明できる。   大学独自4   5.  酸と塩基の基本的な性質および強弱
の指標を説明できる。   大学独自5   6.  弱酸・弱塩基の水溶液のpHが計算できる。   大学独自6   7.   化学結合の様
式について説明できる。  C1(1)-①-1  8.   酸・塩基平衡の概念について説明できる。  C2(2)-①-
1  9.  pHおよび解離定数について説明できる。   C2(2)-①-
2   10.  代表的な化合物をIUPAC規則に基づいて命名することができる。  C3(1)-①-
1   11.  薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。   C3(1)-①-
2   12.  基本的な化合物を、ルイス構造式で書くことができる。  C3(1)-①-
3  13.  ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。  C3(1)-①-
5  14.  基本的な有機反応機構を、電子の動きを示す矢印を用いて表すことができる。  C3(1)-①-
9  15.  代表的な官能基を列挙し、性質を説明できる。  C3(3)-①-
1  16.  適切な科学文と構成でレポートを作成できる。   大学独自7  17.  実験データを科学的に解析できる。  大学独自
8  18.  実験操作を適切に行うことができる。  大学独自9  19.   薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と
学習内容を関連づける。  A(5)-②-2

2021 薬学基礎化学演習◎（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

物理量と有効数字

物理量､単位､有効数字  担当：下野  SBOs：大学独自1,2 講義・演
習

（予習）前半講義資料の１章を事前に読んでおくこと  （復習）
WebClassで確認テストを受験すること。また、解答を確認し、
講義内容を復習しておくこと。

90

テーマ

内容

2回

化学平衡

化学平衡と平衡定数、酸と塩基  担当：下野  SBOs：大学独自4,5;C2(2)-
①-2

講義・演
習

（予習）前半講義資料の4章と5章酸と塩基を事前に読んで
おくこと  （復習）WebClassで確認テストを受験すること。ま
た、解答を確認し、講義内容を復習しておくこと。

90

テーマ

内容

3回

酸塩基平衡2

pHの計算、塩  担当：竹下  SBOs：大学独自5,6;C2(2)-①-2 講義・演
習

（予習）前半講義資料の5章（弱酸水溶液のpHからその他の
塩のpHまで）を事前に読んでおくこと。  （復習）必ず授業内
容の復習を行い、WebClassで確認テストを受験すること。

90

テーマ

内容

4回

レポートの書き方1

レポートの書き方の基本、科学文の基本  担当：杉浦  SBOs：大学独自7,8;
A(5)-②-2

講義・演
習

（予習）実験実習の教科書の３章を事前に読んでおくこと。  （
復習）次回までに文章表現演習問題の宿題およびエアー実
験レポートの作成をしておくこと。

90

テーマ

内容

5回

レポートの書き方2

レポート作成の基本、表作成の基本、データ解析の基本  担当：杉浦  SBO
s：大学独自7,8;A(5)-②-2

講義・演
習

（予習）実験実習の教科書の６・８章を事前に読んでおくこと。 
 （復習）文章表現演習問題の採点済みの解答、改訂したエ
アー実験レポート、レポートチェック表を提出すること。

90

テーマ

内容

6回

基礎実験実習1

基礎実験とレポート作成1  担当：下野・武知・月川・寒水・杉浦・竹下・宮本 
 SBOs：大学独自7,8,9;A(5)-②-2 実習

（復習）実験実習を踏まえて、レポートを作成し、提出すること。

90

テーマ

内容

7回

基礎実験実習2

基礎実験とレポート作成2  担当：下野・武知・月川・寒水・杉浦・竹下・宮本 
 SBOs：大学独自7,8,9;A(5)-②-2 実習

（復習）実験実習を踏まえて、レポートを作成し、提出すること。

90

テーマ

内容

8回

基礎実験実習3

基礎実験とレポート作成3  担当：下野・武知・月川・寒水・杉浦・竹下・宮本 
 SBOs：大学独自7,8,9;A(5)-②-2 実習

（復習）実験実習を踏まえて、レポートを作成し、提出すること。

90

テーマ

内容

9回

基礎実験実習4

基礎実験とレポート作成4  担当：下野・武知・月川・寒水・杉浦・竹下・宮本 
 SBOs：大学独自7,8,9;A(5)-②-2 実習

（復習）実験実習を踏まえて、レポートを作成し、提出すること。

90

テーマ

内容

10回

原子軌道と分子軌道

原子軌道、分子軌道、電気陰性度と結合  担当：寒水  SBOs：C1(1)-①-
1,C3(1)-①-3,C3(1)-①-5,C3(3)-①-1

講義・演
習

（予習）後半講義資料を事前に読んでおくこと  （復習）Web
Classで確認テストを受験すること。また、解答を確認し、講義
内容を復習しておくこと。

90

2021 薬学基礎化学演習◎（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

実験レポート講評

実験レポートの講評  担当：下野・武知・月川・寒水・杉浦・竹下・宮本  SBO
s：大学独自7,8;A(5)-②-2

講義・演
習

（復習）実験実習のレポートについて講評を行うので、レポー
ト作成上の注意点を再確認し、不備がある場合は再提出する
こと。

90

テーマ

内容

12回

有機反応と矢印

有機反応の矢印による表現  担当：杉浦  SBOs：大学独自5, C3(1)- ①-
9, C3(3)-①-1

講義・演
習

（予習）後半講義資料を事前に読んでおくこと  （復習）Web
Classで確認テストを受験すること。また、解答を確認し、講義
内容を復習しておくこと。

90

2021 薬学基礎化学演習◎（１薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

薬学基礎生物学◎（１薬）

Biology

1230301

前期前半

ohkuri@ph.sojo-u.ac.jp

P338　　　　　

大栗 誉敏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

27 68 0 0 0 0 5 0 100

 本学科の人材育成の目標の一つは、医療分野で活躍できる薬剤師である。高度な知識を身につけた薬剤師を目指す
学生には、生命活動の理解の基礎となる本科目は必要不可欠である。生物学は薬学を学ぶうえで重要な基礎学問であ
る。この講義では、特に高校で生物を学んでいない学生に向け高校レベルの生物学を分かりやすく解説していく。また高
校で生物を学んできた学生は復習としてしっかり理解し直し、さらなる発展的内容へ進むためにつなげていく。また、講義
を通して様々な医薬分野における課題に対応できる基礎能力と現象を定性的に捉えられる汎用的解析能力を養う。  試
験・小テスト・レポート等に対するフィードバックは講義を通じておこない、状況に応じて補講を設ける。

授業時に配布するプリントを使用する　　　 

　　　 

本科目を通して理解できたり、思ったりしたことを簡潔にまとめることができる。

時間が許す限りいつでも対応可

生物　　　　　　　　　　　

薬学の生物系専門科目

薬学基礎生物学◎（１薬）2021

1

2

必修

コア講義 生物学　裳華房　田村隆明　　978-4-7853-5218-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 薬学基礎生物学◎（１薬）

中間試験と定期試験の2回で評価する

782

高校生物

本科目は以下のDPおよび学習アウトカムに対応する。なお、別途配布カリキュラムマップをあわせて参
照すること。  （DP）薬剤師としての高度な知識を修得したもの  （アウトカム）医薬品・生体に関する基
本的な知識に基づき、薬学・医療関係における問題点の思索・解決能力と自発的な学習態度を身につ
ける（生物系薬学の知識・技能を段階的に身につける）。



学修上の
注意

(SBOs)

遅刻は認めない    到達度目標   JABEE記号orコアカリ記号  1.   「種」とは何か、説明できる。    大学独自1   2.   ヒト
の生物分類上の階級について説明できる。    大学独自2   3.   原核生物と真核生物の違いについて説明できる。    大
学独自3   4.   生物の分類における３つのドメインについてそれぞれ説明できる。    大学独自4   5.   対立遺伝子の概念
について、説明できる。    大学独自5   6.   メンデルの３つの法則についてそれぞれ説明できる。    大学独自6   7.   特
殊な遺伝を示す遺伝子について例を挙げ説明できる。    大学独自7   8.   遺伝子の実体は何か説明できる。    大学独
自8   9.   細胞膜の構造について、説明できる。    大学独自9   10.   アミノ酸とタンパク質の関係を説明できる。    大学
独自10   11.   DNAとRNAを構成するヌクレオチドの違いについて説明できる。    大学独自11   12.   DNAの構造に
ついて説明できる。    大学独自12   13.   ゲノムと遺伝子の違いについて説明できる。    大学独自13   14.   染色体の
構造を説明できる。    大学独自14   15.   DNAの半保存的複製とは何か説明できる。    大学独自15   16.   リーディン
グ鎖とラギング鎖におけるDNAの複製機構をそれぞれ説明できる。    大学独自16   17.   転写機構を説明できる。    大
学独自17   18.   転写調節の必要性を説明できる。    大学独自18   19.   翻訳機構を説明できる。    大学独自19   20
.   mRNA, tRNA, rRNAの役割についてそれぞれ説明できる。    大学独自20   21.   無性生殖と有性生殖についてそ
れぞれ説明できる。    大学独自21   22.   減数分裂のしくみについて説明できる。    大学独自22   23.   ヒトが個体に
なるまでの過程を説明できる。    大学独自23   24.   幹細胞と幹細胞の医療への応用について説明できる。    大学独自
24   25.   酵素について説明できる。    大学独自25   26.   ATPとその必要性について説明できる。    大学独自26   2
7.   エネルギー代謝の大きな流れを説明できる。    大学独自27   28.   どのようにヒトはエネルギー源を貯蔵するか説明
できる。    大学独自28   29.   内呼吸と外呼吸について説明できる。    大学独自29   30.   糖、蛋白質、脂質がどこでど
のように消化吸収されるか説明できる。    大学独自30   31.   肝臓のはたらきを説明できる。    大学独自31   32.   腎
臓のはたらきを説明できる。    大学独自32   33.   ホメオスタシスとは何か説明できる。    大学独自33   34.   浸透圧に
ついて説明できる。    大学独自34   35.   自律神経について説明できる。    大学独自35   36.   ホルモンについて説明
できる。    大学独自36   37.   ウイルスと細菌の違いについて説明できる。    大学独自37   38.   抗生物質とは何か説
明できる。    大学独自38   39.   獲得免疫について説明できる。    大学独自39   40.   アレルギーについて説明できる。
    大学独自40   41.   植物における光合成の目的について説明できる。    大学独自41   42.   光合成の明反応と暗反
応について説明できる。    大学独自42   43.   植物における窒素同化の目的としくみについて説明できる。    大学独自
43   44.   個体群密度について説明できる。    大学独自44   45.   生物群集について説明できる。    大学独自45   46.
   生態系とは何か説明できる。    大学独自46   47.   RNAワールド仮説について説明できる。    大学独自47   48.   ダ
ーウィンの進化論について例を挙げ説明できる。    大学独自48   49.   系統樹とその見方について説明できる。    大学
独自49

2021 薬学基礎生物学◎（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

生物学とは

生物学の学習の取り組み方
講義

教科書序章p1ー3をよく読んでくること。

30

テーマ

内容

2回

生物の種類

生物種、生物の分類、生物のドメイン    SBOs：大学独自1ー4
講義

教科書１章をしっかり読み、分からない所に線を引き、ノートに
書き出すこと。

120

テーマ

内容

3回

遺伝と遺伝子

対立遺伝子、メンデルの法則    SBOs：大学独自5ー8
講義

教科書２章をしっかり読み、分からない所に線を引き、ノートに
書き出すこと。  到達度目標を自分の言葉でまとめ、前回の疑
問点を解決すること。

120

テーマ

内容

4回

細胞とそこに含まれる物質

細胞膜の構造、蛋白質、核酸    SBOs：大学独自9ー12
講義

教科書３章をしっかり読み、分からない所に線を引き、ノートに
書き出すこと。  到達度目標を自分の言葉でまとめ、前回の疑
問点を解決すること。

120

テーマ

内容

5回

DNA複製と細胞の増殖

ゲノム、遺伝子、染色体、DNA複製    SBOs：大学独自13ー16
講義

教科書４章をしっかり読み、分からない所に線を引き、ノートに
書き出すこと。  到達度目標を自分の言葉でまとめ、前回の疑
問点を解決すること。

120

テーマ

内容

6回

遺伝子発現

転写、翻訳、RNAの役割    SBOs：大学独自17ー20
講義

教科書５章をしっかり読み、分からない所に線を引き、ノートに
書き出すこと。  到達度目標を自分の言葉でまとめ、前回の疑
問点を解決すること。

120

テーマ

内容

7回

生殖と発生・分化

生殖、減数分裂、細胞分化    SBOs：大学独自21ー24
講義

教科書６章をしっかり読み、分からない所に線を引き、ノートに
書き出すこと。  到達度目標を自分の言葉でまとめ、前回の疑
問点を解決すること。

120

テーマ

内容

8回

まとめ

2ー7回の解説
講義

これまでの分からなかった所を見返し、本当に理解したか確
認すること。  到達度目標を自分の言葉でまとめ、前回の疑問
点を解決すること。

120

テーマ

内容

9回

生命を支える化学反応

酵素、ATP、エネルギー代謝    SBOs：大学独自25ー28
講義

教科書７章をしっかり読み、分からない所に線を引き、ノートに
書き出す。  到達度目標を自分の言葉でまとめ、前回の疑問
点を解決する。

120

テーマ

内容

10回

動物の器官

呼吸、消化吸収、肝臓、腎臓    SBOs：大学独自29ー32
講義

教科書８章をしっかり読み、分からない所に線を引き、ノートに
書き出すこと。  到達度目標を自分の言葉でまとめ、前回の疑
問点を解決すること。

120

2021 薬学基礎生物学◎（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

多細胞生物個体の統御

ホメオスタシス、浸透圧、自律神経、ホルモン    SBOs：大学独自33ー36
講義

教科書9章をしっかり読み、分からない所に線を引き、ノートに
書き出すこと。  到達度目標を自分の言葉でまとめ、前回の疑
問点を解決すること。

120

テーマ

内容

12回

外的の侵入とその制御

ウイルスと細菌、免疫、アレルギー    SBOs：大学独自37ー40
講義

教科書10章をしっかり読み、分からない所に線を引き、ノート
に書き出すこと。  到達度目標を自分の言葉でまとめ、前回の
疑問点を解決すること。

120

テーマ

内容

13回

植物の生き方

光合成、窒素同化    SBOs：大学独自41ー43
講義

教科書11章をしっかり読み、分からない所に線を引き、ノート
に書き出すこと。  到達度目標を自分の言葉でまとめ、前回の
疑問点を解決すること。

120

テーマ

内容

14回

生物の進化

生物進化、RNAワールド、系統樹    SBOs：大学独自47ー49
講義

教科書13章をしっかり読み、分からない所に線を引き、ノート
に書き出すこと。  到達度目標を自分の言葉でまとめ、前回の
疑問点を解決すること。

120

テーマ

内容

15回

まとめ

9ー１４回の解説
講義

これまでの分からなかった所を見返し、本当に理解したか確
認すること。  到達度目標を自分の言葉でまとめ、前回の疑問
点を解決すること。

120

2021 薬学基礎生物学◎（１薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

薬学基礎物理学◎Ａ（１薬）

pharmaceutical physics

1231401

前期

fksm@kumamoto-u.ac.jp

本館１階 非常勤講師室　F802　　　　

福島 和洋（非常勤）　天本 徳浩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 25 0 0 0 5 0 100

 薬学は色々な学問から成り立っており、物理学もその１つとして重要である。高校で物理を履修していない学生、あるい
は高校の物理学に関する知識や理解度が十分でない学生などを念頭において、薬学を学ぶために必須となる高校の物
理学の基礎的事項を解説するとともに、本科目と並行して行われる薬学基礎物理学演習を通してそれらの知識が確実
に身に付くようにする。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

授業中に指示する　　　 

　　　 

薬学を学ぶために必須となる高校の物理学の基本的知識を修得することができる。c,g

物理学の基礎知識を修得することで薬学の専門科目（例えば物理化学Ⅰ，Ⅱなど）にスムーズに取り組むことができる。

授業に積極的に取り組むことによって、学習意欲と集中力を養うことができる。

c

c,g

福島：授業終了後、天本：木曜5時
限

音波と光波　電気と磁気　運動　仕事とエネルギー　　　　　　　　

薬学基礎物理学演習

薬学基礎物理学◎Ａ（１薬）2021

1

1

必修

薬学の基礎としての物理　学術図書出版社　大林康二 他 著　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

786



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 薬学基礎物理学◎Ａ（１薬）

１．中間試験を行う。（70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（25点）  ３．【学生の到達
度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（5点）  ４．中間試験、小
テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。  テスト等は次回
講義時間にフィードバックする。

787

１．高校の数学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ薬学の専門家になるための自然科学の基礎を身につけ
る。特に、物理学における分野（力学、波、電磁気学）の基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理
解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 薬学基礎物理学◎Ａ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

基本概念  

物理量、スカラー量とベクトル量、有効数字
講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(1章)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

2回

運動の法則 

力、力のつり合い、摩擦力
講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.1-
3)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

3回

運動の法則 

速さと速度、加速度、加速度運動、力と運動、ニュートンの運動の法則、落体
の運動 講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.4-
9 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

4回

エネルギー 

仕事、位置エネルギー、運動エネルギー、力学的エネルギーの保存則
講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1-
2 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

5回

波動    

波の表し方、波の重ね合わせ、回折、波の伝わり方、音波、光波
講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

6回

電荷と電流 

電荷・電場・電位、電流と抵抗、直流回路
講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(6章 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

7回

電場と磁場 

電流と磁場
講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

8回

学習到達度判定

1.～7.のまとめと試験 講義、試
験

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成・提出

180

2021 薬学基礎物理学◎Ａ（１薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

薬学基礎物理学◎Ｂ（１薬）

pharmaceutical physics

1231402

前期

fksm@kumamoto-u.ac.jp

本館１階 非常勤講師室　F802　　　　

福島 和洋（非常勤）　天本 徳浩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 25 0 0 0 5 0 100

 薬学は色々な学問から成り立っており、物理学もその１つとして重要である。高校で物理を履修していない学生、あるい
は高校の物理学に関する知識や理解度が十分でない学生などを念頭において、薬学を学ぶために必須となる高校の物
理学の基礎的事項を解説するとともに、本科目と並行して行われる薬学基礎物理学演習を通してそれらの知識が確実
に身に付くようにする。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

授業中に指示する　　　 

　　　 

薬学を学ぶために必須となる高校の物理学の基本的知識を修得することができる。c,g

物理学の基礎知識を修得することで薬学の専門科目（例えば物理化学Ⅰ，Ⅱなど）にスムーズに取り組むことができる。

授業に積極的に取り組むことによって、学習意欲と集中力を養うことができる。

c

c,g

福島：授業終了後、天本：木曜5時
限

音波と光波　電気と磁気　運動　仕事とエネルギー　　　　　　　　

薬学基礎物理学演習

薬学基礎物理学◎Ｂ（１薬）2021

1

1

必修

薬学の基礎としての物理　学術図書出版社　大林康二 他 著　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

790



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 薬学基礎物理学◎Ｂ（１薬）

１．中間試験を行う。（70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（25点）  ３．【学生の到達
度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（5点）  ４．中間試験、小
テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。  テスト等は次回
講義時間にフィードバックする。

791

１．高校の数学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ薬学の専門家になるための自然科学の基礎を身につけ
る。特に、物理学における分野（力学、波、電磁気学）の基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理
解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 薬学基礎物理学◎Ｂ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

基本概念  

物理量、スカラー量とベクトル量、有効数字
講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(1章)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

2回

運動の法則 

力、力のつり合い、摩擦力
講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.1-
3)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

3回

運動の法則 

速さと速度、加速度、加速度運動、力と運動、ニュートンの運動の法則、落体
の運動 講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.4-
9 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

4回

エネルギー 

仕事、位置エネルギー、運動エネルギー、力学的エネルギーの保存則
講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1-
2 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

5回

波動    

波の表し方、波の重ね合わせ、回折、波の伝わり方、音波、光波
講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

6回

電荷と電流 

電荷・電場・電位、電流と抵抗、直流回路
講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(6章 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

7回

電場と磁場 

電流と磁場
講義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

8回

学習到達度判定

1.～7.のまとめと試験 講義、試
験

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成・提出

180

2021 薬学基礎物理学◎Ｂ（１薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

薬学基礎物理学演習◎Ａ（１薬）

pharmaceutical physics exercises

1231501

前期

fksm@kumamoto-u.ac.jp

本館１階 非常勤講師室　F802　　　　

福島 和洋（非常勤）　天本 徳浩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

35 35 25 0 0 0 5 0 100

 薬学は色々な学問から成り立っており、物理学もその１つとして重要である。高校で物理学を履修していない学生、ある
いは高校の物理学に関する知識や理解度が十分でない学生などを念頭において、薬学を学ぶために必須となる高校の
物理学の基礎的事項について、本科目と並行して行われる薬学基礎物理学で学ぶ知識が確実に身に付くように演習を
行なう。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

授業中に指示する　　　 

　　　 

薬学を学ぶために必須となる高校の物理学の基本的知識を修得することができる。c,g

物理学の基礎知識を修得することで薬学の専門科目（例えば物理化学Ⅰ，Ⅱなど）にスムーズに取り組むことができる。

授業に積極的に取り組むことによって、学習意欲と集中力を養うことができる。

c

c,g

福島：授業終了後、天本：木曜5時
限

音波と光波　電気と磁気　運動　仕事とエネルギー　　　　　　　　

薬学基礎物理学

薬学基礎物理学演習◎Ａ（１薬）2021

1

1

必修

薬学の基礎としての物理　学術図書出版社　大林康二 他 著　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 薬学基礎物理学演習◎Ａ（１薬）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（25点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（5点）  
４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。  
テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

795

１．高校の数学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ薬学の専門家になるための自然科学の基礎を身につけ
る。特に、物理学における分野（力学、波、電磁気学）の基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理
解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 薬学基礎物理学演習◎Ａ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

基本概念  

物理量、スカラー量とベクトル量、有効数字
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(1章)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

2回

運動の法則 

力、力のつり合い、摩擦力
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.1-
3)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

3回

運動の法則 

速さと速度、加速度、加速度運動
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.4-
6 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

4回

運動の法則 

力と運動、ニュートンの運動の法則、落体の運動
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.7-
9 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

5回

エネルギー 

仕事
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解
く。

60

テーマ

内容

6回

エネルギー 

位置エネルギー、運動エネルギ
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解
く。

60

テーマ

内容

7回

エネルギー 

力学的エネルギーの保存則
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解
く。

60

テーマ

内容

8回

学習到達度判定 

1.～7.の内容に関する中間試験とまとめを行う。
試験

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

テーマ

内容

9回

波動    

波の表し方、波の重ね合わせ、回折、波の伝わり方
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 4.1-
3)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

波動    

音波、光波
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 4.4-
5)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

2021 薬学基礎物理学演習◎Ａ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

電荷と電流 

電荷・電場・電位
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(6章 6.1)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く
。

60

テーマ

内容

12回

電荷と電流 

電流と抵抗
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(6章 6.2)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く
。

60

テーマ

内容

13回

電荷と電流 

直流回路
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(6章 6.3)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く
。

60

テーマ

内容

14回

電場と磁場 

電流と磁場Ⅰ
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 7.1)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く
。

60

テーマ

内容

15回

電場と磁場   ／学習到達度判定 

電流と磁場Ⅱ  ／試験と総括 演習  ／
試験、講

義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 7.1)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く
。  ／試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度
ポートフォリオ」の作成・提出 60  ／

180

2021 薬学基礎物理学演習◎Ａ（１薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

薬学基礎物理学演習◎Ｂ（１薬）

pharmaceutical physics exercises

1231502

前期

fksm@kumamoto-u.ac.jp

本館１階 非常勤講師室　F802　　　　

福島 和洋（非常勤）　天本 徳浩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

35 35 25 0 0 0 5 0 100

 薬学は色々な学問から成り立っており、物理学もその１つとして重要である。高校で物理学を履修していない学生、ある
いは高校の物理学に関する知識や理解度が十分でない学生などを念頭において、薬学を学ぶために必須となる高校の
物理学の基礎的事項について、本科目と並行して行われる薬学基礎物理学で学ぶ知識が確実に身に付くように演習を
行なう。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

授業中に指示する　　　 

　　　 

薬学を学ぶために必須となる高校の物理学の基本的知識を修得することができる。c,g

物理学の基礎知識を修得することで薬学の専門科目（例えば物理化学Ⅰ，Ⅱなど）にスムーズに取り組むことができる。

授業に積極的に取り組むことによって、学習意欲と集中力を養うことができる。

c

c,g

福島：授業終了後、天本：木曜5時
限

音波と光波　電気と磁気　運動　仕事とエネルギー　　　　　　　　

薬学基礎物理学

薬学基礎物理学演習◎Ｂ（１薬）2021

1

1

必修

薬学の基礎としての物理　学術図書出版社　大林康二 他 著　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 薬学基礎物理学演習◎Ｂ（１薬）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（25点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（5点）  
４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。  
テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

800

１．高校の数学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ薬学の専門家になるための自然科学の基礎を身につけ
る。特に、物理学における分野（力学、波、電磁気学）の基礎知識を修得し、専門課程における「知識・理
解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 薬学基礎物理学演習◎Ｂ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

基本概念  

物理量、スカラー量とベクトル量、有効数字
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(1章)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

2回

運動の法則 

力、力のつり合い、摩擦力
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.1-
3)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

3回

運動の法則 

速さと速度、加速度、加速度運動
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.4-
6 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

4回

運動の法則 

力と運動、ニュートンの運動の法則、落体の運動
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(2章 2.7-
9 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

5回

エネルギー 

仕事
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.1 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解
く。

60

テーマ

内容

6回

エネルギー 

位置エネルギー、運動エネルギ
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解
く。

60

テーマ

内容

7回

エネルギー 

力学的エネルギーの保存則
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(3章 3.2 )。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解
く。

60

テーマ

内容

8回

学習到達度判定 

1.～7.の内容に関する中間試験とまとめを行う。
試験

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

テーマ

内容

9回

波動    

波の表し方、波の重ね合わせ、回折、波の伝わり方
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 4.1-
3)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

波動    

音波、光波
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 4.4-
5)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

2021 薬学基礎物理学演習◎Ｂ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

電荷と電流 

電荷・電場・電位
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(6章 6.1)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く
。

60

テーマ

内容

12回

電荷と電流 

電流と抵抗
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(6章 6.2)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く
。

60

テーマ

内容

13回

電荷と電流 

直流回路
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(6章 6.3)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く
。

60

テーマ

内容

14回

電場と磁場 

電流と磁場Ⅰ
演習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 7.1)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く
。

60

テーマ

内容

15回

電場と磁場   ／学習到達度判定 

電流と磁場Ⅱ  ／試験と総括 演習  ／
試験、講

義

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 7.1)。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く
。  ／試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度
ポートフォリオ」の作成・提出 60  ／

180

2021 薬学基礎物理学演習◎Ｂ（１薬）

803



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｍ（１機宇）

English Communication 1

1250101

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｍ（１機宇）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｍ（１機宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

805

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｍ（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｍ（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｍ（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｍ（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１機宇）

English Communication 1

1250102

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１機宇）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１機宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

811

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎C （１機宇）

English Communication 1

1250103

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎C （１機宇）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎C （１機宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

817

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎H（１機宇）

English Communication 1

1250104

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎H（１機宇）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎H（１機宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

823

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎H（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎H（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ⅰ（１機宇）

English Communication 1

1250105

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ⅰ（１機宇）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ⅰ（１機宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

829

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ⅰ（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ⅰ（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ⅰ（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ⅰ（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎N（１機宇）

English Communication 1

1250106

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎N（１機宇）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎N（１機宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

835

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎N（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎N（１機宇）

837



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎N（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎N（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｃ（１ナ建）

English Communication 1

1250201

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｃ（１ナ建）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｃ（１ナ建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)
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高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｃ（１ナ建）

845



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎O（１ナ建）

English Communication 1

1250202

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎O（１ナ建）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎O（１ナ建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

847

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎N（１ナ建）

English Communication 1

1250203

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎N（１ナ建）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎N（１ナ建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

853

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎S（１ナ建）

English Communication 1

1250204

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎S（１ナ建）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎S（１ナ建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)
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高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎S（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎S（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎S（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎S（１ナ建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎T（１ナ建）

English Communication 1

1250205

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎T（１ナ建）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎T（１ナ建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

865

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎N（１微生）

English Communication 1

1250301

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎N（１微生）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎N（１微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

871

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１微生）

English Communication 1

1250302

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１微生）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

877

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎T（１微生）

English Communication 1

1250303

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎T（１微生）2021

1

2

必修

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

882



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎T（１微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

883

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎T（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎T（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎T（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎T（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎U（１微生）

English Communication 1

1250304

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎U（１微生）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎U（１微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

889

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎U（１微生）

891



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎R（１微生）

English Communication 1

1250305

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎R（１微生）2021

1

2

必修

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

894



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎R（１微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

895

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎R（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎E（１微生）

English Communication 1

1250306

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎E（１微生）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎E（１微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

901

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎E（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎E（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎E（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎E（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｃ（１情）

English Communication 1

1250401

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｃ（１情）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｃ（１情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

907

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｃ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｃ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｃ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｃ（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｏ（１情）

English Communication 1

1250402

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｏ（１情）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｏ（１情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

913

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｍ（１情）

English Communication 1

1250403

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｍ（１情）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｍ（１情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

919

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｐ（１情）

English Communication 1

1250404

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｐ（１情）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｐ（１情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

925

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｐ（１情）

929



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｕ（１情）

English Communication 1

1250405

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｕ（１情）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｕ（１情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

931

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｕ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｕ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｕ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｕ（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｔ（１情）

English Communication 1

1250406

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｔ（１情）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｔ（１情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

937

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｄ（１美デ）

English Communication 1

1250501

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｄ（１美デ）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｄ（１美デ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

943

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｄ（１美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｒ（１美デ）

English Communication 1

1250502

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｒ（１美デ）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｒ（１美デ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

949

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｒ（１美デ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１美デ）

English Communication 1

1250503

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１美デ）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１美デ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

955

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ａ（１美デ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｄ（１薬）

English Communication 1

1250601

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｄ（１薬）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｄ（１薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)
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本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｒ（１薬）

English Communication 1

1250602

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｒ（１薬）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｒ（１薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)
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高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｒ（１薬）

968



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｕ（１薬）

English Communication 1

1250603

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｕ（１薬）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｕ（１薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

973

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｕ（１薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｇ（１薬）

English Communication 1

1250604

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｇ（１薬）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｇ（１薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

979

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｇ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｇ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｇ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｇ（１薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｓ（１薬）

English Communication 1

1250605

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｓ（１薬）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｓ（１薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

985

高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｓ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ◎Ｓ（１薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅠ（英語Ⅰ）◎（再履修）

English Communication 1

1250701

前期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア・エルトン 他 LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習しま
す。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Communi
cation 1 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of the cl
ass is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（家族、趣味、学校、教育）に関するトピックについて簡単な英会話を行うことができる。I can engage in simpl
e conversations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (family, free time, school and education).f,g

自身の身の周りに関する表現や使用頻度の高い単語を理解し活用する事ができる。I can both understand and use words
 and phrases that pertain to areas of immediate personal relevance.

対面式の会話においてパートナーと会話を開始し、会話内容を広げて継続し、会話を終えることができる。I can initiate, maint
ain and close simple face-to-face conversations.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 2、 
English Communication ３、E
nglish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅠ（英語Ⅰ）◎（再履修）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅠ（英語Ⅰ）◎（再履修）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)
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高校までに学んだ英語知識 High school English

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

崇城大学での英語の学習方法  How to study English Communicatio
n at Sojo 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

自己紹介 Self-introductions

個人情報 Exchanging personal information オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

スキルと能力  Skills and Abilities

練習と実践Practice and performance  (PCHAT)
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

家族 Talking about your family

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

家族 Talking about your family

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

家族 Talking about your family

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

趣味 Hobbies

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

趣味 Hobbies

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

趣味 Hobbies

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

音楽 Music

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

音楽 Music

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

音楽 Music

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

Mid-term Exam 中間試験 オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

テスト

トランスクリプト準備と試験結果のフィードバック Transcript preparation 
and feedback on exam results 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

スポーツとエクササイズ Sports & Exercise

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

映画 Movies

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

映画 Movies

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

映画 Movies

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

学校と教育  School and Education

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

学校と教育  School and Education

(練習Practice)  計画と練習Planning and Practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

学校と教育  School and Education

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

食べ物 Food

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

食べ物 Food

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

食べ物 Food

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation  小テスト 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

振り返りと自己評価

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させるcompletion of unfinished wo
rk

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＴＯＥＩＣ演習（選択外国語Ⅰ英語TOEIC）（２全学科）前期

TOEIC

1251901

前期

khorai@m.sojo-u.ac.jp

SILC201　　　　　

宝来華代子（実務経験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 25 10 0 0 20 5 100

本授業では英語能力測定テストの1つであるTOEIC（Test of English for International Communication）のListe
ning ＆Reading Testのリーディングセクションの学習対策を進めながら、基礎英文法理解と日常英会話やビジネスで
活用される英単語の習得を目指します。担当教員の前職における企業や社会人向けTOEIC研修の実務経験を活かし、
学習計画や効果的な学習に関してコースを通して教授します。  授業では文法の学習を中心に行い、教員からの説明も
ありますが、学習内容について自分で調べて理解し、練習問題が解けるようになってもらいたいと思います。従って学生
の主体的な取り組みが期待されます。新しいユニットに入る前には必ずテキストのテーマ解説とウォームアップは事前に
学習しておいてください。  初回と期末テストで同様の形式の模擬テストを行い学習成果を測ります。また学習ユニットご
とに復習テストを行います。学習内容を理解しTOEIC形式の問題を制限時間に解けるようになることを目指します。自分
に適切な学習方法を考え取り組むようにクラス外でSALCのリソース活用やオンライン等を活用した自立学習など、クラ
ス内外での自律学修の取り組みが期待されます。毎回のクラスでは学習への取り組みの振り返りを行い、それを基に自
主的な学習への取組みを考えてもらいます。単語については毎回、与えられた課題の単語テストが行われますので学習
しておきましょう。毎回のクラスの振り返りポートフォリオに対し教員のフィードバックがあります。必要であれば学習アド
バイジングも活用し学習の自己調整をするよう努めましょう。

新TOEICテスト文法問題でる1000問　アスク出版　TEX加藤　 978472179521

　　　 

TOEICに出る基本的な文法を学び理解することができる。g

英単語学習の習得を通して、学習を習慣的に行うことができる。

自分に合った学習方法を考えて取り組むことができる。

g

g

gg

A A4 A4

月曜3限目

TOEIC リーディング　基礎英文法　主体的な取り組み　　　　　　　　　

イングリッシュコミュニケーション
クラスI～IV（イングリッシュコミュ
ニケーションII、III,IVは受講経
験がなくても問題はありません）

ＴＯＥＩＣ演習（選択外国語Ⅰ英語TOEIC）（２全学科）前期2021

2-

2.

選択

公式TOEICListenig & Reading プラクティスリーディング編　一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会　ETS　　978-4-906033-60-7
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＴＯＥＩＣ演習（選択外国語Ⅰ英語TOEIC）（２全学科）前期

定期試験ではクラスの最初にTOEICリーディングセクション（60分程）のテストを行いますが、学期末
テストの結果と初回と比較による伸び率を評価します。  (20％)。中間テストには各単元ごとの復習テス
トも含みます（20%）。小テストは毎回のクラス課題単語テストの評価です（25％）。  レポートは文法に
ついて調べる課題と練習問題課題、宿題が含まれます（10％）。ポートフォリオ(20％)に含まれる評価は
、毎回のクラス終了後の振り返り記録（15％）と学期末の崇城ポートフォリオ（5％)になります。クラス外
での積極的なSALC等の活用などの自律学習活動についてはその他（5％)で評価いたします。クラス
内外での自分の学習課題やその取り組みについての振り返り記録を基に、SALCの活用（アドバイジン
グセッション、教材貸し出し、その他リソース活用等）や自主的なTOEICテスト受験を行った際は是非、
毎週のクラス後のポートフォリオに記録して下さい。

997

宝来華代子

基本的な英文法、単語知識。TOEIC受験経験者は350点以上程度の知識。

本科目においては基礎的・汎用的能（自己理解・自己管理力）を身につけ、それらを実践できるようにす
る。



学修上の
注意

(SBOs)

毎回の授業には必ず自分のパソコン、筆記用具を持参して下さい。欠席した場合は必ず、担当教員に連絡をし、遅れた学
習に取り組むようにしてください。正規出席…授業開始 15 分まで／遅刻出席…授業開始 30 分まで／30 分を超えた
場合は欠席扱いとなります。レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされ
ます。

2021 ＴＯＥＩＣ演習（選択外国語Ⅰ英語TOEIC）（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション 事前テスト

コースのオリエンテーションと自分のレベルを認識するための事前テスト。  
この回に欠席した学生は、クラス時間外でこのテスト受験を必須とします。 講義/演習

TOEIC Listening＆Readingテストについて概要を調べ理
解する。

90

テーマ

内容

2回

自己学習計画とポートフォリオ 

初回のテスト結果を基に自分の学習目標の設定と学習計画作成。 Quizlet
の活用方法を学び、自分で単語学習をできるようになる。文法の要素と品詞
の名称を確認理解できるようになる。

講義/演習

テキストUnit１文の要素と品詞（p.12－13）を予習。授業の学
習内容を復習。次回の単語課題の学習。

90

テーマ

内容

3回

Unit １文の要素と品詞

単語テスト１、品詞の見分け方、文の要素と構造を理解する。練習問題を解く
講義/演習

次回の単語課題の学習。 Web上の演習問題。次回ユニット
予習：テキスト(p.28-29) 自主課題：Unit 8

90

テーマ

内容

4回

Unit 2 形容詞・副詞

単語テスト２、形容詞・副詞の見分け方、文の要素、品詞の働きについて学
習 講義/演習

次回の単語課題の学習。  Web上の演習問題  自主課題：U
nit 9

90

テーマ

内容

5回

Unit 1&2 復習 動詞

単語テスト３、動詞の働き・品詞TOEIC形式練習問題を解く、自律学習
講義/演習

次回の単語課題の学習。  Web上の演習問題。これまでの復
習（SALC リソース活用推奨）  自主課題：Unit 10

90

テーマ

内容

6回

Unit 1&2 復習テスト

単語テスト４、復習・自律学習
講義/演習

次回の単語課題の学習。  Web上の演習問題  自主課題：U
nit 11

90

テーマ

内容

7回

Unit 3 動詞 

単語テスト５、動詞の働き・主語と動詞の関係を理解する、練習問題を解く
講義/演習

次回の単語課題の学習。テキスト予習（p.20-
22)  Web上の演習問題  自主課題：Unit 12

90

テーマ

内容

8回

Unit 3 動詞 

単語テスト６、動詞の時制ルールを理解する、練習問題を解く
講義/演習

次回の単語課題の学習。ポートフォリオ（振り返り）タスク完
成  自主課題：Unit 13

90

テーマ

内容

9回

Unit 4 動名詞・不定詞・分詞

単語テスト７、現在分詞・過去分詞・動名詞を理解する、練習問題を解く
講義/演習

次回の単語課題の学習。テキスト予習（p.44-
45)  Web上の演習問題  自主課題：Unit 14

90

テーマ

内容

10回

Unit 4 動名詞・不定詞・分詞

単語テスト８、不定詞・分詞構文を理解する、練習問題を解く
講義/演習

次回の単語課題の学習。  自主課題：Unit 15  Web上の演
習問題

90

2021 ＴＯＥＩＣ演習（選択外国語Ⅰ英語TOEIC）（２全学科）前期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

Unit 3＆4 復習テスト 学習振り返り

単語テスト９、
講義/演習

次回の単語課題の学習。  自主課題：Unit 16  Web上の演
習問題

90

テーマ

内容

12回

Unit 5 名詞・代名詞

単語テスト１０、
講義/演習

次回の単語課題の学習。テキスト予習（p.52-
53)  Web上の演習問題  自主課題：Unit 17

90

テーマ

内容

13回

長文読解

TOEIC PART7 長文読解の方略と練習問題
講義/演習

次回の単語課題の学習。  Web上の演習問題  自主課題：U
nit 18

90

テーマ

内容

14回

Unit 6 前置詞 Unit7 つなぐ言葉（接続詞・前置詞）

前置詞、接続詞を理解する、練習問題を解く
講義/演習

次回の単語課題の学習。 Web上の演習問題 自主課題：Un
it 19

90

テーマ

内容

15回

期末テスト

期末テスト、振り返りと今後の学習計画
講義/演習

ポートフォリオ（振り返り）  自主課題：Unit 20

90

2021 ＴＯＥＩＣ演習（選択外国語Ⅰ英語TOEIC）（２全学科）前期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｍ（２機）

English Communication 3

1252101

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｍ（２機）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｍ（２機）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1002

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｍ（２機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｍ（２機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｍ（２機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｍ（２機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２機）

English Communication 3

1252102

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２機）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２機）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1008

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｃ（２機）

English Communication 3

1252103

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｃ（２機）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｃ（２機）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1014

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｃ（２機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｃ（２機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｃ（２機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎C（２建）

English Communication 3

1252201

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎C（２建）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎C（２建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1020

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎O（２建）

English Communication 3

1252202

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎O（２建）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎O（２建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1026

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎O（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎O（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎O（２建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｎ（２建）

English Communication 3

1252203

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｎ（２建）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｎ（２建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1032

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｎ（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｎ（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎S（２ナ）

English Communication 3

1252301

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎S（２ナ）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎S（２ナ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1038

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎S（２ナ）

1040



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎T（２ナ）

English Communication 3

1252302

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎T（２ナ）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎T（２ナ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1044

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎T（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎T（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎T（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２微生）

English Communication 3

1252401

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２微生）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1050

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２微生）

English Communication 3

1252402

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２微生）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1056

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２微生）

1060



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎T（２微生）

English Communication 3

1252403

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎T（２微生）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎T（２微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1062

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎U（２微生）

English Communication 3

1252404

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎U（２微生）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎U（２微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1068

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎U（２微生）

1070



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎R（２微生）

English Communication 3

1252405

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎R（２微生）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎R（２微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1074

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎E（２微生）

English Communication 3

1252406

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎E（２微生）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎E（２微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1080

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎E（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎E（２微生）

1084



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎H（２宇）

English Communication 3

1252501

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎H（２宇）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎H（２宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1086

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎H（２宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎H（２宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎H（２宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎H（２宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎I（２宇）

English Communication 3

1252502

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎I（２宇）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎I（２宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1092

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎I（２宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎I（２宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎I（２宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎I（２宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２宇）

English Communication 3

1252503

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２宇）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1098

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎N（２宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｃ（２情）

English Communication 3

1252701

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｃ（２情）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1103



評価明細
基準

実務経験
のある
教員
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関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｃ（２情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1104

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｃ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｃ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｃ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｃ（２情）

1108



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｏ（２情）

English Communication 3

1252702

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｏ（２情）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｏ（２情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)
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英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｏ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｏ（２情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｍ（２情）

English Communication 3

1252703

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｍ（２情）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｍ（２情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1116

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｍ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｐ（２情）

English Communication 3

1252704

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｐ（２情）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連
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この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1122

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｕ（２情）

English Communication 3

1252705

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｕ（２情）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｕ（２情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1128

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｕ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｕ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｄ（２美デ）

English Communication 3

1252801

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｄ（２美デ）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｄ（２美デ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1134

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｄ（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｒ（２美デ）

English Communication 3

1252802

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｒ（２美デ）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｒ（２美デ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1140

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｒ（２美デ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２美デ）

English Communication 3

1252803

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２美デ）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２美デ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1146

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ａ（２美デ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｄ（２薬）

English Communication 3

1252901

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｄ（２薬）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｄ（２薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1152

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｄ（２薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｄ（２薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｄ（２薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｒ（２薬）

English Communication 3

1252902

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｒ（２薬）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
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教員

予備知識
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との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｒ（２薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)
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英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｒ（２薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｕ（２薬）

English Communication 3

1252903

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV
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2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｕ（２薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)
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英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｇ（２薬）

English Communication 3

1252904

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｇ（２薬）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｇ（２薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1170

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｓ（２薬）

English Communication 3

1252905

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｓ（２薬）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎Ｓ（２薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1176

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎（再履修）

English Communication 3

1253005

前期

silconline.jpを確認すること@.

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry, Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 10 10 10 0 35 20 100

自身の専門分野に関する話題に関する言語を中心に行います。簡単な調査を実施した結果をビデオプレゼンテーション
形式で発表します。  You will focus on topics and language connected to your field of study. You will cond
uct a simple survey and report your findings in a video presentation.    多様な英文を読む実践に向けて多読
、速読など様々な読解スキル練習を行います。  You will practice a variety of reading techniques to help prepar
e you to read diverse texts in English.    自律学習ユニットでは、ライティング、スピーキング、TOEICなど、各自が
自身の学習ニーズや興味のある分野を中心に学習します。  You will undertake a unit in self-
directed language learning in which you can focus on an area such as writing, speaking or TOEIC accor
ding to your own individual needs and interests.

　　　 

　　　 

私の専門分野に関する簡単で多様な英語文章を理解し、話し合うことができまる。I can understand and discuss a variety 
of simple English texts related to my field of study

f,g

簡単な調査を実施し、その結果を報告書にまとめたりビデオ発表を行うことができる。I can conduct a simple survey and re
port my findings as both a written report and a video presentation.

自分の学習ニーズ、スキルや興味に適切な学習を自分自身で実施することができる。I can direct my own language learni
ng according to my needs, abilities and interests.

f,g

f,g

ｆ,gｆ,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

調査 survey　専攻 major (subject)　ビデオプレゼンテーション video presentation　自己管理
型学習 self-directed learning　　　　　　　　

英語Ⅰ  英語Ⅱ  英語 IV

イングリッシュコミュニケーションⅢ◎（再履修）2021

2

2

必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎（再履修）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  Vocabulary tests ボキャブラリーテスト
は学期を通して、自分の専門分野に関連した単語や他の重要単語について練習するために行います。(
小テスト 10)   Survey report and video presentation リサーチ報告(レポート10)とビデオ発表(口
頭発表10)は自分の研究分野に関する簡単な話題について。  Mid-
term reading assessment 中間試験リーディング評価  (中間試験 15)    Online reading activiti
es オンライン読書課題 (その他10)  Self-
directed learning portfolio SDLポートフォリオには自律学習計画とその振り返りを含みます。   (ポ
ートフォリオ 25)  SOJO Portfolio SOJOポートフォリオ (ポートフォリオ 10)   PraxisEdオンライン単
語課題 (その他10)

1182

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。英語IIIの宿題として単語を練習する必要があり、自律学修センター（SALC)の教材やカンバセーションラウンジ、スキル
ズセンター等を含む活用することを勧めます。  To make significant improvements, it is necessary to continue y
our English study outside the regular class meetings. As such, independent study is an important part of 
the English Communication curriculum. For English Communication 3, you need to practice vocabulary 
for homework and we encourage you to make use of the resources in the Self Access Learning Center (S
ALC) including the Conversation Lounge and the Skills Center.    12ヵ月分のPraxisEd の使用登録が必要で
す。大学内書店で12か月分の使用登録カードは購入できます。  You need a 12-
month subscription to PraxisEd (praxisedcom). You can buy subscription cards from the university book
shop.     各クラスにマイク付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to e
ach class.    レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiari
sm, such as copying and pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎（再履修）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション Orientation

(対面)  自己紹介 Self-introductions
講義 演習

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 1

45

テーマ

内容

2回

自己管理型学習1   SDL 1

(オンデマンド)   言語学習者の私 (今までの語学学習の経験)  Me as a La
nguage Learner: Previous experiences of language learning e-L

オンライン自己紹介 Video Self-Introduction 2

45

テーマ

内容

3回

オンライン単語課題Online Vocabulary Study

(対面)  単語課題の導入 Introduction to PraxisEd vocabulary study
講義 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

4回

私の専攻 1   My Major 1

(オンデマンド)   文書読解１・語彙リスト１ Reading & Vocabulary 1  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

5回

私の専攻 2  My Major 2

(対面)   何を研究してるか？ What do you study?
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

私の専攻 3  My Major 3

(オンデマンド)   文書読解2・語彙リスト2 Reading & Vocabulary 2  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

私の専攻 4   My Major 4

(対面)   大学生活 My University Life
演習 実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

私の専攻 5   My Major 5

(オンデマンド)   文書読解3・語彙リスト3 Reading & Vocabulary 3  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

私の専攻 6   My Major 6

(対面)   簡単な調査実施 Conducting a simple survey
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

私の専攻 7   My Major 7

(オンデマンド)   文書読解4・語彙リスト4 Reading & Vocabulary 4  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎（再履修）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

私の専攻 8   My Major 8

(対面)    調査レポートライティング Writing a survey report
演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

12回

私の専攻 9   My Major 9

(オンデマンド)   文書読解5・語彙リスト5 Reading & Vocabulary 5  （学
科によりテーマや語彙は異なる） e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

13回

読解テスト  Mid-term test

(対面)  読解評価   Reading assessment and evaluation  (silconline.j
pでのフィードバック Feedback provided via SILC online) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

14回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 1  Presentat
ion Project 1

(オンデマンド)   先生からの中間フィードバック Mid-
term teacher feedback  文書読解: 最終発表課題 Reading: Final Pre
sentation topic

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

15回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 2 Presentati
on Project 2

(対面)   発表リサーチ・準備 Presentation research and preparation
AL・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

16回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 3 Presentati
on Project 3

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの調査研究実施  Conduct sur
vey for video presentation e-L・ PBL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 4  Presentat
ion Project 4

(対面)   調査結果の書き上げ  Write up survey results
実習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

18回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 5 Presentati
on Project 5

(オンデマンド)  ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit final presentation video

e-
L・ PBL・

AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

ビデオプレゼンテーションプロジェクト 6 Presentati
on Project 6

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations PBL・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

20回

自己管理型学習2   SDL 2

(オンデマンド)  言語学習者の私 (私の言語学習目標)   Me as  language
 learner (Language Learning Goals) e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎（再履修）

1185



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

自己管理型学習3   SDL 3

(対面)  各自学習計画と振り返り 1  Individual learning plans and refl
ections AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

22回

自己管理型学習4   SDL 4

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 2  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

23回

自己管理型学習5   SDL 5

(対面)  各自学習計画と振り返り 3 Individual learning plans and refle
ctions AL・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

24回

自己管理型学習6   SDL 6

(オンデマンド)  言語学習者の私 (教材と学習方法の評価)   Me as a Lan
guage Learner (Evaluating learning materials and methods)

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

25回

自己管理型学習7   SDL 7

(対面)  自律学習のための教材や方法の共有  Sharing materials and m
ethods for self-directed learning

AL ・SGD 
・演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

26回

自己管理型学習8   SDL 8

(オンデマンド)  各自学習計画と振り返り 4  Individual learning plans a
nd reflections

演習・e-
L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

27回

自己管理型学習9   SDL 9

(対面)  各自学習計画と振り返り 5 Individual learning plans and refle
ctions 演習・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

28回

自己管理型学習10   SDL 10

(オンデマンド)  自己管理型学習振り返りと評価   SDL reflection & self-
evaluation e-L・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

29回

EC3 復習 Course Review

(対面)   講座内容の復習  Review of course content
SGD・AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

最終振り返りと評価   Reflection and evaluation

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback AL

未完了の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅢ◎（再履修）

1186



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

アカデミック英語＊３（３全学科）※建築除く

Academic English

1254401

後期

hirschel@m.sojo-u.ac.jp

SILC 401　　　　　

ハーシェル・ロブ (他) Hirschel, Rob (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 15 0 30 0 40 0 100

この授業は3部構成です。There are three parts to the course.    1． 学問に関するディスカッションに参加したり会
話をリードするスキルを向上する。You will develop your ability to lead and participate in Academic Discussi
ons.     ２．英語講義でのリスニング力やメモの取り方（記述力）の効果的なスキルを向上する。You will work on impr
oving your listening and note-
taking skills to effectively participate in English lectures.    ３．研究分野のトピックに関してのプレゼンを準備す
る。プレゼンテーションの練習に励み、学内で発表を行う。You will give a presentation on a topic in your field of 
study. You will practice presentation skills and give a presentation to the university community. 

　　　 

　　　 

学問に関するディスカッションに参加し、会話をリードすることができる。I can participate in and lead academic discussio
ns.

f,g

英語講義に参加し、自分の意見を発表することができる。 I can participate in English lectures.

自分の専門分野に関するトピックについて調べ、デザインし、発表ができる。 I can research, design and give a presentatio
n on a topic in my field of study.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを参照してください
 ・ Please refer to silconline.
jp

学問分野の会話 ・ academic conversation　英語講義に参加するためのスキル ・ skills for participating i
n English lectures　研究分野の発表 ・ presentation on a topic in your field　　　　　　　　　

１．英語Ⅰ  ２．英語Ⅱ  ３．英語Ⅲ  
４．英語Ⅳ

アカデミック英語＊３（３全学科）※建築除く2021

3

2

選択
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 アカデミック英語＊３（３全学科）※建築除く

1．学習ポートフォリオは成績の30％であり、授業参加と全ての宿題を含む。  The Learning Portfolio,
 which is 30% of your grade, includes class participation and all homework.    2．専門分野
の発表（要約、デザイン、発表、自己評価）は成績の30％となる。  The  presentation (including abs
tract, design, presentation and self-
evaluation) is 30% of your grade.    3．学問に関するディスカッションを含む小テスト（15％）と中間
テスト（15％）。  Short tests include an Academic Discussion (15%) and a Mid-
term Test (15%).    4. SOJOポートフォリオは成績の10％となる。  The SOJO Portfolio is 10% of 
your grade.

1188

基礎的な英語力 ・ Basic English ability

学問に関するディスカッション力の向上を通して「人間関係形成・社会形成能力」を身に着ける。「自己
理解・自己管理能力」「課題対応力」等の基礎能力を英語講義、ポスター発表の実践を通し学ぶ。



学修上の
注意

(SBOs)

１．授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。何らかの理由で欠席しなければならいない場合は
担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい。If you do not attend class regularly and on
 time, you will not be able to pass the course. If you have to be absent for any reason you must contact y
our teacher to catch up any work missed.    ２．宿題は非常に重要な要素です。宿題は授業で学んだこと、テスト準
備、授業活動や将来学習する語学スキル（を練習できるように作成されています。週に1.5時間は宿題に費やすことを目
指さなければなりません。Homework is a very important part of the course. The homework activities are desi
gned to practice what you study in class, prepare for tests and class activities and further develop your l
anguage skills. You should spend about 1.5 hours per week doing English homework.    3．レポート等の提
出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, including copy and p
asting submissions such as reports is NOT acceptable.

2021 アカデミック英語＊３（３全学科）※建築除く
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

自己紹介、コースの説明、宿題の説明  Self-
introductions, Course Explanation, Homework Explanation

対面、  
講義、演

習

スキルズセンター(SC)、英会話ラウンジ(CL)等、Skills Cent
er (SC), Conversation Lounge (CL), etc. (15分), 英語
の日記 English Diary（30分）

45

テーマ

内容

2回

学問に関するディスカッションAcademic Discussi
on Introduction

学問に関するディスカッションスキル練習  Academic Discussion Skills 
and Practice (introducing a topic, paraphrasing, summarizing)

対面、  
講義、演

習

SC, CL等（15分）、英語の日記 English Diary（30分）、ディ
スカッションスキル練習Discussion Skills Practice（45分）

90

テーマ

内容

3回

学問に関するディスカッションスキル練習 Academi
c Discussion Skills & Practice

学問に関するディスカッションスキル練習  Academic Discussion Skills 
and Practice (introducing a topic, paraphrasing, summarizing)

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、ディスカッションスキル練
習 Academic Discussion Preparation（45分）

90

テーマ

内容

4回

学生リーダーディスカッション Student-
led Discussions

学生リーダーディスカッション（評価）  Students lead Academic Discuss
ions (skill-
based assessment),  授業中のフィードバック Feedback provided in cl
ass

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、ディスカッションスキル練
習 Academic Discussion Preparation（45分）

90

テーマ

内容

5回

学生リーダーディスカッション Student-
led Discussions

学生リーダーディスカッション（評価）  Students lead Academic Discuss
ions (skill-
based assessment),  授業中のフィードバック Feedback provided in cl
ass

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  振り返りSelf-
Reflection (45分)

90

テーマ

内容

6回

講義スキル 1  Lecture Skills 1

スキルを練習して、討論  Skills practice, Discussion 対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、講義リスニング課題Liste
ning to a Lecture Homework (45分)

90

テーマ

内容

7回

講義スキル２  Lecture Skills 2

スキルを練習して、討論  Skills practice, Discussion 対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、講義リスニング課題Liste
ning to a Lecture Homework (45分)

90

テーマ

内容

8回

講義スキル 3  Lecture Skills 3

スキルを練習して、討論  Skills practice, Discussion 対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、講義リスニング課題Liste
ning to a Lecture Homework (45分)

90

テーマ

内容

9回

中間テスト Midterm Test

これまで学習した内容に関するテスト Test on content up to this point, 
次の授業でのフィードバック Feedback provided in next class

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  振り返りSelf-
Reflection (45分)

90

テーマ

内容

10回

プレゼンのユーニットの紹介 Intro to Presentation
 Unit

ユーニットの紹介、例を見て、要約を書く  Intro to Presentation Unit, vie
w samples, write abstract

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分), 100要約(45分

90

2021 アカデミック英語＊３（３全学科）※建築除く
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

プレゼンのデザイン Presentation Design

教員による要約のチェック、プランを書いて、プレゼンの作成を開始するAbs
tract checked by teacher, students draw plan, students begin craft
ing presentation

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  プレゼンの作成 Present
ation Preparation (45分)

90

テーマ

内容

12回

プレゼンの作成1  Presentation Creation 1

プレゼンの作成、教員に見てもらう  Work on presentation, get feedbac
k from Teacher

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  プレゼンの作成 Present
ation Preparation (45分)

90

テーマ

内容

13回

プレゼンの作成1  Presentation Creation 2

プレゼンの作成、最終確認、ポスターの締め切り  Work on presentation, 
final feedback, PPT deadline

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分), プレゼンの練習(45分)

90

テーマ

内容

14回

プレゼン発表の練習 Presentation practice

クラス内発表。教員からのフィードバック Give presentation in class, get
 feedback from Teacher

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  振り返りとプレゼン本番
練習Self-
Reflection＋Practice (45分), ポートフォリオ（到達度レポー
ト）の作成

90

テーマ

内容

15回

発表 Final presentation

学内プレゼン実施  Give presentation in front of the university com
munity

対面、  
講義、演

習

2021 アカデミック英語＊３（３全学科）※建築除く
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎日本語Ⅰ（選択外国語Ⅰ日本語）◎（１全学科）

Basic Japanese Ⅰ

1260101

前期

shioiri@kumagaku.ac.jp

本館1階 非常勤講師控室　　　　　

塩入すみ（非常勤）　與縄友子（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 20 0 10 0 10 0 100

この授業は留学生を対象とし、日本語能力試験のN1,N2合格レベルの日本語能力の獲得を目標とする。授業では聴解
を中心としたテキストと読解・文法を中心としたテキストを使用する。日本語を用いた仕事に就くことを目標とする学生に
は日本語能力試験の取得は不可欠であることから、受験に必要な基礎的な事項の導入と解説、更に応用練習を行う。

授業で指示する。　　　 

　　　 

日本語能力試験N1、N2に合格する。

ｆｆ

A A4 A4

授業時間後の非常勤講師控室

日本語能力試験、N1-N2、聴解、読解・文法　　　　　　　　　　　

基礎日本語Ⅱ

基礎日本語Ⅰ（選択外国語Ⅰ日本語）◎（１全学科）2021

1

2

選択

留学生のためのアカデミックジャパニーズ聴解［中上級］』                            　スリーエーネットワーク               　東京外国語大学留学生日本語教育センター              　　4883196879          

日本語N1文法・読解 まるごとマスター                  　Jリサーチ出版              　水谷信子監修              　 4863924461              
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎日本語Ⅰ（選択外国語Ⅰ日本語）◎（１全学科）

.期末試験（３０点）・中間試験（３０点）： それぞれの曜日の授業で行う。筆記試験、聴き取り、口頭試験
等による。                                                                  小テスト（２０点）： 各授業の毎回の定着を測る
ために短時間で行い、授業でフィードバックする。 課題を含む。                                       成果発表（１
０点）： 授業での口頭発表やプレゼンテーション、作文や文章による発表を含む。                                
                 ポートフォリオ（１０点）： 到達課題レポートをポートフォリオシステムに入力し、プリントアウト
して最後の授業時間に提出すること。

1193

日本語能力試験N2受験レベルの日本語能力をもつことが望ましい。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。日本語を自主的・継続的に学修
し社会に貢献できる人材となるための心構えを身につける。また、自身の考えを論理的にまとめ、日本語
で伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力、口頭発表能力、コミュニケーション能力）を身に
つける。さらに、個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力も身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

・出席を重視する。 授業開始２０分までを出席とし、以後は欠席とする。          ・提出物は期限以内に提出すること。         
                     ・レポート等の剽窃は絶対にしないこと。

2021 基礎日本語Ⅰ（選択外国語Ⅰ日本語）◎（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

【聴解クラス】ガイダンスとレベルチェック

授業内容の説明とレベルチェック・テスト 講義・演
習

ニュースの聞き取り①

60

テーマ

内容

2回

【文法・読解クラス】ガイダンスとレベルチェック

授業内容の説明とレベルチェック・テスト 講義・演
習

日本語能力試験問題 ①（次回提出、以下同じ）

60

テーマ

内容

3回

【聴解クラス】テスト返却と解説  第1課

テストの解答と解説  「掃除」聴解、話の構成理解と要約 講義・演
習

ニュースの聞き取り②

60

テーマ

内容

4回

【文法・読解クラス】テスト返却と解説

テストの解答と解説 講義・演
習

日本語能力試験問題②

60

テーマ

内容

5回

【聴解クラス】第2課

「本屋」聴解、話の構成理解と要約 講義・演
習

ニュースの聞き取り③

60

テーマ

内容

6回

【文法・読解クラス】第1課

「鎌倉のあじさい」読解、文法の解説と練習 講義・演
習

日本語能力試験問題③

60

テーマ

内容

7回

【聴解クラス】第3課 第4課

小テスト  「新幹線のおでこ」「体験プレゼント」聴解、話の構成理解と要約 講義・演
習

ニュースの聞き取り④

60

テーマ

内容

8回

【文法・読解クラス】第2課

前回の小テスト                                          「梅干しの効用」読解、文法の
解説と練習

講義・演
習

日本語能力試験問題④

60

テーマ

内容

9回

【聴解クラス】第4課

"小テスト  「体験プレゼント」聴解、話の構成理解と要約" 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑤

60

テーマ

内容

10回

【文法・読解クラス】第3課

前回の小テスト                                          「科学者とあたま」読解、文法
の解説と練習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑤

60

2021 基礎日本語Ⅰ（選択外国語Ⅰ日本語）◎（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

【聴解クラス】第5課 

"小テスト  「そば屋ののれん」聴解、話の構成理解と要約" 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑥

60

テーマ

内容

12回

【文法・読解クラス】第4課

前回の小テスト                                          「一つ買ったら三つ捨てる」読
解、文法の解説と練習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑥

60

テーマ

内容

13回

【聴解クラス】 第6課

小テスト  「犬の肥満」聴解、話の構成理解と要約" 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑦

60

テーマ

内容

14回

【文法・読解クラス】第5課

前回の小テスト                                          「時間があるとき、時間がない
とき」読解、文法の解説と練習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑦

60

テーマ

内容

15回

【聴解クラス】 第7課

小テスト  「卵かけご飯」聴解、話の構成理解と要約" 講義・演
習

復習

60

テーマ

内容

16回

【文法・読解クラス】第7課

前回の小テスト                                          「疲れと悦びのバランス」読解
、文法の解説と練習

講義・演
習

復習

60

テーマ

内容

17回

【聴解クラス】中間試験

中間試験（第1～7課） 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑧

60

テーマ

内容

18回

【文法・読解クラス】中間試験

中間試験（第１～７課） 講義・演
習

日本語能力試験問題⑧

60

テーマ

内容

19回

【聴解クラス】試験の返却・第8課

「女性専用車両」聴解、話の構成理解と要約 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑨

60

テーマ

内容

20回

【文法・読解クラス】試験の返却・第11課

「脳死は本当に人の死か」読解、文法の解説と練習 講義・演
習

日本語能力試験問題⑨

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

【聴解クラス】第9課・第10課

小テスト  「剣道」「落語」聴解、話の構成理解と要約" 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑩

60

テーマ

内容

22回

【文法・読解クラス】第13課・14課

前回の小テスト                                          「変化する力」「ハキダメギク」
読解、文法の解説と練習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑩

60

テーマ

内容

23回

【聴解クラス】第13課

小テスト  「南極」聴解、話の構成理解と要約" 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑪

60

テーマ

内容

24回

【文法・読解クラス】第15課

前回の小テスト                                          「花の好きな犬」読解、文法の
解説と練習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑪

60

テーマ

内容

25回

【聴解クラス】第13課

小テスト  「将棋」聴解、話の構成理解と要約 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑫

60

テーマ

内容

26回

【文法・読解クラス】第16課 

前回の小テスト                                          「いかに読書すべきか」読解、
文法の解説と練習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑫

60

テーマ

内容

27回

【聴解クラス】第13課

小テスト  「南極」聴解、話の構成理解と要約 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑬

60

テーマ

内容

28回

【文法・読解クラス】第17課・18課

前回の小テスト                                          「合羽橋」「東京タワー」読解、
文法の解説と練習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑬

60

テーマ

内容

29回

【聴解クラス】第15課

小テスト  「虚偽の自白」聴解、話の構成理解と要約" 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑭

60

テーマ

内容

30回

【文法・読解クラス】第19課

 「心の強い子どもを育てる」読解、文法の解説         講義・演
習

日本語能力試験問題⑭

60

2021 基礎日本語Ⅰ（選択外国語Ⅰ日本語）◎（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

【聴解クラス】復習とまとめ

復習とまとめ（第9～15課） 講義・演
習

復習

60

テーマ

内容

32回

【文法・読解クラス】復習とまとめ

復習とまとめ（第11～19課） 講義・演
習

復習

60

2021 基礎日本語Ⅰ（選択外国語Ⅰ日本語）◎（１全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎日本語Ⅲ◎（２全学科）

Basic Japanese Ⅲ

1260301

前期

shioiri@kumagaku.ac.jp

本館１階 非常勤講師室　　　　　

塩入すみ（非常勤）　道本ゆう子（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 20 0 10 0 10 0 100

この授業は留学生を対象とし、日本語で就職活動やビジネス、また大学での日本語を使ったプレゼンテーションやレポー
トの執筆など、スタディ・スキルズを修得することを目標とする。授業では基礎的な敬語表現の確認、ビジネスの様々な場
面での会話の練習、日本語によるプレゼンテーションの方法などを実践的に練習する。また、日本語を用いた仕事に就く
ことを目標とする学生には日本語能力試験の取得は不可欠であることから、日本語能力試験問題なども扱う。

授業で指示する。　　　 

　　　 

日本語で就職活動やビジネスができる。

日本語能力試験N1、ビジネス日本語試験に合格できる。

日本語を使ってプレゼンテーションやレポートの執筆など、大学の専門的な活動ができる。

日本語の新聞やニュースを理解し、意見を言うことができる。

授業後の非常勤講師室

ビジネス・ジャパニーズ、スタディ・スキルズ、日本語能力試験、就職活動　　　　　　　　　　　

基礎日本語Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ

基礎日本語Ⅲ◎（２全学科）2021

2

2

選択

留学生のためのここが大切 文章表現のルール                  　スリーエーネットワーク              　石黒 圭 , 筒井 千絵               　　4883195023              

改訂版大学・大学院留学生の日本語１ 読解編                  　アルク              　アカデミック・ジャパニーズ研究会              　 4757426313              
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎日本語Ⅲ◎（２全学科）

.道本（水曜クラス）  中間試験・期末試験60％、課題提出40％                                                         
          塩入（金曜クラス）                                                                                                期末試
験・３０％、中間試験３０％、 課題提出１０％、ポートフォリオ１０％      水曜と金曜の評価を平均する。

1200

日本語能力試験N2レベルの日本語能力をもつことが望ましい。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。日本語を自主的・継続的に学修
し社会に貢献できる人材となるための心構えを身につける。また、自身の考えを論理的にまとめ、日本語
で伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力、口頭発表能力、コミュニケーション能力）を身に
つける。さらに、個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力も身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

・出席を重視する。 授業開始２０分までを出席とし、以後は欠席とする。          ・提出物は期限以内に提出すること。         
                      ・レポート等の剽窃は絶対にしないこと。

2021 基礎日本語Ⅲ◎（２全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

【日本語文章表現】ガイダンスとレベルチェック

授業内容の説明とレベルチェック・テスト（Ｎ２程度） 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

2回

【文章読解】ガイダンスとレベルチェック

授業内容の説明とレベルチェック・テスト（Ｎ２程度） 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

3回

【日本語文章表現】助詞①

［文法・文型］助詞の使い方① 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

4回

【文章読解】第1課 言葉の役割

文章の構造  書きことばの文体 講義・演
習

予習課題 

60

テーマ

内容

5回

【日本語文章表現】助詞②

［文法・文型］助詞の使い方② 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

6回

【文章読解】第2課 イルカと超音波

中心文・支持文  連用中止形 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

7回

【日本語文章表現】言葉のスタイル

［文法・文型］言葉の形の使い分け 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

8回

【文章読解】第3課 地図の分類

アウトライン  論理の構造  分類  主語・述語  名詞句 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

9回

【日本語文章表現】間違えやすい文法・文型

［文法・文型］自動詞・他動詞・受身 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

10回

【文章読解】第4課 睡眠時間

定義   こと 講義・演
習

予習課題

60

2021 基礎日本語Ⅲ◎（２全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

【日本語文章表現】呼応

［文法・文型］呼応表現の整理 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

12回

【文章読解】第5課 日時計

経過    助詞相当句 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

13回

【日本語文章表現】文末表現

［文法・文型］文末表現の調整 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

14回

【文章読解】第6課 研究者の二つのタイプ

比較・対照   指示語 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

15回

【日本語文章表現】中間試験

中間試験  講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

16回

【文章読解】中間試験

中間試験  講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

17回

【日本語文章表現】文字のバランス/漢字

［文字・表記］ひらがなと漢字のバランス/漢字の選択と誤変換 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

18回

【文章読解】中間試験フィードバック 第7課 地球温
暖化

フィードバック   地球温暖化 導入 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

19回

【日本語文章表現】カタカナ

［文字・表記］カタカナの使い方 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

20回

【文章読解】第７課 地球温暖化

原因・結果  従属節 講義・演
習

予習課題

60

2021 基礎日本語Ⅲ◎（２全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

【日本語文章表現】読点

［文字・表記］読点の打ち方 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

22回

【文章表現】第8課 風呂場の戸

位置  従属節 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

23回

【日本語文章表現】書き言葉

［語彙・意味］書き言葉らしさ 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

24回

【文章読解】第9課 手で数を表す

列挙・順序 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

25回

【日本語文章表現】辞書の有効利用

［語彙・意味］辞書の危険性 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

26回

【文章読解】第10課 文明はどのようにして伝わった
か（茶）

理由・根拠 接続表現 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

27回

【日本語文章表現】専門用語

［語彙・意味］専門用語の選び方 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

28回

【文章読解】第11課 文明はどのようにして伝わった
か（「タ」と「ハタケ」）

筆者の意見を表す表現   反語疑問文 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

29回

【日本語文章表現】期末まとめ・振り返り

今までの振り返りとまとめ 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

30回

【文章読解】期末まとめ・振り返り

今までの振り返りとまとめ 講義・演
習

予習課題

60

2021 基礎日本語Ⅲ◎（２全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

【日本語文章表現】期末試験

期末試験 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

32回

【日本語文章表現】期末試験

期末試験 講義・演
習

予習課題

60

2021 基礎日本語Ⅲ◎（２全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

特殊講座（未来デザイン）（１機ナ建宇情微生）

Designing the future

1270201

前期

ytaguchi@ed.sojo-u.ac.jp

G303 田口 雄太　G301 川副 智行　本館501 中山 泰宗　　　

田口 雄太　川副 智行　中山 泰宗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 66 0 0 10 24 100

「アントレプレナーシップ（起業家精神）」は、これからの未来を切り開く若者にとって必須の精神である。現代社会は変化
が早く、その中を生き抜くためには新しいことに挑戦し達成する必要がある。これは起業だけでなく、会社内での新規事
業の開発、社会課題の解決、新しい科学領域の開拓など、どんな挑戦にも必要である。   本授業では、まず総論として若
者を取り巻く現代社会の情勢について学び、アントレプレナーシップによる社会の変化について学ぶ。続いて、その現代
社会の中にして自分が抱く夢を実現させるためにはどのようなマインドを持つべきか理解する。そして最後に、夢の実現
性を高めるためのアントレプレナーシップ、そのコアとなる3つの要素「想像力によりイノベーションを起こす力」、「リーダ
ーシップによりチーム形成する力」、「熱意を持ちビジョンを達成する力」について理解を深める。

起業の教科書　日経BP社　トーマツベンチャーサポート　 9784822235871

　　　 

アントレプレナーシップと社会の関係について、口頭もしくは記述によって説明することができる。

自身が持つ夢と結びつけながら挑戦することの重要さについて、口頭もしくは記述によって説明することができる。

アントレプレナーシップのコアとなる3つの要素について、口頭もしくは記述によって説明することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

火曜10:20 - 13:00

アントレプレナーシップ　イノベーション　ベンチャー　デザイン　　サイエンス　　　　　　

「アントレプレナーシップ入門」、  
「ベンチャービジネス」、  「イノベ
ーション入門」、  「ローカルイノベ
ーション」

特殊講座（未来デザイン）（１機ナ建宇情微生）2021

1

1

選択

講義レジュメを教科書とする　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 特殊講座（未来デザイン）（１機ナ建宇情微生）

1. レポート1: 挑戦と失敗についてのレポート(詳細は第4回授業にて提示)、最大33点。  2. レポート2: 
アントレプレナーシップへ繋がる力についてのレポート(詳細は第8回授業にて提示)、最大33点。   3. 
ポートフォリオ: 学修到達度レポートによって評価する、最大10点  4. その他： 第1-
8回授業各回に実施する小演習をWebClass上で回答する、最大3点/回×8回   ★提出物は適宜返
却する。  ★WebClass上で提出されたレポートは適宜コメントを返します。このフィードバックもまたWe
bClass上で実施しますので、必ず参照すること。

1207

川副 智行

課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶこと。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 全ての授業回は遠隔授業(オンデマンド形式)となります。毎授業回、WebClass の本科目のサイトにアクセスすること
。  2. レポートの提出は、原則WebClassへのアップロードとする。   3. 第1-
8回授業各回の小演習をWeb上で回答されているかどうかから、本科目の出席の有無を判断することになります。必ず提
出期限を遵守すること。  4. レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。

2021 特殊講座（未来デザイン）（１機ナ建宇情微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

本科目全体の導入、授業の進め方についてを説明  現代の社会・情勢につ
いて学び、考察する  アントレプレナーシップとは何か学び、なぜ必要とされ
るかを考察する

講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

2回

夢と熱意

アントレプレナーシップのマインドセットとして、好きなことを考え、仕事に対す
る熱意について考える。また、好きなことと専門の接続について学び、考察す
る

講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

3回

挑戦と失敗

アントレプレナーシップのマインドセットとして、挑戦と失敗の大切さについて
考える。挑戦の重要さ、成功と失敗の定義について学び、考察する 講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

4回

レポート1

レポート1について説明、レポート1の執筆
演習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

5回

想像力

イノベーションとは何かについて学び、考察する  見方を変えることについて
学び、考察する  発想法について考察する 講義

授業出席確認となる演習の実施、レポート1の執筆  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

6回

チームを育てる力

チームとは何か、チーミングについて学び、考察する  リーダーシップとフォロ
ワーシップについて学び、考察する  チームビルディングについて考察する 講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

7回

達成する力

ビジョン、ミッションと施策について考察する  成長思考とGridについて学び
、考察する  アントレプレナーシップに繋がる3つの力について考察したことを
整理する

講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

8回

総括とレポート2

講義まとめと未来に向けての教員からのメッセージ  レポート2について説明
、レポート2の執筆

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施、レポート2の執筆  【復習】
これまでの講義を振り返る

120

2021 特殊講座（未来デザイン）（１機ナ建宇情微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

特殊講座（未来デザイン）（１美デ薬）

Designing the future

1270202

前期

ytaguchi@ed.sojo-u.ac.jp

G303 田口 雄太　G301 川副 智行　本館501 中山 泰宗　　　

田口 雄太　川副 智行　中山 泰宗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 66 0 0 10 24 100

「アントレプレナーシップ（起業家精神）」は、これからの未来を切り開く若者にとって必須の精神である。現代社会は変化
が早く、その中を生き抜くためには新しいことに挑戦し達成する必要がある。これは起業だけでなく、会社内での新規事
業の開発、社会課題の解決、新しい科学領域の開拓など、どんな挑戦にも必要である。   本授業では、まず総論として若
者を取り巻く現代社会の情勢について学び、アントレプレナーシップによる社会の変化について学ぶ。続いて、その現代
社会の中にして自分が抱く夢を実現させるためにはどのようなマインドを持つべきか理解する。そして最後に、夢の実現
性を高めるためのアントレプレナーシップ、そのコアとなる3つの要素「想像力によりイノベーションを起こす力」、「リーダ
ーシップによりチーム形成する力」、「熱意を持ちビジョンを達成する力」について理解を深める。

起業の教科書　日経BP社　トーマツベンチャーサポート　 9784822235871

　　　 

アントレプレナーシップと社会の関係について、口頭もしくは記述によって説明することができる。

自身が持つ夢と結びつけながら挑戦することの重要さについて、口頭もしくは記述によって説明することができる。

アントレプレナーシップのコアとなる3つの要素について、口頭もしくは記述によって説明することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

火曜10:20 - 13:00

アントレプレナーシップ　イノベーション　ベンチャー　デザイン　　サイエンス　　　　　　

「アントレプレナーシップ入門」、  
「ベンチャービジネス」、  「イノベ
ーション入門」、  「ローカルイノベ
ーション」

特殊講座（未来デザイン）（１美デ薬）2021

1

1

選択

講義レジュメを教科書とする　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 特殊講座（未来デザイン）（１美デ薬）

1. レポート1: 挑戦と失敗についてのレポート(詳細は第4回授業にて提示)、最大33点。  2. レポート2: 
アントレプレナーシップへ繋がる力についてのレポート(詳細は第8回授業にて提示)、最大33点。   3. 
ポートフォリオ: 学修到達度レポートによって評価する、最大10点  4. その他： 第1-
8回授業各回に実施する小演習をWebClass上で回答する、最大3点/回×8回   ★提出物は適宜返
却する。  ★WebClass上で提出されたレポートは適宜コメントを返します。このフィードバックもまたWe
bClass上で実施しますので、必ず参照すること。

1211

川副 智行

課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶこと。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 全ての授業回は遠隔授業(オンデマンド形式)となります。毎授業回、WebClass の本科目のサイトにアクセスすること
。  2. レポートの提出は、原則WebClassへのアップロードとする。   3. 第1-
8回授業各回の小演習をWeb上で回答されているかどうかから、本科目の出席の有無を判断することになります。必ず提
出期限を遵守すること。  4. レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。

2021 特殊講座（未来デザイン）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

本科目全体の導入、授業の進め方についてを説明  現代の社会・情勢につ
いて学び、考察する  アントレプレナーシップとは何か学び、なぜ必要とされ
るかを考察する

講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

2回

夢と熱意

アントレプレナーシップのマインドセットとして、好きなことを考え、仕事に対す
る熱意について考える。また、好きなことと専門の接続について学び、考察す
る

講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

3回

挑戦と失敗

アントレプレナーシップのマインドセットとして、挑戦と失敗の大切さについて
考える。挑戦の重要さ、成功と失敗の定義について学び、考察する 講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

4回

レポート1

レポート1について説明、レポート1の執筆
演習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

5回

想像力

イノベーションとは何かについて学び、考察する  見方を変えることについて
学び、考察する  発想法について考察する 講義

授業出席確認となる演習の実施、レポート1の執筆  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

6回

チームを育てる力

チームとは何か、チーミングについて学び、考察する  リーダーシップとフォロ
ワーシップについて学び、考察する  チームビルディングについて考察する 講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

7回

達成する力

ビジョン、ミッションと施策について考察する  成長思考とGridについて学び
、考察する  アントレプレナーシップに繋がる3つの力について考察したことを
整理する

講義

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

8回

総括とレポート2

講義まとめと未来に向けての教員からのメッセージ  レポート2について説明
、レポート2の執筆

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施、レポート2の執筆  【復習】
これまでの講義を振り返る

120

2021 特殊講座（未来デザイン）（１美デ薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

アカデミック英語（３整）

Academic English

1653701

後期

iwasaki@arsp.sojo-u.ac.jp

空港キャンパス 北ウィング 講義棟3階　　　　　

岩﨑 敏也　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 40 50 0 0 0 10 0 100

航空系の企業に就職するためには、より高い英語能力が必要です。そしてより高い英語能力を持てば、自ら就職したい
企業の選択度が広がります。    しかし過去の一部の先輩方は、英語の勉強は難しい、つまらない、勉強しても今は英語
を使うところがない、英語を勉強する時間がないなどがあるため、英語学習をおろそかにしていました。結果自分の英語
能力が上がっていない状態のまま、就活を始めざろうえない状況におかれていました。    この悪いRoutineが繰り返され
ないようにするため、自らの英語の取り組み経験を皆さんにもShareし、そして皆さんが自ら継続的に英語学習に取り組
めるきっかけを付けさせることをこの授業の目的とします。    皆さんの希望があれば、航空無線通信士試験の過去に出
題された英文を題材にします。

　　　 

　　　 

英語を使うことが楽しくなることができる。

TOEIC L&Rで点数が1年間で100点以上向上することができる。

英語を日本語に訳することなく、英語の語順のまま理解できる能力をつけさせることができる。

オフィスアワーについては学修上
の注意欄を参照

Aviation Maintenance　English　　　　　　　　　　

基礎科目：English Communic
ation Ⅰ～Ⅳ

アカデミック英語（３整）2021

3

2

選択

公式TOEIC Listening＆Reading問題集 7　IIBC　IIBC　　9784906033614
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 アカデミック英語（３整）

・定期試験は、授業の中で実施した内容で出題し、得点化します。    ・毎回小テストをします。提出する
ことによって加点をし、最大50点を与えます。      ・ポートフォリオは、提出をすることで10点加点します
。

1215

中学で習う英文法、英単語は少なくても完璧にマスターしていること。  マスターしていない場合は、マス
ターする様に心がける事

実務的な英語力の向上によって得られる視野の広がりは豊かな人間性の構築にも大きく寄与します。  
  課題対応能力が身につきグローバルな環境で活躍する機会はさらに広がります。



学修上の
注意

(SBOs)

・英語能力を向上についての大きな目標を持ち、それに向かってください。  ・日々の学修についても、無理のない小さい目
標を持ち、それに向かって勉強をしてください。  ・英語はCommunication Toolです。海外の文章を読む、英語のYoutu
beを見る、人と話したり、メール、チャットをすることで、英語に接することが楽しくなります。自ら英語が楽しめる状況になる
ように何をしたらよいか考えてください。  ・従来の学修方法にこだわらず、電子辞書やIT機器を多用し、積極的に翻訳ソフ
トなどに書けて理解を速めてください。  ・考えても答えが浮かばないのに、考え続けるのは時間の無駄です。答えが見つ
かりそうもない場合は、最初から答えを見て勉強することも有効です。  ・一度覚えたことをどうしたら忘れないようにできる
かを自ら考えてください。  ・レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃は不正行為とみなされます。  ・オフィ
スアワー：平日随時

2021 アカデミック英語（３整）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーションとTOEIC構成

オリエンテーション  ・自己評価と目標の設定  ・授業の目的、概要説明    T
OEIC  ・TOEIC公式問題構成等    英文読解  ・英語SpeechのListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

2回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

3回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

4回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

5回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

6回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

7回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

8回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

9回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

10回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

2021 アカデミック英語（３整）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

12回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

13回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

14回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

15回

試験

評価試験  試験のフィードバック 試験、講
義

2021 アカデミック英語（３整）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（旧カリ）後期（旧キャリア基礎Ⅰ修得者）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅰ

2113102

前期

 @ 

20クラス以上の編成のため担当教員が授業で知らせる　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 33 3 54 0 100

１．「生徒」から「学生」になったことを自覚し、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣を身につける。  ２．
「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリ
アデザインを考える。  ３．PBL（Project-
Based Learning）型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な能力を高
める。  ４．精確な情報を収集し、論理的な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ５．
学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳
守する習慣を身につける。    ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポー
ト等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

本学HPと研究室の調査（ナノサイエンス学科：ナノサイエンスを知る）をとおして自己の目標を定め、キャリアデザインの基礎を
構築することができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

信頼性のある精確な情報を収集・分析し、制約条件を満たしたレポートを作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

e,f,i

f,i

f,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学学修　ポートフォリオ　キャリアデザイン　チーム協働　　文章表現　　　　　　

「SOJO基礎Ⅱ」（1年後期）  「キ
ャリアプレコーオプ」（２年前後期
）  「インターンシップⅠⅡ」（３年
夏期・冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（旧カリ）後期（旧キャリア基礎Ⅰ修得者）2021

１

２

必修

ＳＯＪＯ基礎ⅠⅡ2021　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（旧カリ）後期（旧キャリア基礎Ⅰ修得者）

１．レポート：「課題レポート」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＡ「崇城大学HP探究」）   ・チーム
発表：10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 10点   ・「発表成果報告書」：
チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポート 8点  ３．成果
発表（プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」／「ナノサイエンスを知る」）  ・発表資料（PowerPoint）
5点、発表原稿（1200文字以上）5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査資料等、詳細は別
途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「入学時自己診断シート」 5点  ６．ポート
フォリオ：「今週の活動とトップニュース」 3点×13週分＝39点  ７．ポートフォリオ：「学修到達度レポー
ト」 10点    ★プレゼンテーションＡの準備作業授業、Teams会議不参加者は１回につき２点減点（公
認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1220

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（旧カリ）後期（旧キャリア基礎Ⅰ修得者）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

「SOJO基礎Ⅰ」の概要とシラバスの説明  大学で学ぶということ  高校生と
大学生・大学生と社会人の違い  「今週の活動とトップニュース」の作成要
領    PW：個人ワーク、GW：グループワーク

対面  PW

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日正午。５
月連休中も入力すること。  ★入学時自己診断シートは、５回
目の授業日に提出

60

テーマ

内容

2回

キャリアデザイン

自身のキャリアの振り返りと将来設計  「SOJOキャリア支援システム」の説
明と登録 対面  PW

今週の活動とトップニュース①

60

テーマ

内容

3回

チーム討議の方法  プレゼンテーションＡ「崇城大学
ＨＰ探究」準備①

BS、KJ法、プレゼンテーションの基礎技法  受験生向けの本学HP全体の改
善案、新作案、他大学HPとの比較について、チーム編成、Teams会議デモ 対面  GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」準備③  中
間報告 

チーム単位での経過報告と修正作業
対面GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議（チーム作業記
録）：発表予行演習

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質
疑応答、評価シートの作成 対面  GW

今週の活動とトップニュース⑤  Teams会議（チーム作業記
録）：発表準備・「発表成果報告書」

60  60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＡ「崇城大学ＨＰ探究」
プレゼンテーション発表成果報告書作成

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成  ★発表成果報告書（
チームで１部）：①発表資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シ
ートの分析  ★「プレゼンテーションＡにおける私のチームへの貢献度」レポ
ート①貢献内容、②反省点 各項目400文字以上  ★ともに８回目の授業日
に提出

対面  GW

今週の活動とトップニュース⑥  Teams会議（チーム作業記
録）：「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備①  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

研究室調査準備シートの作成  研究室の調査、他大学研究室との比較、構
成  個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成  ★１１回目の授業日
に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑦  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備②  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑧  発表資料・原稿

60  60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」準備⑤  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

個人発表資料（PowerPoint）と発表原稿の作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  発表資料・原稿

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（旧カリ）後期（旧キャリア基礎Ⅰ修得者）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会 プレゼンテーションＢ「学科研究室調査」  ★
ナノサイエンス学科：「ナノサイエンスを知る」

5名程度の発表（希望者、抽選）
対面PW

今週の活動とトップニュース⑩

60

テーマ

内容

12回

文章作成の基本① 課題レポートの作成

文章作成の概要説明、レポート作成準備シートの作成  本文1200文字以
上、参考文献（書籍、インターネット情報等）２件以上   ①○○学科関係業界
の諸問題とその解決法の提案  ②最近の時事問題に対する解決法の提案 
 ③アルバイト先の業務改善の提案  ④崇城大学への提案：学修、プロジェ
クト、その他  ★１５回目の授業日に提出、返却は後期「SOJO基礎Ⅱ」

対面PW

今週の活動とトップニュース⑪  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

13回

文章作成の基本②課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑫  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

14回

文章作成の基本③ 課題レポートの作成

レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑬  「課題レポート」  「学修到達
度レポート」「授業アンケート」（15回目の授業前日までに入
力を終えておくこと） 60  60 

 60    3
0

テーマ

内容

15回

自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

夏期課題：「新聞記事批評文」（５部）  記事ごとの批評文を4
00文字以上で作成、後期「SOJO基礎Ⅱ」第１回目の授業日
に提出

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅰ◎（旧カリ）後期（旧キャリア基礎Ⅰ修得者）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１機）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113301

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１機）2021

１

２

必修

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1224



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１機）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1225

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１機）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113302

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１機）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１機）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1230

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１機）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113303

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１機）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１機）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1235

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１ナ）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113401

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１ナ）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１ナ）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1240

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１ナ）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113402

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１ナ）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１ナ）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1245

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１建）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113501

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１建）2021

１

２

必修

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1249



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１建）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1250

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１建）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113502

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１建）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１建）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1255

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１建）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113503

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１建）2021

１

２

必修

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1259



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１建）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1260

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎（１シス）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113601

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎（１シス）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎（１シス）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1265

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎（１シス）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎（１シス）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ（１整）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113701

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ（１整）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ（１整）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1270

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ（１整）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ（１整）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ（１整）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ（１操）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113801

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ（１操）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ（１操）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1275

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ（１操）

1276



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ（１操）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ（１操）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１情）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113901

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１情）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１情）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1280

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１情）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113902

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１情）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１情）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1285

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１情）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113903

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１情）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１情）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1290

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１情）

1293



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｄ（１情）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113904

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｄ（１情）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｄ（１情）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1295

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｄ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｄ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｄ（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｅ（１情）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2113905

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｅ（１情）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｅ（１情）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1300

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｅ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｅ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｅ（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１微）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2114001

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１微）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１微）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1305

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１微）

1307



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１微）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１微）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2114002

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１微）2021

１

２

必修

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1309



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１微）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1310

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１微）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１生）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2114101

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１生）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１生）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1315

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ａ（１生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１生）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2114102

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１生）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１生）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1320

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｂ（１生）

1323



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１生）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2114103

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１生）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１生）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1325

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎Ｃ（１生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎（再履修）

Basic Study Style for SOJO Univ. Students Ⅱ

2114201

後期

 @ 

20名以上の担当者のため授業で知らせる。　　　　　

藤本元啓 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 10 28 3 49 10 100

１．「学生」になったことを再認識して、大学生活における実践目標を明確化し、自学自習の習慣をさらに身につける。  ２．「
今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心を高め、大学４年間とこれに続くキャリア
デザインを考える。  ３．PBL型チーム学修をとおして、他者との協働の重要性を理解し、問題を発見し解決する基礎的な
能力を高める。  ４．企業提供課題の解決をとおして、将来の職業との関連性を考える。  ５．精確な情報を収集し、論理的
な自己見解を作成し、文章（レポート）と口頭で報告する基礎的な能力を養う。  ６．学修・課題・宿題を「仕事」に置き換え
、制約条件の下で質的に高いもの（品質）に仕上げるとともに、提出日（納期）を厳守する習慣を身につける。    ★「1週
間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして、自己管理能力と社会への関心度を高めることができる。e,f,g

企業提供課題について信頼性のある精確な情報を収集・分析し、所属学科と将来の職業との関連性を検討することで、現時点
での最善解を求めることができる。

職業人への意識を高めるために、具体的な企業での自身の役割について制約条件を満たしたレポートを作成し、キャリアデザイ
ンを進めることができる。

チームで問題を協働解決し、PowerPointでの口頭発表と文章での報告をすることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を、締め切りを遵守して作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

d,e,f,i

b,f,i

f,i

g

g

bdfghibdfghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

企業課題の解決　ポートフォリオ　キャリアデザイン　文章表現　　チーム協働　　　　　　

「SOJO基礎Ⅰ」（1年前期）  「キ
ャリア・プレコーオプ」（２年前後
期）  「インターンシップⅠⅡ」（３
年夏期冬期集中）  「キャリアセミ
ナー」（３年後期）  専門科目の「
SOJOプロジェクト科目群」（２、３
年）

ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎（再履修）2021

１

２

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎（再履修）

１．レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」 10点  ２．成果発表（プレゼンテーションＣ「企業
提供課題の解決」）   ・発表：１チーム10分（しゃべり方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料）
 8点   ・「発表成果報告書」：チームで１部提出 5点   ・「プレゼンテーションＣにおける私のチームへの
貢献度」レポート 10点  ３．成果発表（プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」）    １チーム７分（しゃべり
方、内容・独自性、質疑応答、投影画面、参考資料） 5点  ４．作品：授業資料（テキスト、配付資料、調査
資料等、詳細は別途指示）をＡ４版紙バインダーに整理 3点  ５．ポートフォリオ：「今週の活動とトップニ
ュース」 3点×13週分＝39点  ６．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点  ７．その他：夏期課題「
新聞記事批評文」 2点×5部＝10点    ★プレゼンテーションＣ・Ｄの準備作業授業、Teams会議の不
参加者は１回につき２点減点（公認欠席等を除く）  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1330

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲  ５．「SOJO基礎Ⅰ」で修得した知識とスキル

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について：変更の可能性があるので詳細は授業で知らせる。  対面授業：出席ボード。授業開始20分
までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。       遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポ
ート」「学修到達度レポート」を大きく減点する。  遠隔授業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。期限は授業日
の翌日（23時59分）までとする。    １．中間・定期試験は実施しない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限
内に提出すること。期限後は受け付けず、再提出もない。但し公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・
薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ３．発表時に欠席した場合、単位の認定を行わない。但し公認欠席や急病な
ど特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）を
した場合、単位の認定を行わない。  ５．対面授業ではノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のためにＡ４
判の紙バインダーを購入すること。  ７．お茶・水以外の飲用は不可。  ８．スマートフォンはカバンにしまうこと。許可のない
授業中の使用を発見した場合は、発見次第退出を命じ欠席扱いとする。

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎（再履修）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

夏期課題（「新聞記事批評文」）提出  「SOJO基礎Ⅱ」の概要、チーム編成、
  プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」の説明  企業等からの学科
に沿った内容の提供課題に対するアイデア的解決、担当課題の選択（抽選
の場合あり）  担当課題の発表準備シートの作成  PW：個人ワーク GW：グ
ループワーク

対面  PW

発表準備シートの作成  ★今週の活動とトップニュースの作
成は、第1回目授業後の日曜日から始める。締め切りは毎週
月曜日正午。冬休み期間中も入力すること。

60

テーマ

内容

2回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備①

Teams会議（チーム作業記録  ）  発表準備シートの報告会  発表の構成、
工程表、分担等の決定 GW

今週の活動とトップニュース①  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

3回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint作成
GW

今週の活動とトップニュース②  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備③

中間報告 チーム単位での経過報告と修正作業  情報収集、構成、PowerP
oint作成 対面GW

今週の活動とトップニュース③  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」準備④

Teams会議（チーム作業記録）  情報収集、構成、PowerPoint完成、中間
報告の修正、 GW

今週の活動とトップニュース④  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

6回

発表会① プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★チーム発表（10分）、質疑
応答、評価シートの作成 対面GW

今週の活動とトップニュース⑤

60

テーマ

内容

7回

発表会② プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解
決」

★チーム発表（10分）、質疑応答、評価シートの作成
対面GW

今週の活動とトップニュース⑥

60

テーマ

内容

8回

プレゼンテーションＣ「企業提供課題の解決」発表成果
報告書作成  Teams会議：チーム作業記録の作成

Teams会議（チーム作業記録）  ★発表成果報告書（チームで１部）：①発表
資料修正版、②優れた項目、③改善項目、④評価シートの分析  ★「プレゼ
ンテーションＣにおける私のチームへの貢献度」レポート①反省点、②貢献
内容 各項目400文字以上  ★ともに９回目の授業日に提出

GW

今週の活動とトップニュース⑦  Teams会議（チーム作業記
録）、「発表成果報告書」  「私のチームへの貢献度」レポート

60  60 
   60

テーマ

内容

9回

職業人への意識①企業調査

課題レポート：「就職したと仮定した企業での私の役割」下記各項目400文
字以上、参考文献２件以上（書籍、インターネット情報、業界紙等）  ①企業
の概要、②そこで何をしたいのか、③そのためには何が必要なのか、④働く
ことの意味とは何か    ★１２回目の授業日に提出

対面PW

今週の活動とトップニュース⑧  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

10回

職業人への意識②企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑨  「課題レポート」

60  60

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎（再履修）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

職業人への意識③企業調査

「就職したと仮定した企業での私の役割」レポート作成
PW

今週の活動とトップニュース⑩  「課題レポート」

60  60

テーマ

内容

12回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備①

Teams会議：（チーム作業記録）  チームメンバーの意見を集約し、下記項
目についてPowerPointを作成  ①「職業人」として何が必要なのか  ②そ
のためにはどのような準備が必要なのか  ③「働く」とは何なのか

対面GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

13回

プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」準備②

Teams会議（チーム作業記録）  PowerPointの作成、発表予行演習
GW

今週の活動とトップニュース⑪  Teams会議：（チーム作業記
録）

60  60

テーマ

内容

14回

発表会 プレゼンテーションＤ「職業人とは何か」

全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  ★発表時間７分間、質疑応
答 対面GW

今週の活動とトップニュース⑬  「学修到達度レポート」「授
業アンケート」（15回目の授業前日までに入力を終えておくこ
と）

60  60 
   30

テーマ

内容

15回

発表会予備、自己点検、まとめ

授業資料バインダー点検、出席確認、総評  学期末活動報告書の作成（後
期の担任面談時に持参） 対面  PW

2021 ＳＯＪＯ基礎Ⅱ◎（再履修）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

情報処理基礎◎（再履修）

Introduction to Computers

2115201

前期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

川本 G510　出井 G509　西見 G508　稲生 G507　　

川本 正道　出井 雅博　西見 文明　稲生 誠治　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 45 0 10 30 100

ICT（情報通信技術）の発達は、我々の生活の隅々にまで影響を及ぼしている。ICT機器を道具として使いこなし、膨大な
情報の中から必要な情報を取捨選択して利活用する能力、いわゆる情報リテラシーは現代社会に生きる職業人必須の
能力といってよい。この授業では大学生として様々な分野の学習・研究に必要な最低限の情報リテラシーを習得すること
を第一の目標としている。その上で、生涯に渡って情報技術を使い続けていくために十分な能力（情報フルエンシー）を
獲得していく事を第二の目標とする。「わからなくても調べて問題解決できる」という自信をつけてもらいたい。     自分自
身のPCを使って実習を行う授業であるが、できるだけ最新の話題を盛り込みながら講義と演習を行う。資料配布、レポー
ト提出、テスト、アンケート等にWebClassやTeamsを利用する事で、時間や場所に縛られず事前学習や復習、課題演習
、質問等ができるようにしている。各種資料を参照しながらICTを使って日常的に学修する習慣を身につけてほしい。PC
に関しては高校までの習熟度に差がある為、それぞれの理解度に合わせた習熟を図っている。また各回の内容は授業の
進捗にあわせて前後する場合がある。

　　　 

　　　 

インターネット上の情報を適切に評価し、正しく利用することができる。a,e

学内システムやネットを利用して円滑なコミュニケーションを行うことができる。

タッチタイピングをマスターし、基本的なOfficeソフトを利用することができる。

基礎的な情報セキュリティの知識と情報モラルを習得する。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

c

a,c,e

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限４限

情報リテラシー　情報フルエンシー　情報活用能力　　　　　　　　　

情報処理基礎◎（再履修）2021

1

2

必修

情報リテラシー　FOM出版　　　978-4-86510-415-8
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 情報処理基礎◎（再履修）

１）授業の予復習としてeラーニング教材を用いて最新の用語を自習する。この部分の成果に15点を割
り当てる。eラーニング教材の振り返りとして3回の小テスト（計15点）を設けている。  ２）かならずタイピ
ングをマスターする動機付としてタイピングスキルのスコアが基準を超えた場合に最大15点を加点する
。  ３）ポートフォリオの学習到達度自己評価については10点を配点する。  ４）その他の課題はレポート
区分として45点を配点する。    上記を総合して成績を算出する。課題を期日までに提出する事が重要
なポイントとなる。

1335

この授業では、原則として各自の個人用PCを使って授業を行うので、必ず携行すること。  自分の能力
を拡張する道具として使いこなすようになってもらいたい。

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となる情報機器の実践的な活用力を身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い。正しい引用を心がけること。  ・タッチタイピングはPCを活用する上で必須の技能なので必ず習得する事を勧めている
。TypeQuickという練習ソフトを使って各自空き時間に練習して習得する方法を用い、15回目の授業時に計測したスコ
アを成績に反映させる。  ・資料の配布や課題の提出にはWebClassというLMS（学習管理システム）やTeamsを利用し
連絡事項もその中で行う。これらは学外からもアクセス可能でスマートフォンでも利用できるので主体的な学修に活用し
てほしい。  ・質問や意見を歓迎する。疑問点をそのままにしないようにしてほしい。  ・授業の中で指示する課題の提出物
はクラス全員がお互いに参照可能な形で共有することがある。課題は自分の学修成果を発表する媒体だと考えて取り組
む事。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。その際は事前に周知する。

2021 情報処理基礎◎（再履修）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

学内システムの利用確認  情報リテラシーとは何か  タッチタイピングの重
要性  eラーニングの利用方法  住所届け

講義  演
習

情報オリエンテーションの内容を復習しておく。

60

テーマ

内容

2回

情報リテラシー

電子メールの利用  （署名、テキスト形式、添付）  メールアプリの利用  One
Driveの利用

講義  演
習

eラーニング（eL）01「インターネットの活用」を学習して、確認
問題を解く。

90

テーマ

内容

3回

プレゼンテーション１

PowerPointによるスライド作成  オブジェクトの挿入  構成の変更  動きの
設定

講義  演
習

eラーニング（eL）02「情報倫理とセキュリティ」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション２

スライド作成に役立つ機能  プレゼンテーションの流れ 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

5回

文書作成１

＊小テスト１回目（eL1-
2)  WORDを使った基本的な文書の作成  図や表の挿入  印刷

講義  演
習

eラーニング（eL）03「わたし達が生きる情報社会」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

6回

文書作成２

表現力をアップする機能  長文のレポート編集 講義  演
習

eラーニング（eL）04「情報やメディアに関する技術」を学習し
て、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

7回

文書作成３

文書の校閲  数式入力 講義  演
習

eラーニング（eL）05「ネットワークやインターネットに関わる技
術」を学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

8回

インターネット

タイピング中間計測  インターネットの基礎知識  （IPアドレス、TCP/IP、様
々なネットワークサービス）

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

9回

著作権

＊小テスト２回目（eL3-
5)  著作権の保護期間  正しい引用の仕方  クリエイティブ・コモンズ

講義  演
習

授業内容の復習

60

テーマ

内容

10回

表計算１

Excel入門  表の作成、編集、印刷  グラフの作成 講義  演
習

課題の作成

60

2021 情報処理基礎◎（再履修）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

表計算２

データベースの操作  複数シートの操作  関数の利用 講義  演
習

eラーニング（eL）06「ハードウェアに関わる技術」を学習して
、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

12回

表計算３

条件付き書式  高度なグラフ 講義  演
習

eラーニング（eL）07「ソフトウェアに関わる技術」を学習して、
確認問題を解く。

90

テーマ

内容

13回

表計算４

データベースの活用  WORDとの連携 講義  演
習

eラーニング（eL）08「コンピュータの歴史と現代のIT業界」を
学習して、確認問題を解く。

90

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ等

様々な事例やツール等 講義  演
習

課題の作成

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

＊小テスト３回目（eL6-
8)  タイピングスキルの測定  情報活用自己診断アンケート  まとめ

講義  演
習

小テスト3とタイピングスキル測定の準備

60

2021 情報処理基礎◎（再履修）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ベンチャービジネス（１機建宇情美デ薬）

Venture Business

2115801

後期

ytaguchi@ed.sojo-u.ac.jp

G303 田口 雄太　G301 川副 智行　　　　

田口 雄太　川副 智行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 30 15 0 10 45 100

「アントレプレナーシップ（起業家精神）」は、これからの未来を切り開く若者にとって必須の精神である。現代社会は変化
が早く、その中を生き抜くためには新しいことに挑戦し達成する必要がある。これは起業だけでなく、会社内での新規事
業の開発、社会課題の解決、新しい科学領域の開拓など、どんな挑戦にも必要である。  本授業は、まずビジネスプラン
作成のためのフレームワークを習得する。次に、共同・協働する力を養いながら、チームでビジネスプランを作成する。その
ビジネスプランを第7回崇城大学ビジネスプランコンテストに提出、挑戦する。そして最後に、自身が提案するビジネスプ
ランと他者のプランを対比し、着想やアプローチの差異について考察する中で、アントレプレナーシップを養う。

ビジネスモデル・ジェネレーション　翔泳社　アレック・オスターワルダー　 9784798122977

インセンティブプレゼンテーション　KADOKAWA　杉本真樹　 9784048862189

ビジネスプランの作成に必要なスキルを習得し、実践に活用することができる。a,e,f

チームでビジネスプランを作成し、口頭で発表することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

g

aefgaefg

A A1 A1

金曜12:30 - 15:00

アントレプレナーシップ　問題・課題発見　テクノロジー　ビジネスプラン　　　　　　　　

「特殊講座(未来デザイン)」、  「
アントレプレナーシップ入門」、  「
イノベーション入門」、  「ローカル
イノベーション」

ベンチャービジネス（１機建宇情美デ薬）2021

1

2

選必

講義のレジュメを教科書とする　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ベンチャービジネス（１機建宇情美デ薬）

1. レポート1: チームで作成したビジネスプランをもって第7回崇城大学ビジネスプランコンテストへ応
募する。そのエントリーシート(ビジネスプラン)を評価する、最大20点。  2. レポート2: 他者のプランを対
比し、着想やアプローチの差異について考察するレポートを評価する(詳細は第15回授業にて提示)、
最大10点。  3. 成果発表: チームで作成したビジネスプランのプレゼンテーション資料を評価する、最
大15点。  4. ポートフォリオ: 学修到達度レポートによって評価する、最大10点  5. その他： 第1-
15回授業各回に実施する小演習をWebClass上で回答する、最大3点/回×15回   ★提出物は適宜
返却する。  ★WebClass上で提出されたレポートは適宜コメントを返します。このフィードバックもまた
WebClass上で実施しますので、必ず参照すること。

1340

川副 智行

課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶこと。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 全ての授業回は遠隔授業(オンデマンド形式)となります。毎授業回、WebClass の本科目のサイトにアクセスすること
。  2. レポートの提出は、原則WebClassへのアップロードとする。   3. 第7回崇城大学ビジネスプランコンテストに応募す
る。  4. 第1-
15回授業各回の小演習をWeb上で回答されているかどうかから、本科目の出席の有無を判断することになります。必ず
提出期限を遵守すること。  5. レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。

2021 ベンチャービジネス（１機建宇情美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

本科目全体の導入、授業の進め方についてを説明  レポート1について説明
  ビジネスアイデアの創出に向けた個人ワークを実施する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

2回

ベンチャービジネス

現代のスタートアップの考え方について学び、そのあり方について考察する 
 ビジネスアイデアの創出に向けた個人ワークを実施する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

3回

ビジネスモデル①

ビジネスモデルの定義とビジネスモデルキャンバスの全体についてを説明  
ビジネスモデルキャンバスの3要素"顧客・価値提案・チャネル"について学び
、考察する  個人ワークのアイデアをペアワークで議論する。

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

4回

ビジネスモデル②

ビジネスモデルキャンバスの3要素"顧客との関係・収益の流れ・リソース"に
ついて学び、考察する  これまでの6要素を念頭にし、ペアワークにてビジネ
スアイデアを議論する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

5回

ビジネスモデル③

ビジネスモデルキャンバスの3要素"主要活動・パートナー・コスト構造"につ
いて学び、考察する  これまでの9要素を念頭にし、ペアワークにてビジネス
アイデアを議論する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

6回

ビジネスモデル④とレポート1

様々なビジネスモデルを理解し、ビジネス着想の幅を広げる  ペアワークにて
ビジネスアイデアを改善し、レポート1を執筆し、提出する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施、レポート1の執筆  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

7回

テクノロジー、プレゼンテーション資料作成①

スタートアップにおけるテクノロジーの活用事例を学び、そのあり方について
考察する  自身のビジネスアイデアを他者に伝えるためのプレゼンテーショ
ン資料を作成する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

8回

資金調達、プレゼンテーション資料作成②

スタートアップ期における資金調達方法・事例を学び、そのあり方について
考察する  自身のビジネスアイデアを他者に伝えるためのプレゼンテーショ
ン資料を作成する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

9回

ファイナンス、プレゼンテーション資料作成③

財務3表についてを学ぶ  自身のビジネスアイデアを他者に伝えるためのプ
レゼンテーション資料を作成する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

10回

プレゼンテーション資料作成④

ペアワークによる共同によって、ビジネスアイデア最終案を作成・提出する。 講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施、スライドの作成提出  【復
習】講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキー
ワードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

2021 ベンチャービジネス（１機建宇情美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

プレゼンテーション資料作成⑤

ペアワークで作成した資料に基づいてプレゼンテーション動画を作成する  
プレゼン動画の作成を通し、効果的なプレゼンスキルを習得する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施、動画の作成提出  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

12回

発表視聴①

第7回崇城大学ビジネスプランコンテストの最終選考に選出されたビジネス
アイデアを視聴する 演習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

13回

発表視聴②

他受講学生の提案アイデアを視聴する
演習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

14回

ビジネスアイデア考察

他者のアイデアと対比、着想やアプローチの差異について考察し、自身が提
案するビジネスアイデアの改善する余地や可能性について考察する 演習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

15回

総括とレポート2

講義まとめと未来に向けての教員からのメッセージ  レポート2について説明
、レポート2の執筆

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施、レポート2の執筆  【復習】
これまでの講義を振り返る

120

2021 ベンチャービジネス（１機建宇情美デ薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ベンチャービジネス（１ナ微生）

Venture Business

2115802

後期

ytaguchi@ed.sojo-u.ac.jp

G303 田口 雄太　G301 川副 智行　　　　

田口 雄太　川副 智行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 30 15 0 10 45 100

「アントレプレナーシップ（起業家精神）」は、これからの未来を切り開く若者にとって必須の精神である。現代社会は変化
が早く、その中を生き抜くためには新しいことに挑戦し達成する必要がある。これは起業だけでなく、会社内での新規事
業の開発、社会課題の解決、新しい科学領域の開拓など、どんな挑戦にも必要である。  本授業は、まずビジネスプラン
作成のためのフレームワークを習得する。次に、共同・協働する力を養いながら、チームでビジネスプランを作成する。その
ビジネスプランを第7回崇城大学ビジネスプランコンテストに提出、挑戦する。そして最後に、自身が提案するビジネスプ
ランと他者のプランを対比し、着想やアプローチの差異について考察する中で、アントレプレナーシップを養う。

ビジネスモデル・ジェネレーション　翔泳社　アレック・オスターワルダー　 9784798122977

インセンティブプレゼンテーション　KADOKAWA　杉本真樹　 9784048862189

ビジネスプランの作成に必要なスキルを習得し、実践に活用することができる。a,e,f

チームでビジネスプランを作成し、口頭で発表することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

g

aefgaefg

A A1 A1

金曜12:30 - 15:00

アントレプレナーシップ　問題・課題発見　テクノロジー　ビジネスプラン　　　　　　　　

「特殊講座(未来デザイン)」、  「
アントレプレナーシップ入門」、  「
イノベーション入門」、  「ローカル
イノベーション」

ベンチャービジネス（１ナ微生）2021

1

2

選必

講義のレジュメを教科書とする　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ベンチャービジネス（１ナ微生）

1. レポート1: チームで作成したビジネスプランをもって第7回崇城大学ビジネスプランコンテストへ応
募する。そのエントリーシート(ビジネスプラン)を評価する、最大20点。  2. レポート2: 他者のプランを対
比し、着想やアプローチの差異について考察するレポートを評価する(詳細は第15回授業にて提示)、
最大10点。  3. 成果発表: チームで作成したビジネスプランのプレゼンテーション資料を評価する、最
大15点。  4. ポートフォリオ: 学修到達度レポートによって評価する、最大10点  5. その他： 第1-
15回授業各回に実施する小演習をWebClass上で回答する、最大3点/回×15回   ★提出物は適宜
返却する。  ★WebClass上で提出されたレポートは適宜コメントを返します。このフィードバックもまた
WebClass上で実施しますので、必ず参照すること。

1345

川副 智行

課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶこと。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 全ての授業回は遠隔授業(オンデマンド形式)となります。毎授業回、WebClass の本科目のサイトにアクセスすること
。  2. レポートの提出は、原則WebClassへのアップロードとする。   3. 第7回崇城大学ビジネスプランコンテストに応募す
る。  4. 第1-
15回授業各回の小演習をWeb上で回答されているかどうかから、本科目の出席の有無を判断することになります。必ず
提出期限を遵守すること。  5. レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。

2021 ベンチャービジネス（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

本科目全体の導入、授業の進め方についてを説明  レポート1について説明
  ビジネスアイデアの創出に向けた個人ワークを実施する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

2回

ベンチャービジネス

現代のスタートアップの考え方について学び、そのあり方について考察する 
 ビジネスアイデアの創出に向けた個人ワークを実施する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

3回

ビジネスモデル①

ビジネスモデルの定義とビジネスモデルキャンバスの全体についてを説明  
ビジネスモデルキャンバスの3要素"顧客・価値提案・チャネル"について学び
、考察する  個人ワークのアイデアをペアワークで議論する。

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

4回

ビジネスモデル②

ビジネスモデルキャンバスの3要素"顧客との関係・収益の流れ・リソース"に
ついて学び、考察する  これまでの6要素を念頭にし、ペアワークにてビジネ
スアイデアを議論する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

5回

ビジネスモデル③

ビジネスモデルキャンバスの3要素"主要活動・パートナー・コスト構造"につ
いて学び、考察する  これまでの9要素を念頭にし、ペアワークにてビジネス
アイデアを議論する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

6回

ビジネスモデル④とレポート1

様々なビジネスモデルを理解し、ビジネス着想の幅を広げる  ペアワークにて
ビジネスアイデアを改善し、レポート1を執筆し、提出する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施、レポート1の執筆  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

7回

テクノロジー、プレゼンテーション資料作成①

スタートアップにおけるテクノロジーの活用事例を学び、そのあり方について
考察する  自身のビジネスアイデアを他者に伝えるためのプレゼンテーショ
ン資料を作成する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

8回

資金調達、プレゼンテーション資料作成②

スタートアップ期における資金調達方法・事例を学び、そのあり方について
考察する  自身のビジネスアイデアを他者に伝えるためのプレゼンテーショ
ン資料を作成する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

9回

ファイナンス、プレゼンテーション資料作成③

財務3表についてを学ぶ  自身のビジネスアイデアを他者に伝えるためのプ
レゼンテーション資料を作成する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

10回

プレゼンテーション資料作成④

ペアワークによる共同によって、ビジネスアイデア最終案を作成・提出する。 講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施、スライドの作成提出  【復
習】講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキー
ワードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

2021 ベンチャービジネス（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

プレゼンテーション資料作成⑤

ペアワークで作成した資料に基づいてプレゼンテーション動画を作成する  
プレゼン動画の作成を通し、効果的なプレゼンスキルを習得する

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施、動画の作成提出  【復習】
講義中に紹介した事例を見ながら、講義のポイントやキーワ
ードをまとめる  【予習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

12回

発表視聴①

第7回崇城大学ビジネスプランコンテストの最終選考に選出されたビジネス
アイデアを視聴する 演習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

13回

発表視聴②

他受講学生の提案アイデアを視聴する
演習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

14回

ビジネスアイデア考察

他者のアイデアと対比、着想やアプローチの差異について考察し、自身が提
案するビジネスアイデアの改善する余地や可能性について考察する 演習

授業出席確認となる演習の実施  【復習】講義中に紹介した
事例を見ながら、講義のポイントやキーワードをまとめる  【予
習】次回講義レジュメを読んでおくこと

120

テーマ

内容

15回

総括とレポート2

講義まとめと未来に向けての教員からのメッセージ  レポート2について説明
、レポート2の執筆

講義  演
習

授業出席確認となる演習の実施、レポート2の執筆  【復習】
これまでの講義を振り返る

120

2021 ベンチャービジネス（１ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ローカルイノベーション（２機建）

Local Innovation

2115901

後期

t-kawasoe@ed.sojo-u.ac.jp

G301 川副 智行　G303 田口 雄太 　　　　

川副 智行（実務経験）　田口 雄太 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 42 6 12 10 30 100

「アイデアを形にする計画立案力（プランニング）を身に付ける」  本講義では、アイデアを提案に繋げるプランニングスキ
ルを身に付ける。前職の民間企業で長年研究開発に携わってきた実務経験に基づき、実践型ワークショップ（スモール
グループディスカッション）を通して、デザイン思考による企画立案力やプレゼンテーション能力を磨き、魅力あるビジネ
スアイデアの提案力を習得する。なお、自分の意見を表現できるスキルを向上するために3回のレポート課題を、提案力･
プレゼン力の向上のため実践型ワークショップの成果としてビジネスアイデア提案書類とプレゼン動画の作成を実施す
る。

イノベーション全書　東洋経済社　紺野 登　 978-4-492-52225-7

イノベーションのジレンマ増補改訂版　翔泳社　C.クリステンセン　 978-4-881-35839-9

アイデアからビジネスを組み立てる上での注意点や障壁を理解することができる。(d)

デザイン思考の基礎的なプロセスを習得して、プランニングを実践することができる。

プランのブラッシュアップ手法を理解して、各自のアイデアのブラッシュすることができる。

グループワークに主体的に参加して、肯定的に他者の意見を取り込み、協働でのプランニングを実践できる。

スケジュール内で完成させたビジネスプランについて、魅力的なプレゼンを実施することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートファリオで自己評価することができる。

(d), (e)

(d), (e), (g)

(e), (h), (i)

(f), (h)

(g)

月曜日終日（川副）

デザイン思考　ブルーオーシャン　ビジネスモデル　カスタマージャーニー　　プランニング　　　
　　　

基礎科目：「特殊講座（未来デザ
イン）」「アントレプレナー入門」「
ベンチャービジネス」「イノベーシ
ョン入門」

ローカルイノベーション（２機建）2021

2

2

選必

講義のレジュメを教科書とする　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

[新版]ブルー・オーシャン戦略　ダイヤモンド社　W. C. キム, R. モボルニュ　 978-4-4780-6513-6

ビジネスモデル・ナビゲーター　翔泳社　O. ガスマン, K. フランケンバーガー, M. チック　 978-4-7981-4688-1
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ローカルイノベーション（２機建）

1. 課題提出物：3点×10回（第4,回 第8回, 第10回, 第11回, 第14回を除く講義）＝30点  講義動画
視聴後のワークタイムにて個人ワークもしくはグループワークを実施して、その結果を提出期限までに視
聴確認課題として提出する（提出遅延は減点対象）。なお第9回までの提出物については、可能な限り
迅速にフィードバックを実施するので、ビジネスアイデアのブラッシュアップに繋げる。第15回の課題提
出物は別途連絡する。    2. レポート：14点×3回＝42点 地方創生の課題について（第4回）／私のテ
ーマにおけるカスタマージャーニー（第8回）／ビジネスアイデアを評価する（第14回）を1200～1500
字でまとめる（文字数は別途指定）。各回のテーマに対して、各動画で提示する評価基準に基づき評価
する。提出された3回のレポートについては、期中の適切な時期にweb classてコメントをフィードバック
する。    3. ビジネスアイデアの最終提案資料（第10回）：12点 グループワークの成果であるビジネス
アイデア最終提案書は、動画で提示する評価基準に基づき評価する。なお、共同作業に付きグループ
メンバーは全員同じ評点となる（ただし第10回のグループワーク欠席者は評点がつかない）。期中の適
切な時期（第15回目の講義）にプレゼン動画と共にコメントを、web classにてフィードバックする。    4. 
ビジネスアイデアプレゼン動画（第11回）：6点 ビジネスアイデア最終提案書をベースに作成したプレ
ゼン動画は、動画で提示する評価基準に基づき評価する。なお、共同作業に付きグループメンバーは
全員同じ評点となる（ただし第11回のグループワーク欠席者は評点がつかない）。期中の適切な時期（
第15回目の講義）に最終提案書と共にコメントを、web classにてフィードバックする    5. ポートフォリ
オ：10点 学修到達度レポートによって評価する。

1350

川副 智行

課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶこと。                                                          起業
の有無に関わらず、本講義で学ぶ実践的な企画立案及びプレゼン力はキャリア形成に有効であること
を理解して欲しい。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする



学修上の
注意

(SBOs)

1. WebClassに掲示する授業インストラクションを事前に閲覧した上で講義動画を視聴する。講義は30分相当の講義動
画と60分相当の実践型ワークショップ（個人ワーク・グループワーク）を予定している。第3-
11回の実践型ワークショップはグループワークであり、受講生は講義動画を視聴した後、提出期限を鑑みた適切なタイミ
ングで、オンライン（場合によっては対面）でグループワークを実施する（お互い協力しないとグループワークが成立しない
ので注意する）。    2. 出席は、Web Classシステムへの出席登録にて確認する。講義時間内に実践型ワークショップの
時間を設けてあることから、グループワークの成果物の提出期限は視聴期間と同様に1週間となる。この成果物の提出及
び内容をもって出席ポイントを確定する。レポートの提出期限は原則3週間となる（提出の詳細は別途連絡する）。なお遅
延提出は減点対象となる。    3. レポート等のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされる。    
4. ネット環境の問題などで動画視聴が難しい場合はその旨を学科の担任に、急なトラブルなどで予定していた講義を視
聴できなくなった場合は担当教員に連絡する。

2021 ローカルイノベーション（２機建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

■講義概要、講師紹介、アイディエーションの重要性を概説。  ■本講義に
おける実践型ワークショップの推進方法を把握する。  ■ビジネスアイデア
の創出に向けた個人ワークを実施する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+PB
L(Project
 Based Le
arning)

実践型ワークショップ（個人ワーク）の結果を期日内に提出す
る。第2回の授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

2回

アイデアをビジネスへ1（障壁とスモールスタート）

■死の谷・魔の川･ダーウィンの海を理解して、ビジネスへの移行の難点を
理解する。  ■スモールスタートの考え方を学び、妥当性のあるプランを策定
する。  ■ビジネスアイデアの創出に向けた個人ワークを実施する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+PB
L(Project
 Based Le
arning)

実践型ワークショップ（個人ワーク）の結果を期日内に提出す
る。第3回授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

3回

アイデアをビジネスへ2（プランニング）

■ビジネス考案におけるプランニングの重要性を理解する。  ■ビジネスモ
デルキャンバスなどの手法を理解して、プランニングに役立てる。  ■担当教
員のフィードバックを参考に、個人ワークのアイデアをグループワークで議論
する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第4回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

4回

地方創生に向けた課題の発見

■ビジネス視点で地方特有の課題を考え、解決可能なレベルにブレイクダ
ウンする。  ■地方創生も考慮しながら、グループワークにてビジネスアイデ
アを議論する。  ■地方創生に向けた課題とその選定理由及び市場性をレ
ポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

地方創生の課題についての意見をレポートにまとめ、期日内
に提出する。第5回の授業インストラクションを読んでおく。

90

テーマ

内容

5回

ビジネスモデル

■様々なビジネスモデルを理解することで、ビジネス着想の幅を広げる。  ■
ビジネスモデルの考えを用いて、ビジネスアイデアのプランを議論する。  ■
担当教員のフィードバックを参考に、グループワークにてビジネスアイデアを
改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第6回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

6回

ブルーオーシャンとレッドオーシャン

■ブルーオーシャン戦略の考え方を理解して、市場選定のセンスを養う。  
■ブルーオーシャンの考えを用いて、ビジネスアイデアのプランを議論する。
  ■担当教員のフィードバックを参考に、グループワークにてビジネスアイデ
アを改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第7回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

7回

デザイン思考part.1（理論）

■デザイン思考の概略を理解し、その活用に関する知識を得る。  ■常法で
はなく、対象特性に合わせたカスタマイズの必要性を理解する。  ■担当教
員のフィードバックと本手法の考えを参考に、ビジネスアイデアを改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第8回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

8回

カスタマージャーニーとペルソナ  （UXストーリー）

■ペルソナ及びカスタマージャーニーを理解して、自身のアイデアに応用す
る。  ■ビジネスアイデアのUXストーリーを作成して、確度の高いプランニン
グを実現する。  ■作成中のビジネスアイデアのペルソナを設定して、背景と
共にレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

私のテーマにおけるカスタマージャーニーについてレポートに
まとめ、期日内に提出する。第9回の授業インストラクションを
読んでおく。

90

テーマ

内容

9回

デザイン思考part.2（実践）

■デザイン思考を活用しながら、ビジネスアイデアをブラッシュアップする。  
■他者からのアドバイスを受け、プランを改善できるスキルを身に付ける。  
■担当教員のフィードバックを参考に、グループワークにてビジネスアイデア
を改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第10回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

10回

ビジネスアイデアプランニング Part.1

■一定時間内で効率的なグループワークを実施して、合意形成による結論
を導く。  ■担当教員のフィードバックを参考に、ペアワークにてビジネスアイ
デアを改善する。  ■ペアワークによる協働によって、ビジネスアイデアの最
終案を作成・提出する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

ビジネスアイデアの最終提案書を期日内に提出する。第11
回の授業インストラクションを読んでおく。

30

2021 ローカルイノベーション（２機建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

ビジネスアイデアプランニング Part.2

■グループワークで作成した資料に基づいてビジネスアイデアのプレゼン
動画を作成する。  ■プレゼン動画の作成を通して、効果的なプレゼンスキ
ルを習得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

ビジネスアイデアのプレゼン動画を期日内に提出する。第12
回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

12回

ビジネスアイデアコンテスト Part.1

■評価ポイントを踏まえた評価を実施して、他者のアイデアを評価できるよう
になる。  ■他者のプレゼンを聞いて、ポジティブな質問を考えるスキルを身
に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

ビジネスアイデア評価シートに評価を記載して期日内に提出
する。第13回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

13回

ビジネスアイデアコンテスト Part.2

■評価ポイントを踏まえた評価を実施して、他者のアイデアを評価できるよう
になる。  ■他者のプレゼンを聞いて、ポジティブな質問を考えるスキルを身
に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

ビジネスアイデア評価シートに評価を記載して期日内に提出
する。第14回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

14回

ビジネスアイデア評価

■評価ポイントを踏まえた評価を実施して、他者のアイデアを評価できるよう
になる。  ■他者のプレゼンを聞いて、ポジティブな質問を考えるスキルを身
に付ける。  ■ビジネスアイデアの良い点・悪い点をレポートまとめるプロセ
スによって、自分の考えを論理的に説明する力を身に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

ビジネスアイデア評価シートと選定したビジネスアイデアにつ
いてのレポートを期日内に提出する。第15回の授業インスト
ラクションを読んでおく。

90

テーマ

内容

15回

講義のまとめ

■講義のまとめと教員からのメッセージ  ■評価シートの集計結果を共有化
して、各アイデアの位置づけを理解する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題を期日内に提出する。ポートフォリオ（到
達レポート）の作成する。

30

2021 ローカルイノベーション（２機建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ローカルイノベーション（２ナ情）

Local Innovation

2115902

後期

t-kawasoe@ed.sojo-u.ac.jp

G301 川副 智行　G303 田口 雄太 　　　　

川副 智行（実務経験）　田口 雄太 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 42 6 12 10 30 100

「アイデアを形にする計画立案力（プランニング）を身に付ける」  本講義では、アイデアを提案に繋げるプランニングスキ
ルを身に付ける。前職の民間企業で長年研究開発に携わってきた実務経験に基づき、実践型ワークショップ（スモール
グループディスカッション）を通して、デザイン思考による企画立案力やプレゼンテーション能力を磨き、魅力あるビジネ
スアイデアの提案力を習得する。なお、自分の意見を表現できるスキルを向上するために3回のレポート課題を、提案力･
プレゼン力の向上のため実践型ワークショップの成果としてビジネスアイデア提案書類とプレゼン動画の作成を実施す
る。

イノベーション全書　東洋経済社　紺野 登　 978-4-492-52225-7

イノベーションのジレンマ増補改訂版　翔泳社　C.クリステンセン　 978-4-881-35839-9

アイデアからビジネスを組み立てる上での注意点や障壁を理解することができる。(d)

デザイン思考の基礎的なプロセスを習得して、プランニングを実践することができる。

プランのブラッシュアップ手法を理解して、各自のアイデアのブラッシュすることができる。

グループワークに主体的に参加して、肯定的に他者の意見を取り込み、協働でのプランニングを実践できる。

スケジュール内で完成させたビジネスプランについて、魅力的なプレゼンを実施することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートファリオで自己評価することができる。

(d), (e)

(d), (e), (g)

(e), (h), (i)

(f), (h)

(g)

月曜日終日（川副）

デザイン思考　ブルーオーシャン　ビジネスモデル　カスタマージャーニー　　プランニング　　　
　　　

基礎科目：「特殊講座（未来デザ
イン）」「アントレプレナー入門」「
ベンチャービジネス」「イノベーシ
ョン入門」

ローカルイノベーション（２ナ情）2021

2

2

選必

講義のレジュメを教科書とする　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

[新版]ブルー・オーシャン戦略　ダイヤモンド社　W. C. キム, R. モボルニュ　 978-4-4780-6513-6

ビジネスモデル・ナビゲーター　翔泳社　O. ガスマン, K. フランケンバーガー, M. チック　 978-4-7981-4688-1
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ローカルイノベーション（２ナ情）

1. 課題提出物：3点×10回（第4,回 第8回, 第10回, 第11回, 第14回を除く講義）＝30点  講義動画
視聴後のワークタイムにて個人ワークもしくはグループワークを実施して、その結果を提出期限までに視
聴確認課題として提出する（提出遅延は減点対象）。なお第9回までの提出物については、可能な限り
迅速にフィードバックを実施するので、ビジネスアイデアのブラッシュアップに繋げる。第15回の課題提
出物は別途連絡する。    2. レポート：14点×3回＝42点 地方創生の課題について（第4回）／私のテ
ーマにおけるカスタマージャーニー（第8回）／ビジネスアイデアを評価する（第14回）を1200～1500
字でまとめる（文字数は別途指定）。各回のテーマに対して、各動画で提示する評価基準に基づき評価
する。提出された3回のレポートについては、期中の適切な時期にweb classてコメントをフィードバック
する。    3. ビジネスアイデアの最終提案資料（第10回）：12点 グループワークの成果であるビジネス
アイデア最終提案書は、動画で提示する評価基準に基づき評価する。なお、共同作業に付きグループ
メンバーは全員同じ評点となる（ただし第10回のグループワーク欠席者は評点がつかない）。期中の適
切な時期（第15回目の講義）にプレゼン動画と共にコメントを、web classにてフィードバックする。    4. 
ビジネスアイデアプレゼン動画（第11回）：6点 ビジネスアイデア最終提案書をベースに作成したプレ
ゼン動画は、動画で提示する評価基準に基づき評価する。なお、共同作業に付きグループメンバーは
全員同じ評点となる（ただし第11回のグループワーク欠席者は評点がつかない）。期中の適切な時期（
第15回目の講義）に最終提案書と共にコメントを、web classにてフィードバックする    5. ポートフォリ
オ：10点 学修到達度レポートによって評価する。

1355

川副 智行

課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶこと。                                                          起業
の有無に関わらず、本講義で学ぶ実践的な企画立案及びプレゼン力はキャリア形成に有効であること
を理解して欲しい。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする



学修上の
注意

(SBOs)

1. WebClassに掲示する授業インストラクションを事前に閲覧した上で講義動画を視聴する。講義は30分相当の講義動
画と60分相当の実践型ワークショップ（個人ワーク・グループワーク）を予定している。第3-
11回の実践型ワークショップはグループワークであり、受講生は講義動画を視聴した後、提出期限を鑑みた適切なタイミ
ングで、オンライン（場合によっては対面）でグループワークを実施する（お互い協力しないとグループワークが成立しない
ので注意する）。    2. 出席は、Web Classシステムへの出席登録にて確認する。講義時間内に実践型ワークショップの
時間を設けてあることから、グループワークの成果物の提出期限は視聴期間と同様に1週間となる。この成果物の提出及
び内容をもって出席ポイントを確定する。レポートの提出期限は原則3週間となる（提出の詳細は別途連絡する）。なお遅
延提出は減点対象となる。    3. レポート等のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされる。    
4. ネット環境の問題などで動画視聴が難しい場合はその旨を学科の担任に、急なトラブルなどで予定していた講義を視
聴できなくなった場合は担当教員に連絡する。

2021 ローカルイノベーション（２ナ情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

■講義概要、講師紹介、アイディエーションの重要性を概説。  ■本講義に
おける実践型ワークショップの推進方法を把握する。  ■ビジネスアイデア
の創出に向けた個人ワークを実施する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+PB
L(Project
 Based Le
arning)

実践型ワークショップ（個人ワーク）の結果を期日内に提出す
る。第2回の授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

2回

アイデアをビジネスへ1（障壁とスモールスタート）

■死の谷・魔の川･ダーウィンの海を理解して、ビジネスへの移行の難点を
理解する。  ■スモールスタートの考え方を学び、妥当性のあるプランを策定
する。  ■ビジネスアイデアの創出に向けた個人ワークを実施する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+PB
L(Project
 Based Le
arning)

実践型ワークショップ（個人ワーク）の結果を期日内に提出す
る。第3回授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

3回

アイデアをビジネスへ2（プランニング）

■ビジネス考案におけるプランニングの重要性を理解する。  ■ビジネスモ
デルキャンバスなどの手法を理解して、プランニングに役立てる。  ■担当教
員のフィードバックを参考に、個人ワークのアイデアをグループワークで議論
する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第4回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

4回

地方創生に向けた課題の発見

■ビジネス視点で地方特有の課題を考え、解決可能なレベルにブレイクダ
ウンする。  ■地方創生も考慮しながら、グループワークにてビジネスアイデ
アを議論する。  ■地方創生に向けた課題とその選定理由及び市場性をレ
ポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

地方創生の課題についての意見をレポートにまとめ、期日内
に提出する。第5回の授業インストラクションを読んでおく。

90

テーマ

内容

5回

ビジネスモデル

■様々なビジネスモデルを理解することで、ビジネス着想の幅を広げる。  ■
ビジネスモデルの考えを用いて、ビジネスアイデアのプランを議論する。  ■
担当教員のフィードバックを参考に、グループワークにてビジネスアイデアを
改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第6回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

6回

ブルーオーシャンとレッドオーシャン

■ブルーオーシャン戦略の考え方を理解して、市場選定のセンスを養う。  
■ブルーオーシャンの考えを用いて、ビジネスアイデアのプランを議論する。
  ■担当教員のフィードバックを参考に、グループワークにてビジネスアイデ
アを改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第7回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

7回

デザイン思考part.1（理論）

■デザイン思考の概略を理解し、その活用に関する知識を得る。  ■常法で
はなく、対象特性に合わせたカスタマイズの必要性を理解する。  ■担当教
員のフィードバックと本手法の考えを参考に、ビジネスアイデアを改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第8回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

8回

カスタマージャーニーとペルソナ  （UXストーリー）

■ペルソナ及びカスタマージャーニーを理解して、自身のアイデアに応用す
る。  ■ビジネスアイデアのUXストーリーを作成して、確度の高いプランニン
グを実現する。  ■作成中のビジネスアイデアのペルソナを設定して、背景と
共にレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

私のテーマにおけるカスタマージャーニーについてレポートに
まとめ、期日内に提出する。第9回の授業インストラクションを
読んでおく。

90

テーマ

内容

9回

デザイン思考part.2（実践）

■デザイン思考を活用しながら、ビジネスアイデアをブラッシュアップする。  
■他者からのアドバイスを受け、プランを改善できるスキルを身に付ける。  
■担当教員のフィードバックを参考に、グループワークにてビジネスアイデア
を改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第10回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

10回

ビジネスアイデアプランニング Part.1

■一定時間内で効率的なグループワークを実施して、合意形成による結論
を導く。  ■担当教員のフィードバックを参考に、ペアワークにてビジネスアイ
デアを改善する。  ■ペアワークによる協働によって、ビジネスアイデアの最
終案を作成・提出する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

ビジネスアイデアの最終提案書を期日内に提出する。第11
回の授業インストラクションを読んでおく。

30

2021 ローカルイノベーション（２ナ情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

ビジネスアイデアプランニング Part.2

■グループワークで作成した資料に基づいてビジネスアイデアのプレゼン
動画を作成する。  ■プレゼン動画の作成を通して、効果的なプレゼンスキ
ルを習得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

ビジネスアイデアのプレゼン動画を期日内に提出する。第12
回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

12回

ビジネスアイデアコンテスト Part.1

■評価ポイントを踏まえた評価を実施して、他者のアイデアを評価できるよう
になる。  ■他者のプレゼンを聞いて、ポジティブな質問を考えるスキルを身
に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

ビジネスアイデア評価シートに評価を記載して期日内に提出
する。第13回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

13回

ビジネスアイデアコンテスト Part.2

■評価ポイントを踏まえた評価を実施して、他者のアイデアを評価できるよう
になる。  ■他者のプレゼンを聞いて、ポジティブな質問を考えるスキルを身
に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

ビジネスアイデア評価シートに評価を記載して期日内に提出
する。第14回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

14回

ビジネスアイデア評価

■評価ポイントを踏まえた評価を実施して、他者のアイデアを評価できるよう
になる。  ■他者のプレゼンを聞いて、ポジティブな質問を考えるスキルを身
に付ける。  ■ビジネスアイデアの良い点・悪い点をレポートまとめるプロセ
スによって、自分の考えを論理的に説明する力を身に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

ビジネスアイデア評価シートと選定したビジネスアイデアにつ
いてのレポートを期日内に提出する。第15回の授業インスト
ラクションを読んでおく。

90

テーマ

内容

15回

講義のまとめ

■講義のまとめと教員からのメッセージ  ■評価シートの集計結果を共有化
して、各アイデアの位置づけを理解する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題を期日内に提出する。ポートフォリオ（到
達レポート）の作成する。

30

2021 ローカルイノベーション（２ナ情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ローカルイノベーション（２宇美デ薬）

Local Innovation

2115903

後期

t-kawasoe@ed.sojo-u.ac.jp

G301 川副 智行　G303 田口 雄太 　　　　

川副 智行（実務経験）　田口 雄太 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 42 6 12 10 30 100

「アイデアを形にする計画立案力（プランニング）を身に付ける」  本講義では、アイデアを提案に繋げるプランニングスキ
ルを身に付ける。前職の民間企業で長年研究開発に携わってきた実務経験に基づき、実践型ワークショップ（スモール
グループディスカッション）を通して、デザイン思考による企画立案力やプレゼンテーション能力を磨き、魅力あるビジネ
スアイデアの提案力を習得する。なお、自分の意見を表現できるスキルを向上するために3回のレポート課題を、提案力･
プレゼン力の向上のため実践型ワークショップの成果としてビジネスアイデア提案書類とプレゼン動画の作成を実施す
る。

イノベーション全書　東洋経済社　紺野 登　 978-4-492-52225-7

イノベーションのジレンマ増補改訂版　翔泳社　C.クリステンセン　 978-4-881-35839-9

アイデアからビジネスを組み立てる上での注意点や障壁を理解することができる。(d)

デザイン思考の基礎的なプロセスを習得して、プランニングを実践することができる。

プランのブラッシュアップ手法を理解して、各自のアイデアのブラッシュすることができる。

グループワークに主体的に参加して、肯定的に他者の意見を取り込み、協働でのプランニングを実践できる。

スケジュール内で完成させたビジネスプランについて、魅力的なプレゼンを実施することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートファリオで自己評価することができる。

(d), (e)

(d), (e), (g)

(e), (h), (i)

(f), (h)

(g)

月曜日終日（川副）

デザイン思考　ブルーオーシャン　ビジネスモデル　カスタマージャーニー　　プランニング　　　
　　　

基礎科目：「特殊講座（未来デザ
イン）」「アントレプレナー入門」「
ベンチャービジネス」「イノベーシ
ョン入門」

ローカルイノベーション（２宇美デ薬）2021

2

2

選必

講義のレジュメを教科書とする　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

[新版]ブルー・オーシャン戦略　ダイヤモンド社　W. C. キム, R. モボルニュ　 978-4-4780-6513-6

ビジネスモデル・ナビゲーター　翔泳社　O. ガスマン, K. フランケンバーガー, M. チック　 978-4-7981-4688-1
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ローカルイノベーション（２宇美デ薬）

1. 課題提出物：3点×10回（第4,回 第8回, 第10回, 第11回, 第14回を除く講義）＝30点  講義動画
視聴後のワークタイムにて個人ワークもしくはグループワークを実施して、その結果を提出期限までに視
聴確認課題として提出する（提出遅延は減点対象）。なお第9回までの提出物については、可能な限り
迅速にフィードバックを実施するので、ビジネスアイデアのブラッシュアップに繋げる。第15回の課題提
出物は別途連絡する。    2. レポート：14点×3回＝42点 地方創生の課題について（第4回）／私のテ
ーマにおけるカスタマージャーニー（第8回）／ビジネスアイデアを評価する（第14回）を1200～1500
字でまとめる（文字数は別途指定）。各回のテーマに対して、各動画で提示する評価基準に基づき評価
する。提出された3回のレポートについては、期中の適切な時期にweb classてコメントをフィードバック
する。    3. ビジネスアイデアの最終提案資料（第10回）：12点 グループワークの成果であるビジネス
アイデア最終提案書は、動画で提示する評価基準に基づき評価する。なお、共同作業に付きグループ
メンバーは全員同じ評点となる（ただし第10回のグループワーク欠席者は評点がつかない）。期中の適
切な時期（第15回目の講義）にプレゼン動画と共にコメントを、web classにてフィードバックする。    4. 
ビジネスアイデアプレゼン動画（第11回）：6点 ビジネスアイデア最終提案書をベースに作成したプレ
ゼン動画は、動画で提示する評価基準に基づき評価する。なお、共同作業に付きグループメンバーは
全員同じ評点となる（ただし第11回のグループワーク欠席者は評点がつかない）。期中の適切な時期（
第15回目の講義）に最終提案書と共にコメントを、web classにてフィードバックする    5. ポートフォリ
オ：10点 学修到達度レポートによって評価する。
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川副 智行

課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶこと。                                                          起業
の有無に関わらず、本講義で学ぶ実践的な企画立案及びプレゼン力はキャリア形成に有効であること
を理解して欲しい。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする



学修上の
注意

(SBOs)

1. WebClassに掲示する授業インストラクションを事前に閲覧した上で講義動画を視聴する。講義は30分相当の講義動
画と60分相当の実践型ワークショップ（個人ワーク・グループワーク）を予定している。第3-
11回の実践型ワークショップはグループワークであり、受講生は講義動画を視聴した後、提出期限を鑑みた適切なタイミ
ングで、オンライン（場合によっては対面）でグループワークを実施する（お互い協力しないとグループワークが成立しない
ので注意する）。    2. 出席は、Web Classシステムへの出席登録にて確認する。講義時間内に実践型ワークショップの
時間を設けてあることから、グループワークの成果物の提出期限は視聴期間と同様に1週間となる。この成果物の提出及
び内容をもって出席ポイントを確定する。レポートの提出期限は原則3週間となる（提出の詳細は別途連絡する）。なお遅
延提出は減点対象となる。    3. レポート等のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされる。    
4. ネット環境の問題などで動画視聴が難しい場合はその旨を学科の担任に、急なトラブルなどで予定していた講義を視
聴できなくなった場合は担当教員に連絡する。

2021 ローカルイノベーション（２宇美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

■講義概要、講師紹介、アイディエーションの重要性を概説。  ■本講義に
おける実践型ワークショップの推進方法を把握する。  ■ビジネスアイデア
の創出に向けた個人ワークを実施する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+PB
L(Project
 Based Le
arning)

実践型ワークショップ（個人ワーク）の結果を期日内に提出す
る。第2回の授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

2回

アイデアをビジネスへ1（障壁とスモールスタート）

■死の谷・魔の川･ダーウィンの海を理解して、ビジネスへの移行の難点を
理解する。  ■スモールスタートの考え方を学び、妥当性のあるプランを策定
する。  ■ビジネスアイデアの創出に向けた個人ワークを実施する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+PB
L(Project
 Based Le
arning)

実践型ワークショップ（個人ワーク）の結果を期日内に提出す
る。第3回授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

3回

アイデアをビジネスへ2（プランニング）

■ビジネス考案におけるプランニングの重要性を理解する。  ■ビジネスモ
デルキャンバスなどの手法を理解して、プランニングに役立てる。  ■担当教
員のフィードバックを参考に、個人ワークのアイデアをグループワークで議論
する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第4回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

4回

地方創生に向けた課題の発見

■ビジネス視点で地方特有の課題を考え、解決可能なレベルにブレイクダ
ウンする。  ■地方創生も考慮しながら、グループワークにてビジネスアイデ
アを議論する。  ■地方創生に向けた課題とその選定理由及び市場性をレ
ポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

地方創生の課題についての意見をレポートにまとめ、期日内
に提出する。第5回の授業インストラクションを読んでおく。

90

テーマ

内容

5回

ビジネスモデル

■様々なビジネスモデルを理解することで、ビジネス着想の幅を広げる。  ■
ビジネスモデルの考えを用いて、ビジネスアイデアのプランを議論する。  ■
担当教員のフィードバックを参考に、グループワークにてビジネスアイデアを
改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第6回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

6回

ブルーオーシャンとレッドオーシャン

■ブルーオーシャン戦略の考え方を理解して、市場選定のセンスを養う。  
■ブルーオーシャンの考えを用いて、ビジネスアイデアのプランを議論する。
  ■担当教員のフィードバックを参考に、グループワークにてビジネスアイデ
アを改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第7回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

7回

デザイン思考part.1（理論）

■デザイン思考の概略を理解し、その活用に関する知識を得る。  ■常法で
はなく、対象特性に合わせたカスタマイズの必要性を理解する。  ■担当教
員のフィードバックと本手法の考えを参考に、ビジネスアイデアを改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第8回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

8回

カスタマージャーニーとペルソナ  （UXストーリー）

■ペルソナ及びカスタマージャーニーを理解して、自身のアイデアに応用す
る。  ■ビジネスアイデアのUXストーリーを作成して、確度の高いプランニン
グを実現する。  ■作成中のビジネスアイデアのペルソナを設定して、背景と
共にレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

私のテーマにおけるカスタマージャーニーについてレポートに
まとめ、期日内に提出する。第9回の授業インストラクションを
読んでおく。

90

テーマ

内容

9回

デザイン思考part.2（実践）

■デザイン思考を活用しながら、ビジネスアイデアをブラッシュアップする。  
■他者からのアドバイスを受け、プランを改善できるスキルを身に付ける。  
■担当教員のフィードバックを参考に、グループワークにてビジネスアイデア
を改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第10回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

10回

ビジネスアイデアプランニング Part.1

■一定時間内で効率的なグループワークを実施して、合意形成による結論
を導く。  ■担当教員のフィードバックを参考に、ペアワークにてビジネスアイ
デアを改善する。  ■ペアワークによる協働によって、ビジネスアイデアの最
終案を作成・提出する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

ビジネスアイデアの最終提案書を期日内に提出する。第11
回の授業インストラクションを読んでおく。

30
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

ビジネスアイデアプランニング Part.2

■グループワークで作成した資料に基づいてビジネスアイデアのプレゼン
動画を作成する。  ■プレゼン動画の作成を通して、効果的なプレゼンスキ
ルを習得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

ビジネスアイデアのプレゼン動画を期日内に提出する。第12
回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

12回

ビジネスアイデアコンテスト Part.1

■評価ポイントを踏まえた評価を実施して、他者のアイデアを評価できるよう
になる。  ■他者のプレゼンを聞いて、ポジティブな質問を考えるスキルを身
に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

ビジネスアイデア評価シートに評価を記載して期日内に提出
する。第13回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

13回

ビジネスアイデアコンテスト Part.2

■評価ポイントを踏まえた評価を実施して、他者のアイデアを評価できるよう
になる。  ■他者のプレゼンを聞いて、ポジティブな質問を考えるスキルを身
に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

ビジネスアイデア評価シートに評価を記載して期日内に提出
する。第14回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

14回

ビジネスアイデア評価

■評価ポイントを踏まえた評価を実施して、他者のアイデアを評価できるよう
になる。  ■他者のプレゼンを聞いて、ポジティブな質問を考えるスキルを身
に付ける。  ■ビジネスアイデアの良い点・悪い点をレポートまとめるプロセ
スによって、自分の考えを論理的に説明する力を身に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

ビジネスアイデア評価シートと選定したビジネスアイデアにつ
いてのレポートを期日内に提出する。第15回の授業インスト
ラクションを読んでおく。

90

テーマ

内容

15回

講義のまとめ

■講義のまとめと教員からのメッセージ  ■評価シートの集計結果を共有化
して、各アイデアの位置づけを理解する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題を期日内に提出する。ポートフォリオ（到
達レポート）の作成する。

30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ローカルイノベーション（２微生）

Local Innovation

2115904

後期

t-kawasoe@ed.sojo-u.ac.jp

G301 川副 智行　G303 田口 雄太 　　　　

川副 智行（実務経験）　田口 雄太 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 42 6 12 10 30 100

「アイデアを形にする計画立案力（プランニング）を身に付ける」  本講義では、アイデアを提案に繋げるプランニングスキ
ルを身に付ける。前職の民間企業で長年研究開発に携わってきた実務経験に基づき、実践型ワークショップ（スモール
グループディスカッション）を通して、デザイン思考による企画立案力やプレゼンテーション能力を磨き、魅力あるビジネ
スアイデアの提案力を習得する。なお、自分の意見を表現できるスキルを向上するために3回のレポート課題を、提案力･
プレゼン力の向上のため実践型ワークショップの成果としてビジネスアイデア提案書類とプレゼン動画の作成を実施す
る。

イノベーション全書　東洋経済社　紺野 登　 978-4-492-52225-7

イノベーションのジレンマ増補改訂版　翔泳社　C.クリステンセン　 978-4-881-35839-9

アイデアからビジネスを組み立てる上での注意点や障壁を理解することができる。(d)

デザイン思考の基礎的なプロセスを習得して、プランニングを実践することができる。

プランのブラッシュアップ手法を理解して、各自のアイデアのブラッシュすることができる。

グループワークに主体的に参加して、肯定的に他者の意見を取り込み、協働でのプランニングを実践できる。

スケジュール内で完成させたビジネスプランについて、魅力的なプレゼンを実施することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートファリオで自己評価することができる。

(d), (e)

(d), (e), (g)

(e), (h), (i)

(f), (h)

(g)

月曜日終日（川副）

デザイン思考　ブルーオーシャン　ビジネスモデル　カスタマージャーニー　　プランニング　　　
　　　

基礎科目：「特殊講座（未来デザ
イン）」「アントレプレナー入門」「
ベンチャービジネス」「イノベーシ
ョン入門」

ローカルイノベーション（２微生）2021

2

2

選必

講義のレジュメを教科書とする　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

[新版]ブルー・オーシャン戦略　ダイヤモンド社　W. C. キム, R. モボルニュ　 978-4-4780-6513-6

ビジネスモデル・ナビゲーター　翔泳社　O. ガスマン, K. フランケンバーガー, M. チック　 978-4-7981-4688-1
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ローカルイノベーション（２微生）

1. 課題提出物：3点×10回（第4,回 第8回, 第10回, 第11回, 第14回を除く講義）＝30点  講義動画
視聴後のワークタイムにて個人ワークもしくはグループワークを実施して、その結果を提出期限までに視
聴確認課題として提出する（提出遅延は減点対象）。なお第9回までの提出物については、可能な限り
迅速にフィードバックを実施するので、ビジネスアイデアのブラッシュアップに繋げる。第15回の課題提
出物は別途連絡する。    2. レポート：14点×3回＝42点 地方創生の課題について（第4回）／私のテ
ーマにおけるカスタマージャーニー（第8回）／ビジネスアイデアを評価する（第14回）を1200～1500
字でまとめる（文字数は別途指定）。各回のテーマに対して、各動画で提示する評価基準に基づき評価
する。提出された3回のレポートについては、期中の適切な時期にweb classてコメントをフィードバック
する。    3. ビジネスアイデアの最終提案資料（第10回）：12点 グループワークの成果であるビジネス
アイデア最終提案書は、動画で提示する評価基準に基づき評価する。なお、共同作業に付きグループ
メンバーは全員同じ評点となる（ただし第10回のグループワーク欠席者は評点がつかない）。期中の適
切な時期（第15回目の講義）にプレゼン動画と共にコメントを、web classにてフィードバックする。    4. 
ビジネスアイデアプレゼン動画（第11回）：6点 ビジネスアイデア最終提案書をベースに作成したプレ
ゼン動画は、動画で提示する評価基準に基づき評価する。なお、共同作業に付きグループメンバーは
全員同じ評点となる（ただし第11回のグループワーク欠席者は評点がつかない）。期中の適切な時期（
第15回目の講義）に最終提案書と共にコメントを、web classにてフィードバックする    5. ポートフォリ
オ：10点 学修到達度レポートによって評価する。
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川副 智行

課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶこと。                                                          起業
の有無に関わらず、本講義で学ぶ実践的な企画立案及びプレゼン力はキャリア形成に有効であること
を理解して欲しい。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする



学修上の
注意

(SBOs)

1. WebClassに掲示する授業インストラクションを事前に閲覧した上で講義動画を視聴する。講義は30分相当の講義動
画と60分相当の実践型ワークショップ（個人ワーク・グループワーク）を予定している。第3-
11回の実践型ワークショップはグループワークであり、受講生は講義動画を視聴した後、提出期限を鑑みた適切なタイミ
ングで、オンライン（場合によっては対面）でグループワークを実施する（お互い協力しないとグループワークが成立しない
ので注意する）。    2. 出席は、Web Classシステムへの出席登録にて確認する。講義時間内に実践型ワークショップの
時間を設けてあることから、グループワークの成果物の提出期限は視聴期間と同様に1週間となる。この成果物の提出及
び内容をもって出席ポイントを確定する。レポートの提出期限は原則3週間となる（提出の詳細は別途連絡する）。なお遅
延提出は減点対象となる。    3. レポート等のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされる。    
4. ネット環境の問題などで動画視聴が難しい場合はその旨を学科の担任に、急なトラブルなどで予定していた講義を視
聴できなくなった場合は担当教員に連絡する。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

■講義概要、講師紹介、アイディエーションの重要性を概説。  ■本講義に
おける実践型ワークショップの推進方法を把握する。  ■ビジネスアイデア
の創出に向けた個人ワークを実施する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+PB
L(Project
 Based Le
arning)

実践型ワークショップ（個人ワーク）の結果を期日内に提出す
る。第2回の授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

2回

アイデアをビジネスへ1（障壁とスモールスタート）

■死の谷・魔の川･ダーウィンの海を理解して、ビジネスへの移行の難点を
理解する。  ■スモールスタートの考え方を学び、妥当性のあるプランを策定
する。  ■ビジネスアイデアの創出に向けた個人ワークを実施する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+PB
L(Project
 Based Le
arning)

実践型ワークショップ（個人ワーク）の結果を期日内に提出す
る。第3回授業インストラクションを読んでおく。

10

テーマ

内容

3回

アイデアをビジネスへ2（プランニング）

■ビジネス考案におけるプランニングの重要性を理解する。  ■ビジネスモ
デルキャンバスなどの手法を理解して、プランニングに役立てる。  ■担当教
員のフィードバックを参考に、個人ワークのアイデアをグループワークで議論
する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第4回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

4回

地方創生に向けた課題の発見

■ビジネス視点で地方特有の課題を考え、解決可能なレベルにブレイクダ
ウンする。  ■地方創生も考慮しながら、グループワークにてビジネスアイデ
アを議論する。  ■地方創生に向けた課題とその選定理由及び市場性をレ
ポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

地方創生の課題についての意見をレポートにまとめ、期日内
に提出する。第5回の授業インストラクションを読んでおく。

90

テーマ

内容

5回

ビジネスモデル

■様々なビジネスモデルを理解することで、ビジネス着想の幅を広げる。  ■
ビジネスモデルの考えを用いて、ビジネスアイデアのプランを議論する。  ■
担当教員のフィードバックを参考に、グループワークにてビジネスアイデアを
改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第6回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

6回

ブルーオーシャンとレッドオーシャン

■ブルーオーシャン戦略の考え方を理解して、市場選定のセンスを養う。  
■ブルーオーシャンの考えを用いて、ビジネスアイデアのプランを議論する。
  ■担当教員のフィードバックを参考に、グループワークにてビジネスアイデ
アを改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第7回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

7回

デザイン思考part.1（理論）

■デザイン思考の概略を理解し、その活用に関する知識を得る。  ■常法で
はなく、対象特性に合わせたカスタマイズの必要性を理解する。  ■担当教
員のフィードバックと本手法の考えを参考に、ビジネスアイデアを改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第8回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

8回

カスタマージャーニーとペルソナ  （UXストーリー）

■ペルソナ及びカスタマージャーニーを理解して、自身のアイデアに応用す
る。  ■ビジネスアイデアのUXストーリーを作成して、確度の高いプランニン
グを実現する。  ■作成中のビジネスアイデアのペルソナを設定して、背景と
共にレポートにまとめる。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

私のテーマにおけるカスタマージャーニーについてレポートに
まとめ、期日内に提出する。第9回の授業インストラクションを
読んでおく。

90

テーマ

内容

9回

デザイン思考part.2（実践）

■デザイン思考を活用しながら、ビジネスアイデアをブラッシュアップする。  
■他者からのアドバイスを受け、プランを改善できるスキルを身に付ける。  
■担当教員のフィードバックを参考に、グループワークにてビジネスアイデア
を改善する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

実践型ワークショップ（グループワーク）の結果を期日内に提
出する。第10回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

10回

ビジネスアイデアプランニング Part.1

■一定時間内で効率的なグループワークを実施して、合意形成による結論
を導く。  ■担当教員のフィードバックを参考に、ペアワークにてビジネスアイ
デアを改善する。  ■ペアワークによる協働によって、ビジネスアイデアの最
終案を作成・提出する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

ビジネスアイデアの最終提案書を期日内に提出する。第11
回の授業インストラクションを読んでおく。

30
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

ビジネスアイデアプランニング Part.2

■グループワークで作成した資料に基づいてビジネスアイデアのプレゼン
動画を作成する。  ■プレゼン動画の作成を通して、効果的なプレゼンスキ
ルを習得する。

講義（オ
ンデマン
ド型）+SG
D（Small 
Group Dis
cussion）

ビジネスアイデアのプレゼン動画を期日内に提出する。第12
回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

12回

ビジネスアイデアコンテスト Part.1

■評価ポイントを踏まえた評価を実施して、他者のアイデアを評価できるよう
になる。  ■他者のプレゼンを聞いて、ポジティブな質問を考えるスキルを身
に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

ビジネスアイデア評価シートに評価を記載して期日内に提出
する。第13回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

13回

ビジネスアイデアコンテスト Part.2

■評価ポイントを踏まえた評価を実施して、他者のアイデアを評価できるよう
になる。  ■他者のプレゼンを聞いて、ポジティブな質問を考えるスキルを身
に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

ビジネスアイデア評価シートに評価を記載して期日内に提出
する。第14回の授業インストラクションを読んでおく。

30

テーマ

内容

14回

ビジネスアイデア評価

■評価ポイントを踏まえた評価を実施して、他者のアイデアを評価できるよう
になる。  ■他者のプレゼンを聞いて、ポジティブな質問を考えるスキルを身
に付ける。  ■ビジネスアイデアの良い点・悪い点をレポートまとめるプロセ
スによって、自分の考えを論理的に説明する力を身に付ける。

講義（オ
ンデマン
ド型）

ビジネスアイデア評価シートと選定したビジネスアイデアにつ
いてのレポートを期日内に提出する。第15回の授業インスト
ラクションを読んでおく。

90

テーマ

内容

15回

講義のまとめ

■講義のまとめと教員からのメッセージ  ■評価シートの集計結果を共有化
して、各アイデアの位置づけを理解する。

講義（オ
ンデマン
ド型）

動画視聴確認課題を期日内に提出する。ポートフォリオ（到
達レポート）の作成する。

30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアプレコーオプ（２機建宇情）

Career Pre-Coop；Pre-Cooperative Education

2116501

前期・後期

 @ 

藤田崇：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本
館３０５　　

藤田崇（非常勤）　田上寛美（非常勤）　辻田祐純　藤本元啓　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

0 0 0 30 60 0 10 0 100

★履修申請の前に  １．身につけた専門基礎的な知識を現実社会の問題のアイデア的解決に生かしてみたい学生の受
講を歓迎  ２．「インターンシップⅠ・Ⅱ」受講予定学生の参加を歓迎    概要  本科目は、企業や団体などが抱えている現
実的な問題を学生に提示し、学生がその問題の解決にあたるという、課題解決型コーオプ教育の前段階として位置づけ
たもので、社会人基礎力としての実践力、責任感、主体的行動力を身につけ、専門教育における学修意欲や就業意識の
向上を図るものである。  １．企業等が提供する現実的な問題について、チームで精確な情報を収集し、工学・情報・デザイ
ン系の基礎知識を生かして、アイデア的な解決案を発表する。  ２．学期中に２つの問題をチームで解決・発表し、希望する
個人・チームはさらなる解決案の発表を行う。    ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

企業等の提供課題について信用のある精確な情報を収集・分析し、現時点での最善解を、PowerPointを使用して口頭発表す
ることができる。

d,e,f,i

チーム活動への積極的な貢献をとおして、問題を協働解決することができる。

自己管理能力の向上と社会への関心度を高めることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を作成することができる。

科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,i

e,f,g

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

社会人基礎力　企業等提供問題解決　チームワーク　プレゼンテーション　　キャリアデザイン　　
　　　　

以下の３年次後継科目  １．「キャ
リアセミナー」（学科別クラス）  ２．
「キャリアプロジェクト」（学生プロ
ジェクト、２年次までに１年間の活
動経験者対象）、  ３．「インターン
シップⅠ・Ⅱ」（５日間以上、夏期
・春期集中）

キャリアプレコーオプ（２機建宇情）2021

２

２

選必

「SOJO基礎ⅠⅡ」テキスト　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアプレコーオプ（２機建宇情）

★成績評価はプロセス評価で行う。  １．レポート：「ロジカルシンキングの整理」     書式：Ａ４用紙横書
き、１行40文字、１頁40行、MS明朝、余白各25㎜ 30点  ２．①発表：１チーム7分間（しゃべり方、内容・
独自性、投影画面、参考資料、質疑応   答等） 30点    ②活動報告書「発表の成果と今後の課題」１行
40文字、１頁40行、MS明朝、余白     各25㎜（各自）：パワーポイント資料、活動記録添付 30点  ３．ポ
ートフォリオ：「到達度評価レポート」 10点  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1370

「SOJO基礎Ⅰ・Ⅱ」で学修したチーム活動

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について  対面授業：出席ボード。授業開始15分までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は
受け付ける。  遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポート」「学修到達度レポート」を大きく減点する  遠隔授
業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。但しログインは授業日の翌日までとする。    １．中間・定期試験は実施し
ない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限以内に提出すること。期限以後は受け付けず、再提出もない。但
し  公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場  合は別途指示する。  ３．発表時に
欠席した場合、単位の認定はおこなわない。但し公認欠席や急病など特  別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領
収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、本科目の単位認定を行わない。  ５．毎回
ノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のために紙バインダーを購入すること。  ７．授業開始20分までを出
席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。  ８．お茶・水以外の飲用は不可。  ９．スマートフォーン等でのゲー
ム・メール等は禁止。発見次第退出を命じ、以後の授  業出席を認めない。

2021 キャリアプレコーオプ（２機建宇情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

シラバスの説明、チーム編成

対面  講
義  ＧＷ
：グルー
プワーク 
 ｏｒ  PW
：個人ワ
ーク

テーマ

内容

2回

ロジカルシンキング①

問題発見、解決のための基礎的手法
対面  講
義  ＰＷ
（個人ワ
ーク）

ロジカルシンキングの整理レポート  書式：１頁40行、１行40
字、余白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント  １行
目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号、氏名 ４行
目：空白   ５行目以下：本文800文字以上  ・指定文字数を
守り、末尾に文字数を記載する。１行目～４行目、参考文献、
図表等は文字数に含めない。  ・各節には必ず見出しをつけ
る。

60

テーマ

内容

3回

ロジカルシンキング②

問題発見、解決のための基礎的手法 対面  講
義  ＰＷ

ロジカルシンキングの整理レポート

60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション準備①

プレゼンテーションの課題提示  Teams会議：活動記録  発表の構成、工程
表、分担等の決定

対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーション準備② 

Teams会議：活動記録  発表の構成、情報収集・整理、PowerPoint作成 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

6回

プレゼンテーション準備③

Teams会議：活動記録  情報収集・整理、PowerPoint作成 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

7回

プレゼンテーション準備④  （PowerPointと概要説
明文

Teams会議：活動記録  中間報告書の作成 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

中間報告会プレゼンテーション準備⑤

PowerPointを使用して中間報告をおこなう 対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーション準備⑥

Teams会議：活動記録  最終報告の準備 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーション準備⑦

Teams会議：活動記録  最終報告の準備 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

2021 キャリアプレコーオプ（２機建宇情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会①

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  発表７分間、質疑応答３分
間  発表チーム以外は評価シート作成

対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

活動報告書「発表の成果と今後の課題」（各自） 1200文字
以上  書式は2回目授業と同じ

60

テーマ

内容

12回

発表会②

発表７分間、質疑応答３分間  発表チーム以外は評価シート作成 対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

活動報告書「発表の成果と今後の課題」（各自）1200文字
以上

60

テーマ

内容

13回

PBL活動のまとめ①

最終発表資料の修正、活動報告書の作成
ＰＷ

活動報告書「発表の成果と今後の課題」（各自）1200文字
以上

60

テーマ

内容

14回

PBL活動のまとめ②

到達度レポートの作成  授業アンケートの入力
ＰＷ

到達度レポート  授業アンケート

60  60

テーマ

内容

15回

自己点検授業

プレゼンテーションのまとめ  活動報告書・到達度レポート提出、  総評、出
席確認

対面  講
義

2021 キャリアプレコーオプ（２機建宇情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアプレコーオプ（２ナ微生美デ薬）

Career Pre-Coop；Pre-Cooperative Education

2116601

前期・後期

 @ 

藤田崇：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本
館３０５　　

藤田崇（非常勤）　田上寛美（非常勤）　辻田祐純　藤本元啓　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

0 0 0 30 60 0 10 0 100

★履修申請の前に  １．身につけた専門基礎的な知識を現実社会の問題のアイデア的解決に生かしてみたい学生の受
講を歓迎  ２．「インターンシップⅠ・Ⅱ」受講予定学生の参加を歓迎    概要  本科目は、企業や団体などが抱えている現
実的な問題を学生に提示し、学生がその問題の解決にあたるという、課題解決型コーオプ教育の前段階として位置づけ
たもので、社会人基礎力としての実践力、責任感、主体的行動力を身につけ、専門教育における学修意欲や就業意識の
向上を図るものである。  １．企業等が提供する現実的な問題について、チームで精確な情報を収集し、工学・情報・デザイ
ン系の基礎知識を生かして、アイデア的な解決案を発表する。  ２．学期中に２つの問題をチームで解決・発表し、希望する
個人・チームはさらなる解決案の発表を行う。    ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

企業等の提供課題について信用のある精確な情報を収集・分析し、現時点での最善解を、PowerPointを使用して口頭発表す
ることができる。

d,e,f,i

チーム活動への積極的な貢献をとおして、問題を協働解決することができる。

自己管理能力の向上と社会への関心度を高めることができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を作成することができる。

科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,i

e,f,g

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

社会人基礎力　企業等提供問題解決　チームワーク　プレゼンテーション　　キャリアデザイン　　
　　　　

以下の３年次後継科目  １．「キャ
リアセミナー」（学科別クラス）  ２．
「キャリアプロジェクト」（学生プロ
ジェクト、２年次までに１年間の活
動経験者対象）、  ３．「インターン
シップⅠ・Ⅱ」（５日間以上、夏期
・春期集中）

キャリアプレコーオプ（２ナ微生美デ薬）2021

２

２

選必

「SOJO基礎ⅠⅡ」テキスト　崇城大学総合教育センター　ＳＯＪＯ基礎ＷＧ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアプレコーオプ（２ナ微生美デ薬）

★成績評価はプロセス評価で行う。  １．レポート：「ロジカルシンキングの整理」     書式：Ａ４用紙横書
き、１行40文字、１頁40行、MS明朝、余白各25㎜ 30点  ２．①発表：１チーム7分間（しゃべり方、内容・
独自性、投影画面、参考資料、質疑応   答等） 30点    ②活動報告書「発表の成果と今後の課題」１行
40文字、１頁40行、MS明朝、余白     各25㎜（各自）：パワーポイント資料、活動記録添付 30点  ３．ポ
ートフォリオ：「到達度評価レポート」 10点  ★各課題の制約条件、提出日等の詳細は別途指示

1375

「SOJO基礎Ⅰ・Ⅱ」で学修したチーム活動

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について  対面授業：出席ボード。授業開始15分までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は
受け付ける。  遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポート」「学修到達度レポート」を大きく減点する  遠隔授
業：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。但しログインは授業日の翌日までとする。    １．中間・定期試験は実施し
ない、したがって再試験も実施しない。  ２．提出物は期限以内に提出すること。期限以後は受け付けず、再提出もない。但
し  公認欠席や急病など特別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領収書等）の場  合は別途指示する。  ３．発表時に
欠席した場合、単位の認定はおこなわない。但し公認欠席や急病など特  別な事情（要、診断書もしくは病院・薬局の領
収書等）の場合は別途指示する。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、本科目の単位認定を行わない。  ５．毎回
ノートPCを必ず持参すること。  ６．各種資料保存整理のために紙バインダーを購入すること。  ７．授業開始20分までを出
席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は受け付ける。  ８．お茶・水以外の飲用は不可。  ９．スマートフォーン等でのゲー
ム・メール等は禁止。発見次第退出を命じ、以後の授  業出席を認めない。

2021 キャリアプレコーオプ（２ナ微生美デ薬）

1376



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

シラバスの説明、チーム編成

対面  講
義  ＧＷ
：グルー
プワーク 
 ｏｒ  PW
：個人ワ
ーク

テーマ

内容

2回

ロジカルシンキング①

問題発見、解決のための基礎的手法
対面  講
義  ＰＷ
（個人ワ
ーク）

ロジカルシンキングの整理レポート  書式：１頁40行、１行40
字、余白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント  １行
目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号、氏名 ４行
目：空白   ５行目以下：本文800文字以上  ・指定文字数を
守り、末尾に文字数を記載する。１行目～４行目、参考文献、
図表等は文字数に含めない。  ・各節には必ず見出しをつけ
る。

60

テーマ

内容

3回

ロジカルシンキング②

問題発見、解決のための基礎的手法 対面  講
義  ＰＷ

ロジカルシンキングの整理レポート

60

テーマ

内容

4回

プレゼンテーション準備①

プレゼンテーションの課題提示  Teams会議：活動記録  発表の構成、工程
表、分担等の決定

対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

5回

プレゼンテーション準備② 

Teams会議：活動記録  発表の構成、情報収集・整理、PowerPoint作成 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

6回

プレゼンテーション準備③

Teams会議：活動記録  情報収集・整理、PowerPoint作成 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

7回

プレゼンテーション準備④  （PowerPointと概要説
明文

Teams会議：活動記録  中間報告書の作成 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

中間報告会プレゼンテーション準備⑤

PowerPointを使用して中間報告をおこなう 対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

プレゼンテーション準備⑥

Teams会議：活動記録  最終報告の準備 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

10回

プレゼンテーション準備⑦

Teams会議：活動記録  最終報告の準備 ＧＷ  or 
 ＰＷ

Teams会議（活動記録）

60

2021 キャリアプレコーオプ（２ナ微生美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表会①

★全チーム発表資料の提出（部数は別途指示）  発表７分間、質疑応答３分
間  発表チーム以外は評価シート作成

対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

活動報告書「発表の成果と今後の課題」（各自） 1200文字
以上  書式は2回目授業と同じ

60

テーマ

内容

12回

発表会②

発表７分間、質疑応答３分間  発表チーム以外は評価シート作成 対面  Ｇ
Ｗ  or  
ＰＷ

活動報告書「発表の成果と今後の課題」（各自）1200文字
以上

60

テーマ

内容

13回

PBL活動のまとめ①

最終発表資料の修正、活動報告書の作成
ＰＷ

活動報告書「発表の成果と今後の課題」（各自）1200文字
以上

60

テーマ

内容

14回

PBL活動のまとめ②

到達度レポートの作成  授業アンケートの入力
ＰＷ

到達度レポート  授業アンケート

60  60

テーマ

内容

15回

自己点検授業

プレゼンテーションのまとめ  活動報告書・到達度レポート提出、  総評、出
席確認

対面  講
義

2021 キャリアプレコーオプ（２ナ微生美デ薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリア基礎Ⅰ◎再履修（工情生学部）

Basic Style for CareerⅠ

2117001
前期・後期集中

  @  

本館305　　　　　

藤本元啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 20 20 0 60 0 100

本科目は遠隔授業（オンデマンド）のため、チームで行う活動をすべて個人活動に置き換えて実施する。基本的には、個
人活動の集合体がチーム活動であるから、受講者が身につけるべきことは変わりない。   本科目では、第１に本学のHP
調査をおこない、他大学HPとの比較を通して、受験生も目線でのHP作成の提案を検討して、その内容の個人発表原稿
を作成する。   第２に、課題レポートの作成をとおして、問題解決能力の向上を図る。   第３に、「今週の活動とトップニュ
ース」（SOJOポートフォリオシステム）の作成を通して、自己管理能力と社会への関心を深める。  第４に、これらの学修を
とおして、文章作成能力の向上を図る。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして自己管理能力の向上と社会への関心度を高めることができるｆ,g

HP調査と関係業界の諸問題の解決策の提案をとおして、自身のキャリアデザインを進めることができる。

用のある精確な情報を収集・分析し、簡単なリサーチペーパーを作成することができる。

問題を解決し、口頭発表の資料（PowerPoint）し、発表原稿を作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を作成することができる。

ｇ,ｈ

ｇ,ｈ

ｆ,h,

ｇ

fghfgh

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる。

大学での学修　SOJOポートフォリオ　キャリアデザイン　プレゼンテーション　　　　　　　　

キャリア基礎Ⅱ・Ⅲ

キャリア基礎Ⅰ◎再履修（工情生学部）2021

１

１

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリア基礎Ⅰ◎再履修（工情生学部）

①レポート：課題レポート 20点  ②成果発表：崇城大学HP探究」発表資料・原稿 20点  ③ポートフォ
リオ：今週の活動とトップニュース 13回×4点＝52点  ④ポートフォリオ：到達度レポート 8点

1380

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

初年次教育の一環として、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課
題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理
解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人
材となるための心構えを身につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる
基礎的能力（文章作成能力、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で
計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★本科目は2018年度以前の入学者の再履修科目（必修）である。  ★同一学期に「キャリア基礎Ⅱ」「キャリア基礎Ⅲ」を
同時に履修できない。  ★本科目は遠隔授業であるが、特定の日時に個別対面授業をおこなう。日時・場所はWEBClas
sに掲載するので、留意すること。  ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レ
ポート等は学期内に返却する。  ①出席はオンデマンド授業であるため、WebClassへのアクセスで確認する  ②本科目
は卒業に必要な必修科目であることを再認識すること  ③課題の提出期限を厳守すること。締切以降は一切受け付けな
い   とくに「今週の活動とトップニュース」入力締切は毎週月曜日12:00（正午）とし、それ 以降の入力は得点化しない  
④課題作成を先送りせず、今学期履修科目の課題提出一覧表を作成し、計画的な学 修を進めること  ⑤レポート等の剽
窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。  ⑥メールアドレスはＷｅｂＣｌａｓｓで知らせる。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

崇城大学HP探究①

崇城大学のHPの所属学科を調査し、意見、感想、改善案、他大学との比較
についての整理  ★崇城大学HP所属学科の調査整理①

PW  （個
人ワーク

）

「今週の活動とトップニュース」の入力は、第1回授業日後の
日曜日方開始する。締切は毎週月曜日12:00（正午）  それ
以降の入力は得点化しない

テーマ

内容

2回

崇城大学HP探究②

★崇城大学HP所属学科の調査整理②
PW

「今週の活動とトップニュース」①

60

テーマ

内容

3回

崇城大学HP探究③

★他大学の同一学科との比較①
PW

「今週の活動とトップニュース」②

60

テーマ

内容

4回

崇城大学HP探究④

★他大学の同一学科との比較②
PW

「今週の活動とトップニュース」③

60

テーマ

内容

5回

崇城大学HP探究⑤

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
①  ★「Powerpoint作成画面」→「表示」→「ノート」をクリック   参照：「パワ
ーポイント ノート機能」で検索  ★画面1枚につきＡ４用紙1枚で両面印刷  
★１枚目のシートに学科・氏名・学生番号

PW

「今週の活動とトップニュース」④

60

テーマ

内容

6回

崇城大学HP探究⑥

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
② PW

「今週の活動とトップニュース」⑤

60

テーマ

内容

7回

崇城大学HP探究⑦

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
③ PW

「今週の活動と⑥トップニュース」

60

テーマ

内容

8回

崇城大学HP探究⑧

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
④  提出先、締切：WebClassで確認のこと PW

「今週の活動とトップニュース」⑦

60

テーマ

内容

9回

課題レポート作成①

章立てと参考文献調査  下記テーマから一つ選び、書式を守ってレポートを作成しなさい
。  ・崇城大学の学生としてのありかた  ・最近の時事問題をめぐる諸問題とその解決法
の提案  ・崇城大学への提案：学修、課外プロジェクト、福利厚生施設等  書式 １頁40行
、1行40文字、MS明朝  １行目：タイトル ２行目：空白   ３行目：学科、学生番号、氏名   ４
行目：空白 ５行目から本文  ・1,200文字以上（末尾に文字数を記載）、  １～４行目と参
考文献及び図表等は文字数に含めない。  ・各章、節には必ず見出しをつける、参考文献
は２件以上

PW

「今週の活動とトップニュース」⑧

60

テーマ

内容

10回

課題レポート作成②

参考文献調査とその概要整理
PW

「今週の活動とトップニュース」⑨

60

2021 キャリア基礎Ⅰ◎再履修（工情生学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

課題レポート作成③

各章概要の言語化
PW

「今週の活動とトップニュース」⑩

60

テーマ

内容

12回

課題レポート作成④

各章概要の言語化
PW

「今週の活動とトップニュース」⑪

60

テーマ

内容

13回

課題レポート作成⑤

各章概要の推敲
PW

「今週の活動とトップニュース」⑫

60

テーマ

内容

14回

課題レポート作成⑥

最終稿の作成  提出先、締切：WebClassで確認のこと
PW

「今週の活動とトップニュース」⑬

60

テーマ

内容

15回

自己点検

到達度レポートの作成  提出先、締切：WebClassで確認のこと
PW

2021 キャリア基礎Ⅰ◎再履修（工情生学部）

1383



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリア基礎Ⅱ◎再履修（工情生学部）

Basic Style for Career Ⅱ

2117101
前期・後期集中

 @ 

本館305　　　　　

藤本元啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 20 20 0 60 0 100

本科目は遠隔授業（オンデマンド）のため、チームで行う活動をすべて個人活動に置き換えて実施する。基本的には、個
人活動の集合体がチーム活動であるから、受講者が身につけるべきことは変わりない。   本科目では、以下の学修をおこ
なう。   第１に本学HPで所属学科研究室の調査をおこない、他大学HPで同一内容の研究と の比較をとおして、個人発
表資料・原稿を作成する。  第２に、課題レポートの作成をとおして、問題解決能力の向上を図る。  第３に、「今週の活動と
トップニュース」（SOJOポートフォリオシステム）の作成を通して、自己管理能力と社会への関心を深める。  第４に、これ
らの学修をとおして、文章作成能力の向上を図る。

　　　 

　　　 

「今週の活動とトップニュース」の作成をとおして自己管理能力の向上と社会への関心度を高めることができるｆ,g

研究室調査と関係業界の諸問題の解決策の提案をとおして、自身のキャリアデザインを進めることができる。

信用のある精確な情報を収集・分析し、簡単なリサーチペーパーを作成することができる。

問題を解決し、口頭発表の資料（PowerPoint）し、発表原稿を作成することができる。

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

ｇ,ｈ

ｇ,ｈ

ｆ,h,

ｇ

ｇ

fghfgh

A A4 A4

詳細はＷｅｂＣｌａｓｓで確認の
こと

大学での学修　SOJOポートフォリオ　キャリアデザイン　プレゼンテーション　　　　　　　　

キャリア基礎Ⅰ・Ⅲ

キャリア基礎Ⅱ◎再履修（工情生学部）2021

2

1

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリア基礎Ⅱ◎再履修（工情生学部）

①レポート：課題レポート 20点  ②成果発表：所属学科研究室調査発表資料・原稿 20点  ③ポートフ
ォリオ：今週の活動とトップニュース 13回×4＝52点  ④ポートフォリオ：到達度レポート 8点

1385

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志   ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で計画的に課題に取り組み、解
決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★本科目は2018年度以前の入学者の再履修科目（必修）である。  ★同一学期に「キャリア基礎Ⅰ」「キャリア基礎Ⅲ」を
同時に履修できない。  ★本科目は遠隔授業であるが、特定の日時に個別対面授業をおこなう。日時・場所はWEBClas
sに掲載するので、留意すること。  ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レ
ポート等は学期内に返却する。  ①出席はオンデマンド授業であるため、WebClassへのアクセスで確認する  ②本科目
は卒業に必要な必修科目であることを再認識すること  ③課題の提出期限を厳守すること。締切以降は一切受け付けな
い   とくに「今週の活動とトップニュース」入力締切は毎週月曜日12:00（正午）とし、それ 以降の入力は得点化しない  
④課題作成を先送りせず、今学期履修科目の課題提出一覧表を作成し、計画的な学 修を進めること  ⑤レポート等の剽
窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。  ⑥メールアドレスはＷｅｂＣｌａｓｓで知らせる。

2021 キャリア基礎Ⅱ◎再履修（工情生学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

所属学科研究室調査①

所属学科のHPや大学案内を参考にして、将来進みたい研究室２箇所を下
記の項目に沿って調査しなさい。  ・所属学科の研究室全体の概略を知る

ＰＷ  （
個人ワー
ク）

★「今週の活動とトップニュース」の入力は、第1回授業日後
の日曜日方開始する。締切は毎週月曜日12:00（正午）、そ
れ以降の入力は得点化しない

テーマ

内容

2回

所属学科研究室調査②

・現時点で興味を持っている研究室を選ぶ  ・当該研究室を選んだ理由、調
査したい事項を整理する ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」①

60

テーマ

内容

3回

所属学科研究室調査③

・研究室に所属するためにはどのような基礎知識が必要なのか    ・研究内
容、活動概要等 ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」②

60

テーマ

内容

4回

所属学科研究室調査④

・他大学の同種学科の内容との比較
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」③

60

テーマ

内容

5回

所属学科研究室調査発表資料作成①

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成 
 ★「Powerpoint作成画面」→「表示」→「ノート」をクリック   参照：「パワー
ポイント ノート機能」で検索  ★画面1枚につきＡ４用紙1枚で両面印刷  ★
１枚目のシートに学科・氏名・学生番号

ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」④

60

テーマ

内容

6回

所属学科研究室調査発表資料作成②

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑤

60

テーマ

内容

7回

所属学科研究室調査発表資料作成③

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑥

60

テーマ

内容

8回

所属学科研究室調査発表資料作成④

個人発表用（5分間）原稿と資料をPowerPointのノート機能を用いて作成 
 提出先、締切：WebClassで確認のこと ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑦

60

テーマ

内容

9回

課題レポート作成①

「所属学科に関係する業界をめぐる諸問題とその解決法の提案」  ・章立て
と参考文献調査  書式 １頁40行、1行40文字、MS明朝  １行目：タイトル ２
行目：空白   ３行目：学科、学生番号、氏名   ４行目：空白 ５行目から本文  
・1,200文字以上（末尾に文字数を記載）、  １～４行目と参考文献及び図表
等は文字数に含めない。  ・各章、節には必ず見出しをつける、参考文献は２
件以上

ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑧

60

テーマ

内容

10回

課題レポート作成②

・参考文献調査とその概要整理
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑨

60

2021 キャリア基礎Ⅱ◎再履修（工情生学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

課題レポート作成③

・各章概要の言語化
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑩

60

テーマ

内容

12回

課題レポート作成④

・各章概要の言語化
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑪

60

テーマ

内容

13回

課題レポート作成⑤

・各章概要の推敲
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑫

60

テーマ

内容

14回

課題レポート作成⑥

・最終稿の作成  提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

「今週の活動とトップニュース」⑬

60

テーマ

内容

15回

自己点検

到達度レポートの作成  提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

2021 キャリア基礎Ⅱ◎再履修（工情生学部）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリア基礎Ⅲ◎再履修（工情生学部）

Basic Style for CareerⅢ

2117201

前期・後期

 @ 

辻田：本館附属棟１階　藤本：本館３０５　　　　

辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 40 11 0 49 0 100

本科目は遠隔授業（オンデマンド）のため、チームで行う活動をすべて個人活動に置き換えて実施する。基本的には、個
人活動の集合体がチーム活動であるから、受講者が身につけるべきことは変わりない。   本科目では以下の学修活動を
おこなう。  １．企業等の課題レポートの作成をとおして、問題解決能力の向上を図る。  ２．第一志望企業を選定し、エントリ
ーシートを作成する。  ３．「今週の活動とトップニュース」（SOJOポートフォリオシステム）の作成を通して、自己管理能力
と社会への関心を深める。  ４．これらの学修をとおして、文章作成能力の向上を図る。

　　　 

　　　 

今週の活動とトップニュース」の作成をとおして自己管理能力の向上と社会への関心度を高めることができるｆ,g

関係業界の諸問題の解決策の提案をとおして、自身のキャリアデザインを進めることができる

エビデンスにもとづいたエントリーシートを作成することができる

指定された問題を解決し、口頭発表の資料（PowerPoint）し、発表原稿を作成することができる

本科目の活動を「仕事」と考え、現時点でもっとも品質の高い成果物を作成することができる

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

ｇ,ｈ

ｇ,ｈ

ｆ,h,

g

g

fghfgh

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

企業調査　キャリアデザイン　プレゼンテーショ　SOJOポートフォリオ　　エントリーシート　　　　
　　

キャリア基礎ⅠⅡ

キャリア基礎Ⅲ◎再履修（工情生学部）2021

３

１

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリア基礎Ⅲ◎再履修（工情生学部）

①レポート：課題レポート 20点  ②レポート：エントリーシート 20点  ③発表：時事問題に関する考察 1
1点  ④ポートフォリオ：今週の活動とトップニュース 13回×3＝39点  ⑤ポートフォリオ：到達度レポー
ト 10点

1390

１．自ら学ぶ意欲と意志   ２．他者を理解し協働する意志  ３．締め切りを厳守する意志  ４．将来を具体的
に考える（キャリアデザイン）意欲

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で計画的に課題に取り組み、解
決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★本科目は2018年度以前の入学者の再履修科目（必修）である。  ★同一学期に「キャリア基礎Ⅰ」「キャリア基礎Ⅱ」を
同時に履修できない。  ★本科目は遠隔授業であるが、特定の日時に個別対面授業をおこなう。日時・場所はWEBClas
sに掲載するので、留意すること。  ★「1週間の活動と行動履歴」は教員コメントを参照し「既読」ボタンを押すこと。  ★レ
ポート等は学期内に返却する。  ①オンデマンド授業であるため、出席はWebClassへのアクセスで確認する  ②本科目
は卒業に必要な必修科目であることを再認識すること  ③課題の提出期限を厳守すること。締切以降は一切受け付けな
い  とくに「今週の活動とトップニュース」入力締切は毎週月曜日12:00（正午）とし、それ以降の入力は得点化しない  
④課題作成を先送りせず、今学期履修科目の課題提出一覧表を作成し、計画的な学修を進めること  ⑤レポート等の剽
窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない

2021 キャリア基礎Ⅲ◎再履修（工情生学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

本授業のシラバスを熟読し、課題作成の学修スケジュールを立てる ＰＷ  （
個人ワー
ク）

★「今週の活動とトップニュース」の入力  ①第1回授業日後
の日曜日から開始する。締切は毎週月曜日12:00（正午）、そ
れ以降の入力は得点化しない。  ②授業曜日振替、夏期冬期
休暇中も入力すること。  ③課題作成の進捗状況を記述する
こと

テーマ

内容

2回

課題レポート作成①

「企業等が提供する課題の解決」  ★テーマは右欄「学修課題」を参照  ・章
立てと参考文献調査  書式 １頁40行、1行40文字、MS明朝  １行目：タイト
ル ２行目：空白   ３行目：学科、学生番号、氏名   ４行目：空白 ５行目から本
文  ・2,000文字以上（末尾に文字数を記載）、  １～４行目と参考文献及び
図表等は文字数に含めない。  ・各章、節には必ず見出しをつける、参考文
献は２件以上  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと

ＰＷ

今週の活動とトップニュース」①  ★課題レポートテーマ（以
下からひとつ選択）  ・災害時に役立つロボットの製作企画の
提案  ・ドローンを使用したこれまでにないビジネスの提案  ・
自然災害仮設住宅地域の「集会所」の提案  ・中学生にナノ
テクノロジーを理解させるガイドブックの概要提案  ・農業へ
のAI活用の提案  ・環境問題解決のための微生物の利用方
法の提案  ・新しい学生プロジェクト活動の提案  ・コメの品
種を紹介するHPの作成  ・理科好きのこどもを増やすための
施策の提案  ・微生物を利用した食料増産施策の提案

60

テーマ

内容

3回

課題レポート作成②

・参考文献調査とその概要整理
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」②

60

テーマ

内容

4回

課題レポート作成③

・各章概要の言語化
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」③

60

テーマ

内容

5回

課題レポート作成④

・各章概要の言語化
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」④

60

テーマ

内容

6回

課題レポート作成⑤

・各章概要の推敲
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑤

60

テーマ

内容

7回

課題レポート作成⑥

・最終稿の作成
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑥

60

テーマ

内容

8回

エントリーシートの作成①

第一志望企業へのエントリーシートを以下の１）～３）に分けて作成する。  提
出先、締切：WebClassで確認こと  書式は「課題レポート」と同様  １）志望
動機：400文字以上

ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑦

60

テーマ

内容

9回

エントリーシートの作成②

２）私は志望企業でどのような貢献をおこなうか：400文字以上
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑧

60

テーマ

内容

10回

エントリーシートの作成③

３）私が志望企業で貢献するために何が必要なのか：400文字以上
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑨

60

2021 キャリア基礎Ⅲ◎再履修（工情生学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

時事問題の考察①

関心のある時事問題について考察し、発表資料と原稿を作成する。  発表資
料：PowerPoint  発表原稿：5分程度の分量  ★「PowerPoint作成画面」
→「表示」→「ノート」をクリック   参照：「パワーポイント ノート機能」で検索  
★画面1枚につきＡ４用紙1枚で両面印刷  ★１枚目のシートに学科・氏名・
学生番号  提出先、締切：WebClassで確認こと

ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑩

60

テーマ

内容

12回

時事問題の考察②

関心のある時事問題について考察し、発表資料と原稿を作成する。
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑪

60

テーマ

内容

13回

時事問題の考察③

関心のある時事問題について考察し、発表資料と原稿を作成する。
ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑫

60

テーマ

内容

14回

時事問題の考察④

関心のある時事問題について考察し、発表資料と原稿を作成する。  ★最終
稿の完成 ＰＷ

今週の活動とトップニュース」⑬

60

テーマ

内容

15回

自己点検

到達度レポートの作成  提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

2021 キャリア基礎Ⅲ◎再履修（工情生学部）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリア実践Ⅰ◎（３機）：再履修

Practice Style for Career Ⅰ

2117301

前期・後期

 @ 

藤本：本館３０５　　　　　

藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 50 0 0 10 40 100

実社会では、これまでの学生生活を通じて獲得した知識とスキルを十分に発揮することが求められる。なかでも、自分の
考えや特定の事象について、第三者に正確に伝えることが重要となる。その手段は、「ことば」「文章」「図、表、作品」であ
る。  本科目では、第一に企業提供の課題の解決をとおして、論理的な思考の向上を図る。  第二に、『2020時事問題ト
レーニングノート』を使用して、SPIへの対応能力の向上に努める。

　　　 

　　　 

課題レポート作成をとおして、自身のキャリアデザインをすすめることができる

時事問題トレーニングノートの解答によって、社会への関心を深めるとともに、SPI試験対策への認識を高めることができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

課題対応力　情報収集力　時事知識　文章作成能力　　　　　　　　

キャリア基礎ⅠⅡⅢ  キャリア実
践Ⅱ

キャリア実践Ⅰ◎（３機）：再履修2021

３

１

必修

2020時事問題トレーニングノート　崇城大学　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリア実践Ⅰ◎（３機）：再履修

１．レポート：「企業等が提供する課題の解決」   50点  ２．ポートフォリオ：学修の到達度レポート    10点
  ３．その他：『2020時事問題トレーニングノート』  2点×20問＝40点

1395

「学ぶ」と「働き」の接続意識

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★本科目は遠隔授業であるが、特定の日時に個別対面授業をおこなう。日時・場所はＷｗｅｂClassに掲載するので、留
意すること。  ①本科目は2018年度以前の機械工学科入学者対象の再履修クラスで、卒業に必要な必修科目であるこ
とを再認識すること  ②本科目は遠隔授業で実施するので、毎週１回WebClassにアクセスして、１授業ごとの学修項目を
確認すること。そのアクセスの有無によって出席を確認する。アクセスは毎週月～火曜日の間におこなうこと。それを過ぎ
た場合は、欠席とする。  ③『2020時事問題トレーニングノート』は、を藤本研究室（本館305）まで受け取りに来ること。そ
の際、事前にメールで確認をとること。  ④課題の提出期限を厳守すること。締切以降は一切受け付けない  ⑤課題作成
を先送りせず、今学期履修科目の課題提出一覧表を作成し、計画的な学修を進めること  ⑥レポート等の剽窃（ひょうせ
つ）をした場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリア実践Ⅰ◎（３機）：再履修
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

企業の課題レポート作成①

「企業等が提供する課題の解決」  ★テーマは右欄「学修課題」を参照  ・章
立てと参考文献調査  書式 １頁40行、1行40文字、MS明朝  １行目：タイト
ル ２行目：空白   ３行目：学科、学生番号、氏名   ４行目：空白 ５行目から本
文  ・2,000文字以上（末尾に文字数を記載）、  １～４行目と参考文献及び
図表等は文字数に含めない。  ・各章、節には必ず見出しをつける、参考文
献は２件以上  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと

ＰＷ  （
個人ワー
ク）

課題レポートテーマ（以下からひとつ選択）  ①倒れないオー
トバイの仕組みを提案してください。  ②事故を防ぐために、乗
用車の改良すべき点を提案してください。    課題レポート作
成

60

テーマ

内容

2回

企業の課題レポート作成②

・参考文献調査とその概要整理
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

3回

企業の課題レポート作成③

・各章概要の言語化
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

4回

企業の課題レポート作成④

・各章概要の言語化
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

5回

企業の課題レポート作成⑤

・各章概要の推敲
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

6回

企業の課題レポート作成⑥

・最終稿の作成
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

7回

企業の課題レポート作成⑦

・最終稿の完成  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

課題レポートの書式等の確認

60

テーマ

内容

8回

『2020時事問題トレーニングノート』

ニュース要点チェック：1頁～3頁  ★提出先、締切：WebClassで確認のこ
と ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

9回

『2020時事問題トレーニングノート』

図表の読み解き：4頁～9頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

10回

『2020時事問題トレーニングノート』

図表の読み解き：10頁～15頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

2021 キャリア実践Ⅰ◎（３機）：再履修
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

『2020時事問題トレーニングノート』

ニュース：16頁～21頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

12回

『2020時事問題トレーニングノート』頁

新聞の読み解き：22頁～27
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

13回

『2020時事問題トレーニングノート』

新聞の読み解き：28頁～33頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

14回

『2020時事問題トレーニングノート』

新聞の読み解き：34頁～37頁  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

15回

自己点検

学修の到達度レポート作成と登録  ★提出先、締切：WebClassで確認のこ
と ＰＷ

2021 キャリア実践Ⅰ◎（３機）：再履修
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリア実践Ⅱ◎（３機）：再履修

Practice Style for Career Ⅱ

2117401

前期・後期

 @ 

藤本：本館３０５　　　　　

藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 50 0 0 10 40 100

実社会では、これまでの学生生活を通じて獲得した知識とスキルを十分に発揮することが求められる。なかでも、自分の
考えや特定の事象について、第三者に正確に伝えることが重要となる。その手段は、「ことば」「文章」「図、表、作品」であ
る。  本科目では、第一に企業提供の課題の解決をとおして、論理的な思考の向上を図る。  第二に、『2021時事問題ト
レーニングノート』を使用して、SPIへの対応能力の向上に努める。

　　　 

　　　 

課題レポート作成をとおして、自身のキャリアデザインをすすめることができる

時事問題トレーニングノートの解答によって、社会への関心を深めるとともに、SPI試験対策への認識を高めることができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

課題対応力　情報収集力　時事知識　文章作成能力　　　　　　　　

キャリア基礎ⅠⅡⅢ  キャリア実
践Ⅰ

キャリア実践Ⅱ◎（３機）：再履修2021

３

１

必修

2021時事問題トレーニングノート　崇城大学　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリア実践Ⅱ◎（３機）：再履修

１．レポート：「企業等が提供する課題の解決」   50点  ２．ポートフォリオ：学修の到達度レポート    10点
  ３．その他：『2021時事問題トレーニングノート』  2点×20問＝40点

1400

「学ぶ」と「働き」の接続意識

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★本科目は遠隔授業であるが、特定の日時に個別対面授業をおこなう。日時・場所はＷｗｅｂClassに掲載するので、留
意すること。  ①本科目は2018年度以前の機械工学科入学者対象の再履修クラスで、卒業に必要な必修科目であるこ
とを再認識すること  ②本科目は遠隔授業で実施するので、毎週１回WebClassにアクセスして、１授業ごとの学修項目を
確認すること。そのアクセスの有無によって出席を確認する。アクセスは毎週月～火曜日の間におこなうこと。それを過ぎ
た場合は、欠席とする。  ③『2021時事問題トレーニングノート』は、を藤本研究室（本館305）まで受け取りに来ること。そ
の際、事前にメールで確認をとること。  ④課題の提出期限を厳守すること。締切以降は一切受け付けない  ⑤課題作成
を先送りせず、今学期履修科目の課題提出一覧表を作成し、計画的な学修を進めること  ⑥レポート等の剽窃（ひょうせ
つ）をした場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリア実践Ⅱ◎（３機）：再履修
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

企業の課題レポート作成①

「企業等が提供する課題の解決」  ★テーマは右欄「学修課題」を参照  ・章
立てと参考文献調査  書式 １頁40行、1行40文字、MS明朝  １行目：タイト
ル ２行目：空白   ３行目：学科、学生番号、氏名   ４行目：空白 ５行目から本
文  ・2,000文字以上（末尾に文字数を記載）、  １～４行目と参考文献及び
図表等は文字数に含めない。  ・各章、節には必ず見出しをつける、参考文
献は２件以上  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと

ＰＷ  （
個人ワー
ク）

課題レポートテーマ（以下からひとつ選択）  ①AI時代のエン
ジニアのありかたを提案してください。  ②これからの自動車
産業のあるべき姿勢を提案してください。    課題レポート作
成

60

テーマ

内容

2回

企業の課題レポート作成②

・参考文献調査とその概要整理
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

3回

企業の課題レポート作成③

・各章概要の言語化
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

4回

企業の課題レポート作成④

・各章概要の言語化
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

5回

企業の課題レポート作成⑤

・各章概要の推敲
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

6回

企業の課題レポート作成⑥

・最終稿の作成
ＰＷ

課題レポート作成

60

テーマ

内容

7回

企業の課題レポート作成⑦

・最終稿の完成  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

課題レポートの書式等の確認

60

テーマ

内容

8回

『2021時事問題トレーニングノート』

ニュース要点チェック：1頁～3頁  ★提出先、締切：WebClassで確認のこ
と ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

9回

『2021時事問題トレーニングノート』

図表の読み解き：4頁～9頁

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

10回

『2021時事問題トレーニングノート』

図表の読み解き：10頁～15頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

2021 キャリア実践Ⅱ◎（３機）：再履修
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

『2021時事問題トレーニングノート』

ニュース：16頁～21頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

12回

『2021時事問題トレーニングノート』頁

新聞の読み解き：22頁～27
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

13回

『2021時事問題トレーニングノート』

新聞の読み解き：28頁～33頁
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

14回

『2021時事問題トレーニングノート』

新聞の読み解き：34頁～37頁  ★提出先、締切：WebClassで確認のこと
ＰＷ

トレーニングノート本日分の完成

60

テーマ

内容

15回

自己点検

学修の到達度レポート作成と登録  ★提出先、締切：WebClassで確認のこ
と ＰＷ

2021 キャリア実践Ⅱ◎（３機）：再履修
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアデザインⅡ◎（３美デ）

Career Design Ⅱ

2117601

後期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　　　　

藤田 崇（非常勤）　辻田 祐純　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 ３１ 20 0 49 0 100

芸術学部学生が、高度技能者として知識基盤社会で活躍するために、一般教養や専門技術を身につけるとともに、働く
ことの意義や社会の仕組みについて理解することに努める。この科目は、『キャリアデザインⅠ』の履修を通して得られた
、自己分析の結果、文章や会話による自己表現法、および、業界・業種・職種などの基礎知識を踏まえ、より実践的な就
職活動の手段や方法を習得し、望ましい就職の実現に結びつけることを目的としている。  第一に、自分自身が過ごして
きた過去を整理し、自分の人柄と能力を言葉と文章で表現ができるようになることを目的とし、個人・グループワークを通
して、自分自身のキャリア形成における気づきを高める。   ①自己分析、ビジネスマナー、模擬個人面接   ②SPI模擬受
験  第二に、企業や団体などが抱えている現実的な問題を学生に提示し、学生がその問題の解決にあたるという、社会
人基礎力としての実践力、責任感、主体的行動力を身につけ、専門教育における学修意欲や就業意識の向上を図る。  
①企業等が提供する現実的な問題について、チームで精確な情報を収集し、美術・デザイン系の基礎知識を生かして、  
アイデア的な解決案を発表する。  ②問題をチームで解決・発表し、希望する個人・チームはさらなる解決案の発表を行う
。

　　　 

　　　 

現在の就職状況を理解し、就職活動を自主的に実践することができるg

自己分析を行い、エビデンスをもって文章と言葉で表現し、エントリーシート作成と面接に臨むことができる

SPI模擬受験によって現時点での知識不足を確認し、就職対策学修を継続的に実施することができる

企業研究を正しく理解し，主体的な進路選択をすることができる

企業提供の課題をチームで解決し、口頭と文章で報告することができる

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

g

ｇ

g,f,h,i

ｇ

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

キャリアデザイン　社会人基礎力　チーム協働　課題解決　　就業意識　　　　　　

キャリアデザインⅠ  インターンシ
ップⅠⅡ

キャリアデザインⅡ◎（３美デ）2021

３

２

必修

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアデザインⅡ◎（３美デ）

レポート①：履歴書 10点  レポート②：エントリーシート 10点  レポート③：自己点検シート 11点  成果
発表①：プレゼンテーション 10点  成果発表②：「発表の成果と今後の課題」レポート10点  書式：１頁
40行、１行40字、余白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント  １行目：タイトル ２行目：空白 ３行
目：学科、学生番号、氏名 ４行目：空白 ５行目以下：本文800文字以上  ・指定文字数を守り、末尾に文
字数を記載する。１行目～４行目、参考文献、図表等は文字数に含めない。  ・各節には必ず見出しをつ
ける。  ポートフォリオ①：「今週の活動とトップニュース」 3点×13回＝39点  ポートフォリオ②：学修到
達度レポート 10点

1405

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

★授業の出席確認について  対面授業：出席ボード。授業開始15分までを出席とし、以後は欠席とする。但し、提出物は
受け付ける。  遅刻回数が著しい場合は、「チームへの貢献度レポート」「学修到達度レポート」を大きく減点する  遠隔授
業・課題研究日：WebClassでの授業資料等の閲覧・視聴等。但しログインは授業日の翌日までとする。  ①授業へ３分
の２以上の出席が必要で、１５回の講義の内、１０回以上の出席が単位付与の必要条件とする。  ②第２回目の講座より、
遅刻者の入室は原則認めない。（自然災害等による公共機関等の遅れ及び実験遅延は証明書により認める）  ③社会人
標準の授業であるので、担当教員の指導に従えない学生は退室させる場合がある。  ④欠席した授業回の課題・小テス
ト等は、次回の授業時までに提出することができ、その場合は評価点に加味する。  ⑤各自で就職活動ノートを準備する
こと。  ⑥レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアデザインⅡ◎（３美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

シラバスの説明  SPIのWeb模擬試験の説明 対面  講
義

★今週の活動とトップニュースの作成は、第１回目の授業後
の最初の日曜日から始める。締め切りは毎週月曜日12:00（
正午）。冬休み中、曜日振替週も入力すること

テーマ

内容

2回

SPIのWeb模擬試験

★第３回目の授業前日までに受験すること ＰＷ（個
人ワーク

）

今週の活動とトップニュース

60

テーマ

内容

3回

業界研究①履歴書の作成

・履歴書の作成説明  ・履歴書の作成、第５回目に授業日に提出  ・エントリ
ーシートの作成説明

対面  Ｐ
Ｗ

今週の活動とトップニュース

60

テーマ

内容

4回

業界研究②エントリーシートの作成

・現時点での第一志望企業提出用エントリーシート  テーマ：「弊社（どの職
種）を選んだ理由と大学学修・活動との関係」  800文字以上、第５回目に授
業日に提出

ＰＷ

今週の活動とトップニュース

60

テーマ

内容

5回

企業課題の解決① 

・学科に関係する企業紹介と課題提示  ・Teams会議：活動記録の作成
対面  Ｇ
Ｗ（グル
ープワー
ク）

今週の活動とトップニュース60

テーマ

内容

6回

企業課題の解決② 

・Teams会議：活動記録の作成  ・発表資料（PowerPoint）の作成
GW

今週の活動とトップニュース

60

テーマ

内容

7回

企業課題の解決③中間報告 

・チーム単位でPowerPointを使用して中間報告  ・Teams会議：活動記録
の作成  ・発表資料（PowerPoint）の作成

対面  Ｇ
Ｗ

今週の活動とトップニュース

60

テーマ

内容

8回

企業課題の解決④

・Teams会議：活動記録の作成  ・発表資料（PowerPoint）の作成
ＧＷ

今週の活動とトップニュース

60

テーマ

内容

9回

企業課題の解決発表会① 

発表順の抽選  発表質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  
発表評価シートの作成

対面  Ｇ
Ｗ

今週の活動とトップニュース

60

テーマ

内容

10回

企業課題の解決発表会② 

発表質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シート
の作成

対面  Ｇ
Ｗ

今週の活動とトップニュース

60

2021 キャリアデザインⅡ◎（３美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

企業課題の解決発表活動の振り返り

活動報告書「発表の成果と今後の課題」の作成（各自）1200文字以上
ＰＷ

今週の活動とトップニュース

60

テーマ

内容

12回

面接実習①

・対面型とWeb型面接について  ・模擬面接 対面  Ｐ
Ｗ

今週の活動とトップニュース

60

テーマ

内容

13回

面接実習②

・模擬面接  ・自己点検シートの作成説明 対面  Ｐ
Ｗ

今週の活動とトップニュース

60

テーマ

内容

14回

自己点検シート

・現在の自身についての「自己点検シート」の作成  次回提出
ＰＷ

今週の活動とトップニュース  学修到達度レポート、次回提出
  授業アンケート

60  60 
   60

テーマ

内容

15回

自己点検授業

・就職活動に向けての注意点  ・総評、出席確認 対面  講
義

学期末活動報告書を入力し、次学期初めのチューター面談
時にプリントアウトして持参

2021 キャリアデザインⅡ◎（３美デ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

インターンシップⅡ＊１（３全学科）

Internship Ⅱ

2117701

冬期集中

 @ 

辻田：本館附属棟１階　藤本：本館３０５　藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属
棟１階　　

辻田 祐純　藤本 元啓　藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 40 0 0 60 0 100

本科目は、実際の業務や働く環境の体験をとおして、業務内容や働くことの理解を深めること、その業務への適正がある
かどうかを把握することを目的とする。同時に、社会人としてのルールやマナー、心構えを身につけることにつなげる。つま
り社会に出る前に仕事の場を体験することによって「働く」ことを理解し、今後のキャリアデザイン形成に役立てることにあ
る。    １．インターンシップとは何か、何を体験するのか、何を得られるのかなど、インターンシップの意義を理解する  ２．「
働く」「就職する」とはどのようなことなのか、実体験によって理解を深める  ３．社会人基礎力のセルフチェックで自己評
価をおこない、インターンシップ先での目標を設定し実践する  ４．インターンシップ先の企業研究をおこない、企業への
理解を深める  ５．日々の就業内容をインターンシップ日報に記録し、企業担当者から評価を受ける  ６．インターンシップ
成果報告書（①社会人基礎力の自己評価に対する企業担当者のコメントとそれに対する自身の計画、②今後就職する
にあたっての必要な知識やスキル等）を作成する    ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

インターンシップの意義を理解し、参加目的を文章で説明することができる。f,g

就業先企業の研究をおこない業界理解を深め、就職活動に資することができる。

就業状況の日報を作成し、活動結果を口頭で説明することができる。

自己評価と企業担当者の評価を参考に、今後のキャリアデザインを設定することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,h

f,g,h

f,g,h

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

キャリアデザイン　社会人基礎力　企業理解　就業体験　　自己管理　　　　　　

１．「SOJO基礎Ⅰ・Ⅱ」（１年次必
修）  ２．「キャリアプレコーオプ」（２
年次選択必修）  ３．「キャリアセミ
ナー」（３年次後期選択）  ４．「イ
ンターンシップⅡ」（３年次冬期
集中選択）

インターンシップⅡ＊１（３全学科）2021

３

１

選択

ワークブック インターンシップⅠⅡ　崇城大学総合教育センター　藤本元啓　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1409



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 インターンシップⅡ＊１（３全学科）

１．レポート：「インターンシップ就業レポート」の作成 40点     書式：両面印刷 １頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポ   イント１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空    白 ５行目以下：本文     内容 ①社会人基礎力の自己評価に対する企業担当者の
コメントとそれに対す        る自身の計画         ②今後就職するにあたっての必要な知識やスキル等    
     各800文字以上、合計1600文字以上      ・指定文字数を守り、末尾に文字数を記載する。１行目～
４行目、参考文献、図     表等は文字数に含めない。     ・各節には必ず見出しをつける。  ２．ポートフォリ
オ：「インターンシップ」日報 50点  ３．ポートフォリオ：「学修到達度レポート」 10点

1410

１．「学ぶ」と「働く」の理解  ２．企業等の現実的な問題解決に取り組む意志  ３．インターンシップに関す
る学内説明会への参加

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・働くことの意義を理解し、自らのキャリアを具体的かつ継続的にデザイン
する基礎的 能力を身につける  ・身近な問題や実社会の課題を個人やチームで解決する基礎的な能
力を身につける



学修上の
注意

(SBOs)

１．本科目のインターンシップ対象期間は、冬期（後期期終了後２月～３月中旬）の休暇期間とする。  ２．本科目のインター
ンシップ就業実習期間は最低１週間（実働５日間）とする。  ３．４日間以下の就業期間のインターンシップ参加者は履修
できない。  ４．事前・事後の授業日程は別途知らせる。なお欠席者は単位の認定をおこなわない  ５．就業先の規則を遵守
し、無断欠勤・遅刻は絶対にしない。欠勤日は実働日数から減じる。  ６．提出物は締切を厳守すること、締切以降は受け
取らない。  ７．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を行わない。  ８．成績評価は後期とする。    担当教
員：就職部長、およびキャリア系教員  担当職員：就職課

2021 インターンシップⅡ＊１（３全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

履修前の科目説明会

・インターンシップの全体説明  ・インターンシップの意義  ・インターンシッ
プにあたっての留意点  ・本科目の履修登録について

対面  講
義

テーマ

内容

2回

事前授業

・就業先のプログラム確認  ・インターンシップの目標設定  ・社会人基礎力
の自己評価シート作成

対面  講
義

テーマ

内容

3回

就業

・インターンシップ受け入れ企業での就業体験  ・企業担当者からの評価
実習

インターンシップ日報の作成

60

テーマ

内容

4回

就業

・インターンシップ受け入れ企業での就業体験  ・企業担当者からの評価
実習

インターンシップ日報の作成

60

テーマ

内容

5回

就業

・インターンシップ受け入れ企業での就業体験  ・企業担当者からの評価
実習

インターンシップ日報の作成

60

テーマ

内容

6回

就業

・インターンシップ受け入れ企業での就業体験  ・企業担当者からの評価
実習

インターンシップ日報の作成

60

テーマ

内容

7回

就業

・インターンシップ受け入れ企業での就業体験  ・企業担当者からの評価
実習

インターンシップ日報の作成  ９回目の授業日に提出

60

テーマ

内容

8回

事後授業①

・社会人基礎力の自己評価シートの作成  ・インターンシップ就業レポート
の作成

対面PW（
個人ワー
ク）

以下は９回目の授業日に提出  インターンシップ就業レポート
の作成  学修到達度レポートの作成

120     
 60

テーマ

内容

9回

事後授業②

・成果報告会  ・インターンシップ参加アンケート調査 対面  Ｐ
Ｗ

2021 インターンシップⅡ＊１（３全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアプロジェクト＊１（３全学科）

Sojo Univ. Student Project for Career Development

2119101

前期・後期

 @ 

辻田：本館附属棟１階　藤本：本館３０５　　　　

辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 15 10 0 75 0 100

本科目は、学生プロジェクト活動を修得した専門的基礎知識と技能とを縦横に活用できる教育プログラムとするもので
ある。学生プロジェクト活動自体は、2000年にマサチューセッツ工科大学とスウェーデンのチャルマース工科大学、リン
ショーピング大学、スウェーデン王立工科大学が協力して開発した工学教育の世界標準とでもいうべき「CDIOイニシア
チブ」（Conceive〈考え出す〉、Design〈設計する〉、Implement〈実行する〉、Operate〈操作、運用する〉）に通じている
。そのプロセスを「プロジェクト活動記録」（週報）に記述し、成果は試作品や模型の製作・制作、実態調査報告書などに
よって具現化する。    １．学科・学年の壁を越えたチーム編成で、ひとつのテーマに臨む総合実践学修活動をおこなう  ２．
学んだ知識や技術を実際に活用し、学生プロジェクト活動をとおして、試作品・模型や実態調査報告書等を作成する  ３．
立案、調査、設計、製作・分析・評価というプロセスを体験する  ４．下級生に適切な技術指導や安全教育、あるいは実態
調査報告書作成指導をおこなう   ５．プロジェクト運営を自主的におこなう    ★レポート等は学期内に返却する。

　　　 

　　　 

正課科目で学んだ知識・技術・チーム活動を学生プロジェクト活動に生かすことができるfghi

ひとつのテーマをチームで解決し、具体的成果物（試作品、模型、実態調査活動報告書等）で報告することができる

毎週の活動報告書を作成し、プロジェクト活動の進捗情況を報告することができる。

下級生に技術・安全指導、あるいは調査・報告書作成指導をおこなうことができる

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

fghi

fghi

fghi

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

学生プロジェクト　チーム協働　問題解決　リーダーシップ　　　　　　　　

１．「SOJO基礎Ⅰ・Ⅱ」  ２．「キャリ
アプレコーオプ」  ３．学科専門基
礎科目群

キャリアプロジェクト＊１（３全学科）2021

３

１

選択

ワークブック キャリアプロジェクト　崇城大学総合教育センター　藤本元啓　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアプロジェクト＊１（３全学科）

１．レポート：活動成果報告書 15点  書式：★両面印刷 １行40文字、1頁40行、MS明朝、余白各25㎜、
文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号、氏名 ４行目：空白 ５行
目以下：本文   ・指定文字数を守り、末尾に文字数を記載する。１行目～４行目、参考文献、図表等は文
字数に含めない。  ・各節には必ず見出しをつける。  内容   ①所属プロジェクトの概要   ②今回の活動
内容   ③活動をとおして身につけた能力と技術   ④今後の課題 各項目300文字以上、合計1200文
字以上   ２．成果発表：活動Projectの内容等のプレゼンテーション 10点  ３．ポートフォリオ：ワークブッ
クのプロジェクト活動記録（13週分）5点×13週＝65点   ４．ポートフォリオ：学修到達度レポート 10点
  ５．履修期間中に開催されたコンテストや大会等の成績は、本科目の評価に反映しない

1414

１．所属する学生プロジェクトでの活動実績  ２．プロジェクト活動で修得した知識や技能

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．履修条件   ・大学が認定した特定の学生プロジェクト活動に、履修時の直前まで１年間以上活動中の３年生   ・認定す
る学生プロジェクトは、年間を通じて活動するプロジェクトに限定する   ※履修対象学生プロジェクト   「Sojo Project F
」「SOJO RoboCons」「エコ電カープロジェクト」「機巧（からくり）研究会」  ２．出席確認    ・毎週、プロジェクト活動報告
書を確認（別途指定日を知らせる）  ３．新型コロナの感染状況によってプロジェクト活動ができない場合は、Teamsを活
用して会議を開き、その内容をワークブックに記載すること。  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をした場合、単位の認定を
行わない。

2021 キャリアプロジェクト＊１（３全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

科目の目的と概要  活動報告書の作成要項 対面  講
義

活動報告書の作成①

30

テーマ

内容

2回

プロジェクト活動   

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成②

30

テーマ

内容

3回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成③

30

テーマ

内容

4回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成④

30

テーマ

内容

5回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑤

30

テーマ

内容

6回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑥

30

テーマ

内容

7回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑦

30

テーマ

内容

8回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑧

30

テーマ

内容

9回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑨

30

テーマ

内容

10回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑩

30

2021 キャリアプロジェクト＊１（３全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑪

テーマ

内容

12回

プロジェクト活動

各プロジェクト活動の作業
実習

活動報告書の作成⑫

テーマ

内容

13回

活動成果報告準備  プロジェクト活動

プロジェクト担当部分の個人報告準備作業   各プロジェクト活動の作業 対面PW（
個人ワー
ク）

以下は次回授業日に提出  活動報告書の作成⑬  活動成果
報告書の作成  個人発表資料の作成

60  60 
 60

テーマ

内容

14回

活動成果報告会①  プロジェクト活動

プロジェクト活動をとおして得た成果・成長に関する個人発表 PowerPoint
 5分 対面PW

学修到達度レポートの作成、次回授業日に提出

60

テーマ

内容

15回

活動成果報告会②（予備）  自己点検授業

プロジェクト活動をとおして得た成果・成長に関する個人発表 PowerPoint
 5分  まとめ 提出物の返却

対面PW  
講義

2021 キャリアプロジェクト＊１（３全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアセミナーＡ（３機械）

Career Seminar

2119201

後期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本館
３０５　　

藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 50 10 0 10 30 100

企業の採用の早期化、厳選化、卒業年次の一括採用から通年採用への移行、さらにはインターンシップ参加の低学年
化など、採用環境は著しく変動している。このように複雑化する企業の採用環境に対応するために、社会人、職業人とし
てのキャリア形成支援の最終科目として、以下の項目を実施する。    １．自身の過去を振り返り、現在の自分を見つめな
おし、近未来への自分をイメージして自己分析を言語化する  ２．履歴書、エントリーシートの作成、模擬SPI試験（Web）
の受験、模擬面接（Web面接を含む）等を経験することで、企業の採用プロセスを理解し、今後の対策に備える  ３．企業
から実際の業務内容を聴き、提供する課題をチームで解決し、現時点での最善解を発表する。  ４．時事ワークシートを活
用して、社会・産業界の情勢の理解に努め、それを批評し言語化する。

　　　 

　　　 

社会人として求められる能力レベルを理解し、不足する能力を向上する計画を立て、実行することができるg

自身を第三者に伝える文章力と口頭表現力とを向上することができる

企業提供の課題をチームで解決し、口頭と文章で報告することができる

就職活動の手順を習得し、それを実行することができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

f,g,h,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

自己分析　キャリアデザイン　企業提供課題解決　チーム協働　　就職活動　　　　　　

１．「SOJO基礎ⅠⅡ」（1年次前
後期必修）  ２．「キャリアプレコー
オプ」（２年次選択）  ３．「インター
ンシップⅠ」（３年次夏期集中）、「
インターンシップⅡ」（３年次冬期
集中）

キャリアセミナーＡ（３機械）2021

３

１

選択

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアセミナーＡ（３機械）

１．レポート「自己表現シート」 10点  ２．レポート「チーム発表報告書」チームで一部提出 10点     内容：
①メンバーの役割分担、②成果が出たこと、③評価シートの分析、④今後のチーム活動での課題        
②③④は各300文字以上、末尾に文字数記載  ３．レポート「チーム活動個人貢献度レポート」 10点    
 内容：①貢献できたこと、②貢献できなかったこと、③個人的な今後の対策  各項目300文字以上、末
尾に文字数記載    上記２、３の書式     A4用紙（複数頁の場合は両面印刷）、１頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空白 ５行目以下：本文  ４．レポート「履歴書」 10点  ５．レポート「エントリーシート」 10点
  ６．発表「発表資料」「発表評価」 10点  ７．ポートフォリオ「学修到達度レポート」 10点  ８．その他「時
事ワークシート」5点×6回=30点

1419

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身に      つける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．『就職活動手帳』、ノートPCを持参する  ２．就職活動に関する本学最終の正課科目であるため、その意識の強い学生
の履修を歓迎する。  ３．「SOJPキャリア支援システム」への登録を済ませておくこと  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をし
た場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアセミナーＡ（３機械）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

・科目の概要説明  ・社会人基礎力とその自己評価  ・SPIのWeb試験の説
明  ・時事ワークシート6部を配布  すべて５回目の授業日に提出

対面講義 
 PW（個人
ワーク）

時事ワークシート①

30

テーマ

内容

2回

SPIのWeb試験

・リクルートキャリアのWeb模擬試験の実施  ★３回目の授業日前日までに
行う PW

時事ワークシート②

30

テーマ

内容

3回

自己分析①

・過去の自分を振り返り、自己分析表を作成する
対面  PW

時事ワークシート③

30

テーマ

内容

4回

自己分析②

・現在の自分を見つめ直し、自己分析表を作成する
PW

時事ワークシート④

30

テーマ

内容

5回

自己分析③

・将来の自分を考え、ライフデザインを行う  ★６回目の授業日前日までに行
う PW

時事ワークシート⑤  自己表現シートの作成、次回提出

30  60

テーマ

内容

6回

チームディスカッションの基礎

・Teamsを活用したチーム討議のありかた  ・メンバー役割分担  ・Teams会
議日の決定

対面  GW
（グルー
プワーク

）

時事ワークシート⑥  eams会議（活動記録）

30  60

テーマ

内容

7回

企業課題の解決①

Teams会議：活動記録の作成  ・学科に関係する企業紹介と課題提示  ★
時事ワークシートの提出 対面  GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

企業課題の解決②

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

企業課題の解決③

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）  次回、発表資料の提出

60

テーマ

内容

10回

企業課題の解決④発表会 

発表順の抽選  質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表
評価シートの作成 対面  GW

Teams会議（活動記録）発表報告書の作成  チーム活動個
人貢献度レポート

60  60

2021 キャリアセミナーＡ（３機械）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

企業課題の解決⑤発表会 

質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シートの作
成 対面  GW

発表報告書の作成、次回チームで1部提出  チーム活動個人
個人貢献度レポート、次回提出  第一志望企業の仮決定と企
業HP等での概要を調査し整理する。次回点検

60  60 
 30

テーマ

内容

12回

業界研究①

履歴書の作成  ・履歴書の書き方  ・履歴書の作成
対面  PW

履歴書の作成、次回提出

60

テーマ

内容

13回

業界研究②

エントリーシートの作成  ・第一志望企業提出用エントリーシートの作成
対面  PW

仮決定した第一志望企業提出用エントリーシートの作成、次
回提出

60

テーマ

内容

14回

面接実習①

・対面型とWeb型面接  ・模擬面接
対面  PW

到達度レポート作成、次回提出  授業アンケートの入力

60    3
0

テーマ

内容

15回

面接実習②、インターンシップ、自己点検授業

・模擬面接  ・インターンシップとは何か  ・就職活動に向けての注意点
対面  PW

2021 キャリアセミナーＡ（３機械）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアセミナーＢ（３機械）

Career Seminar

2119202

後期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本館
３０５　　

藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 50 10 0 10 30 100

企業の採用の早期化、厳選化、卒業年次の一括採用から通年採用への移行、さらにはインターンシップ参加の低学年
化など、採用環境は著しく変動している。このように複雑化する企業の採用環境に対応するために、社会人、職業人とし
てのキャリア形成支援の最終科目として、以下の項目を実施する。    １．自身の過去を振り返り、現在の自分を見つめな
おし、近未来への自分をイメージして自己分析を言語化する  ２．履歴書、エントリーシートの作成、模擬SPI試験（Web）
の受験、模擬面接（Web面接を含む）等を経験することで、企業の採用プロセスを理解し、今後の対策に備える  ３．企業
から実際の業務内容を聴き、提供する課題をチームで解決し、現時点での最善解を発表する。  ４．時事ワークシートを活
用して、社会・産業界の情勢の理解に努め、それを批評し言語化する。

　　　 

　　　 

社会人として求められる能力レベルを理解し、不足する能力を向上する計画を立て、実行することができるg

自身を第三者に伝える文章力と口頭表現力とを向上することができる

企業提供の課題をチームで解決し、口頭と文章で報告することができる

就職活動の手順を習得し、それを実行することができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

f,g,h,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

自己分析　キャリアデザイン　企業提供課題解決　チーム協働　　就職活動　　　　　　

１．「SOJO基礎ⅠⅡ」（1年次前
後期必修）  ２．「キャリアプレコー
オプ」（２年次選択）  ３．「インター
ンシップⅠ」（３年次夏期集中）、「
インターンシップⅡ」（３年次冬期
集中）

キャリアセミナーＢ（３機械）2021

３

１

選択

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアセミナーＢ（３機械）

１．レポート「自己表現シート」 10点  ２．レポート「チーム発表報告書」チームで一部提出 10点     内容：
①メンバーの役割分担、②成果が出たこと、③評価シートの分析、④今後のチーム活動での課題        
②③④は各300文字以上、末尾に文字数記載  ３．レポート「チーム活動個人貢献度レポート」 10点    
 内容：①貢献できたこと、②貢献できなかったこと、③個人的な今後の対策  各項目300文字以上、末
尾に文字数記載    上記２、３の書式     A4用紙（複数頁の場合は両面印刷）、１頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空白 ５行目以下：本文  ４．レポート「履歴書」 10点  ５．レポート「エントリーシート」 10点
  ６．発表「発表資料」「発表評価」 10点  ７．ポートフォリオ「学修到達度レポート」 10点  ８．その他「時
事ワークシート」5点×6回=30点

1424

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身に      つける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．『就職活動手帳』、ノートPCを持参する  ２．就職活動に関する本学最終の正課科目であるため、その意識の強い学生
の履修を歓迎する。  ３．「SOJPキャリア支援システム」への登録を済ませておくこと  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をし
た場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアセミナーＢ（３機械）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

・科目の概要説明  ・社会人基礎力とその自己評価  ・SPIのWeb試験の説
明  ・時事ワークシート6部を配布  すべて５回目の授業日に提出

対面講義 
 PW（個人
ワーク）

時事ワークシート①

30

テーマ

内容

2回

SPIのWeb試験

・リクルートキャリアのWeb模擬試験の実施  ★３回目の授業日前日までに
行う PW

時事ワークシート②

30

テーマ

内容

3回

自己分析①

・過去の自分を振り返り、自己分析表を作成する
対面  PW

時事ワークシート③

30

テーマ

内容

4回

自己分析②

・現在の自分を見つめ直し、自己分析表を作成する
PW

時事ワークシート④

30

テーマ

内容

5回

自己分析③

・将来の自分を考え、ライフデザインを行う  ★６回目の授業日前日までに行
う PW

時事ワークシート⑤  自己表現シートの作成、次回提出

30  60

テーマ

内容

6回

チームディスカッションの基礎

・Teamsを活用したチーム討議のありかた  ・メンバー役割分担  ・Teams会
議日の決定

対面  GW
（グルー
プワーク

）

時事ワークシート⑥  eams会議（活動記録）

30  60

テーマ

内容

7回

企業課題の解決①

Teams会議：活動記録の作成  ・学科に関係する企業紹介と課題提示  ★
時事ワークシートの提出 対面  GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

企業課題の解決②

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

企業課題の解決③

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）  次回、発表資料の提出

60

テーマ

内容

10回

企業課題の解決④発表会 

発表順の抽選  質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表
評価シートの作成 対面  GW

Teams会議（活動記録）発表報告書の作成  チーム活動個
人貢献度レポート

60  60

2021 キャリアセミナーＢ（３機械）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

企業課題の解決⑤発表会 

質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シートの作
成 対面  GW

発表報告書の作成、次回チームで1部提出  チーム活動個人
個人貢献度レポート、次回提出  第一志望企業の仮決定と企
業HP等での概要を調査し整理する。次回点検

60  60 
 30

テーマ

内容

12回

業界研究①

履歴書の作成  ・履歴書の書き方  ・履歴書の作成
対面  PW

履歴書の作成、次回提出

60

テーマ

内容

13回

業界研究②

エントリーシートの作成  ・第一志望企業提出用エントリーシートの作成
対面  PW

仮決定した第一志望企業提出用エントリーシートの作成、次
回提出

60

テーマ

内容

14回

面接実習①

・対面型とWeb型面接  ・模擬面接
対面  PW

到達度レポート作成、次回提出  授業アンケートの入力

60    3
0

テーマ

内容

15回

面接実習②、インターンシップ、自己点検授業

・模擬面接  ・インターンシップとは何か  ・就職活動に向けての注意点
対面  PW

2021 キャリアセミナーＢ（３機械）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアセミナー（３ナ）

Career Seminar

2119301

後期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本館
３０５　　

藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 50 10 0 10 30 100

企業の採用の早期化、厳選化、卒業年次の一括採用から通年採用への移行、さらにはインターンシップ参加の低学年
化など、採用環境は著しく変動している。このように複雑化する企業の採用環境に対応するために、社会人、職業人とし
てのキャリア形成支援の最終科目として、以下の項目を実施する。    １．自身の過去を振り返り、現在の自分を見つめな
おし、近未来への自分をイメージして自己分析を言語化する  ２．履歴書、エントリーシートの作成、模擬SPI試験（Web）
の受験、模擬面接（Web面接を含む）等を経験することで、企業の採用プロセスを理解し、今後の対策に備える  ３．企業
から実際の業務内容を聴き、提供する課題をチームで解決し、現時点での最善解を発表する。  ４．時事ワークシートを活
用して、社会・産業界の情勢の理解に努め、それを批評し言語化する。

　　　 

　　　 

社会人として求められる能力レベルを理解し、不足する能力を向上する計画を立て、実行することができるg

自身を第三者に伝える文章力と口頭表現力とを向上することができる

企業提供の課題をチームで解決し、口頭と文章で報告することができる

就職活動の手順を習得し、それを実行することができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

f,g,h,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

自己分析　キャリアデザイン　企業提供課題解決　チーム協働　　就職活動　　　　　　

１．「SOJO基礎ⅠⅡ」（1年次前
後期必修）  ２．「キャリアプレコー
オプ」（２年次選択）  ３．「インター
ンシップⅠ」（３年次夏期集中）、「
インターンシップⅡ」（３年次冬期
集中）

キャリアセミナー（３ナ）2021

３

１

選択

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアセミナー（３ナ）

１．レポート「自己表現シート」 10点  ２．レポート「チーム発表報告書」チームで一部提出 10点     内容：
①メンバーの役割分担、②成果が出たこと、③評価シートの分析、④今後のチーム活動での課題        
②③④は各300文字以上、末尾に文字数記載  ３．レポート「チーム活動個人貢献度レポート」 10点    
 内容：①貢献できたこと、②貢献できなかったこと、③個人的な今後の対策  各項目300文字以上、末
尾に文字数記載    上記２、３の書式     A4用紙（複数頁の場合は両面印刷）、１頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空白 ５行目以下：本文  ４．レポート「履歴書」 10点  ５．レポート「エントリーシート」 10点
  ６．発表「発表資料」「発表評価」 10点  ７．ポートフォリオ「学修到達度レポート」 10点  ８．その他「時
事ワークシート」5点×6回=30点

1429

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身に      つける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．『就職活動手帳』、ノートPCを持参する  ２．就職活動に関する本学最終の正課科目であるため、その意識の強い学生
の履修を歓迎する。  ３．「SOJPキャリア支援システム」への登録を済ませておくこと  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をし
た場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアセミナー（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

・科目の概要説明  ・社会人基礎力とその自己評価  ・SPIのWeb試験の説
明  ・時事ワークシート6部を配布  すべて５回目の授業日に提出

対面講義 
 PW（個人
ワーク）

時事ワークシート①

30

テーマ

内容

2回

SPIのWeb試験

・リクルートキャリアのWeb模擬試験の実施  ★３回目の授業日前日までに
行う PW

時事ワークシート②

30

テーマ

内容

3回

自己分析①

・過去の自分を振り返り、自己分析表を作成する
対面  PW

時事ワークシート③

30

テーマ

内容

4回

自己分析②

・現在の自分を見つめ直し、自己分析表を作成する
PW

時事ワークシート④

30

テーマ

内容

5回

自己分析③

・将来の自分を考え、ライフデザインを行う  ★６回目の授業日前日までに行
う PW

時事ワークシート⑤  自己表現シートの作成、次回提出

30  60

テーマ

内容

6回

チームディスカッションの基礎

・Teamsを活用したチーム討議のありかた  ・メンバー役割分担  ・Teams会
議日の決定

対面  GW
（グルー
プワーク

）

時事ワークシート⑥  eams会議（活動記録）

30  60

テーマ

内容

7回

企業課題の解決①

Teams会議：活動記録の作成  ・学科に関係する企業紹介と課題提示  ★
時事ワークシートの提出 対面  GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

企業課題の解決②

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

企業課題の解決③

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）  次回、発表資料の提出

60

テーマ

内容

10回

企業課題の解決④発表会 

発表順の抽選  質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表
評価シートの作成 対面  GW

Teams会議（活動記録）発表報告書の作成  チーム活動個
人貢献度レポート

60  60

2021 キャリアセミナー（３ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

企業課題の解決⑤発表会 

質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シートの作
成 対面  GW

発表報告書の作成、次回チームで1部提出  チーム活動個人
個人貢献度レポート、次回提出  第一志望企業の仮決定と企
業HP等での概要を調査し整理する。次回点検

60  60 
 30

テーマ

内容

12回

業界研究①

履歴書の作成  ・履歴書の書き方  ・履歴書の作成
対面  PW

履歴書の作成、次回提出

60

テーマ

内容

13回

業界研究②

エントリーシートの作成  ・第一志望企業提出用エントリーシートの作成
対面  PW

仮決定した第一志望企業提出用エントリーシートの作成、次
回提出

60

テーマ

内容

14回

面接実習①

・対面型とWeb型面接  ・模擬面接
対面  PW

到達度レポート作成、次回提出  授業アンケートの入力

60    3
0

テーマ

内容

15回

面接実習②、インターンシップ、自己点検授業

・模擬面接  ・インターンシップとは何か  ・就職活動に向けての注意点
対面  PW

2021 キャリアセミナー（３ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアセミナーＡ（３建）

Career Seminar

2119401

後期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本館
３０５　　

藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 50 10 0 10 30 100

企業の採用の早期化、厳選化、卒業年次の一括採用から通年採用への移行、さらにはインターンシップ参加の低学年
化など、採用環境は著しく変動している。このように複雑化する企業の採用環境に対応するために、社会人、職業人とし
てのキャリア形成支援の最終科目として、以下の項目を実施する。    １．自身の過去を振り返り、現在の自分を見つめな
おし、近未来への自分をイメージして自己分析を言語化する  ２．履歴書、エントリーシートの作成、模擬SPI試験（Web）
の受験、模擬面接（Web面接を含む）等を経験することで、企業の採用プロセスを理解し、今後の対策に備える  ３．企業
から実際の業務内容を聴き、提供する課題をチームで解決し、現時点での最善解を発表する。  ４．時事ワークシートを活
用して、社会・産業界の情勢の理解に努め、それを批評し言語化する。

　　　 

　　　 

社会人として求められる能力レベルを理解し、不足する能力を向上する計画を立て、実行することができるg

自身を第三者に伝える文章力と口頭表現力とを向上することができる

企業提供の課題をチームで解決し、口頭と文章で報告することができる

就職活動の手順を習得し、それを実行することができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

f,g,h,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

自己分析　キャリアデザイン　企業提供課題解決　チーム協働　　就職活動　　　　　　

１．「SOJO基礎ⅠⅡ」（1年次前
後期必修）  ２．「キャリアプレコー
オプ」（２年次選択）  ３．「インター
ンシップⅠ」（３年次夏期集中）、「
インターンシップⅡ」（３年次冬期
集中）

キャリアセミナーＡ（３建）2021

３

１

選択

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアセミナーＡ（３建）

１．レポート「自己表現シート」 10点  ２．レポート「チーム発表報告書」チームで一部提出 10点     内容：
①メンバーの役割分担、②成果が出たこと、③評価シートの分析、④今後のチーム活動での課題        
②③④は各300文字以上、末尾に文字数記載  ３．レポート「チーム活動個人貢献度レポート」 10点    
 内容：①貢献できたこと、②貢献できなかったこと、③個人的な今後の対策  各項目300文字以上、末
尾に文字数記載    上記２、３の書式     A4用紙（複数頁の場合は両面印刷）、１頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空白 ５行目以下：本文  ４．レポート「履歴書」 10点  ５．レポート「エントリーシート」 10点
  ６．発表「発表資料」「発表評価」 10点  ７．ポートフォリオ「学修到達度レポート」 10点  ８．その他「時
事ワークシート」5点×6回=30点

1434

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身に      つける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．『就職活動手帳』、ノートPCを持参する  ２．就職活動に関する本学最終の正課科目であるため、その意識の強い学生
の履修を歓迎する。  ３．「SOJPキャリア支援システム」への登録を済ませておくこと  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をし
た場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアセミナーＡ（３建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

・科目の概要説明  ・社会人基礎力とその自己評価  ・SPIのWeb試験の説
明  ・時事ワークシート6部を配布  すべて５回目の授業日に提出

対面講義 
 PW（個人
ワーク）

時事ワークシート①

30

テーマ

内容

2回

SPIのWeb試験

・リクルートキャリアのWeb模擬試験の実施  ★３回目の授業日前日までに
行う PW

時事ワークシート②

30

テーマ

内容

3回

自己分析①

・過去の自分を振り返り、自己分析表を作成する
対面  PW

時事ワークシート③

30

テーマ

内容

4回

自己分析②

・現在の自分を見つめ直し、自己分析表を作成する
PW

時事ワークシート④

30

テーマ

内容

5回

自己分析③

・将来の自分を考え、ライフデザインを行う  ★６回目の授業日前日までに行
う PW

時事ワークシート⑤  自己表現シートの作成、次回提出

30  60

テーマ

内容

6回

チームディスカッションの基礎

・Teamsを活用したチーム討議のありかた  ・メンバー役割分担  ・Teams会
議日の決定

対面  GW
（グルー
プワーク

）

時事ワークシート⑥  eams会議（活動記録）

30  60

テーマ

内容

7回

企業課題の解決①

Teams会議：活動記録の作成  ・学科に関係する企業紹介と課題提示  ★
時事ワークシートの提出 対面  GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

企業課題の解決②

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

企業課題の解決③

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）  次回、発表資料の提出

60

テーマ

内容

10回

企業課題の解決④発表会 

発表順の抽選  質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表
評価シートの作成 対面  GW

Teams会議（活動記録）発表報告書の作成  チーム活動個
人貢献度レポート

60  60

2021 キャリアセミナーＡ（３建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

企業課題の解決⑤発表会 

質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シートの作
成 対面  GW

発表報告書の作成、次回チームで1部提出  チーム活動個人
個人貢献度レポート、次回提出  第一志望企業の仮決定と企
業HP等での概要を調査し整理する。次回点検

60  60 
 30

テーマ

内容

12回

業界研究①

履歴書の作成  ・履歴書の書き方  ・履歴書の作成
対面  PW

履歴書の作成、次回提出

60

テーマ

内容

13回

業界研究②

エントリーシートの作成  ・第一志望企業提出用エントリーシートの作成
対面  PW

仮決定した第一志望企業提出用エントリーシートの作成、次
回提出

60

テーマ

内容

14回

面接実習①

・対面型とWeb型面接  ・模擬面接
対面  PW

到達度レポート作成、次回提出  授業アンケートの入力

60    3
0

テーマ

内容

15回

面接実習②、インターンシップ、自己点検授業

・模擬面接  ・インターンシップとは何か  ・就職活動に向けての注意点
対面  PW

2021 キャリアセミナーＡ（３建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアセミナーＢ（３建）

Career Seminar

2119402

後期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本館
３０５　　

藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 50 10 0 10 30 100

企業の採用の早期化、厳選化、卒業年次の一括採用から通年採用への移行、さらにはインターンシップ参加の低学年
化など、採用環境は著しく変動している。このように複雑化する企業の採用環境に対応するために、社会人、職業人とし
てのキャリア形成支援の最終科目として、以下の項目を実施する。    １．自身の過去を振り返り、現在の自分を見つめな
おし、近未来への自分をイメージして自己分析を言語化する  ２．履歴書、エントリーシートの作成、模擬SPI試験（Web）
の受験、模擬面接（Web面接を含む）等を経験することで、企業の採用プロセスを理解し、今後の対策に備える  ３．企業
から実際の業務内容を聴き、提供する課題をチームで解決し、現時点での最善解を発表する。  ４．時事ワークシートを活
用して、社会・産業界の情勢の理解に努め、それを批評し言語化する。

　　　 

　　　 

社会人として求められる能力レベルを理解し、不足する能力を向上する計画を立て、実行することができるg

自身を第三者に伝える文章力と口頭表現力とを向上することができる

企業提供の課題をチームで解決し、口頭と文章で報告することができる

就職活動の手順を習得し、それを実行することができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

f,g,h,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

自己分析　キャリアデザイン　企業提供課題解決　チーム協働　　就職活動　　　　　　

１．「SOJO基礎ⅠⅡ」（1年次前
後期必修）  ２．「キャリアプレコー
オプ」（２年次選択）  ３．「インター
ンシップⅠ」（３年次夏期集中）、「
インターンシップⅡ」（３年次冬期
集中）

キャリアセミナーＢ（３建）2021

３

１

選択

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1438



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアセミナーＢ（３建）

１．レポート「自己表現シート」 10点  ２．レポート「チーム発表報告書」チームで一部提出 10点     内容：
①メンバーの役割分担、②成果が出たこと、③評価シートの分析、④今後のチーム活動での課題        
②③④は各300文字以上、末尾に文字数記載  ３．レポート「チーム活動個人貢献度レポート」 10点    
 内容：①貢献できたこと、②貢献できなかったこと、③個人的な今後の対策  各項目300文字以上、末
尾に文字数記載    上記２、３の書式     A4用紙（複数頁の場合は両面印刷）、１頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空白 ５行目以下：本文  ４．レポート「履歴書」 10点  ５．レポート「エントリーシート」 10点
  ６．発表「発表資料」「発表評価」 10点  ７．ポートフォリオ「学修到達度レポート」 10点  ８．その他「時
事ワークシート」5点×6回=30点

1439

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身に      つける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．『就職活動手帳』、ノートPCを持参する  ２．就職活動に関する本学最終の正課科目であるため、その意識の強い学生
の履修を歓迎する。  ３．「SOJPキャリア支援システム」への登録を済ませておくこと  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をし
た場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアセミナーＢ（３建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

・科目の概要説明  ・社会人基礎力とその自己評価  ・SPIのWeb試験の説
明  ・時事ワークシート6部を配布  すべて５回目の授業日に提出

対面講義 
 PW（個人
ワーク）

時事ワークシート①

30

テーマ

内容

2回

SPIのWeb試験

・リクルートキャリアのWeb模擬試験の実施  ★３回目の授業日前日までに
行う PW

時事ワークシート②

30

テーマ

内容

3回

自己分析①

・過去の自分を振り返り、自己分析表を作成する
対面  PW

時事ワークシート③

30

テーマ

内容

4回

自己分析②

・現在の自分を見つめ直し、自己分析表を作成する
PW

時事ワークシート④

30

テーマ

内容

5回

自己分析③

・将来の自分を考え、ライフデザインを行う  ★６回目の授業日前日までに行
う PW

時事ワークシート⑤  自己表現シートの作成、次回提出

30  60

テーマ

内容

6回

チームディスカッションの基礎

・Teamsを活用したチーム討議のありかた  ・メンバー役割分担  ・Teams会
議日の決定

対面  GW
（グルー
プワーク

）

時事ワークシート⑥  eams会議（活動記録）

30  60

テーマ

内容

7回

企業課題の解決①

Teams会議：活動記録の作成  ・学科に関係する企業紹介と課題提示  ★
時事ワークシートの提出 対面  GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

企業課題の解決②

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

企業課題の解決③

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）  次回、発表資料の提出

60

テーマ

内容

10回

企業課題の解決④発表会 

発表順の抽選  質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表
評価シートの作成 対面  GW

Teams会議（活動記録）発表報告書の作成  チーム活動個
人貢献度レポート

60  60

2021 キャリアセミナーＢ（３建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

企業課題の解決⑤発表会 

質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シートの作
成 対面  GW

発表報告書の作成、次回チームで1部提出  チーム活動個人
個人貢献度レポート、次回提出  第一志望企業の仮決定と企
業HP等での概要を調査し整理する。次回点検

60  60 
 30

テーマ

内容

12回

業界研究①

履歴書の作成  ・履歴書の書き方  ・履歴書の作成
対面  PW

履歴書の作成、次回提出

60

テーマ

内容

13回

業界研究②

エントリーシートの作成  ・第一志望企業提出用エントリーシートの作成
対面  PW

仮決定した第一志望企業提出用エントリーシートの作成、次
回提出

60

テーマ

内容

14回

面接実習①

・対面型とWeb型面接  ・模擬面接
対面  PW

到達度レポート作成、次回提出  授業アンケートの入力

60    3
0

テーマ

内容

15回

面接実習②、インターンシップ、自己点検授業

・模擬面接  ・インターンシップとは何か  ・就職活動に向けての注意点
対面  PW

2021 キャリアセミナーＢ（３建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアセミナー（３宇）

Career Seminar

2119501

後期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本館
３０５　　

藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 50 10 0 10 30 100

企業の採用の早期化、厳選化、卒業年次の一括採用から通年採用への移行、さらにはインターンシップ参加の低学年
化など、採用環境は著しく変動している。このように複雑化する企業の採用環境に対応するために、社会人、職業人とし
てのキャリア形成支援の最終科目として、以下の項目を実施する。    １．自身の過去を振り返り、現在の自分を見つめな
おし、近未来への自分をイメージして自己分析を言語化する  ２．履歴書、エントリーシートの作成、模擬SPI試験（Web）
の受験、模擬面接（Web面接を含む）等を経験することで、企業の採用プロセスを理解し、今後の対策に備える  ３．企業
から実際の業務内容を聴き、提供する課題をチームで解決し、現時点での最善解を発表する。  ４．時事ワークシートを活
用して、社会・産業界の情勢の理解に努め、それを批評し言語化する。

　　　 

　　　 

社会人として求められる能力レベルを理解し、不足する能力を向上する計画を立て、実行することができるg

自身を第三者に伝える文章力と口頭表現力とを向上することができる

企業提供の課題をチームで解決し、口頭と文章で報告することができる

就職活動の手順を習得し、それを実行することができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

f,g,h,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

自己分析　キャリアデザイン　企業提供課題解決　チーム協働　　就職活動　　　　　　

１．「SOJO基礎ⅠⅡ」（1年次前
後期必修）  ２．「キャリアプレコー
オプ」（２年次選択）  ３．「インター
ンシップⅠ」（３年次夏期集中）、「
インターンシップⅡ」（３年次冬期
集中）

キャリアセミナー（３宇）2021

３

１

選択

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアセミナー（３宇）

１．レポート「自己表現シート」 10点  ２．レポート「チーム発表報告書」チームで一部提出 10点     内容：
①メンバーの役割分担、②成果が出たこと、③評価シートの分析、④今後のチーム活動での課題        
②③④は各300文字以上、末尾に文字数記載  ３．レポート「チーム活動個人貢献度レポート」 10点    
 内容：①貢献できたこと、②貢献できなかったこと、③個人的な今後の対策  各項目300文字以上、末
尾に文字数記載    上記２、３の書式     A4用紙（複数頁の場合は両面印刷）、１頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空白 ５行目以下：本文  ４．レポート「履歴書」 10点  ５．レポート「エントリーシート」 10点
  ６．発表「発表資料」「発表評価」 10点  ７．ポートフォリオ「学修到達度レポート」 10点  ８．その他「時
事ワークシート」5点×6回=30点

1444

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身に      つける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．『就職活動手帳』、ノートPCを持参する  ２．就職活動に関する本学最終の正課科目であるため、その意識の強い学生
の履修を歓迎する。  ３．「SOJPキャリア支援システム」への登録を済ませておくこと  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をし
た場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアセミナー（３宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

・科目の概要説明  ・社会人基礎力とその自己評価  ・SPIのWeb試験の説
明  ・時事ワークシート6部を配布  すべて５回目の授業日に提出

対面講義 
 PW（個人
ワーク）

時事ワークシート①

30

テーマ

内容

2回

SPIのWeb試験

・リクルートキャリアのWeb模擬試験の実施  ★３回目の授業日前日までに
行う PW

時事ワークシート②

30

テーマ

内容

3回

自己分析①

・過去の自分を振り返り、自己分析表を作成する
対面  PW

時事ワークシート③

30

テーマ

内容

4回

自己分析②

・現在の自分を見つめ直し、自己分析表を作成する
PW

時事ワークシート④

30

テーマ

内容

5回

自己分析③

・将来の自分を考え、ライフデザインを行う  ★６回目の授業日前日までに行
う PW

時事ワークシート⑤  自己表現シートの作成、次回提出

30  60

テーマ

内容

6回

チームディスカッションの基礎

・Teamsを活用したチーム討議のありかた  ・メンバー役割分担  ・Teams会
議日の決定

対面  GW
（グルー
プワーク

）

時事ワークシート⑥  eams会議（活動記録）

30  60

テーマ

内容

7回

企業課題の解決①

Teams会議：活動記録の作成  ・学科に関係する企業紹介と課題提示  ★
時事ワークシートの提出 対面  GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

企業課題の解決②

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

企業課題の解決③

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）  次回、発表資料の提出

60

テーマ

内容

10回

企業課題の解決④発表会 

発表順の抽選  質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表
評価シートの作成 対面  GW

Teams会議（活動記録）発表報告書の作成  チーム活動個
人貢献度レポート

60  60

2021 キャリアセミナー（３宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

企業課題の解決⑤発表会 

質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シートの作
成 対面  GW

発表報告書の作成、次回チームで1部提出  チーム活動個人
個人貢献度レポート、次回提出  第一志望企業の仮決定と企
業HP等での概要を調査し整理する。次回点検

60  60 
 30

テーマ

内容

12回

業界研究①

履歴書の作成  ・履歴書の書き方  ・履歴書の作成
対面  PW

履歴書の作成、次回提出

60

テーマ

内容

13回

業界研究②

エントリーシートの作成  ・第一志望企業提出用エントリーシートの作成
対面  PW

仮決定した第一志望企業提出用エントリーシートの作成、次
回提出

60

テーマ

内容

14回

面接実習①

・対面型とWeb型面接  ・模擬面接
対面  PW

到達度レポート作成、次回提出  授業アンケートの入力

60    3
0

テーマ

内容

15回

面接実習②、インターンシップ、自己点検授業

・模擬面接  ・インターンシップとは何か  ・就職活動に向けての注意点
対面  PW

2021 キャリアセミナー（３宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアセミナーＡ（３情）

Career Seminar

2119601

後期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本館
３０５　　

藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 50 10 0 10 30 100

企業の採用の早期化、厳選化、卒業年次の一括採用から通年採用への移行、さらにはインターンシップ参加の低学年
化など、採用環境は著しく変動している。このように複雑化する企業の採用環境に対応するために、社会人、職業人とし
てのキャリア形成支援の最終科目として、以下の項目を実施する。    １．自身の過去を振り返り、現在の自分を見つめな
おし、近未来への自分をイメージして自己分析を言語化する  ２．履歴書、エントリーシートの作成、模擬SPI試験（Web）
の受験、模擬面接（Web面接を含む）等を経験することで、企業の採用プロセスを理解し、今後の対策に備える  ３．企業
から実際の業務内容を聴き、提供する課題をチームで解決し、現時点での最善解を発表する。  ４．時事ワークシートを活
用して、社会・産業界の情勢の理解に努め、それを批評し言語化する。

　　　 

　　　 

社会人として求められる能力レベルを理解し、不足する能力を向上する計画を立て、実行することができるg

自身を第三者に伝える文章力と口頭表現力とを向上することができる

企業提供の課題をチームで解決し、口頭と文章で報告することができる

就職活動の手順を習得し、それを実行することができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

f,g,h,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

自己分析　キャリアデザイン　企業提供課題解決　チーム協働　　就職活動　　　　　　

１．「SOJO基礎ⅠⅡ」（1年次前
後期必修）  ２．「キャリアプレコー
オプ」（２年次選択）  ３．「インター
ンシップⅠ」（３年次夏期集中）、「
インターンシップⅡ」（３年次冬期
集中）

キャリアセミナーＡ（３情）2021

３

１

選択

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアセミナーＡ（３情）

１．レポート「自己表現シート」 10点  ２．レポート「チーム発表報告書」チームで一部提出 10点     内容：
①メンバーの役割分担、②成果が出たこと、③評価シートの分析、④今後のチーム活動での課題        
②③④は各300文字以上、末尾に文字数記載  ３．レポート「チーム活動個人貢献度レポート」 10点    
 内容：①貢献できたこと、②貢献できなかったこと、③個人的な今後の対策  各項目300文字以上、末
尾に文字数記載    上記２、３の書式     A4用紙（複数頁の場合は両面印刷）、１頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空白 ５行目以下：本文  ４．レポート「履歴書」 10点  ５．レポート「エントリーシート」 10点
  ６．発表「発表資料」「発表評価」 10点  ７．ポートフォリオ「学修到達度レポート」 10点  ８．その他「時
事ワークシート」5点×6回=30点

1449

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身に      つける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．『就職活動手帳』、ノートPCを持参する  ２．就職活動に関する本学最終の正課科目であるため、その意識の強い学生
の履修を歓迎する。  ３．「SOJPキャリア支援システム」への登録を済ませておくこと  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をし
た場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアセミナーＡ（３情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

・科目の概要説明  ・社会人基礎力とその自己評価  ・SPIのWeb試験の説
明  ・時事ワークシート6部を配布  すべて５回目の授業日に提出

対面講義 
 PW（個人
ワーク）

時事ワークシート①

30

テーマ

内容

2回

SPIのWeb試験

・リクルートキャリアのWeb模擬試験の実施  ★３回目の授業日前日までに
行う PW

時事ワークシート②

30

テーマ

内容

3回

自己分析①

・過去の自分を振り返り、自己分析表を作成する
対面  PW

時事ワークシート③

30

テーマ

内容

4回

自己分析②

・現在の自分を見つめ直し、自己分析表を作成する
PW

時事ワークシート④

30

テーマ

内容

5回

自己分析③

・将来の自分を考え、ライフデザインを行う  ★６回目の授業日前日までに行
う PW

時事ワークシート⑤  自己表現シートの作成、次回提出

30  60

テーマ

内容

6回

チームディスカッションの基礎

・Teamsを活用したチーム討議のありかた  ・メンバー役割分担  ・Teams会
議日の決定

対面  GW
（グルー
プワーク

）

時事ワークシート⑥  eams会議（活動記録）

30  60

テーマ

内容

7回

企業課題の解決①

Teams会議：活動記録の作成  ・学科に関係する企業紹介と課題提示  ★
時事ワークシートの提出 対面  GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

企業課題の解決②

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

企業課題の解決③

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）  次回、発表資料の提出

60

テーマ

内容

10回

企業課題の解決④発表会 

発表順の抽選  質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表
評価シートの作成 対面  GW

Teams会議（活動記録）発表報告書の作成  チーム活動個
人貢献度レポート

60  60

2021 キャリアセミナーＡ（３情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

企業課題の解決⑤発表会 

質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シートの作
成 対面  GW

発表報告書の作成、次回チームで1部提出  チーム活動個人
個人貢献度レポート、次回提出  第一志望企業の仮決定と企
業HP等での概要を調査し整理する。次回点検

60  60 
 30

テーマ

内容

12回

業界研究①

履歴書の作成  ・履歴書の書き方  ・履歴書の作成
対面  PW

履歴書の作成、次回提出

60

テーマ

内容

13回

業界研究②

エントリーシートの作成  ・第一志望企業提出用エントリーシートの作成
対面  PW

仮決定した第一志望企業提出用エントリーシートの作成、次
回提出

60

テーマ

内容

14回

面接実習①

・対面型とWeb型面接  ・模擬面接
対面  PW

到達度レポート作成、次回提出  授業アンケートの入力

60    3
0

テーマ

内容

15回

面接実習②、インターンシップ、自己点検授業

・模擬面接  ・インターンシップとは何か  ・就職活動に向けての注意点
対面  PW

2021 キャリアセミナーＡ（３情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアセミナーＢ（３情）

Career Seminar

2119602

後期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本館
３０５　　

藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 50 10 0 10 30 100

企業の採用の早期化、厳選化、卒業年次の一括採用から通年採用への移行、さらにはインターンシップ参加の低学年
化など、採用環境は著しく変動している。このように複雑化する企業の採用環境に対応するために、社会人、職業人とし
てのキャリア形成支援の最終科目として、以下の項目を実施する。    １．自身の過去を振り返り、現在の自分を見つめな
おし、近未来への自分をイメージして自己分析を言語化する  ２．履歴書、エントリーシートの作成、模擬SPI試験（Web）
の受験、模擬面接（Web面接を含む）等を経験することで、企業の採用プロセスを理解し、今後の対策に備える  ３．企業
から実際の業務内容を聴き、提供する課題をチームで解決し、現時点での最善解を発表する。  ４．時事ワークシートを活
用して、社会・産業界の情勢の理解に努め、それを批評し言語化する。

　　　 

　　　 

社会人として求められる能力レベルを理解し、不足する能力を向上する計画を立て、実行することができるg

自身を第三者に伝える文章力と口頭表現力とを向上することができる

企業提供の課題をチームで解決し、口頭と文章で報告することができる

就職活動の手順を習得し、それを実行することができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

f,g,h,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

自己分析　キャリアデザイン　企業提供課題解決　チーム協働　　就職活動　　　　　　

１．「SOJO基礎ⅠⅡ」（1年次前
後期必修）  ２．「キャリアプレコー
オプ」（２年次選択）  ３．「インター
ンシップⅠ」（３年次夏期集中）、「
インターンシップⅡ」（３年次冬期
集中）

キャリアセミナーＢ（３情）2021

３

１

選択

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアセミナーＢ（３情）

１．レポート「自己表現シート」 10点  ２．レポート「チーム発表報告書」チームで一部提出 10点     内容：
①メンバーの役割分担、②成果が出たこと、③評価シートの分析、④今後のチーム活動での課題        
②③④は各300文字以上、末尾に文字数記載  ３．レポート「チーム活動個人貢献度レポート」 10点    
 内容：①貢献できたこと、②貢献できなかったこと、③個人的な今後の対策  各項目300文字以上、末
尾に文字数記載    上記２、３の書式     A4用紙（複数頁の場合は両面印刷）、１頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空白 ５行目以下：本文  ４．レポート「履歴書」 10点  ５．レポート「エントリーシート」 10点
  ６．発表「発表資料」「発表評価」 10点  ７．ポートフォリオ「学修到達度レポート」 10点  ８．その他「時
事ワークシート」5点×6回=30点

1454

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身に      つける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．『就職活動手帳』、ノートPCを持参する  ２．就職活動に関する本学最終の正課科目であるため、その意識の強い学生
の履修を歓迎する。  ３．「SOJPキャリア支援システム」への登録を済ませておくこと  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をし
た場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアセミナーＢ（３情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

・科目の概要説明  ・社会人基礎力とその自己評価  ・SPIのWeb試験の説
明  ・時事ワークシート6部を配布  すべて５回目の授業日に提出

対面講義 
 PW（個人
ワーク）

時事ワークシート①

30

テーマ

内容

2回

SPIのWeb試験

・リクルートキャリアのWeb模擬試験の実施  ★３回目の授業日前日までに
行う PW

時事ワークシート②

30

テーマ

内容

3回

自己分析①

・過去の自分を振り返り、自己分析表を作成する
対面  PW

時事ワークシート③

30

テーマ

内容

4回

自己分析②

・現在の自分を見つめ直し、自己分析表を作成する
PW

時事ワークシート④

30

テーマ

内容

5回

自己分析③

・将来の自分を考え、ライフデザインを行う  ★６回目の授業日前日までに行
う PW

時事ワークシート⑤  自己表現シートの作成、次回提出

30  60

テーマ

内容

6回

チームディスカッションの基礎

・Teamsを活用したチーム討議のありかた  ・メンバー役割分担  ・Teams会
議日の決定

対面  GW
（グルー
プワーク

）

時事ワークシート⑥  eams会議（活動記録）

30  60

テーマ

内容

7回

企業課題の解決①

Teams会議：活動記録の作成  ・学科に関係する企業紹介と課題提示  ★
時事ワークシートの提出 対面  GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

企業課題の解決②

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

企業課題の解決③

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）  次回、発表資料の提出

60

テーマ

内容

10回

企業課題の解決④発表会 

発表順の抽選  質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表
評価シートの作成 対面  GW

Teams会議（活動記録）発表報告書の作成  チーム活動個
人貢献度レポート

60  60

2021 キャリアセミナーＢ（３情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

企業課題の解決⑤発表会 

質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シートの作
成 対面  GW

発表報告書の作成、次回チームで1部提出  チーム活動個人
個人貢献度レポート、次回提出  第一志望企業の仮決定と企
業HP等での概要を調査し整理する。次回点検

60  60 
 30

テーマ

内容

12回

業界研究①

履歴書の作成  ・履歴書の書き方  ・履歴書の作成
対面  PW

履歴書の作成、次回提出

60

テーマ

内容

13回

業界研究②

エントリーシートの作成  ・第一志望企業提出用エントリーシートの作成
対面  PW

仮決定した第一志望企業提出用エントリーシートの作成、次
回提出

60

テーマ

内容

14回

面接実習①

・対面型とWeb型面接  ・模擬面接
対面  PW

到達度レポート作成、次回提出  授業アンケートの入力

60    3
0

テーマ

内容

15回

面接実習②、インターンシップ、自己点検授業

・模擬面接  ・インターンシップとは何か  ・就職活動に向けての注意点
対面  PW

2021 キャリアセミナーＢ（３情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアセミナーＡ（３微）

Career Seminar

2119701

後期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本館
３０５　　

藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 50 10 0 10 30 100

企業の採用の早期化、厳選化、卒業年次の一括採用から通年採用への移行、さらにはインターンシップ参加の低学年
化など、採用環境は著しく変動している。このように複雑化する企業の採用環境に対応するために、社会人、職業人とし
てのキャリア形成支援の最終科目として、以下の項目を実施する。    １．自身の過去を振り返り、現在の自分を見つめな
おし、近未来への自分をイメージして自己分析を言語化する  ２．履歴書、エントリーシートの作成、模擬SPI試験（Web）
の受験、模擬面接（Web面接を含む）等を経験することで、企業の採用プロセスを理解し、今後の対策に備える  ３．企業
から実際の業務内容を聴き、提供する課題をチームで解決し、現時点での最善解を発表する。  ４．時事ワークシートを活
用して、社会・産業界の情勢の理解に努め、それを批評し言語化する。

　　　 

　　　 

社会人として求められる能力レベルを理解し、不足する能力を向上する計画を立て、実行することができるg

自身を第三者に伝える文章力と口頭表現力とを向上することができる

企業提供の課題をチームで解決し、口頭と文章で報告することができる

就職活動の手順を習得し、それを実行することができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

f,g,h,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

自己分析　キャリアデザイン　企業提供課題解決　チーム協働　　就職活動　　　　　　

１．「SOJO基礎ⅠⅡ」（1年次前
後期必修）  ２．「キャリアプレコー
オプ」（２年次選択）  ３．「インター
ンシップⅠ」（３年次夏期集中）、「
インターンシップⅡ」（３年次冬期
集中）

キャリアセミナーＡ（３微）2021

３

１

選択

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1458



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアセミナーＡ（３微）

１．レポート「自己表現シート」 10点  ２．レポート「チーム発表報告書」チームで一部提出 10点     内容：
①メンバーの役割分担、②成果が出たこと、③評価シートの分析、④今後のチーム活動での課題        
②③④は各300文字以上、末尾に文字数記載  ３．レポート「チーム活動個人貢献度レポート」 10点    
 内容：①貢献できたこと、②貢献できなかったこと、③個人的な今後の対策  各項目300文字以上、末
尾に文字数記載    上記２、３の書式     A4用紙（複数頁の場合は両面印刷）、１頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空白 ５行目以下：本文  ４．レポート「履歴書」 10点  ５．レポート「エントリーシート」 10点
  ６．発表「発表資料」「発表評価」 10点  ７．ポートフォリオ「学修到達度レポート」 10点  ８．その他「時
事ワークシート」5点×6回=30点

1459

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身に      つける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．『就職活動手帳』、ノートPCを持参する  ２．就職活動に関する本学最終の正課科目であるため、その意識の強い学生
の履修を歓迎する。  ３．「SOJPキャリア支援システム」への登録を済ませておくこと  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をし
た場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアセミナーＡ（３微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

・科目の概要説明  ・社会人基礎力とその自己評価  ・SPIのWeb試験の説
明  ・時事ワークシート6部を配布  すべて５回目の授業日に提出

対面講義 
 PW（個人
ワーク）

時事ワークシート①

30

テーマ

内容

2回

SPIのWeb試験

・リクルートキャリアのWeb模擬試験の実施  ★３回目の授業日前日までに
行う PW

時事ワークシート②

30

テーマ

内容

3回

自己分析①

・過去の自分を振り返り、自己分析表を作成する
対面  PW

時事ワークシート③

30

テーマ

内容

4回

自己分析②

・現在の自分を見つめ直し、自己分析表を作成する
PW

時事ワークシート④

30

テーマ

内容

5回

自己分析③

・将来の自分を考え、ライフデザインを行う  ★６回目の授業日前日までに行
う PW

時事ワークシート⑤  自己表現シートの作成、次回提出

30  60

テーマ

内容

6回

チームディスカッションの基礎

・Teamsを活用したチーム討議のありかた  ・メンバー役割分担  ・Teams会
議日の決定

対面  GW
（グルー
プワーク

）

時事ワークシート⑥  eams会議（活動記録）

30  60

テーマ

内容

7回

企業課題の解決①

Teams会議：活動記録の作成  ・学科に関係する企業紹介と課題提示  ★
時事ワークシートの提出 対面  GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

企業課題の解決②

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

企業課題の解決③

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）  次回、発表資料の提出

60

テーマ

内容

10回

企業課題の解決④発表会 

発表順の抽選  質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表
評価シートの作成 対面  GW

Teams会議（活動記録）発表報告書の作成  チーム活動個
人貢献度レポート

60  60

2021 キャリアセミナーＡ（３微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

企業課題の解決⑤発表会 

質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シートの作
成 対面  GW

発表報告書の作成、次回チームで1部提出  チーム活動個人
個人貢献度レポート、次回提出  第一志望企業の仮決定と企
業HP等での概要を調査し整理する。次回点検

60  60 
 30

テーマ

内容

12回

業界研究①

履歴書の作成  ・履歴書の書き方  ・履歴書の作成
対面  PW

履歴書の作成、次回提出

60

テーマ

内容

13回

業界研究②

エントリーシートの作成  ・第一志望企業提出用エントリーシートの作成
対面  PW

仮決定した第一志望企業提出用エントリーシートの作成、次
回提出

60

テーマ

内容

14回

面接実習①

・対面型とWeb型面接  ・模擬面接
対面  PW

到達度レポート作成、次回提出  授業アンケートの入力

60    3
0

テーマ

内容

15回

面接実習②、インターンシップ、自己点検授業

・模擬面接  ・インターンシップとは何か  ・就職活動に向けての注意点
対面  PW

2021 キャリアセミナーＡ（３微）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアセミナーＢ（３微）

Career Seminar

2119702

後期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本館
３０５　　

藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 50 10 0 10 30 100

企業の採用の早期化、厳選化、卒業年次の一括採用から通年採用への移行、さらにはインターンシップ参加の低学年
化など、採用環境は著しく変動している。このように複雑化する企業の採用環境に対応するために、社会人、職業人とし
てのキャリア形成支援の最終科目として、以下の項目を実施する。    １．自身の過去を振り返り、現在の自分を見つめな
おし、近未来への自分をイメージして自己分析を言語化する  ２．履歴書、エントリーシートの作成、模擬SPI試験（Web）
の受験、模擬面接（Web面接を含む）等を経験することで、企業の採用プロセスを理解し、今後の対策に備える  ３．企業
から実際の業務内容を聴き、提供する課題をチームで解決し、現時点での最善解を発表する。  ４．時事ワークシートを活
用して、社会・産業界の情勢の理解に努め、それを批評し言語化する。

　　　 

　　　 

社会人として求められる能力レベルを理解し、不足する能力を向上する計画を立て、実行することができるg

自身を第三者に伝える文章力と口頭表現力とを向上することができる

企業提供の課題をチームで解決し、口頭と文章で報告することができる

就職活動の手順を習得し、それを実行することができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

f,g,h,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

自己分析　キャリアデザイン　企業提供課題解決　チーム協働　　就職活動　　　　　　

１．「SOJO基礎ⅠⅡ」（1年次前
後期必修）  ２．「キャリアプレコー
オプ」（２年次選択）  ３．「インター
ンシップⅠ」（３年次夏期集中）、「
インターンシップⅡ」（３年次冬期
集中）

キャリアセミナーＢ（３微）2021

３

１

選択

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアセミナーＢ（３微）

１．レポート「自己表現シート」 10点  ２．レポート「チーム発表報告書」チームで一部提出 10点     内容：
①メンバーの役割分担、②成果が出たこと、③評価シートの分析、④今後のチーム活動での課題        
②③④は各300文字以上、末尾に文字数記載  ３．レポート「チーム活動個人貢献度レポート」 10点    
 内容：①貢献できたこと、②貢献できなかったこと、③個人的な今後の対策  各項目300文字以上、末
尾に文字数記載    上記２、３の書式     A4用紙（複数頁の場合は両面印刷）、１頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空白 ５行目以下：本文  ４．レポート「履歴書」 10点  ５．レポート「エントリーシート」 10点
  ６．発表「発表資料」「発表評価」 10点  ７．ポートフォリオ「学修到達度レポート」 10点  ８．その他「時
事ワークシート」5点×6回=30点

1464

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身に      つける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．『就職活動手帳』、ノートPCを持参する  ２．就職活動に関する本学最終の正課科目であるため、その意識の強い学生
の履修を歓迎する。  ３．「SOJPキャリア支援システム」への登録を済ませておくこと  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をし
た場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアセミナーＢ（３微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

・科目の概要説明  ・社会人基礎力とその自己評価  ・SPIのWeb試験の説
明  ・時事ワークシート6部を配布  すべて５回目の授業日に提出

対面講義 
 PW（個人
ワーク）

時事ワークシート①

30

テーマ

内容

2回

SPIのWeb試験

・リクルートキャリアのWeb模擬試験の実施  ★３回目の授業日前日までに
行う PW

時事ワークシート②

30

テーマ

内容

3回

自己分析①

・過去の自分を振り返り、自己分析表を作成する
対面  PW

時事ワークシート③

30

テーマ

内容

4回

自己分析②

・現在の自分を見つめ直し、自己分析表を作成する
PW

時事ワークシート④

30

テーマ

内容

5回

自己分析③

・将来の自分を考え、ライフデザインを行う  ★６回目の授業日前日までに行
う PW

時事ワークシート⑤  自己表現シートの作成、次回提出

30  60

テーマ

内容

6回

チームディスカッションの基礎

・Teamsを活用したチーム討議のありかた  ・メンバー役割分担  ・Teams会
議日の決定

対面  GW
（グルー
プワーク

）

時事ワークシート⑥  eams会議（活動記録）

30  60

テーマ

内容

7回

企業課題の解決①

Teams会議：活動記録の作成  ・学科に関係する企業紹介と課題提示  ★
時事ワークシートの提出 対面  GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

企業課題の解決②

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

企業課題の解決③

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）  次回、発表資料の提出

60

テーマ

内容

10回

企業課題の解決④発表会 

発表順の抽選  質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表
評価シートの作成 対面  GW

Teams会議（活動記録）発表報告書の作成  チーム活動個
人貢献度レポート

60  60

2021 キャリアセミナーＢ（３微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

企業課題の解決⑤発表会 

質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シートの作
成 対面  GW

発表報告書の作成、次回チームで1部提出  チーム活動個人
個人貢献度レポート、次回提出  第一志望企業の仮決定と企
業HP等での概要を調査し整理する。次回点検

60  60 
 30

テーマ

内容

12回

業界研究①

履歴書の作成  ・履歴書の書き方  ・履歴書の作成
対面  PW

履歴書の作成、次回提出

60

テーマ

内容

13回

業界研究②

エントリーシートの作成  ・第一志望企業提出用エントリーシートの作成
対面  PW

仮決定した第一志望企業提出用エントリーシートの作成、次
回提出

60

テーマ

内容

14回

面接実習①

・対面型とWeb型面接  ・模擬面接
対面  PW

到達度レポート作成、次回提出  授業アンケートの入力

60    3
0

テーマ

内容

15回

面接実習②、インターンシップ、自己点検授業

・模擬面接  ・インターンシップとは何か  ・就職活動に向けての注意点
対面  PW

2021 キャリアセミナーＢ（３微）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアセミナーＡ（３生）

Career Seminar

2119801

後期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本館
３０５　　

藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 50 10 0 10 30 100

企業の採用の早期化、厳選化、卒業年次の一括採用から通年採用への移行、さらにはインターンシップ参加の低学年
化など、採用環境は著しく変動している。このように複雑化する企業の採用環境に対応するために、社会人、職業人とし
てのキャリア形成支援の最終科目として、以下の項目を実施する。    １．自身の過去を振り返り、現在の自分を見つめな
おし、近未来への自分をイメージして自己分析を言語化する  ２．履歴書、エントリーシートの作成、模擬SPI試験（Web）
の受験、模擬面接（Web面接を含む）等を経験することで、企業の採用プロセスを理解し、今後の対策に備える  ３．企業
から実際の業務内容を聴き、提供する課題をチームで解決し、現時点での最善解を発表する。  ４．時事ワークシートを活
用して、社会・産業界の情勢の理解に努め、それを批評し言語化する。

　　　 

　　　 

社会人として求められる能力レベルを理解し、不足する能力を向上する計画を立て、実行することができるg

自身を第三者に伝える文章力と口頭表現力とを向上することができる

企業提供の課題をチームで解決し、口頭と文章で報告することができる

就職活動の手順を習得し、それを実行することができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

f,g,h,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

自己分析　キャリアデザイン　企業提供課題解決　チーム協働　　就職活動　　　　　　

１．「SOJO基礎ⅠⅡ」（1年次前
後期必修）  ２．「キャリアプレコー
オプ」（２年次選択）  ３．「インター
ンシップⅠ」（３年次夏期集中）、「
インターンシップⅡ」（３年次冬期
集中）

キャリアセミナーＡ（３生）2021

３

１

選択

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1468



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアセミナーＡ（３生）

１．レポート「自己表現シート」 10点  ２．レポート「チーム発表報告書」チームで一部提出 10点     内容：
①メンバーの役割分担、②成果が出たこと、③評価シートの分析、④今後のチーム活動での課題        
②③④は各300文字以上、末尾に文字数記載  ３．レポート「チーム活動個人貢献度レポート」 10点    
 内容：①貢献できたこと、②貢献できなかったこと、③個人的な今後の対策  各項目300文字以上、末
尾に文字数記載    上記２、３の書式     A4用紙（複数頁の場合は両面印刷）、１頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空白 ５行目以下：本文  ４．レポート「履歴書」 10点  ５．レポート「エントリーシート」 10点
  ６．発表「発表資料」「発表評価」 10点  ７．ポートフォリオ「学修到達度レポート」 10点  ８．その他「時
事ワークシート」5点×6回=30点

1469

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身に      つける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．『就職活動手帳』、ノートPCを持参する  ２．就職活動に関する本学最終の正課科目であるため、その意識の強い学生
の履修を歓迎する。  ３．「SOJPキャリア支援システム」への登録を済ませておくこと  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をし
た場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアセミナーＡ（３生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

・科目の概要説明  ・社会人基礎力とその自己評価  ・SPIのWeb試験の説
明  ・時事ワークシート6部を配布  すべて５回目の授業日に提出

対面講義 
 PW（個人
ワーク）

時事ワークシート①

30

テーマ

内容

2回

SPIのWeb試験

・リクルートキャリアのWeb模擬試験の実施  ★３回目の授業日前日までに
行う PW

時事ワークシート②

30

テーマ

内容

3回

自己分析①

・過去の自分を振り返り、自己分析表を作成する
対面  PW

時事ワークシート③

30

テーマ

内容

4回

自己分析②

・現在の自分を見つめ直し、自己分析表を作成する
PW

時事ワークシート④

30

テーマ

内容

5回

自己分析③

・将来の自分を考え、ライフデザインを行う  ★６回目の授業日前日までに行
う PW

時事ワークシート⑤  自己表現シートの作成、次回提出

30  60

テーマ

内容

6回

チームディスカッションの基礎

・Teamsを活用したチーム討議のありかた  ・メンバー役割分担  ・Teams会
議日の決定

対面  GW
（グルー
プワーク

）

時事ワークシート⑥  eams会議（活動記録）

30  60

テーマ

内容

7回

企業課題の解決①

Teams会議：活動記録の作成  ・学科に関係する企業紹介と課題提示  ★
時事ワークシートの提出 対面  GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

企業課題の解決②

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

企業課題の解決③

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）  次回、発表資料の提出

60

テーマ

内容

10回

企業課題の解決④発表会 

発表順の抽選  質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表
評価シートの作成 対面  GW

Teams会議（活動記録）発表報告書の作成  チーム活動個
人貢献度レポート

60  60

2021 キャリアセミナーＡ（３生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

企業課題の解決⑤発表会 

質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シートの作
成 対面  GW

発表報告書の作成、次回チームで1部提出  チーム活動個人
個人貢献度レポート、次回提出  第一志望企業の仮決定と企
業HP等での概要を調査し整理する。次回点検

60  60 
 30

テーマ

内容

12回

業界研究①

履歴書の作成  ・履歴書の書き方  ・履歴書の作成
対面  PW

履歴書の作成、次回提出

60

テーマ

内容

13回

業界研究②

エントリーシートの作成  ・第一志望企業提出用エントリーシートの作成
対面  PW

仮決定した第一志望企業提出用エントリーシートの作成、次
回提出

60

テーマ

内容

14回

面接実習①

・対面型とWeb型面接  ・模擬面接
対面  PW

到達度レポート作成、次回提出  授業アンケートの入力

60    3
0

テーマ

内容

15回

面接実習②、インターンシップ、自己点検授業

・模擬面接  ・インターンシップとは何か  ・就職活動に向けての注意点
対面  PW

2021 キャリアセミナーＡ（３生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

キャリアセミナーＢ（３生）

Career Seminar

2119802

後期

 @ 

藤田：本館附属棟１階　田上：本館附属棟１階　辻田：本館附属棟１階　藤本：本館
３０５　　

藤田 崇（非常勤）　田上 寛美（非常勤）　辻田 祐純　藤本 元啓　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

0 0 0 50 10 0 10 30 100

企業の採用の早期化、厳選化、卒業年次の一括採用から通年採用への移行、さらにはインターンシップ参加の低学年
化など、採用環境は著しく変動している。このように複雑化する企業の採用環境に対応するために、社会人、職業人とし
てのキャリア形成支援の最終科目として、以下の項目を実施する。    １．自身の過去を振り返り、現在の自分を見つめな
おし、近未来への自分をイメージして自己分析を言語化する  ２．履歴書、エントリーシートの作成、模擬SPI試験（Web）
の受験、模擬面接（Web面接を含む）等を経験することで、企業の採用プロセスを理解し、今後の対策に備える  ３．企業
から実際の業務内容を聴き、提供する課題をチームで解決し、現時点での最善解を発表する。  ４．時事ワークシートを活
用して、社会・産業界の情勢の理解に努め、それを批評し言語化する。

　　　 

　　　 

社会人として求められる能力レベルを理解し、不足する能力を向上する計画を立て、実行することができるg

自身を第三者に伝える文章力と口頭表現力とを向上することができる

企業提供の課題をチームで解決し、口頭と文章で報告することができる

就職活動の手順を習得し、それを実行することができる

本科目における「学修到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

f,g,h,i

g

g

fghifghi

A A4 A4

メールアドレス、オフィスアワー
は授業で知らせる

自己分析　キャリアデザイン　企業提供課題解決　チーム協働　　就職活動　　　　　　

１．「SOJO基礎ⅠⅡ」（1年次前
後期必修）  ２．「キャリアプレコー
オプ」（２年次選択）  ３．「インター
ンシップⅠ」（３年次夏期集中）、「
インターンシップⅡ」（３年次冬期
集中）

キャリアセミナーＢ（３生）2021

３

１

選択

就職活動手帳　崇城大学　崇城大学就職課　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 キャリアセミナーＢ（３生）

１．レポート「自己表現シート」 10点  ２．レポート「チーム発表報告書」チームで一部提出 10点     内容：
①メンバーの役割分担、②成果が出たこと、③評価シートの分析、④今後のチーム活動での課題        
②③④は各300文字以上、末尾に文字数記載  ３．レポート「チーム活動個人貢献度レポート」 10点    
 内容：①貢献できたこと、②貢献できなかったこと、③個人的な今後の対策  各項目300文字以上、末
尾に文字数記載    上記２、３の書式     A4用紙（複数頁の場合は両面印刷）、１頁40行、１行40字、余
白各25mm、MS明朝、文字サイズ10.5ポイント、１行目：タイトル ２行目：空白 ３行目：学科、学生番号
、氏名 ４行目：空白 ５行目以下：本文  ４．レポート「履歴書」 10点  ５．レポート「エントリーシート」 10点
  ６．発表「発表資料」「発表評価」 10点  ７．ポートフォリオ「学修到達度レポート」 10点  ８．その他「時
事ワークシート」5点×6回=30点

1474

１．問題解決の手順  ２．就職活動情報の収集方法

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）の理解と基礎的な実践を行い、
専門科目との接続を図る。  ・自主的・継続的に学修し、社会に貢献できる人材となるための心構えを身
につける。  ・自身の考えを論理的にまとめ、他者に伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力
、口頭発表力、コミュニケーション能力）を身につける。  ・一定の制約下で個人やチームで計画的に課
題に取り組み、解決する基礎的能力を身に      つける。



学修上の
注意

(SBOs)

１．『就職活動手帳』、ノートPCを持参する  ２．就職活動に関する本学最終の正課科目であるため、その意識の強い学生
の履修を歓迎する。  ３．「SOJPキャリア支援システム」への登録を済ませておくこと  ４．レポート等の剽窃（ひょうせつ）をし
た場合、単位の認定を行わない。

2021 キャリアセミナーＢ（３生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

・科目の概要説明  ・社会人基礎力とその自己評価  ・SPIのWeb試験の説
明  ・時事ワークシート6部を配布  すべて５回目の授業日に提出

対面講義 
 PW（個人
ワーク）

時事ワークシート①

30

テーマ

内容

2回

SPIのWeb試験

・リクルートキャリアのWeb模擬試験の実施  ★３回目の授業日前日までに
行う PW

時事ワークシート②

30

テーマ

内容

3回

自己分析①

・過去の自分を振り返り、自己分析表を作成する
対面  PW

時事ワークシート③

30

テーマ

内容

4回

自己分析②

・現在の自分を見つめ直し、自己分析表を作成する
PW

時事ワークシート④

30

テーマ

内容

5回

自己分析③

・将来の自分を考え、ライフデザインを行う  ★６回目の授業日前日までに行
う PW

時事ワークシート⑤  自己表現シートの作成、次回提出

30  60

テーマ

内容

6回

チームディスカッションの基礎

・Teamsを活用したチーム討議のありかた  ・メンバー役割分担  ・Teams会
議日の決定

対面  GW
（グルー
プワーク

）

時事ワークシート⑥  eams会議（活動記録）

30  60

テーマ

内容

7回

企業課題の解決①

Teams会議：活動記録の作成  ・学科に関係する企業紹介と課題提示  ★
時事ワークシートの提出 対面  GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

8回

企業課題の解決②

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）

60

テーマ

内容

9回

企業課題の解決③

・課題解決のTeams会議  ・発表資料の作成
GW

Teams会議（活動記録）  次回、発表資料の提出

60

テーマ

内容

10回

企業課題の解決④発表会 

発表順の抽選  質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表
評価シートの作成 対面  GW

Teams会議（活動記録）発表報告書の作成  チーム活動個
人貢献度レポート

60  60

2021 キャリアセミナーＢ（３生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

企業課題の解決⑤発表会 

質疑応答15分間   PowerPoint資料を用いた発表  発表評価シートの作
成 対面  GW

発表報告書の作成、次回チームで1部提出  チーム活動個人
個人貢献度レポート、次回提出  第一志望企業の仮決定と企
業HP等での概要を調査し整理する。次回点検

60  60 
 30

テーマ

内容

12回

業界研究①

履歴書の作成  ・履歴書の書き方  ・履歴書の作成
対面  PW

履歴書の作成、次回提出

60

テーマ

内容

13回

業界研究②

エントリーシートの作成  ・第一志望企業提出用エントリーシートの作成
対面  PW

仮決定した第一志望企業提出用エントリーシートの作成、次
回提出

60

テーマ

内容

14回

面接実習①

・対面型とWeb型面接  ・模擬面接
対面  PW

到達度レポート作成、次回提出  授業アンケートの入力

60    3
0

テーマ

内容

15回

面接実習②、インターンシップ、自己点検授業

・模擬面接  ・インターンシップとは何か  ・就職活動に向けての注意点
対面  PW

2021 キャリアセミナーＢ（３生）

1477



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

日本語表現（旧基礎日本語）（１全学科）

Introduction to Japanese

2121101

後期

 kozuma616@ ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟318 上妻 利博　　　　　

上妻 利博　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 60 30 0 0 10 0 100

実社会では、コミュニケーションにおける敬語の使用法や語彙力の充実が求められている。また、プレゼンテーションやレ
ポート作成等に関しても、的確で分かりやすい表現が不可欠である。そのような中で、日本人としての日本語の基礎力及
び表現力を幅広く身に付けることが重要である。そのような意味から、次のようなことを目標に授業を展開する。  ①日本
語検定３級合格程度の語彙力、コミュニケーション力を身に付ける。  ②図書館等を利用し、多くの書籍を読む。  ③表現
力育成の一環として、小論文や書評作成に挑戦する。  ④学修成果を確認するために、日本語検定試験に挑戦する。  
小テストの結果をその後の授業中に学生へフィードバックする。

　　　 

　　　 

言葉の使い方等に関心を持ち、社会生活上必要な日本語力を身につけることができる。fg

小説や資料等を読み、自己の意見や提案等を文章で作成することができる。

授業で学んだことを専門分野での論文・レポート等の表現に生かすことができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

fg

fg

fg

a,f,ga,f,g

Ａ Ａ１ Ａ１

木曜日の昼休み

日本語の基礎力、語彙力、表現力　小論文作成力　図書館活用　　　　　　　　　

関連科目：日本の文学

日本語表現（旧基礎日本語）（１全学科）2021

１

2

選必

日本語検定３級 ３訂版　東京書籍　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1478



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 日本語表現（旧基礎日本語）（１全学科）

①〇小テスト 各１０点配点×６回（敬語・語彙・言葉の意味・文法・表記・漢字） （６０点）配点  ③●レポ
ート 各１０点配点×３回（課題小論文・書評・テーマ設定小論文）    （３０点）配点  ④ポートフォリオ（学
修到達度レポート）                         （１０点）配点    ※提出したら必ず各１０点ということではない。各
提出物を採点した上で換算表で加点配点を案分する。

1479

日頃から新聞のコラムや社説等を読み、社会情勢等に関心をもっておく。  書評コンテストへの対応とし
て、図書館の蔵書等を活用し、読書量を増やしておく。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力「キ
ャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

①レポート等の他者の文章のコピーアンドペースト（コピペ）は盗用・不正行為とみなし、単位修得を認めない。  ②小テス
ト・レポートの提出は、pdfに変換しないでWebClass上からのみ提出すること。メールへのファイル添付は受理しない。期
限厳守。期限を過ぎるとWebClass提出窓口が閉鎖され提出できなくなるので注意すること。社会通念上特段の配慮が
必要であるときは、締切前に、メール、電話、来室のどの手段によってか事前相談すれば配慮する。締切後の配慮はしな
い。  ③単位修得の要件は、第14回・15回も含め全15回授業の３分の２（10回）以上出席、かつ評価点60点以上とする（
「学生便覧」参照）

2021 日本語表現（旧基礎日本語）（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

授業ガイダンス

シラバスの確認・周知  日本語能力自己診断 演習  講
義

日本語検定問題集のP6～P11の予習

90

テーマ

内容

2回

「敬語」①

問題集を使って、敬語の使い方を学習する。 演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP12～P17の予習

90

テーマ

内容

3回

「敬語」②

問題集を使って、敬語の使い方を学習する。  〇小テスト１回目（「敬語」）提
出

演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP44～P52の予習

90

テーマ

内容

4回

「語彙」  小論文の書き方

問題集を使って、「語彙」を学習する。  小論文の基本的な書き方を学習する
。  〇小テスト２回目（「語彙」）提出

演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP64～P67の予習

90

テーマ

内容

5回

「言葉の意味」①  課題小論文①（下書Ⅰ）

問題集を使って「言葉の意味」を学習する。  課題小論文の下書を行う。 演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP68～P72の予習

90

テーマ

内容

6回

「言葉の意味」②  課題小論文②（下書Ⅱ）

問題集を使って「言葉の意味」を学習する。  課題小論文の下書を行う。  〇
小テスト３回目（「言葉の意味」）提出

演習  講
義

課題小論文の推敲

90

テーマ

内容

7回

復習  課題小論文③（清書・提出）

これまで学習した「敬語」「語彙」「言葉の意味」の復習  ●レポート1回目（
課題小論文）提出

演習  講
義

書評用図書の読込

90

テーマ

内容

8回

書評の書き方  書評コンテスト

書評例をもとに、書評の書き方を学習する。  書評コンテスト実施要項等の
理解

演習  講
義

日本語検定問題集のP28～P31の予習

90

テーマ

内容

9回

「文法」①  書評（下書Ⅰ）

問題集を使って「文法」を学習する。  書評コンテスト用の下書を行う。 演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP32～P35の予習

90

テーマ

内容

10回

「文法」②  書評（下書Ⅱ）

問題集を使って「文法」を学習する。  書評コンテスト用の下書を行う。  〇小
テスト４回目（「文法」）提出

演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP82～P85の予習  書評
の推敲

60

2021 日本語表現（旧基礎日本語）（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

「表記」①  書評（清書・提出）

問題集を使って、「表記」を学習する。  ●レポート２回目（書評）提出 演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP86～P89の予習

90

テーマ

内容

12回

「表記」②  テーマ設定小論文（下書Ⅰ）

問題集を使って「表記」を学習する。  自分で小論文の題材を選び、下書を行
う。  〇小テスト５回目（「表記」）提出

演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP98～P106の予習

90

テーマ

内容

13回

「漢字」  テーマ設定小論文

問題集を使って「漢字」を学習する。  〇小テスト６回目（「漢字」）提出  ●レ
ポート３回目（テーマ設定小論文）提出

演習  講
義

これまで学習した６分野について総復習

90

テーマ

内容

14回

課題総合問題

総合問題を解き提出する。
演習

学修到達度レポートの作成

90

テーマ

内容

15回

課題総合問題

総合問題を解き提出する。
演習

学修到達度レポートの提出

９０

2021 日本語表現（旧基礎日本語）（１全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

日本の文学（１全学科）

Japanese Literature

2121201

後期

iwamoto@ed.sojo-u.ac.jp

本館3階304　　　　　

岩本晃代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 25 0 65 10 0 100

 本大学の教育目標の一つは、豊かな人間性とともに、「いのちとくらし」に関する高度な専門性を有した、いかなる仕事に
も容易に習熟できる人材を育成することである。本科目は、その基盤となるコミュニケーション能力(なかでも文章力)の
育成を主眼とし、さらに読書をとおして教養を深め、豊かな人間性を培うことを目的としている。   本科目では、日本の代
表的な近現代の作家の作品を取り上げて、日本文学史の基礎的な知識の修得とともに、文学作品を熟読し、多角的視
点から鑑賞することで教養を深め、鑑賞の内容を文章で表現する能力を育成する。授業においては、近現代の名作につ
いて、文学の時代性、文化の変遷、歴史的背景ふまえつつ考察する。また、熊本にゆかりのある作家の作品を取り上げて
、生活している地域への関心が持てるように授業を行う。集大成としての課題研究レポートについては、7回目の授業で
調査方法を教授し、8回目から10回目までのワークシートに部分的に下書きをさせ、その内容等について、授業資料等で
注意事項を示す等のフィードバックを行う。  １．作家については、経歴や関連する作家等について自主的に辞書やインタ
ーネット等で調べること。  ２．作品中の分からない言葉等は辞書等で調べ、ワークシートに記入すること。  ３．自分の選ん
だ作品について、作家及びその時代の歴史や文化に関しての調査を行い、「課題研究レポート」としてまとめること。  ４．「
課題研究レポート」は、注意事項等に従って、下書きを推敲して完成させること。

日本近代文学大事典　講談社　　 

現代詩大事典　三省堂　　 

さまざまな視点から日本の文学作品を鑑賞し、その内容を文章にすることができる。a

調べたことをもとに、自分の考えを分かりやすく文章でまとめることができる。

分からない事項や言葉等を自主的に調べ、課題に最後まで取り組むことができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

af

g

g

a,f,ga,f,g

A A1 A1

火曜日、2限目

文学　地域文化　　　　　　　　　　

SOJO基礎Ⅰ・Ⅱ  日本語表現  
人間と歴史

日本の文学（１全学科）2021

1

2

選必

くまもと文学紀行　　　　

授業で提示する文学資料　　　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 日本の文学（１全学科）

１．レポート（「課題研究レポート」）：２５点（出席２回分）    書き方等ついては、別途資料を配布する  ２．ワ
ークシート：５点×１３回＝６５点  （※「ワークシート」は毎回提出することで出席カウントし「作品」として
評価する課題の一種）  ３．「学修到達度評価レポート」１０点   【学生の到達度目標】①②③の項目の達
成度とその理由を200字～250文字で入力しプリントアウトして提出    ※④は入力しなくてもよい

1484

日本の代表的な文学作品や熊本ゆかりの作家の文学作品を熟読し鑑賞すること及び、自分の出身地
域等に関わる作家の課題研究を通して、自分の考えたこと等を文章で表現することにより、「課題対応
力」を身につけ実践することができる。



学修上の
注意

(SBOs)

１．分からない語句等を調べるために電子辞書等を使用すること。  ２．毎回配布するワークシートを完成させて提出するこ
と。  ３．ワークシートから一作品を選び推敲して清書したものを、「まとめのレポート」（小論文形式）とし、第12回のワークシ
ートにおいて取り組む。  ４．「課題研究レポート」については、図書館の蔵書、辞書及びインターネット等で調べ、それらをも
とにまとめること。  ５．提出物については期限を厳守すること。  ・レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃
は、不正行為とみなされます。

2021 日本の文学（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

講義の全体について説明する。  日本文学史（近現代）について学習する。  
第１回ワークシート 講義

【復習】  文学史の復習

30

テーマ

内容

2回

熊本の文学１

作品鑑賞：熊本ゆかりの文学１  第２回ワークシート 講義・演
習

【予習】熊本出身の文学者について調べておく  【復習】作品
の読み直し

30      
60

テーマ

内容

3回

熊本の文学２

作品鑑賞：熊本ゆかりの文学２  第３回ワークシート 講義・演
習

【予習】熊本ゆかりの文学者について調べておく  【復習】作品
の読み直し   ワークシートの推敲・補筆修正

30      
60

テーマ

内容

4回

熊本の文学３

作品鑑賞：熊本ゆかりの文学３  第４回ワークシート 講義・演
習

【予習】熊本ゆかりの文学者について調べておく  【復習】作品
の読み直し   ワークシートの推敲・補筆修正

30      
60

テーマ

内容

5回

熊本の文学４

作品鑑賞：熊本ゆかりの文学４  第５回ワークシート 講義・演
習

【予習】熊本ゆかりの文学者について調べておく  【復習】作品
の読み直し   ワークシートの推敲・補筆修正

30      
60

テーマ

内容

6回

明治の文学１

日本近代文学史①  作品鑑賞：明治期の作品１：森鴎外等  第６回ワークシ
ート

講義・演
習

【予習】辞書等で森鴎外について調べておく  【復習】作品の
読み直し   ワークシートの推敲・補筆修正

30      
60

テーマ

内容

7回

課題研究について

レポート（課題研究）作成の方法についての説明  第７回ワークシート 講義・演
習

【予習】辞書等で自然主義・反自然主義について調べておく  
【復習】  課題研究で対象とする作家を探す

30      
60

テーマ

内容

8回

明治の文学２

日本近代文学史②  作品鑑賞：明治期の作品２：夏目漱石等  課題研究の
下書き：作家についての説明  第８回ワークシート

講義・演
習

【予習】課題研究で対象とする作家を探す  【復習】課題研究
で対象とする作家の作品を探す

30    6
0

テーマ

内容

9回

大正の文学１

日本近代文学史③  作品鑑賞：芥川龍之介等  課題研究の下書き：作品の
説明  第９回ワークシート

講義・演
習

【予習】辞書等で芥川龍之介について調べておく  【復習】課
題研究で対象とする作家の作品について調べる

30      
60

テーマ

内容

10回

大正の文学２

日本近代文学史④  作品鑑賞：プロレタリア文学  課題研究の下書き：作品
の鑑賞  第１０回ワークシート

講義・演
習

【予習】辞書等でプロレタリア文学について調べておく  【復習
】課題研究で対象とする作家の作品について鑑賞文を書く

30      
60

2021 日本の文学（１全学科）

1486



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

日本近代文学史のまとめ・課題研究の清書

日本近代文学史のまとめ  第１１回ワークシート  「課題研究レポート」の推敲
（清書したものを期限までに提出）

講義・演
習

【予習】日本近代文学史の流れを資料で確認しておく  【復習
】課題研究の推敲・清書

30      
60

テーマ

内容

12回

日本の文学（課題研究）

課題研究：「課題研究レポート」作成
演習

【予習】課題研究  【復習】課題研究

90

テーマ

内容

13回

日本の文学（課題研究）

課題研究：「課題研究レポート」作成
演習

【予習】課題研究  【復習】課題研究

90

テーマ

内容

14回

文学鑑賞のまとめ

鑑賞の方法について学修の振り返り  第１２回ワークシート（授業のまとめ） 講義・演
習

【予習】ワークシートで課題とした作品を読み返しておく  【復
習】授業のまとめとして鑑賞文を600字程度でまとめる

30      
60

テーマ

内容

15回

全体のまとめ

授業全体のまとめ  第１３回ワークシート  学修到達度レポートの提出（10点
）

講義・演
習

【予習】学修到達度レポートの作成

60

2021 日本の文学（１全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

人間と心理（１全学科）

Human and Psychology

2121301

後期

sonobe-h@ed.sojo-u.ac.jp

図書館4階　　　　　

園部 博範（実務経験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

35 35 ０ 20 ０ ０ 10 ０ 100

本講義では我々の身近で起こる出来事を心理学の理論をもとに解説し、心理学とは一体どのような学問なのかを学び、
心理学への興味や理解を深める。さらに、我々の日常の行動の意味を知ったり、自己理解や他者理解を深め、人間関係
のあり方を学び、これらをもとに社会に貢献できる人として生きるため役に立つものである。  また、前職における児童相
談所、精神保健福祉センターの実務の経験を活かし、人間の発達やメンタルヘルスの分野において授業の中で学生に
教授する。  １．授業中に質問し、横の人との会話を勧めるので、積極的に参加する。  ２．授業中の心理テストの内容をよく
理解し、真剣に取り組み自己理解に努める。  ３．心理学を学ぶことによって、自分や他者、さらにその関係について、知見
を深めるよう努    める。  ４．さらに、心理学の知識を自己管理能力を高める資源とする。  ５．中間テストについては、15回
目の授業時にフィードバックする。

新しい心理学ゼミナール　福村出版　藤田圭一編　 978-4-571-20072-4

心理学入門　健ぱく社　平田・伊藤編　 978‐４‐7679‐4013‐7

心理テストによって自己理解を深め、対人関係における自分の課題を知り記述することができる。a,e

本講義で人間の心や行動を理解し、他者への働きかけの方法を学んだことを文章で表現することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

a,i

f,h

a,ea,e

A A1 A1

水曜、木曜の2限目

学習理論   　自己・他者理解 　行動の背景　人の発達   　　コミュニケーション　　　　　　

文化社会関連科目：「人間と哲
学」  教職関連科目：「教育心理
学」「教育相談の理論及び方法」
  その他の関連科目：「キャリア関
連科目」「生物学関連科目」「脳
関連科目」

人間と心理（１全学科）2021

１

2

選必

やさしい心理学　北大路書房　水田恵三　　978-7628-2048-9

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

よくわかる心理学　ミネルヴァ書房　無籐他編　 978‐4‐623‐05250‐9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 人間と心理（１全学科）

１．定期試験（15回目） 35点   ２．中間テスト 35点（8回目）  ３．レポート：いくつかのテーマから選択した
ものについて、調査・報告する。Ａ４の1枚、ＰＣ    使用。１頁40行、1行40文字、ＭＳ明朝、10.5ｐ、1200
文字～1３00文字 10回目にレポー    トの指示説明を行う。作成後は１5回目までに提出する。20点  ４．
ポートフォリオ：「学習到達度評価レポート」をSOJOポートフォリオシステムに１5回目ま    でに入力して
おくこと。 10点

1489

園部博範

１．日常での出来事、小説などから心理学的な現象を考えておくとよい。          ２．人間の行動や心理は
すべて心理学に関係あるので、小説や漫画の登場人物の心理や    行動を観察しておくと心理学が楽
しくなる。                      ３．自分が落ち込んだときにどんな方法や本を読むか、また、その内容を考える
ようにす    る。                                                ４．性格、心理検査、ストレスなどの心理学に関する本
を読んでおく。

１．人の発達、学習、認知、社会性などを学び、人間関係の仕組みや人間関係構成能    力を身につける。
また、自己理解や他者の行動の背景を知り、自己管理能力の基    礎的・汎用的能力を身につける。     
          ２．働くことにおいて、自分が果たす役割を意識し、それを遂行するためには、自己理解    や他者
理解はいうまでもなく、コミュニケーション能力や職場への適応能力も必要で    ある。これらを身に付け
るために心理学の知識が役に立つ、それがキャリアデザイン    のありかたにも関連していく。  ３．またこ
の科目は教職科目に継続しているため、教師としての職務内容やそのあり方を    身につけ、キャリアデ
ザインを組み立てるものでもある。



学修上の
注意

(SBOs)

１．試験は中間テスト、定期試験を行い、追試・再試は実施しない。  ２．教科書以外の資料も提示するので、重要な部分は
ノートをとること。ノートは各自取るよ    うにし、その評価はしないので、各自教科書とともに復習の材料とすること。  ３．グ
ループ討論や当てられることが苦手な人は事前に申し出ること。  ４．毎回の心理テストは自己を探求するもので、積極的
に参加し自己理解を深め ること。  ５．心理テストに抵抗がある場合は、事前に申し出ること。  ６．レポートは提出日までに
出すこと。  ７．レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃は、不正行為とみなされる。  ８．正規出席は15分ま
で、遅刻出席は授業開始30分まで、それ以降は欠席扱いとする。

2021 人間と心理（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

「心とは何か」

ガイダンス、心の起源、心とは何かについて学ぶ。  演習：心理テスト、人間
関係を見る。

講義  演
習

予習：シラバスを読む。  復習：習った教科書の範囲と授業記
録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

2回

「心理学とは何か」

心理学の歩み、研究方法、領域、人間関係について学ぶ。  演習：心理テスト
、私のストレス度とコーピングチェック。

講義  演
習

予習：心理学について調べておく。  復習：習った教科書の範
囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

3回

「人は物をどう見るのか」

ゲシュタルトの法則、知覚の恒常性、錯視について学ぶ。  演習：心理テスト
、自分をどう評価しているか。

講義  演
習

予習：ゲシュタルトの法則、人の物の見え方について調べて
おく。  復習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

4回

「人はどのように学ぶのか」

古典的・オペラント条件づけ、学習と記憶について学ぶ。                   演習：
心理テスト、自分はどの感覚を使って生きているか。

講義  演
習

予習：学習と記憶に関する事を調べておく。   復習：習った教
科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

5回

「人は何故行動するのか（１）」

欲求の種類、達成欲求と親和欲求について学ぶ。      演習：心理テスト、３つ
の自分を発見する。

講義  演
習

予習：人間の欲求にはどんなものがあるか調べておく。   復習
：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

6回

「人は何故行動するのか（２）」

フラストレーションと葛藤の心理、感情の心理について学ぶ。                演
習：心理テスト、達成動機と親和欲求の程度。

講義  演
習

予習：人間の感情や欲求不満について調べておく。  復習：習
った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

7回

「人はどのように成長するのか」

発達とは、乳幼児～老年期の発達心理について学ぶ。   演習：心理テスト、
欲求不満の表し方。

講義  演
習

予習：子供がどのようにして大きくなっていくか調べておく。  
復習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

8回

「人は自分をどう見るのか（１）」

人は自分をどう見るか、人をどう見るかについて学ぶ。   中間テスト        
講義

予習：自己・他者理解とは何かを調べておく。        復習：習っ
た教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

9回

「人は自分をどう見るのか（２）」

人格理論、性格・心理検査、自己意識、悩める心について学ぶ。  演習：心理
テスト、私の今のアイデンティテイ状態。

講義  演
習

予習：性格に関することを調べておく。  復習：習った教科書
の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

10回

「人は人をどう見るのか（１）」

容貌や人の認知、印象形成について学ぶ。         演習：心理テスト、自分の
性格を知る（類型論）。  レポート作成の説明。

講義  演
習

予習：第一印象について調べておく。      復習：習った教科書
の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

2021 人間と心理（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

「人は人をどう見るのか（２）」

暗黙のパーソナリティ理論、対人認知、2者・3者関係について学ぶ。  演習：
心理テスト、今の自分はどこまで自己実現しているか。

講義  演
習

予習：私たちが人をどのように見ているか調べておく。      復
習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

12回

「人は何故心惹かれるのか」

恋愛の心理と法則、発展と崩壊について学ぶ。  演習：心理テスト、自分の愛
し方を知る。

講義  演
習

予習：どんな人が好意を持たれるか調べておく。     復習：習
った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

13回

「人はメッセージをどう読み取るのか」

ノンバーバルコミュニケーション①表情と視線、動作と姿勢について学ぶ。   
演習：心理テスト、私の感情と自己物語。    

講義  演
習

予習：言葉以外のコミュニケーション方法を調べておく。   復
習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

14回

「説得するためには、説得されないためには

ノンバーバルコミュニケーション②近言語、服装等、対人距離、社会的スキル
ついて学ぶ。   演習：心理テスト、ソーシャルスキルと思いやりの程度を知る
。

講義  演
習

予習：自分のテリトリー（対人距離）がどの位か調べておく。  
復習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む  学習到
達度評価レポート：ポートフォリオシステムに入力する。

30  30 
 60

テーマ

内容

15回

授業のまとめ

授業全体のまとめ  総括のための試験  レポートの提出  総評 講義  演
習

2021 人間と心理（１全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

人間と哲学（１全学科）

Human and Philosophy

2121401

後期

shimizuep@bloom.ocn.ne.jp

本館１階 非常勤講師室　　　　　

清水俊（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 0 60 0 0 10 0 100

『哲学ってどんなこと？』を参照しながら、様々な対象について哲学的に考えていく訓練をします。存在そのものから人生
の意味まで、多くの対象を哲学的にとらえることにより、「自ら考える」力を養ってくことになります。教科書を読んで予習し
、授業内容について家庭でも考察してください。  1２回目の授業中に、中間テストの結果を学生にフィードバックする。

　　　 

　　　 

あらゆる事柄を、多様な視点から考える能力を身に付けることができる。a

自らの考えを的確に表明し、論述する能力を身に付けることができる。

常に哲学的な問題意識を持ち続け、自主的に対象を考察することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

g

g

a,f,ga,f,g

A Ａ１ Ａ１

火曜日15時～16時

哲学　倫理学　クリティカル・シンキィング　　　　　　　　　

哲学の出発点

人間と哲学（１全学科）2021

1

2

選必

哲学ってどんなこと？　昭和堂　トマス・ネーゲル　　978-4812293058
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 人間と哲学（１全学科）

1.リサーチペーパー（30点）1000字以上  指定したテーマについて、哲学的に考察したレポート。  テー
マについて書かれているか、自らの力で考えられているか、きちんと読ませるための文章を書けているか
、参考文献をきちんと読み解けているかを評価。  2.ポートフォリオ（10点）  到達度評価レポート。【学生
の到達目標】と項目①～③の達成度とその理由を各200～250文字で入力し、プリントアウトして提出。
  規定に従って書けているかで評価。  3.期末レポート（60点）1000字以上  指定したテーマについて、
哲学的に考察したレポート。  テーマについて書かれているか、自らの力で考えられているか、きちんと読
ませるための文章を書けているかを評価。

1494

教科書においてわからない単語などあれば、予習の段階で辞書などで調べてみること。

哲学を学ぶことを通じて、「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力
」「キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

教科書の講義に関連する箇所を、必ず事前に読んでおくこと。  授業中のレポートに関する指示などは聞き逃さないよう
にし、必要な事柄は必ず書きとどめておくこと。  掲示板で教員を含めたディスカッション形式のやり取りを行う予定にして
います。  レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。

2021 人間と哲学（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

哲学にできること

哲学を学ぶにあたって必要な事柄の解説  哲学的な問いを立ててみる  ポ
ートフォリオ・リサーチペーパーの作成要領 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。

30

テーマ

内容

2回

はじめに 哲学の入り口

哲学が対象とすることについての考察  問いについてのディスカッション  文
章を書く準備とレポートの作成要領 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

3回

何かを知ること

私たちはどうやって何かを知るのかの考察  問いについてのディスカッショ
ン  リサーチペーパー作成に必要な参照文献の探し方概要 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

4回

他人の心

他人の心を知るとはどのようなことかについての考察  問いについてのディ
スカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

5回

心‐身問題

心と体の関係についての考察  問いについてのディスカッション
講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

6回

ことばの意味

言葉と意味の関係はどのようになっているのかについての考察  問いについ
てのディスカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

7回

自由意志

私たちの意志は自由なのか、自由とは何かについての考察  問いについて
のディスカッション  期末レポートの概要 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

8回

正しいことと不正なこと

正や不正とは何なのか、倫理とは何かについての考察  問いについてのディ
スカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

9回

正義

正義のために何をなすべきなのか、正義とは何かについての考察  問いにつ
いてのディスカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

10回

死

死とは何かについての考察  問いについてのディスカッション
講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

2021 人間と哲学（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

人生の意味

様々なテーマについて哲学的に考察  問いについてディスカッション  ポート
フォリオについて 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

12回

時間

時間について哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

13回

愛

様々な愛について哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。  ポート
フォリオ（到達度レポート）の作成・授業アンケートの入力

60

テーマ

内容

14回

大人と子供

大人と子供について哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

15回

その他の哲学的テーマ

様々なテーマについて哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。

30

2021 人間と哲学（１全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

人間と歴史（１全学科）

Humans and History

2121501

後期

@

本館302　　　　　

冨田健之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 60 30 0 0 10 0 100

１．中学校歴史教科書はその時代時代の特徴をつかむための最良の手引き書であり、歴史を学び直そうとする際に第一
に参照されるべき参考書だといえる。また、中学校歴史教科書は学習指導要領の改訂に基づき、原則として４年ごとに
改訂され、そのたびに記述が修正されたり、場合によってはまったく新しくかきかえられたりもする。  ２．本授業では、東京
書籍から１９７２（昭和４７）年と２００６（平成１８）年にそれぞれ刊行された中学校歴史教科書を比較し、約３０年の間に教科
書記述がどれだけ変わってきたのかをまず確認する。  ３．ついで、そうした教科書記述の変化の背景にある、歴史研究の
発展・深化についてみていく。  ４．歴史は「暗記物」というレッテルが貼られることがあるが、知識を身につけることはどの
研究分野にあってもその出発点であることは同じである。  ５．本授業では、基礎的な知識を身につけたうえで、その知識
を「応用」していくスベを修得していく。それによって、歴史的背景をふまえた現代社会を理解し、そこで生きていくための
基礎知識（社会形成能力）と汎用的能力を身につけることをめざす。

参考書は授業中に適宜紹介する　　　 

　　　 

人間や社会を多角的な視野から捉え、考え文章で説明することができる。a

自主的、継続的に学修することができる。

レポート課題について十分な準備調査を行い、wordを使ってレポートを作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

g

g

g

a.ga.g

A A1 A1

水曜昼休み

歴史学　歴史教科書　記述の変化　研究の進展　　「歴史は変わる」　　　　　　

総合・人間科学関係科目

人間と歴史（１全学科）2021

1

2

選必

教科書は使用しない　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 人間と歴史（１全学科）

１． 小テスト：６回×１０点＝６０点  ２． レポート：３０点     レポート課題ならびにレポート書式については、
WebClass第11回授業で説明す     る  ３． ポートフォリオ：「学修到達度評価レポート」１０点    ①【学
生の到達度目標】の項目１～４の達成度とその理由を各200～250文字で入      力する。    ②授業ア
ンケートに回答する

1499

１．自ら学ぼうとする意欲と意思  ２．中学校程度の日本史に関する知識

「課題対応力」の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの



学修上の
注意

(SBOs)

1． 本科目はすべての授業（全15回）をオンライン（オンデマンド型）で実施する。  2． 授業コンテンツと重要な連絡は、す
べてWebClassで提示する。授業計画などに急     な変更がある場合にも、WebClassに記載する。  3． 授業受講の前に
、WebClass本科目ページに掲載されている「授業の流れ」を毎     回必ず読むこと。  4． 中間・定期試験は実施しない。
従って再試験も実施しない。  5． 提出物は期限内に提出すること。ただし、公認欠席および急病（診断書もしくは     病院
・薬局の領収書を提出）の場合は、教員宛連絡すること。  6． レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃は、
不正行為とみなされ、     単位の認定は行われない。

2021 人間と歴史（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

授業全般に関するガイダンス

授業概要の説明および受講にあたっての諸注意などを行う
講義

ガイダンス内容を再度確認する

10

テーマ

内容

2回

三内丸山遺跡

発見・発掘で変わる時代像
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

3回

前回講義の理解度確認

小テスト①「三内丸山遺跡」
演習

小テスト①の自己分析を行うとともに、次回授業の準備をす
る

20

テーマ

内容

4回

稲作のはじまり

米づくりはいつ日本に伝わったのか
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

5回

前回講義の理解度確認

小テスト②「稲作のはじまり」
演習

小テスト②の自己分析を行うとともに、次回授業の準備をす
る

20

テーマ

内容

6回

「大和朝廷」

「大和政権」と表記されるようになった理由
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

7回

前回授業の理解度確認

小テスト③「『大和朝廷』」
演習

小テスト③の自己分析を行うとともに、次回授業の準備をす
る

20

テーマ

内容

8回

鎌倉幕府の成立

「イイクニつくろう」と覚えたが・・・
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

9回

前回授業の理解度確認

小テスト④「鎌倉幕府の成立」
演習

小テスト④の自己分析を行うとともに、次回授業の準備をす
る

20

テーマ

内容

10回

モンゴル襲来

2回とも暴風が吹いたのか
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

2021 人間と歴史（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

前回授業の理解度確認

小テスト⑤「モンゴル襲来」  レポート課題およびレポート書式の提示・説明
演習

小テスト⑤の自己分析を行うとともに、次回授業の準備をす
る  レポート作成の準備活動

60

テーマ

内容

12回

倭寇

日本人ばかりではなかった
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する  レポート作成の準備活動

60

テーマ

内容

13回

前回授業の理解度確認

小テスト⑥「倭寇」
演習

小テスト⑥の自己分析を行う  レポート作成の準備活動

60

テーマ

内容

14回

レポートの作成

レポートの作成作業
演習

レポートを作成する  ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

60

テーマ

内容

15回

レポートの作成

レポートを完成させ提出する
演習

レポートを完成させる  ポートフォリオを作成する

60

2021 人間と歴史（１全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

人間と環境（１全学科）

Human and Environment

2121601

前期・後期

ueno@ed.sojo-u.ac.jp

F803　　　　　

上野賢仁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 0 30 0 0 10 0 100

 人間をとりまく環境はいま、地球温暖化、生物多様性、資源・エネルギーの枯渇、環境汚染などの問題が溢れており、こ
れらは複数の要因と関係し、複雑である。人間が環境問題にどう対処すべきかを考えるとき、からみ合った複雑なことを
広い視野で多面的に理解する必要がある。人間活動に起因する環境問題はあらゆる分野が関係するが、個々人として
はまず自然科学と社会科学の両面から考える姿勢をもつのが良いと思われる。   本講義では、環境に関する基礎的な
事柄を学びつつ、様々な対策手法や環境技術を学びながら、人間と環境の相互関係をシステム的に捉えて考えていく。
各人の専門分野において環境問題に取り組む際の基礎的な素養を身に付けることができるものと期待している。   講義
では、前半で「人間と環境」に関しての基礎事項や捉え方について説明した後、関連するテキストの該当箇所について説
明し、後半で理解を助けるために簡単な計算などの演習を行う。（資料や課題にWebClassを使う。関数電卓を用意して
おくと良い。）    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、期末試験のみ対面で行う。  ※提出物については提出日以降の授
業等で適宜解説する。

環境問題をシステム的に考える　化学同人　井村秀文　 978-4-7598-1323-4

環境白書／循環型社会白書／生物多様性白書　日経印刷　環境省大臣官房環境計画課 ： 環境省環境再生・資源循環局　 978-4865791174

環境問題を多角的な視点から捉え、問題の背景や構造、対策の現状を理解し、文章（あるいは口頭）で説明することができる。a

技術が社会や自然に及ぼす影響、及び技術者の社会的責任を理解し、文章（あるいは口頭）で説明することができる。

自主的、継続的に学習することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

b

g

g

a,b,ga,b,g

A A1 A1

火曜日2時限

自然と人間の相互作用　地球と気候システム　環境指標と生物多様性　環境経済と環境政策　　
資源・エネルギー利用と環境負荷　　　　　　

人間と環境（１全学科）2021

1

2

選必

Professional Engineering Library 環境工学　実教出版　PEL編集委員会監修、山崎慎一編　　978-4-407-34030-3

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

環境社会検定試験eco検定公式テキスト　日本能率境界マネジメントセンター　東京商工会議所　 978-4820727026

新版 環境被害のガバナンス　成文堂　永松俊雄　 978-4792333607

熊本県自然保護読本 自然保護とあなた‐子供達の未来のために‐　城野印刷所　熊本県自然保護読本編集委員会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 人間と環境（１全学科）

1. 中間試験、期末試験  各30点 （再試験は実施しない。）  2. 課題レポート 30点（7回目授業時にテ
ーマ等について説明、11回目授業時に提出を求める。）   図書館の環境関連図書を資料として、課題レ
ポート（本文1,000文字以上）を次の規定に沿って作成し提出する。   A4用紙1枚（両面可）、表紙不要
、余白各25mm、1頁40行、1行40文字、フォント：MS明朝体、10.5pt。   1行目：タイトル、2行目：空白
、3行目：学部名、学科名、学籍番号、氏名、4行目：空白、5行目：本文。   参考文献・URLを末尾に記載
。（著書の場合：著者名、『著書名』、引用頁、発行所、発行年。論文の場合：著者名、「論文名」『雑誌名
』、引用頁、発行所、発行年。Webの場合：名称、URL、アクセス日）  3. ポートフォリオ：「到達度評価レ
ポート」10点   【学生の到達度目標】の項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し15回目
までに提出する。   授業アンケートに回答する。  4. 講義中に実施する演習問題の取り組み状況も評価
に加味する。  5. 100点満点中60点以上を合格とする。

1504

環境問題に関する関心を持ち、新聞記事やニュースに目を通しておくこと。

本学DP「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」に必要な人間や
社会に対する多角的視野と基礎的知識、及び社会課題への対応についての汎用的能力を身につけ、
それらを実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 授業回数の1／3以上の欠席者は成績評価を行わない（不合格となる）。ただし、公認欠席は出席扱いとする。  2. 遅
刻は授業開始後20分までとし、以後は欠席とする。  3. 提出物は期限以内に提出すること。期限以後は一切受け付けな
い。ただし、公認欠席の場合は別途指示する。  4. 授業中のお茶・水以外の飲用は不可。  5. 授業中に他の授業の課題
やスマートフォン等を使用した場合は退出を命じ欠席扱いとする。    ※遠隔授業では2、4、5は無視してよい。

2021 人間と環境（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

自然と人間の相互関係

ガイダンス／自然と人間の相互関係の把握と理解
講義

予習：教科書の全体に目を通しておく。  復習：ガイダンスで
の説明事項について確認する。

20  20

テーマ

内容

2回

地球と人間／環境容量

地球と人間の関係／地球の許容限界／環境容量 講義  演
習

予習：教科書の1章を通読しておく。  復習：授業範囲を復読
する。

30  30

テーマ

内容

3回

地球の気候システム／地球温暖化

地球の大気／水の循環／気候システム／地球温暖化 講義  演
習

予習：教科書の1～2章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

テーマ

内容

4回

環境指標／生物多様性

生物多様性／生態系／生態系の機能とサービス／生物多様性の保全 講義  演
習

予習：教科書の12章を通読しておく。  復習：授業範囲を復読
する。

30  30

テーマ

内容

5回

環境感／地球と人間の歴史／文明の転換／持続可
能性

変化する世界の見方／成長の限界／熱力学的な視点／地球の歴史／人
間の歴史／低炭素・共生・循環型社会／持続可能性

講義  演
習

予習：教科書の1～3章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

テーマ

内容

6回

環境管理／環境影響評価（その1）

コモンズの悲劇／ローカルコモンズ／環境管理／環境影響評価 講義  演
習

予習：教科書の2～3、13章を通読しておく。  復習：授業範囲
を復読する。

30  30

テーマ

内容

7回

環境経済／環境政策／環境倫理

地球環境と経済／市場の失敗／環境情報／環境政策／環境倫理 講義  演
習

予習：教科書の1～3章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

テーマ

内容

8回

前半まとめ／中間試験

前半の講義についてのまとめ／中間試験による達成度の確認 講義  試
験

予習：1～8回の授業内容を総復習し、中間試験の準備をして
おく。  復習：中間試験の内容を振り返る。

60  30

テーマ

内容

9回

資源・エネルギー利用／環境負荷

資源生産性／エネルギー生産性／隠れた資源フロー（エコロジカルリュック
サック）／内包エネルギー（ライフサイクルエネルギー）／環境負荷／エコロ
ジカル・フットプリント／環境資源勘定／マテリアルフロー／ライフサイクル
アセスメント(LCA)

講義  演
習

予習：教科書の3章を通読しておく。  復習：授業範囲を復読
する。

30  30

テーマ

内容

10回

自然エネルギー利用／省エネルギー

エネルギーの質／エクセルギー／ヒートポンプ／カルノー効率／バイオマス
エネルギー／環境に好ましい選択／仮想評価法(CVM)

講義  演
習

予習：教科書の1、3章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

2021 人間と環境（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

公害／環境関連法

産業発展と公害／公害病／環境保全のための法制度 講義  演
習

予習：教科書の4章を通読しておく。  復習：授業範囲を復読
する。

30  30

テーマ

内容

12回

水環境／廃棄物

水質汚濁／富栄養化／上水道／下水道／廃棄物処理 講義  演
習

予習：教科書の5～8章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

テーマ

内容

13回

土壌環境／大気環境／熱環境

土壌環境／大気環境／音・振動／熱環境 講義  演
習

予習：教科書の9～11章を通読しておく。  復習：授業範囲を
復読する。

30  30

テーマ

内容

14回

生態系／環境影響評価（その2）

生態系と生物多様性の保存／環境影響評価（環境アセスメント）／ミティゲ
ーション

講義  演
習

予習：教科書の12～13章を通読しておく。  復習：授業範囲
を復読するとともに、9～15回の授業内容を総復習し、期末試
験の準備をしておく。

30  60

テーマ

内容

15回

後半まとめ／期末試験  ／総括

後半の講義についてのまとめ／期末試験による達成度の確認 講義  試
験  ／講

義

予習：9～15回の授業内容を総復習し、期末試験の準備をし
ておく。  復習：期末試験の内容を振り返り、ポートフォリオ（到
達度レポート）を作成する。  ／復習：授業全体の内容を振り
返る。 60  30 

 ／30

2021 人間と環境（１全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

現代の社会と法（１全学科）

Modern Society and Law

2121701

後期

take1118@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟312　　　　　

竹内 明里（実務経験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 25 0 0 10 65 100

１ 授業概要  （１） 本講義は、教員の官庁等での勤務経験等を踏まえ、「ブラック校則」「LGBT」「介護問題」「ブラックバ
イト」など、学生が今後関わりうる（関わった）現代社会の様々な問題を題材として、法の基本的な枠組を学び、社会問題
解決のための多様なアプローチ等を考えるものである。  （２） 授業はレジュメに沿ったオンデマンド講義形式。   授業動
画視聴後に課題（確認ワーク、社会問題に対する自分の意見の論述等）を行う。また、社会問題について法の観点から検
討し、レポートを作成する。  （３） 本講義は、上記（１）（２）をとおして、学生が以下の能力を習得することを目的とする。  ・
現代の社会問題を法的視点から理解し、社会生活を営む上で必要となる基礎知識（社会形成能力）  ・自分の意見を分
かりやすく伝える表現力（人間関係形成能力）  ・毎回宿題を行うことで、自主的に社会問題を調べ、継続的に学習する
能力    ２ 学修上の助言  （１） 心構えとして、取り上げる「法」や社会問題を他人事と思わず、自分の問題として考えるこ
と。  （２） 社会問題や法的問題には、「1+1=2」のような明確な正解がない場合もある。「多数派の意見」が「正しい」とは
限らない。様々な意見を議論する中で新しい解決策が生まれることも多い。     授業では、こうした問題について、法的視
点を含む様々な意見を考えたうえで、自分の意見を構築するように努めること。  （３） 毎回の課題は必ず行うこと。   また
、課題作成時には、社会問題を自分で調べてまとめ、自分の考えを他人にわかるように述べる努力をすること。この努力を
継続することで、社会問題への理解や表現力が高めることができる。    ＊提出物については、第９回・11回〔レポート作
成）、第14回・15回（まとめと補足）にて、フィードバックします。

高校生からの法学入門　中央大学出版部 　中央大学法学部 　 978-4805727096 

科学者と戦争　岩波書店　池内 了　 978-4004316114

法の基礎知識や多様な考え方を学び、これらを活かして社会問題を考えることができるa

社会問題を調べ、自分の意見を分かりやすく説明することができる

社会問題を自分で調べて宿題を作成し、毎回期限前に提出することができる

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

g

g

a,f,ga,f,g

A Ａ１ Ａ１

昼休み

法　社会　人権　　　　　　　　　

 本講義では広く法を扱うが、日
本を形作る根本的な法として「日
本国憲法」があり、公務員・教員
の基本知識として、採用試験でも
出題されている。   本講義履修
後、より深く「日本」の在り方を考
えたい場合には、発展科目として
「日本国憲法」を勧める。

現代の社会と法（１全学科）2021

1

2

選必

教科書は使用しない。　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

ブラック校則 理不尽な苦しみの現実　東洋館出版社　荻上チキ、内田 良　 978-4491035574

介護殺人:追いつめられた家族の告白（新潮文庫）　新潮社　毎日聞大阪社会部取材班　 978-4101012919

はじめて学ぶLGBT 基礎からトレンドまで (スッキリわかる!)　ナツメ社　石田 仁　 978-4816365829
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 現代の社会と法（１全学科）

（１） 課題研究（レポート） ２５点   （内訳）   ワークシート５点：第９回課題： 提出期限は第１１回前日   レ
ポート  ２０点：第１１回課題： 提出期限は第１３回前日    所定のテーマ（第１回に詳細を発表）について、
参考文献（書籍一冊以上＋その他資料）を読み、レポートワークシートに情報を整理したうえで、レポート
(1200字以上）を作成する。   なお、レポートワークシートの不備が多い学生（著しい条件違反、未提出
等）は、準備不足とみなし、レポートの提出自体を認めない。  （２） 「到達度評価ポートフォリオ」１０点   「
学生の到達度目標」の各項目の達成度とその理由を２００字～2２５０文字で入力し、第１５回前日までに
に提出。  （３） その他： 課題研究回を除いた授業回の課題 ６５点（５点×１３回）    毎回、次回授業前日
までに提出。     期限後の提出は評価対象外。  （４） ６０点以上を合格とする。再試験等は一切行わな
い。 

1509

竹内明里

（１） 現代の社会問題への関心と、自ら学ぼうとする意欲を持つこと  （２） ニュースで現代の社会の動き
を把握すること  （３） 中学や高校の「現代社会」「公民」などの知識をおさらいしておくこと

（１） 法の基本構造や社会問題について、多様な考え方を知り理解を深め、社会生活を営む上での基礎
知識（社会形成能力）を身に着ける。  （２） 課題やレポート作成などの作業を通じて、自分の意見を分か
りやすく伝える表現力やコミュニケーション能力（人間関係形成能力）を身に着ける。



学修上の
注意

(SBOs)

（１） 課題提出をもって出席とみなす。必ず提出すること。  （２） 提出物は期限内に提出する。     原則として、公欠相当事
由がない場合、締切後の提出を受け付けない。    そのような事情がある学生は速やかに教員に連絡すること。  （３） 提出
物を作成する際は、授業動画を視聴し、理解したうえで、条件（書式、使用ソフト等）を守って作成すること。   「文字を書け
ば点数が獲得できる」わけではないことに注意すること（出席とみなさないこともある）。  （４） 課題作成につき、参考資料
（ウェブサイト等）や他の学生の作品のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は不正行為とみなし、単位を認めな
い。  （５） その他、授業内での教員の指示を守ること。  （６） わからないことがあれば、教員にメールで質問をすること。     
大学メール・ウェブクラスメールは毎日確認すること。

2021 現代の社会と法（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス

授業概要、受講時の注意事項、  高校までの知識のおさらいなど 講義、演
習

（復習）ガイダンスでの説明事項についての確認。  復習課題
（確認ワーク）を行う。  *課題締切：次回授業前日23:59

30

テーマ

内容

2回

イントロダクション：法とは何か

法と道徳の違い、日本における法の種類（憲法、法律、条令等）を知る。 講義、演
習

（予習）「法と道徳の違い」に関する記事を読む。  （復習）復
習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  
*課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

3回

憲法①総論・統治

憲法の歴史、3大原理（国民主権、平和主義、基本的人権の尊重）を学び、
憲法の意義を考える。

講義、演
習

（予習）「憲法の基礎」に関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

4回

憲法②人権

「ブラック校則」などを題材として、憲法が保障する人権について学ぶ。 講義、演
習

（予習）「ブラック校則と人権」に関する記事を読む。  （復習）
復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読
。  *課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

5回

民法①財産法

大学生が関わりうる契約トラブル  等を題材に、契約や不法行為等、財産に
関する民法の規定を学ぶ。

講義、演
習

（予習）「消費者トラブル」に関する記事を読む。  （復習）復習
課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *
課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

6回

民法②家族法

婚姻、相続等、家族に関する法を学ぶ。また、「LGBT」「同性婚」などを題材
に、家族法の意義を考える。

講義、演
習

（予習）「LGBTと法」に関する記事を読む。  （復習）復習課題
（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課題
締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

7回

刑法①総論

「安楽死」を題材に、刑法が社会で果たす役割や基本原則を学ぶ。 講義、演
習

（予習）「安楽死」に関する記事を読む。  （復習）復習課題（確
認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課題締切
：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

8回

刑法②刑事訴訟法、

「裁判員裁判」を題材に、刑事裁判手続きの基礎を学ぶ。 講義、演
習

（予習）「裁判員裁判」に関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59    ※次回に向けて、レポートで
取り上げる参考文献を収集し、目を通しておく。

60

テーマ

内容

9回

課題研究（レポート作成）１  レポート作成の準備

一つ選び、書式を守ってレポートを作成する。  ＊今回は作成準備として、レ
ポート作成方法を学ぶ。  *また、「レポートワークシート」でレポート作成の準
備をする。  （レポートワークシートでの主な作業）  ・収集した参考文献情報
を整理する。  ・レポートの骨子を作成。論述内容の過不足、論理性などを確
認する。

講義、演
習

（予習）レポートで使う資料を収集しておく。  （復習）「レポート
ワークシート」を完成して提出する。  *課題締切：第11回授業
前日23:59

60

テーマ

内容

10回

法による日常紛争の解決

「SNSトラブル」などを題材に、日常的な紛争(トラブル）において法が果たす
役割を考える。

講義、演
習

（予習）「SNSトラブル」に関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59  ※レポートＷS作成作業を進
める

60

2021 現代の社会と法（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

課題研究（レポート作成）２  レポート作成

〇授業内で指示するテーマから一つ選び、書式を守ってレポートを作成する
。  ＊今回は、前回学んだレポート作成方法を再確認する。  また、「レポートワ
ークシート」を基にレポートの作成を行う。

講義、演
習

（予習）「レポートワークシート」で参考文献情報の整理とレポ
ート骨子を作成しておく（第9回課題）。  （復習）レポートを作
成し、第１３回前日までに指定の方法で提出する。

60

テーマ

内容

12回

労働と法

「ブラックバイト」などを題材に、労働者として知るべき法（労働基準法等）を
学び、現代の労働問題を考える。

講義、演
習

（予習）「ブラックバイト」に関する記事を読む。  （復習）復習
課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *
課題締切：次回授業前日23:59  ＊＊課題研究レポートも同
日締切。

60

テーマ

内容

13回

熊本と世界の人権問題

上熊本に療養所のあった「ハンセン病」を題材に、人権を考える。また、世界
の人権問題と、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）など国際社会の取組を学ぶ。

講義、演
習

（予習）「ハンセン病」または「国際社会の人権問題」に関する
記事を読む。  （復習）復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を
行う。配布資料の再読。  *課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

14回

まとめと補足１（憲法・民法）

第６回までの授業のまとめと補足を行う。 講義、演
習

（予習）第６回までの授業内容を総復習しておく。  （復習）復
習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  
*課題締切：次回授業前日23:59  ※ポートフォリオ「科目到
達度レポート」を入力する（第15回前日までに提出）

60

テーマ

内容

15回

まとめと補足２（刑法・労働法・人権）

第７回以降のまとめと補足を行う。レポート等の課題を総括する。
講義

（予習）これまでの授業内容を総復習しておく。  （復習）復習
課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *
課題締切：授業から一週間後の23:59

60

2021 現代の社会と法（１全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

現代の社会と政治（１全学科）

Political Science

2121801

後期

 @ 

本館310　　　　　

今井亮佑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 90 0 0 10 0 100

（1）政治の基本的な仕組みを理解してもらいます  18歳になれば選挙権を得て、一人の有権者として政治と関わること
になります。  しかし、政治の仕組みがわかっていなければ、折角得た選挙権を有効に行使することができません。  そこで
本講義を通じて、一般教養として、政治の仕組みに関する基本的理解を深めてもらいます。    （2）政治に関する論点に
ついて、自分なりに考えてもらいます  政治とは、正解のない営みです。  一つの問題に対する色々な立場・考え方が存在
します。  本講義では、政治に関する諸論点に対する、複数の見方を提示します。  受講生の皆さんには、講義内容をもと
に、関連する情報を自ら収集・処理することで、論点に対する自分なりの考えをまとめてもらいます。

政治学　東京大学出版会　川出良枝・谷口将紀（編）　 978-4-13-032219-5

現代日本政治入門　東京大学出版会　新藤宗幸・阿部齊　 978-4-13-032223-2

政治に関する論点について多面的に考える能力とその素養を身に付けることができる。a

自身の考えを論理的に記述する力を養うことができる。

自主的、継続的に学習する習慣を身に付けることができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

f

g

g

a,f,ga,f,g

A A1 A1

初回講義で示します

政治　選挙　　　　　　　　　　

基礎科目：SOJO基礎I、SOJO
基礎II

現代の社会と政治（１全学科）2021

1

2

選必

※指定なし　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

18歳からの政治入門　日本経済新聞出版社　日本経済新聞政治部（編）　 978-4-532-16991-6
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 現代の社会と政治（１全学科）

1．リアクションペーパー（10点×4回＝40点）  〇講義の内容をもとに「考えたこと」を500字以上で論じ
るリアクションペーパーを4回提出してもらいます。  〇提出の2週間後までをめどに、気づいた点、改善
すべき点をフィードバックします。    2．レポート（25点×2回＝50点）  〇私が提示するテーマについて1
200字以上で論じるレポートを2回提出してもらいます。  〇提出の2週間後までをめどに、気づいた点、
改善すべき点をフィードバックします。    3． ポートフォリオ：「学修到達度レポート」（10点）  〇【学生の
到達度目標】の項目①～③の達成度とその理由を各200～250字で入力してもらいます。    ☆いずれ
も、詳細は講義の中で説明します。

1514

■受講にあたり、予備知識は必要としませんが、政治を学びたいという積極的な意欲は持って下さい。  
  ■政治は絶えず動いています。その動きをフォローするために、日々新聞に目を通すようにして下さい。

講義の中で、政治的問題に対する自身の立場を根拠付けて論じる機会を多く設けます。それを通じて、
本学DPに挙げられている基礎的・汎用的能力である、「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自
己管理能力」「課題対応力」を身に付け、それらを実践できるようにします。



学修上の
注意

(SBOs)

■リアクションペーパー・レポートは、提出期限（初回講義時に明示）を厳守してください。期限後にメールに添付して送り
つけてくる者がいますが、一切受け取りません。  ■再試験等は一切行いません。  ■リアクションペーパー・レポートの執
筆に際し、コピー＆ペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行った場合は、不正行為とみなし、単位を認定しません。  ■講義内
容が理解できなかった場合は、遠慮なくメールで質問して下さい。  ■新聞やテレビニュースを通じて、日々の政治の動き
に興味を持つようにして下さい。

2021 現代の社会と政治（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス

授業概要や受講時の注意事項等を説明する。
講義

（復習）ガイダンスでの説明事項についてよく頭に入れる。

30

テーマ

内容

2回

選挙制度概論

・選挙制度を類型化し、それぞれの特徴について説明する。  ・米大統領選
挙の制度について説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

3回

日本の選挙制度① 概要

衆議院・参議院の選挙制度の歴史的変遷と、制度改革の背景について説
明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

4回

日本の選挙制度① 論点

衆参両院の現行の選挙制度をめぐる論点を提示し、それに対する複数の見
方を紹介する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

5回

大統領制と議院内閣制

大統領制の国（米国）の政治との比較の視点を交えながら、議院内閣制の
国（日本）の政治の特徴について説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

6回

議会制度

・日本の国会における立法の過程について説明する。  ・二院制の長所と短
所について説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

7回

政策過程

自民党政権下における政策過程の特徴とその功罪について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

8回

行政制度

日本の行政機構の改革の概要と、それがもたらした影響について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

9回

政党

選挙制度が政党のあり方に及ぼす影響について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

10回

日本の政党① 自民党

戦後半世紀以上にわたって政権を担ってきた自民党という政党の特徴につ
いて説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

2021 現代の社会と政治（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

日本の政党② 野党

野党勢力の変遷と、野党が抱える課題（ジレンマ）について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

12回

政治家

日本の国会議員の数は適正か、女性政治家が少ないのは問題か、といった
論点について考える際に考慮に入れるべきポイントを紹介する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

13回

有権者①

なぜ人は選挙で投票／棄権するのか、人は何を判断基準に投票する政党
や候補者を選ぶのかについて説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

14回

有権者②

若年層の投票率が低いのは問題か、投票率を上げるにはどうすればよいの
か、といった論点について考える際に考慮に入れるべきポイントを紹介する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

15回

課題研究

二本目のレポートの執筆に向けて、テーマについて自分で調べる時間に充
ててもらう。 演習

・レポートを執筆する。  ・学修到達度レポートを執筆し、授業
アンケートに回答する。

180

2021 現代の社会と政治（１全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

日本語表現（旧基礎日本語）（２全学科）後期

Introduction to Japanese

2123101

前・後期

 kozuma616@ ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟318 上妻 利博　　　　　

上妻 利博　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 60 30 0 0 10 0 100

実社会では、コミュニケーションにおける敬語の使用法や語彙力の充実が求められている。また、プレゼンテーションやレ
ポート作成等に関しても、的確で分かりやすい表現が不可欠である。そのような中で、日本人としての日本語の基礎力及
び表現力を幅広く身に付けることが重要である。そのような意味から、次のようなことを目標に授業を展開する。  ①日本
語検定３級合格程度の語彙力、コミュニケーション力を身に付ける。  ②図書館等を利用し、多くの書籍を読む。  ③表現
力育成の一環として、小論文や書評作成に挑戦する。  ④学修成果を確認するために、日本語検定試験に挑戦する。    
※小テストの結果は以後の授業中に学生へフィードバックする。

　　　 

　　　 

言葉の使い方等に関心を持ち、社会生活上必要な日本語力を身につけることができる。fg

小説や資料等を読み、自己の意見や提案等を文章で作成することができる。

授業で学んだことを専門分野での論文・レポート等の表現に生かすことができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

fg

fg

fg

a,f,ga,f,g

Ａ Ａ１ Ａ１

木曜日の昼休み

日本語の基礎力、語彙力、表現力　小論文作成力　図書館活用　　　　　　　　　

関連科目：日本の文学

日本語表現（旧基礎日本語）（２全学科）後期2021

2

2

選必

日本語検定３級 ３訂版　東京書籍　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 日本語表現（旧基礎日本語）（２全学科）後期

①〇小テスト 各１０点配点×６回（敬語・語彙・言葉の意味・文法・表記・漢字） （６０点）配点  ③●レポ
ート 各１０点配点×３回（課題小論文・書評・テーマ設定小論文）    （３０点）配点  ④ポートフォリオ（学
修到達度レポート）                         （１０点）配点    ※提出したら必ず各１０点ということではない。各
提出物を採点した上で換算表で加点配点を案分する。

1519

日頃から新聞のコラムや社説等を読み、社会情勢等に関心をもっておく。  書評コンテストへの対応とし
て、図書館の蔵書等を活用し、読書量を増やしておく。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力「キ
ャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

①各授業内容に沿って「日本語検定３級 ３訂版」の予習・復習を確実に行う。  ②自選図書に関する書評、小論文作成用
に図書館等の書籍を多く読む。  ③出席管理は、WebClass上のみで行う。パスワードは、各回のコンテンツの中で明示す
る。  出席入力は、第１回は 4/29(木)の正午まで、第２回～15 回は、各 1 週間後の木曜日の正午まで。  ④小テスト、レ
ポート等はすべてWebClass上のみから提出すること。提出期限は、すべて授業実施基準日から１週間後の木曜日の正
午までとする。期限後WebClassの提出窓口が閉じられ提出できなくなるので、注意すること。メールや持参などそれ以外
の手段による提出は受け付けない。  ⑤小テスト、レポート等の提出の際は、pdfに変換しないで提出する。  ⑥レポート作
成の際、ネット上のコピーアンドペースト(コピペ)など不正行為を発見したときは、評価を「不可」とし単位修得を認めない。
  ⑦小テスト・レポート等の提出について社会通念上特別な配慮が必要だと考えられるような場合、電話、メール、来室の
どの手段かにより、必ず提出期限前に相談すること。提出期限後は如何なる理由があろうと受け付けず評価しない。  電
話：096-326-3524（直通） メール：kozuma616@ed.sojo-
u.ac.jp  研究室：附属棟3階318(ゆうちょATM上)  ⑧単位修得の要件は、第14回・15回も含め全15回授業のうち、10
回以上出席かつ評価点60点以上とする。（「学生便覧」参照）

2021 日本語表現（旧基礎日本語）（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

授業ガイダンス

シラバスの確認・周知  日本語能力自己診断 演習  講
義

日本語検定問題集のP6～P11の予習

90

テーマ

内容

2回

「敬語」①

問題集を使って、敬語の使い方を学習する。 演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP12～P17の予習

90

テーマ

内容

3回

「敬語」②

問題集を使って、敬語の使い方を学習する。  〇小テスト１回目（「敬語」）提
出

演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP44～P52の予習

90

テーマ

内容

4回

「語彙」  小論文の書き方

問題集を使って、「語彙」を学習する。  小論文の基本的な書き方を学習する
。  〇小テスト２回目（「語彙」）提出

演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP64～P67の予習

90

テーマ

内容

5回

「言葉の意味」①  課題小論文①（下書Ⅰ）

問題集を使って「言葉の意味」を学習する。  課題小論文の下書を行う。 演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP68～P72の予習

90

テーマ

内容

6回

「言葉の意味」②  課題小論文②（下書Ⅱ）

問題集を使って「言葉の意味」を学習する。  課題小論文の下書を行う。  〇
小テスト３回目（「言葉の意味」）提出

演習  講
義

課題小論文の推敲

90

テーマ

内容

7回

復習  課題小論文③（清書・提出）

これまで学習した「敬語」「語彙」「言葉の意味」の復習  ●レポート1回目（
課題小論文）提出

演習  講
義

書評用図書の読込

90

テーマ

内容

8回

書評の書き方  書評コンテスト

書評例をもとに、書評の書き方を学習する。  書評コンテスト実施要項等の
理解

演習  講
義

日本語検定問題集のP28～P31の予習

90

テーマ

内容

9回

「文法」①  書評（下書Ⅰ）

問題集を使って「文法」を学習する。  書評コンテスト用の下書を行う。 演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP32～P35の予習

90

テーマ

内容

10回

「文法」②  書評（下書Ⅱ）

問題集を使って「文法」を学習する。  書評コンテスト用の下書を行う。  〇小
テスト４回目（「文法」）提出

演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP82～P85の予習  書評
の推敲

60

2021 日本語表現（旧基礎日本語）（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

「表記」①  書評（清書・提出）

問題集を使って、「表記」を学習する。  ●レポート２回目（書評）提出 演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP86～P89の予習

90

テーマ

内容

12回

「表記」②  テーマ設定小論文（下書Ⅰ）

問題集を使って「表記」を学習する。  自分で小論文の題材を選び、下書を行
う。  〇小テスト５回目（「表記」）提出

演習  講
義

本時の復習と日本語検定問題集のP98～P106の予習

90

テーマ

内容

13回

「漢字」  テーマ設定小論文

問題集を使って「漢字」を学習する。  〇小テスト６回目（「漢字」）提出  ●レ
ポート３回目（テーマ設定小論文）提出

演習  講
義

これまで学習した６分野について総復習

90

テーマ

内容

14回

課題総合問題

総合問題を解き提出する。
演習

学修到達度レポートの作成

90

テーマ

内容

15回

課題総合問題

総合問題を解き提出する。
演習

学修到達度レポートの提出

９０

2021 日本語表現（旧基礎日本語）（２全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

日本の文学（２全学科）後期

Japanese Literature

2123201

前期／後期

iwamoto@ed.sojo-u.ac.jp

本館3階304　　　　　

岩本晃代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 25 0 65 10 0 100

 本大学の教育目標の一つは、豊かな人間性とともに、「いのちとくらし」に関する高度な専門性を有した、いかなる仕事に
も容易に習熟できる人材を育成することである。本科目は、その基盤となるコミュニケーション能力(なかでも文章力)の
育成を主眼とし、さらに読書をとおして教養を深め、豊かな人間性を培うことを目的としている。   本科目では、日本の代
表的な近現代の作家の作品を取り上げて、日本文学史の基礎的な知識の修得とともに、文学作品を熟読し、多角的視
点から鑑賞することで教養を深め、鑑賞の内容を文章で表現する能力を育成する。授業においては、近現代の名作につ
いて、文学の時代性、文化の変遷、歴史的背景ふまえつつ考察する。また、熊本にゆかりのある作家の作品を取り上げて
、生活している地域への関心が持てるように授業を行う。集大成としての課題研究レポートについては、7回目の授業で
調査方法を教授し、8回目から10回目までのワークシートに部分的に下書きをさせ、その内容等について、授業資料等で
注意事項を示す等のフィードバックを行う。  １．作家については、経歴や関連する作家等について自主的に辞書やインタ
ーネット等で調べること。  ２．作品中の分からない言葉等は辞書等で調べ、ワークシートに記入すること。  ３．自分の選ん
だ作品について、作家及びその時代の歴史や文化に関しての調査を行い、「課題研究レポート」としてまとめること。  ４．「
課題研究レポート」は、注意事項等に従って、下書きを推敲して完成させること。

日本近代文学大事典　講談社　　 

現代詩大事典　三省堂　　 

さまざまな視点から日本の文学作品を鑑賞し、その内容を文章にすることができる。a

調べたことをもとに、自分の考えを分かりやすく文章でまとめることができる。

分からない事項や言葉等を自主的に調べ、課題に最後まで取り組むことができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

af

g

g

a,f,ga,f,g

A A1 A1

火曜日、2限目

文学　地域文化　　　　　　　　　　

SOJO基礎Ⅰ・Ⅱ  日本語表現  
人間と歴史

日本の文学（２全学科）後期2021

２

2

選必

くまもと文学紀行　　　　

授業で提示する文学資料　　　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 日本の文学（２全学科）後期

１．レポート（「課題研究レポート」）：２５点（出席２回分）    書き方等ついては、別途資料を配布する  ２．ワ
ークシート：５点×１３回＝６５点  （※「ワークシート」は毎回提出することで出席カウントし「作品」として
評価する課題の一種）  ３．「学修到達度評価レポート」１０点   【学生の到達度目標】①②③の項目の達
成度とその理由を200字～250文字で入力しプリントアウトして提出    ※④は入力しなくてもよい

1524

日本の代表的な文学作品や熊本ゆかりの作家の文学作品を熟読し鑑賞すること及び、自分の出身地
域等に関わる作家の課題研究を通して、自分の考えたこと等を文章で表現することにより、「課題対応
力」を身につけ実践することができる。



学修上の
注意

(SBOs)

１．分からない語句等を調べるために電子辞書等を使用すること。  ２．毎回配布するワークシートを完成させて提出するこ
と。  ３．ワークシートから一作品を選び推敲して清書したものを、「まとめのレポート」（小論文形式）とし、第12回のワークシ
ートにおいて取り組む。  ４．「課題研究レポート」については、図書館の蔵書、辞書及びインターネット等で調べ、それらをも
とにまとめること。  ５．提出物については期限を厳守すること。  ・レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃
は、不正行為とみなされます。

2021 日本の文学（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

講義の全体について説明する。  日本文学史（近現代）について学習する。  
第１回ワークシート 講義

【復習】  文学史の復習

30

テーマ

内容

2回

熊本の文学１

作品鑑賞：熊本ゆかりの文学１  第２回ワークシート 講義・演
習

【予習】熊本出身の文学者について調べておく  【復習】作品
の読み直し

30      
60

テーマ

内容

3回

熊本の文学２

作品鑑賞：熊本ゆかりの文学２  第３回ワークシート 講義・演
習

【予習】熊本ゆかりの文学者について調べておく  【復習】作品
の読み直し   ワークシートの推敲・補筆修正

30      
60

テーマ

内容

4回

熊本の文学３

作品鑑賞：熊本ゆかりの文学３  第４回ワークシート 講義・演
習

【予習】熊本ゆかりの文学者について調べておく  【復習】作品
の読み直し   ワークシートの推敲・補筆修正

30      
60

テーマ

内容

5回

熊本の文学４

作品鑑賞：熊本ゆかりの文学４  第５回ワークシート 講義・演
習

【予習】熊本ゆかりの文学者について調べておく  【復習】作品
の読み直し   ワークシートの推敲・補筆修正

30      
60

テーマ

内容

6回

明治の文学１

日本近代文学史①  作品鑑賞：明治期の作品１：森鴎外等  第６回ワークシ
ート

講義・演
習

【予習】辞書等で森鴎外について調べておく  【復習】作品の
読み直し   ワークシートの推敲・補筆修正

30      
60

テーマ

内容

7回

課題研究について

レポート（課題研究）作成の方法についての説明  第７回ワークシート 講義・演
習

【予習】辞書等で自然主義・反自然主義について調べておく  
【復習】  課題研究で対象とする作家を探す

30      
60

テーマ

内容

8回

明治の文学２

日本近代文学史②  作品鑑賞：明治期の作品２：夏目漱石等  課題研究の
下書き：作家についての説明  第８回ワークシート

講義・演
習

【予習】課題研究で対象とする作家を探す  【復習】課題研究
で対象とする作家の作品を探す

30    6
0

テーマ

内容

9回

大正の文学１

日本近代文学史③  作品鑑賞：芥川龍之介等  課題研究の下書き：作品の
説明  第９回ワークシート

講義・演
習

【予習】辞書等で芥川龍之介について調べておく  【復習】課
題研究で対象とする作家の作品について調べる

30       
60

テーマ

内容

10回

大正の文学２

日本近代文学史④  作品鑑賞：プロレタリア文学  課題研究の下書き：作品
の鑑賞  第１０回ワークシート

講義・演
習

【予習】辞書等でプロレタリア文学について調べておく  【復習
】課題研究で対象とする作家の作品について鑑賞文を書く

30      
60

2021 日本の文学（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

日本近代文学史のまとめ・課題研究の清書

日本近代文学史のまとめ  第１１回ワークシート  「課題研究レポート」の推敲
（清書したものを期限までに提出）

講義・演
習

【予習】日本近代文学史の流れを資料で確認しておく  【復習
】課題研究の推敲・清書

30      
60

テーマ

内容

12回

日本の文学（課題研究）

課題研究：「課題研究レポート」作成
演習

【予習】課題研究  【復習】課題研究

90

テーマ

内容

13回

日本の文学（課題研究）

課題研究：「課題研究レポート」作成
演習

【予習】課題研究  【復習】課題研究

90

テーマ

内容

14回

文学鑑賞のまとめ

鑑賞の方法について学修の振り返り  第１２回ワークシート（授業のまとめ） 講義・演
習

【予習】ワークシートで課題とした作品を読み返しておく  【復
習】授業のまとめとして鑑賞文を600字程度でまとめる

30      
60

テーマ

内容

15回

全体のまとめ

授業全体のまとめ  第１３回ワークシート  学修到達度レポートの提出（10点
）

講義・演
習

【予習】学修到達度レポートの作成

60

2021 日本の文学（２全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

人間と心理（２全学科）後期

Human and Psychology

2123301

前後期

sonobe-h@ed.sojo-u.ac.jp

図書館4階　　　　　

園部 博範（実務経験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

35 35 ０ 20 ０ ０ 10 ０ 100

本講義では我々の身近で起こる出来事を心理学の理論をもとに解説し、心理学とは一体どのような学問なのかを学び、
心理学への興味や理解を深める。さらに、我々の日常の行動の意味を知ったり、自己理解や他者理解を深め、人間関係
のあり方を学び、これらをもとに社会に貢献できる人として生きるため役に立つものである。  また、前職における児童相
談所、精神保健福祉センターの実務の経験を活かし、人間の発達やメンタルヘルスの分野において授業の中で学生に
教授する。  １．授業中に質問し、横の人との会話を勧めるので、積極的に参加する。  ２．授業中の心理テストの内容をよく
理解し、真剣に取り組み自己理解に努める。  ３．心理学を学ぶことによって、自分や他者、さらにその関係について、知見
を深めるよう努    める。  ４．さらに、心理学の知識を自己管理能力を高める資源とする。  ５．中間テストについては、15回
目の授業時にフィードバックする。

新しい心理学ゼミナール　福村出版　藤田圭一編　 978-4-571-20072-4

心理学入門　健ぱく社　平田・伊藤編　 978‐４‐7679‐4013‐7

心理テストによって自己理解を深め、対人関係における自分の課題を知り記述することができる。a,e

本講義で人間の心や行動を理解し、他者への働きかけの方法を学んだことを文章で表現することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

a,i

f,h

a,ea,e

A A1 A1

水曜、木曜の2限目

学習理論   　自己・他者理解 　行動の背景　人の発達   　　コミュニケーション　　　　　　

文化社会関連科目：「人間と哲
学」  教職関連科目：「教育心理
学」「教育相談の理論及び方法」
  その他の関連科目：「キャリア関
連科目」「生物学関連科目」「脳
関連科目」

人間と心理（２全学科）後期2021

２

2

選必

やさしい心理学　北大路書房　水田恵三　　978-7628-2048-9

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

よくわかる心理学　ミネルヴァ書房　無籐他編　 978‐4‐623‐05250‐9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 人間と心理（２全学科）後期

１．定期試験（15回目） 35点   ２．中間テスト 35点（8回目）  ３．レポート：いくつかのテーマから選択した
ものについて、調査・報告する。Ａ４の1枚、ＰＣ    使用。１頁40行、1行40文字、ＭＳ明朝、10.5ｐ、1200
文字～1３00文字 10回目にレポー    トの指示説明を行う。作成後は１5回目までに提出する。20点  ４．
ポートフォリオ：「学習到達度評価レポート」をSOJOポートフォリオシステムに１5回目ま    でに入力して
おくこと。 10点

1529

園部博範

１．日常での出来事、小説などから心理学的な現象を考えておくとよい。          ２．人間の行動や心理は
すべて心理学に関係あるので、小説や漫画の登場人物の心理や    行動を観察しておくと心理学が楽
しくなる。                      ３．自分が落ち込んだときにどんな方法や本を読むか、また、その内容を考える
ようにす    る。                                                ４．性格、心理検査、ストレスなどの心理学に関する本
を読んでおく。

１．人の発達、学習、認知、社会性などを学び、人間関係の仕組みや人間関係構成能    力を身につける。
また、自己理解や他者の行動の背景を知り、自己管理能力の基    礎的・汎用的能力を身につける。     
          ２．働くことにおいて、自分が果たす役割を意識し、それを遂行するためには、自己理解    や他者
理解はいうまでもなく、コミュニケーション能力や職場への適応能力も必要で    ある。これらを身に付け
るために心理学の知識が役に立つ、それがキャリアデザイン    のありかたにも関連していく。  ３．またこ
の科目は教職科目に継続しているため、教師としての職務内容やそのあり方を    身につけ、キャリアデ
ザインを組み立てるものでもある。



学修上の
注意

(SBOs)

１．試験は中間テスト、定期試験を行い、追試・再試は実施しない。  ２．教科書以外の資料も提示するので、重要な部分は
ノートをとること。ノートは各自取るよ    うにし、その評価はしないので、各自教科書とともに復習の材料とすること。  ３．グ
ループ討論や当てられることが苦手な人は事前に申し出ること。  ４．毎回の心理テストは自己を探求するもので、積極的
に参加し自己理解を深め ること。  ５．心理テストに抵抗がある場合は、事前に申し出ること。  ６．レポートは提出日までに
出すこと。  ７．レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃は、不正行為とみなされる。  ８．正規出席は15分ま
で、遅刻出席は授業開始30分まで、それ以降は欠席扱いとする。

2021 人間と心理（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

「心とは何か」

ガイダンス、心の起源、心とは何かについて学ぶ。  演習：心理テスト、人間
関係を見る。

講義  演
習

予習：シラバスを読む。  復習：習った教科書の範囲と授業記
録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

2回

「心理学とは何か」

心理学の歩み、研究方法、領域、人間関係について学ぶ。  演習：心理テスト
、私のストレス度とコーピングチェック。

講義  演
習

予習：心理学について調べておく。  復習：習った教科書の範
囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

3回

「人は物をどう見るのか」

ゲシュタルトの法則、知覚の恒常性、錯視について学ぶ。  演習：心理テスト
、自分をどう評価しているか。

講義  演
習

予習：ゲシュタルトの法則、人の物の見え方について調べて
おく。  復習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

4回

「人はどのように学ぶのか」

古典的・オペラント条件づけ、学習と記憶について学ぶ。                   演習：
心理テスト、自分はどの感覚を使って生きているか。

講義  演
習

予習：学習と記憶に関する事を調べておく。   復習：習った教
科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

5回

「人は何故行動するのか（１）」

欲求の種類、達成欲求と親和欲求について学ぶ。      演習：心理テスト、３つ
の自分を発見する。

講義  演
習

予習：人間の欲求にはどんなものがあるか調べておく。   復習
：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

6回

「人は何故行動するのか（２）」

フラストレーションと葛藤の心理、感情の心理について学ぶ。                演
習：心理テスト、達成動機と親和欲求の程度。

講義  演
習

予習：人間の感情や欲求不満について調べておく。  復習：習
った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

7回

「人はどのように成長するのか」

発達とは、乳幼児～老年期の発達心理について学ぶ。   演習：心理テスト、
欲求不満の表し方。

講義  演
習

予習：子供がどのようにして大きくなっていくか調べておく。  
復習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

8回

「人は自分をどう見るのか（１）」

人は自分をどう見るか、人をどう見るかについて学ぶ。   中間テスト        
講義

予習：自己・他者理解とは何かを調べておく。        復習：習っ
た教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

9回

「人は自分をどう見るのか（２）」

人格理論、性格・心理検査、自己意識、悩める心について学ぶ。  演習：心理
テスト、私の今のアイデンティテイ状態。

講義  演
習

予習：性格に関することを調べておく。  復習：習った教科書
の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

10回

「人は人をどう見るのか（１）」

容貌や人の認知、印象形成について学ぶ。         演習：心理テスト、自分の
性格を知る（類型論）。  レポート作成の説明。

講義  演
習

予習：第一印象について調べておく。      復習：習った教科書
の範囲と授業記録ノートを読む  レポート作成

30      
30

2021 人間と心理（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

「人は人をどう見るのか（２）」

暗黙のパーソナリティ理論、対人認知、2者・3者関係について学ぶ。  演習：
心理テスト、今の自分はどこまで自己実現しているか。

講義  演
習

予習：私たちが人をどのように見ているか調べておく。      復
習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

12回

「人は何故心惹かれるのか」

恋愛の心理と法則、発展と崩壊について学ぶ。  演習：心理テスト、自分の愛
し方を知る。

講義  演
習

予習：どんな人が好意を持たれるか調べておく。     復習：習
った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

13回

「人はメッセージをどう読み取るのか」

ノンバーバルコミュニケーション①表情と視線、動作と姿勢について学ぶ。   
演習：心理テスト、私の感情と自己物語。    

講義  演
習

予習：言葉以外のコミュニケーション方法を調べておく。   復
習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む

30      
30

テーマ

内容

14回

「説得するためには、説得されないためには

ノンバーバルコミュニケーション②近言語、服装等、対人距離、社会的スキル
ついて学ぶ。   演習：心理テスト、ソーシャルスキルと思いやりの程度を知る
。

講義  演
習

予習：自分のテリトリー（対人距離）がどの位か調べておく。  
復習：習った教科書の範囲と授業記録ノートを読む  学習到
達度評価レポート：ポートフォリオシステムに入力する。

30  30 
 60

テーマ

内容

15回

授業のまとめ

授業全体のまとめ  総括のための試験  レポートの提出  総評 講義  演
習

2021 人間と心理（２全学科）後期

1532



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

人間と哲学（２全学科）後期

Human and Philosophy

2123401

前後期

shimizuep@bloom.ocn.ne.jp

本館１階 非常勤講師室　　　　　

清水俊（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 0 60 0 0 10 0 100

『哲学ってどんなこと？』を参照しながら、様々な対象について哲学的に考えていく訓練をします。存在そのものから人生
の意味まで、多くの対象を哲学的にとらえることにより、「自ら考える」力を養ってくことになります。教科書を読んで予習し
、授業内容について家庭でも考察してください。  1２回目の授業中に、中間テストの結果を学生にフィードバックする。

　　　 

　　　 

あらゆる事柄を、多様な視点から考える能力を身に付けることができる。a

自らの考えを的確に表明し、論述する能力を身に付けることができる。

常に哲学的な問題意識を持ち続け、自主的に対象を考察することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f

g

火曜日15時～16時

哲学　倫理学　クリティカル・シンキィング　　　　　　　　　

哲学の出発点

人間と哲学（２全学科）後期2021

2

2

選必

哲学ってどんなこと？　昭和堂　トマス・ネーゲル　　978-4812293058
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 人間と哲学（２全学科）後期

1.リサーチペーパー（30点）1000字以上  指定したテーマについて、哲学的に考察したレポート。  テー
マについて書かれているか、自らの力で考えられているか、きちんと読ませるための文章を書けているか
、参考文献をきちんと読み解けているかを評価。  2.ポートフォリオ（10点）  到達度評価レポート。【学生
の到達目標】と項目①～③の達成度とその理由を各200～250文字で入力し、プリントアウトして提出。
  規定に従って書けているかで評価。  3.期末レポート（60点）1000字以上  指定したテーマについて、
哲学的に考察したレポート。  テーマについて書かれているか、自らの力で考えられているか、きちんと読
ませるための文章を書けているかを評価。

1534

教科書においてわからない単語などあれば、予習の段階で辞書などで調べてみること。

哲学を学ぶことを通じて、「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力
」「キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

教科書の講義に関連する箇所を、必ず事前に読んでおくこと。  授業中のレポートに関する指示などは聞き逃さないよう
にし、必要な事柄は必ず書きとどめておくこと。  掲示板で教員を含めたディスカッション形式のやり取りを行う予定にして
います。  レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。

2021 人間と哲学（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

哲学にできること

哲学を学ぶにあたって必要な事柄の解説  哲学的な問いを立ててみる  ポ
ートフォリオ・リサーチペーパーの作成要領 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。

30

テーマ

内容

2回

はじめに 哲学の入り口

哲学が対象とすることについての考察  問いについてのディスカッション  文
章を書く準備とレポートの作成要領 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

3回

何かを知ること

私たちはどうやって何かを知るのかの考察  問いについてのディスカッショ
ン  リサーチペーパー作成に必要な参照文献の探し方概要 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

4回

他人の心

他人の心を知るとはどのようなことかについての考察  問いについてのディ
スカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

5回

心‐身問題

心と体の関係についての考察  問いについてのディスカッション
講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

6回

ことばの意味

言葉と意味の関係はどのようになっているのかについての考察  問いについ
てのディスカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

7回

自由意志

私たちの意志は自由なのか、自由とは何かについての考察  問いについて
のディスカッション  期末レポートの概要 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

8回

正しいことと不正なこと

正や不正とは何なのか、倫理とは何かについての考察  問いについてのディ
スカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

9回

正義

正義のために何をなすべきなのか、正義とは何かについての考察  問いにつ
いてのディスカッション 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

10回

死

死とは何かについての考察  問いについてのディスカッション
講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

2021 人間と哲学（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

人生の意味

様々なテーマについて哲学的に考察  問いについてディスカッション  ポート
フォリオについて 講義

事前に教科書を読んで予習しておく。また、テーマについて考
察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

12回

時間

時間について哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。  期末レ
ポートの作成

30

テーマ

内容

13回

愛

様々な愛について哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。  ポート
フォリオ（到達度レポート）の作成・授業アンケートの入力

60

テーマ

内容

14回

大人と子供

大人と子供について哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。

30

テーマ

内容

15回

その他の哲学的テーマ

様々なテーマについて哲学的に考察  問いについてディスカッション
講義

テーマについて考察し、自分なりの答えを出してみる。

30

2021 人間と哲学（２全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

人間と歴史（２全学科）後期

Humans and History

2123501

前後期

@

本館302　　　　　

冨田健之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 60 30 0 0 10 0 100

１．中学校歴史教科書はその時代時代の特徴をつかむための最良の手引き書であり、歴史を学び直そうとする際に第一
に参照されるべき参考書だといえる。また、中学校歴史教科書は学習指導要領の改訂に基づき、原則として４年ごとに
改訂され、そのたびに記述が修正されたり、場合によってはまったく新しくかきかえられたりもする。  ２．本授業では、東京
書籍から１９７２（昭和４７）年と２００６（平成１８）年にそれぞれ刊行された中学校歴史教科書を比較し、約３０年の間に教科
書記述がどれだけ変わってきたのかをまず確認する。  ３．ついで、そうした教科書記述の変化の背景にある、歴史研究の
発展・深化についてみていく。  ４．歴史は「暗記物」というレッテルが貼られることがあるが、知識を身につけることはどの
研究分野にあってもその出発点である。  ５．本授業では、基礎的な知識を身につけたうえで、その知識を「応用」していく
スベを修得していく。それによって、歴史的背景をふまえた現代社会を理解し、そこで生きていくための基礎知識（社会形
成能力）と汎用的能力を身につけることをめざす。

参考書は授業中に適宜紹介する　　　 

　　　 

人間や社会を多角的な視野から捉え、考え文章で説明することができる。a

自主的、継続的に学修することができる。

レポート課題について十分な準備調査を行い、wordを使ってレポートを作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

g

g

g

a.ga.g

A A1 A1

水曜昼休み

歴史学　歴史教科書　記述の変化　研究の進展　　「歴史は変わる」　　　　　　

総合・人間科学関係科目

人間と歴史（２全学科）後期2021

2

2

選必

教科書は使用しない　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 人間と歴史（２全学科）後期

１． 小テスト：6回×１０点＝６０点  ２． レポート：３０点     レポート課題ならびにレポート書式については、
WebClass第11回授業で説明す     る  ３． ポートフォリオ：「学修到達度評価レポート」１０点    ①【学
生の到達度目標】の項目１～４の達成度とその理由を各200～250文字で入      力する。    ②授業ア
ンケートに回答する

1539

１．自ら学ぼうとする意欲と意思  ２．中学校程度の日本史に関する知識

「課題対応力」の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの



学修上の
注意

(SBOs)

1． 本科目はすべての授業（全15回）をオンライン（オンデマンド型）で実施する。  2． 授業コンテンツと重要な連絡は、す
べてWebClassで提示する。授業計画などに急     な変更がある場合にも、WebClassに記載する。  3． 授業受講の前に
、WebClass本科目ページに掲載されている「授業の流れ」を毎     回必ず読むこと。  4． 中間・定期試験は実施しない。
従って再試験も実施しない。  5． 提出物は期限内に提出すること。ただし、公認欠席および急病（診断書もしくは     病院
・薬局の領収書を提出）の場合は、教員宛連絡すること。  6． レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃は、
不正行為とみなされ、     単位の認定は行われない。

2021 人間と歴史（２全学科）後期

1540



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

授業全般に関するガイダンス

授業概要の説明および受講にあたっての諸注意などを行う
講義

ガイダンス内容を再度確認する

10

テーマ

内容

2回

三内丸山遺跡

発見・発掘で変わる時代像
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

3回

前回講義の理解度確認

小テスト①「三内丸山遺跡」
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする

20

テーマ

内容

4回

稲作のはじまり

米づくりはいつ日本に伝わったのか
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

5回

前回講義の理解度確認

小テスト②「稲作のはじまり」
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする

20

テーマ

内容

6回

「大和朝廷」

「大和政権」と表記されるようになった理由
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

7回

前回授業の理解度確認

小テスト③「『大和朝廷』」
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする

20

テーマ

内容

8回

「鎌倉幕府の成立

「イイクニつくろう」と覚えたが・・・
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

テーマ

内容

9回

前回授業の理解度確認

小テスト④「鎌倉幕府の成立」
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする

20

テーマ

内容

10回

モンゴル襲来

2回とも暴風が吹いたのか
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する

20

2021 人間と歴史（２全学科）後期

1541



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

前回授業の理解度確認

小テスト⑤「モンゴル襲来」  レポート課題およびレポート書式の提示・説明
演習

小テストの自己分析を行うとともに、次回授業の準備をする  
レポート作成の準備活動

60

テーマ

内容

12回

倭寇

日本人ばかりではなかった
講義

授業内容の復習をしておく。次回授業で前回授業に関する確
認テストを実施する  レポート作成の準備活動

60

テーマ

内容

13回

前回授業の理解度確認

小テスト⑥「倭寇」
演習

小テストの自己分析を行う  レポート作成の準備活動

60

テーマ

内容

14回

レポートの作成

レポートの作成作業
演習

レポートを作成する  ポートフォリオ（到達度レポート）の作成

60

テーマ

内容

15回

レポートの作成

レポートを完成させ提出する
演習

レポートを完成させる  ポートフォリオを作成する

60

2021 人間と歴史（２全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

人間と環境（２全学科）後期

Human and Environment

2123601

前期・後期

ueno@ed.sojo-u.ac.jp

F803　　　　　

上野賢仁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 0 30 0 0 10 0 100

 人間をとりまく環境はいま、地球温暖化、生物多様性、資源・エネルギーの枯渇、環境汚染などの問題が溢れており、こ
れらは複数の要因と関係し、複雑である。人間が環境問題にどう対処すべきかを考えるとき、からみ合った複雑なことを
広い視野で多面的に理解する必要がある。人間活動に起因する環境問題はあらゆる分野が関係するが、個々人として
はまず自然科学と社会科学の両面から考える姿勢をもつのが良いと思われる。   本講義では、環境に関する基礎的な
事柄を学びつつ、様々な対策手法や環境技術を学びながら、人間と環境の相互関係をシステム的に捉えて考えていく。
各人の専門分野において環境問題に取り組む際の基礎的な素養を身に付けることができるものと期待している。   講義
では、前半で「人間と環境」に関しての基礎事項や捉え方について説明した後、関連するテキストの該当箇所について説
明し、後半で理解を助けるために簡単な計算などの演習を行う。（資料や課題にWebClassを使う。関数電卓を用意して
おくと良い。）    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、期末試験のみ対面で行う。  ※提出物については提出日以降の授
業等で適宜解説する。

環境問題をシステム的に考える　化学同人　井村秀文　 978-4-7598-1323-4

環境白書／循環型社会白書／生物多様性白書　日経印刷　環境省大臣官房環境計画課 ： 環境省環境再生・資源循環局　 978-4865791174

環境問題を多角的な視点から捉え、問題の背景や構造、対策の現状を理解し、文章（あるいは口頭）で説明することができる。a

技術が社会や自然に及ぼす影響、及び技術者の社会的責任を理解し、文章（あるいは口頭）で説明することができる。

自主的、継続的に学習することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

b

g

g

a,b,ga,b,g

A A1 A1

木曜日3時限

自然と人間の相互作用　地球と気候システム　環境指標と生物多様性　環境経済と環境政策　　
資源・エネルギー利用と環境負荷　　　　　　

人間と環境（２全学科）後期2021

1

2

選必

Professional Engineering Library 環境工学　実教出版　PEL編集委員会監修、山崎慎一編　　978-4-407-34030-3

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

環境社会検定試験eco検定公式テキスト　日本能率境界マネジメントセンター　東京商工会議所　 978-4820727026

新版 環境被害のガバナンス　成文堂　永松俊雄　 978-4792333607

熊本県自然保護読本 自然保護とあなた‐子供達の未来のために‐　城野印刷所　熊本県自然保護読本編集委員会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 人間と環境（２全学科）後期

1. 中間試験、期末試験  各30点 （再試験は実施しない。）  2. 課題レポート 30点（7回目授業時にテ
ーマ等について説明、11回目授業時に提出を求める。）   図書館の環境関連図書を資料として、課題レ
ポート（本文1,000文字以上）を次の規定に沿って作成し提出する。   A4用紙1枚（両面可）、表紙不要
、余白各25mm、1頁40行、1行40文字、フォント：MS明朝体、10.5pt。   1行目：タイトル、2行目：空白
、3行目：学部名、学科名、学籍番号、氏名、4行目：空白、5行目：本文。   参考文献・URLを末尾に記載
。（著書の場合：著者名、『著書名』、引用頁、発行所、発行年。論文の場合：著者名、「論文名」『雑誌名
』、引用頁、発行所、発行年。Webの場合：名称、URL、アクセス日）  3. ポートフォリオ：「到達度評価レ
ポート」10点   【学生の到達度目標】の項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し15回目
までに提出する。   授業アンケートに回答する。  4. 講義中に実施する演習問題の取り組み状況も評価
に加味する。  5. 100点満点中60点以上を合格とする。

1544

環境問題に関する関心を持ち、新聞記事やニュースに目を通しておくこと。

本学DP「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」に必要な人間や
社会に対する多角的視野と基礎的知識、及び社会課題への対応についての汎用的能力を身につけ、
それらを実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 授業回数の1／3以上の欠席者は成績評価を行わない（不合格となる）。ただし、公認欠席は出席扱いとする。  2. 遅
刻は授業開始後20分までとし、以後は欠席とする。  3. 提出物は期限以内に提出すること。期限以後は一切受け付けな
い。ただし、公認欠席の場合は別途指示する。  4. 授業中のお茶・水以外の飲用は不可。  5. 授業中に他の授業の課題
やスマートフォン等を使用した場合は退出を命じ欠席扱いとする。    ※遠隔授業では2、4、5は無視してよい。

2021 人間と環境（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

自然と人間の相互関係

ガイダンス／自然と人間の相互関係の把握と理解
講義

予習：教科書の全体に目を通しておく。  復習：ガイダンスで
の説明事項について確認する。

20  20

テーマ

内容

2回

地球と人間／環境容量

地球と人間の関係／地球の許容限界／環境容量 講義  演
習

予習：教科書の1章を通読しておく。  復習：授業範囲を復読
する。

30  30

テーマ

内容

3回

地球の気候システム／地球温暖化

地球の大気／水の循環／気候システム／地球温暖化 講義  演
習

予習：教科書の1～2章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

テーマ

内容

4回

環境指標／生物多様性

生物多様性／生態系／生態系の機能とサービス／生物多様性の保全 講義  演
習

予習：教科書の12章を通読しておく。  復習：授業範囲を復読
する。

30  30

テーマ

内容

5回

環境感／地球と人間の歴史／文明の転換／持続可
能性

変化する世界の見方／成長の限界／熱力学的な視点／地球の歴史／人
間の歴史／低炭素・共生・循環型社会／持続可能性

講義  演
習

予習：教科書の1～3章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

テーマ

内容

6回

環境管理／環境影響評価（その1）

コモンズの悲劇／ローカルコモンズ／環境管理／環境影響評価 講義  演
習

予習：教科書の2～3、13章を通読しておく。  復習：授業範囲
を復読する。

30  30

テーマ

内容

7回

環境経済／環境政策／環境倫理

地球環境と経済／市場の失敗／環境情報／環境政策／環境倫理 講義  演
習

予習：教科書の1～3章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

テーマ

内容

8回

前半まとめ／中間試験

前半の講義についてのまとめ／中間試験による達成度の確認 講義  試
験

予習：1～8回の授業内容を総復習し、中間試験の準備をして
おく。  復習：中間試験の内容を振り返る。

60  30

テーマ

内容

9回

資源・エネルギー利用／環境負荷

資源生産性／エネルギー生産性／隠れた資源フロー（エコロジカルリュック
サック）／内包エネルギー（ライフサイクルエネルギー）／環境負荷／エコロ
ジカル・フットプリント／環境資源勘定／マテリアルフロー／ライフサイクル
アセスメント(LCA)

講義  演
習

予習：教科書の3章を通読しておく。  復習：授業範囲を復読
する。

30  30

テーマ

内容

10回

自然エネルギー利用／省エネルギー

エネルギーの質／エクセルギー／ヒートポンプ／カルノー効率／バイオマス
エネルギー／環境に好ましい選択／仮想評価法(CVM)

講義  演
習

予習：教科書の1、3章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

2021 人間と環境（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

公害／環境関連法

産業発展と公害／公害病／環境保全のための法制度 講義  演
習

予習：教科書の4章を通読しておく。  復習：授業範囲を復読
する。

30  30

テーマ

内容

12回

水環境／廃棄物

水質汚濁／富栄養化／上水道／下水道／廃棄物処理 講義  演
習

予習：教科書の5～8章を通読しておく。  復習：授業範囲を復
読する。

30  30

テーマ

内容

13回

土壌環境／大気環境／熱環境

土壌環境／大気環境／音・振動／熱環境 講義  演
習

予習：教科書の9～11章を通読しておく。  復習：授業範囲を
復読する。

30  30

テーマ

内容

14回

生態系／環境影響評価（その2）

生態系と生物多様性の保存／環境影響評価（環境アセスメント）／ミティゲ
ーション

講義  演
習

予習：教科書の12～13章を通読しておく。  復習：授業範囲
を復読するとともに、9～15回の授業内容を総復習し、期末試
験の準備をしておく。

30  60

テーマ

内容

15回

後半まとめ／期末試験  ／総括

後半の講義についてのまとめ／期末試験による達成度の確認 講義  試
験  ／講

義

予習：9～15回の授業内容を総復習し、期末試験の準備をし
ておく。  復習：期末試験の内容を振り返り、ポートフォリオ（到
達度レポート）を作成する。  ／復習：授業全体の内容を振り
返る。 60  30 

 ／30

2021 人間と環境（２全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

現代の社会と法（２全学科）後期

Modern Society and Law

2123701

前後期

take1118@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟312　　　　　

竹内 明里（実務経験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 25 0 0 10 65 100

１ 授業概要  （１） 本講義は、教員の官庁等での勤務経験等を踏まえ、「ブラック校則」「LGBT」「介護問題」「ブラックバ
イト」など、学生が今後関わりうる（関わった）現代社会の様々な問題を題材として、法の基本的な枠組を学び、社会問題
解決のための多様なアプローチ等を考えるものである。  （２） 授業はレジュメに沿ったオンデマンド講義形式。   授業動
画視聴後に課題（確認ワーク、社会問題に対する自分の意見の論述等）を行う。また、社会問題について法の観点から検
討し、レポートを作成する。  （３） 本講義は、上記（１）（２）をとおして、学生が以下の能力を習得することを目的とする。  ・
現代の社会問題を法的視点から理解し、社会生活を営む上で必要となる基礎知識（社会形成能力）  ・自分の意見を分
かりやすく伝える表現力（人間関係形成能力）  ・毎回宿題を行うことで、自主的に社会問題を調べ、継続的に学習する
能力    ２ 学修上の助言  （１） 心構えとして、取り上げる「法」や社会問題を他人事と思わず、自分の問題として考えるこ
と。  （２） 社会問題や法的問題には、「1+1=2」のような明確な正解がない場合もある。「多数派の意見」が「正しい」とは
限らない。様々な意見を議論する中で新しい解決策が生まれることも多い。     授業では、こうした問題について、法的視
点を含む様々な意見を考えたうえで、自分の意見を構築するように努めること。  （３） 毎回の課題は必ず行うこと。   また
、課題作成時には、社会問題を自分で調べてまとめ、自分の考えを他人にわかるように述べる努力をすること。この努力を
継続することで、社会問題への理解や表現力が高めることができる。    ＊提出物については、第９回・11回〔レポート作
成）、第14回・15回（まとめと補足）にて、フィードバックします。

高校生からの法学入門　中央大学出版部 　中央大学法学部 　 978-4805727096 

科学者と戦争　岩波書店　池内 了　 978-4004316114

法の基礎知識や多様な考え方を学び、これらを活かして社会問題を考えることができるa

社会問題を調べ、自分の意見を分かりやすく説明することができる

社会問題を自分で調べて宿題を作成し、毎回期限前に提出することができる

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

f

g

g

a,f,ga,f,g

A Ａ１ Ａ１

昼休み

法　社会　人権　　　　　　　　　

 本講義では広く法を扱うが、日
本を形作る根本的な法として「日
本国憲法」があり、公務員・教員
の基本知識として、採用試験でも
出題されている。   本講義履修
後、より深く「日本」の在り方を考
えたい場合には、発展科目として
「日本国憲法」を勧める。

現代の社会と法（２全学科）後期2021

2

2

選必

教科書は使用しない。　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

ブラック校則 理不尽な苦しみの現実　東洋館出版社　荻上チキ、内田 良　 978-4491035574

介護殺人:追いつめられた家族の告白（新潮文庫）　新潮社　毎日聞大阪社会部取材班　 978-4101012919

はじめて学ぶLGBT 基礎からトレンドまで (スッキリわかる!)　ナツメ社　石田 仁　 978-4816365829
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
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関連

2021 現代の社会と法（２全学科）後期

（１） 課題研究（レポート） ２５点   （内訳）   ワークシート５点：第９回課題： 提出期限は第１１回前日   レ
ポート  ２０点：第１１回課題： 提出期限は第１３回前日    所定のテーマ（第１回に詳細を発表）について、
参考文献（書籍一冊以上＋その他資料）を読み、レポートワークシートに情報を整理したうえで、レポート
(1200字以上）を作成する。   なお、レポートワークシートの不備が多い学生（著しい条件違反、未提出
等）は、準備不足とみなし、レポートの提出自体を認めない。  （２） 「到達度評価ポートフォリオ」１０点   「
学生の到達度目標」の各項目の達成度とその理由を２００字～2２５０文字で入力し、第１５回前日までに
に提出。  （３） その他： 課題研究回を除いた授業回の課題 ６５点（５点×１３回）    毎回、次回授業前日
までに提出。     期限後の提出は評価対象外。  （４） ６０点以上を合格とする。再試験等は一切行わな
い。 
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竹内明里

（１） 現代の社会問題への関心と、自ら学ぼうとする意欲を持つこと  （２） ニュースで現代の社会の動き
を把握すること  （３） 中学や高校の「現代社会」「公民」などの知識をおさらいしておくこと

（１） 法の基本構造や社会問題について、多様な考え方を知り理解を深め、社会生活を営む上での基礎
知識（社会形成能力）を身に着ける。  （２） 課題やレポート作成などの作業を通じて、自分の意見を分か
りやすく伝える表現力やコミュニケーション能力（人間関係形成能力）を身に着ける。



学修上の
注意

(SBOs)

（１） 課題提出をもって出席とみなす。必ず提出すること。  （２） 提出物は期限内に提出する。     原則として、公欠相当事
由がない場合、締切後の提出を受け付けない。    そのような事情がある学生は速やかに教員に連絡すること。  （３） 提出
物を作成する際は、授業動画を視聴し、理解したうえで、条件（書式、使用ソフト等）を守って作成すること。   「文字を書け
ば点数が獲得できる」わけではないことに注意すること（出席とみなさないこともある）。  （４） 課題作成につき、参考資料
（ウェブサイト等）や他の学生の作品のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は不正行為とみなし、単位を認めな
い。  （５） その他、授業内での教員の指示を守ること。  （６） わからないことがあれば、教員にメールで質問をすること。     
大学メール・ウェブクラスメールは毎日確認すること。

2021 現代の社会と法（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス

授業概要、受講時の注意事項、  高校までの知識のおさらいなど 講義、演
習

（復習）ガイダンスでの説明事項についての確認。  復習課題
（確認ワーク）を行う。  *課題締切：次回授業前日23:59

30

テーマ

内容

2回

イントロダクション：法とは何か

法と道徳の違い、日本における法の種類（憲法、法律、条令等）を知る。 講義、演
習

（予習）「法と道徳の違い」に関する記事を読む。  （復習）復
習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  
*課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

3回

憲法①総論・統治

憲法の歴史、3大原理（国民主権、平和主義、基本的人権の尊重）を学び、
憲法の意義を考える。

講義、演
習

（予習）「憲法の基礎」に関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

4回

憲法②人権

「ブラック校則」などを題材として、憲法が保障する人権について学ぶ。 講義、演
習

（予習）「ブラック校則と人権」に関する記事を読む。  （復習）
復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読
。  *課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

5回

民法①財産法

大学生が関わりうる契約トラブル  等を題材に、契約や不法行為等、財産に
関する民法の規定を学ぶ。

講義、演
習

（予習）「消費者トラブル」に関する記事を読む。  （復習）復習
課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *
課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

6回

民法②家族法

婚姻、相続等、家族に関する法を学ぶ。また、「LGBT」「同性婚」などを題材
に、家族法の意義を考える。

講義、演
習

（予習）「LGBTと法」に関する記事を読む。  （復習）復習課題
（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課題
締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

7回

刑法①総論

「安楽死」を題材に、刑法が社会で果たす役割や基本原則を学ぶ。 講義、演
習

（予習）「安楽死」に関する記事を読む。  （復習）復習課題（確
認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課題締切
：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

8回

刑法②刑事訴訟法、

「裁判員裁判」を題材に、刑事裁判手続きの基礎を学ぶ。 講義、演
習

（予習）「裁判員裁判」に関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59    ※次回に向けて、レポートで
取り上げる参考文献を収集し、目を通しておく。

60

テーマ

内容

9回

課題研究（レポート作成）１  レポート作成の準備

一つ選び、書式を守ってレポートを作成する。  ＊今回は作成準備として、レ
ポート作成方法を学ぶ。  *また、「レポートワークシート」でレポート作成の準
備をする。  （レポートワークシートでの主な作業）  ・収集した参考文献情報
を整理する。  ・レポートの骨子を作成。論述内容の過不足、論理性などを確
認する。

講義、演
習

（予習）レポートで使う資料を収集しておく。  （復習）「レポート
ワークシート」を完成して提出する。  *課題締切：第11回授業
前日23:59

60

テーマ

内容

10回

法による日常紛争の解決

「SNSトラブル」などを題材に、日常的な紛争(トラブル）において法が果たす
役割を考える。

講義、演
習

（予習）「SNSトラブル」に関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59  ※レポートＷS作成作業を進
める

60

2021 現代の社会と法（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

課題研究（レポート作成）２  レポート作成

〇授業内で指示するテーマから一つ選び、書式を守ってレポートを作成する
。  ＊今回は、前回学んだレポート作成方法を再確認する。  また、「レポートワ
ークシート」を基にレポートの作成を行う。

講義、演
習

（予習）「レポートワークシート」で参考文献情報の整理とレポ
ート骨子を作成しておく（第9回課題）。  （復習）レポートを作
成し、第１３回前日までに指定の方法で提出する。

60

テーマ

内容

12回

労働と法

「ブラックバイト」などを題材に、労働者として知るべき法（労働基準法等）を
学び、現代の労働問題を考える。

講義、演
習

（予習）「ブラックバイト」に関する記事を読む。  （復習）復習
課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *
課題締切：次回授業前日23:59  ＊＊課題研究レポートも同
日締切。

60

テーマ

内容

13回

熊本と世界の人権問題

上熊本に療養所のあった「ハンセン病」を題材に、人権を考える。また、世界
の人権問題と、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）など国際社会の取組を学ぶ。

講義、演
習

（予習）「ハンセン病」または「国際社会の人権問題」に関する
記事を読む。  （復習）復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を
行う。配布資料の再読。  *課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

14回

まとめと補足１（憲法・民法）

第６回までの授業のまとめと補足を行う。 講義、演
習

（予習）第６回までの授業内容を総復習しておく。  （復習）復
習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  
*課題締切：次回授業前日23:59  ※ポートフォリオ「科目到
達度レポート」を入力する（第15回前日までに提出）

60

テーマ

内容

15回

まとめと補足２（刑法・労働法・人権）

第７回以降のまとめと補足を行う。レポート等の課題を総括する。
講義

（予習）これまでの授業内容を総復習しておく。  （復習）復習
課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *
課題締切：授業から一週間後の23:59

60

2021 現代の社会と法（２全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

現代の社会と政治（２全学科）後期

Political Science

2123801

前後期

 @ 

本館310　　　　　

今井亮佑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 90 0 0 10 0 100

（1）政治の基本的な仕組みを理解してもらいます  18歳になれば選挙権を得て、一人の有権者として政治と関わること
になります。  しかし、政治の仕組みがわかっていなければ、折角得た選挙権を有効に行使することができません。  そこで
本講義を通じて、一般教養として、政治の仕組みに関する基本的理解を深めてもらいます。    （2）政治に関する論点に
ついて、自分なりに考えてもらいます  政治とは、正解のない営みです。  一つの問題に対する色々な立場・考え方が存在
します。  本講義では、政治に関する諸論点に対する、複数の見方を提示します。  受講生の皆さんには、講義内容をもと
に、関連する情報を自ら収集・処理することで、論点に対する自分なりの考えをまとめてもらいます。

政治学　東京大学出版会　川出良枝・谷口将紀（編）　 978-4-13-032219-5

現代日本政治入門　東京大学出版会　新藤宗幸・阿部齊　 978-4-13-032223-2

政治に関する論点について多面的に考える能力とその素養を身に付けることができる。a

自身の考えを論理的に記述する力を養うことができる。

自主的、継続的に学習する習慣を身に付けることができる。

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる。

f

g

g

a,f,ga,f,g

A A1 A1

初回講義で示します

政治　選挙　　　　　　　　　　

基礎科目：SOJO基礎I、SOJO
基礎II

現代の社会と政治（２全学科）後期2021

2

2

選必

※指定なし　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

18歳からの政治入門　日本経済新聞出版社　日本経済新聞政治部（編）　 978-4-532-16991-6
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 現代の社会と政治（２全学科）後期

1．リアクションペーパー（10点×4回＝40点）  〇講義の内容をもとに「考えたこと」を500字以上で論じ
るリアクションペーパーを4回提出してもらいます。  〇提出の2週間後までをめどに、気づいた点、改善
すべき点をフィードバックします。    2．レポート（25点×2回＝50点）  〇私が提示するテーマについて1
200字以上で論じるレポートを2回提出してもらいます。  〇提出の2週間後までをめどに、気づいた点、
改善すべき点をフィードバックします。    3． ポートフォリオ：「学修到達度レポート」（10点）  〇【学生の
到達度目標】の項目①～③の達成度とその理由を各200～250字で入力してもらいます。    ☆いずれ
も、詳細は講義の中で説明します。

1554

■受講にあたり、予備知識は必要としませんが、政治を学びたいという積極的な意欲は持って下さい。  
  ■政治は絶えず動いています。その動きをフォローするために、日々新聞に目を通すようにして下さい。

講義の中で、政治的問題に対する自身の立場を根拠付けて論じる機会を多く設けます。それを通じて、
本学DPに挙げられている基礎的・汎用的能力である、「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自
己管理能力」「課題対応力」を身に付け、それらを実践できるようにします。



学修上の
注意

(SBOs)

■リアクションペーパー・レポートは、提出期限（初回講義時に明示）を厳守してください。期限後にメールに添付して送り
つけてくる者がいますが、一切受け取りません。  ■再試験等は一切行いません。  ■リアクションペーパー・レポートの執
筆に際し、コピー＆ペーストなどの剽窃（ひょうせつ）を行った場合は、不正行為とみなし、単位を認定しません。  ■講義内
容が理解できなかった場合は、遠慮なくメールで質問して下さい。  ■新聞やテレビニュースを通じて、日々の政治の動き
に興味を持つようにして下さい。

2021 現代の社会と政治（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス

授業概要や受講時の注意事項等を説明する。
講義

（復習）ガイダンスでの説明事項についてよく頭に入れる。

30

テーマ

内容

2回

選挙制度概論

・選挙制度を類型化し、それぞれの特徴について説明する。  ・米大統領選
挙の制度について説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

3回

日本の選挙制度① 概要

衆議院・参議院の選挙制度の歴史的変遷と、制度改革の背景について説
明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

4回

日本の選挙制度① 論点

衆参両院の現行の選挙制度をめぐる論点を提示し、それに対する複数の見
方を紹介する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

5回

大統領制と議院内閣制

大統領制の国（米国）の政治との比較の視点を交えながら、議院内閣制の
国（日本）の政治の特徴について説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

6回

議会制度

・日本の国会における立法の過程について説明する。  ・二院制の長所と短
所について説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

7回

政策過程

自民党政権下における政策過程の特徴とその功罪について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

8回

行政制度

日本の行政機構の改革の概要と、それがもたらした影響について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

9回

政党

選挙制度が政党のあり方に及ぼす影響について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

10回

日本の政党① 自民党

戦後半世紀以上にわたって政権を担ってきた自民党という政党の特徴につ
いて説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

2021 現代の社会と政治（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

日本の政党② 野党

野党勢力の変遷と、野党が抱える課題（ジレンマ）について説明する。
講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

12回

政治家

日本の国会議員の数は適正か、女性政治家が少ないのは問題か、といった
論点について考える際に考慮に入れるべきポイントを紹介する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

13回

有権者①

なぜ人は選挙で投票／棄権するのか、人は何を判断基準に投票する政党
や候補者を選ぶのかについて説明する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

14回

有権者②

若年層の投票率が低いのは問題か、投票率を上げるにはどうすればよいの
か、といった論点について考える際に考慮に入れるべきポイントを紹介する。 講義

（復習）  ・講義内容を復習した上で、疑問や興味を持った点
について自分で調べ、自分なりに考えを深める。  ・リアクショ
ンペーパー・レポートが課題として出ていたら、その執筆を行
う。

90

テーマ

内容

15回

課題研究

二本目のレポートの執筆に向けて、テーマについて自分で調べる時間に充
ててもらう。 演習

・レポートを執筆する。  ・学修到達度レポートを執筆し、授業
アンケートに回答する。

180
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

現代の社会と経済（２全学科）後期

Modern society and economy

2123901

後期

ohno@educ.kumamoto-u.ac.jp

本館1階 非常勤講師室（遠隔授業のため、基本的には在室していない。）　　　　　

大野 正久 （非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 30 60 0 0 10 0 100

授業形態については、オンデマンドの遠隔授業で実施します。  授業では、価格決定の理論やゲーム理論等の経済学の
基本的な考え方について学びます。ゲーム理論は、複数の主体による選択行動について考えていく学問です。  商品の
価格はどのようにして決まるのだろうか、企業間の価格競争や国際貿易の問題は社会的にどのように評価できるのだろ
うか、人の消費行動においてどのような条件が成立しているのだろうか等の問題について、経済学の視点から考えてい
きます。また、地方分権の有効性や地域における環境政策が社会的にどのように評価できるか等の地域経済や環境経
済に関する問題について、経済学の視点から考えていきます。  授業の前半では、価格決定の理論について説明します。
後半では、ゲーム理論の基本的な考え方とゲーム理論の経済社会問題への応用について説明します。また、経済学にお
いて重要な概念である限界の概念について説明し、経済学の地域経済や環境経済への応用について説明します。

特に指定はありません。　　　 

　　　 

経済学の基本的な考え方ができるようになる。

論理的な考え方ができるようになる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

月曜日、５時限

価格決定の理論　ゲーム理論　限界の概念　地域経済　　環境経済　　　　　　

現代の社会と経済（２全学科）後期2021

2

2

選必

教科書は使用しません。　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 現代の社会と経済（２全学科）後期

小テスト（課題解答による評価）30点、レポート（課題解答による評価）60点、「到達度評価ポートフォリ
オ」10点により、評価する。（「到達度評価ポートフォリオ」については、上記の学生の到達度目標の項
目1と2の達成度とその理由について、各200～250字でレポートを作成し、提出してください。）

1559

受講にあたり、特に予備知識は必要ありません。

1．本学DPの理解と基礎的な実践を行い、専門科目との接続をはかる 2．自主的、継続的に学修し、社
会に貢献できる人材となるための心構えを身につける 3．自身の考え方を論理的にまとめ、他者に伝え
るために必要となる基礎的能力（文章作成能力）を身につける 4．一定の制約下で個人で計画的に課
題に取り組み、解決する能力を身につける



学修上の
注意

(SBOs)

2021 現代の社会と経済（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

授業の概要や授業の進め方、評価方法等について、説明する。
遠隔授業

【復習】授業概要や授業の進め方等について、理解する。

15

テーマ

内容

2回

経済のしくみについて

経済学とはどのような学問なのかということや経済のしくみ等について説明
する。 遠隔授業

【予習】経済のしくみについて調べてみる。           【復習】授
業内容について、繰り返し学習して理解を深める。

60

テーマ

内容

3回

市場における需要について

市場における家計の経済活動等について説明する。
遠隔授業

【予習】消費者の経済活動について調べてみる。           【復
習】授業内容について、繰り返し学習して理解を深める。

60

テーマ

内容

4回

市場における供給について

市場における企業の経済活動等について説明する。
遠隔授業

【予習】企業の経済活動について調べてみる。           【復習】
授業内容について、繰り返し学習して理解を深める。

60

テーマ

内容

5回

市場における需要と供給について

市場均衡や比較静学の概念について説明する。
遠隔授業

【予習】市場均衡について調べてみる。           【復習】授業内
容について、繰り返し学習して理解を深める。

60

テーマ

内容

6回

消費者余剰と生産者余剰について

消費者余剰、生産者余剰、そして、社会的余剰の概念について説明する。
遠隔授業

【予習】消費者余剰について調べてみる。           【復習】授業
内容について、繰り返し学習して理解を深める。

60

テーマ

内容

7回

経済学の国際経済等への応用について

国際貿易は、商品の輸入国にとって望ましいのか否かという問題等につい
て、経済学の視点から説明する。 遠隔授業

【予習】国際貿易について調べてみる。           【復習】授業内
容について、繰り返し学習して理解を深める。

60

テーマ

内容

8回

ゲーム理論①

ゲーム理論の考え方や囚人のジレンマについて説明する。
遠隔授業

【予習】ゲーム理論について調べてみる。           【復習】授業
内容について、繰り返し学習して理解を深める。

60

テーマ

内容

9回

ゲーム理論②

企業間の価格競争や国際貿易等の問題について、ゲーム理論を用いて、説
明する。 遠隔授業

【予習】ゲーム理論の応用について調べてみる。           【復習
】授業内容について、繰り返し学習して理解を深める。

60

テーマ

内容

10回

ゲーム理論③

逐次手番ゲームの考え方について説明する。企業の参入問題等について、
ゲーム理論を用いて説明する。 遠隔授業

【予習】ゲーム理論の応用について調べてみる。           【復習
】授業内容について、繰り返し学習して理解を深める。

60

2021 現代の社会と経済（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

限界の概念について

経済学において重要な考え方である限界の概念について説明する。
遠隔授業

【予習】限界の概念について調べてみる。           【復習】授業
内容について、繰り返し学習して理解を深める。

60

テーマ

内容

12回

地方分権化と地域における環境政策について

地方分権化が望ましいのか否かについて、限界の概念を用いて説明する。
また、外部性の概念について説明し、地域における環境政策に外部性が伴
う場合、その政策決定が社会的に望ましいのか否かについて、限界の概念
を用いて説明する。

遠隔授業

【予習】地方分権について調べてみる。           【復習】授業内
容について、繰り返し学習して理解を深める。

60

テーマ

内容

13回

公共政策と投票について①

公共政策の決定における投票に関して説明する。
遠隔授業

【予習】投票について調べてみる。              【復習】授業内容
について、繰り返し学習して理解を深める。

60

テーマ

内容

14回

公共政策と投票について②

中位投票者定理等について説明する。
遠隔授業

【予習】中位投票者について調べてみる。           【復習】授業
内容について、繰り返し学習して理解を深める。

60

テーマ

内容

15回

これまでの授業のまとめ

これまでの授業のまとめを行う。（課題解答と到達度評価ポートフォリオの提
出） 遠隔授業

【復習】授業内容について、繰り返し学習して理解を深める。
課題について、取り組む。

90
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

日本国憲法（３機宇情）

The Constitution of Japan

2124101

後期

take1118@sojo-u.ac.jp

本館付属棟312　　　　　

竹内明里（実務教員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 25 0 0 10 65 100

１ 授業概要  （１） 日本国憲法は基本的人権の尊重や平和主義、国民主権など日本国のあり方を定めている。    本講義
では、裁判例や社会問題（「ブラック校則」「軍事研究と平和主義」等）を題材に、教員の官庁での経験も踏まえつつ、日
本国憲法の理念、人権、日本の統治の仕組みへの理解を深める。  （２） 授業はレジュメに沿ったオンデマンド講義形。   
授業動画視聴後に課題（確認ワーク、社会問題に対する自分の意見の論述等）を行う。また、社会問題について憲法の
観点から検討し、レポートを作成する。  （３） 本講義は、上記（１）（２）をとおして、学生が以下の能力を習得することを目的
とする。  ・日本国憲法と関連する社会問題を理解し、社会生活を営む上で必要となる基礎知識（社会形成能力）  ・自分
の意見を分かりやすく伝える表現力（人間関係形成能力）  ・毎回宿題を行うことで、自主的に社会問題を調べ、継続的
に学習する能力  （４） なお、 ニーズに応じて教員採用試験や公務員試験対策を盛り込む。    ２ 学修上の助言  （１） 心
構えとして、日本国憲法や社会問題を他人事と思わず、自分の問題として考えること。  （２） 憲法が関わる社会問題には
、「1+1=2」のような明確な正解がないこともあるし、「多数派の意見」が「正しい」ものでない場合もある。様々な意見を議
論する中で新しい解決策が生まれることも多い。   授業では、こうした問題について、憲法からの視点を含む様々な意見
を考えたうえで、自分の意見を構築するように努めること。  （３） 毎回の課題は必ず行うこと。   また、課題作成時には、
社会問題を自分で調べてまとめ、自分の考えを他人にわかるように述べる努力をすること。この努力を継続することで、社
会問題への理解や表現力が高めることができる。    ＊提出物については、第9回・11回 (レポート作成）、第15回（まとめ
）にて、フィードバックします。

いちばんやさしい憲法入門 第5版　有斐閣　初宿正典ほか　 978-4641220911

教養としての憲法入門　弘文堂　神野 潔　 978-4335356636

日本国憲法についての基礎知識や多様な考え方を学び、これらを活かして、社会問題を考えることができるa

日本国憲法に関する社会問題を調べて、自分の意見を文章で分かりやすく説明することができる

日本国憲法に関する社会問題を調べて宿題を作成し、毎回期限前に提出することができる

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる

ｆ

f

g

a,f,ga,f,g

Ａ Ａ１ Ａ１

昼休み

法　社会　憲法　人権　　統治　　　　　　

 法学を扱う授業としては、「現代
の社会と法」と本講義「日本国憲
法」が設定されている。   本講義
は「日本国憲法」に特化したもの
であり、幅広い法の基礎知識を
学ぶ「現代の社会と法」に対して
応用的な立ち位置にある。   また
、本科目は、公務員・教員採用試
験受験者のニーズを重視する。こ
のため、課題についても、試験対
策問題を含むなど、「現代の社会
と法」よりも量が多くなる。   法に
ついて、より一般的な基礎知識を
学びたい場合には、「現代の社会
と法」を履修することを勧める。

日本国憲法（３機宇情）2021

3

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・日本国憲法

教職課程のための憲法入門 <第2版>　弘文堂　原博史、斎藤一久　　978-4-335-35763-3

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

憲法 第七版　岩波書店　芦部信喜ほか　 978-4000613224

ポケット六法 令和３年版　有斐閣　佐伯 仁志、大村 敦志ほか　 978-4641009219
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（１） 課題研究（レポート） ２５点   （内訳）   ワークシート５点： 第９回課題： 提出期限は第１１回前日   レ
ポート  ２０点：第１１回課題： 提出期限は第１３回前日    所定のテーマ（第１回に詳細を発表）について、
参考文献（書籍一冊以上＋その他資料）を読み、「レポートワークシート」に情報を整理したうえで、レポ
ート（1200字以上）を作成する。   なお、レポートワークシートの不備が多い学生（著しい条件違反、未
提出等）は、準備不足とみなし、レポートの提出自体を認めない。  （２） 「到達度評価ポートフォリオ」１０
点   「学生の到達度目標」の各項目の達成度とその理由を２００字～２５０文字で入力し、第１５回前日ま
でに提出。  （３） その他：課題研究回を除いた授業回の課題 ６５点（５点×１３回）   毎回、次回授業前
日までに提出すること。   期限後の提出は評価対象外。  （４） ６０点以上を合格とする。再試験等は一
切行わない。 

1564

竹内明里

（１） 憲法に関する動きへの関心と、自ら学ぼうとする意欲を持つこと  （２） ニュースで現代の社会の動
きを把握すること  （３） 中学や高校の「現代社会」「公民」、本学の「現代の社会と法（現代社会と法Ⅰ）
」（履修している場合）の知識をおさらいしておくこと。

（１） 日本国憲法の基本構造や社会問題への理解を深め、多様な観点から考えることにより、社会に貢
献するための基礎知識（社会形成能力）を身に着ける。  （２） 課題やレポート作成等の作業を通じて、自
分の意見を分かりやすく伝える表現力やコミュニケーション能力（人間関係形成能力）を身に着ける。



学修上の
注意

(SBOs)

（１） 課題提出をもって出席とみなす。必ず提出すること。  （２） 提出物は期限内に提出する。    原則として、公欠相当事
由がない場合、締切後の提出を受け付けない。    公欠した学生、公欠に相当する事情があり提出できなかった学生は速
やかに教員に連絡すること。  （３） 提出物を作成する際は、授業動画を視聴し、理解したうえで、条件（書式、使用ソフト等
）を守って作成すること。   「文字を書けば点数が獲得できる」わけではないことに注意すること（出席とみなさないことも
ある）。  （４） 課題作成につき、参考資料（ウェブサイト等）や他の学生の作品のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせ
つ）は不正行為とみなし、単位を認めない。  （５） その他、授業内での教員の指示を守ること。  （６） わからないことがあれ
ば、教員にメールで質問をすること。     大学メール・ウェブクラスメールは毎日確認すること。

2021 日本国憲法（３機宇情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス

授業概要、受講時の注意事項など 講義  演
習

（復習）ガイダンスでの説明事項についての確認。  復習課題
（確認ワーク）を行う。  *課題締切：次回授業前日23:59

30

テーマ

内容

2回

イントロダクション

憲法の意義、歴史、三大原理（国民主権・基本的人権の尊重・平和主義）を
学ぶ。

講義  演
習

（予習）「憲法の基礎」に関する記事を読み、高校までの知識
を整理する課題を行う。  （復習）復習課題（確認ワーク、ミニ
レポート）を行う。配布資料の再読。  *課題締切：次回授業前
日23:59

60

テーマ

内容

3回

人権総論１

人権保障の歴史、人権の観念、享有主体等を学ぶ。 講義  演
習

（予習）「人権の享有主体(受け手）」に関する記事を読む。  （
復習）復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料
の再読。  *課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

4回

人権総論２

基本的人権の限界（公共の福祉、私人間効力等）を学ぶ。 講義  演
習

（予習）「基本的人権の限界」に関する記事を読む。  （復習）
復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読
。  *課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

5回

人権各論１：包括的基本権

幸福追求権や新しい人権（プライバシー権、自己決定権等）の意義、内容、
限界を学ぶ。

講義  演
習

（予習）「新しい人権」に関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

6回

人権各論２：法の下の平等

法の下の平等の意義、内容、限界を学ぶ。 講義  演
習

（予習）「法の下の平等」に関する記事を読む。  （復習）復習
課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *
課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

7回

人権各論３：精神的自由権①

思想・良心の自由、信教の自由について、意義、内容、限界を学ぶ。 講義  演
習

（予習）「思想・良心の自由、信教の自由」に関する記事を読
む。  （復習）復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布
資料の再読。  *課題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

8回

人権各論４：精神的自由権②、

表現の自由、学問の自由について、意義、内容、限界を学ぶ。 講義  演
習

（予習）「表現の自由、学問の自由」に関する記事を読む。  （
復習）復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料
の再読。  *課題締切：次回授業前日23:59  ※次回に向けて
、レポートで取り上げる参考文献を収集する。

60

テーマ

内容

9回

課題研究（レポート）１  レポート作成の準備

〇授業内で指示するテーマから一つ選び、書式を守ってレポートを作成する
。  ＊今回は作成準備として、レポート作成方法を学ぶ。  *また、「レポートワー
クシート」でレポート作成の準備をする。  （レポートワークシートでの主な作
業）  ・収集した参考文献情報を整理する。  ・レポートの骨子を作成。論述内
容の過不足、論理性などを確認する。

講義  演
習

（予習）レポートで使う資料を収集しておく。  （復習）「レポート
ワークシート」を完成して提出する。  *課題締切：第11回授業
前日23:59

60

テーマ

内容

10回

課題研究（レポート））２  レポート作成

職業選択の自由、居住・移転の自由、財産権について、意義、内容、限界を
学ぶ。

講義  演
習

予習）「職業選択の自由」に関する記事を読む。  （復習）復習
課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *
課題締切：次回授業前日23:59    ※レポートWS作成作業を
進める。

60

2021 日本国憲法（３機宇情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

人権各論５：経済的自由権

〇授業内で指示するテーマから一つ選び、書式を守ってレポートを作成する
。  ＊今回は、第9回で学んだレポート作成方法を再確認する。  また、「レポー
トワークシート」を基にレポートの作成を行う。

講義  演
習

（予習）「レポートワークシート」で参考文献情報の整理とレポ
ート骨子を作成しておく（第9回）。  （復習）レポートを作成し、
第１３回前日までに指定の方法で提出する。

60

テーマ

内容

12回

人権各論６：参政権・社会権

選挙権等の参政権及び生存権・教育を受ける権利等の社会権について、意
義、内容、限界を学ぶ。

講義  演
習

（予習）「選挙権、教育を受ける権利」に関する記事を読む。  （
復習）復習課題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料
の再読。  *課題締切：次回授業前日23:59    ※レポート作成
作業を進める

60

テーマ

内容

13回

統治１：国会

権力分立制の歴史と意義、日本国憲法における三権の位置付けを把握す
る。また、国会の地位（国民の代表機関・国権の最高機関・唯一の立法機関
）を学ぶ。

講義  演
習

（予習）統治の仕組みに関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59

60

テーマ

内容

14回

統治２：内閣

行政権の概念、内閣の組織と権能、議院内閣制等を学ぶ。 講義  演
習

（予習）統治の仕組みに関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。配布資料の再読。  *課
題締切：次回授業前日23:59  ※ポートフォリオ「科目到達
度レポート」を入力する（第15回前日までに提出）

60

テーマ

内容

15回

統治３：裁判所  全体のまとめ

司法権の概念、裁判所の組織と権能、司法権の独立や違憲審査制等を学
ぶ。  また、これまでの課題やレポートの総括を行う。

講義  演
習

（予習）統治の仕組みに関する記事を読む。  （復習）復習課
題（確認ワーク、ミニレポート）を行う。「三権分立ワークシート
」を完成させて提出する。配布資料の再読。  *課題締切：授業
から一週間後の23:59

60

2021 日本国憲法（３機宇情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

科学技術者倫理◎（３機）

Engineering Ethics

2124301

後期

t-suzuki@ed.sojo-u.ac.jp

本館309　　　　　

鈴木俊洋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 51 0 0 10 39 100

１． 科学技術の専門家になるということがいかなることかを理解し、科学技術者として実社会で出会う可能性のある倫理
的問題に対処する方法を学ぶ。    ２． 方法論や諸概念の把握と並行して、具体的事例に即して、倫理的判断形成の実践
的練習を行う。    ３． 授業内でのディスカッションや演習を通じて倫理的問題の討論の練習を行う。    ★提出課題（時事
ワークシート等）については、課題提出の次の週などに適宜解説を行う。

本質から考え行動する科学技術者倫理　白桃書房　金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所編　 9784561256991

理系のための科学技術者倫理　丸善出版　直江清隆・盛永審一郎編　 9784621089460

倫理的判断がいかなるものかを文章で説明することができるb

セブンステップガイドにそって倫理的判断を実践することができる

「予防原則」という概念について文章で適切に説明することができる

科学技術における「安全」の意義を文章で説明することができる

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる

b

b

b

b

b b,gb

A A3 A3

授業で指示する

組織における科学技術者　社会における科学技術者　専門職としての科学技術者　倫理的判断形
成　　科学技術者と環境　　　　　　

科学・技術・社会に関係する諸科
目

科学技術者倫理◎（３機）2021

3

2

工学部・情報学部・生物

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（高等学校 情報）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・情報社会・情報倫理

指定しない　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

技術の道徳化: 事物の道徳性を理解し設計する　法政大学出版局　フェルベーク著　 9784588010330

ＡＩの倫理学　丸善出版　クーケルバーグ著　 9784621305881
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のある
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2021 科学技術者倫理◎（３機）

・レポート（期末レポート）：期末に授業全体に関するレポートを提出する 23点  A4用紙１枚片面、表紙
不要 フォーマット（1頁40行、1行40文字、MS明朝、文字サイズ10.5）、本文1.000文字以上    ・レポ
ート（事例考察シート）：事例考察シート（授業内で配布する様式に記入して提出）を計4回提出 7点×4
回 28点    ・その他：リアクションペーパー：初回と最終回（オンラインの場合は自習課題回2回）以外
の各回の授業終了時に授業内容についての質問・疑問・感想・コメント・考えたことなどを記述したリア
クションペーパーを提出 3点×13回 39点    ５．ポートフォリオ：「到達度評価レポート」10点  ①【学生
の到達度目標】の項目①～⑤の達成度とその理由を各200～250文字で入力しプリントアウトして提出
  ②授業アンケートに回答する

1569

１． 科学技術の関わる社会的問題について興味を持っていること  （日常生活の中で、新聞や報道番組
などを通じて知識を深めておくこと）  ２． ディスカッションにおいて自らの意見を述べる姿勢を持っている
こと  ３． 他者の意見を聞き、それについて質問をする姿勢を持っていること  ４． 倫理的問題を自らの問
題として考えようとする姿勢を持っていること

科学技術者倫理の諸問題の学習や実践的思考練習を通して、専門職として社会や組織の中で働くた
めの能力を身に着けることを目的とする本授業は、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理
解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それら
を実践できるもの）のうちで、特に、「人間関係形成・社会形成能力」「課題対応力」を身につけ、実践で
きる能力の育成を図ることに関連する。



学修上の
注意

(SBOs)

１．本年度の本科目は、全ての回をオンライン（オンデマンド型）で実施する。  ２．授業コンテンツはWebClassで提示する
ので、WebClassで本科目に登録すること。  ３．提出物は期限以内に提出すること。期限以後は一切受け付けない。但し
公認欠席の場合は別途指示する。  ４．出席の取り方、課題提出の方法については、WebClassの冒頭に提示する「受講
の手順」の文書で通知するので受講前に必ず熟読すること。  ５．本科目では、金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所
の提供するオープンアクセス資料及び動画教材（「ソーラーブラインド」）を講義の資料として使用する。  ６．レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなし厳しく対処する。

2021 科学技術者倫理◎（３機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

イントロダクション

科学技術者倫理とは何か。なぜ必要なのか。  どのように授業を進めるか。
講義

シラバスを読む  授業で扱った内容について理解を深める

30  60

テーマ

内容

2回

科学技術者と倫理

技術と倫理の関係  倫理的判断とは何か  リアクションペーパーの作成 講義  演
習

科学技術が関わる倫理的問題について考える  授業で扱っ
た事例の考察  （事例考察シート①として第6回授業で提出）

60  60

テーマ

内容

3回

自習課題（１）  倫理規定

倫理規定についての自習課題
演習

事例考察シート①

90

テーマ

内容

4回

倫理的判断について

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

5回

倫理的判断の練習①

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

6回

倫理的判断の練習②

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

7回

倫理的判断の練習

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成  事例考察シート②の作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察  事例
考察シート②

60  60

テーマ

内容

8回

安全

「安全」とは何か  安全の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

9回

ヒューマンエラー

ヒューマンエラーについて  ニューマンエラ―の関わる事例についてのディ
スカッション  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

10回

公益通報

公益通報について  公益通報に関わる事例についてのディスカッション  リ
アクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

2021 科学技術者倫理◎（３機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

自習課題（２）

事例についての考察  セブンステップガイドに沿った倫理的判断形成の練
習  事例考察シート③ 演習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

12回

環境

「環境」とは何か  環境の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

13回

製造物責任

「製造物責任」について  製造物責任の関わる事例についてのディスカッシ
ョン  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60    6
0

テーマ

内容

14回

総合的事例考察

総合的な事例についての動画を視聴  事例の分析とディスカッション  リア
クションペーパー作成  事例考察シート④の作成

講義  演
習

授業内容の理解を深める  到達度評価レポートの作成  期末
レポートの作成  事例考察シート④

30  30 
 60  30

テーマ

内容

15回

まとめ

いかなる科学技術者になるか  どのように科学技術と付き合っていくか  リア
クションペーパー作成  期末レポートの作成  事例考察シート④の解説

講義  演
習

授業全体をまとめて復習する  期末レポートの作成

60  30

2021 科学技術者倫理◎（３機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

科学技術者倫理◎（３微）

Engineering Ethics

2124601

後期

t-suzuki@ed.sojo-u.ac.jp

本館309　　　　　

鈴木俊洋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 51 0 0 10 39 100

１． 科学技術の専門家になるということがいかなることかを理解し、科学技術者として実社会で出会う可能性のある倫理
的問題に対処する方法を学ぶ。    ２． 方法論や諸概念の把握と並行して、具体的事例に即して、倫理的判断形成の実践
的練習を行う。    ３． 授業内でのディスカッションや演習を通じて倫理的問題の討論の練習を行う。    ★提出課題（時事
ワークシート等）については、課題提出の次の週などに適宜解説を行う。

本質から考え行動する科学技術者倫理　白桃書房　金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所編　 9784561256991

理系のための科学技術者倫理　丸善出版　直江清隆・盛永審一郎編　 9784621089460

倫理的判断がいかなるものかを文章で説明することができるb

セブンステップガイドにそって倫理的判断を実践することができる

「予防原則」という概念について文章で適切に説明することができる

科学技術における「安全」の意義を文章で説明することができる

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる

b

b

b

b

b b,gb

A A3 A3

授業で指示する

組織における科学技術者　社会における科学技術者　専門職としての科学技術者　倫理的判断形
成　　科学技術者と環境　　　　　　

科学・技術・社会に関係する諸科
目

科学技術者倫理◎（３微）2021

3

2

工学部・情報学部・生物

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（高等学校 情報）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・情報社会・情報倫理

指定しない　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

技術の道徳化: 事物の道徳性を理解し設計する　法政大学出版局　フェルベーク著　 9784588010330

ＡＩの倫理学　丸善出版　クーケルバーグ著　 9784621305881
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 科学技術者倫理◎（３微）

・レポート（期末レポート）：期末に授業全体に関するレポートを提出する 23点  A4用紙１枚片面、表紙
不要 フォーマット（1頁40行、1行40文字、MS明朝、文字サイズ10.5）、本文1.000文字以上    ・レポ
ート（事例考察シート）：事例考察シート（授業内で配布する様式に記入して提出）を計4回提出 7点×4
回 28点    ・その他：リアクションペーパー：初回と最終回（オンラインの場合は自習課題回2回）以外
の各回の授業終了時に授業内容についての質問・疑問・感想・コメント・考えたことなどを記述したリア
クションペーパーを提出 3点×13回 39点    ５．ポートフォリオ：「到達度評価レポート」10点  ①【学生
の到達度目標】の項目①～⑤の達成度とその理由を各200～250文字で入力しプリントアウトして提出
  ②授業アンケートに回答する

1574

１． 科学技術の関わる社会的問題について興味を持っていること  （日常生活の中で、新聞や報道番組
などを通じて知識を深めておくこと）  ２． ディスカッションにおいて自らの意見を述べる姿勢を持っている
こと  ３． 他者の意見を聞き、それについて質問をする姿勢を持っていること  ４． 倫理的問題を自らの問
題として考えようとする姿勢を持っていること

科学技術者倫理の諸問題の学習や実践的思考練習を通して、専門職として社会や組織の中で働くた
めの能力を身に着けることを目的とする本授業は、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理
解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それら
を実践できるもの）のうちで、特に、「人間関係形成・社会形成能力」「課題対応力」を身につけ、実践で
きる能力の育成を図ることに関連する。



学修上の
注意

(SBOs)

１．本年度の本科目は、全ての回をオンライン（オンデマンド型）で実施する。  ２．授業コンテンツはWebClassで提示する
ので、WebClassで本科目に登録すること。  ３．提出物は期限以内に提出すること。期限以後は一切受け付けない。但し
公認欠席の場合は別途指示する。  ４．出席の取り方、課題提出の方法については、WebClassの冒頭に提示する「受講
の手順」の文書で通知するので受講前に必ず熟読すること。  ５．本科目では、金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所
の提供するオープンアクセス資料及び動画教材（「ソーラーブラインド」）を講義の資料として使用する。  ６．レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなし厳しく対処する。

2021 科学技術者倫理◎（３微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

イントロダクション

科学技術者倫理とは何か。なぜ必要なのか。  どのように授業を進めるか。
講義

シラバスを読む  授業で扱った内容について理解を深める

30  60

テーマ

内容

2回

科学技術者と倫理

技術と倫理の関係  倫理的判断とは何か  リアクションペーパーの作成 講義  演
習

科学技術が関わる倫理的問題について考える  授業で扱っ
た事例の考察  （事例考察シート①として第6回授業で提出）

60  60

テーマ

内容

3回

自習課題（１）  倫理規定

倫理規定についての自習課題
演習

事例考察シート①

90

テーマ

内容

4回

倫理的判断について

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

5回

倫理的判断の練習①

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

6回

倫理的判断の練習②

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

7回

倫理的判断の練習

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成  事例考察シート②の作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察  事例
考察シート②

60  60

テーマ

内容

8回

安全

「安全」とは何か  安全の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

9回

ヒューマンエラー

ヒューマンエラーについて  ニューマンエラ―の関わる事例についてのディ
スカッション  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

10回

公益通報

公益通報について  公益通報に関わる事例についてのディスカッション  リ
アクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

2021 科学技術者倫理◎（３微）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

自習課題（２）

事例についての考察  セブンステップガイドに沿った倫理的判断形成の練
習  事例考察シート③ 演習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

12回

環境

「環境」とは何か  環境の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

13回

製造物責任

「製造物責任」について  製造物責任の関わる事例についてのディスカッシ
ョン  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60    6
0

テーマ

内容

14回

総合的事例考察

総合的な事例についての動画を視聴  事例の分析とディスカッション  リア
クションペーパー作成  事例考察シート④の作成

講義  演
習

授業内容の理解を深める  到達度評価レポートの作成  期末
レポートの作成  事例考察シート④

30  30 
 60  30

テーマ

内容

15回

まとめ

いかなる科学技術者になるか  どのように科学技術と付き合っていくか  リア
クションペーパー作成  期末レポートの作成  事例考察シート④の解説

講義  演
習

授業全体をまとめて復習する  期末レポートの作成

60  30

2021 科学技術者倫理◎（３微）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

科学技術者倫理◎（３生）

Engineering Ethics

2125701

後期

t-suzuki@ed.sojo-u.ac.jp

本館309　　　　　

鈴木俊洋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 51 0 0 10 39 100

１． 科学技術の専門家になるということがいかなることかを理解し、科学技術者として実社会で出会う可能性のある倫理
的問題に対処する方法を学ぶ。    ２． 方法論や諸概念の把握と並行して、具体的事例に即して、倫理的判断形成の実践
的練習を行う。    ３． 授業内でのディスカッションや演習を通じて倫理的問題の討論の練習を行う。    ★提出課題（時事
ワークシート等）については、課題提出の次の週などに適宜解説を行う。

本質から考え行動する科学技術者倫理　白桃書房　金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所編　 9784561256991

理系のための科学技術者倫理　丸善出版　直江清隆・盛永審一郎編　 9784621089460

倫理的判断がいかなるものかを文章で説明することができるb

セブンステップガイドにそって倫理的判断を実践することができる

「予防原則」という概念について文章で適切に説明することができる

科学技術における「安全」の意義を文章で説明することができる

本科目における「学生の到達度目標」を自己評価することができる

b

b

b

b

b b,gb

A A3 A3

授業で指示する

組織における科学技術者　社会における科学技術者　専門職としての科学技術者　倫理的判断形
成　　科学技術者と環境　　　　　　

科学・技術・社会に関係する諸科
目

科学技術者倫理◎（３生）2021

3

2

工学部・情報学部・生物

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（高等学校 情報）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・情報社会・情報倫理

指定しない　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

技術の道徳化: 事物の道徳性を理解し設計する　法政大学出版局　フェルベーク著　 9784588010330

ＡＩの倫理学　丸善出版　クーケルバーグ著　 9784621305881
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2021 科学技術者倫理◎（３生）

・レポート（期末レポート）：期末に授業全体に関するレポートを提出する 23点  A4用紙１枚片面、表紙
不要 フォーマット（1頁40行、1行40文字、MS明朝、文字サイズ10.5）、本文1.000文字以上    ・レポ
ート（事例考察シート）：事例考察シート（授業内で配布する様式に記入して提出）を計4回提出 7点×4
回 28点    ・その他：リアクションペーパー：初回と最終回（オンラインの場合は自習課題回2回）以外
の各回の授業終了時に授業内容についての質問・疑問・感想・コメント・考えたことなどを記述したリア
クションペーパーを提出 3点×13回 39点    ５．ポートフォリオ：「到達度評価レポート」10点  ①【学生
の到達度目標】の項目①～⑤の達成度とその理由を各200～250文字で入力しプリントアウトして提出
  ②授業アンケートに回答する

1579

１． 科学技術の関わる社会的問題について興味を持っていること  （日常生活の中で、新聞や報道番組
などを通じて知識を深めておくこと）  ２． ディスカッションにおいて自らの意見を述べる姿勢を持っている
こと  ３． 他者の意見を聞き、それについて質問をする姿勢を持っていること  ４． 倫理的問題を自らの問
題として考えようとする姿勢を持っていること

科学技術者倫理の諸問題の学習や実践的思考練習を通して、専門職として社会や組織の中で働くた
めの能力を身に着けることを目的とする本授業は、本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理
解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それら
を実践できるもの）のうちで、特に、「人間関係形成・社会形成能力」「課題対応力」を身につけ、実践で
きる能力の育成を図ることに関連する。



学修上の
注意

(SBOs)

１．本年度の本科目は、全ての回をオンライン（オンデマンド型）で実施する。  ２．授業コンテンツはWebClassで提示する
ので、WebClassで本科目に登録すること。  ３．提出物は期限以内に提出すること。期限以後は一切受け付けない。但し
公認欠席の場合は別途指示する。  ４．出席の取り方、課題提出の方法については、WebClassの冒頭に提示する「受講
の手順」の文書で通知するので受講前に必ず熟読すること。  ５．本科目では、金沢工業大学・科学技術応用倫理研究所
の提供するオープンアクセス資料及び動画教材（「ソーラーブラインド」）を講義の資料として使用する。  ６．レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなし厳しく対処する。

2021 科学技術者倫理◎（３生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

イントロダクション

科学技術者倫理とは何か。なぜ必要なのか。  どのように授業を進めるか。
講義

シラバスを読む  授業で扱った内容について理解を深める

30  60

テーマ

内容

2回

科学技術者と倫理

技術と倫理の関係  倫理的判断とは何か  リアクションペーパーの作成 講義  演
習

科学技術が関わる倫理的問題について考える  授業で扱っ
た事例の考察  （事例考察シート①として第6回授業で提出）

60  60

テーマ

内容

3回

自習課題（１）  倫理規定

倫理規定についての自習課題
演習

事例考察シート①

90

テーマ

内容

4回

倫理的判断について

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

5回

倫理的判断の練習①

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

6回

倫理的判断の練習②

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

7回

倫理的判断の練習

事例の分析と判断形成の練習  事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパーの作成  事例考察シート②の作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察  事例
考察シート②

60  60

テーマ

内容

8回

安全

「安全」とは何か  安全の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

9回

ヒューマンエラー

ヒューマンエラーについて  ニューマンエラ―の関わる事例についてのディ
スカッション  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

10回

公益通報

公益通報について  公益通報に関わる事例についてのディスカッション  リ
アクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

2021 科学技術者倫理◎（３生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

自習課題（２）

事例についての考察  セブンステップガイドに沿った倫理的判断形成の練
習  事例考察シート③ 演習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

12回

環境

「環境」とは何か  環境の関わる事例についてのディスカッション  リアクショ
ンペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60  60

テーマ

内容

13回

製造物責任

「製造物責任」について  製造物責任の関わる事例についてのディスカッシ
ョン  リアクションペーパー作成

講義  演
習

授業で扱うプリントを読む  授業で扱った事例の考察

60    6
0

テーマ

内容

14回

総合的事例考察

総合的な事例についての動画を視聴  事例の分析とディスカッション  リア
クションペーパー作成  事例考察シート④の作成

講義  演
習

授業内容の理解を深める  到達度評価レポートの作成  期末
レポートの作成  事例考察シート④

30  30 
 60  30

テーマ

内容

15回

まとめ

いかなる科学技術者になるか  どのように科学技術と付き合っていくか  リア
クションペーパー作成  期末レポートの作成  事例考察シート④の解説

講義  演
習

授業全体をまとめて復習する  期末レポートの作成

60  30

2021 科学技術者倫理◎（３生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１機宇）

Health Sports Education Ⅱ

2132101

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１機宇）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１機宇）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1584

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１機宇）

1585



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１機宇）

1586



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１機宇）

Health Sports Education Ⅱ

2132102

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１機宇）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 

　　　 

1588



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１機宇）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1589

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１機宇）

Health Sports Education Ⅱ

2132103

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１機宇）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１機宇）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1594

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１機宇）

Health Sports Education Ⅱ

2132104

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１機宇）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１機宇）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1599

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１ナ建）

Health Sports Education Ⅱ

2132201

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１ナ建）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１ナ建）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1604

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１ナ建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１ナ建）

Health Sports Education Ⅱ

2132202

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１ナ建）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１ナ建）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1609

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１ナ建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１ナ建）

Health Sports Education Ⅱ

2132203

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１ナ建）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１ナ建）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1614

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１ナ建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１ナ建）

Health Sports Education Ⅱ

2132204

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１ナ建）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１ナ建）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1619

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１ナ建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１情）

Health Sports Education Ⅱ

2132301

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１情）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１情）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1624

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１情）

Health Sports Education Ⅱ

2132302

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１情）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１情）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1629

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１情）

Health Sports Education Ⅱ

2132303

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１情）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１情）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1634

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１情）

1635



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１情）

Health Sports Education Ⅱ

2132304

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１情）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１情）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1639

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１情）

1640



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１美デ薬）

Health Sports Education Ⅱ

2132401

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１美デ薬）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１美デ薬）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1644

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１美デ薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１美デ薬）

Health Sports Education Ⅱ

2132402

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１美デ薬）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１美デ薬）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1649

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１美デ薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１美デ薬）

Health Sports Education Ⅱ

2132403

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１美デ薬）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 

　　　 

1653



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１美デ薬）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1654

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１美デ薬）

1656



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１美デ薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１美デ薬）

Health Sports Education Ⅱ

2132404

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１美デ薬）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１美デ薬）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1659

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１美デ薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１美デ薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１微生）

Health Sports Education Ⅱ

2132501

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１微生）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１微生）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1664

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎①（テニス）（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１微生）

Health Sports Education Ⅱ

2132502

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１微生）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１微生）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1669

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎②（サッカー）（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１微生）

Health Sports Education Ⅱ

2132503

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１微生）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１微生）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1674

阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎③（バドミントン）（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１微生）

Health Sports Education Ⅱ

2132504

後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　阪本達也（実務経験）　増村雅尚（実務経験）　水月晃　　入部祐郁（非常勤）　
　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

本科目においては、健康スポーツ教育Ⅰから引き続き、スポーツを通して健康・体力の維持増進を体得し、それらを自己
管理することの理解を深め、併せて、「社会人基礎力」を習得する。本科目では，個人スポーツ、また小集団スポーツ活動
により、身体の健康の維持増進、基礎体力向上は無論のこと、自己における精神的なストレスを解消することによる精神
的健康を維持増進させる。本科目では個の力をより一層向上させることを目的とし、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置
き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「強い人間力」等を身につけることである。また、健康度・生活習慣調査を行
い生活状況・健康状態を把握すると同時に規則正しい生活習慣の確立を促す。そして、日本の伝統的な礼儀・作法を習
得し人間性向上を目指す。そもそも礼儀作法とは、挨拶が基本であり、挨拶とは「心を開いて相手に迫る」という意味が
ある。その為、挨拶は相手とコミュニケーションを取る為の最も有効な手段となる。まずは相手を敬い自分を律する（自制
心）心こそ人間的成長を促し、大人としての立ち居振る舞いができるようになると考えられる。そこで本科目は、スポーツ
を通して1) 健康・体力維持増進 2) 礼儀・作法の習得 の向上を図り、これら2点を重点項目とし、社会の一員としての人
間力向上を目指す。     【授業方法】   スポーツ種目として、主に個人・小集団スポーツを設定する（施設の関係上調整有
）。種目は自由選択により決定する。個別に毎回の反省・感想レポートを作成することにより成長を図る。健康度・生活習
慣調査を講義中に行い、生活状況・健康状態を把握する。人間性向上においては、毎回の授業内でテーマに添って担当
教員による講話を行う。テーマ及び講話の内容については次の項目を基本とする。  ≪Ⅲ礼儀・作法≫  ①「自己紹介」
の基本 ②「日本の伝統的な礼儀・作法」 ③「挨拶・謝罪の礼儀・作法」  ④「敬語・接客」 ⑤「身だしなみ」  ≪Ⅳスポー
ツを通じた人間性の向上≫  ①「折れない心（レジリエンス）」  ②「成長しようとする心（マインドセット）」 ③「自分を大切
に思う心（自己肯定感）」 ④「自分はできると思う心（自己効力感）」 ⑤「敬意を持つ心（スポーツマンシップ）」

見てわかる硬式テニス　西東社　戸田豊監修　 

サッカーワンポイントレッスン５００　学研　鈴木正治他　 

スポーツ活動の中で健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

実社会で必要となる礼儀作法の習得を図り、実践することができる。（人間性向上プログラムⅢ①～⑤）

スポーツ活動の中で自発的に人間性の向上を図ることができる。（人間性向上プログラム、Ⅳ①～⑤）

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日4限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④礼儀・作法　　　　　　　　

健康科学概論

健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１微生）2021

1

1

選必／必修

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・２科目より１科目 選択必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【
各科目に含めることが必要な事項】・・・体育

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

バドミントン　西東社　銭谷欽治　 

卓球基礎コーチング教本　大修館書店　日本卓球協会　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１微生）

１．【中間試験】各種目ごとに技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで
学習到達度（活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）
。  ３．【レポート】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポ
ートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。
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阪本達也、増村雅尚

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

〇工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部は『必修科目』  〇薬学部は『選択必修科目』    １．集合時間厳守 授業
開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．種目に適合したウエアに着替え、トレーニングシューズ持参  ３．貴重品の
自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提出物のコ
ピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後の手洗い消毒必須、必
要以上の身体接触を避ける。  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない。    ※健康スポーツ教育Ⅰで「テ
ニス」「卓球」を選択した場合、健康スポーツ教育Ⅱにおいては同一種目を選択できないので注意すること

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス 授業概要説明 種目コース分け

履修、施設使用、行動に関する注意事項を説明し、活動するコース種目選
択を行う。  【体育会館2F集合】 講義

【予習】選択可能種目について概要を調べる。

６０

テーマ

内容

2回

コース別活動

グループ編成。選択種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標
の確認。 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

3回

基本技能の習得

各種目特性、基本技能の把握。  人間性向上プログラムⅢ①
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

4回

基本技能の応用

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  人間性向上プロ
グラムⅢ② 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

5回

戦術の習得

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。  人間性向上プログラムⅢ③
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

6回

実戦への応用

第１回対抗戦実施。個別反省活動。  人間性向上プログラムⅢ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

7回

ゲーム理論習得

試合企画討議及び模擬試合。終了後の反省討議。  人間性向上プログラム
Ⅲ⑤ 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

8回

スキルの向上

ＶＴＲ視聴などを活用し、相互間でのハイレベルのスキル理論を習得。  人間
性向上プログラムⅣ① 実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

9回

技能の習得活動

技能向上を目指した活動を行う。  人間性向上プログラムⅣ②
実技

【予習】選択種目における、基本技能について学習する。

６０

テーマ

内容

10回

対抗戦活動２

第２回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ③  生活習慣・
健康度調査を行う。  課題レポートのテーマを提示する。 実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対抗戦活動３

第３回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ④
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

12回

対抗戦活動４

第４回対抗戦。終了後反省討議。  人間性向上プログラムⅣ⑤
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

６０

テーマ

内容

13回

技能テスト

種目別の技能テスト。
実技

【復習】技能テストの結果を振り返る。

６０

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

６０

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」のテーマについて調べる。    【復習】「
学修到達度レポート」の作成

５０  
１０

2021 健康スポーツ教育Ⅱ◎④（卓球）（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康科学概論（１全学科）後期

Health Science Theory

2133101

後期

masumura@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

増村雅尚（実務経験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 39 36 0 0 10 0 100

本学の教育理念は「体・徳・智」です。「体」を最初に掲げているのは、私達が自らの人生を豊かに幸せに過ごすための大
きな要素として、「心と体の健康」があげられるからです。健康科学概論は、心と体の健康に関する知識および身体運動
に関することを学び、科学的な思考態度を養い、生活設計を図る能力と自己管理能力を育成することを目的としていま
す。具体的には、健康科学、身体運動学、運動生理学、生涯スポーツを領域とし、また複雑多様化した現代社会への精神
的な適応能力育成も視野に入れています。中間テストと小テストの結果は、WebClass上でフィードバックされます。

健康増進科学概論　東京教学社　今村裕行他　 

　　　 

健康の諸問題について、文章で説明（報告）することができる。a,g

生活習慣形成の重要性を理解し、それを実践することができる。

健康と体力・運動（身体活動）の関連性を理解し、それを実践することができる。

健康に関するレポートを作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

a,d

a,d,g

a,d,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限

健康づくり　生活習慣　運動・身体活動　運動処方　　　　　　　　

健康スポーツ教育Ⅰ・Ⅱ

健康科学概論（１全学科）後期2021

1

2

選必

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・体育

授業の中で指示をする　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康科学概論（１全学科）後期

１．【中間試験】健康科学概論の理解度を把握するため中間試験を実施する（１５点）  ２．【小テスト】各授
業ごに内容の理解度を把握するため小テストを実施する（３点×１３回＝３９点）  ３．【レポート】    ①授業
レポート：各授業で提示されるテーマについてのレポートを作成する（２点×１３回＝２６点）    ②課題レポ
ート：担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点）     （A4用紙1枚、1頁40行、1
行40文字、MS明朝、余白各25mm、1000文字以上）  ４．【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で到達度
評価レポートを作成する（１０点）
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増村雅尚

１．自己生活習慣の把握  ２．健康の維持増進への意欲・関心  ３．健康に関する諸課題

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）を理解し、実践できるようにする
。



学修上の
注意

(SBOs)

１．健康科学概論の授業には受講期限があります。期限は履修上の開講予定日から2週間「1週間と6日後の23:59まで」
です。  ２．授業レポートのテーマは各回の授業内で提示されます。課題レポートと到達度レポートのテーマについては別
途連絡します。  ３．課題レポートを作成する際には引用文献・参考文献を2件以上明記するようにしてください。ネットの資
料から出典を明らかにせず剽窃（コピー＆ペースト）した場合は不可となりますので注意してください。  ４．質問等がある
場合は、担当教員にメールで質問してください。メール質問の場合は、件名に「健康科学概論、所属学科名、学生番号、氏
名」を必ず記載してください。

2021 健康科学概論（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

校訓「体・徳・智」，健康とは

健康とは，Quality of Life，平均寿命，健康寿命、我が国の健康課題
講義

【予習】シラバスを読み、授業内容の確認をする。  【復習】授
業内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

2回

我が国の健康づくり施策

健康日本21，身体活動基準2013 ，METs
講義

【予習】「我が国の健康づくり施策」について調べる。  【復習】
授業内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

3回

生活習慣病

メタボリックシンドローム、特定健康診断，内臓脂肪，高血圧症，糖尿病，脂肪
異常症 講義

【予習】「生活習慣病」について調べる。  【復習】授業内容を
確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

4回

健康と体力

体力，健康と体力の関係，ライフステージ，ロコモティブシンドローム
講義

【予習】「健康と体力」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

5回

肥満と減量

BMI，体組成，肥満の予防，ダイエット，低体重
講義

【予習】「肥満と減量」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

6回

身体的健康と運動

エネルギー消費，骨格筋，運動の恩恵、不活動
講義

【予習】「身体的健康と運動」について調べる。  【復習】授業
内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

7回

精神的健康と運動

ストレス，ストレスと運動，運動が及ぼす脳への影響，運動の恩恵
講義

【予習】「精神的健康と運動」について調べる。  【復習】授業
内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

8回

社会的健康と運動

社会的健康、コミュニケーション、ライフスキル
講義

【予習】「社会的健康と運動」について調べる。  【復習】授業
内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

9回

運動処方・トレーニング法

トレーニングの原理・原則，トレーニングの条件，ACSMの基本原則，有酸素
運動，最大酸素摂取量，心拍予備能，レジスタンストレーニング，最大反復回
数

講義

【予習】「運動処方・トレーニング法」について調べる。  【復習】
授業内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

10回

栄養

食生活の現状，食事バランスガイド  成果発表のグループ分け  課題レポー
トのテーマを提示する 講義

【予習】「健康と栄養」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

2021 健康科学概論（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

睡眠・休養

体内時計、生活リズム
講義

【予習】「睡眠・休養」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

12回

飲酒・喫煙

大量飲酒・イッキ飲みの健康に及ぼす影響、喫煙・受動喫煙が及ぼす健康
被害 講義

【予習】「飲酒・喫煙」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

13回

薬物乱用

薬物乱用とは、依存症、ドーピング
講義

【予習】「健康と薬物乱用」について調べる。  【復習】授業内
容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

14回

中間試験

中間試験を受ける
演習

【予習】中間試験の準備を行う。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート

課題レポートを作成する
演習

【予習】「課題レポート」のテーマについて調べる。  【復習】「到
達度評価レポート」を作成する。

50  10

2021 健康科学概論（１全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康科学概論（２全学科）後期

Health Science Theory

2134201

前後期

hfujiwara@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

藤原大樹　増村雅尚（実務経験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 0 39 36 0 0 10 0 100

本学の教育理念は「体・徳・智」です。「体」を最初に掲げているのは、私達が自らの人生を豊かに幸せに過ごすための大
きな要素として、「心と体の健康」があげられるからです。健康科学概論は、心と体の健康に関する知識および身体運動
に関することを学び、科学的な思考態度を養い、生活設計を図る能力と自己管理能力を育成することを目的としていま
す。具体的には、健康科学、身体運動学、運動生理学、生涯スポーツを領域とし、また複雑多様化した現代社会への精神
的な適応能力育成も視野に入れています。中間テストと小テストの結果は、WebClass上でフィードバックされます。

健康増進科学概論　東京教学社　今村裕行他　 

　　　 

健康の諸問題について、文章で説明（報告）することができる。a,g

生活習慣形成の重要性を理解し、それを実践することができる。

健康と体力・運動（身体活動）の関連性を理解し、それを実践することができる。

健康に関するレポートを作成することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

a,d

a,d,g

a,d,h,i

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の4限

健康づくり　生活習慣　運動・身体活動　運動処方　　　　　　　　

健康スポーツ教育Ⅰ・Ⅱ  健康ス
ポーツ実習

健康科学概論（２全学科）後期2021

２

2

選必

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・体育

授業の中で指示をする　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康科学概論（２全学科）後期

１．【中間試験】健康科学概論の理解度を把握するため中間試験を実施する（１５点）  ２．【小テスト】各授
業ごに内容の理解度を把握するため小テストを実施する（３点×１３回＝３９点）  ３．【レポート】   ①授業
レポート：各授業で提示されるテーマについてのレポートを作成する（２点×１３回＝２６点）   ②課題レポ
ート：担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点）     （A4用紙1枚、1頁40行、1
行40文字、MS明朝、余白各25mm、1000文字以上）  ４．【ポートフォリオ】ポートフォリオ上で学修到
達度レポートを作成する（１０点）

1689

増村雅尚

１．自己生活習慣の把握  ２．健康の維持増進への意欲・関心  ３．健康に関する諸課題

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）を理解し、実践できるようにする
。



学修上の
注意

(SBOs)

１．健康科学概論の授業には受講期限があります。期限は履修上の開講予定日から2週間「1週間と6日後の23:59まで」
です。  ２．授業レポートのテーマは各回の授業内で提示されます。課題レポートと到達度レポートのテーマについては別
途連絡します。  ３．課題レポートを作成する際には引用文献・参考文献を2件以上明記するようにしてください。ネットの資
料から出典を明らかにせず剽窃（コピー＆ペースト）した場合は不可となりますので注意してください。  ４．質問等がある
場合は、担当教員にメールで質問してください。メール質問の場合は、件名に「健康科学概論、所属学科名、学生番号、氏
名」を必ず記載してください。    ※前後期で担当教員が異なります（前期：藤原、後期：増村）。

2021 健康科学概論（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

校訓「体・徳・智」，健康とは

健康とは，Quality of Life，平均寿命，健康寿命、我が国の健康課題
講義

【予習】シラバスを読み、授業内容の確認をする。  【復習】授
業内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

2回

我が国の健康づくり施策

健康日本21，身体活動基準2013 ，METs
講義

【予習】「我が国の健康づくり施策」について調べる。  【復習】
授業内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

3回

生活習慣病

メタボリックシンドローム、特定健康診断，内臓脂肪，高血圧症，糖尿病，脂肪
異常症 講義

【予習】「生活習慣病」について調べる。  【復習】授業内容を
確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

4回

健康と体力

体力とは，健康と体力の関係，ライフステージ，ロコモティブシンドローム
講義

【予習】「健康と体力」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

5回

肥満と減量

BMI，体組成，肥満の予防，ダイエット，低体重
講義

【予習】「肥満と減量」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

6回

身体的健康と運動

エネルギー消費，骨格筋，運動の恩恵，不活動
講義

【予習】「身体的健康と運動」について調べる。  【復習】授業
内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

7回

精神的健康と運動

ストレス，ストレスと運動，運動が及ぼす脳への影響，運動の恩恵
講義

【予習】「精神的健康と運動」について調べる。  【復習】授業
内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

8回

社会的健康と運動

社会的健康、コミュニケーション、ライフスキル
講義

【予習】「社会的健康と運動」について調べる。  【復習】授業
内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

9回

運動処方・トレーニング法

トレーニングの原理・原則，トレーニングの条件，ACSMの基本原則，有酸素
運動，最大酸素摂取量，心拍予備能，レジスタンストレーニング，最大反復回
数

講義

【予習】「運動処方・トレーニング法」について調べる。  【復習】
授業内容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

10回

栄養

食生活の現状，食事バランスガイド  成果発表のグループ分け  課題レポー
トのテーマを提示する 講義

【予習】「健康と栄養」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

2021 健康科学概論（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

睡眠・休養

体内時計、生活リズム
講義

【予習】「睡眠・休養」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

12回

飲酒・喫煙

大量飲酒・イッキ飲みの健康に及ぼす影響、喫煙・受動喫煙が及ぼす健康
被害 講義

【予習】「飲酒・喫煙」について調べる。  【復習】授業内容を確
認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

13回

薬物乱用の防止

薬物乱用とは，依存症、ドーピング
講義

【予習】「健康と薬物乱用」について調べる。  【復習】授業内
容を確認し、授業レポートを作成する。

10  50

テーマ

内容

14回

中間試験

中間試験を受ける
演習

【予習】中間試験の準備を行う。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート

課題レポートを作成する
演習

【予習】「課題レポート」のテーマについて調べる。  【復習】「学
修到達度レポート」を作成する。

50  10

2021 健康科学概論（２全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

健康スポーツ実習（２年）後期

Health Sports Practicum

2135201

前後期

suigetsu@m.sojo-u.ac.jp

保健体育棟 2階　　　　　

水月晃　藤原大樹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 0 40 20 0 0 10 0 100

健康スポーツ実習では、個人スポーツ/小集団スポーツ活動を通して身体的な健康・体力の維持増進、またストレス解消
など精神的健康の維持増進を行うために必要な知識と実践方法を体得することにより、生涯を通してスポーツや身体運
動に親しむ習慣を獲得する。併せて、本学の理念「体・徳・智」を念頭に置き、実社会で求められる「粘り強さ」「規律性」「
強い人間力」等を身につけることによって「社会人基礎力」を習得する。活動種目は卓球・バドミントン・バスケットボール・
タグラグビー・テニスの５種目のうち３種目である（※履修者数に応じて種目は変更される場合がある）。

アクティブスポーツ（総合版）　大修館書店　鈴木 一行　 

　　　 

スポーツ活動を通して、身体的健康・体力の維持増進の重要性を理解し、それを実践することができる。f,g,h,i

スポーツ活動を通して、精神的健康を維持増進させる知識を獲得して、それを実践することができる。

スポーツや身体運動に親しむ習慣を獲得することができる。

スポーツ活動を通して、社会で通用する基礎的な力を身につけることができる

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f,g,i

f,g,h,i

f,g

g

f, g, if, g, i

A A4 A4

火曜日の４限

①健康・体力維持増進 　②人間力向上 　③社会人基礎力 　④運動・スポーツ習慣　　⑤礼儀・作
法　　　　　　

健康スポーツ教育Ⅰ・Ⅱ  健康科
学概論

健康スポーツ実習（２年）後期2021

2

１

選択
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 健康スポーツ実習（２年）後期

１．【中間試験】技能テストを実施する（３０点）。  ２．【小テスト】毎回の反省・感想レポートで学習到達度（
活動記録、興味関心、自主性、積極性）を評価し、グループ活動の評価を加味する（４０点）。  ３．【レポー
ト】担当教員から与えられたテーマに沿ってレポートを作成する（１０点×２＝２０点）。  ４．【ポートフォリオ】
ポートフォリオ上で学修到達度レポートを作成する（１０点）。

1694

選択種目における基本技術、ルール等の事前把握（情報収集）を行う。

本学DP（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイ
ン能力」等の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの）のうち、人間関係形成・社会形
成、自己理解・自己管理の能力、課題対応力を身につけ、実践できる。



学修上の
注意

(SBOs)

１．集合時間厳守 授業開始20分を超えた場合は欠席扱いとする  ２．トレーニングウエア・トレーニングシューズ持参  ３．
貴重品の自己管理  ４．講義関連質問先 各担当教員の研究室及び体育会館１Ｆの健康支援センター  ５．レポート等の提
出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます  ６．3密を避け、運動前後に手洗い・消
毒を行う。必要以上の身体接触を避ける  ７．タオル、飲料などすべて各自で準備し、使いまわさない    ※前後期で担当教
員が異なります（前期：水月、後期：藤原）

2021 健康スポーツ実習（２年）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

基本技能の習得（種目１）

種目の特性・歴史の理解。基本技能の把握。学習目標の確認。
実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

2回

基本技能の応用（種目１）

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。
実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

3回

戦術の習得 と実践への応用 （種目１）

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。対抗戦実施。個別反省活動。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

4回

ゲーム理論習得  技能テスト（種目１）

試合企画討議及び模擬試合。  技能テスト。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

5回

基本技能の習得（種目２）

種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標の確認。
実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

6回

基本技能の応用（種目２）

前回の基本技能を踏まえ、個人技能の応用方法を学習する。
実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

7回

戦術の習得と実践への応用  （種目２）

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。対抗戦実施。個別反省活動。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

8回

ゲーム理論習得  技能テスト（種目２）

試合企画討議及び模擬試合。  技能テスト。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

9回

基本技能の習得（種目３）

種目の特性・歴史の理解。基本技能の習得。学習目標の確認。
実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

10回

基本技能の応用（種目３）

前回の基本技能を踏まえ、技能の応用方法を学習する。  課題レポートのテ
ーマを提示する。 実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

2021 健康スポーツ実習（２年）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

戦術の習得  （種目３）

戦術・作戦確認、実践へ向け練習。
実技

【予習】種目における、基本技能について学習する。

60

テーマ

内容

12回

実践への応用  （種目３）

対抗戦実施。個別反省活動。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

13回

ゲーム理論習得  技能テスト（種目３）

試合企画討議及び模擬試合。  技能テスト。
実技

【復習】ゲーム理論を活用し、戦術・戦略を練る。

60

テーマ

内容

14回

課題レポート１

課題レポート１を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート１」のテーマについて調べる。

60

テーマ

内容

15回

課題レポート２

課題レポート２を作成する。
遠隔

【予習】「課題レポート２」」のテーマについて調べる。  【復習】「
学修到達度レポート」を作成する。

50  10

2021 健康スポーツ実習（２年）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

英語圏の文化と社会（１全学科）後期

The English-Speaking World: Society and Culture

2141101

後期

hirschel@m.sojo-u.ac.jp

SILC 401　　　　　

ハーシェル・ロブ Hirschel, Rob　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 30 20 0 10 40 100

Develop intercultural understanding in the context of English-
speaking communities   英語圏コミュニティーでの異文化理解の向上を図る。  Develop awareness of cultural d
iversity among English-
speaking communities   英語圏コミュニティー内の文化多様性認知の向上を図る。  Understand different chara
cteristics of English language use in the world  世界での異なる英語言語の特徴を理解する。  Promote indepe
ndent learning and research skills about cultural topics  文化話題についての自立学習やリサーチ力の促進を
図る。  We teach this course based on our research and experience in study abroad and international ed
ucation in previous teaching positions in Japanese and international universities.  このコースでは自己の
留学経験や研究、及び前職の日本や海外の大学での留学に関する教育業務の経験をもとに指導を行います。

　　　 

　　　 

I can explain the learning content in relation to my own experiences.  学習内容を自分の経験と関連付けて説明する
ことができる。

fg

I can research and report information about (some) English-
speaking communities. 英語圏コニュニティーについて情報を調査し報告できる。

I can demonstrate independent learning skills on cultural topics through independent tasks and self-
reflection. 自主学習課題、自己振り返りを通して文化的なテーマでの自立学習スキルを実演できる。

fg

fg

fg fgfg

A A2 A2

Please refer to silconline.jp s
ilconline.jpで確認してください
。

English-
speaking communities 英語圏コミュニティー　Cultural learning 文化学習　Intercultural understandi
ng 異文化理解 　Diversity 多様性　　Independent learning 自主学習　　　　　　

英語圏の文化と社会（１全学科）後期2021

1

２

選必

ありません　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 英語圏の文化と社会（１全学科）後期

The extent to which a student has achieved the goals of the course is assessed through t
he following:  学生がどのようにコース目標を達成したかは次のように評価する：  Reflections (30):
 reflections on the learning content using English or Japanese.   レポート (30) は 振返り:英
語または日本語で学習内容を振り返る  Final project (20): silconline.jp-
based project.  成果発表 (20) は 最終プロジェクト: silconline.jp に基づくプロジェクト  Sojo Port
folio (10): A description of your achievements  ポートフォリオ (10): 到達達成ポートフォリオ  C
ulture Portfolio (40): reading and independent tasks.  その他 (40) は「Cultureのポートフォリ
オ」: リーディングと自主学習課題

1699

基礎英語力 Basic English skills

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します



学修上の
注意

(SBOs)

1. Classes essentially consist of presentation of learning content by the teacher(s), followed by tasks req
uiring individual engagement with content, leading to self-
reflection.   学習内容は教員により提示され、以下のような課題で、各々の課題への取り組みや学習への振り返り課題
が望まれる。  2. More complex reading content is presented in Japanese.   より複雑な読解内容では日本語で
提示する。  3. You are expected to use English as much as possible to communicate with your teacher(s) 
and other students. However, the course is not a test of English and you should not worry about making 
mistakes. 教員及び他の学生とはな能な限り英語を活用することが期待される。しかし、コースは英語テストとは異なり、
英語の間違いへお心配は必要ない。  4. Self-
reflections and reports can be completed in Japanese and/or English.   自己の振り返りやレポートは日本語や
または英語で行うことができる。  5. In the final project you will be required to submit a video entry on silconl
ine.jp.   最終レポートはsilconline.jpでビデオの提出が要求される。  6. If you do not attend class regularly or on
 time, you will not be able to pass the course.  クラスに定期的または時間通りに出席しない場合はコースに合格
できないでしょう。  7. If you are absent for any reason you must contact your teacher(s) to catch up on wor
k missed.  いかなる理由でも欠席する場合は教員に連絡し、欠席した分の課題の遅れを取り戻さなければならない。  8.
 レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。

2021 英語圏の文化と社会（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

Introduction: Cultures of English-
speaking world

コース説明：英語圏の文化Introduction to course aims and outline.  
コースの目的と概要導入

OD＝オン
デマンド
、  OD  
演習  e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

2回

Topic 1: English language in the world

Global Englishes  Varieties of English in the world  トピック１：グロ
ーバル英語における英語言語

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

3回

Topic 2: English in Japan

Role of English in Japan   トピック２：日本での英語  日本での英語の役
割

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

4回

Topic 3: Multilingualism and multiculturalism

Multicultural communities  Using more than one language  トピッ
ク３：多言語主義と多文化主義  多文化コミュニティー  1つの言語えはなく
複数言語を使う

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

5回

Topic 4: Cultural stereotyping

Avoiding stereotypes  Generalisations  トピック４：文化的ステレオタイ
プ  ステレオタイプを避ける  一般化

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

6回

Topic 5: Families

Family life in English-
speaking communities  トピック５：家族  英語圏コミュニティーでの家族
生活

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

7回

Topic 6: Education

Education differences in the world  トピック６：教育  世界の教育の違
い

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

8回

Topic 7: Student life

Comparing student life in English-
speaking communities with Japanese student life  トピック７：英語圏
コミュニティーと日本の学生生活の学生生活比較

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

9回

Topic 8: Work

Working styles  Working differences  トピック8：働き方 仕事の違い OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

10回

Topic 9: Living abroad

Experiences of Japanese people living overseas  トピック9：海外生
活 日本人の海外生活経験

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

2021 英語圏の文化と社会（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

Topic 10: Social life

Comparing social life in English-
speaking communities  トピック10：社会生活  英語圏との社会生活比
較

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

12回

Topic 11: Open Topic 1

Entertainment: comparing and contrasting popular entertainment
 in English-
speaking communities  トピック11：エンターテインメント  エンターテイ
ンメント：英語圏で対照的な人気のエンタープライズとの比較

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

13回

Topic 12: Open Topic 2

Student-selected topic  トピック12：オープン課題  学生がトピックを選択 OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

14回

Final project: Summarising the course (1)

Summarising and reflecting  最終プロジェクト：コースの概要（1）まとめ
と振り返り

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

15回

Final project: Summarising the course (2)

Reflection, evaluation and feedback、  最終プロジェクト：コースの概要
（２）振返り、評価とフィードバック、Project Feedback Online オンラインで
のプロジェクトフィードバック

OD  演習 
 e-L

復習と振り返り Review and reflection  コース評価 Cours
e evaluation  最終レポート Final report  崇城ポートフォリ
オSojo Portfolio

90分

2021 英語圏の文化と社会（１全学科）後期

1702



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

英語圏の文化と社会（２全学科）後期

The English-Speaking World: Society and Culture

2141102

後期

hirschel@m.sojo-u.ac.jp

SILC 401　　　　　

ハーシェル・ロブ Hirschel, Rob　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 30 20 0 10 40 100

Develop intercultural understanding in the context of English-
speaking communities   英語圏コミュニティーでの異文化理解の向上を図る。  Develop awareness of cultural d
iversity among English-
speaking communities   英語圏コミュニティー内の文化多様性認知の向上を図る。  Understand different chara
cteristics of English language use in the world  世界での異なる英語言語の特徴を理解する。  Promote indepe
ndent learning and research skills about cultural topics  文化話題についての自立学習やリサーチ力の促進を
図る。  We teach this course based on our research and experience in study abroad and international ed
ucation in previous teaching positions in Japanese and international universities.  このコースでは自己の
留学経験や研究、及び前職の日本や海外の大学での留学に関する教育業務の経験をもとに指導を行います。

　　　 

　　　 

I can explain the learning content in relation to my own experiences.  学習内容を自分の経験と関連付けて説明する
ことができる。

fg

I can research and report information about (some) English-
speaking communities. 英語圏コニュニティーについて情報を調査し報告できる。

I can demonstrate independent learning skills on cultural topics through independent tasks and self-
reflection. 自主学習課題、自己振り返りを通して文化的なテーマでの自立学習スキルを実演できる。

fg

fg

fg fgfg

A A2 A2

Please refer to silconline.jp s
ilconline.jpで確認してください
。

English-
speaking communities 英語圏コミュニティー　Cultural learning 文化学習　Intercultural understandi
ng 異文化理解 　Diversity 多様性　　Independent learning 自主学習　　　　　　

英語圏の文化と社会（２全学科）後期2021

1

２

選必

ありません　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 英語圏の文化と社会（２全学科）後期

The extent to which a student has achieved the goals of the course is assessed through t
he following:  学生がどのようにコース目標を達成したかは次のように評価する：  Reflections (30):
 reflections on the learning content using English or Japanese.   レポート (30) は 振返り:英
語または日本語で学習内容を振り返る  Final project (20): silconline.jp-
based project.  成果発表 (20) は 最終プロジェクト: silconline.jp に基づくプロジェクト  Sojo Port
folio (10): A description of your achievements  ポートフォリオ (10): 到達達成ポートフォリオ  C
ulture Portfolio (40): reading and independent tasks.  その他 (40) は「Cultureのポートフォリ
オ」: リーディングと自主学習課題

1704

基礎英語力 Basic English skills

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します



学修上の
注意

(SBOs)

1. Classes essentially consist of presentation of learning content by the teacher(s), followed by tasks req
uiring individual engagement with content, leading to self-
reflection.   学習内容は教員により提示され、以下のような課題で、各々の課題への取り組みや学習への振り返り課題
が望まれる。  2. More complex reading content is presented in Japanese.   より複雑な読解内容では日本語で
提示する。  3. You are expected to use English as much as possible to communicate with your teacher(s) 
and other students. However, the course is not a test of English and you should not worry about making 
mistakes. 教員及び他の学生とはな能な限り英語を活用することが期待される。しかし、コースは英語テストとは異なり、
英語の間違いへお心配は必要ない。  4. Self-
reflections and reports can be completed in Japanese and/or English.   自己の振り返りやレポートは日本語や
または英語で行うことができる。  5. In the final project you will be required to submit a video entry on silconl
ine.jp.   最終レポートはsilconline.jpでビデオの提出が要求される。  6. If you do not attend class regularly or on
 time, you will not be able to pass the course.  クラスに定期的または時間通りに出席しない場合はコースに合格
できないでしょう。  7. If you are absent for any reason you must contact your teacher(s) to catch up on wor
k missed.  いかなる理由でも欠席する場合は教員に連絡し、欠席した分の課題の遅れを取り戻さなければならない。  8.
 レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。

2021 英語圏の文化と社会（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

Introduction: Cultures of English-
speaking world

コース説明：英語圏の文化Introduction to course aims and outline.  
コースの目的と概要導入

OD＝オン
デマンド
、  OD  
演習  e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

2回

Topic 1: English language in the world

Global Englishes  Varieties of English in the world  トピック１：グロ
ーバル英語における英語言語

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

3回

Topic 2: English in Japan

Role of English in Japan   トピック２：日本での英語  日本での英語の役
割

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

4回

Topic 3: Multilingualism and multiculturalism

Multicultural communities  Using more than one language  トピッ
ク３：多言語主義と多文化主義  多文化コミュニティー  1つの言語えはなく
複数言語を使う

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

5回

Topic 4: Cultural stereotyping

Avoiding stereotypes  Generalisations  トピック４：文化的ステレオタイ
プ  ステレオタイプを避ける  一般化

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

6回

Topic 5: Families

Family life in English-
speaking communities  トピック５：家族  英語圏コミュニティーでの家族
生活

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

7回

Topic 6: Education

Education differences in the world  トピック６：教育  世界の教育の違
い

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

8回

Topic 7: Student life

Comparing student life in English-
speaking communities with Japanese student life  トピック７：英語圏
コミュニティーと日本の学生生活の学生生活比較

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

9回

Topic 8: Work

Working styles  Working differences  トピック8：働き方 仕事の違い OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

10回

Topic 9: Living abroad

Experiences of Japanese people living overseas  トピック9：海外生
活 日本人の海外生活経験

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

2021 英語圏の文化と社会（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

Topic 10: Social life

Comparing social life in English-
speaking communities  トピック10：社会生活  英語圏との社会生活比
較

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

12回

Topic 11: Open Topic 1

Entertainment: comparing and contrasting popular entertainment
 in English-
speaking communities  トピック11：エンターテインメント  エンターテイ
ンメント：英語圏で対照的な人気のエンタープライズとの比較

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

13回

Topic 12: Open Topic 2

Student-selected topic  トピック12：オープン課題  学生がトピックを選択 OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

14回

Final project: Summarising the course (1)

Summarising and reflecting  最終プロジェクト：コースの概要（1）まとめ
と振り返り

OD  演習 
 e-L

宿題：振り返り、リーディング、自主調査  Homework: Self-
reflection, Reading, Independent research

90分

テーマ

内容

15回

Final project: Summarising the course (2)

Reflection, evaluation and feedback、  最終プロジェクト：コースの概要
（２）振返り、評価とフィードバック、Project Feedback Online オンラインで
のプロジェクトフィードバック

OD  演習 
 e-L

復習と振り返り Review and reflection  コース評価 Cours
e evaluation  最終レポート Final report  崇城ポートフォリ
オSojo Portfolio

90分

2021 英語圏の文化と社会（２全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

中国語圏の文化と社会（１全学科）後期

Culture and Society in the Chinese Speaking Area

2141201

後期

shan@までの文字を入力@@ed.sojo-u.ac.jp以降を入力

本館307　　　　　

単援朝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 ３６ ２４ ３０ 0 10 0 100

中国語圏とは中国語を母語とする人々が生活する国と地域を指し、中国、台湾、香港、マカオなどはそうです。この地域
の文化と社会を学ぶことにより異文化理解の意義と方法を知るのが目的です。授業のやり方としては、11回目まで教員
の講義を聞き映像資料を見て中国語圏の文化と社会を学んでいきます。その間、小テストを行いレポートを提出してもら
います。12回目から三回にわたって、異文化理解実践として、受講生が指定された範囲内で関心のある課題を見つけチ
ームで共同研究し成果発表を行います。最終回は担当教員が成果発表について講評を行います。  ※遠隔授業の場合
は基本的に動画を見て勉強してもらう。

中国文化事典　丸善出版　中国文化事典編集員会　 

漢字の世界：中国文化の原点１　平凡社　白川静　 

中国語圏の文化と社会についての理解を深め、グローバル的な考え方を身に着ける。a.f

異文化理解の意義と方法を把握し、批判的思考をすることができる。

資料検索及び編集の能力を高め、研究成果を発表することができる。

f.g

f.i

a,f,ga,f,g

A A4 A4

月曜４限、金曜４限

言語、文化、社会、理解、共生　　　　　　　　　　　

中国語Ⅰ  中国語Ⅱ

中国語圏の文化と社会（１全学科）後期2021

１

２

選択

なし。必要に応じてプリントを配布する。　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

漢字の世界：中国文化の原点２　平凡社　白川静　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 中国語圏の文化と社会（１全学科）後期

小テストは９回×４点＝３６点  レポートは４回×６点＝２４点  研究課題レポート（遠隔授業）または研究
発表（対面授業）は１回×３０点  ポートフォリオは1回×10点＝10点

1709

中国語という言語と中国という国についてある程度知っておきます。

グローバル的な視点から多面的に物事を理解し、広く論理的に考える基礎的能力、「人間関係形成・社
会形成能力」「課題対応能力」を中心とする汎用的能力を身につけ、それらを実践できるようにします。



学修上の
注意

(SBOs)

１．必ずレポートを提出すること。  ２．引用について必ず出所を明記すること。レポート等の提出物のコピーアンドペーストな
どの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為と みなされます。  ３．授業開始30分までを出席とし、以後は欠席扱いします。  ４．スマ
ートフォンはカバンの中にしまうこと。  ５．遠隔授業の場合は課題を期限内に提出すること。

2021 中国語圏の文化と社会（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

中国語と中国語圏とは

中国語の特徴について日本語との比較で説明する
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

2回

異文化理解のために

異文化理解の意義と方法について説明する
講義

レポート

９０

テーマ

内容

3回

文学と文化（１）

中国文学の流れから中国文化の特徴を見る
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

4回

文学と文化（２）

中日文学の相違点から中国文化の特徴を見る
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

5回

中国文化の基本知識

思想、宗教、地理、文学、民俗、風習などからトータル的に学ぶ
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

6回

中国の書道と絵画

中国の書道と絵画（水墨画）の基本を紹介する
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

7回

中国語圏の音楽

古代から現代まで中国における音楽の歴史と現状を紹介する
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

8回

中国語圏の戯曲

京劇を中心に各地方の戯曲を紹介する
講義

レポート

９０

テーマ

内容

9回

中国語圏の建築

中国における建築の歴史と特徴を学ぶ
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

10回

少数民族の生活

中国大陸における少数民族の生活を北方の少数民族を中心に紹介する。
講義

小テスト

９０

2021 中国語圏の文化と社会（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

中国語圏の食文化

中国各地の料理を麺類を中心に紹介する。
講義

小テスト

９０

テーマ

内容

12回

日本人の目で捉えられた現代中国（１）

都市編・北京在住の日本人漫画家や上海を訪問した日本人アイドルの目を
通して都市部の生活を見る。 講義

レポート

９０

テーマ

内容

13回

日本人の目で捉えられた現代中国（２）

田舎編・中国の田舎に住む日本人の体験を通して田舎の生活を見る。
演習

レポート

９０

テーマ

内容

14回

研究（自学自習）課題（１）

中国語圏の文化と社会をめぐって関心のある課題を大学で専攻する分野の
知識を生かす見地から研究、発表する。AL    AL 演習

研究課題レポートまたは研究成果発表（発表はチームで行い
）

９０

テーマ

内容

15回

研究（自学自習）課題（２）

中国の映画を見てレポートを書く    AL
演習

レポート  ポートフォリオ提出

９０

2021 中国語圏の文化と社会（１全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

韓国語圏の文化と社会（１全学科）後期

Culture and Society in the Korean Speaking Area

2141301

後期

viduri1026@gmail.com

本館１階 非常勤講師室　　　　　

辛教燦（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 30 0 30 30 0 10 0 100

本講義を通して異文化に対する理解と批判的思考を身につける。具体的には、韓国語圏の文化と社会について映画・ド
ラマ・K-
POPなどの文化コンテンツを通じて考える。また受講生がグループに分かれて講義で提示した範囲内外で自由にテーマ
を設定し、調査・討議・発表を行う。講義の中で鑑賞した韓国の文化コンテンツや他のグループのテーマの中で興味深か
った成果発表についての批判的感想をレポートとして提出する。

　　　 

　　　 

異文化について主体的に調査することができる。f.i

調査した内容を批判的に分析することができる。

異文化について理解を深めることができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

f.g

a.f

g

a,f,ga,f,g

A A4 A4

授業時間後の非常勤講師控室

韓国語　韓国文化　韓国社会　批判的思考　　共生　　　　　　

韓国語  他の言語科目

韓国語圏の文化と社会（１全学科）後期2021

1

2

選必

なし　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1713



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 韓国語圏の文化と社会（１全学科）後期

1．定期試験30点  2．レポート30点、Webclassの「課題」に提出（表紙不要、PCで作成、A4用紙1枚に
まとめて提出、書式はWordの基本仕様：余白各25㎜、1頁40行、1行40文字、MS明朝、文字のサイズ
10.5）  3．成果発表30点  4．ポートフォリオ(学習到達度レポート)10点、レポートの後ろに内容を張り付
け、一つのファイルにまとめてWebclassの「課題」に提出（ポータルサイトでの入力と別途に定期試験
と一緒に提出）

1714

韓国文化や韓国事情への関心と簡単な予備知識が必要である。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会関係形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能
力」「キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1．授業に積極的に参加し、主体的に発言及び意見交換を行うこと。  2．グループで協力し、選択したテーマへの理解を深
めること。  3．他のグループのテーマに対して批判的討論を行うこと。  4．ポートフォリオ(学習到達度レポート)は課題とし
て必ずWebclassに提出すること。  5．Webclassのに課題を提出する際は、ファイルがアップロードされていることを再度
確認すること。

2021 韓国語圏の文化と社会（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス①

授業内容の説明  テーマ別グループ分け(一次)
講義

授業内容の確認

90

テーマ

内容

2回

ガイダンス②

テーマ別グループ分け(最終) 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

3回

韓国の歴史

韓国歴史の概観  グループ①発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

4回

日韓交流史

韓国ドラマから見る韓国と日本の交流史  グループ②発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

5回

韓国の文字

韓国ドラマから見るハングル  グループ③発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

6回

韓国の戦争と分断

韓国映画から見る韓国戦争と分断  グループ④発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

7回

韓国の民主化

韓国映画から見る韓国の民主化  グループ⑤発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

8回

韓国の政治と言論

韓国映画から見る政治と言論  グループ⑥発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

9回

韓国の映画と社会①

韓国映画から見る韓国社会① 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

10回

韓国の映画と社会②

韓国映画から見る韓国社会② 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

2021 韓国語圏の文化と社会（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

韓国の教育

韓国ドラマから見る韓国の教育  グループ⑦発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

12回

韓国の観光

韓国ドラマと観光・料理・ファッション  グループ⑧発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

13回

韓国の歌

韓国の歌謡とK-POP  グループ⑨発表、討議 講義  演
習

課題(発表の準備)：選択したテーマに沿って各グループごと
に資料収集及び定義、意味・意義分析、比較、批評を行う

90

テーマ

内容

14回

韓国の節句

韓国の節句  グループ⑩発表、討議 講義  演
習

課題：レポートの作成

90

テーマ

内容

15回

試験

定期試験 講義  演
習

レポートとポートフォリオ(到達度レポート)の提出

90

2021 韓国語圏の文化と社会（１全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ドイツ語圏の文化と社会（１全学科）後期

Cultural and Societies in German Speaking Areas

2141401

後期

axt.koushi@icloud.com

本館１階非常勤講師室　　　　　

アクスト フローリアン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 30 60 0 10 0 100

ドイツ語圏の文化や社会等について、興味・関心のある分野をグループで調べ、発表する。その後、全体でディスカッショ
ンをする。

ヨーロッパ学入門　朝日出版社　武蔵大学人文学部ヨーロッパ比較文化学科編　 4255004102

インターネット上の資料　　　 

自ら資料検索ができる。

論理的な思考を通して発表・表現することができる。

ドイツ語圏の文化と社会及び比較文化に対する理解を深めることができる。

a,f,ga,f,g

A A4 A4

授業後非常勤講師室で対応

文化　社会　理解　　　　　　　　　

ドイツ語  他の言語科目

ドイツ語圏の文化と社会（１全学科）後期2021

１

２

選必

「なし」　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ドイツ語圏の文化と社会（１全学科）後期

授業時の口頭発表  授業への積極的な参加  期末レポート  ポートフォリオは印刷して担当教員に提
出                                 詳細は以下の通り。                                      レポートは１回提出するので1
×３０=３０点                            成果発表は1回行うので1×６０=６０点                               ポートフォ
リオは1回提出するので１×１０=１０点

1719

関心のある分野について情報収集をすること。

基礎的・汎用的能力（特に「人間関係形成・社会形成能力」「グローバル的な視点から物事の本質を理
解する能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．積極的な参加と発言を主体的に行うこと。  ２．著作権に留意すること。出典及び引用を明記する。                               
                                                                                         ３．レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃
（ひょうせつ）は、不正行為とみなされる。

2021 ドイツ語圏の文化と社会（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

科目内容の説明、テーマ設定とグループ分け
講義

科目内容の確認、テキストの読書

45

テーマ

内容

2回

討議

テキストに関して討議を行う、グループ内打ち合わせ
演習

テーマの書籍を読む、グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

3回

討議

テキストに関して討議を行う、グループ内打ち合わせ
演習

テーマの書籍を読む、グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

4回

討議

テキストに関して討議を行う、グループ内打ち合わせ
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

5回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

6回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

7回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

8回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

9回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

10回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

2021 ドイツ語圏の文化と社会（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

12回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

13回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

14回

発表・討議

発表、ディスカッション
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

15回

発表・討議

発表、ディスカッション、まとめ
演習

グループ内打ち合わせ

90

テーマ

内容

16回

まとめ

講評・まとめ

ポートフォリオ提出

2021 ドイツ語圏の文化と社会（１全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

フランス語圏の文化と社会（１全学科）後期

Culture and Society in France

2141501

後期

yves@plum.plala.or.jp

本館１階 非常勤講師室　　　　　

フェレロ イヴ （非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 ２８ ５２ 0 ２０ 0 100

フランス語圏の文化と社会について講義と演習という形で学んでいく。この学習を通して異文化理解の意義と方法を知
るのが目的である。  授業のやり方としては、受講生に与えられた課題をめぐってチームで共同研究をし成果発表をして
もらうことを主とする。

無し　　　 

　　　 

フランスの文化と社会について理解を深め、客観視することができるa.f

異文化理解の意義と方法を把握し、批判的思考をすることができる

資料検索及び編集の能力を高め、研究成果を発表することができる

ｆ.g

f.i

a,f,ga,f,g

A A4 A4

火曜日、授業の後

文化　社会　生活　理解　　共生　　　　　　

フランス語

フランス語圏の文化と社会（１全学科）後期2021

１

２

選択

無し　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 フランス語圏の文化と社会（１全学科）後期

レポートははA4用紙１枚、１行４０文字、1頁４０行、MS明朝、１００文字以上 １４回X２点＝２８点  成果発
表は１回X５２点＝５２点  ポートフォリオは１回X２０店＝２０店

1724

フランス語とフランスという国についてある程度知っておく。

基本的、汎用的能力（「人間関係形成、社会形成能力」「課題対用能力」「グローバルな視点から多面
的に物事の本質を理解する能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１.授業開始30分までを出席とし、以後は欠席扱いします。  ２.引用について出所を明記すること。.レポート等の提出物の
コピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。

2021 フランス語圏の文化と社会（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

授業の説明
演習 ９０

テーマ

内容

2回

フランス語

フランス語の発音、原点
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

3回

EUでのフランス

地理：ヨーロッパとフランス
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

4回

スポーツ

国技、格闘技、教育
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

5回

料理

惣菜、調味料、パン対米
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

6回

休暇

過ごし方、有休
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

7回

ファッション

洋服、下着、身に着ける物
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

8回

藝術

歴史、美術、音楽
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

9回

身体

香水、生活習慣
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

10回

家族

家事、性、老者
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

2021 フランス語圏の文化と社会（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

教育

制服、旅費、性教育、国語
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

12回

健康

国民保険、病院
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

13回

労働

社員と上司、労働者と政府との関係
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

14回

税金

種類、使い方
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

15回

政治

政治のシステム
演習

左のテーマについて成果発表を纏める

９０

テーマ

内容

16回

まとめ

講評・まとめ
講義

ポートフォリオ提出

2021 フランス語圏の文化と社会（１全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

中国語（２全学科）後期

Chinese

2142101

後期

shan@ed.sojo-u.ac.jp

本館307　　　　　

単援朝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０ ４０ ２２ ８ ０ ０ １０ ０ １００

１．中国語は漢字が使用されているから日本人学習者にとって学びやすいと思われがちであるが、発音や文法など言語
としての系統が全く違うので、外国語として学ぶほかない。中国語は中国語を初めて学習する人のための入門・初級講
座である。中国の基礎を身につけるよう、週一回の授業で中国語の発音をはじめ、 日常生活に密着した語彙、表現およ
び簡単な文法を学ぶ。中国語でのコミュニケーション力の養成は目的である  ２．ALを基本的授業手法とする。発音練習
、会話練習と文法解説を交互に行うが、とくに単語の発音練習に力を入れる。  ３．毎回練習問題（小テスト）を課すので、
必ず提出すること。  ４．中間試験と小テストの講評を行う。

はじめての 中国語学習辞典　朝日出版社　相原茂編　 4-255-00113-8

　　　 

発音の仕組みが分かり、習った単語を発音することができる。a.f

動詞述語文と形容詞述語文の構造を理解し、中国語の短文を読むことができる。f.g.i

a,f,ga,f,g

A A4 A4

木曜４ 金曜３

発音,語彙,文法,漢字　　　　　　　　　　　

中国語圏の文化と社会

中国語（２全学科）後期2021

２

2.

選択

改訂 中国語への招待　熊本出版文化会館　王忠義・単継清　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 中国語（２全学科）後期

１．中間試験 １回行うので１×２０点＝２０点  ２．小テスト+研究課題     小テストは第１課から第９課まで＋
発音２、全部で１１回行うので１１×２点＝２２点  研究課題は１回×６、１回×２＝８点  ３．定期試験 １回×４０
点＝４０点  ４．ポートフォリオ１回×１０点＝１０点  ５．基本的に再試を行わない。

1729

１．初修外国語なので、英語学習の要領、体験などが学習において役立つ。  ２．中国という国についての
基本的知識。  ３．漢字                                                     

基礎的・汎用的能力（特に「人間関係形成・社会形成能力」「グローバル的な視点から物事の本質を理
解する能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１.語学の勉強は一般の授業と違って、単なる講義を聞いて理解するだけでなく、真似たり、考えたり、口にしたりすることな
どが必要であるということを心得て、双方向的学習を目指すように授業中発音練習、会話練習に積極的に参加すること。 
 ２.授業開始30分までを出席とし、以後は欠席扱いします。  ３.スマートフォンはカバンの中にしまうこと。  ４.レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  ※遠隔授業の場合は課題（小テス
トの答案など）を必ず提出期限内に提出すること。

2021 中国語（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

基本知識

中国語あれこれ                                                                                    
    中国語の発音、語彙、文法などについて概説 講義

予習】教科書p141～148を読んでおく。          【復習】練習を
繰り返す。

90

テーマ

内容

2回

発音

発音  母音、子音、複母音、声調、軽声、音節 講義     
 AL

【予習】教科書p141～148を読んでおく。          【復習】練習
を繰り返す。

90

テーマ

内容

3回

発音  動詞述語文

初対面  判断、紹介の表現、疑問文（１）、人称代名詞                                 
  

講義     
AL

【予習】教科書p6～8を読んでおく。              【復習】小テスト
の講評。

90

テーマ

内容

4回

発音  動詞述語文

訪問・取り次ぎ  存在、懇請の表現、疑問文（２）、基数詞・序数詞
講義

【予習】教科書p11～14を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

テーマ

内容

5回

発音  動詞述語文

日程  勧誘、時間の表現、疑問文（３）、連動式（１）、方位詞
講義

【予習】教科書p16～19を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

テーマ

内容

6回

発音  形容詞述語文

買い物  完了、頻度の表現、指示代名詞・疑問代名詞 （１）
講義

【予習】教科書p22～25を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

テーマ

内容

7回

発音  動詞述語文

相談  存在、時刻の表現、“二”と“両”の使い分け
講義

【予習】教科書p27～30を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

テーマ

内容

8回

中間試験

中間試験  第一課～第五課
講義

【復習】小テストの講評。

90

テーマ

内容

9回

発音  様々な修飾語

中国語学習  程度、範囲の表現、補語（１） 講義     
試験

【予習】教科書p33～36を読んでおく。            【復習】中間試
験の講評。

90

テーマ

内容

10回

発音  様々な修飾語

旅行  可能、経験、願望の表現、助動詞（１）
講義

【予習】教科書p39～42を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

2021 中国語（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

発音  動詞述語文

チケットの予約  方式、願望の表現、連動式（２）
講義

【予習】教科書p45～48を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

テーマ

内容

12回

発音  動詞述語文

休暇  補語（２）、疑問文（４）、曜日の言い方
講義

【予習】教科書p52～55を読んでおく。            【復習】小テス
トの講評。

90

テーマ

内容

13回

復習  研究課題（１）

復習  単語編
講義

【予習】教科書p33～55を読んでおく。            【復習】語彙の
復習・プリントを配る

90

テーマ

内容

14回

復習  研究課題（２）

復習  文法編
講義

【予習】教科書p33～55を読んでおく。            【復習】文法の
復習・レポート

90

テーマ

内容

15回

試験

定期試験
試験

       

90

テーマ

内容

16回 90

2021 中国語（２全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

韓国語（２全学科）後期

Korean

2142201

後期

viduri1026@gmail.com

本館１階 非常勤講師室　　　　　

辛教燦（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 30 0 30 30 0 10 0 100

本講義では、韓国語の「ハングル」の読み書き、簡単な会話を学ぶ。また、韓国のドラマや歌などの文化を通して韓国語を
楽しく学ぶ。    (1)ハングル文字（母音・子音・パッチムなど）を学ぶ。  (2)韓国語における簡単な挨拶・身近なものの名称
などの表現を学ぶ。  (3)韓国の映画やドラマ、K-POPなどの文化を通して韓国語を学ぶ。

　　　 

　　　 

ハングルの基礎、特に文字の母音と子音の構造を学び、ハングルを読むことができる。a.f

韓国語の基礎文型を学び、韓国語で簡単な日常会話を話すことができる。f.g.i

a,f,ga,f,g

A A4 A4

授業時間後の非常勤講師控室

韓国語　ハングル　韓国文化　　　　　　　　　

韓国語圏の文化と社会

韓国語（２全学科）後期2021

2

2

選択

授業中に配布する　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 韓国語（２全学科）後期

1．定期試験   ・1回（30点）  2．成果発表(毎回の課題)   ・毎回（30点）  3．レポート   ・１回（30点）  4．
ポートフォリオ   ・1回（10点)

1734

韓国文化や韓国事情への関心と簡単な予備知識が必要である。

基礎的・汎用的能力（特に「人間関係形成・社会形成能力」「グローバル的な視点から物事の本質を理
解する能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1．発音練習など、授業に積極的に参加すること。  2．ポートフォリオ(学習到達度レポート)は課題として必ずWebclassに
提出すること。  3．Webclassのに課題を提出する際は、ファイルがアップロードされていることを再度確認すること。

2021 韓国語（２全学科）後期

1735



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス

ガイダンス 講義  演
習

授業内容の確認

90

テーマ

内容

2回

文字と発音①

「基本母音・基本子音」 講義  演
習

教材の「基本母音・子音」を予習・復習

90

テーマ

内容

3回

文字と発音②

「激音・濃音」 講義  演
習

教材の「激音・濃音」を予習・復習

90

テーマ

内容

4回

文字と発音③

「二重母音」 講義  演
習

教材の「二重母音」を予習・復習

90

テーマ

内容

5回

文字と発音④

「パッチム①」 講義  演
習

教材の「パッチム①」を予習・復習

90

テーマ

内容

6回

文字と発音⑤

「パッチム②・発音法則①」 講義  演
習

教材の「パッチム②・発音の規則①」を予習・復習

90

テーマ

内容

7回

文字と発音⑥

「発音法則②」 講義  演
習

教材の「発音の規則②」を予習・復習

90

テーマ

内容

8回

韓国文化と韓国語

「韓国の文化コンテンツと韓国語」 講義  演
習

韓国の文化コンテンツの鑑賞と調査  レポートを提出

90

テーマ

内容

9回

会話①

「挨拶①」 講義  演
習

教材の「挨拶①」を予習・復習

90

テーマ

内容

10回

会話②

「挨拶②」 講義  演
習

教材の「挨拶②」を予習・復習

90

2021 韓国語（２全学科）後期

1736



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

会話③

「人の紹介①」 講義  演
習

教材の「人の紹介①」を予習・復習

90

テーマ

内容

12回

会話④

「人の紹介②」 講義  演
習

教材の「人の紹介②」を予習・復習

90

テーマ

内容

13回

会話⑤

「物の紹介①」 講義  演
習

教材の「物の紹介①」を予習・復習

90

テーマ

内容

14回

会話⑥

「物の紹介②」 講義  演
習

教材の「物の紹介②」を予習・復習

90

テーマ

内容

15回

試験

定期試験 講義  演
習

【予習】定期試験の準備  【復習】定期試験の準備と課題提出
  レポート、ポートフォリオ(到達度レポート)の提出

90

2021 韓国語（２全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ドイツ語（２全学科）後期

German

2142301

後期

axt.koushi@icloud.com

本館１階非常勤講師室　　　　　

アクスト フローリアン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 50 30 0 10 0 10 0 100

日常生活の様々な場面において、ドイツ語でコミュニケーションが取れるようにする。ドイツ語を総合的に学び、活用能力
を習得する。

　　　 

　　　 

ドイツ語の基礎的な仕組みを理解できる。

簡単なドイツ語会話ができる。

簡単なドイツ語文章を書くことができる。

a,f,ga,f,g

A A4 A4

授業後非常勤講師室で対応

ドイツ語学習　外国語　　　　　　　　　　

ドイツ語圏の文化と社会  他の言
語科目

ドイツ語（２全学科）後期2021

２

2

選必

Ein Geist in Nurnberg? Deutsch fur Anfanger　同学社　Diana Beier-Taguchi, 清野智昭　　978-4-8102-0735-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ドイツ語（２全学科）後期

授業への積極的な参加及び、小テストと定期試験によって総合的に評価する。       詳細は以下の通り
。                                       定期試験は１回行うので1×５０=５０点                            小テストは６回
行うので６×５=３０点                                成果発表は1回行うので1×１０=１０点                              
 ポートフォリオは1回行うので１×１０=１０点

1739

日頃から新聞やニュース、読書等を通してドイツやヨーロッパに関心を持つこと。

グローバル的な視点から多面的に物事を理解し、広く論理的に考える基礎的能力、「人間関係形成・社
会形成能力」「課題対応能力」を中心とする汎用的能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．出席を怠らず、毎時間の予習と復習を行うこと。                           ２．レポート等の提出物のコピーアンドペーストなど
の剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされる。

2021 ドイツ語（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

イントロダクション

イントロダクション／アルファベットの読み方／あいさつ／自己紹介 講義・演
習

当該ページの復習

90

テーマ

内容

2回

動詞（１）

動詞の現在人称変化 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

テーマ

内容

3回

数字

数字 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

テーマ

内容

4回

動詞（２）

不正規動詞 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

テーマ

内容

5回

名詞（１）

名詞の性 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

テーマ

内容

6回

小テスト名詞（２）

名詞の格 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

テーマ

内容

7回

名詞（３）

複数形 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

テーマ

内容

8回

名詞（４）

複数形 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

テーマ

内容

9回

前置詞（１）、所有冠詞（１）

前置詞、所有冠詞 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

テーマ

内容

10回

前置詞（２）

前置詞 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

2021 ドイツ語（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

動詞（４）

分離動詞 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

テーマ

内容

12回

小テスト、副文（１）

副文 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

テーマ

内容

13回

動詞（５）

話法の助動詞 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

テーマ

内容

14回

動詞（６）

話法の助動詞 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

テーマ

内容

15回

副文（２）

副文 講義・演
習

当該ページの復習  次回の単元の復習

90

テーマ

内容

16回

試験

定期試験
90

2021 ドイツ語（２全学科）後期

1742



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

フランス語（２全学科）後期

Foreign Language ( French I ) ( Applied Microbial Technology / Applied Life Science )

2142401

後期

yves@plum.plala.or.jp

本館１階  非常勤講師室　　　　　

フェレロ イヴ （非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 70 0 0 0 0 10 0 100

フランス語はフランス語の入門講座である。フランス語を基礎から勉強し、日常生活によく使われることばや言い方を中
心に会話の練習をしながら読み書きの基本を身につける。

　　　 

　　　 

簡単な発音をすることが出来る。a.f

フランス語の短文を読み書きの基本を身に着け、それらを実践することができる。

フランスの文化についての理解を深め、グローバル的な考え方を身に着ける。

f.g

a.f.g

a,f,ga,f,g

A A4 A4

火２限本館1階、木３限、木４限芸
術学部

フランス語　単語　発音　文法　　　　　　　　

フランス語圏の文化と社会

フランス語（２全学科）後期2021

２

2

選択

授業開始時教科書を配布する。　　フェレロ　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 フランス語（２全学科）後期

中間テストは１回行うので1回×２０点＝２０点  定期試験は１回行うので1回×７０点＝７０点  ポートフォリ
オは１回×１０点＝１０点

1744

フランス語、フランス文化についての基礎的知識  中高校で習った英語の学び方とその体験

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「課題対応能力」「グローバルな視点から多面
的に物事の本質を理解する能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．電子媒体でもいいので和仏ー仏和辞書を持って来ること。  ２．授業開始30分までを出席とし、以後は欠席扱いします。 
 ３．レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。

2021 フランス語（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

発音

オリエンテーション－発音 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

90

テーマ

内容

2回

発音

挨拶 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

1日に1
0分

テーマ

内容

3回

発音

母音と母音字 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

90

テーマ

内容

4回

単語

人称代名詞 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

90

テーマ

内容

5回

文法

～である（＝be動詞） 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

90

テーマ

内容

6回

文法

冠詞 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

90

テーマ

内容

7回

表現

～を持っている（＝have動詞） 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

90

テーマ

内容

8回

文法

er動詞 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

90

テーマ

内容

9回

文法

指示形容詞 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

90

テーマ

内容

10回

文法

所有形容詞 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

90

2021 フランス語（２全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

文法

強音人称代名詞 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

90

テーマ

内容

12回

文法

形容詞 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

90

テーマ

内容

13回

表現

疑問形 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

90

テーマ

内容

14回

表現

疑問詞 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング

90

テーマ

内容

15回

復習

復習 講義    R
ole play

授業でやった会話の練習及びヒアリング/ポートフォリオ（到
達度レポート）を作成

90

テーマ

内容

16回

定期試験

定期試験

2021 フランス語（２全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅱ①（１機整操・１シス◎）

Differential and Integral Calculus II

2211301

後期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結しますの
で、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複雑
な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養い
ます。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、 より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、専門領域での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算ができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

定積分　偏微分　2重積分　微分方程式　　　　　　　　

（基礎科目）「工学・情報系の基
礎数理I」（旧カリ：微分積分学I） 
 （連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の数理I」（
旧カリ：確率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅱ①（１機整操・１シス◎）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ①（１機整操・１シス◎）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  6) 
授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用
した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1749

高等学校における、数学Ⅰ

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ①（１機整操・１シス◎）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

「工学・情報系の基礎数理I」（旧カリ：微分積分学I）での既習事項を整理し
、理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

分数関数の積分法

分数式の部分分数分解、分数関数の不定積分について学び、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

続・置換積分法

置換積分法を用いた三角関数・無理関数・指数関数・対数関数の不定積分
について学び，その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の復習

基礎数理Iでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の置換積分法と部分積分法

定積分の置換積分法と部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容(試験範囲)を復習 
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

10回

課題の講評・振り返り

講評、中間試験  課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと

120

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、確認テスト 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続

工学・物理における微分方程式の紹介。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括 講義  演
習 30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅱ②（１機整操・１シス◎）

Differential and Integral Calculus II

2211302

後期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結しますの
で、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複雑
な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養い
ます。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、 より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、専門領域での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算ができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

定積分　偏微分　2重積分　微分方程式　　　　　　　　

（基礎科目）「工学・情報系の基
礎数理I」（旧カリ：微分積分学I） 
 （連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の数理I」（
旧カリ：確率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅱ②（１機整操・１シス◎）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ②（１機整操・１シス◎）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  6) 
授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用
した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1756

高等学校における、数学Ⅰ

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ②（１機整操・１シス◎）

1757



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

「工学・情報系の基礎数理I」（旧カリ：微分積分学I）での既習事項を整理し
、理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

分数関数の積分法

分数式の部分分数分解、分数関数の不定積分について学び、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

続・置換積分法

置換積分法を用いた三角関数・無理関数・指数関数・対数関数の不定積分
について学び，その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の復習

基礎数理Iでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の置換積分法と部分積分法

定積分の置換積分法と部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容(試験範囲)を復習 
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

10回

課題の講評・振り返り

講評、中間試験  課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ②（１機整操・１シス◎）

1758



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと

120

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、確認テスト 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続

工学・物理における微分方程式の紹介。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括 講義  演
習 30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅱ③（１機整操・１シス◎）

Differential and Integral Calculus II

2211303

後期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結しますの
で、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複雑
な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養い
ます。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、 より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、専門領域での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算ができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

定積分　偏微分　2重積分　微分方程式　　　　　　　　

（基礎科目）「工学・情報系の基
礎数理I」（旧カリ：微分積分学I） 
 （連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の数理I」（
旧カリ：確率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅱ③（１機整操・１シス◎）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ③（１機整操・１シス◎）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  6) 
授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用
した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1763

高等学校における、数学Ⅰ

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

「工学・情報系の基礎数理I」（旧カリ：微分積分学I）での既習事項を整理し
、理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

分数関数の積分法

分数式の部分分数分解、分数関数の不定積分について学び、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

続・置換積分法

置換積分法を用いた三角関数・無理関数・指数関数・対数関数の不定積分
について学び，その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の復習

基礎数理Iでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の置換積分法と部分積分法

定積分の置換積分法と部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容(試験範囲)を復習 
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

10回

課題の講評・振り返り

講評、中間試験  課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと

120

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、確認テスト 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続

工学・物理における微分方程式の紹介。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括 講義  演
習 30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅱ④（１機整操・１シス◎）

Differential and Integral Calculus II

2211304

後期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結しますの
で、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複雑
な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養い
ます。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、 より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、専門領域での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算ができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

定積分　偏微分　2重積分　微分方程式　　　　　　　　

（基礎科目）「工学・情報系の基
礎数理I」（旧カリ：微分積分学I） 
 （連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の数理I」（
旧カリ：確率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅱ④（１機整操・１シス◎）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ④（１機整操・１シス◎）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  6) 
授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用
した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1770

高等学校における、数学Ⅰ

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

「工学・情報系の基礎数理I」（旧カリ：微分積分学I）での既習事項を整理し
、理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

分数関数の積分法

分数式の部分分数分解、分数関数の不定積分について学び、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

続・置換積分法

置換積分法を用いた三角関数・無理関数・指数関数・対数関数の不定積分
について学び，その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の復習

基礎数理Iでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の置換積分法と部分積分法

定積分の置換積分法と部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容(試験範囲)を復習 
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

10回

課題の講評・振り返り

講評、中間試験  課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと

120

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、確認テスト 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続

工学・物理における微分方程式の紹介。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括 講義  演
習 30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅱ①（１建◎・１情）

Differential and Integral Calculus II

2211401

後期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結しますの
で、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複雑
な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養い
ます。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、 より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、専門領域での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算ができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

定積分　偏微分　2重積分　微分方程式　　　　　　　　

（基礎科目）「工学・情報系の基
礎数理I」（旧カリ：微分積分学I） 
 （連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の数理I」（
旧カリ：確率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅱ①（１建◎・１情）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ①（１建◎・１情）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  6) 
授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用
した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1777

高等学校における、数学Ⅰ

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

「工学・情報系の基礎数理I」（旧カリ：微分積分学I）での既習事項を整理し
、理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

分数関数の積分法

分数式の部分分数分解、分数関数の不定積分について学び、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

続・置換積分法

置換積分法を用いた三角関数・無理関数・指数関数・対数関数の不定積分
について学び，その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の復習

基礎数理Iでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の置換積分法と部分積分法

定積分の置換積分法と部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容(試験範囲)を復習 
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

10回

課題の講評・振り返り

講評、中間試験  課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと

120

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、確認テスト 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続

工学・物理における微分方程式の紹介。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括 講義  演
習 30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅱ②（１建◎・１情）

Differential and Integral Calculus II

2211402

後期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結しますの
で、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複雑
な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養い
ます。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、 より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、専門領域での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算ができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

定積分　偏微分　2重積分　微分方程式　　　　　　　　

（基礎科目）「工学・情報系の基
礎数理I」（旧カリ：微分積分学I） 
 （連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の数理I」（
旧カリ：確率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅱ②（１建◎・１情）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ②（１建◎・１情）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  6) 
授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用
した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1784

高等学校における、数学Ⅰ

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ②（１建◎・１情）

1785



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

「工学・情報系の基礎数理I」（旧カリ：微分積分学I）での既習事項を整理し
、理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

分数関数の積分法

分数式の部分分数分解、分数関数の不定積分について学び、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

続・置換積分法

置換積分法を用いた三角関数・無理関数・指数関数・対数関数の不定積分
について学び，その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の復習

基礎数理Iでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の置換積分法と部分積分法

定積分の置換積分法と部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容(試験範囲)を復習 
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

10回

課題の講評・振り返り

講評、中間試験  課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと

120

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、確認テスト 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続

工学・物理における微分方程式の紹介。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括 講義  演
習 30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅱ③（１建◎・１情）

Differential and Integral Calculus II

2211403

後期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結しますの
で、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複雑
な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養い
ます。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、 より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、専門領域での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算ができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

定積分　偏微分　2重積分　微分方程式　　　　　　　　

（基礎科目）「工学・情報系の基
礎数理I」（旧カリ：微分積分学I） 
 （連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の数理I」（
旧カリ：確率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅱ③（１建◎・１情）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ③（１建◎・１情）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  6) 
授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用
した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1791

高等学校における、数学Ⅰ

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

「工学・情報系の基礎数理I」（旧カリ：微分積分学I）での既習事項を整理し
、理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

分数関数の積分法

分数式の部分分数分解、分数関数の不定積分について学び、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

続・置換積分法

置換積分法を用いた三角関数・無理関数・指数関数・対数関数の不定積分
について学び，その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の復習

基礎数理Iでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の置換積分法と部分積分法

定積分の置換積分法と部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容(試験範囲)を復習 
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

10回

課題の講評・振り返り

講評、中間試験  課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと

120

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、確認テスト 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続

工学・物理における微分方程式の紹介。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括 講義  演
習 30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅱ④（１建◎・１情）

Differential and Integral Calculus II

2211404

後期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結しますの
で、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複雑
な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養い
ます。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、 より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、専門領域での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算ができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

定積分　偏微分　2重積分　微分方程式　　　　　　　　

（基礎科目）「工学・情報系の基
礎数理I」（旧カリ：微分積分学I） 
 （連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の数理I」（
旧カリ：確率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅱ④（１建◎・１情）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ④（１建◎・１情）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  6) 
授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用
した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1798

高等学校における、数学Ⅰ

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

「工学・情報系の基礎数理I」（旧カリ：微分積分学I）での既習事項を整理し
、理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

分数関数の積分法

分数式の部分分数分解、分数関数の不定積分について学び、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

続・置換積分法

置換積分法を用いた三角関数・無理関数・指数関数・対数関数の不定積分
について学び，その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の復習

基礎数理Iでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の置換積分法と部分積分法

定積分の置換積分法と部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容(試験範囲)を復習 
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

10回

課題の講評・振り返り

講評、中間試験  課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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1800



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと

120

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、確認テスト 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続

工学・物理における微分方程式の紹介。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括 講義  演
習 30

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ④（１建◎・１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の基礎数理Ⅱ⑤（１建◎・１情）

Differential and Integral Calculus II

2211405

後期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315（藤城）、本館308（河合）　本館付属棟314（中西）、本館付属棟316
（津曲)　本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　

藤城 謙一　中西 眞也　日比野 剛士　大嶋 康裕　　津曲 紀宏　河合 浩明　　　　　　　　　
　　　　　　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

機械工学・宇宙工学・航空工学、または情報科学・建築工学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の
一つです。 中でも微分積分学は、単に専門の講義の学習理解のための基礎科目であるだけでなく、いろいろな事象につ
いて理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的とします。  内容は、前期・後期合わせて完結しますの
で、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複雑
な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養い
ます。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、 より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、専門領域での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算ができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

定積分　偏微分　2重積分　微分方程式　　　　　　　　

（基礎科目）「工学・情報系の基
礎数理I」（旧カリ：微分積分学I） 
 （連携科目）「工学・情報系の数
理II」（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）「工学・情報系の数理I」（
旧カリ：確率・統計）

工学・情報系の基礎数理Ⅱ⑤（１建◎・１情）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ⑤（１建◎・１情）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  6) 
授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用
した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1805

高等学校における、数学Ⅰ

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
があります。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履
修すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ⑤（１建◎・１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

「工学・情報系の基礎数理I」（旧カリ：微分積分学I）での既習事項を整理し
、理解を深める。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

分数関数の積分法

分数式の部分分数分解、分数関数の不定積分について学び、その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

続・置換積分法

置換積分法を用いた三角関数・無理関数・指数関数・対数関数の不定積分
について学び，その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の復習

基礎数理Iでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の置換積分法と部分積分法

定積分の置換積分法と部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容(試験範囲)を復習 
して、理解を深めておく。

120

テーマ

内容

10回

課題の講評・振り返り

講評、中間試験  課題の講評・振り返り、中間試験 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ⑤（１建◎・１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと

120

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

課題の講評・振り返り、確認テスト 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

専門科目との接続

工学・物理における微分方程式の紹介。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと。

120

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

課題の講評・振り返り、定期試験 講義  演
習

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括 講義  演
習 30

2021 工学・情報系の基礎数理Ⅱ⑤（１建◎・１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ①（１ナ◎・１微生）

Differential and Integral Calculus II

2211601

後期

kawai@ed.sojo-u.ac.jp

本館308（河合）　本館付属棟316（津曲）　本館付属棟314（中西）　本館付属棟319
（日比野）　　本館付属棟317（大嶋）

河合 浩明　津曲 紀宏　中西 眞也　日比野 剛士　　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　
　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

化学工学・生命科学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の一つです。 中でも微分積分を学ぶこと
は、化学工学、統計学や数理生物学など専門の講義の学習理解のための基礎となるだけでなく、いろいろな事象につい
て理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的としています。  内容は、前期・後期合わせて完結します
ので、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複
雑な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養
います。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、化学工学での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。  参考書については、学力に十分に余裕のある学生のみ、図書館等で参考にすること。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算をすることができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分積分学　定積分　偏微分　2重積分　　微分方程式　　　　　　

（基礎科目）「バイオ・化学系の
基礎数理I」（旧カリ：「微分積分
学I」）  （連携科目）「バイオ・化
学系の数理II」（旧カリ：「行列と
行列式」）  （発展科目）「バイオ・
化学系の数理I」（旧カリ：「確率・
統計」）および化学工学を扱う専
門科目

バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ①（１ナ◎・１微生）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ①（１ナ◎・１微生）

1) 中間試験および定期試験。  2) 小テストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。  3) レポ
ートの提出状況により評価する。授業時に指定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用
した課題、などについてのレポート（提出方法指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業にお
ける演習問題の解答状況により理解度を評価する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシ
ステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成して、自己評価する。

1812

高等学校における数学I、及び大学で学ぶ1変数の微分の知識。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
がある。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履修
すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ①（１ナ◎・１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

これまでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。
講義

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の置換積分法

定積分の置換積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の部分積分法

定積分の部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

90
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1814



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

90

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

重積分の応用3

3重積分について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

定期試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成

120
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括としての演習と「科目の学修到達度レポート」の提
出を行う。 演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の提出。

30

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ①（１ナ◎・１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ②（１ナ◎・１微生）

Differential and Integral Calculus II

2211602

後期

kawai@ed.sojo-u.ac.jp

本館308（河合）　本館付属棟316（津曲）　本館付属棟314（中西）　本館付属棟319
（日比野）　　本館付属棟317（大嶋）

河合 浩明　津曲 紀宏　中西 眞也　日比野 剛士　　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　
　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

化学工学・生命科学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の一つです。 中でも微分積分を学ぶこと
は、化学工学、統計学や数理生物学など専門の講義の学習理解のための基礎となるだけでなく、いろいろな事象につい
て理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的としています。  内容は、前期・後期合わせて完結します
ので、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複
雑な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養
います。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、化学工学での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。  参考書については、学力に十分に余裕のある学生のみ、図書館等で参考にすること。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算をすることができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分積分学　定積分　偏微分　2重積分　　微分方程式　　　　　　

（基礎科目）「バイオ・化学系の
基礎数理I」（旧カリ：「微分積分
学I」）  （連携科目）「バイオ・化
学系の数理II」（旧カリ：「行列と
行列式」）  （発展科目）「バイオ・
化学系の数理I」（旧カリ：「確率・
統計」）および化学工学を扱う専
門科目

バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ②（１ナ◎・１微生）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ②（１ナ◎・１微生）

1) 中間試験および定期試験。  2) 小テストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。  3) レポ
ートの提出状況により評価する。授業時に指定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用
した課題、などについてのレポート（提出方法指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業にお
ける演習問題の解答状況により理解度を評価する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシ
ステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成して、自己評価する。

1819

高等学校における数学I、及び大学で学ぶ1変数の微分の知識。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
がある。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履修
すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ②（１ナ◎・１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

これまでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。
講義

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の置換積分法

定積分の置換積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の部分積分法

定積分の部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

90
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

90

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

重積分の応用3

3重積分について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

定期試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成

120
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括としての演習と「科目の学修到達度レポート」の提
出を行う。 演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の提出。

30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ③（１ナ◎・１微生）

Differential and Integral Calculus II

2211603

後期

kawai@ed.sojo-u.ac.jp

本館308（河合）　本館付属棟316（津曲）　本館付属棟314（中西）　本館付属棟319
（日比野）　　本館付属棟317（大嶋）

河合 浩明　津曲 紀宏　中西 眞也　日比野 剛士　　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　
　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

化学工学・生命科学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の一つです。 中でも微分積分を学ぶこと
は、化学工学、統計学や数理生物学など専門の講義の学習理解のための基礎となるだけでなく、いろいろな事象につい
て理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的としています。  内容は、前期・後期合わせて完結します
ので、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複
雑な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養
います。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、化学工学での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。  参考書については、学力に十分に余裕のある学生のみ、図書館等で参考にすること。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算をすることができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分積分学　定積分　偏微分　2重積分　　微分方程式　　　　　　

（基礎科目）「バイオ・化学系の
基礎数理I」（旧カリ：「微分積分
学I」）  （連携科目）「バイオ・化
学系の数理II」（旧カリ：「行列と
行列式」）  （発展科目）「バイオ・
化学系の数理I」（旧カリ：「確率・
統計」）および化学工学を扱う専
門科目

バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ③（１ナ◎・１微生）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ③（１ナ◎・１微生）

1) 中間試験および定期試験。  2) 小テストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。  3) レポ
ートの提出状況により評価する。授業時に指定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用
した課題、などについてのレポート（提出方法指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業にお
ける演習問題の解答状況により理解度を評価する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシ
ステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成して、自己評価する。

1826

高等学校における数学I、及び大学で学ぶ1変数の微分の知識。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
がある。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履修
すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ③（１ナ◎・１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

これまでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。
講義

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の置換積分法

定積分の置換積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の部分積分法

定積分の部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

90

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ③（１ナ◎・１微生）

1828



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

90

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

重積分の応用3

3重積分について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

定期試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成

120
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括としての演習と「科目の学修到達度レポート」の提
出を行う。 演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の提出。

30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ④（１ナ◎・１微生）

Differential and Integral Calculus II

2211604

後期

kawai@ed.sojo-u.ac.jp

本館308（河合）　本館付属棟316（津曲）　本館付属棟314（中西）　本館付属棟319
（日比野）　　本館付属棟317（大嶋）

河合 浩明　津曲 紀宏　中西 眞也　日比野 剛士　　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　
　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

化学工学・生命科学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の一つです。 中でも微分積分を学ぶこと
は、化学工学、統計学や数理生物学など専門の講義の学習理解のための基礎となるだけでなく、いろいろな事象につい
て理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的としています。  内容は、前期・後期合わせて完結します
ので、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複
雑な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養
います。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、化学工学での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。  参考書については、学力に十分に余裕のある学生のみ、図書館等で参考にすること。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算をすることができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分積分学　定積分　偏微分　2重積分　　微分方程式　　　　　　

（基礎科目）「バイオ・化学系の
基礎数理I」（旧カリ：「微分積分
学I」）  （連携科目）「バイオ・化
学系の数理II」（旧カリ：「行列と
行列式」）  （発展科目）「バイオ・
化学系の数理I」（旧カリ：「確率・
統計」）および化学工学を扱う専
門科目

バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ④（１ナ◎・１微生）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ④（１ナ◎・１微生）

1) 中間試験および定期試験。  2) 小テストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。  3) レポ
ートの提出状況により評価する。授業時に指定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用
した課題、などについてのレポート（提出方法指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業にお
ける演習問題の解答状況により理解度を評価する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシ
ステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成して、自己評価する。

1833

高等学校における数学I、及び大学で学ぶ1変数の微分の知識。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
がある。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履修
すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ④（１ナ◎・１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

これまでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。
講義

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の置換積分法

定積分の置換積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の部分積分法

定積分の部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

90
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

90

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

重積分の応用3

3重積分について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

定期試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成

120
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括としての演習と「科目の学修到達度レポート」の提
出を行う。 演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の提出。

30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ⑤（１ナ◎・１微生）

Differential and Integral Calculus II

2211605

後期

kawai@ed.sojo-u.ac.jp

本館308（河合）　本館付属棟316（津曲）　本館付属棟314（中西）　本館付属棟319
（日比野）　　本館付属棟317（大嶋）

河合 浩明　津曲 紀宏　中西 眞也　日比野 剛士　　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　
　

30 40 5 10 5 0 10 0 100

化学工学・生命科学について学習・研究する皆さんにとって、数学は基礎学力の一つです。 中でも微分積分を学ぶこと
は、化学工学、統計学や数理生物学など専門の講義の学習理解のための基礎となるだけでなく、いろいろな事象につい
て理論的・多面的に考察し、問題を解決する力を養うことも目的としています。  内容は、前期・後期合わせて完結します
ので、前期の内容を理解した上で後期も継続して受講することを望みます。  前期に続き積分法について学習します。 複
雑な積分の計算をおこなう事により、数学的思考力を養います。積分の概念を適用した応用を学ぶ事により、解析力を養
います。次いで、 2変数の関数を導入し、その関数の微分法と積分法について学習し、より高度な思考力と解析力を養い
ます。 最後に、ここまで学習してきた知識を応用して、化学工学での基本的な事象を数理的に解析する微分方程式につ
いて学習します。  参考書については、学力に十分に余裕のある学生のみ、図書館等で参考にすること。

解析学の基礎　学術図書出版社　鈴木紀明　 978-4-7806-0354-5

微分積分ノート術　東京図書　阿原一志　 978-4-489-02146-6

定積分、偏微分、2重積分、微分方程式について公式や解法を用いて基本的な計算をすることができる。c

極値の判定式や関数の性質を活用して、関数を調べたりそのグラフを描くことができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分積分学　定積分　偏微分　2重積分　　微分方程式　　　　　　

（基礎科目）「バイオ・化学系の
基礎数理I」（旧カリ：「微分積分
学I」）  （連携科目）「バイオ・化
学系の数理II」（旧カリ：「行列と
行列式」）  （発展科目）「バイオ・
化学系の数理I」（旧カリ：「確率・
統計」）および化学工学を扱う専
門科目

バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ⑤（１ナ◎・１微生）2021

1

3

選必

微分積分学入門改訂版　学術図書出版　岩谷輝生・田中正紀・河合浩明　　978-4-7806-0222-7

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

関数・微分方程式がビジュアルにわかる 微分積分の展開　共立出版　江見圭司　 978-4-320-01796-2

微分積分学（サイエンスライブラリ数学12）　サイエンス社　笠原晧司　 978-4-7819-0108-4
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の基礎数理Ⅱ⑤（１ナ◎・１微生）

1) 中間試験および定期試験。  2) 小テストを適宜実施し、解答状況により理解度を評価する。  3) レポ
ートの提出状況により評価する。授業時に指定する課題、図書館にある本科目に関係する図書を利用
した課題、などについてのレポート（提出方法指定あり）を課す。  4) 成果発表として、毎回の授業にお
ける演習問題の解答状況により理解度を評価する。  5) ポートフォリオとして、SOJOポートフォリオシ
ステム上で「科目の学修到達度レポート」を作成して、自己評価する。

1840

高等学校における数学I、及び大学で学ぶ1変数の微分の知識。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る微分積分学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. 質問については図書館4階の学生支援センターの相談窓口を訪ねてください。基本的および
発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付けます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階
学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。
オフィスアワーは初回の授業で連絡します。  5. 旧カリキュラムによる再履修学生については、履修クラスを指定すること
がある。初回の授業が始まる前に1年生のクラス分け掲示に合わせて出される指示の有無を確認し、指示に従って履修
すること。  6. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

不定積分の復習

これまでの既習事項を整理し、理解を深める。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

定積分

定積分の定義・幾何的意味、定積分の性質について理解する。
講義

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

微分積分学の基本定理

微分積分学の基本定理について学び、基本的な定積分の計算の演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

定積分の置換積分法

定積分の置換積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

定積分の部分積分法

定積分の部分積分法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

広義積分

有界でない関数の広義積分の定義、無限区間における広義積分の定義に
ついて学び、その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

定積分の応用(面積）

定積分による面積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

8回

定積分の応用(体積） 

定積分による体積の求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

定積分の応用（曲線の長さ）

定積分による曲線の長さの求め方を学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

90
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

2変数関数

2変数関数とそのグラフについて学び、グラフを描く。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

2変数関数の極限、連続

2変数関数の極限、連続について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

偏微分可能、偏導関数

2変数関数の偏微分可能、その幾何的意味、偏導関数について学び、その
演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

高階偏導関数

高階偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

15回

全微分可能

全微分可能の幾何的意味と接平面について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

16回

合成関数の偏導関数

合成関数の偏導関数について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

17回

偏微分法の応用1

2変数関数の極値に関する定理について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

18回

偏微分法の応用2

2変数関数のマクローリン展開について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

19回

中間試験と講評

中間試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】試験範囲として指定された教科書の問題、もしくは与
えられた課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習
しておく。

90

テーマ

内容

20回

2重積分

2重積分の定義、性質について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

2重積分の計算法

2重積分の計算法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

22回

積分変数の変換

変数変換について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

23回

重積分の応用1

2重積分による体積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

24回

重積分の応用2

重積分による曲面の面積の求め方について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

25回

重積分の応用3

3重積分について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

26回

微分方程式1

変数分離形の微分方程式の解法について学び、その演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

27回

微分方程式2

同次形の微分方程式の解法、1階の線形微分方程式の解法について学び、
その演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

28回

微分方程式3

定数係数の2階の同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

29回

微分方程式4

定数係数の2階の非同次線形微分方程式の解法について学び，その演習を
行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】試験範囲として指定された教科書の問
題、もしくは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

30回

定期試験と講評

定期試験と、課題の講評・振り返りを行う。
講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成

120
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

後期の授業内容の総括

後期の授業内容の総括としての演習と「科目の学修到達度レポート」の提
出を行う。 演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の提出。

30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

確率・統計（２機宇）

Probability and Statistics

2211901

後期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315　　　　　

藤城 謙一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

 確率・統計学は自然科学，工学，農学，医学はもちろん社会科学・人文科学などあらゆる分野で応用されるとともに，より
高度かつ広範な学問的発展を遂げている．その意味で，確率・統計の基礎を学ぶことはどの学問分野においても必須の
素養であり，より専門的な確率・統計手法への手掛かりとなる．しかし，確率と統計を数理的に行うと，多くの学生諸君は大
きな抵抗を覚えるようである．   そこで本講義は，実験データの解析等に資するように，統計学の見地を重視した初歩的
内容とする．すなわち現代統計学はいわば「部分から全体を知ることができるか」という問に答えようとするものであるが，
もちろんこの問には肯定的に回答される．いわゆる推測統計学（推定・検定）であるが，これを中心に考えたい（計算自体
は四則演算程度）．ただ，推測統計を論理的に説明しようとすると確率の知識が不可欠となり，アプローチが長くなるとこ
ろが教える側の悩みの種となる．対象学科によって確率の知識の必要性の有無は異なるであろうから，各学科の先生方
および受講生諸君と対話しつつ学科により講義内容と構成を工夫したい．

新確率統計問題集　大日本図書　新井 他　 978-4-477-02688-6

　　　 

確率分布の概念が理解できるようになるｃ，f，g

統計的推定の基礎が理解できるようになる

統計的検定の基礎が理解できるようになる

ｃ，f，g

ｃ，f，g

ｃ，gｃ，g

A A2 A2

学生支援センターの学習支援時間
割を確認してください。

資料の整理　確率分布　推定　検定　　　　　　　　

 （基礎科目）微分積分 （連携科
目）線形代数 （発展科目）データ
解析を要する科目

確率・統計（２機宇）2021

2

2

選択

新確率統計　大日本図書　新井 他　　978-4-477-02686-2
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 確率・統計（２機宇）

1)中間試験および定期試験。  2)レポート（課題）の提出状況により評価する。  3)毎回の授業における
演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)ポートフォリオを作成して、自己評価する。  5) 図書
館の科目に関係する図書についてのレポートを提出すれば、評価に加味する。 

1847

数学A「場合の数・確率」、微分積分学

 基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする．特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする．



学修上の
注意

(SBOs)

数学は積み重ねの勉強だから、常に復習し、確実に理解を深めておくこと。理解できない箇所があれば授業時間前後に
質問するか、学生支援センターにおいて学習指導員の指導を受けてください。また、レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃は、不正行為とみなします。 

2021 確率・統計（２機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

序

講義の目的，全般的流れ
講義

テーマ

内容

2回

確率変数

離散確率変数  連続確率変数 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

確率分布１

二項分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

確率分布２

正規分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

確率分布３

テｲー分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

母集団と標本

中心極限定理 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

7回

推定１

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の
場合

講義  演
習

【復習】中間試験のための勉強

120

テーマ

内容

8回

中間試験と講評

中間試験  振り返り、講評
講義

復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  【
予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

推定２

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  【
予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

推定３

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の
場合

講義  演
習

復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  【
予習】次回の授業内容について学習しておく

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

検定１

検定の手順 講義  演
習

復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  【
予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

検定２

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  【
予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

検定３

母平均の検定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  【
予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

検定４

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の場合
（注：１群のｔ検定と呼ばれる検定方法）

講義  演
習

復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  【
予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

15回

検定５

等平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合 
 （注：2群の母平均の検定）

講義  演
習

【復習】定期試験のための勉強  【予習】「学習到達度レポート
」の作成

120

テーマ

内容

16回

定期試験と講評まとめ

定期試験  振り返り、講評、授業内容の総括
講義

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の提出。

60

2021 確率・統計（２機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

確率・統計①（２情）

Probability and Statistics

2212201

後期

kawai  @ed.sojo-u.ac.jp  

本館３階308　　　　　

河合浩明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

 確率・統計学は自然科学，工学，農学，医学はもちろん社会科学・人文科学などあらゆる分野で応用されるとともに，より
高度かつ広範な学問的発展を遂げている．その意味で，確率・統計の基礎を学ぶことはどの学問分野においても必須の
素養であり，より専門的な確率・統計手法への手掛かりとなる．しかし，確率と統計を数理的に行うと，多くの学生諸君は大
きな抵抗を覚えるようである．   そこで本講義は，実験データの解析等に資するように，統計学の見地を重視した初歩的
内容とする．すなわち現代統計学はいわば「部分から全体を知ることができるか」という問に答えようとするものであるが，
もちろんこの問には肯定的に回答される．いわゆる推測統計学（推定・検定）であるが，これを中心に考えたい（計算自体
は四則演算程度）．ただ，推測統計を論理的に説明しようとすると確率の知識が不可欠となり，アプローチが長くなるとこ
ろが教える側の悩みの種となる．対象学科によって確率の知識の必要性の有無は異なるであろうから，各学科の先生方
および受講生諸君と対話しつつ学科により講義内容と構成を工夫したい．

　　　 

　　　 

確率分布の概念が理解できるようになるｃ，f，g

統計的推定の基礎が理解できるようになる

統計的検定の基礎が理解できるようになる

ｃ，f，g

ｃ，f，g

ｃ，gｃ，g

A A2 A2

学生支援センターの学習支援時間
割を確認してください。

資料の整理　確率分布　推定　検定　　　　　　　　

 （基礎科目）工学・情報系の基
礎数理I,II（旧カリ：微分積分学）
 （連携科目）工学・情報系の数
理I,II（旧カリ：線形代数） （発展
科目）データ解析を要する科目

確率・統計①（２情）2021

2

2

選択

統計学の基礎　裳華房　栗栖 他　　4-7853-1525-3
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 確率・統計①（２情）

1)中間試験および定期試験。  2)レポート（課題）の提出状況により評価する。  3)毎回の授業における
演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)ポートフォリオを作成して、自己評価する。  5) 図書
館の科目に関係する図書についてのレポートを提出すれば、評価に加味する。

1852

高校における数学A「場合の数・確率」、基礎数理I,II（旧カリ：微分積分学）

 基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする．特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする．



学修上の
注意

(SBOs)

数学は積み重ねの勉強だから、常に復習し、確実に理解を深めておくこと。理解できない箇所があれば授業時間前後に
質問するか、学生支援センターにおいて学習指導員の指導を受けてください。また、レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃は、不正行為とみなします。 

2021 確率・統計①（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

序

講義の目的，全般的流れ
講義

テーマ

内容

2回

確率変数

離散確率変数  連続確率変数 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

確率分布１

二項分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

確率分布２

正規分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

確率分布３

テｲー分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

母集団と標本

中心極限定理 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

7回

推定１

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の
場合

講義  演
習

【復習】中間試験のための勉強

120

テーマ

内容

8回

中間試験と講評

中間試験  振り返り、講評
講義

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

推定２

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

推定３

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の
場合

講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 確率・統計①（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

検定１

検定の手順 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

検定２

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

検定３

母平均の検定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

検定４

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の場合
（注：１群のｔ検定と呼ばれる検定方法）

講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

15回

検定5

等平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合 
 （注：2群の母平均の検定）

講義  演
習

【復習】定期試験のための勉強

120

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験  振り返り、講評
講義

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の提出。

60

2021 確率・統計①（２情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

確率・統計②（２情）

Probability and Statistics

2212202

後期

tashiro  @ed.sojo-u.ac.jp  

本館１階 非常勤講師室  　　　　　

田代敬大（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

 確率・統計学は自然科学，工学，農学，医学はもちろん社会科学・人文科学などあらゆる分野で応用されるとともに，より
高度かつ広範な学問的発展を遂げている．その意味で，確率・統計の基礎を学ぶことはどの学問分野においても必須の
素養であり，より専門的な確率・統計手法への手掛かりとなる．しかし，確率と統計を数理的に行うと，多くの学生諸君は大
きな抵抗を覚えるようである．   そこで本講義は，実験データの解析等に資するように，統計学の見地を重視した初歩的
内容とする．すなわち現代統計学はいわば「部分から全体を知ることができるか」という問に答えようとするものであるが，
もちろんこの問には肯定的に回答される．いわゆる推測統計学（推定・検定）であるが，これを中心に考えたい（計算自体
は四則演算程度）．ただ，推測統計を論理的に説明しようとすると確率の知識が不可欠となり，アプローチが長くなるとこ
ろが教える側の悩みの種となる．対象学科によって確率の知識の必要性の有無は異なるであろうから，各学科の先生方
および受講生諸君と対話しつつ学科により講義内容と構成を工夫したい．

『Excelで学ぶ統計解析入門』 　オーム社　管民郎   　 978-4-274-06708

『統計学が最強の学問である』 　ダイヤモンド社　西内啓 　 978-4-478-02221-04

確率分布の概念が理解できるようになるｃ，f，g

統計的推定の基礎が理解できるようになる

統計的検定の基礎が理解できるようになる

ｃ，f，g

ｃ，f，g

ｃ，gｃ，g

A A2 A2

授業時間前後、非常勤講師室

資料の整理　確率分布　推定　検定　　　　　　　　

 （基礎科目）工学・情報系の基
礎数理I,II（旧カリ：微分積分学）
 （連携科目）工学・情報系の数
理I,II（旧カリ：線形代数）  （発展
科目）データ解析を要する科目

確率・統計②（２情）2021

2

2

選択

新確率統計　大日本図書　新井 他　　978-4-477-02686-2

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

『統計学が最強の学問である（実践編）』 　ダイヤモンド社　西内啓 　 978-4-478-02823-0

『統計的方法の仕組み』　日科技連 　永田靖　 4-8171-0294-2

『44の例題で学ぶ統計的検定と推定の解き方』 　オーム社　上田拓冶 　 978-4-274-0676-0
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 確率・統計②（２情）

1)中間試験および定期試験。  2)レポート（課題）の提出状況により評価する。  3)毎回の授業における
演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)ポートフォリオを作成して、自己評価する。  5) 図書
館の科目に関係する図書についてのレポートを提出すれば、評価に加味する。 

1857

高校における数学A「場合の数・確率」、工学・情報系の基礎数理I,II（旧カリ：微分積分学）

 基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする．特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする．



学修上の
注意

(SBOs)

数学は積み重ねの勉強だから、常に復習し、確実に理解を深めておくこと。理解できない箇所があれば授業時間前後に
質問するか、学生支援センターにおいて学習指導員の指導を受けてください。また、レポート等の提出物のコピーアンドペ
ーストなどの剽窃は、不正行為とみなします。 

2021 確率・統計②（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

序

講義の目的，全般的流れ
講義

テーマ

内容

2回

確率変数

離散確率変数  連続確率変数 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

確率分布１

二項分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

確率分布２

正規分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

確率分布３

テｲー分布 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

母集団と標本

中心極限定理 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

7回

推定１

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の
場合

講義  演
習

【復習】中間試験のための勉強

120

テーマ

内容

8回

中間試験と講評

中間試験  振り返り、講評
講義

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

推定２

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

推定３

母平均の区間推定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の
場合

講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 確率・統計②（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

検定１

検定の手順 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

検定２

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合
（注：１群のｔ検定と呼ばれる検定方法）

講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

検定３

母平均の検定  母集団の確率分布が【未知】、母分散が【既知】の場合 講義  演
習

【復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

検定４

母平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【未知】の場合 講義  演
習

復習】与えられた課題または指定された教科書の問を解く  【
予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

15回

検定5

等平均の検定  母集団の確率分布が【正規分布】、母分散が【既知】の場合 
 （注：2群の母平均の検定） 講義

【復習】定期試験のための勉強

120

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験  振り返り、講評
講義

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の提出。

60

2021 確率・統計②（２情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の数理ⅡＡ（２機宇）

Linear algebra II

2212801

後期

h0004079 @m.sojo-u.ac.jp 

本館1階 非常勤講師室　　　　　

坂西 文俊（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では，各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。 
 本科目で学ぶ線形代数学は，理工学系の学科を専攻する学生にとって，工学・物理学・生物学・化学を学ぶ上で必要不
可欠な数学の基礎分野です。その幅広い応用性から最近では社会科学や人文科学でも必要な知識として学ばれてい
ます。  数（データ）の組が大量にあるとき，それらをそのまま取り扱うのは効率的ではありません。適切な体系において，数
の組をベクトルあるいは行列として取り扱えばその構造を捉えるだけでなく，その体系において種々の計算も可能となりま
す。このような性質もあって，統計学や微分積分学，微分方程式とも関連が深い科目です。  工学・情報系の数理IIにお
いては工学・情報系の数理Iで学んだことを元に，行列式・行列の対角化を学び，さらに，それらの応用について学習しま
す。また，学習を通じて，様々な事柄について理論的・多面的に考察し，問題を解決する力を養うことも目的とします。

　　　 

　　　 

行列式の概念を理解し、3次以下と4次以上のいずれの正方行列についても行列式を計算することができる。c

固有値・固有ベクトルまたは線形空間の概念を理解できる。また、それらの概念を用いて行列の対角化ができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c, f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

授業時間前後の教室・非常勤講師
室

行列式　固有値　固有ベクトル　対角化　　　　　　　　

（基礎科目）工学・情報系の数理
I（旧カリ：線形代数学I）  （連携
科目）確率・統計，工学・情報系
の基礎数理I（旧カリ：微分積分
学I），工学・情報系の基礎数理II
（旧カリ：微分積分学II）  （発展
科目）微分方程式，制御工学に
関する科目

工学・情報系の数理ⅡＡ（２機宇）2021

2

2

選必

新線形代数　大日本図書 　井川治、碓氷久、金子真隆、高遠節夫、濵口直樹、前田善文、共著　　978-4-477-02641-1
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の数理ⅡＡ（２機宇）

1)中間試験および定期試験。  2)図書館の科目に関係する蔵書についてのレポートを提出すれば、評
価に加味する。  3)毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)科目の学修
到達度レポート（ポートフォリオ）を作成し，自己評価する。

1862

ベクトル・行列に関する基礎知識［工学・情報系の数理I（旧カリ：線形代数学I）の内容］

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、授業時間前後やオフィスアワーの時間帯に授業担当者へ質問するか，図書館4階の学生支
援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと
。  3. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の数理ⅡＡ（２機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

行列式の基礎

置換，行列式の定義について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

2回

行列式の基本性質

行列式の基本性質について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

余因子展開

行列式の余因子展開について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

行列式の計算

第2回，第3回で学んだ事柄を用いて行列式の値を求めることを学習し，関連
の演習問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

逆行列

余因子を用いて行列の逆行列を求めることを学習し，関連の演習問題を解
く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

クラメールの公式

行列式を用いて連立方程式を解くことを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

7回

中間試験と講評

中間試験，講評，内容の振り返り
講義

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

8回

固有値

固有値の求め方を学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

固有ベクトル

固有ベクトルの求め方を学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

行列の対角化

第8回，第9回で学んだ事柄を用いて行列の対角化について学習し，関連の
演習問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 工学・情報系の数理ⅡＡ（２機宇）

1864



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対角化の応用 1

対角化を用いて行列のn乗を求めることを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

対角化の応用 2

対角化を用いて，数列の問題を解くことを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

対称行列の対角化

第14,15回の授業の準備としての対称行列の対角化を学習し，関連の演習
問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

2次曲線の標準化1

2次曲線の標準化について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

15回

2次曲線の標準化2

2次曲線の標準化について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を解く。 講義  演
習

復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。こ
れまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【復習】科目の学修到達度レポートの作成・提出

60

2021 工学・情報系の数理ⅡＡ（２機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の数理ⅡＢ（２機宇）

Linear algebra II

2212802

後期

kai @kumamoto-pct.ac.jp 

本館1階 非常勤講師室　　　　　

甲斐 隆志（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では，各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。 
 本科目で学ぶ線形代数学は，理工学系の学科を専攻する学生にとって，工学・物理学・生物学・化学を学ぶ上で必要不
可欠な数学の基礎分野です。その幅広い応用性から最近では社会科学や人文科学でも必要な知識として学ばれてい
ます。  数（データ）の組が大量にあるとき，それらをそのまま取り扱うのは効率的ではありません。適切な体系において，数
の組をベクトルあるいは行列として取り扱えばその構造を捉えるだけでなく，その体系において種々の計算も可能となりま
す。このような性質もあって，統計学や微分積分学，微分方程式とも関連が深い科目です。  工学・情報系の数理IIにお
いては工学・情報系の数理Iで学んだことを元に，行列式・行列の対角化を学び，さらに，それらの応用について学習しま
す。また，学習を通じて，様々な事柄について理論的・多面的に考察し，問題を解決する力を養うことも目的とします。

　　　 

　　　 

行列式の概念を理解し、3次以下と4次以上のいずれの正方行列についても行列式を計算することができる。c

固有値・固有ベクトルまたは線形空間の概念を理解できる。また、それらの概念を用いて行列の対角化ができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c, f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

授業時間前後の教室・非常勤講師
室

行列式　固有値　固有ベクトル　対角化　　　　　　　　

（基礎科目）工学・情報系の数理
I（旧カリ：線形代数学I）  （連携
科目）確率・統計，工学・情報系
の基礎数理I（旧カリ：微分積分
学I），工学・情報系の基礎数理II
（旧カリ：微分積分学II）  （発展
科目）微分方程式，制御工学に
関する科目

工学・情報系の数理ⅡＢ（２機宇）2021

2

2

選必

新線形代数　大日本図書　井川治、碓氷久、金子真隆、高遠節夫、濵口直樹、前田善文、共著　　978-4-477-02641-1
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の数理ⅡＢ（２機宇）

1)中間試験および定期試験。  2)図書館の科目に関係する蔵書についてのレポートを提出すれば、評
価に加味する。  3)毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)科目の学修
到達度レポート（ポートフォリオ）を作成し，自己評価する。

1867

ベクトル・行列に関する基礎知識［工学・情報系の数理I（旧カリ：線形代数学I）の内容］

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、授業時間前後やオフィスアワーの時間帯に授業担当者へ質問するか，図書館4階の学生支
援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと
。  3. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

行列式の基礎

置換，行列式の定義について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

2回

行列式の基本性質

行列式の基本性質について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

余因子展開

行列式の余因子展開について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

行列式の計算

第2回，第3回で学んだ事柄を用いて行列式の値を求めることを学習し，関連
の演習問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

逆行列

余因子を用いて行列の逆行列を求めることを学習し，関連の演習問題を解
く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

クラメールの公式

行列式を用いて連立方程式を解くことを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

7回

中間試験と講評

中間試験，講評，内容の振り返り
講義

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

8回

固有値

固有値の求め方を学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

固有ベクトル

固有ベクトルの求め方を学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

行列の対角化

第8回，第9回で学んだ事柄を用いて行列の対角化について学習し，関連の
演習問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対角化の応用 1

対角化を用いて行列のn乗を求めることを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

対角化の応用 2

対角化を用いて，数列の問題を解くことを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

対称行列の対角化

第14,15回の授業の準備としての対称行列の対角化を学習し，関連の演習
問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

2次曲線の標準化1

2次曲線の標準化について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

15回

2次曲線の標準化2

2次曲線の標準化について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【復習】科目の学修到達度レポートの作成・提出

60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の数理Ⅱ◎Ａ（２建）

Linear algebra II

2212901

後期

fujishiro@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟315　　　　　

藤城 謙一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では，各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。 
 本科目で学ぶ線形代数学は，理工学系の学科を専攻する学生にとって，工学・物理学・生物学・化学を学ぶ上で必要不
可欠な数学の基礎分野です。その幅広い応用性から最近では社会科学や人文科学でも必要な知識として学ばれてい
ます。  数（データ）の組が大量にあるとき，それらをそのまま取り扱うのは効率的ではありません。適切な体系において，数
の組をベクトルあるいは行列として取り扱えばその構造を捉えるだけでなく，その体系において種々の計算も可能となりま
す。このような性質もあって，統計学や微分積分学，微分方程式とも関連が深い科目です。  工学・情報系の数理IIにお
いては工学・情報系の数理Iで学んだことを元に，行列式・行列の対角化を学び，さらに，それらの応用について学習しま
す。また，学習を通じて，様々な事柄について理論的・多面的に考察し，問題を解決する力を養うことも目的とします。

新版数学シリーズ 新版線形代数演習　実教出版　岡本和夫・他　 978-4-407-32175-3

　　　 

行列式の概念を理解し、3次以下と4次以上のいずれの正方行列についても行列式を計算することができる。c

固有値・固有ベクトルまたは線形空間の概念を理解できる。また、それらの概念を用いて行列の対角化ができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c, f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

学生支援センターの学習支援時間
割を確認してください。

行列式　固有値　固有ベクトル　対角化　　　　　　　　

（基礎科目）工学・情報系の数理
I（旧カリ：線形代数学I）  （連携
科目）確率・統計，工学・情報系
の基礎数理I（旧カリ：微分積分
学I），工学・情報系の基礎数理II
（旧カリ：微分積分学II）  （発展
科目）微分方程式，制御工学に
関する科目

工学・情報系の数理Ⅱ◎Ａ（２建）2021

2

2

選必

新版数学シリーズ 新版線形代数　実教出版　岡本和夫・他　　978-4-407-32169-2

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1871



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の数理Ⅱ◎Ａ（２建）

1)中間試験および定期試験。  2)図書館の科目に関係する蔵書についてのレポートを提出すれば、評
価に加味する。  3)毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)科目の学修
到達度レポート（ポートフォリオ）を作成し，自己評価する。

1872

ベクトル・行列に関する基礎知識［工学・情報系の数理I（旧カリ：線形代数学I）の内容］

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、授業時間前後やオフィスアワーの時間帯に授業担当者へ質問するか，図書館4階の学生支
援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと
。  3. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

行列式の基礎

置換，行列式の定義について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

2回

行列式の基本性質

行列式の基本性質について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

余因子展開

行列式の余因子展開について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

行列式の計算

第2回，第3回で学んだ事柄を用いて行列式の値を求めることを学習し，関連
の演習問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

逆行列

余因子を用いて行列の逆行列を求めることを学習し，関連の演習問題を解
く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

クラメールの公式

行列式を用いて連立方程式を解くことを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

7回

中間試験と講評

中間試験，講評，内容の振り返り
講義

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

8回

固有値

固有値の求め方を学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

固有ベクトル

固有ベクトルの求め方を学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

行列の対角化

第8回，第9回で学んだ事柄を用いて行列の対角化について学習し，関連の
演習問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対角化の応用 1

対角化を用いて行列のn乗を求めることを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

対角化の応用 2

対角化を用いて，数列の問題を解くことを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

対称行列の対角化

第14回の授業の準備としての対称行列の対角化を学習し，関連の演習問
題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

2次曲線の標準化 1

2次曲線の標準化について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

15回

2次曲線の標準化 2

2次曲線の標準化について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【復習】科目の学修到達度レポートの作成・提出

60
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の数理Ⅱ◎Ｂ（２建）

Linear algebra II

2212902

後期

h0004079 @m.sojo-u.ac.jp 

本館1階 非常勤講師室　　　　　

坂西 文俊（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では，各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。 
 本科目で学ぶ線形代数学は，理工学系の学科を専攻する学生にとって，工学・物理学・生物学・化学を学ぶ上で必要不
可欠な数学の基礎分野です。その幅広い応用性から最近では社会科学や人文科学でも必要な知識として学ばれてい
ます。  数（データ）の組が大量にあるとき，それらをそのまま取り扱うのは効率的ではありません。適切な体系において，数
の組をベクトルあるいは行列として取り扱えばその構造を捉えるだけでなく，その体系において種々の計算も可能となりま
す。このような性質もあって，統計学や微分積分学，微分方程式とも関連が深い科目です。  工学・情報系の数理IIにお
いては工学・情報系の数理Iで学んだことを元に，行列式・行列の対角化を学び，さらに，それらの応用について学習しま
す。また，学習を通じて，様々な事柄について理論的・多面的に考察し，問題を解決する力を養うことも目的とします。

　　　 

　　　 

行列式の概念を理解し、3次以下と4次以上のいずれの正方行列についても行列式を計算することができる。c

固有値・固有ベクトルまたは線形空間の概念を理解できる。また、それらの概念を用いて行列の対角化ができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c, f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

授業時間前後の教室・非常勤講師
室

行列式　固有値　固有ベクトル　対角化　　　　　　　　

（基礎科目）工学・情報系の数理
I（旧カリ：線形代数学I）  （連携
科目）確率・統計，工学・情報系
の基礎数理I（旧カリ：微分積分
学I），工学・情報系の基礎数理II
（旧カリ：微分積分学II）  （発展
科目）微分方程式，制御工学に
関する科目

工学・情報系の数理Ⅱ◎Ｂ（２建）2021

2

2

選必

新線形代数　大日本図書 　井川治、碓氷久、金子真隆、高遠節夫、濵口直樹、前田善文、共著　　978-4-477-02641-1
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の数理Ⅱ◎Ｂ（２建）

1)中間試験および定期試験。  2)図書館の科目に関係する蔵書についてのレポートを提出すれば、評
価に加味する。  3)毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)科目の学修
到達度レポート（ポートフォリオ）を作成し，自己評価する。

1877

ベクトル・行列に関する基礎知識［工学・情報系の数理I（旧カリ：線形代数学I）の内容］

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、授業時間前後やオフィスアワーの時間帯に授業担当者へ質問するか，図書館4階の学生支
援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと
。  3. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の数理Ⅱ◎Ｂ（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

行列式の基礎

置換，行列式の定義について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

2回

行列式の基本性質

行列式の基本性質について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

余因子展開

行列式の余因子展開について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

行列式の計算

第2回，第3回で学んだ事柄を用いて行列式の値を求めることを学習し，関連
の演習問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

逆行列

余因子を用いて行列の逆行列を求めることを学習し，関連の演習問題を解
く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

クラメールの公式

行列式を用いて連立方程式を解くことを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

7回

中間試験と講評

中間試験，講評，内容の振り返り
講義

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

8回

固有値

固有値の求め方を学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

固有ベクトル

固有ベクトルの求め方を学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

行列の対角化

第8回，第9回で学んだ事柄を用いて行列の対角化について学習し，関連の
演習問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 工学・情報系の数理Ⅱ◎Ｂ（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対角化の応用 1

対角化を用いて行列のn乗を求めることを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

対角化の応用 2

対角化を用いて，数列の問題を解くことを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

対称行列の対角化

第14,15回の授業の準備としての対称行列の対角化を学習し，関連の演習
問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

2次曲線の標準化1

2次曲線の標準化について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

15回

2次曲線の標準化2

2次曲線の標準化について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を解く。 講義  演
習

復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。こ
れまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【復習】科目の学修到達度レポートの作成・提出

60

2021 工学・情報系の数理Ⅱ◎Ｂ（２建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の数理ⅡＡ（２情）

Linear algebra II

2213101

後期

h0004079 @m.sojo-u.ac.jp 

本館1階 非常勤講師室　　　　　

坂西 文俊（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では，各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。 
 本科目で学ぶ線形代数学は，理工学系の学科を専攻する学生にとって，工学・物理学・生物学・化学を学ぶ上で必要不
可欠な数学の基礎分野です。その幅広い応用性から最近では社会科学や人文科学でも必要な知識として学ばれてい
ます。  数（データ）の組が大量にあるとき，それらをそのまま取り扱うのは効率的ではありません。適切な体系において，数
の組をベクトルあるいは行列として取り扱えばその構造を捉えるだけでなく，その体系において種々の計算も可能となりま
す。このような性質もあって，統計学や微分積分学，微分方程式とも関連が深い科目です。  工学・情報系の数理IIにお
いては工学・情報系の数理Iで学んだことを元に，行列式・行列の対角化を学び，さらに，それらの応用について学習しま
す。また，学習を通じて，様々な事柄について理論的・多面的に考察し，問題を解決する力を養うことも目的とします。

　　　 

　　　 

行列式の概念を理解し、3次以下と4次以上のいずれの正方行列についても行列式を計算することができる。c

固有値・固有ベクトルまたは線形空間の概念を理解できる。また、それらの概念を用いて行列の対角化ができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c, f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

授業時間前後の教室・非常勤講師
室

行列式　固有値　固有ベクトル　対角化　　　　　　　　

（基礎科目）工学・情報系の数理
I（旧カリ：線形代数学I）  （連携
科目）確率・統計，工学・情報系
の基礎数理I（旧カリ：微分積分
学I），工学・情報系の基礎数理II
（旧カリ：微分積分学II）  （発展
科目）微分方程式，制御工学に
関する科目

工学・情報系の数理ⅡＡ（２情）2021

2

2

選必

新線形代数　大日本図書 　井川治、碓氷久、金子真隆、高遠節夫、濵口直樹、前田善文、共著　　978-4-477-02641-1
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の数理ⅡＡ（２情）

1)中間試験および定期試験。  2)図書館の科目に関係する蔵書についてのレポートを提出すれば、評
価に加味する。  3)毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)科目の学修
到達度レポート（ポートフォリオ）を作成し，自己評価する。

1882

ベクトル・行列に関する基礎知識［工学・情報系の数理I（旧カリ：線形代数学I）の内容］

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、授業時間前後やオフィスアワーの時間帯に授業担当者へ質問するか，図書館4階の学生支
援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと
。  3. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の数理ⅡＡ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

行列式の基礎

置換，行列式の定義について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

2回

行列式の基本性質

行列式の基本性質について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

余因子展開

行列式の余因子展開について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

行列式の計算

第2回，第3回で学んだ事柄を用いて行列式の値を求めることを学習し，関連
の演習問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

逆行列

余因子を用いて行列の逆行列を求めることを学習し，関連の演習問題を解
く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

クラメールの公式

行列式を用いて連立方程式を解くことを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

7回

中間試験と講評

中間試験，講評，内容の振り返り
講義

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

8回

固有値

固有値の求め方を学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

固有ベクトル

固有ベクトルの求め方を学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

行列の対角化

第8回，第9回で学んだ事柄を用いて行列の対角化について学習し，関連の
演習問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 工学・情報系の数理ⅡＡ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対角化の応用 1

対角化を用いて行列のn乗を求めることを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

対角化の応用 2

対角化を用いて，数列の問題を解くことを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

対称行列の対角化

第14,15回の授業の準備としての対称行列の対角化を学習し，関連の演習
問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

2次曲線の標準化1

2次曲線の標準化について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

15回

2次曲線の標準化2

2次曲線の標準化について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を解く。 講義  演
習

復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。こ
れまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【復習】科目の学修到達度レポートの作成・提出

60

2021 工学・情報系の数理ⅡＡ（２情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

工学・情報系の数理ⅡＢ（２情）

Linear algebra II

2213102

後期

kai @kumamoto-pct.ac.jp 

本館1階 非常勤講師室　　　　　

甲斐 隆志（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では，各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。 
 本科目で学ぶ線形代数学は，理工学系の学科を専攻する学生にとって，工学・物理学・生物学・化学を学ぶ上で必要不
可欠な数学の基礎分野です。その幅広い応用性から最近では社会科学や人文科学でも必要な知識として学ばれてい
ます。  数（データ）の組が大量にあるとき，それらをそのまま取り扱うのは効率的ではありません。適切な体系において，数
の組をベクトルあるいは行列として取り扱えばその構造を捉えるだけでなく，その体系において種々の計算も可能となりま
す。このような性質もあって，統計学や微分積分学，微分方程式とも関連が深い科目です。  工学・情報系の数理IIにお
いては工学・情報系の数理Iで学んだことを元に，行列式・行列の対角化を学び，さらに，それらの応用について学習しま
す。また，学習を通じて，様々な事柄について理論的・多面的に考察し，問題を解決する力を養うことも目的とします。

　　　 

　　　 

行列式の概念を理解し、3次以下と4次以上のいずれの正方行列についても行列式を計算することができる。c

固有値・固有ベクトルまたは線形空間の概念を理解できる。また、それらの概念を用いて行列の対角化ができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c, f

g

c,f,gc,f,g

A A2 A2

授業時間前後の教室・非常勤講師
室

行列式　固有値　固有ベクトル　対角化　　　　　　　　

（基礎科目）工学・情報系の数理
I（旧カリ：線形代数学I）  （連携
科目）確率・統計，工学・情報系
の基礎数理I（旧カリ：微分積分
学I），工学・情報系の基礎数理II
（旧カリ：微分積分学II）  （発展
科目）微分方程式，制御工学に
関する科目

工学・情報系の数理ⅡＢ（２情）2021

2

2

選必

新線形代数　大日本図書　井川治、碓氷久、金子真隆、高遠節夫、濵口直樹、前田善文、共著　　978-4-477-02641-1
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 工学・情報系の数理ⅡＢ（２情）

1)中間試験および定期試験。  2)図書館の科目に関係する蔵書についてのレポートを提出すれば、評
価に加味する。  3)毎回の授業における演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4)科目の学修
到達度レポート（ポートフォリオ）を作成し，自己評価する。

1887

ベクトル・行列に関する基礎知識［工学・情報系の数理I（旧カリ：線形代数学I）の内容］

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ，それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、授業時間前後やオフィスアワーの時間帯に授業担当者へ質問するか，図書館4階の学生支
援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと
。  3. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 工学・情報系の数理ⅡＢ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

行列式の基礎

置換，行列式の定義について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

2回

行列式の基本性質

行列式の基本性質について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

3回

余因子展開

行列式の余因子展開について学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

4回

行列式の計算

第2回，第3回で学んだ事柄を用いて行列式の値を求めることを学習し，関連
の演習問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

5回

逆行列

余因子を用いて行列の逆行列を求めることを学習し，関連の演習問題を解
く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

6回

クラメールの公式

行列式を用いて連立方程式を解くことを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

7回

中間試験と講評

中間試験，講評，内容の振り返り
講義

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

8回

固有値

固有値の求め方を学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

9回

固有ベクトル

固有ベクトルの求め方を学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

10回

行列の対角化

第8回，第9回で学んだ事柄を用いて行列の対角化について学習し，関連の
演習問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

2021 工学・情報系の数理ⅡＢ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

対角化の応用 1

対角化を用いて行列のn乗を求めることを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

12回

対角化の応用 2

対角化を用いて，数列の問題を解くことを学習し，関連の演習問題を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

13回

対称行列の対角化

第14,15回の授業の準備としての対称行列の対角化を学習し，関連の演習
問題を解く。

講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。  
【予習】次回の授業内容について学習しておく

60

テーマ

内容

14回

2次曲線の標準化1

2次曲線の標準化について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

15回

2次曲線の標準化2

2次曲線の標準化について学習し，関連の演習問題（レポート問題）を解く。 講義  演
習

【復習】課題プリントまたは指定された教科書の問題を解く。
これまでの授業内容(試験範囲)を復習し，理解を深めておく。

60

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【復習】科目の学修到達度レポートの作成・提出

60

2021 工学・情報系の数理ⅡＢ（２情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

微分方程式Ａ（２機建宇）

Ordinary Differential Equation

2213201

後期

hibino@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　　　

日比野 剛士　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

自然科学の多くの分野において、取り扱う問題を数学的に扱う際に微分方程式を用いてモデル化することが行われます
。本科目では基本的な常微分方程式についての解法を学びます。  まず、一般解と特殊解について理解した上で、変数
分離形, 同次形, 1階線形の各解法を学びます。その後2階の同次、非同次について、各種解法を学びます。その後、演算
子法、級数解、連立微分方程式について初歩的な問題に取り組みます。  1年時の「工学・情報系の基礎数理I」および「
工学・情報系の基礎数理II」を理解した上で受講してください。 また「工学・情報系の数理I」および「工学・情報系の数
理II」を履修しておくことも望みます。「工学・情報系の数理II」で学ぶ固有値と固有ベクトルの計算に慣れていることを
前提とした授業回があります。  講義までに前回の講義内容を復習してください。毎回の単元について全ての問題を解い
た場合、概ね週あたり3時間程度はかかるため、毎週の学習時間については学期始めに計画して確保しておくようにして
ください。

現象を解き明かす微分方程式の定式化と解法　森北出版　小中英嗣　 978-4627062115

微分方程式と数理モデル　裳華房　遠藤 雅守, 北林 照幸　 978-4785315733

微分方程式の各種解法を適切に用いて、一般解や特殊解を求めることができる。c

微分方程式の複雑な問題に対して各種解法を組み合わせて、一般解や特殊解を求めることができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c

g

c,gc,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分方程式　変数分離形　同次形　完全微分形　　微分演算子　　　　　　

（基礎科目）「工学・情報系の基
礎数理I」、「工学・情報系の基礎
数理II」（旧カリ対応：「基礎数学
」、「微分積分学I」、「微分積分学
II」）  （連携科目）「工学・情報系
の数理I」、「工学・情報系の数理
II」（旧カリ対応：「線形代数学I」
、「線形代数学II」、「行列と行列
式」、化学工学を扱う科目、物理
を扱う科目)

微分方程式Ａ（２機建宇）2021

2

2

選択

計算力をつける微分方程式　内田老鶴圃　藤田 育嗣, 間田 潤　　978-4753600342

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

微分方程式で数学モデルを作ろう　日本評論社　デヴィッド・バージェス・モラグ・ボリー　 978-4535781733
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 微分方程式Ａ（２機建宇）

1) 中間試験および定期試験を行う。   2) 授業中に練習問題を演習させ、理解度を確認する。  3) 単元
ごとにレポート課題を課し、理解度を確認する。   4) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価
する。  5) 授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、および図書館の蔵書を利
用した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1892

高等学校における数学I、1変数の微積分、偏微分

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の演習問題を全て解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階
の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある微分方程式の類書や専門科目の平易
な入門書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡はWebClassもしくはポータルを用いて行います。初回に担当教員
の連絡方法の説明を聞き、その連絡手段について週に1、2回は必ず連絡事項の有無を確認すること。  4. オフィスアワー
は初回の授業で連絡します。  5. 発展的な（院試対策指導を優先する）学習支援を目的としての相談にも応じます。これ
らの時間は、(1)担当教員居室（本館付属棟3階）、(2)図書館1階「全学SALC」、(3)図書館4階学生支援センター、のい
ずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)もしくはWebClassに随時掲示します。  6. レポート等の提出物
のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

微分方程式とは

簡単な微分方程式の解法と特殊解と一般解の違いの理解 講義  演
習

【第1回授業の予習】微分積分学の教科書の1変数の微分の
公式と不定積分の計算の箇所の例題を解く。  【復習】授業で
指定された教科書の問題、もしくは与えられた課題を解く。  【
予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

1階微分方程式（変数分離形）

変数分離形の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

1階微分方程式（同次形）1

同次形の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

1階微分方程式（同次形）2

同次形に変形可能な微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

1階線形微分方程式1

線形微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

1階線形微分方程式2

ベルヌーイの微分方程式の解法 完全微分形の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

90

テーマ

内容

7回

中間試験と講評

中間試験と課題の講評・振り返り
講義

【復習】試験範囲について、各単元の例題を振り返る。  【予習
】次回の授業内容について学習しておく。

120

テーマ

内容

8回

2階定数係数線形微分方程式（同次）

同次２階定数係数線形微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

2階定数係数線形微分方程式（非同次）1

特殊解が定数、指数関数の場合の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

2階定数係数線形微分方程式（非同次）2

特殊解が整式、三角関数の場合の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

演算子法1

演算子を用いる解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

演算子法2

逆演算子を用いる解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

演算子法3

級数解 演習 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

連立微分方程式

連立微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

120

テーマ

内容

15回

定期試験と講評

定期試験と課題の講評・振り返り
講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成

60

テーマ

内容

16回

授業内容の総括

まとめと追加演習、授業内容の総括、「科目の学修到達度レポート」の提出
演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の提出。

30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

微分方程式B（２機建宇）

Ordinary Differential Equation

2213202

後期

hibino@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　　　

日比野 剛士　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

自然科学の多くの分野において、取り扱う問題を数学的に扱う際に微分方程式を用いてモデル化することが行われます
。本科目では基本的な常微分方程式についての解法を学びます。  まず、一般解と特殊解について理解した上で、変数
分離形, 同次形, 1階線形の各解法を学びます。その後2階の同次、非同次について、各種解法を学びます。その後、演算
子法、級数解、連立微分方程式について初歩的な問題に取り組みます。  1年時の「工学・情報系の基礎数理I」および「
工学・情報系の基礎数理II」を理解した上で受講してください。 また「工学・情報系の数理I」および「工学・情報系の数
理II」を履修しておくことも望みます。「工学・情報系の数理II」で学ぶ固有値と固有ベクトルの計算に慣れていることを
前提とした授業回があります。  講義までに前回の講義内容を復習してください。毎回の単元について全ての問題を解い
た場合、概ね週あたり3時間程度はかかるため、毎週の学習時間については学期始めに計画して確保しておくようにして
ください。

現象を解き明かす微分方程式の定式化と解法　森北出版　小中英嗣　 978-4627062115

微分方程式と数理モデル　裳華房　遠藤 雅守, 北林 照幸　 978-4785315733

微分方程式の各種解法を適切に用いて、一般解や特殊解を求めることができる。c

微分方程式の複雑な問題に対して各種解法を組み合わせて、一般解や特殊解を求めることができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c

g

c,gc,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分方程式　変数分離形　同次形　完全微分形　　微分演算子　　　　　　

（基礎科目）「工学・情報系の基
礎数理I」、「工学・情報系の基礎
数理II」（旧カリ対応：「基礎数学
」、「微分積分学I」、「微分積分学
II」）  （連携科目）「工学・情報系
の数理I」、「工学・情報系の数理
II」（旧カリ対応：「線形代数学I」
、「線形代数学II」、「行列と行列
式」、化学工学を扱う科目、物理
を扱う科目)

微分方程式B（２機建宇）2021

2

2

選択

計算力をつける微分方程式　内田老鶴圃　藤田 育嗣, 間田 潤　　978-4753600342

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

微分方程式で数学モデルを作ろう　日本評論社　デヴィッド・バージェス・モラグ・ボリー　 978-4535781733
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 微分方程式B（２機建宇）

1) 中間試験および定期試験を行う。   2) 授業中に練習問題を演習させ、理解度を確認する。  3) 単元
ごとにレポート課題を課し、理解度を確認する。   4) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価
する。  5) 授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、および図書館の蔵書を利
用した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1897

高等学校における数学I、1変数の微積分、偏微分

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の演習問題を全て解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階
の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある微分方程式の類書や専門科目の平易
な入門書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡はWebClassもしくはポータルを用いて行います。初回に担当教員
の連絡方法の説明を聞き、その連絡手段について週に1、2回は必ず連絡事項の有無を確認すること。  4. オフィスアワー
は初回の授業で連絡します。  5. 発展的な（院試対策指導を優先する）学習支援を目的としての相談にも応じます。これ
らの時間は、(1)担当教員居室（本館付属棟3階）、(2)図書館1階「全学SALC」、(3)図書館4階学生支援センター、のい
ずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)もしくはWebClassに随時掲示します。  6. レポート等の提出物
のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

微分方程式とは

簡単な微分方程式の解法と特殊解と一般解の違いの理解 講義  演
習

【第1回授業の予習】微分積分学の教科書の1変数の微分の
公式と不定積分の計算の箇所の例題を解く。  【復習】授業で
指定された教科書の問題、もしくは与えられた課題を解く。  【
予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

1階微分方程式（変数分離形）

変数分離形の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

1階微分方程式（同次形）1

同次形の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

1階微分方程式（同次形）2

同次形に変形可能な微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

1階線形微分方程式1

線形微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

1階線形微分方程式2

ベルヌーイの微分方程式の解法 完全微分形の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

90

テーマ

内容

7回

中間試験と講評

中間試験と課題の講評・振り返り
講義

【復習】試験範囲について、各単元の例題を振り返る。  【予習
】次回の授業内容について学習しておく。

120

テーマ

内容

8回

2階定数係数線形微分方程式（同次）

同次２階定数係数線形微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

2階定数係数線形微分方程式（非同次）1

特殊解が定数、指数関数の場合の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

2階定数係数線形微分方程式（非同次）2

特殊解が整式、三角関数の場合の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

演算子法1

演算子を用いる解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

演算子法2

逆演算子を用いる解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

演算子法3

級数解 演習 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

連立微分方程式

連立微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

120

テーマ

内容

15回

定期試験と講評

定期試験と課題の講評・振り返り
講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成

60

テーマ

内容

16回

授業内容の総括

まとめと追加演習、授業内容の総括、「科目の学修到達度レポート」の提出
演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の提出。

30
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

微分方程式Ａ（２情）

Ordinary Differential Equation

2213301

後期

hibino@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　　　

日比野 剛士　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

自然科学の多くの分野において、取り扱う問題を数学的に扱う際に微分方程式を用いてモデル化することが行われます
。本科目では基本的な常微分方程式についての解法を学びます。  まず、一般解と特殊解について理解した上で、変数
分離形, 同次形, 1階線形の各解法を学びます。その後2階の同次、非同次について、各種解法を学びます。その後、演算
子法、級数解、連立微分方程式について初歩的な問題に取り組みます。  1年時の「工学・情報系の基礎数理I」および「
工学・情報系の基礎数理II」を理解した上で受講してください。 また「工学・情報系の数理I」および「工学・情報系の数
理II」を履修しておくことも望みます。「工学・情報系の数理II」で学ぶ固有値と固有ベクトルの計算に慣れていることを
前提とした授業回があります。  講義までに前回の講義内容を復習してください。毎回の単元について全ての問題を解い
た場合、概ね週あたり3時間程度はかかるため、毎週の学習時間については学期始めに計画して確保しておくようにして
ください。

現象を解き明かす微分方程式の定式化と解法　森北出版　小中英嗣　 978-4627062115

微分方程式と数理モデル　裳華房　遠藤 雅守, 北林 照幸　 978-4785315733

微分方程式の各種解法を適切に用いて、一般解や特殊解を求めることができる。c

微分方程式の複雑な問題に対して各種解法を組み合わせて、一般解や特殊解を求めることができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c

g

c,gc,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分方程式　変数分離形　同次形　完全微分形　　微分演算子　　　　　　

（基礎科目）「工学・情報系の基
礎数理I」、「工学・情報系の基礎
数理II」（旧カリ対応：「基礎数学
」、「微分積分学I」、「微分積分学
II」）  （連携科目）「工学・情報系
の数理I」、「工学・情報系の数理
II」（旧カリ対応：「線形代数学I」
、「線形代数学II」、「行列と行列
式」、化学工学を扱う科目、物理
を扱う科目)

微分方程式Ａ（２情）2021

2

2

選択

計算力をつける微分方程式　内田老鶴圃　藤田 育嗣, 間田 潤　　978-4753600342

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

微分方程式で数学モデルを作ろう　日本評論社　デヴィッド・バージェス・モラグ・ボリー　 978-4535781733
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 微分方程式Ａ（２情）

1) 中間試験および定期試験を行う。   2) 授業中に練習問題を演習させ、理解度を確認する。  3) 単元
ごとにレポート課題を課し、理解度を確認する。   4) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価
する。  5) 授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、および図書館の蔵書を利
用した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1902

高等学校における数学I、1変数の微積分、偏微分

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の演習問題を全て解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階
の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある微分方程式の類書や専門科目の平易
な入門書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡はWebClassもしくはポータルを用いて行います。初回に担当教員
の連絡方法の説明を聞き、その連絡手段について週に1、2回は必ず連絡事項の有無を確認すること。  4. オフィスアワー
は初回の授業で連絡します。  5. 発展的な（院試対策指導を優先する）学習支援を目的としての相談にも応じます。これ
らの時間は、(1)担当教員居室（本館付属棟3階）、(2)図書館1階「全学SALC」、(3)図書館4階学生支援センター、のい
ずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)もしくはWebClassに随時掲示します。  6. レポート等の提出物
のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 微分方程式Ａ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

微分方程式とは

簡単な微分方程式の解法と特殊解と一般解の違いの理解 講義  演
習

【第1回授業の予習】微分積分学の教科書の1変数の微分の
公式と不定積分の計算の箇所の例題を解く。  【復習】授業で
指定された教科書の問題、もしくは与えられた課題を解く。  【
予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

1階微分方程式（変数分離形）

変数分離形の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

1階微分方程式（同次形）1

同次形の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

1階微分方程式（同次形）2

同次形に変形可能な微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

1階線形微分方程式1

線形微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

1階線形微分方程式2

ベルヌーイの微分方程式の解法 完全微分形の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

90

テーマ

内容

7回

中間試験と講評

中間試験と課題の講評・振り返り
講義

【復習】試験範囲について、各単元の例題を振り返る。  【予習
】次回の授業内容について学習しておく。

120

テーマ

内容

8回

2階定数係数線形微分方程式（同次）

同次２階定数係数線形微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

2階定数係数線形微分方程式（非同次）1

特殊解が定数、指数関数の場合の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

2階定数係数線形微分方程式（非同次）2

特殊解が整式、三角関数の場合の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 微分方程式Ａ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

演算子法1

演算子を用いる解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

演算子法2

逆演算子を用いる解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

演算子法3

級数解 演習 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

連立微分方程式

連立微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

120

テーマ

内容

15回

定期試験と講評

定期試験と課題の講評・振り返り
講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成

60

テーマ

内容

16回

授業内容の総括

まとめと追加演習、授業内容の総括、「科目の学修到達度レポート」の提出
演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の提出。

30

2021 微分方程式Ａ（２情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

微分方程式B（２情）

Ordinary Differential Equation

2213302

後期

hibino@ed.sojo-u.ac.jp

本館付属棟319（日比野）　本館付属棟317（大嶋）　　　　

日比野 剛士　大嶋 康裕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 40 0 10 10 0 10 0 100

自然科学の多くの分野において、取り扱う問題を数学的に扱う際に微分方程式を用いてモデル化することが行われます
。本科目では基本的な常微分方程式についての解法を学びます。  まず、一般解と特殊解について理解した上で、変数
分離形, 同次形, 1階線形の各解法を学びます。その後2階の同次、非同次について、各種解法を学びます。その後、演算
子法、級数解、連立微分方程式について初歩的な問題に取り組みます。  1年時の「工学・情報系の基礎数理I」および「
工学・情報系の基礎数理II」を理解した上で受講してください。 また「工学・情報系の数理I」および「工学・情報系の数
理II」を履修しておくことも望みます。「工学・情報系の数理II」で学ぶ固有値と固有ベクトルの計算に慣れていることを
前提とした授業回があります。  講義までに前回の講義内容を復習してください。毎回の単元について全ての問題を解い
た場合、概ね週あたり3時間程度はかかるため、毎週の学習時間については学期始めに計画して確保しておくようにして
ください。

現象を解き明かす微分方程式の定式化と解法　森北出版　小中英嗣　 978-4627062115

微分方程式と数理モデル　裳華房　遠藤 雅守, 北林 照幸　 978-4785315733

微分方程式の各種解法を適切に用いて、一般解や特殊解を求めることができる。c

微分方程式の複雑な問題に対して各種解法を組み合わせて、一般解や特殊解を求めることができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c

g

c,gc,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

微分方程式　変数分離形　同次形　完全微分形　　微分演算子　　　　　　

（基礎科目）「工学・情報系の基
礎数理I」、「工学・情報系の基礎
数理II」（旧カリ対応：「基礎数学
」、「微分積分学I」、「微分積分学
II」）  （連携科目）「工学・情報系
の数理I」、「工学・情報系の数理
II」（旧カリ対応：「線形代数学I」
、「線形代数学II」、「行列と行列
式」、化学工学を扱う科目、物理
を扱う科目)

微分方程式B（２情）2021

2

2

選択

計算力をつける微分方程式　内田老鶴圃　藤田 育嗣, 間田 潤　　978-4753600342

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

微分方程式で数学モデルを作ろう　日本評論社　デヴィッド・バージェス・モラグ・ボリー　 978-4535781733
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 微分方程式B（２情）

1) 中間試験および定期試験を行う。   2) 授業中に練習問題を演習させ、理解度を確認する。  3) 単元
ごとにレポート課題を課し、理解度を確認する。   4) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価
する。  5) 授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、および図書館の蔵書を利
用した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1907

高等学校における数学I、1変数の微積分、偏微分

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の演習問題を全て解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階
の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある微分方程式の類書や専門科目の平易
な入門書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡はWebClassもしくはポータルを用いて行います。初回に担当教員
の連絡方法の説明を聞き、その連絡手段について週に1、2回は必ず連絡事項の有無を確認すること。  4. オフィスアワー
は初回の授業で連絡します。  5. 発展的な（院試対策指導を優先する）学習支援を目的としての相談にも応じます。これ
らの時間は、(1)担当教員居室（本館付属棟3階）、(2)図書館1階「全学SALC」、(3)図書館4階学生支援センター、のい
ずれかに待機しています。スケジュールと待機場所は(1)もしくはWebClassに随時掲示します。  6. レポート等の提出物
のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 微分方程式B（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

微分方程式とは

簡単な微分方程式の解法と特殊解と一般解の違いの理解 講義  演
習

【第1回授業の予習】微分積分学の教科書の1変数の微分の
公式と不定積分の計算の箇所の例題を解く。  【復習】授業で
指定された教科書の問題、もしくは与えられた課題を解く。  【
予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

1階微分方程式（変数分離形）

変数分離形の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

1階微分方程式（同次形）1

同次形の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

1階微分方程式（同次形）2

同次形に変形可能な微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

1階線形微分方程式1

線形微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

1階線形微分方程式2

ベルヌーイの微分方程式の解法 完全微分形の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

90

テーマ

内容

7回

中間試験と講評

中間試験と課題の講評・振り返り
講義

【復習】試験範囲について、各単元の例題を振り返る。  【予習
】次回の授業内容について学習しておく。

120

テーマ

内容

8回

2階定数係数線形微分方程式（同次）

同次２階定数係数線形微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

2階定数係数線形微分方程式（非同次）1

特殊解が定数、指数関数の場合の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

2階定数係数線形微分方程式（非同次）2

特殊解が整式、三角関数の場合の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 微分方程式B（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

演算子法1

演算子を用いる解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

演算子法2

逆演算子を用いる解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

演算子法3

級数解 演習 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

連立微分方程式

連立微分方程式の解法 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解いておくこと。  【予習】試験範囲について、各単元の
例題や練習問題を解いておくこと。

120

テーマ

内容

15回

定期試験と講評

定期試験と課題の講評・振り返り
講義

【復習】これまでの授業範囲の問題を試験範囲を中心に例題
を振り返る。  【予習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目
の学修到達度レポート」の作成

60

テーマ

内容

16回

授業内容の総括

まとめと追加演習、授業内容の総括、「科目の学修到達度レポート」の提出
演習

【復習】SOJOポートフォリオシステム上で「科目の学修到達
度レポート」の提出。

30

2021 微分方程式B（２情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の数理ⅡＡ（２ナ微生）

Matrices and Determinants

2213401

後期

kawai @ed.sojo-u.ac.jp 

本館308　　　　　

河合 浩明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 10 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では、各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。
  線形代数学は微分積分学と並んで、理系の数学の基礎知識として重要です。統計学、化学工学、数理生物学を学ぶ
上で重要な知識となっています。このような状況のもとで、本講義では、行列および行列式の計算について学習します。

　　　 

　　　 

行列の概念を理解し、基本的な計算（和・差・積）や、行列を用いて連立一次方程式を解くことができる。c,f

行列式の概念を理解し、3次以下と4次以上のいずれの正方行列についても行列式を計算することができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c,f

g

c,gc,g

A A2 A2

学修上の注意欄を参照

行列　逆行列　行列式　連立方程式　　　　　　　　

（連携科目）「バイオ・化学系の
基礎数理Ⅰ」（旧カリ：微分積分
学Ⅰ）、「バイオ・化学系の基礎
数理Ⅱ」（旧カリ：微分積分学Ⅱ）
、「バイオ・化学系の数理Ⅰ」（旧
カリ：確率統計）  （発展科目）数
理生物学や微分方程式の発展
的内容を活用する科目

バイオ・化学系の数理ⅡＡ（２ナ微生）2021

2

2

選択

線形代数の基礎　サイエンス社　寺田文行・木村宣昭　　4-7819-0846-2
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の数理ⅡＡ（２ナ微生）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  6) 
授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用
した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1912

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、図書館4階の学生支援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にあ
る線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと。  3. 講義連絡を WebClass を用いて行うと案内があったクラスにつ
いては、週に2、3回は必ず連絡事項の有無を確認すること。それ以外のクラスではポータルのお知らせや授業時の教員
の指示を確認すること。  4. オフィスアワーは次の通りです。火曜日4時限（河合）。質問については図書館4階の学生支
援センターの相談窓口を訪ねてください。     基本的および発展的な学習支援の相談をオフィスアワーの時間に受け付け
ます。オフィスアワーは、(1)担当教員居室、(2)図書館4階学生支援センターのいずれかに待機しています。スケジュール
と待機場所は(1)室もしくはWebClassに随時掲示します。  5. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひ
ょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 バイオ・化学系の数理ⅡＡ（２ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

行列の定義と行列の演算

行列を数の一つの拡張として理解し、行列の和、差、スカラ一倍の計算につ
いて学び、演習を行う。

講義  演
習

【今回の予習】教科書の最初、行列の定義および演算につい
て事前に定義・例題を読んでおくこと。  【復習】授業で指定さ
れた教科書の問題、もしくは与えられた課題を解く。  【予習】
次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

行列の演算(積)

行列の積の計算について学び、演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

正方行列と逆行列

行列の演算で大きな役割を持つ正方行列と逆行列について学び、演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

行列と連立一次方程式(1)

連立一次方程式を、行列を用いて表すことについて学び、演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

行列と連立一次方程式(2)

連立一次方程式を、行列を用いて解くことについて学び、演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

階段行列

連立一次方程式の中から本質的な式だけを取り出すために必要な方法に
ついて学び、演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

連立一次方程式の解

前回に引き続き、連立一次方程式の中から本質的な式だけを取り出すため
に必要な方法について学び、 連立方程式の解の種類について調べる。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。
これまでの授業内容（試験範囲）を復習して、理解を深めてお
くこと。

120

テーマ

内容

8回

逆行列の求め方、中間試験と講評

逆行列の求め方について学ぶ。課題の講評・振り返りとして、前回までの範
囲について中間試験を実施しその理解度を確認する。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

行列式の定義(1)

行列式の定義について理解をする。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

行列式の定義(2)

前回に引き続き、行列式について学び、演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 バイオ・化学系の数理ⅡＡ（２ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

行列式の性質(1)

いろいろな性質を用いて、行列式の計算について学び、演習を行う 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

行列式の性質(2)

前回に引き続き、いろいろな性質を用いて、行列式の計算演習を行う 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆行列の存在条件

逆行列の存在条件について学び、演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

逆行列と連立一次方程式

クラメールの公式について学び、演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと。

60

テーマ

内容

15回

行列式の応用

13,14回の講義内容（基本的応用）以外の行列式の応用について学び、演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと

120

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60

2021 バイオ・化学系の数理ⅡＡ（２ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

バイオ・化学系の数理ⅡB（２ナ微生）

Matrices and Determinants

2213402

後期

kai @kumamoto-pct.ac.jp 

本館１階 非常勤講師室　　　　　

甲斐 隆志（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 10 10 10 0 10 0 100

本学の数理基礎科目では、各学科の専門科目を学ぶ上で必要となる基礎的な数理的技能・論理的思考力を養います。
  線形代数学は微分積分学と並んで、理系の数学の基礎知識として重要です。統計学、化学工学、数理生物学を学ぶ
上で重要な知識となっています。このような状況のもとで、本講義では、行列および行列式の計算について学習します。

　　　 

　　　 

行列の概念を理解し、基本的な計算（和・差・積）や、行列を用いて連立一次方程式を解くことができる。c,f

行列式の概念を理解し、3次以下と4次以上のいずれの正方行列についても行列式を計算することができる。

この授業の評価方法について理解し、計画的に各種課題に取り組むことができる。

c,f

g

c,gc,g

A A2 A2

授業時間前後の教室・非常勤講師
室

行列　逆行列　行列式　連立方程式　　　　　　　　

（連携科目）「バイオ・化学系の
基礎数理Ⅰ」（旧カリ：微分積分
学Ⅰ）、「バイオ・化学系の基礎
数理Ⅱ」（旧カリ：微分積分学Ⅱ）
、「バイオ・化学系の数理Ⅰ」（旧
カリ：確率統計）  （発展科目）数
理生物学や微分方程式の発展
的内容を活用する科目

バイオ・化学系の数理ⅡB（２ナ微生）2021

2

2

選択

新線形代数　大日本図書　井川治、碓氷久、金子真隆、高遠節夫、濵口直樹、前田善文、共著　　978-4-477-02641-1

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1916



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 バイオ・化学系の数理ⅡB（２ナ微生）

1) 中間試験および定期試験。  2) レポート（課題）の提出状況により評価する。  3) 毎回の授業におけ
る演習問題の解答状況により理解度を評価する。  4) 小テストもしくは全学SALC演習（WebClass利
用）の正解率から理解度を評価する。  5) 科目の学修到達度レポートを作成して、自己評価する。  6) 
授業時に指定する課題についてのレポート（提出方法指定あり）、図書館の科目に関係する蔵書を利用
した課題をレポートとして課し、評価に加える。

1917

高等学校における、数学I

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリアプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。特に「課題対応能力」を身につ
けることができるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

1. 自宅学習の時間を使って、上記授業内容に対応する教科書の平易な演習問題を全て解くこと。またその他の問題も必
ず解くこと。  2. 不明な点は、授業時間前後やオフィスアワーの時間帯に授業担当者へ質問するか，図書館4階の学生支
援センターの学習相談員（数学）に相談し、質問および図書館3階にある線形代数学の類書を読み理解を深めていくこと
。  3. レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃(ひょうせつ)は、不正行為とみなされます。

2021 バイオ・化学系の数理ⅡB（２ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

行列の定義と行列の演算

行列を数の一つの拡張として理解し、行列の和、差、スカラ一倍の計算につ
いて学び、演習を行う。

講義  演
習

【今回の予習】教科書の最初、行列の定義および演算につい
て事前に定義・例題を読んでおくこと。  【復習】授業で指定さ
れた教科書の問題、もしくは与えられた課題を解く。  【予習】
次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

2回

行列の演算(積)

行列の積の計算について学び、演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

3回

正方行列と逆行列

行列の演算で大きな役割を持つ正方行列と逆行列について学び、演習を行
う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

4回

行列と連立一次方程式(1)

連立一次方程式を、行列を用いて表すことについて学び、演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

5回

行列と連立一次方程式(2)

連立一次方程式を、行列を用いて解くことについて学び、演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

6回

階段行列

連立一次方程式の中から本質的な式だけを取り出すために必要な方法に
ついて学び、演習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

7回

連立一次方程式の解

前回に引き続き、連立一次方程式の中から本質的な式だけを取り出すため
に必要な方法について学び、 連立方程式の解の種類について調べる。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。
これまでの授業内容（試験範囲）を復習して、理解を深めてお
くこと。

120

テーマ

内容

8回

逆行列の求め方、中間試験と講評

逆行列の求め方について学ぶ。課題の講評・振り返りとして、前回までの範
囲について中間試験を実施しその理解度を確認する。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

9回

行列式の定義(1)

行列式の定義について理解をする。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

10回

行列式の定義(2)

前回に引き続き、行列式について学び、演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

2021 バイオ・化学系の数理ⅡB（２ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

行列式の性質(1)

いろいろな性質を用いて、行列式の計算について学び、演習を行う 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

12回

行列式の性質(2)

前回に引き続き、いろいろな性質を用いて、行列式の計算演習を行う 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

13回

逆行列の存在条件

逆行列の存在条件について学び、演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】次回の授業内容について学習しておく。

60

テーマ

内容

14回

逆行列と連立一次方程式

クラメールの公式について学び、演習を行う。 講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと。

120

テーマ

内容

15回

行列式の応用

13,14回の講義内容（基本的応用）以外の行列式の応用について学び、演
習を行う。

講義  演
習

【復習】授業で指定された教科書の問題、もしくは与えられた
課題を解く。  【予習】これまでの授業内容（試験範囲）を復習
して、理解を深めておくこと。

120

テーマ

内容

16回

定期試験と講評

定期試験，講評，全内容の振り返り
講義

【予習】「科目の学修到達度レポート」の作成

60

2021 バイオ・化学系の数理ⅡB（２ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学◎①（１機）

physics

2220601

後期

machida@ed.sojo-u.ac.jp

F702　F803　　　　

町田 光男　上野 賢仁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に機械工学を学ぶ上で重要な力学を対象とし、その基礎的な内容について学習する。  
 前半では、等速円運動をしている物体の表し方を理解し、向心力、遠心力などの慣性力を学ぶ。次に、垂直抗力、制止摩
擦力、動摩擦力について運動方程式とその一般解、初期条件について学ぶ。また、空気抵抗が働いている雨滴の運動方
程式、糸などで結合された物体のつり合いと運動方程式、フックの法則、ばねにつながれた物体の運動方程式について、
一般解と初期条件について学ぶ。   後半では、単振子の運動方程式とその一般解と初期条件について学ぶ。次に、仕事
の定義、仕事と位置エネルギーの関係、運動エネルギーと位置エネルギーの関係について学ぶ。さらに、力のモーメント
と剛体のつり合いの条件、角運動量とその性質、中心力について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験に
ついては対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

円運動や単振動などの運動と、摩擦が働くときの運動を運動方程式を用いて解くことができる。c

運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エネルギーの保存則、剛体のつり合い、角運動量が理解できる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。

授業に積極的に取り組むことによって、学習意欲と集中力を養うことができる。

c

c, g

g

町田：木曜5時限、上野：木曜4時
限

等速円運動　摩擦力　単振動　力学的エネルギー　　剛体　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学実験

物理学◎①（１機）2021

1

2

選択

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学◎①（１機）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

1922

１．基礎物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、特に機械工学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目では、専門教育への
接続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ機械工学の専門家になるための自然科学の基
礎を身につける。特に、物理学における分野（波、熱力学、電磁気学）の基礎知識を修得し、専門課程に
おける「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにす
る。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 物理学◎①（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

円運動Ⅰ

等速円運動をしている物体の表し方（位置、速度、加速度）について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

2回

円運動Ⅱ

向心力、遠心力などの慣性力について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

3回

摩擦力

垂直抗力、制止摩擦力、動摩擦力について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

4回

摩擦がはたらいている物体の運動

運動方程式、一般解と初期条件について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

5回

雨滴の運動

空気抵抗が働いている雨滴の運動方程式、終端速度について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

6回

結合した物体の運動

糸などで結合された物体のつり合いと運動方程式について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

7回

フックの法則と単振動

フックの法則、ばねにつながれた物体の運動方程式、一般解と初期条件に
ついて学ぶ。

講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

8回

中間試験とまとめ

１．～７．までの学習到達度の評価 講義・演
習

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

テーマ

内容

9回

単振子

単振子の運動方程式、一般解と初期条件について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

10回

仕事と位置エネルギー

仕事の定義、仕事と位置エネルギーの関係について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

2021 物理学◎①（１機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

位置エネルギーと運動エネルギー

運動エネルギーと位置エネルギーの関係について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

12回

力学的エネルギー保存則

力学的エネルギー保存則とそれに関連した問題例について学ぶ 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

13回

力のモーメントと剛体のつり合い

力のモーメントと剛体のつり合いの条件について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(6章 剛体の回転運動)。

60

テーマ

内容

14回

角運動量

角運動量とその性質、中心力について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(6章 剛体の回転運動)。

60

テーマ

内容

15回

中韓試験とまとめ

１.～１４.までの学習到達度の評価 講義・演
習

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成

180

テーマ

内容

16回

まとめ

１.～１５.までの内容の総括 講義・演
習

到達目標に達していない部分について理解し、学習すること 
 「到達度ポートフォリオ」の提出

60

2021 物理学◎①（１機）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学◎②（１機））

physics

2220602

後期

machida@ed.sojo-u.ac.jp

F702　F803　　　　

町田 光男　上野 賢仁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に機械工学を学ぶ上で重要な力学を対象とし、その基礎的な内容について学習する。  
 前半では、等速円運動をしている物体の表し方を理解し、向心力、遠心力などの慣性力を学ぶ。次に、垂直抗力、制止摩
擦力、動摩擦力について運動方程式とその一般解、初期条件について学ぶ。また、空気抵抗が働いている雨滴の運動方
程式、糸などで結合された物体のつり合いと運動方程式、フックの法則、ばねにつながれた物体の運動方程式について、
一般解と初期条件について学ぶ。   後半では、単振子の運動方程式とその一般解と初期条件について学ぶ。次に、仕事
の定義、仕事と位置エネルギーの関係、運動エネルギーと位置エネルギーの関係について学ぶ。さらに、力のモーメント
と剛体のつり合いの条件、角運動量とその性質、中心力について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験に
ついては対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

円運動や単振動などの運動と、摩擦が働くときの運動を運動方程式を用いて解くことができる。c

運動エネルギー、位置エネルギー、力学的エネルギーの保存則、剛体のつり合い、角運動量が理解できる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。

授業に積極的に取り組むことによって、学習意欲と集中力を養うことができる。

c

c, g

g

町田：木曜5時限、上野：木曜4時
限

等速円運動　摩擦力　単振動　力学的エネルギー　　剛体　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学実験

物理学◎②（１機））2021

1

2

選択

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1926



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学◎②（１機））

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

1927

１．基礎物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、特に機械工学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目では、専門教育への
接続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ機械工学の専門家になるための自然科学の基
礎を身につける。特に、物理学における分野（波、熱力学、電磁気学）の基礎知識を修得し、専門課程に
おける「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにす
る。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 物理学◎②（１機））
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

円運動Ⅰ

等速円運動をしている物体の表し方（位置、速度、加速度）について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

2回

円運動Ⅱ

向心力、遠心力などの慣性力について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

3回

摩擦力

垂直抗力、制止摩擦力、動摩擦力について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

4回

摩擦がはたらいている物体の運動

運動方程式、一般解と初期条件について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

5回

雨滴の運動

空気抵抗が働いている雨滴の運動方程式、終端速度について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

6回

結合した物体の運動

糸などで結合された物体のつり合いと運動方程式について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

7回

フックの法則と単振動

フックの法則、ばねにつながれた物体の運動方程式、一般解と初期条件に
ついて学ぶ。

講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

8回

中間試験とまとめ

１．～７．までの学習到達度の評価 講義・演
習

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

テーマ

内容

9回

単振子

単振子の運動方程式、一般解と初期条件について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(4章 いろいろな運動)。

60

テーマ

内容

10回

仕事と位置エネルギー

仕事の定義、仕事と位置エネルギーの関係について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

2021 物理学◎②（１機））
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

位置エネルギーと運動エネルギー

運動エネルギーと位置エネルギーの関係について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

12回

力学的エネルギー保存則

力学的エネルギー保存則とそれに関連した問題例について学ぶ 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(5章 力学的エネルギー)。

60

テーマ

内容

13回

力のモーメントと剛体のつり合い

力のモーメントと剛体のつり合いの条件について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(6章 剛体の回転運動)。

60

テーマ

内容

14回

角運動量

角運動量とその性質、中心力について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(6章 剛体の回転運動)。

60

テーマ

内容

15回

中韓試験とまとめ

１.～１４.までの学習到達度の評価 講義・演
習

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成

180

テーマ

内容

16回

まとめ

１.～１５.までの内容の総括 講義・演
習

到達目標に達していない部分について理解し、学習すること 
 「到達度ポートフォリオ」の提出

60

2021 物理学◎②（１機））
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学①（１ナ微生）

physics

2220701

後期

machida@ed.sojo-u.ac.jp

F702　F801　本館1階 非常勤講師室　　　

町田光男　板橋克美　福島和洋(非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特にナノサイエンス学科、応用微生物工学科、応用生命科学を学ぶ上で重要な熱力学、
電磁気学、波を対象とし、その基礎的な内容について学習する。   具体的には、まず前半では、物理学を学ぶのに必要な
ベクトルの概念および表現法について学び、力の合成・分解・つり合いを学ぶ。位置、速度、加速度の関係、運動の第１～
３法則について学び、直線上の運動、平面上の運動の運動方程式を解く。また、等速円運動、フックの法則、単振動につ
いて学ぶ。さらに後半では、仕事、力学的エネルギーとその保存則、運動量、運動量保存則について学ぶ。    ※本年度は
遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

物理量をベクトルで表わす方法と、物体の運動の表し方を理解することができる。c

運動方程式の立て方および解き方と、典型的物体の運動（落体の運動、円運動、単振動、抵抗力を受けている物体の運動）を理
解することができる。

エネルギー保存則と運動量保存則を理解することができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c

c, g

町田：木曜5時限、板橋：月曜5時
限

力　速度と加速度　運動の法則　具体的な運動　　力学的エネルギー　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学実験

物理学①（１ナ微生）2021

1

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・物理学

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1931



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学①（１ナ微生）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

1932

１．基礎物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つナノサイエンス学、応用微生物工学、応用生命科学の専
門家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（力学）の基礎知識を修得
し、専門課程における「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践
できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 物理学①（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ベクトル

物理学を学ぶのに必要なベクトルの概念および表現法について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(2章 2.1 スカラー量とベクトル量)を読む。  【
復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

2回

力のつりあい

力の合成、力の分解および力のつり合いについて学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(2章 2.2 力の合成と分解、2.3 力のつり合い)
読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

3回

速度と加速度Ⅰ

位置（変位）、速度、加速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(2章 2.3 位置、速度、加速度)を読む。  【復習】
小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

4回

速度と加速度Ⅱ

位置、速度、加速度が微分または積分により相互変換されることについて学
ぶ。

講義  演
習

【予習】教科書(2章 2.4 位置、速度、加速度の関係)を読む。  
【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

5回

運動の法則

運動の第１法則、第２法則、第３法則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(3章 3.1 運動の3法則)を読む。  【復習】小テ
ストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

6回

物体の運動と運動方程式Ⅰ

直線上の運動（自由落下、鉛直投げ上げ）の運動方程式を解く。 講義  演
習

【予習】教科書(4章 4.1 直線運動)を読む。  【復習】小テスト
または与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

7回

物体の運動と運動方程式Ⅱ

平面上の運動（水平投射、斜方投射）の運動方程式を解く。 講義  演
習

【予習】教科書(4章 4.2 放物運動)を読む。  【復習】小テスト
または与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

8回

円運動

等速円運動をしている物体の運動の表し方について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(4章 4.3 等速円運動)を読む。  【復習】小テス
トまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

9回

単振動

フックの法則とばねに接続されたおもりの単振動について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(4章 4.6 振動)を読む。  【復習】小テストまた
は与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

学習到達度判定

1.～9.の中間試験とまとめを行う。 講義  試
験

【予習】教科書(授業範囲)を読む。  【復習】小テストまたは与
えられた課題を解く。

60

2021 物理学①（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

仕事

仕事について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(5章 5.1 仕事)を読む。  【復習】小テストまた
は与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

12回

運動エネルギーと位置エネルギー

運動エネルギーと位置エネルギーについて学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(5章 5.2 運動エネルギー、5.3 位置エネルギ
ー)を読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

13回

力学的エネルギーの保存則

力学的エネルギーの保存則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(5章 5.5 力学的エネルギーとその保存則)を
読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

14回

運動量

運動量の定義を学び、運動量保存則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(3章 3.3 運動量と力積、3.4 運動量保存則)
を読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

15回

学習到達度判定

1.～14.の中間試験とまとめを行う。 講義  試
験

【予習】教科書(授業範囲)を読む。  【復習】小テストまたは与
えられた課題を解く。  「到達度ポートフォリオ」の作成

60

テーマ

内容

16回

1.～15.までのまとめ

講義のまとめ。
講義

「到達度ポートフォリオ」の提出

60

2021 物理学①（１ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学②（１ナ微生）

physics

2220702

後期

machida@ed.sojo-u.ac.jp

F702　F801　本館1階 非常勤講師室　　　

町田光男　板橋克美　福島和洋(非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特にナノサイエンス学科、応用微生物工学科、応用生命科学を学ぶ上で重要な熱力学、
電磁気学、波を対象とし、その基礎的な内容について学習する。   具体的には、まず前半では、物理学を学ぶのに必要な
ベクトルの概念および表現法について学び、力の合成・分解・つり合いを学ぶ。位置、速度、加速度の関係、運動の第１～
３法則について学び、直線上の運動、平面上の運動の運動方程式を解く。また、等速円運動、フックの法則、単振動につ
いて学ぶ。さらに後半では、仕事、力学的エネルギーとその保存則、運動量、運動量保存則について学ぶ。    ※本年度は
遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

物理量をベクトルで表わす方法と、物体の運動の表し方を理解することができる。c

運動方程式の立て方および解き方と、典型的物体の運動（落体の運動、円運動、単振動、抵抗力を受けている物体の運動）を理
解することができる。

エネルギー保存則と運動量保存則を理解することができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c

c, g

町田：木曜5時限、板橋：月曜5時
限

力　速度と加速度　運動の法則　具体的な運動　　力学的エネルギー　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学実験

物理学②（１ナ微生）2021

1

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・物理学

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学②（１ナ微生）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

1937

１．基礎物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つナノサイエンス学、応用微生物工学、応用生命科学の専
門家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（力学）の基礎知識を修得
し、専門課程における「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践
できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 物理学②（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ベクトル

物理学を学ぶのに必要なベクトルの概念および表現法について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(2章 2.1 スカラー量とベクトル量)を読む。  【
復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

2回

力のつりあい

力の合成、力の分解および力のつり合いについて学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(2章 2.2 力の合成と分解、2.3 力のつり合い)
読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

3回

速度と加速度Ⅰ

位置（変位）、速度、加速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(2章 2.3 位置、速度、加速度)を読む。  【復習】
小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

4回

速度と加速度Ⅱ

位置、速度、加速度が微分または積分により相互変換されることについて学
ぶ。

講義  演
習

【予習】教科書(2章 2.4 位置、速度、加速度の関係)を読む。  
【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

5回

運動の法則

運動の第１法則、第２法則、第３法則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(3章 3.1 運動の3法則)を読む。  【復習】小テ
ストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

6回

物体の運動と運動方程式Ⅰ

直線上の運動（自由落下、鉛直投げ上げ）の運動方程式を解く。 講義  演
習

【予習】教科書(4章 4.1 直線運動)を読む。  【復習】小テスト
または与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

7回

物体の運動と運動方程式Ⅱ

平面上の運動（水平投射、斜方投射）の運動方程式を解く。 講義  演
習

【予習】教科書(4章 4.2 放物運動)を読む。  【復習】小テスト
または与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

8回

円運動

等速円運動をしている物体の運動の表し方について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(4章 4.3 等速円運動)を読む。  【復習】小テス
トまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

9回

単振動

フックの法則とばねに接続されたおもりの単振動について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(4章 4.6 振動)を読む。  【復習】小テストまた
は与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

学習到達度判定

1.～9.の中間試験とまとめを行う。 講義  試
験

【予習】教科書(授業範囲)を読む。  【復習】小テストまたは与
えられた課題を解く。

60

2021 物理学②（１ナ微生）

1939



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

仕事

仕事について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(5章 5.1 仕事)を読む。  【復習】小テストまた
は与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

12回

運動エネルギーと位置エネルギー

運動エネルギーと位置エネルギーについて学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(5章 5.2 運動エネルギー、5.3 位置エネルギ
ー)を読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

13回

力学的エネルギーの保存則

力学的エネルギーの保存則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(5章 5.5 力学的エネルギーとその保存則)を
読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

14回

運動量

運動量の定義を学び、運動量保存則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(3章 3.3 運動量と力積、3.4 運動量保存則)
を読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

15回

学習到達度判定

1.～14.の中間試験とまとめを行う。 講義  試
験

【予習】教科書(授業範囲)を読む。  【復習】小テストまたは与
えられた課題を解く。  「到達度ポートフォリオ」の作成

60

テーマ

内容

16回

1.～15.までのまとめ

講義のまとめ。
講義

「到達度ポートフォリオ」の提出

60

2021 物理学②（１ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学③（１ナ微生）

physics

2220703

後期

machida@ed.sojo-u.ac.jp

F702　F801　本館1階 非常勤講師室　　　

町田光男　板橋克美　福島和洋(非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特にナノサイエンス学科、応用微生物工学科、応用生命科学を学ぶ上で重要な熱力学、
電磁気学、波を対象とし、その基礎的な内容について学習する。   具体的には、まず前半では、物理学を学ぶのに必要な
ベクトルの概念および表現法について学び、力の合成・分解・つり合いを学ぶ。位置、速度、加速度の関係、運動の第１～
３法則について学び、直線上の運動、平面上の運動の運動方程式を解く。また、等速円運動、フックの法則、単振動につ
いて学ぶ。さらに後半では、仕事、力学的エネルギーとその保存則、運動量、運動量保存則について学ぶ。    ※本年度は
遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

物理量をベクトルで表わす方法と、物体の運動の表し方を理解することができる。c

運動方程式の立て方および解き方と、典型的物体の運動（落体の運動、円運動、単振動、抵抗力を受けている物体の運動）を理
解することができる。

エネルギー保存則と運動量保存則を理解することができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c

c, g

町田：木曜5時限、板橋：月曜5時
限

力　速度と加速度　運動の法則　具体的な運動　　力学的エネルギー　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学実験

物理学③（１ナ微生）2021

1

2

選択

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・選択  【科目区分】・・・教科及び教科の指導法に関する科目／教科に関する
専門的事項（中学校及び高等学校 理科）  【各科目に含めることが必要な事項】・・・物理学

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1941



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学③（１ナ微生）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

1942

１．基礎物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つナノサイエンス学、応用微生物工学、応用生命科学の専
門家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（力学）の基礎知識を修得
し、専門課程における「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践
できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 物理学③（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ベクトル

物理学を学ぶのに必要なベクトルの概念および表現法について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(2章 2.1 スカラー量とベクトル量)を読む。  【
復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

2回

力のつりあい

力の合成、力の分解および力のつり合いについて学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(2章 2.2 力の合成と分解、2.3 力のつり合い)
読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

3回

速度と加速度Ⅰ

位置（変位）、速度、加速度の関係について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(2章 2.3 位置、速度、加速度)を読む。  【復習】
小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

4回

速度と加速度Ⅱ

位置、速度、加速度が微分または積分により相互変換されることについて学
ぶ。

講義  演
習

【予習】教科書(2章 2.4 位置、速度、加速度の関係)を読む。  
【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

5回

運動の法則

運動の第１法則、第２法則、第３法則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(3章 3.1 運動の3法則)を読む。  【復習】小テ
ストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

6回

物体の運動と運動方程式Ⅰ

直線上の運動（自由落下、鉛直投げ上げ）の運動方程式を解く。 講義  演
習

【予習】教科書(4章 4.1 直線運動)を読む。  【復習】小テスト
または与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

7回

物体の運動と運動方程式Ⅱ

平面上の運動（水平投射、斜方投射）の運動方程式を解く。 講義  演
習

【予習】教科書(4章 4.2 放物運動)を読む。  【復習】小テスト
または与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

8回

円運動

等速円運動をしている物体の運動の表し方について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(4章 4.3 等速円運動)を読む。  【復習】小テス
トまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

9回

単振動

フックの法則とばねに接続されたおもりの単振動について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(4章 4.6 振動)を読む。  【復習】小テストまた
は与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

学習到達度判定

1.～9.の中間試験とまとめを行う。 講義  試
験

【予習】教科書(授業範囲)を読む。  【復習】小テストまたは与
えられた課題を解く。

60

2021 物理学③（１ナ微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

仕事

仕事について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(5章 5.1 仕事)を読む。  【復習】小テストまた
は与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

12回

運動エネルギーと位置エネルギー

運動エネルギーと位置エネルギーについて学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(5章 5.2 運動エネルギー、5.3 位置エネルギ
ー)を読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

13回

力学的エネルギーの保存則

力学的エネルギーの保存則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(5章 5.5 力学的エネルギーとその保存則)を
読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

14回

運動量

運動量の定義を学び、運動量保存則について学ぶ。 講義  演
習

【予習】教科書(3章 3.3 運動量と力積、3.4 運動量保存則)
を読む。  【復習】小テストまたは与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

15回

学習到達度判定

1.～14.の中間試験とまとめを行う。 講義  試
験

【予習】教科書(授業範囲)を読む。  【復習】小テストまたは与
えられた課題を解く。  「到達度ポートフォリオ」の作成

60

テーマ

内容

16回

1.～15.までのまとめ

講義のまとめ。
講義

「到達度ポートフォリオ」の提出

60

2021 物理学③（１ナ微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学◎①（１建）

physics

2220801

後期

amamoto@ed.sojo-u.ac.jp

F802　F702　　　　

天本徳浩　町田光男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に建築学を学ぶ上で重要な波、熱力学、電磁気学を対象とし、その基礎的な内容につ
いて学習する。   前半では、波、熱、電磁気について概念や法則を理解し、数式で表示できるようにする。後半では、身の
回りの簡単な物理現象について問題を解き、得られた解を解析する手法を身に付けるようにする。   具体的には、波につ
いては、波を表す量、縦波と横波、波が示す性質、光波、音波  熱については、熱と温度、熱容量と比熱、理想気体の状態
方程式、気体がする仕事、熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。電気については、クーロンの法則、電場と電荷が
電場から受ける力の関係、電位、電場と電位の関係、直流回路、合成抵抗、磁場、電磁誘導、交流等について学ぶ。    ※
本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

波、熱、電気と磁気に関する基礎的な内容を理解することができる。c

身のまわりで起こる波、熱、電気と磁気が関係する現象を理解することができる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c, g

g

c, gc, g

A A2 A2

天本：木曜5時限、町田：木曜5時
限

波　熱力学　電磁気学　　　　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学実験

物理学◎①（１建）2021

1

2

必修

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1946



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学◎①（１建）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

1947

１．基礎物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、特に建築学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目では、専門教育への接
続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ建築学の専門家になるための自然科学の基礎を
身につける。特に、物理学における分野（波、熱力学、電磁気学）の基礎知識を修得し、専門課程におけ
る「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 物理学◎①（１建）

1948



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

波とその性質Ⅰ

波を表す量、縦波と横波、波が示す性質について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (17章 波とその性質)。

60

テーマ

内容

2回

波とその性質Ⅱ

光波、音波が示す現象について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(18章 音波と洸波) 。

60

テーマ

内容

3回

熱と温度

熱と温度との関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 7.1 熱、7.2 温度) 。

60

テーマ

内容

4回

熱容量と比熱

熱容量と比熱について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 7.3 熱容量と比熱) 。

60

テーマ

内容

5回

状態方程式と仕事

理想気体の状態方程式、気体がする仕事について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (7章 7.4 理想気体の状態方程式) 。

60

テーマ

内容

6回

熱力学の第一法則

熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(8章 熱力学の第1法則)。

60

テーマ

内容

7回

1.～6.のまとめと中間試験

1.～6.のまとめと学習到達度を評価する。 講義  試
験

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」を作成する。

180

テーマ

内容

8回

クーロンの法則

電荷の間にはたらくクーロンの法則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (10章 電荷と静電場) 。

60

テーマ

内容

9回

電場と電位

電場と電荷が電場から受ける力の関係について学ぶ。  電位の定義、電場と
電位の関係について学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(11章 電場と電位) 。

60

テーマ

内容

10回

直流回路

直列回路、並列回路の合成抵抗等について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(12章 電流と直流回路) 。

60

2021 物理学◎①（１建）

1949



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

磁石と磁場

磁石がつくる磁場について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.1 磁気力と磁荷、13.2 磁場と磁束密度) 。

60

テーマ

内容

12回

電流の作る磁場

電流のまわりに発生する磁場について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.3 電流のつくる磁場)。

60

テーマ

内容

13回

電磁誘導

モーターや発電機の原理である電磁誘導について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(14章 電磁誘導)。

60

テーマ

内容

14回

交流と交流回路

実効値や交流回路のインピーダンス等について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(15章 交流回路)。

60

テーマ

内容

15回

8.～14.のまとめと中間試験

8.～14.のまとめと、講義全体の学習到達度を評価する。 講義  試
験

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」を作成する。

180

テーマ

内容

16回

総括

講義を総評する。試験を返却し、解説する。
講義

到達目標に達していない部分について理解し、学習すること。
  「到達度ポートフォリオ」を提出する。

60

2021 物理学◎①（１建）

1950



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学◎②（１建）

physics

2220802

後期

amamoto@ed.sojo-u.ac.jp

F802　F702　　　　

天本徳浩　町田光男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に建築学を学ぶ上で重要な波、熱力学、電磁気学を対象とし、その基礎的な内容につ
いて学習する。   前半では、波、熱、電磁気について概念や法則を理解し、数式で表示できるようにする。後半では、身の
回りの簡単な物理現象について問題を解き、得られた解を解析する手法を身に付けるようにする。   具体的には、波につ
いては、波を表す量、縦波と横波、波が示す性質、光波、音波  熱については、熱と温度、熱容量と比熱、理想気体の状態
方程式、気体がする仕事、熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。電気については、クーロンの法則、電場と電荷が
電場から受ける力の関係、電位、電場と電位の関係、直流回路、合成抵抗、磁場、電磁誘導、交流等について学ぶ。    ※
本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

波、熱、電気と磁気に関する基礎的な内容を理解することができる。c

身のまわりで起こる波、熱、電気と磁気が関係する現象を理解することができる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c, g

g

c, gc, g

A A2 A2

天本：木曜5時限、町田：木曜5時
限

波　熱力学　電磁気学　　　　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学実験

物理学◎②（１建）2021

1

2

必修

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1951



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学◎②（１建）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

1952

１．基礎物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、特に建築学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目では、専門教育への接
続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ建築学の専門家になるための自然科学の基礎を
身につける。特に、物理学における分野（波、熱力学、電磁気学）の基礎知識を修得し、専門課程におけ
る「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 物理学◎②（１建）

1953



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

波とその性質Ⅰ

波を表す量、縦波と横波、波が示す性質について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (17章 波とその性質)。

60

テーマ

内容

2回

波とその性質Ⅱ

光波、音波が示す現象について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(18章 音波と洸波) 。

60

テーマ

内容

3回

熱と温度

熱と温度との関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 7.1 熱、7.2 温度) 。

60

テーマ

内容

4回

熱容量と比熱

熱容量と比熱について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 7.3 熱容量と比熱) 。

60

テーマ

内容

5回

状態方程式と仕事

理想気体の状態方程式、気体がする仕事について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (7章 7.4 理想気体の状態方程式) 。

60

テーマ

内容

6回

熱力学の第一法則

熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(8章 熱力学の第1法則)。

60

テーマ

内容

7回

1.～6.のまとめと中間試験

1.～6.のまとめと学習到達度を評価する。 講義  試
験

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」を作成する。

180

テーマ

内容

8回

クーロンの法則

電荷の間にはたらくクーロンの法則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (10章 電荷と静電場) 。

60

テーマ

内容

9回

電場と電位

電場と電荷が電場から受ける力の関係について学ぶ。  電位の定義、電場と
電位の関係について学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(11章 電場と電位) 。

60

テーマ

内容

10回

直流回路

直列回路、並列回路の合成抵抗等について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(12章 電流と直流回路) 。

60

2021 物理学◎②（１建）

1954



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

磁石と磁場

磁石がつくる磁場について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.1 磁気力と磁荷、13.2 磁場と磁束密度) 。

60

テーマ

内容

12回

電流の作る磁場

電流のまわりに発生する磁場について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.3 電流のつくる磁場)。

60

テーマ

内容

13回

電磁誘導

モーターや発電機の原理である電磁誘導について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(14章 電磁誘導)。

60

テーマ

内容

14回

交流と交流回路

実効値や交流回路のインピーダンス等について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(15章 交流回路)。

60

テーマ

内容

15回

8.～14.のまとめと中間試験

8.～14.のまとめと、講義全体の学習到達度を評価する。 講義  試
験

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」を作成する。

180

テーマ

内容

16回

総括

講義を総評する。試験を返却し、解説する。
講義

到達目標に達していない部分について理解し、学習すること。
  「到達度ポートフォリオ」を提出する。

60

2021 物理学◎②（１建）

1955



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学◎①（１シス・整・操）

physics

2220901

前期

amamoto@ed.sojo-u.ac.jp

F802　本館1階 非常勤講師室　　　　

天本徳浩　池田達裕（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に宇宙航空システム工学を学ぶ上で重要な熱力学、電磁気学、波を対象とし、その基
礎的な内容について学習する。   前半では、波、熱、電磁気の概念や法則を理解し、数式で表示できるようにする。後半
では、身の回りの簡単な物理現象について問題を解き、得られた解を解析する手法を身に付けるようにする。   具体的に
は、まず、物理量の単位と物理学に必要な表現法について学ぶ。波に関しては、波を表す量、縦波と横波、波が示す性質
、光波、音波が示す現象について学ぶ。熱に関しては、熱と温度との関係、熱容量と比熱、理想気体の状態方程式、気体
がする仕事、熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。電気に関しては、クーロンの法則、電場と電荷が電場から受け
る力の関係、電位、電場と電位の関係、直列回路、並列回路の合成抵抗、磁石がつくる磁場、電流のまわりに発生する磁
場、電磁誘導、実効値や交流回路について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予
定である。

基礎物理学　学術図書出版　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

波、熱、電気と磁気に関する基礎的な内容を理解することができる。c

身のまわりで起こる波、熱、電気と磁気が関係する現象を理解することができる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c, g

g

天本：木曜5時限、池田：授業終了
後

波　熱　電気　磁気　　　　　　　　

１．基礎物理学  ２。物理学実験

物理学◎①（１シス・整・操）2021

1

2

必修

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1956



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学◎①（１シス・整・操）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

1957

１．基礎物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、特に宇宙航空システム工学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目では、
専門教育への接続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ宇宙航空システム工学の専門
家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（波、熱力学、電磁気学）の基
礎知識を修得し、専門課程における「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、
それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 物理学◎①（１シス・整・操）

1958



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

波とその性質Ⅰ

波を表す量、縦波と横波、波が示す性質について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (17章 波とその性質)。

60

テーマ

内容

2回

波とその性質Ⅱ

光波、音波が示す現象について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(18章 音波と洸波) 。

60

テーマ

内容

3回

熱と温度

熱と温度との関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 7.1 熱、7.2 温度) 。

60

テーマ

内容

4回

熱容量と比熱

熱容量と比熱について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 7.3 熱容量と比熱) 。

60

テーマ

内容

5回

状態方程式と仕事

理想気体の状態方程式、気体がする仕事について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (7章 7.4 理想気体の状態方程式) 。

60

テーマ

内容

6回

熱力学の第一法則

熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(8章 熱力学の第1法則)。

60

テーマ

内容

7回

1.～6.のまとめと中間試験

1.～6.のまとめと学習到達度を評価する。 講義  演
習

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」を作成する。

180

テーマ

内容

8回

クーロンの法則

電荷の間にはたらくクーロンの法則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (10章 電荷と静電場) 。

60

テーマ

内容

9回

電場と電位

電場と電荷が電場から受ける力の関係について学ぶ。  電位の定義、電場と
電位の関係について学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(11章 電場と電位) 。

60

テーマ

内容

10回

直流回路

直列回路、並列回路の合成抵抗等について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(12章 電流と直流回路) 。

60

2021 物理学◎①（１シス・整・操）

1959



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

磁石と磁場

磁石がつくる磁場について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.1 磁気力と磁荷、13.2 磁場と磁束密度) 。

60

テーマ

内容

12回

電流の作る磁場

電流のまわりに発生する磁場について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.3 電流のつくる磁場)。

60

テーマ

内容

13回

電磁誘導

モーターや発電機の原理である電磁誘導について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(14章 電磁誘導)。

60

テーマ

内容

14回

交流と交流回路

実効値や交流回路のインピーダンス等について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(15章 交流回路)。

60

テーマ

内容

15回

8.～14.のまとめと中間試験

8.～14.のまとめと、講義全体の学習到達度を評価する。 講義  試
験

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」を作成する。

180

テーマ

内容

16回

総括

講義を総評する。試験を返却し、解説する。
講義

到達目標に達していない部分について理解し、学習すること。
  「到達度ポートフォリオ」を提出する。

60

2021 物理学◎①（１シス・整・操）

1960



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学◎②（１シス・整・操）

physics

2220902

前期

amamoto@ed.sojo-u.ac.jp

F802　本館1階 非常勤講師室　　　　

天本徳浩　池田達裕（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に宇宙航空システム工学を学ぶ上で重要な熱力学、電磁気学、波を対象とし、その基
礎的な内容について学習する。   前半では、波、熱、電磁気の概念や法則を理解し、数式で表示できるようにする。後半
では、身の回りの簡単な物理現象について問題を解き、得られた解を解析する手法を身に付けるようにする。   具体的に
は、まず、物理量の単位と物理学に必要な表現法について学ぶ。波に関しては、波を表す量、縦波と横波、波が示す性質
、光波、音波が示す現象について学ぶ。熱に関しては、熱と温度との関係、熱容量と比熱、理想気体の状態方程式、気体
がする仕事、熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。電気に関しては、クーロンの法則、電場と電荷が電場から受け
る力の関係、電位、電場と電位の関係、直列回路、並列回路の合成抵抗、磁石がつくる磁場、電流のまわりに発生する磁
場、電磁誘導、実効値や交流回路について学ぶ。    ※本年度は遠隔授業で行う。ただし、試験については対面で行う予
定である。

基礎物理学　学術図書出版　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

波、熱、電気と磁気に関する基礎的な内容を理解することができる。c

身のまわりで起こる波、熱、電気と磁気が関係する現象を理解することができる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。

演習及び課題に取り組むことにより、自主的、継続的に学習することができる。

c

c, g

g

天本：木曜5時限、池田：授業終了
後

波　熱　電気　磁気　　　　　　　　

１．基礎物理学  ２。物理学実験

物理学◎②（１シス・整・操）2021

1

2

必修

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1961



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学◎②（１シス・整・操）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

1962

１．基礎物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、特に宇宙航空システム工学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目では、
専門教育への接続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ宇宙航空システム工学の専門
家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（波、熱力学、電磁気学）の基
礎知識を修得し、専門課程における「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、
それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 物理学◎②（１シス・整・操）

1963



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

波とその性質Ⅰ

波を表す量、縦波と横波、波が示す性質について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (17章 波とその性質)。

60

テーマ

内容

2回

波とその性質Ⅱ

光波、音波が示す現象について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(18章 音波と洸波) 。

60

テーマ

内容

3回

熱と温度

熱と温度との関係について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 7.1 熱、7.2 温度) 。

60

テーマ

内容

4回

熱容量と比熱

熱容量と比熱について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(7章 7.3 熱容量と比熱) 。

60

テーマ

内容

5回

状態方程式と仕事

理想気体の状態方程式、気体がする仕事について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (7章 7.4 理想気体の状態方程式) 。

60

テーマ

内容

6回

熱力学の第一法則

熱に関するエネルギー保存則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(8章 熱力学の第1法則)。

60

テーマ

内容

7回

1.～6.のまとめと中間試験

1.～6.のまとめと学習到達度を評価する。 講義  演
習

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」を作成する。

180

テーマ

内容

8回

クーロンの法則

電荷の間にはたらくクーロンの法則について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (10章 電荷と静電場) 。

60

テーマ

内容

9回

電場と電位

電場と電荷が電場から受ける力の関係について学ぶ。  電位の定義、電場と
電位の関係について学ぶ。

講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(11章 電場と電位) 。

60

テーマ

内容

10回

直流回路

直列回路、並列回路の合成抵抗等について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(12章 電流と直流回路) 。

60

2021 物理学◎②（１シス・整・操）

1964



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

磁石と磁場

磁石がつくる磁場について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.1 磁気力と磁荷、13.2 磁場と磁束密度) 。

60

テーマ

内容

12回

電流の作る磁場

電流のまわりに発生する磁場について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.3 電流のつくる磁場)。

60

テーマ

内容

13回

電磁誘導

モーターや発電機の原理である電磁誘導について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(14章 電磁誘導)。

60

テーマ

内容

14回

交流と交流回路

実効値や交流回路のインピーダンス等について学ぶ。 講義  演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(15章 交流回路)。

60

テーマ

内容

15回

8.～14.のまとめと中間試験

8.～14.のまとめと、講義全体の学習到達度を評価する。 講義  試
験

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」を作成する。

180

テーマ

内容

16回

総括

講義を総評する。試験を返却し、解説する。
講義

到達目標に達していない部分について理解し、学習すること。
  「到達度ポートフォリオ」を提出する。

60

2021 物理学◎②（１シス・整・操）

1965



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学①（１情）

physics

2221001

後期

ueno@ed.sojo-u.ac.jp

F803　F802　本館1階 非常勤講師室　　　

上野賢仁　天本徳浩　福島和洋（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に情報学を学ぶ上で重要な波、電磁気学、原子物理学を対象とし、その基礎的な内容
について学習する。   前半では、波、電磁気の概念や法則を理解し、数式で表示できるようにする。後半では、身の回りの
簡単な物理現象について問題を解き、得られた解を解析する手法を身に付けるようにする。   具体的には、波については
、波の性質、音波、光波について学ぶ。電気については、クーロンの法則、電場と電荷が電場から受ける力の関係、電位、
電流、オームの法則、ジュール熱、抵抗の接続、磁場、電磁誘導、電磁波、電子量子論について学ぶ。    ※本年度は遠隔
授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

電気と磁気に関する基礎的な内容と、身の回りで起こる波、電気と磁気が関係する現象を理解することができる。c

電荷、電場、電位の関係と性質を説明することができる。

電磁誘導の現象と、原子物理学の概要を理解することができる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。

c

c

c, g

上野：木曜4時限、天本：木曜5時
限、福島：授業終了後

波動　電磁気学　電子量子論　　　　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学実験

物理学①（１情）2021

1

2

選択

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1966



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学①（１情）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

1967

１．基礎物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ情報学の専門家になるための自然科学の基礎を身につ
ける。特に、物理学における分野（波、電磁気学，原子物理学）の基礎知識を修得し、専門課程における「
知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 物理学①（１情）

1968



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

波動Ⅰ

波の性質について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (17章 波とその性質)。

60

テーマ

内容

2回

波動Ⅱ

音波が示す現象について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(18章 音波と洸波) 。

60

テーマ

内容

3回

波動 III

光波が示す現象について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(18章 音波と洸波) 。

60

テーマ

内容

4回

電荷と電場Ⅰ

電荷の間にはたらくクーロンの法則について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (10章 電荷と静電場) 。

60

テーマ

内容

5回

電荷と電場Ⅱ

電場と電荷が電場から受ける力の関係について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(11章 電場と電位) 。

60

テーマ

内容

6回

電荷と電場 III

電位の定義とその性質について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(11章 電場と電位) 。

60

テーマ

内容

7回

電流と磁場Ⅰ

電流、オームの法則、ジュール熱、電気抵抗の接続について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(12章 電流と直流回路) 。

60

テーマ

内容

8回

電流と磁場Ⅱ

磁石がつくる磁場について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.1，13.2  磁気力と磁場)。

60

テーマ

内容

9回

電流と磁場 III

電流のまわりに発生する磁場について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.3 電流のつくる磁場)。

60

テーマ

内容

10回

電流と磁場IV

磁場は電流にも力を作用することを理解し、直流モーターの作動原理につ
いて学ぶ。

講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(14章 電磁誘導)。

60

2021 物理学①（１情）

1969



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

学習到達度判定 

1.～10.の内容に関する中間試験とまとめを行う。 試験・講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

テーマ

内容

12回

電磁場Ⅰ

発電機や電磁調理器の原理である電磁誘導について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(14章 電磁誘導)。

60

テーマ

内容

13回

電磁場Ⅱ

空間を伝わる電磁波について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(14章 電磁誘導)。

60

テーマ

内容

14回

電子量子論

不確定性原理および水素原子の構造についてのBohrの理論（前期量子論
）について学ぶ。

講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと。  講義で分からないことがあればオフィスアワーなどを利
用して解決すること。

60

テーマ

内容

15回

学習到達度判定

1.～14.の内容に関する中間試験とまとめを行う。 試験・講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成

180

テーマ

内容

16回

総括

1.～15.の総括
講義

到達目標に達していない部分について理解し、学習すること 
 「到達度ポートフォリオ」の提出

60

2021 物理学①（１情）

1970



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学②（１情）

physics

2221002

後期

ueno@ed.sojo-u.ac.jp

F803　F802　本館1階 非常勤講師室　　　

上野賢仁　天本徳浩　福島和洋（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に情報学を学ぶ上で重要な波、電磁気学、原子物理学を対象とし、その基礎的な内容
について学習する。   前半では、波、電磁気の概念や法則を理解し、数式で表示できるようにする。後半では、身の回りの
簡単な物理現象について問題を解き、得られた解を解析する手法を身に付けるようにする。   具体的には、波については
、波の性質、音波、光波について学ぶ。電気については、クーロンの法則、電場と電荷が電場から受ける力の関係、電位、
電流、オームの法則、ジュール熱、抵抗の接続、磁場、電磁誘導、電磁波、電子量子論について学ぶ。    ※本年度は遠隔
授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

電気と磁気に関する基礎的な内容と、身の回りで起こる波、電気と磁気が関係する現象を理解することができる。c

電荷、電場、電位の関係と性質を説明することができる。

電磁誘導の現象と、原子物理学の概要を理解することができる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。

c

c

c, g

上野：木曜4時限、天本：木曜5時
限、福島：授業終了後

波動　電磁気学　電子量子論　　　　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学実験

物理学②（１情）2021

1

2

選択

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1971



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学②（１情）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

1972

１．基礎物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ情報学の専門家になるための自然科学の基礎を身につ
ける。特に、物理学における分野（波、電磁気学，原子物理学）の基礎知識を修得し、専門課程における「
知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 物理学②（１情）

1973



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

波動Ⅰ

波の性質について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (17章 波とその性質)。

60

テーマ

内容

2回

波動Ⅱ

音波が示す現象について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(18章 音波と洸波) 。

60

テーマ

内容

3回

波動 III

光波が示す現象について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(18章 音波と洸波) 。

60

テーマ

内容

4回

電荷と電場Ⅰ

電荷の間にはたらくクーロンの法則について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (10章 電荷と静電場) 。

60

テーマ

内容

5回

電荷と電場Ⅱ

電場と電荷が電場から受ける力の関係について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(11章 電場と電位) 。

60

テーマ

内容

6回

電荷と電場 III

電位の定義とその性質について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(11章 電場と電位) 。

60

テーマ

内容

7回

電流と磁場Ⅰ

電流、オームの法則、ジュール熱、電気抵抗の接続について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(12章 電流と直流回路) 。

60

テーマ

内容

8回

電流と磁場Ⅱ

磁石がつくる磁場について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.1，13.2  磁気力と磁場)。

60

テーマ

内容

9回

電流と磁場 III

電流のまわりに発生する磁場について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.3 電流のつくる磁場)。

60

テーマ

内容

10回

電流と磁場IV

磁場は電流にも力を作用することを理解し、直流モーターの作動原理につ
いて学ぶ。

講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(14章 電磁誘導)。

60

2021 物理学②（１情）

1974



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

学習到達度判定 

1.～10.の内容に関する中間試験とまとめを行う。 試験・講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

テーマ

内容

12回

電磁場Ⅰ

発電機や電磁調理器の原理である電磁誘導について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(14章 電磁誘導)。

60

テーマ

内容

13回

電磁場Ⅱ

空間を伝わる電磁波について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(14章 電磁誘導)。

60

テーマ

内容

14回

電子量子論

不確定性原理および水素原子の構造についてのBohrの理論（前期量子論
）について学ぶ。

講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと。  講義で分からないことがあればオフィスアワーなどを利
用して解決すること。

60

テーマ

内容

15回

学習到達度判定

1.～14.の内容に関する中間試験とまとめを行う。 試験・講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成

180

テーマ

内容

16回

総括

1.～15.の総括
講義

到達目標に達していない部分について理解し、学習すること 
 「到達度ポートフォリオ」の提出

60

2021 物理学②（１情）

1975



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学③（１情）

physics

2221003

後期

ueno@ed.sojo-u.ac.jp

F803　F802　本館1階 非常勤講師室　　　

上野賢仁　天本徳浩　福島和洋（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

70 0 20 0 0 0 10 0 100

 物理学は多様な自然現象を少数の普遍的な法則により系統的に理解する学問であり、工学の基盤をなす科目の１つで
ある。本講義は、物理学の中で特に情報学を学ぶ上で重要な波、電磁気学、原子物理学を対象とし、その基礎的な内容
について学習する。   前半では、波、電磁気の概念や法則を理解し、数式で表示できるようにする。後半では、身の回りの
簡単な物理現象について問題を解き、得られた解を解析する手法を身に付けるようにする。   具体的には、波については
、波の性質、音波、光波について学ぶ。電気については、クーロンの法則、電場と電荷が電場から受ける力の関係、電位、
電流、オームの法則、ジュール熱、抵抗の接続、磁場、電磁誘導、電磁波、電子量子論について学ぶ。    ※本年度は遠隔
授業で行う。ただし、試験については対面で行う予定である。

基礎物理学　学術図書出版社　原 康夫　 9784-7806-0300-2

　　　 

電気と磁気に関する基礎的な内容と、身の回りで起こる波、電気と磁気が関係する現象を理解することができる。c

電荷、電場、電位の関係と性質を説明することができる。

電磁誘導の現象と、原子物理学の概要を理解することができる。

専門課程の授業が理解できる物理学の知識を身につけることができる。

c

c

c, g

上野：木曜4時限、天本：木曜5時
限、福島：授業終了後

波動　電磁気学　電子量子論　　　　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学実験

物理学③（１情）2021

1

2

選択

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　　978-4-7806-0637-9

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1976



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学③（１情）

１．中間試験を2回行う。（35点×2＝70点）   ２．適宜、小テストを行い、到達度をチェックする。（20点）  
３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200～250文字で入力し提出する。（10点）
  ４．中間試験、小テスト、ポートフォリオの合計で評価する。合計が60点に満たなければ再試験を行う。 
 テスト等は次回講義時間にフィードバックする。

1977

１．基礎物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    この科目では、専門教育への接続を円
滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ情報学の専門家になるための自然科学の基礎を身につ
ける。特に、物理学における分野（波、電磁気学，原子物理学）の基礎知識を修得し、専門課程における「
知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．期限までに課題（演習問題等）を提出すること。  ２．教科書の講義に関連する箇所を事前に読んでおくこと。  ３．講義に
関連する演習問題を事前に解いておくこと。  ４．図書館の学科推薦等を利用した課題を課する。  ５．講義で分からないこ
とがあればオフィスアワーなどを利用して解決すること。

2021 物理学③（１情）

1978



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

波動Ⅰ

波の性質について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (17章 波とその性質)。

60

テーマ

内容

2回

波動Ⅱ

音波が示す現象について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(18章 音波と洸波) 。

60

テーマ

内容

3回

波動 III

光波が示す現象について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(18章 音波と洸波) 。

60

テーマ

内容

4回

電荷と電場Ⅰ

電荷の間にはたらくクーロンの法則について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと (10章 電荷と静電場) 。

60

テーマ

内容

5回

電荷と電場Ⅱ

電場と電荷が電場から受ける力の関係について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(11章 電場と電位) 。

60

テーマ

内容

6回

電荷と電場 III

電位の定義とその性質について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(11章 電場と電位) 。

60

テーマ

内容

7回

電流と磁場Ⅰ

電流、オームの法則、ジュール熱、電気抵抗の接続について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(12章 電流と直流回路) 。

60

テーマ

内容

8回

電流と磁場Ⅱ

磁石がつくる磁場について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.1，13.2  磁気力と磁場)。

60

テーマ

内容

9回

電流と磁場 III

電流のまわりに発生する磁場について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(13章 13.3 電流のつくる磁場)。

60

テーマ

内容

10回

電流と磁場IV

磁場は電流にも力を作用することを理解し、直流モーターの作動原理につ
いて学ぶ。

講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(14章 電磁誘導)。

60

2021 物理学③（１情）

1979



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

学習到達度判定 

1.～10.の内容に関する中間試験とまとめを行う。 試験・講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。

180

テーマ

内容

12回

電磁場Ⅰ

発電機や電磁調理器の原理である電磁誘導について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(14章 電磁誘導)。

60

テーマ

内容

13回

電磁場Ⅱ

空間を伝わる電磁波について学ぶ。 講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと(14章 電磁誘導)。

60

テーマ

内容

14回

電子量子論

不確定性原理および水素原子の構造についてのBohrの理論（前期量子論
）について学ぶ。

講義・演
習

講義に関連する教科書を事前に読み、演習問題を解いておく
こと。  講義で分からないことがあればオフィスアワーなどを利
用して解決すること。

60

テーマ

内容

15回

学習到達度判定

1.～14.の内容に関する中間試験とまとめを行う。 試験・講
義

試験範囲について、十分に学習しておくこと。  「到達度ポート
フォリオ」の作成

180

テーマ

内容

16回

総括

1.～15.の総括
講義

到達目標に達していない部分について理解し、学習すること 
 「到達度ポートフォリオ」の提出

60

2021 物理学③（１情）

1980



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎化学Ⅱ（１機建宇情）

basic chemistry Ⅱ

2221301

後期

msakata@kumamoto-u.ac.jp

非常勤講師室　　　　　

坂田 眞砂代（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 50 40 0 0 0 10 0 100

 私たちの身の回りには、実にさまざまな物質が存在する。海や山や動植物など自然に存在する物質、あるいは、私たちの
生活を豊かにする人工の物質など、いろいろある。化学はこれらの物質の性質、構造および物質間の反応を対象とした
学問であり、身の回りのすべての物質が化学の教材となる。   この講義では前期の化学Iで培った化学の基礎をもとに、
化学Iに引き続き日常生活と化学のさまざまな接点を概説する。この授業では、初めに、消防法にかかわる安全の化学に
ついて解説し、次に生活に深く関係した物質や現象をできるだけ多くとりあげ、これらは化学的な見地からはどのように
なっているかを解説する。この講義を通して、化学の目でいろいろなことを理解し、興味を持つようになってもらいたい。な
お、この科目は学士過程共通の学習効果との対応に該当した科目である。毎週、演習を講義時間内に行い、理解度を確
認する。また、授業前には該当する内容について教科書をよく読んで講義に臨むこと。    ※本年度は遠隔授業で行う。た
だし、試験については対面で行う予定である。

『暮らしと環境化学』  日本化学会編  日本化学会編　　　 

　　　 

基礎的な物理学、化学を修得し、危険物試薬の化学的および物理的特性が理解することができる。c

危険物試薬の消化の方法を理解し、緊急時の初期消化ができる。

c, gc, g

A A2 A2

月曜日４限

無機化学　結城化学　生体物質化学　身の回りの化学　　　　　　　　

環境と人間、地学、地学実験、基
礎物理学、物理学基礎化学Ⅰな
ど

基礎化学Ⅱ（１機建宇情）2021

2

2

選択

『なし (配布資料を準備の予定)』　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1981



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎化学Ⅱ（１機建宇情）

(1) 定期試験を行う。（50点）  (2) 授業中に練習問題を演習させ、理解度を確認する。  (3) 単元ごとに
課題を課し、適宜、小テスト(演習問題)を行い、到達度をチェックする。（40点）  テスト等は次回講義時
間にフィードバックする。

1982

無機化学、有機化学、化学反応、高分子化学の基礎的な知識

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

 教科書は使用しない。授業内容に関係する資料を配布する。毎回、演習問題を配布し、授業内で解答する。授業欠席者
は、次の週に、前回の演習問題を配布するので、宿題として翌週の授業前に提出のこと。授業中の私語は、他の受講者に
迷惑となるので厳禁。

2021 基礎化学Ⅱ（１機建宇情）

1983



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

 危険物化学とは

全体説明 一般の危険物に関する分類について解説する。消防法危険物試
薬についての概念について論述する。 講義

【予習】配布資料を読む（危険物試薬１～６類の分類、各々の
類の化学的な特性と消化法）。  【復習】与えられた課題を解く
。

60

テーマ

内容

2回

危険物試薬の分類根拠

 危険物試薬１～６類の分類根拠を説明し、各々の類の化学的な特性と消化
法について、解説する。 講義

【予習】配布資料を読む（１,2,3類の性質並びにその火災予防
及び消火の方法）。  【復習】与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

3回

危険物試薬の特性その１

危険物試薬のうち、１,2,3類の性質並びにその火災予防及び消火の方法に
ついての講義と演習。 講義

【予習】配布資料を読む（4類の性質並びにその火災予防及
び消火の方法）。  【復習】与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

4回

危険物試薬の特性その２

危険物試薬のうち、4類の性質並びにその火災予防及び消火の方法につい
ての講義と演習。   講義

【予習】配布資料を読む（5,6類の性質並びにその火災予防
及び消火）。  【復習】与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

5回

危険物試薬の特性その３

 危険物試薬5,6類の性質並びにその火災予防及び消火の方法についての
講義と演習。 講義

【予習】配布資料を読む（危険物試薬を安全に取り扱うために
必要な基礎物理学および基礎化学）。  【復習】与えられた課
題を解く。

60

テーマ

内容

6回

基礎的な物理学および化学

危険物試薬を安全に取り扱うために必要な基礎物理学および基礎化学に
関する講義と演習。 講義

【予習】配布資料を読む（危険物試薬の燃焼論および消化器
の選択および適切で安全な消火の方法）。  【復習】与えられ
た課題を解く。

60

テーマ

内容

7回

燃焼及び消火法

危険物試薬の燃焼論および消化器の選択および適切で安全な消火の方法
についての講義と演習。   講義

【予習】配布資料を読む（人工有害物質と環境汚染物質）。  【
復習】与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

8回

環境ホルモンとダイオキシン

人工有害物質と環境汚染物質についての講義  
講義

【予習】配布資料を読む（二酸化炭素、フロンガス、地球温暖
化、水俣病）。  【復習】与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

9回

大気汚染および工場廃液による汚染

二酸化炭素、フロンガス、地球温暖化、水俣病などについての講義  
講義

【予習】配布資料を読む（各種の天然毒と、人工毒）。  【復習】
与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

10回

身の回りの毒

各種の天然毒と、人工毒についての講義  
講義

【予習】配布資料を読む（たばこと覚せい剤の人体への害）。  
【復習】与えられた課題を解く。

60

2021 基礎化学Ⅱ（１機建宇情）

1984



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

身の回りの薬物

たばこと覚せい剤の人体への害についての講義  
講義

 【予習】配布資料を読む（アミノ酸、アミノ酸の性質、たんぱく
質、酵素）。  【復習】与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

12回

アミノ酸とたんぱく質

 アミノ酸、アミノ酸の性質、たんぱく質、酵素などについての講義
講義

【予習】配布資料を読む（天然高分子材料と応用、プラスチッ
ク材料の合成法）。  【復習】与えられた課題を解く。

60

テーマ

内容

13回

高分子材料の合成法と応用

 天然高分子材料と応用、プラスチック材料の合成法など
講義

【予習】配布資料を読む（天然高分子材料の化学修飾と内毒
素除去材への応用）。  【復習】与えられた課題を解く。    

60

テーマ

内容

14回

高分子材料の開発と毒素除去剤への応用

天然高分子材料の化学修飾と内毒素除去材への応用について  
講義

【予習】配布資料を読む（高分子材料の化学修飾とDNA分
離精製材や固定化酵素への応用）。  【復習】与えられた課題
を解く。

60

テーマ

内容

15回

化学修飾した天然高分子材料の生体関連物質分離
剤への応用  ／定期試験と総括

高分子材料の化学修飾とDNA分離精製材や固定化酵素への応用につい
て  

試験  ／
講義

【予習】試験範囲の配布資料を読む。

60

2021 基礎化学Ⅱ（１機建宇情）

1985



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学実験（２シス◎・２操）

physics laboratory

2221801

後期

amamoto@ed.sojo-u.ac.jp

F802　F702　F803　　　

天本徳浩　町田光男　上野賢仁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 45 45 0 10 0 100

 物理学実験は、今後、経験するであろう卒業研究や様々な応用実験の前に必ずやっておかねばならない学習実験であ
る。即ち、研究実験と異なり結果が分かっている実験なので逆に、基礎的実験器具類の取り扱い方を習熟することができ
る。また、測定で得られたデータの処理法、特に得られた物理量の精度及び有効数字の取り扱い方を学び、技術者として
必要な真摯な心構えを身に付ける。そして、論文（レポート）も分かりやすく簡潔で丁寧な書き方を目指す。   最初に、実
験の目的、実施方法、レポートの書き方、注意事項について講義し、実験で必要となるノギス、マイクロメーターの取り扱
い、計測方法、測定誤差・精度について習熟する。実験では、単振り子による重力加速度の大きさの測定、水熱量計を用
いた金属の比熱測定、サールの装置を用いた針金のヤング率測定、回折格子を用いた光の波長測定、オームの法則と
半導体の電気抵抗の温度依存を調べる実験、光電効果によるプランク定数の測定を行う。また、隔週で実施する演習で
は、有効数字と四則演算、物理量の単位、誤差と正規分布、最小二乗法について学び、発表を行う。    ※実験は対面で
行う。演習については、本年度は遠隔授業で行う。

基礎物理学　学術図書出版　原 康夫　 9784-7806-0300-2

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　 978-4-7806-0637-9

物理量の精度及び有効数字の取り扱い方を学び理解することができる。c

レポートの作成等を通して論理的な記述力と発表能力を身に付けることができる。

各人が自身で物理学実験を行うことにより、真摯な心構えを身に付けることができる。

共同研究者と協力して取り組むことにより、チームで仕事をする姿勢を身に付けることができる。

f

g

i

実験終了後

重力加速度　比熱　剛性率、ヤング率　光の波長　　オームの法則　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学

物理学実験（２シス◎・２操）2021

2

2

必修（システム）、選択

物理学実験　　崇城大学物理学教室　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1986



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学実験（２シス◎・２操）

１．実験、レポートを評価する。（45点）  ２．演習では、多方面から評価するので、「演習の課題」、「プレゼ
ンテーション」等で評価する。（45点）  ３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200
～250文字で入力しプリントアウトして提出する。（10点）  ４．予定された実験を全て行い、レポートを提
出すること。（やむを得ない事情で欠席した場合は追実験を実施する。）  レポート等は次回講義時間に
フィードバックする。

1987

１．基礎物理学  ２．物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、建築学、宇宙航空システム工学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目で
は、専門教育への接続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ建築学、宇宙航空システム
工学の専門家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（力学、波、熱力
学、電磁気学、原子物理学）の基礎知識を修得し、専門課程における「人間関係形成・社会形成能力」、
「自己理解・自己管理能力」、「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それ
らを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．班編成を行うので、班によって実験項目の順番が入れ替わることがある。  ２．受講者数によっては、実験室の収容人数
の都合上、実験項目を一部変更することがある。  ３．各自、実験ノートを用意すること。

2021 物理学実験（２シス◎・２操）

1988



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

説明

実験の目的、実施方法、レポートの書き方、注意事項、安全に実験を行うた
めの注意 講義

【予習】基礎物理学・物理学で学んだことを整理し、テキスト
の該当箇所をよく読む（Ⅰ．）。【復習】説明された内容をよく理
解する  。

60

テーマ

内容

2回

ノギス・マイクロメーター

ノギス、マイクロメーターの取り扱い、計測方法、測定誤差・精度
実験

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅱ．1.）。【復習】使い方
をよく理解する。

60

テーマ

内容

3回

演習

有効数字と四則演算
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．5.）。【復習】演習問
題をよく理解する。

60

テーマ

内容

4回

単振り子による重力加速度の大きさの測定

単振り子を用いて重力加速度の大きさを測定する。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．2.）。  【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

テーマ

内容

5回

演習

物理量の単位
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．5.）。  【復習】演習
問題をよく理解する。

60

テーマ

内容

6回

比熱の測定

水熱量計を用いて鉄、銅及び真鍮の比熱を求める。
実験

【予習】テキストの前半部分を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．5.）。  【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

テーマ

内容

7回

演習

誤差と正規分布
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．4.）。  【復習】演習
問題をよく理解する。

60

テーマ

内容

8回

伸びによるヤング率の測定

サールの装置を用いて針金のヤング率を測定する。
実験

【予習】テキストの前半部分を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．6.）。  【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

テーマ

内容

9回

演習

最小二乗法
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．6.）。  【復習】演習
問題をよく理解する。

60

テーマ

内容

10回

光の波長測定

回折格子を用いて半導体レーザー光の波長を求める。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．10.）。【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

2021 物理学実験（２シス◎・２操）

1989



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

演習

発表準備
演習  SGD

【予習】行った実験について調べる。  【復習】演習を踏まえて
調べたことを整理する。

60

テーマ

内容

12回

オームの法則／サーミスタ抵抗

オームの法則、半導体の電気抵抗の温度依存を調べる。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．11.12.）。  【復習】実験結果を整理し、レポ
ートを仕上げる。

60

テーマ

内容

13回

演習

発表準備
演習  SGD

【予習】行った実験について調べる。  【復習】演習を踏まえて
調べたことを整理する。

60

テーマ

内容

14回

光電効果によるプランク定数の測定

光電効果の測定によりプランク定数を求める。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく。  【復習】実験結果を整理し、レポートを仕上げ
る。

60

テーマ

内容

15回

演習

発表
演習  SGD

【予習】行った実験について調べる。  【復習】発表を振り返り、
考えを整理する。  「到達度ポートフォリオ」の作成、提出する
。

60

2021 物理学実験（２シス◎・２操）

1990



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

物理学実験（２機）

physics laboratory

2221901

後期

amamoto@ed.sojo-u.ac.jp

F802　F702　F803　本館1階 非常勤講師室　　

天本徳浩　町田光男　上野賢仁　池田達裕（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 45 45 0 10 0 100

 物理学実験は、今後、経験するであろう卒業研究や様々な応用実験の前に必ずやっておかねばならない学習実験であ
る。即ち、研究実験と異なり結果が分かっている実験なので逆に、基礎的実験器具類の取り扱い方を習熟することができ
る。また、測定で得られたデータの処理法、特に得られた物理量の精度及び有効数字の取り扱い方を学び、技術者として
必要な真摯な心構えを身に付ける。そして、論文（レポート）も分かりやすく簡潔で丁寧な書き方を目指す。   最初に、実
験の目的、実施方法、レポートの書き方、注意事項について講義し、実験で必要となるノギス、マイクロメーターの取り扱
い、計測方法、測定誤差・精度について習熟する。実験では、単振り子による重力加速度の大きさの測定、水熱量計を用
いた金属の比熱測定、サールの装置を用いた針金のヤング率測定、回折格子を用いた光の波長測定、オームの法則と
半導体の電気抵抗の温度依存を調べる実験、光電効果によるプランク定数の測定を行う。また、隔週で実施する演習で
は、有効数字と四則演算、物理量の単位、誤差と正規分布、最小二乗法について学び、発表を行う。    ※実験は対面で
行う。演習については、本年度は遠隔授業で行う。

基礎物理学　学術図書出版　原 康夫　 9784-7806-0300-2

理工系の基礎物理学　学術図書出版社　町田光男、三浦好典　 978-4-7806-0637-9

物理量の精度及び有効数字の取り扱い方を学び理解することができる。c

レポートの作成等を通して論理的な記述力と発表能力を身に付けることができる。

各人が自身で物理学実験を行うことにより、真摯な心構えを身に付けることができる。

共同研究者と協力して取り組むことにより、チームで仕事をする姿勢を身に付けることができる。

f

g

i

実験終了後

重力加速度　比熱　剛性率、ヤング率　光の波長　　オームの法則　　　　　　

１．基礎物理学  ２．物理学

物理学実験（２機）2021

2

2

選択

物理学実験　　崇城大学物理学教室　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1991



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 物理学実験（２機）

１．実験、レポートを評価する。（45点）  ２．演習では、多方面から評価するので、「演習の課題」、「プレゼ
ンテーション」等で評価する。（45点）  ３．【学生の到達度目標】の各項目の達成度とその理由を各200
～250文字で入力しプリントアウトして提出する。（10点）  ４．予定された実験を全て行い、レポートを提
出すること。（やむを得ない事情で欠席した場合は追実験を実施する。）  レポート等は次回講義時間に
フィードバックする。

1992

１．基礎物理学  ２．物理学

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応力」「キャリアデザイン能力」等
の基礎的・汎用的能力を身につけ、それらを実践できるもの    工学は物理学を基礎として成り立ってお
り、建築学、宇宙航空システム工学を学ぶ学生にとって力学は基礎科目として必須である。この科目で
は、専門教育への接続を円滑にすると同時に、基礎的・汎用的能力を持つ建築学、宇宙航空システム
工学の専門家になるための自然科学の基礎を身につける。特に、物理学における分野（力学、波、熱力
学、電磁気学、原子物理学）の基礎知識を修得し、専門課程における「人間関係形成・社会形成能力」、
「自己理解・自己管理能力」、「知識・理解」、「汎用的技能」につながる課題対応能力を身につけ、それ
らを実践できるようにする。



学修上の
注意

(SBOs)

１．班編成を行うので、班によって実験項目の順番が入れ替わることがある。  ２．受講者数によっては、実験室の収容人数
の都合上、実験項目を一部変更することがある。  ３．各自、実験ノートを用意すること。

2021 物理学実験（２機）

1993



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

説明

実験の目的、実施方法、レポートの書き方、注意事項、安全に実験を行うた
めの注意 講義

【予習】基礎物理学・物理学で学んだことを整理し、テキスト
の該当箇所をよく読む（Ⅰ．）。【復習】説明された内容をよく理
解する  。

60

テーマ

内容

2回

ノギス・マイクロメーター

ノギス、マイクロメーターの取り扱い、計測方法、測定誤差・精度
実験

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅱ．1.）。【復習】使い方
をよく理解する。

60

テーマ

内容

3回

演習

有効数字と四則演算
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．5.）。【復習】演習問
題をよく理解する。

60

テーマ

内容

4回

単振り子による重力加速度の大きさの測定

単振り子を用いて重力加速度の大きさを測定する。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．2.）。  【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

テーマ

内容

5回

演習

物理量の単位
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．5.）。  【復習】演習
問題をよく理解する。

60

テーマ

内容

6回

比熱の測定

水熱量計を用いて鉄、銅及び真鍮の比熱を求める。
実験

【予習】テキストの前半部分を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．5.）。  【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

テーマ

内容

7回

演習

誤差と正規分布
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．4.）。  【復習】演習
問題をよく理解する。

60

テーマ

内容

8回

伸びによるヤング率の測定

サールの装置を用いて針金のヤング率を測定する。
実験

【予習】テキストの前半部分を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．6.）。  【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

テーマ

内容

9回

演習

最小二乗法
演習

【予習】テキストの該当箇所をよく読む（Ⅰ．6.）。  【復習】演習
問題をよく理解する。

60

テーマ

内容

10回

光の波長測定

回折格子を用いて半導体レーザー光の波長を求める。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．10.）。【復習】実験結果を整理し、レポートを
仕上げる。

60

2021 物理学実験（２機）

1994



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

演習

発表準備
演習  SGD

【予習】行った実験について調べる。  【復習】演習を踏まえて
調べたことを整理する。

60

テーマ

内容

12回

オームの法則／サーミスタ抵抗

オームの法則、半導体の電気抵抗の温度依存を調べる。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく（Ⅱ．11.12.）。  【復習】実験結果を整理し、レポ
ートを仕上げる。

60

テーマ

内容

13回

演習

発表準備
演習  SGD

【予習】行った実験について調べる。  【復習】演習を踏まえて
調べたことを整理する。

60

テーマ

内容

14回

光電効果によるプランク定数の測定

光電効果の測定によりプランク定数を求める。
実験

【予習】テキストの該当箇所を参照し、レポートの前半部分を
作成しておく。  【復習】実験結果を整理し、レポートを仕上げ
る。

60

テーマ

内容

15回

演習

発表
演習  SGD

【予習】行った実験について調べる。  【復習】発表を振り返り、
考えを整理する。  「到達度ポートフォリオ」の作成、提出する
。

60

2021 物理学実験（２機）

1995



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｍ（１機宇）

English Communication 2

2250801

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｍ（１機宇）2021

1

2

必修

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

1996



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｍ（１機宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

1997

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｍ（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎A（１機宇）

English Communication 2

2250802

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎A（１機宇）2021

1

2

必修

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

2002



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎A（１機宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2003

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎A（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎A（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎A（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎C （１機宇）

English Communication 2

2250803

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎C （１機宇）2021

1

2

必修

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

2008



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎C （１機宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2009

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎C （１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎C （１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎C （１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎C （１機宇）

2013



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎H（１機宇）

English Communication 2

2250804

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎H（１機宇）2021

1

2

必修

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

2014



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎H（１機宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2015

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎H（１機宇）

2016



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎H（１機宇）

2017



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎H（１機宇）

2018



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎H（１機宇）

2019



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ⅰ（１機宇）

English Communication 2

2250805

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ⅰ（１機宇）2021

1

2

必修

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

2020



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ⅰ（１機宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2021

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ⅰ（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ⅰ（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ⅰ（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ⅰ（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１機宇）

English Communication 2

2250806

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１機宇）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１機宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2027

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１機宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１機宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｃ（１ナ建）

English Communication 2

2250901

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｃ（１ナ建）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｃ（１ナ建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2033

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｃ（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｃ（１ナ建）

2035



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｃ（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｃ（１ナ建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎O（１ナ建）

English Communication 2

2250902

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎O（１ナ建）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎O（１ナ建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2039

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎O（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎O（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎O（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎O（１ナ建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１ナ建）

English Communication 2

2250903

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１ナ建）2021
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この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2045

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１ナ建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１ナ建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎S（１ナ建）

English Communication 2

2250904

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎S（１ナ建）2021

1

2

必修
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この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2051

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎T（１ナ建）

English Communication 2

2250905

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎T（１ナ建）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎T（１ナ建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2057

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎T（１ナ建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１微生）

English Communication 2

2251001

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１微生）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2063

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１微生）

2064



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎N（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎A（１微生）

English Communication 2

2251002

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎A（１微生）2021

1

2

必修
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基準

実務経験
のある
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予備知識
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との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎A（１微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2069

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎A（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎A（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎A（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎A（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎T（１微生）

English Communication 2

2251003

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎T（１微生）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎T（１微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2075

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎U（１微生）

English Communication 2

2251004

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎U（１微生）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎U（１微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2081

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎U（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎U（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎U（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎R（１微生）

English Communication 2

2251005

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎R（１微生）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎R（１微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2087

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎R（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎R（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎R（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎R（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎E（１微生）

English Communication 2

2251006

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎E（１微生）2021

1

2

必修

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

2092



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎E（１微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2093

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎E（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎E（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎E（１微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎E（１微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｃ（１情）

English Communication 2

2251101

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｃ（１情）2021

1

2

必修
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のある
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2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｃ（１情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2099

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｏ（１情）

English Communication 2

2251102

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｏ（１情）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連
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この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2105

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｏ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｏ（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｍ（１情）

English Communication 2

2251103

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｍ（１情）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｍ（１情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2111

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｍ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｍ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｍ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｍ（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｐ（１情）

English Communication 2

2251104

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｐ（１情）2021

1

2

必修
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2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｐ（１情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)
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英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｐ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｐ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｐ（１情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｐ（１情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｕ（１情）

English Communication 2

2251105

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｕ（１情）2021

1

2

必修
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2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｕ（１情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2123

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書
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English Communication 2

2251106

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｔ（１情）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連
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この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2129

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｄ（１美デ）

English Communication 2

2251201

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｄ（１美デ）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｄ（１美デ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2135

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｄ（１美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｄ（１美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｄ（１美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｒ（１美デ）

English Communication 2

2251202

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｒ（１美デ）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｒ（１美デ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2141

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｒ（１美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｒ（１美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｒ（１美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｒ（１美デ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ａ（１美デ）

English Communication 2

2251203

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ａ（１美デ）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ａ（１美デ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)
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英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｄ（１薬）

English Communication 2

2251301

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｄ（１薬）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｄ（１薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2153

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｒ（１薬）

English Communication 2

2251302

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｒ（１薬）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｒ（１薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2159

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｒ（１薬）

2162



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｕ（１薬）

English Communication 2

2251303

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｕ（１薬）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｕ（１薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2165

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｕ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｕ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｕ（１薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｕ（１薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｇ（１薬）

English Communication 2

2251304

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｇ（１薬）2021

1

2

必修

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

2170



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｇ（１薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2171

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｓ（１薬）

English Communication 2

2251305

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｓ（１薬）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ◎Ｓ（１薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2177

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅡ（英語Ⅱ）◎（再履修）

English Communication 2

2251401

後期

silconline.jpを確認すること@．

silconline.jpを確認すること　　　　　

ラクレア、エルトン 他 ・ LaClare, Elton (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

20 20 30 0 0 0 30 0 100

英語コミュニケーションⅠⅠの授業では、英語でコミュニケーションを自然にそして効果的に行うことに焦点を当て学習
します。授業での活動は単語や発音練習に加えてペアや小グループでの会話活動が中心となります。  English Comm
unication 2 classes focus on communicating naturally and effectively in English. The main activity of th
e class is pair and small group conversation along with vocabulary study and pronunciation training.

　　　 

　　　 

良く知っている内容や興味のある事柄、また日常生活（買物と娯楽、技術、食べ物、夢と将来の計画）に関するトピックについて簡単な会話を行うことができる。I can engage in simple conve
rsations on topics that are familiar, of personal interest or pertinent to everyday life (shopping and entertainment, technology, food, and dreams and future plans).

適切な単語やフレーズを選択し、幅広い話題に関する会話を続けることができる。I can select suitable words and phrases t
o sustain longer conversations on a range of topics. 

対話において相手に内容の詳細を引き出したり、説明を要求したり、話題を変えることができる。I can elicit details, ask for cl
arification and change topics in face-to-face conversations. 

f,g f,gf,g

A A4 A4

silconline.jpを確認すること

会話 spoken interaction　リスニングスキル listening skills　自己評価 self-
evaluation　ポートフォリオ portfolio　　単語学習 vocabulary development　　　　　　

English Communication 1、E
nglish Communication ３、En
glish Communication ４

イングリッシュコミュニケーションⅡ（英語Ⅱ）◎（再履修）2021

1

2

必修
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ（英語Ⅱ）◎（再履修）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  The extent to which a student has a
chieved the goals of the course will be assessed through:   1) スピーキングテストextended s
peaking tests (中間試験 20%, 定期試験 20%)   2) 単語テストvocabulary quizzes (小テスト30%
)   3)学習ポートフォリオはワークシート、会話スカッフォールド(組み立て）、会話活動の録音、学習の振
り返り、宿題、自律学修センター（SALC)での学習を含みます。(ポートフォリオ 20%)  A portfolio incl
uding worksheets, conversation scaffolds, recordings of speaking activities, learning refle
ctions, homework activities and activities completed in the Self-
Access Learning Center.  4) SOJOポートフォリオSOJO Portfolio (ポートフォリオ 10%)

2183

英語コミュニケーションⅠ English Communication 1

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい
。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much as possible t
o communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If you do not at
tend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent for any reason
 you must contact your teacher to catch up any work missed.  英語の上達には、授業中だけでなく授業外での
学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります。オンラインでの課題
は授業で学習したことの練習、試験や授業の課題の予習、そして今後の語学力育成に向けての練習用に作成されていま
す。また、カンバセーションラウンジ、スキルズセンターを含む自律学修センター（SALC)の教材を活用することを勧めます
。  To make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular c
lass meetings. As such, independent study is an import part of the English Communication curriculum. 
Online homework tasks are designed to practice what you study in class, prepare you for tests and class 
activities, and further develop your language skills. We also encourage you to make use of the resources 
in the Self Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.  オンラ
イン学習用のイヤホンを各自持参してください。  You will need earphones to complete the online activities.  レ
ポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。  Plagiarism, such as 
copying and pasting of submissions such as reports, is considered is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションReview and orientation

夏期休暇中の活動について What did you do in your summer vacatio
n? 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

2回

旅行 Travel

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

3回

旅行 Travel

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

4回

祭り Festivals & Events

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

5回

祭り Festivals & Events

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

6回

祭り Festivals & Events

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

7回

ショッピングShopping

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

8回

ショッピングShopping

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

9回

ショッピングShopping

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

10回

テクノロジー Technology

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

テクノロジー Technology

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

12回

テクノロジー Technology

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

テスト

テストと トランスクリプト準備と試験結果のフィードバックMid-
term Exam, transcript preparation and feedback on exam results

オンデマ
ンド

トランスクリプト準備  transcript preparation

45

テーマ

内容

15回

映画とテレビMovies and TV

(準備Readiness)   単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

映画とテレビMovies and TV

(練習Practice)   計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

17回

映画とテレビMovies and TV

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

人々 People

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

人々 People

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

人々 People

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

人々 People

(実践Performance)  ペアまたはグループでの会話  Pair or small group
 conversation 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

休暇 Holidays

(準備Readiness)  単語と発音Vocabulary and pronunciation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

休暇 Holidays

(練習Practice)  計画と練習Planning and practice
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

休暇 Holidays

(実践Performance)   ペアまたはグループでの会話  Pair or small grou
p conversation

オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

復習

復習Review & Consolidation
演習

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

復習

復習Review & Consolidation オンデマ
ンド

オンライン課題 （聴解・単語）  online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

テスト

定期試験 Final Speaking Test
試験

トランスクリプト準備  transcript preparation  ポートフォリ
オ（達成度レポート）の作成

45

テーマ

内容

30回

テスト

振り返りと自己評価と試験結果のフィードバック Reflection, evaluation a
nd feedback on exam results

オンデマ
ンド

未完了の課題を完成させる  completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅡ（英語Ⅱ）◎（再履修）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＴＯＥＩＣ演習（選択外国語Ⅰ英語TOEIC）（１全学科）後期

TOEIC

2252001

後期

khorai@m.sojo-u.ac.jp

SILC201　　　　　

宝来華代子（実務経験）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 20 25 10 0 0 20 5 100

本授業では英語能力測定テストの1つであるTOEIC（Test of English for International Communication）のListe
ning ＆Reading Testのリーディングセクションの学習対策を進めながら、基礎英文法理解と日常英会話やビジネスで
活用される英単語の習得を目指します。担当教員の前職における企業や社会人向けTOEIC研修の実務経験を活かし、
学習計画や効果的な学習に関してコースを通して教授します。  授業では文法の学習を中心に行い、教員からの説明も
ありますが、学習内容について自分で調べて理解し、練習問題が解けるようになってもらいたいと思います。従って学生
の主体的な取り組みが期待されます。新しいユニットに入る前には必ずテキストのテーマ解説とウォームアップは事前に
学習しておいてください。  初回と期末テストで同様の形式の模擬テストを行い学習成果を測ります。また学習ユニットご
とに復習テストを行います。学習内容を理解しTOEIC形式の問題を制限時間に解けるようになることを目指します。自分
に適切な学習方法を考え取り組むようにクラス外でSALCのリソース活用やオンライン等を活用した自立学習など、クラ
ス内外での自律学修の取り組みが期待されます。毎回のクラスでは学習への取り組みの振り返りを行い、それを基に自
主的な学習への取組みを考えてもらいます。単語については毎回、与えられた課題の単語テストが行われますので学習
しておきましょう。毎回のクラスの振り返りポートフォリオに対し教員のフィードバックがあります。必要であれば学習アド
バイジングも活用し学習の自己調整をするよう努めましょう。

新TOEICテスト文法問題でる1000問　アスク出版　TEX加藤　 978472179521

　　　 

TOEICに出る基本的な文法を学び理解することができる。g

英単語学習の習得を通して、学習を習慣的に行うことができる。

自分に合った学習方法を考えて取り組むことができる。

g

g

gg

A A4 A4

月曜3限目

TOEIC　基礎英文法　主体的な取り組み　　　　　　　　　

イングリッシュコミュニケーション
クラスI～IV（イングリッシュコミュ
ニケーションIII,IVは受講経験が
なくても問題はありません）

ＴＯＥＩＣ演習（選択外国語Ⅰ英語TOEIC）（１全学科）後期2021

1-

2.

選択

公式TOEICListenig & Reading プラクティスリーディング編　一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会　ETS　　978-4-906033-60-7
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＴＯＥＩＣ演習（選択外国語Ⅰ英語TOEIC）（１全学科）後期

定期試験ではクラスの最初にTOEICリーディングセクション（60分程）のテストを行いますが、学期末
テストの結果と初回と比較による伸び率を評価します。  (20％)。中間テストには各単元ごとの復習テス
トも含みます（20%）。小テストは毎回のクラス課題単語テストの評価です（25％）。  レポートは文法に
ついて調べる課題と練習問題課題、宿題が含まれます（10％）。ポートフォリオ(20％)に含まれる評価は
、毎回のクラス終了後の振り返り記録（15％）と学期末の崇城ポートフォリオ（5％)になります。クラス外
での積極的なSALC等の活用などの自律学習活動についてはその他（5％)で評価いたします。クラス
内外での自分の学習課題やその取り組みについての振り返り記録を基に、SALCの活用（アドバイジン
グセッション、教材貸し出し、その他リソース活用等）や自主的なTOEICテスト受験を行った際は是非、
毎週のクラス後のポートフォリオに記録して下さい。

2189

宝来華代子

基本的な英文法、単語知識。TOEIC受験経験者は350点以上程度の知識。

本科目においては基礎的・汎用的能（自己理解・自己管理力）を身につけ、それらを実践できるようにす
る。



学修上の
注意

(SBOs)

毎回の授業には必ず自分のパソコン、筆記用具を持参して下さい。欠席した場合は必ず、担当教員に連絡をし、遅れた学
習に取り組むようにしてください。正規出席…授業開始 15 分まで／遅刻出席…授業開始 30 分まで／30 分を超えた
場合は欠席扱いとなります。レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされ
ます。

2021 ＴＯＥＩＣ演習（選択外国語Ⅰ英語TOEIC）（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション 事前テスト

コースのオリエンテーションと自分のレベルを認識するための事前テスト。  
この回に欠席した学生は、クラス時間外でこのテスト受験を必須とします。 講義/演習

TOEIC Listening＆Readingテストについて概要を調べ理
解する。

90

テーマ

内容

2回

自己学習計画とポートフォリオ 

初回のテスト結果を基に自分の学習目標の設定と学習計画作成。 Quizlet
の活用方法を学び、自分で単語学習をできるようになる。文法の要素と品詞
の名称を確認理解できるようになる。

講義/演習

テキストUnit１文の要素と品詞（p.12－13）を予習。授業の学
習内容を復習。次回の単語課題の学習。

90

テーマ

内容

3回

Unit １文の要素と品詞

単語テスト１、品詞の見分け方、文の要素と構造を理解する。練習問題を解く
講義/演習

次回の単語課題の学習。 Web上の演習問題。次回ユニット
予習：テキスト(p.28-29) 自主課題：Unit 8

90

テーマ

内容

4回

Unit 2 形容詞・副詞

単語テスト２、形容詞・副詞の見分け方、文の要素、品詞の働きについて学
習 講義/演習

次回の単語課題の学習。  Web上の演習問題  自主課題：U
nit 9

90

テーマ

内容

5回

Unit 1&2 復習 動詞

単語テスト３、動詞の働き・品詞TOEIC形式練習問題を解く、自律学習
講義/演習

次回の単語課題の学習。  Web上の演習問題。これまでの復
習（SALC リソース活用推奨）  自主課題：Unit 10

90

テーマ

内容

6回

Unit 1&2 復習テスト

単語テスト４、復習・自律学習
講義/演習

次回の単語課題の学習。  Web上の演習問題  自主課題：U
nit 11

90

テーマ

内容

7回

Unit 3 動詞 

単語テスト５、動詞の働き・主語と動詞の関係を理解する、練習問題を解く
講義/演習

次回の単語課題の学習。テキスト予習（p.20-
22)  Web上の演習問題  自主課題：Unit 12

90

テーマ

内容

8回

Unit 3 動詞 

単語テスト６、動詞の時制ルールを理解する、練習問題を解く
講義/演習

次回の単語課題の学習。ポートフォリオ（振り返り）タスク完
成  自主課題：Unit 13

90

テーマ

内容

9回

Unit 4 動名詞・不定詞・分詞

単語テスト７、現在分詞・過去分詞・動名詞を理解する、練習問題を解く
講義/演習

次回の単語課題の学習。テキスト予習（p.44-
45)  Web上の演習問題  自主課題：Unit 14

90

テーマ

内容

10回

Unit 4 動名詞・不定詞・分詞

単語テスト８、不定詞・分詞構文を理解する、練習問題を解く
講義/演習

次回の単語課題の学習。  自主課題：Unit 15  Web上の演
習問題

90

2021 ＴＯＥＩＣ演習（選択外国語Ⅰ英語TOEIC）（１全学科）後期
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

Unit 3＆4 復習テスト 学習振り返り

単語テスト９、
講義/演習

次回の単語課題の学習。  自主課題：Unit 16  Web上の演
習問題

90

テーマ

内容

12回

Unit 5 名詞・代名詞

単語テスト１０、
講義/演習

次回の単語課題の学習。テキスト予習（p.52-
53)  Web上の演習問題  自主課題：Unit 17

90

テーマ

内容

13回

長文読解

TOEIC PART7 長文読解の方略と練習問題
講義/演習

次回の単語課題の学習。  Web上の演習問題  自主課題：U
nit 18

90

テーマ

内容

14回

Unit 6 前置詞 Unit7 つなぐ言葉（接続詞・前置詞）

前置詞、接続詞を理解する、練習問題を解く
講義/演習

次回の単語課題の学習。 Web上の演習問題 自主課題：Un
it 19

90

テーマ

内容

15回

期末テスト

期末テスト、振り返りと今後の学習計画
講義/演習

ポートフォリオ（振り返り）  自主課題：Unit 20

90

2021 ＴＯＥＩＣ演習（選択外国語Ⅰ英語TOEIC）（１全学科）後期
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｍ（２機）

English Communication 4

2253101

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｍ（２機）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｍ（２機）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2194

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｍ（２機）

2195



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ａ（２機）

English Communication 4

2253102

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ａ（２機）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

2199



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ａ（２機）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2200

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｃ（２機）

English Communication 4

2253103

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｃ（２機）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｃ（２機）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2206

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｃ（２機）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎S（２ナ）

English Communication 4

2253201

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎S（２ナ）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎S（２ナ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2212

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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2213



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎S（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎T（２ナ）

English Communication 4

2253202

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎T（２ナ）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎T（２ナ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2218

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎T（２ナ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎T（２ナ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎C（２建）

English Communication 4

2253301

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎C（２建）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎C（２建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2224

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎C（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎C（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎C（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎C（２建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎O（２建）

English Communication 4

2253302

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎O（２建）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎O（２建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2230

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎O（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎O（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎O（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎O（２建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｎ（２建）

English Communication 4

2253303

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｎ（２建）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｎ（２建）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2236

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｎ（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｎ（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｎ（２建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｎ（２建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎N（２微生）

English Communication 4

2253401

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎N（２微生）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎N（２微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2242

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎N（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎A（２微生）

English Communication 4

2253402

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎A（２微生）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎A（２微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2248

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎T（２微生）

English Communication 4

2253403

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎T（２微生）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎T（２微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2254

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎T（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎T（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎T（２微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎U（２微生）

English Communication 4

2253404

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎U（２微生）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎U（２微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2260

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎U（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎U（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎R（２微生）

English Communication 4

2253405

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎R（２微生）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎R（２微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2266

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎R（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎R（２微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎E（２微生）

English Communication 4

2253406

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎E（２微生）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎E（２微生）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2272

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎E（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎E（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎E（２微生）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎E（２微生）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｃ（２情）

English Communication 4

2253501

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｃ（２情）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｃ（２情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2278

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｃ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｃ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｃ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｏ（２情）

English Communication 4

2253502

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｏ（２情）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｏ（２情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2284

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｏ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｏ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｏ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｏ（２情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｍ（２情）

English Communication 4

2253503

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｍ（２情）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｍ（２情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2290

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｍ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｍ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｍ（２情）

2293



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｍ（２情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｐ（２情）

English Communication 4

2253504

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｐ（２情）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｐ（２情）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2296

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｐ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書
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English Communication 4

2253505

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｕ（２情）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連
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この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2302

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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2303



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｕ（２情）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｕ（２情）

2305



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｕ（２情）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎H（２宇）

English Communication 4

2253601

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎H（２宇）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎H（２宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2308

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎H（２宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎H（２宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎I（２宇）

English Communication 4

2253602

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎I（２宇）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎I（２宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2314

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎I（２宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎N（２宇）

English Communication 4

2253603

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎N（２宇）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎N（２宇）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2320

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎N（２宇）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎N（２宇）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｄ（２美デ）

English Communication 4

2253801

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｄ（２美デ）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｄ（２美デ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2326

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｄ（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｄ（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｄ（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｄ（２美デ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｒ（２美デ）

English Communication 4

2253802

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｒ（２美デ）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｒ（２美デ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2332

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｒ（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｒ（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｒ（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎A（２美デ）

English Communication 4

2253803

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎A（２美デ）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎A（２美デ）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2338

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎A（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎A（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎A（２美デ）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎A（２美デ）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｄ（２薬）

English Communication 4

2253901

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｄ（２薬）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｄ（２薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2344

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｄ（２薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｄ（２薬）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｄ（２薬）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｒ（２薬）

English Communication 4

2253902

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｒ（２薬）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｒ（２薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2350

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｕ（２薬）

English Communication 4

2253903

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｕ（２薬）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｕ（２薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2356

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｇ（２薬）

English Communication 4

2253904

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｇ（２薬）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｇ（２薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2362

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｓ（２薬）

English Communication 4

2253905

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｓ（２薬）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎Ｓ（２薬）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2368

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎（再履修）

English Communication 4

2254005

後期

silconline.jpを確認すること@ 

silconline.jpを確認すること　　　　　

ローベリー・ジョン 他 Rowberry. Jon (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20 10 10 0 0 0 50 10 100

自身の経験を記録しながらスピーキングとライティングのスキルの育成を行います。   You will develop your speaki
ng and writing skills as you produce and record a series of texts about personal experiences.     英語I～
Ⅳで培った全てのスキルを学期末スピーキングテストの準備としてEnglish Chat (対話）ユニットで使用します。   You 
will draw on all the skills developed during EC1 to 4 in the 'English Chat' unit to prepare for a final spe
aking test.

　　　 

　　　 

自身の人生経験について詳細を英語で話したり書いたりすることができる。 I can talk and write in detail about personal 
experiences.

f,g

簡単な英語の文章をより速く読むことができる。 I can read simple English texts more quickly.

自分の専門分野に関する科目など、個人の多様なトピックに関して会話をし、会話を継続することができる。 I can sustain and 
extend conversation on a variety of personal topics, as well as familiar subjects related to my academic field.

f,g

f,g

f,g f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを確認すること

自身の経験 personal experience　対話の続行 extended conversation　生涯学習 lifelong lea
rning　　　　　　　　　

１．英語 Ｉ  ２．英語 ＩＩ  ３．英語 ＩＩＩ

イングリッシュコミュニケーションⅣ◎（再履修）2021

2

2

必須

【教員免許状取得のための必修・選択】・・・必修  【科目区分】・・・文部科学省令で定める科目  【各科目に含めることが
必要な事項】・・・外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎（再履修）

この授業では以下の事をどれだけ達成したかで評価します：  My Story video presentation 自分の
経験に関するビデオプレゼンテーション (中間試験 10)   English Chat speaking test (中間試験 1
0)  Vocabulary tests 単語テスト（小テスト10）  Final listening and reading test 最終ト（定期試
験10）   English Communication portfolio (ポートフォリオ 40）  (イングリッシュコミュニケーショ
ンポートフォリオには、「My Story」オンラインライティングと音声録音の課題（10）、対面授業で「Engli
sh Chat」アクティビティの参加（5）、オンデマンド授業の「Timed Reading」 と 「Stories」アクティビ
ティ（15）、自己管理型学習（10）が含まれています。)  Sojo Portfolio （ポートフォリオ 10）  Vocabul
ary or Listening homework オンラインの語彙やリスニングの宿題 (その他 10)

2374

英語基礎知識

本科目においては英語コミュニケーション力の向上を通して人間関係形成や自律学修育成に向け自
己管理能力を身につけることを目指します。



学修上の
注意

(SBOs)

授業は主に英語で行われ、皆さんも出来るかぎり教員やクラスメート達と英語で会話することを求められます。授業では
頻繁にペアやグループで学習活動に取り組みます。授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。
何らかの理由で欠席しなければならいない場合は担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を確認し補うよ
うにして下さい。Lessons are conducted mainly in English and you will be expected to use English as much
 as possible to communicate with your teacher and classmates. You will often work in pairs or groups. If 
you do not attend class regularly and on time, you will not be able to pass the course. If you are absent f
or any reason you must contact your teacher to catch up any work missed.    英語の著しい上達には、授業中
だけでなく授業外での学習の継続が不可欠です。そのため、自律学修はこのカリキュラムにおいて重要な部分となります
。ＥＣⅣの宿題は自己言語学習目標により、語彙を勉強するか、リスニングを勉強するかを選択します。を選択します。また
カンバセーションラウンジ、スキルズセンター等を含む自律学修センター（SALC)の教材を使用することを勧めます。   To 
make significant improvements, it is necessary to continue your English study outside the regular class 
meetings, so independent study is an important part of the English Communication curriculum. For Engl
ish Communication 4 homework, you will choose to focus on vocabulary or listening depending on your
 personal learning goals. We also encourage you to make use of the resources in the Self-
Access Learning Center (SALC) including the Conversation Lounge and Skills Center.    各クラスにマイク
付きイヤホンを持参してください。You should bring earphones with a microphone to each class.    レポート等の
提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, such as copying an
d pasting of submissions such as reports, is not acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーション  Orientation 

(対面)  EC4での英語の学習方法  「Timed Reading」  How to study E
nglish for EC4  Timed reading

講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

2回

My Story 1:   私の子供時代  My Childhood   

(オンデマンド)   成長に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  G
rowing up: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

e-L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

3回

My Story 2:  私の人生  Timeline

(対面)  これまでの人生について記述録音   Write and record: Timeline
  (先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

4回

My Story 3:  私の趣味  My Hobbies

(オンデマンド)   暇な時に関する語彙、読み書き活動  Free time: Vocabu
lary, listening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

5回

My Story 4:  先週末  Last Weekend

(対面)  先週末について記述録音   Write and record: Last weekend  (
先生がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

6回

My Story 5:   私の旅  My Travels

(オンデマンド)   旅行に関する語彙、読み書き活動  Travel: Vocabulary, l
istening, and writing tasks  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

7回

My Story 6:  修学旅行  School Trip

(対面)  修学旅行について記述録音   Write and record: My Trip  (先生
がsilconline.jpでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

8回

My Story 7:  復習  Review

(オンデマンド)   復習のために語彙、読み書き活動  Vocabulary, listenin
g, and writing tasks for review  「Timed Reading」

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

9回

My Story 8:  ビデオの準備  My Story video

(対面)  ビデオプレゼンテーション: スクリプトと画像の準備  Prepare scrip
t and images 演習

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

10回

My Story 9:  ビデオの作成  Make My Story vide
o

(オンデマンド)   ビデオプレゼンテーションの作成と提出  Create and sub
mit video

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

My Story 10  ビデオの閲覧  Watch My Story vi
deos

(対面)  ビデオプレゼンテーションの閲覧とフィードバック  View video pre
sentations  (先生からのフィードバック) SGD・ AL

オンライン課題 （聴解・単語）  Online listening & vocabu
lary study

45

テーマ

内容

12回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 1

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

13回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 2

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

14回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 3

(オンデマンド)   各自学習計画と振り返り   「Timed Reading」  Individu
al learning plans and reflections

演習・ e-
L・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

15回

自己管理型学習1 Self-Directed Learning 4

(対面)    各自学習計画と振り返り   Individual learning plans and refl
ections 演習・ AL

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

16回

English Chat 1:  友人・家族・有名人Friends, fam
ily, and famous people

(オンデマンド)   友人・家族・有名人に関する語彙、読み書き活動  「Timed 
Reading」  People: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed
 reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語）   Online listening & vocab
ulary study

45

テーマ

内容

17回

English Chat 2  私の知り合い  People I know

(対面)    詳細を加える：空いた時間に何をするか？ Adding detail: What 
I do in my free time 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

18回

English Chat 3  郷里  Hometown

(オンデマンド)   郷里に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading」  H
ometown: : Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed readin
g

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

19回

English Chat 4  住み処  Where I live

(対面)  詳細を加える：住まいの話  Adding detail: Talking about wher
e I live 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

20回

English Chat 5  崇城大学  Sojo University

(オンデマンド)   大学で学ぶこと関する語彙、読み書き活動  「Timed Read
ing」  My Studies: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed 
reading

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎（再履修）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

English Chat 6  大学生活My University Life

(対面)  アクティブラーニング：自分の大学生活  Active listening: Talkin
g about university 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

22回

English Chat 7  此後の世  In the future

(オンデマンド)   此後の世に関する語彙、読み書き活動  「Timed Reading
」  The Future: Vocabulary, listening, and writing tasks  Timed Rea
ding

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

23回

English Chat 8  私の将来  My Future

(対面)  話を広げる（余談）：将来のことを語る  Branching off: Talking ab
out my future plans 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

24回

English Chat 9  復習  Review

(オンデマンド)  スピーキングテストの予習・練習  Prepare for speaking t
est

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

25回

English Chat 10  中間試験  Speaking Test

(対面)    スピーキングテスト  Speaking Test AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

26回

English Chat 11  Test Feedback

(オンデマンド)  スピーキングテストの自己評価とフィードバック  Speaking 
test reflection,  evaluation and feedback

AL・  演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

27回

定期試験  Final Test

(対面)    リスニング・リーディングテスト  Listening and reading test  (先
生がTeamsでフィードバック) 演習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

28回

Timed Reading: Reflection and Evaluation

(オンデマンド)  「Timed Reading」の自己評価と反省  Timed reading s
elf-evaluation and reflection

演習・ e-
L

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

29回

生涯学習  Lifelong learning

(対面)  次の段階の言語学習  Next Steps for Language Study 講義・演
習

オンライン課題 （聴解・単語） Online listening & vocabul
ary study

45

テーマ

内容

30回

フィードバック  Final Feedback

(オンデマンド)  反省と評価とフィードバック  Reflection, evaluation and 
feedback

AL・  演
習・ e-L

未完成の課題を完成させる  Completion of unfinished w
ork

45

2021 イングリッシュコミュニケーションⅣ◎（再履修）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

アカデミック英語◎＊３（３建）

Academic English

2254501

後期

hirschel@m.sojo-u.ac.jp

SILC 401　　　　　

ハーシェル・ロブ (他) Hirschel, Rob (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 15 0 30 0 40 0 100

この授業は3部構成です。There are three parts to the course.    1． 学問に関するディスカッションに参加したり会
話をリードするスキルを向上する。You will develop your ability to lead and participate in Academic Discussi
ons.     ２．英語講義でのリスニング力やメモの取り方（記述力）の効果的なスキルを向上する。You will work on impr
oving your listening and note-
taking skills to effectively participate in English lectures.    ３．研究分野のトピックに関してのプレゼンを準備す
る。プレゼンテーションの練習に励み、学内で発表を行う。You will give a presentation on a topic in your field of 
study. You will practice presentation skills and give a presentation to the university community. 

　　　 

　　　 

学問に関するディスカッションに参加し、会話をリードすることができる。I can participate in and lead academic discussio
ns.

f,g

英語講義に参加し、自分の意見を発表することができる。 I can participate in English lectures.

自分の専門分野に関するトピックについて調べ、デザインし、発表ができる。 I can research, design and give a presentatio
n on a topic in my field of study.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを参照してください
 ・ Please refer to silconline.
jp

学問分野の会話 ・ academic conversation　英語講義に参加するためのスキル ・ skills for participating i
n English lectures　研究分野の発表 ・ presentation on a topic in your field　　　　　　　　　

１．英語Ⅰ  ２．英語Ⅱ  ３．英語Ⅲ  
４．英語Ⅳ

アカデミック英語◎＊３（３建）2021

3

2

選択
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 アカデミック英語◎＊３（３建）

1．学習ポートフォリオは成績の30％であり、授業参加と全ての宿題を含む。  The Learning Portfolio,
 which is 30% of your grade, includes class participation and all homework.    2．専門分野
の発表（要約、デザイン、発表、自己評価）は成績の30％となる。  The  presentation (including abs
tract, design, presentation and self-
evaluation) is 30% of your grade.    3．学問に関するディスカッションを含む小テスト（15％）と中間
テスト（15％）。  Short tests include an Academic Discussion (15%) and a Mid-
term Test (15%).    4. SOJOポートフォリオは成績の10％となる。  The SOJO Portfolio is 10% of 
your grade.

2380

基礎的な英語力 ・ Basic English ability

学問に関するディスカッション力の向上を通して「人間関係形成・社会形成能力」を身に着ける。「自己
理解・自己管理能力」「課題対応力」等の基礎能力を英語講義、ポスター発表の実践を通し学ぶ。



学修上の
注意

(SBOs)

１．授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。何らかの理由で欠席しなければならいない場合は
担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい。If you do not attend class regularly and on
 time, you will not be able to pass the course. If you have to be absent for any reason you must contact y
our teacher to catch up any work missed.    ２．宿題は非常に重要な要素です。宿題は授業で学んだこと、テスト準
備、授業活動や将来学習する語学スキル（を練習できるように作成されています。週に1.5時間は宿題に費やすことを目
指さなければなりません。Homework is a very important part of the course. The homework activities are desi
gned to practice what you study in class, prepare for tests and class activities and further develop your l
anguage skills. You should spend about 1.5 hours per week doing English homework.    3．レポート等の提
出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, including copy and p
asting submissions such as reports is NOT acceptable.

2021 アカデミック英語◎＊３（３建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

自己紹介、コースの説明、宿題の説明  Self-
introductions, Course Explanation, Homework Explanation

対面、  
講義、演

習

スキルズセンター(SC)、英会話ラウンジ(CL)等、Skills Cent
er (SC), Conversation Lounge (CL), etc. (15分), 英語
の日記 English Diary（30分）

45

テーマ

内容

2回

学問に関するディスカッションAcademic Discussi
on Introduction

学問に関するディスカッションスキル練習  Academic Discussion Skills 
and Practice (introducing a topic, paraphrasing, summarizing)

対面、  
講義、演

習

SC, CL等（15分）、英語の日記 English Diary（30分）、ディ
スカッションスキル練習Discussion Skills Practice（45分）

90

テーマ

内容

3回

学問に関するディスカッションスキル練習 Academi
c Discussion Skills & Practice

学問に関するディスカッションスキル練習  Academic Discussion Skills 
and Practice (introducing a topic, paraphrasing, summarizing)

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、ディスカッションスキル練
習 Academic Discussion Preparation（45分）

90

テーマ

内容

4回

学生リーダーディスカッション Student-
led Discussions

学生リーダーディスカッション（評価）  Students lead Academic Discuss
ions (skill-
based assessment),  授業中のフィードバック Feedback provided in cl
ass

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、ディスカッションスキル練
習 Academic Discussion Preparation（45分）

90

テーマ

内容

5回

学生リーダーディスカッション Student-
led Discussions

学生リーダーディスカッション（評価）  Students lead Academic Discuss
ions (skill-
based assessment),  授業中のフィードバック Feedback provided in cl
ass

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  振り返りSelf-
Reflection (45分)

90

テーマ

内容

6回

講義スキル 1  Lecture Skills 1

スキルを練習して、討論  Skills practice, Discussion 対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、講義リスニング課題Liste
ning to a Lecture Homework (45分)

90

テーマ

内容

7回

講義スキル２  Lecture Skills 2

スキルを練習して、討論  Skills practice, Discussion 対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、講義リスニング課題Liste
ning to a Lecture Homework (45分)

90

テーマ

内容

8回

講義スキル 3  Lecture Skills 3

スキルを練習して、討論  Skills practice, Discussion 対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、講義リスニング課題Liste
ning to a Lecture Homework (45分)

90

テーマ

内容

9回

中間テスト Midterm Test

これまで学習した内容に関するテスト Test on content up to this point, 
次の授業でのフィードバック Feedback provided in next class

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  振り返りSelf-
Reflection (45分)

90

テーマ

内容

10回

プレゼンのユーニットの紹介 Intro to Presentation
 Unit

ユーニットの紹介、例を見て、要約を書く  Intro to Presentation Unit, vie
w samples, write abstract

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分), 100要約(45分

90

2021 アカデミック英語◎＊３（３建）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

プレゼンのデザイン Presentation Design

教員による要約のチェック、プランを書いて、プレゼンの作成を開始するAbs
tract checked by teacher, students draw plan, students begin craft
ing presentation

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  プレゼンの作成 Present
ation Preparation (45分)

90

テーマ

内容

12回

プレゼンの作成1  Presentation Creation 1

プレゼンの作成、教員に見てもらう  Work on presentation, get feedbac
k from Teacher

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  プレゼンの作成 Present
ation Preparation (45分)

90

テーマ

内容

13回

プレゼンの作成1  Presentation Creation 2

プレゼンの作成、最終確認、ポスターの締め切り  Work on presentation, 
final feedback, PPT deadline

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分), プレゼンの練習(45分)

90

テーマ

内容

14回

プレゼン発表の練習 Presentation practice

クラス内発表。教員からのフィードバック Give presentation in class, get
 feedback from Teacher

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  振り返りとプレゼン本番
練習Self-
Reflection＋Practice (45分), ポートフォリオ（到達度レポー
ト）の作成

90

テーマ

内容

15回

発表 Final presentation

学内プレゼン実施  Give presentation in front of the university com
munity

対面、  
講義、演

習

2021 アカデミック英語◎＊３（３建）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

アカデミック英語＊３（３全学科）

Academic English

2254502

後期

hirschel@m.sojo-u.ac.jp

SILC 401　　　　　

ハーシェル・ロブ (他) Hirschel, Rob (or other)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15 15 0 30 0 40 0 100

この授業は3部構成です。There are three parts to the course.    1． 学問に関するディスカッションに参加したり会
話をリードするスキルを向上する。You will develop your ability to lead and participate in Academic Discussi
ons.     ２．英語講義でのリスニング力やメモの取り方（記述力）の効果的なスキルを向上する。You will work on impr
oving your listening and note-
taking skills to effectively participate in English lectures.    ３．研究分野のトピックに関してのプレゼンを準備す
る。プレゼンテーションの練習に励み、学内で発表を行う。You will give a presentation on a topic in your field of 
study. You will practice presentation skills and give a presentation to the university community. 

　　　 

　　　 

学問に関するディスカッションに参加し、会話をリードすることができる。I can participate in and lead academic discussio
ns.

f,g

英語講義に参加し、自分の意見を発表することができる。 I can participate in English lectures.

自分の専門分野に関するトピックについて調べ、デザインし、発表ができる。 I can research, design and give a presentatio
n on a topic in my field of study.

f,g

f,g

f,gf,g

A A2 A2

silconline.jpを参照してください
 ・ Please refer to silconline.
jp

学問分野の会話 ・ academic conversation　英語講義に参加するためのスキル ・ skills for participating i
n English lectures　研究分野の発表 ・ presentation on a topic in your field　　　　　　　　　

１．英語Ⅰ  ２．英語Ⅱ  ３．英語Ⅲ  
４．英語Ⅳ

アカデミック英語＊３（３全学科）2021

3

2

選択

　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

2384



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 アカデミック英語＊３（３全学科）

1．学習ポートフォリオは成績の30％であり、授業参加と全ての宿題を含む。  The Learning Portfolio,
 which is 30% of your grade, includes class participation and all homework.    2．専門分野
の発表（要約、デザイン、発表、自己評価）は成績の30％となる。  The  presentation (including abs
tract, design, presentation and self-
evaluation) is 30% of your grade.    3．学問に関するディスカッションを含む小テスト（15％）と中間
テスト（15％）。  Short tests include an Academic Discussion (15%) and a Mid-
term Test (15%).    4. SOJOポートフォリオは成績の10％となる。  The SOJO Portfolio is 10% of 
your grade.
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基礎的な英語力 ・ Basic English ability

学問に関するディスカッション力の向上を通して「人間関係形成・社会形成能力」を身に着ける。「自己
理解・自己管理能力」「課題対応力」等の基礎能力を英語講義、ポスター発表の実践を通し学ぶ。



学修上の
注意

(SBOs)

１．授業を常習的に欠席したり遅刻する場合、合格点は得られません。何らかの理由で欠席しなければならいない場合は
担当講師に必ず連絡をとり、欠席時の授業内容と課題を聞いて下さい。If you do not attend class regularly and on
 time, you will not be able to pass the course. If you have to be absent for any reason you must contact y
our teacher to catch up any work missed.    ２．宿題は非常に重要な要素です。宿題は授業で学んだこと、テスト準
備、授業活動や将来学習する語学スキル（を練習できるように作成されています。週に1.5時間は宿題に費やすことを目
指さなければなりません。Homework is a very important part of the course. The homework activities are desi
gned to practice what you study in class, prepare for tests and class activities and further develop your l
anguage skills. You should spend about 1.5 hours per week doing English homework.    3．レポート等の提
出物のコピーアンドペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます。Plagiarism, including copy and p
asting submissions such as reports is NOT acceptable.
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

コースオリエンテーションOrientation

自己紹介、コースの説明、宿題の説明  Self-
introductions, Course Explanation, Homework Explanation

対面、  
講義、演

習

スキルズセンター(SC)、英会話ラウンジ(CL)等、Skills Cent
er (SC), Conversation Lounge (CL), etc. (15分), 英語
の日記 English Diary（30分）

45

テーマ

内容

2回

学問に関するディスカッションAcademic Discussi
on Introduction

学問に関するディスカッションスキル練習  Academic Discussion Skills 
and Practice (introducing a topic, paraphrasing, summarizing)

対面、  
講義、演

習

SC, CL等（15分）、英語の日記 English Diary（30分）、ディ
スカッションスキル練習Discussion Skills Practice（45分）

90

テーマ

内容

3回

学問に関するディスカッションスキル練習 Academi
c Discussion Skills & Practice

学問に関するディスカッションスキル練習  Academic Discussion Skills 
and Practice (introducing a topic, paraphrasing, summarizing)

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、ディスカッションスキル練
習 Academic Discussion Preparation（45分）

90

テーマ

内容

4回

学生リーダーディスカッション Student-
led Discussions

学生リーダーディスカッション（評価）  Students lead Academic Discuss
ions (skill-
based assessment),  授業中のフィードバック Feedback provided in cl
ass

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、ディスカッションスキル練
習 Academic Discussion Preparation（45分）

90

テーマ

内容

5回

学生リーダーディスカッション Student-
led Discussions

学生リーダーディスカッション（評価）  Students lead Academic Discuss
ions (skill-
based assessment),  授業中のフィードバック Feedback provided in cl
ass

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  振り返りSelf-
Reflection (45分)

90

テーマ

内容

6回

講義スキル 1  Lecture Skills 1

スキルを練習して、討論  Skills practice, Discussion 対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、講義リスニング課題Liste
ning to a Lecture Homework (45分)

90

テーマ

内容

7回

講義スキル２  Lecture Skills 2

スキルを練習して、討論  Skills practice, Discussion 対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、講義リスニング課題Liste
ning to a Lecture Homework (45分)

90

テーマ

内容

8回

講義スキル 3  Lecture Skills 3

スキルを練習して、討論  Skills practice, Discussion 対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分)、講義リスニング課題Liste
ning to a Lecture Homework (45分)

90

テーマ

内容

9回

中間テスト Midterm Test

これまで学習した内容に関するテスト Test on content up to this point, 
次の授業でのフィードバック Feedback provided in next class

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  振り返りSelf-
Reflection (45分)

90

テーマ

内容

10回

プレゼンのユーニットの紹介 Intro to Presentation
 Unit

ユーニットの紹介、例を見て、要約を書く  Intro to Presentation Unit, vie
w samples, write abstract

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分), 100要約(45分

90
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

プレゼンのデザイン Presentation Design

教員による要約のチェック、プランを書いて、プレゼンの作成を開始するAbs
tract checked by teacher, students draw plan, students begin craft
ing presentation

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  プレゼンの作成 Present
ation Preparation (45分)

90

テーマ

内容

12回

プレゼンの作成1  Presentation Creation 1

プレゼンの作成、教員に見てもらう  Work on presentation, get feedbac
k from Teacher

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  プレゼンの作成 Present
ation Preparation (45分)

90

テーマ

内容

13回

プレゼンの作成1  Presentation Creation 2

プレゼンの作成、最終確認、ポスターの締め切り  Work on presentation, 
final feedback, PPT deadline

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分), プレゼンの練習(45分)

90

テーマ

内容

14回

プレゼン発表の練習 Presentation practice

クラス内発表。教員からのフィードバック Give presentation in class, get
 feedback from Teacher

対面、  
講義、演

習

SC, CL等 (15分), Diary (30分),  振り返りとプレゼン本番
練習Self-
Reflection＋Practice (45分), ポートフォリオ（到達度レポー
ト）の作成

90

テーマ

内容

15回

発表 Final presentation

学内プレゼン実施  Give presentation in front of the university com
munity

対面、  
講義、演

習
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎日本語Ⅱ◎（１全学科）

Basic Japanese Ⅱ

2260201

後期

shioiri@kumagaku.ac.jp

本館1階 非常勤講師控室　　　　　

塩入すみ（非常勤）　與縄友子（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 20 0 10 0 10 0 100

この授業は留学生を対象とし、日本語能力試験のN1、N2合格レベルの日本語能力の獲得を目標とする。授業では聴
解を中心としたテキストと読解・文法を中心としたテキストを使用する。日本語を用いた仕事に就くことを目標とする学生
には日本語能力試験の取得は不可欠であることから、受験に必要な基礎的な事項の導入と解説、更に応用練習を行う。

授業で指示する。　　　 

　　　 

日本語能力試験N1に合格する。

ｆｆ

A A4 A4

授業時間後の非常勤講師控室

日本語、ビジネス会話、N1-N2、就職活動　　　　　　　　　　　

基礎日本語Ⅰ

基礎日本語Ⅱ◎（１全学科）2021

1

2

選択

留学生のためのアカデミックジャパニーズ動画で学ぶ大学の講義』        　スリーエーネットワーク               　東京外国語大学留学生日本語教育センター              　　4883197897              

日本語N1文法・読解 まるごとマスター                  　Jリサーチ出版              　水谷信子監修              　 4863924461              
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎日本語Ⅱ◎（１全学科）

.期末試験（３０点）・中間試験（３０点）： それぞれの曜日の授業で行う。筆記試験、聴き取り、口頭試験
等による。                                              小テスト（２０点）： 各授業の毎回の定着を測るために短時間
で行い、授業でフィードバックする。 課題を含む。                                              成果発表（１０点）： 授
業での口頭発表やプレゼンテーション、作文や文章による発表を  含む。                                            
    ポートフォリオ（１０点）： 到達課題レポートをポートフォリオシステムに入力し、プリントアウトして最後
の授業時間に提出すること。

2390

日本語能力試験N2受験レベルの日本語能力をもつことが望ましい。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。日本語を自主的・継続的に学修
し社会に貢献できる人材となるための心構えを身につける。また、自身の考えを論理的にまとめ、日本語
で伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力、口頭発表能力、コミュニケーション能力）を身に
つける。さらに、個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力も身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

・出席を重視する。 授業開始２０分までを出席とし、以後は欠席とする。         ・提出物は期限以内に提出すること。          
                  ・レポート等の剽窃は絶対にしないこと。

2021 基礎日本語Ⅱ◎（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

【聴解クラス】ガイダンスとレベルチェック

授業内容の説明とレベルチェック・テスト 講義・演
習

ニュースの聞き取り①

テーマ

内容

2回

【文法・読解クラス】ガイダンスとレベルチェック

授業内容の説明とレベルチェック・テスト 講義・演
習

日本語能力試験問題 ①（次回提出、以下同じ）

60

テーマ

内容

3回

【聴解クラス】テスト返却と解説

テストの解答と解説 講義・演
習

ニュースの聞き取り②

60

テーマ

内容

4回

【文法・読解クラス】テスト返却と解説

テストの解答と解説 講義・演
習

日本語能力試験問題②

60

テーマ

内容

5回

【聴解クラス】第1課

「枕草子」聴解、話の構成理解と要約 講義・演
習

ニュースの聞き取り③

60

テーマ

内容

6回

【文法・読解クラス】第21課

「友達」読解、文法の解説と練習 講義・演
習

日本語能力試験問題③

60

テーマ

内容

7回

【聴解クラス】第2課 

小テスト  「巡回セールスマン問題」、話の構成理解と要約" 講義・演
習

ニュースの聞き取り④

60

テーマ

内容

8回

【文法・読解クラス】第22課

前回の小テスト                                          「お受験」読解、文法の解説と
練習

講義・演
習

日本語能力試験問題④

60

テーマ

内容

9回

【聴解クラス】第3課

小テスト  「『思う』という言葉」聴解、話の構成理解と要約" 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑤

60

テーマ

内容

10回

【文法・読解クラス】第23課

前回の小テスト                                          「観光ガイド」読解、文法の解
説と練習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑤

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

【聴解クラス】第4課 

小テスト  「『子どもを産まないという幸田王がなぜ進化したか？」聴解、話の
構成理解と要約"

講義・演
習

ニュースの聞き取り⑥

60

テーマ

内容

12回

【文法・読解クラス】第24課

前回の小テスト                                          「本を読まない人」読解、文法
の解説と練習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑥

60

テーマ

内容

13回

【聴解クラス】 第5課

小テスト  「外国人児童生徒と日本語教育」聴解、話の構成理解と要約" 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑦

60

テーマ

内容

14回

【文法・読解クラス】第25課

前回の小テスト                                          「自動ブレーキに国際基準」読
解、文法の解説と練習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑦

60

テーマ

内容

15回

【聴解クラス】 第6課

"小テスト  「量子の世界」聴解、話の構成理解と要約" 講義・演
習

復習

60

テーマ

内容

16回

【文法・読解クラス】第26課

前回の小テスト                                          「親による子の世話行動」読解
、文法の解説と練習

講義・演
習

復習

60

テーマ

内容

17回

【聴解クラス】中間試験

中間試験（第１～6課） 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑧

60

テーマ

内容

18回

【文法・読解クラス】中間試験

中間試験（第21～26課） 講義・演
習

日本語能力試験問題⑧

60

テーマ

内容

19回

【聴解クラス】試験の返却・解説

ニュース聴解、話の構成理解と要約 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑨

60

テーマ

内容

20回

【文法・読解クラス】試験の返却・第27課

夫とＵＦＯ」読解、文法の解説と練習 講義・演
習

日本語能力試験問題⑨

60
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

【聴解クラス】第7課

小テスト  「日本は『国土が狭くて人口が多い』という神話」聴解、話の構成
理解と要約"

講義・演
習

ニュースの聞き取り⑩

60

テーマ

内容

22回

【文法・読解クラス】第28課

前回の小テスト                                          「彼の住む町へ」読解、文法の
解説と練習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑩

60

テーマ

内容

23回

【聴解クラス】第8課

"小テスト  「文化を読み解く」聴解、話の構成理解と要約" 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑪

60

テーマ

内容

24回

【文法・読解クラス】第29課

前回の小テスト                                          「妄想」読解、文法の解説と練
習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑪

60

テーマ

内容

25回

【聴解クラス】第9課

小テスト  「ガラスの天井」聴解、話の構成理解と要約 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑫

60

テーマ

内容

26回

【文法・読解クラス】第30課 

前回の小テスト                                          「マイクロチップ」読解、文法の
解説と練習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑫

60

テーマ

内容

27回

【聴解クラス】第10課

小テスト  「子どもの顔」聴解、話の構成理解と要約" 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑬

60

テーマ

内容

28回

【文法・読解クラス】第31課

前回の小テスト                                          「老眼鏡」読解、文法の解説と
練習

講義・演
習

日本語能力試験問題⑬

60

テーマ

内容

29回

【聴解クラス】定期試験

定期試験（第7～10課） 講義・演
習

ニュースの聞き取り⑭

60

テーマ

内容

30回

【文法・読解クラス】第35・36課    復習とまとめ

前回の小テスト                        「科学の目、科学の心」読解、文法の解説と
練習         

講義・演
習

日本語能力試験問題⑭

60

2021 基礎日本語Ⅱ◎（１全学科）

2394



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

【聴解クラス】

復習とまとめ 講義・演
習

復習

60

テーマ

内容

32回

【文法・読解クラス】

復習とまとめ 講義・演
習

復習

60

2021 基礎日本語Ⅱ◎（１全学科）

2395



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

基礎日本語Ⅳ◎（２全学科）

Basic Japanese Ⅲ

2260401

前期

shioiri@kumagaku.ac.jp

本館１階 非常勤講師室　　　　　

塩入すみ（非常勤）　道本ゆう子（非常勤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30 30 20 0 10 0 10 0 100

この授業は留学生を対象とし、日本語で就職活動やビジネス、また大学での日本語を使ったプレゼンテーションやレポー
トの執筆など、スタディ・スキルズを修得することを目標とする。授業では基礎的な敬語表現の確認、ビジネスの様々な場
面での会話の練習、日本語によるプレゼンテーションの方法などを実践的に練習する。また、日本語を用いた仕事に就く
ことを目標とする学生には日本語能力試験の取得は不可欠であることから、日本語能力試験問題なども扱う。

授業で指示する。　　　 

　　　 

日本語で就職活動やビジネスができる。

日本語能力試験N1、ビジネス日本語試験に合格できる。

日本語を使ってプレゼンテーションやレポートの執筆など、大学の専門的な活動ができる。

日本語の新聞やニュースを理解し、意見を言うことができる。

授業後の非常勤講師室

ビジネス・ジャパニーズ、スタディ・スキルズ、日本語能力試験、就職活動　　　　　　　　　　　

基礎日本語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

基礎日本語Ⅳ◎（２全学科）2021

2

2

選択

留学生のためのここが大切 文章表現のルール                  　スリーエーネットワーク              　石黒 圭 , 筒井 千絵               　　4883195023              

改訂版大学・大学院留学生の日本語１ 読解編                  　アルク              　アカデミック・ジャパニーズ研究会              　 4757426313              

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

2396



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 基礎日本語Ⅳ◎（２全学科）

.道本（水曜クラス）  中間試験・期末試験60％、課題提出40％                                                         
              塩入（金曜クラス）                                                                                                期末
試験・３０％、中間試験３０％、 課題提出１０％、ポートフォリオ１０％        水曜と金曜の評価を平均する。

2397

日本語能力試験N2レベルの日本語能力をもつことが望ましい。

基礎的・汎用的能力（「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「
キャリプランニング能力」）を身につけ、それらを実践できるようにする。日本語を自主的・継続的に学修
し社会に貢献できる人材となるための心構えを身につける。また、自身の考えを論理的にまとめ、日本語
で伝えるために必要となる基礎的能力（文章作成能力、口頭発表能力、コミュニケーション能力）を身に
つける。さらに、個人やチームで計画的に課題に取り組み、解決する基礎的能力も身につける。



学修上の
注意

(SBOs)

・出席を重視する。 授業開始２０分までを出席とし、以後は欠席とする。          ・提出物は期限以内に提出すること。         
                      ・レポート等の剽窃は絶対にしないこと。

2021 基礎日本語Ⅳ◎（２全学科）

2398



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

【日本語文章表現】ガイダンス

授業内容の説明/授業における注意事項 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

2回

【文章読解】ガイダンス

授業内容の説明 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

3回

【日本語文章表現】文の長さ、読みやすさ

［文章・談話］文の長さと読みやすさ 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

4回

【文章読解】第12課 カラスの自動車利用行動

要約と構造 講義・演
習

予習課題 

60

テーマ

内容

5回

【日本語文章表現】指示詞

［文章・談話］指示詞による文の接続 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

6回

【文章読解】第12課 カラスの自動車利用行動

語彙と文法 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

7回

【日本語文章表現】接続詞

［文章・談話］接続詞と文章の構成 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

8回

【【文章読解】第13課 台湾南部の客家社会について
の一考察

要約と構造 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

9回

【日本語文章表現】読み手への配慮

［文章・談話］読み手への配慮 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

10回

【文章読解】第13課 台湾南部の客家社会について
の一考察

語彙と文法 講義・演
習

予習課題

60

2021 基礎日本語Ⅳ◎（２全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

【日本語文章表現】レポート作成①

［文章表現実践］レポートの基本的な書き方（意見と事実）①引用と主張を
かき分ける

講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

12回

【文章読解】第14課 人間とロボットの協調動作に関
する研究

要約と構造 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

13回

【日本語文章表現】レポート作成②

［文章表現実践］レポートの基本的な書き方（意見と事実）②引用と主張を
かき分ける

講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

14回

【文章読解】第14課 人間とロボットの協調動作に関
する研究

語彙と文法 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

15回

【日本語文章表現】中間のまとめ

中間試験  講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

16回

【文章読解】中間試験

中間試験  講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

17回

【日本語文章表現】レポート作成③

［文章表現実践］レポートの基本的な書き方（複雑な内容の整理）① 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

18回

【文章読解】N2読解問題

N2の読解練習 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

19回

【日本語文章表現】レポート作成④

［文章表現実践］レポートの基本的な書き方（複雑な内容の整理）② 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

20回

【文章読解】新聞を読む

新聞記事の読解練習をする 講義・演
習

予習課題

60

2021 基礎日本語Ⅳ◎（２全学科）

2400



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

21回

【日本語文章表現】論理的な文章作成①

［文章表現実践］立場のある文章の書き方① 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

22回

【文章読解】新聞を読む

新聞記事の読解練習をする 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

23回

【日本語文章表現】論理的な文章作成②

［文章表現実践］立場のある文章の書き方② 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

24回

【文章読解】新聞を読む

新聞記事の読解練習をする 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

25回

【日本語文章表現】メール作成①

［文章表現実践］先生宛のEメールの書き方① 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

26回

【文章読解】論文を読む

実際の論文を読む 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

27回

【日本語文章表現】メール作成②

［文章表現実践］先生宛のEメールの書き方② 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

28回

【文章読解】要旨をまとめる

論文の要旨を発表（プレゼンテーション） 講義・演
習

予習課題

60

テーマ

内容

29回

【日本語文章表現】期末まとめ・振り返り

今までの振り返りとまとめ 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

30回

【文章読解】要旨をまとめる

論文の要旨を発表（プレゼンテーション 講義・演
習

予習課題

60

2021 基礎日本語Ⅳ◎（２全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

31回

【日本語文章表現】期末試験

期末試験 講義・演
習

復習課題

60

テーマ

内容

32回

【文章読解】期末試験

期末試験 講義・演
習

復習課題

60

2021 基礎日本語Ⅳ◎（２全学科）

2402



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

特殊講座（データサイエンス入門）（１全学科）

Introduction to Data Science

2270301

後期

ynaka@bio.sojo-u.ac.jp

F306　　　　　

中山 泰宗　堀部 典子　尾崎 昭剛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 0 65 30 0 5 0 100

近年，人工知能（AI）・ロボット・Internet of Things(IOT)・ビッグデータ等の技術の急激な進化により、あらゆるものの
情報が電子化され，結びつき、相互に影響を及ぼし合う未来社会の到来が見込まれています．この未来社会（デジタル社
会）では従来の「読み・書き・そろばん」に代わって「数理・データサイエンス・AI」の三拍子が必要とされており，データサ
イエンスは，情報分野だけでなく，工学，化学，薬学，芸術などの全ての分野に共通して必要となっています．本講義では，
データサイエンスとは何かということを学び，データサイエンスがさまざまな分野でどのような可能性をもち，今後，どのよう
な技術開発につながっていく可能性があるのかということを，データサイエンス教育や企業での研究開発の現場での話
を聞くことによって学びます．また，講義の後半では，実際にデータ解析のためのソフトウェアを活用し，基本的な知識と技
術を学びます．講義では，データサイエンスと社会との関わりを学びながら，ノートパソコンを使って実社会に存在する課題
やデータを利用した演習を行います．   4回から9回の講義での課題へのフィードバックは，10回目の講義で行い，15回
の講義での課題へのフィードバックは16回目の講義で行う．

データサイエンスの基礎　講談社　濵田悦生　 978-4-06-517000-7 

データ分析とデータサイエンス　近代科学社　柴田里程　 978-4-7649-0498-9

データリテラシーを理解し，その必要性を説明できる．

データ解析の基礎的な方法を活用できる．

データ解析の基礎的な方法を活用し、結果をグラフなどの適切な形で表現して説明することができる．

月曜2時限

データサイエンス　データ分析　人工知能　機械学習　　　　　　　　

（連携科目）情報処理基礎  （発
展科目）確率・統計，卒業研究

特殊講座（データサイエンス入門）（１全学科）2021

1

2

選択

講義の中で指示する　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

データサイエンティスト育成講座　マイナビ　中山浩太郎 他　 978-4-8399-6525-9

　　　 

　　　 

2403



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 特殊講座（データサイエンス入門）（１全学科）

毎回の講義での課題により，普段の講義への取り組み方を評価し，講義の最後の問題解決型の演習で
総合的な理解度を評価する．  ポートフォリオの記述内容により，講義への取り組み方や達成度に対する
適切な自己評価が行われているか評価する．

2404

基礎的な概念から学ぶので，予備知識は必要ではないが，専門書を読み，専門用語の定義，定理，証明
などを読んで理解する能力が必要である． また，ノートパソコンを使った演習を行うので，基本的なパソコ
ンの操作ができることが望ましい．

ディプローマ・ポリシーの【汎用的技能】の「情報野において、分析・判断力やコミュニケーション能力、デ
ザイン能力などの汎用的な能力」，及び【態度･志向性】の「技術者としての高い倫理観と自己管理力を
持ち、チームワーク力と実践力」に関する科目である．



学修上の
注意

(SBOs)

(1) eラーニングシステムを利用した講義資料閲覧と課題提出のため，無線LANを利用できるノートパソコンが必要です． 
 (2) 教科書，ノート，筆記用具，及びノートパソコンを毎回持参すること．  (3) レポート等の提出物のコピーアンドペーストな
どの剽窃（ひょうせつ）は、不正行為とみなされます．

2021 特殊講座（データサイエンス入門）（１全学科）

2405



回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス，データサイエンスとは

講義のシラバス，概要，データサイエンスについて講義を行い，課題を課す．
講義，e-L

予習では，シラバスと講義資料を読んで要点をまとめる．復習
では，課題を作成する．

60

テーマ

内容

2回

教育の現場におけるデータサイエンスの現状

国内の教育機関でのデータサイエンス教育の動向やデータサイエンス教育
の必要性についての講義を行い，課題を課す． 講義，e-L

予習では，講義資料の関連する箇所を読み，要点をまとめる．
復習では，講義で学習した内容をまとめ，課題を作成する．

60

テーマ

内容

3回

データサイエンスとAI技術のつながりと今後の展望

企業の技術開発の現場におけるデータサイエンスの必要性やそれとAI技
術との関連性についての講義を行い，課題を課す． 講義，e-L

予習では，講義資料の関連する箇所を読み，要点をまとめる．
復習では，講義で学習した内容をまとめ，課題を作成する．

60

テーマ

内容

4回

データリテラシー

データを扱う際に必要なデータリテラシーについての講義を行い，課題を課
す． 講義，e-L

予習では，講義資料のデータリテラシーに関連する箇所を読
み，要点をまとめる．復習では，講義で学習した内容をまとめ，
課題を作成する．

60

テーマ

内容

5回

AI利用に関する倫理

AIやデータの利用についての正しい倫理観をもつことの重要性について講
義を行い，課題を課す． 講義，e-L

予習では，講義資料のAI利用の倫理に関連する箇所を読み，
要点をまとめる．復習では，講義で学習した内容をまとめ，課題
を作成する．

60

テーマ

内容

6回

データ解析の基礎

確率の定義や役割，統計グラフの活用方法，データの標準化や相関係数な
ど，解析の基礎について講義を行い，課題を課す． 講義，e-L

予習では，講義資料のデータ解析に関連する箇所を読み，要
点をまとめる．復習では，講義で学習した内容をまとめ，課題を
作成する．

60

テーマ

内容

7回

データ解析の応用

データ解析の実社会での活用事例を挙げて機械学習やシミュレーションシ
ステムなどへ応用することによる効果について解説し，課題を課す． 講義，e-L

予習では，講義資料の関連する箇所を読み，要点をまとめる．
復習では，講義で学習した内容をまとめ，課題を作成する．

60

テーマ

内容

8回

データ解析演習

実際のデータを用いて，データの集計，グラフ化，相関関係の抽出などを行う
演習を行う． 講義，e-L

予習では，講義資料の関連する箇所を読み，要点をまとめる．
復習では，講義で学習した内容をまとめ，課題を作成する．

60

テーマ

内容

9回

データ解析の活用

データ解析の技術がさまざまな分野でどのような効果をもたらす可能性があ
るのか，具体的な企業による技術開発の成果を挙げて解説し，課題を課す． 講義，e-L

予習では，講義資料の関連する箇所を読み，要点をまとめる．
復習では，講義で学習した内容をまとめ，課題を作成する．

60

テーマ

内容

10回

機械学習の概要

高度なデータ解析として活用される機械学習について，これまでの歴史や基
本的な仕組みについて解説し，課題を課す． 講義，e-L

予習では，講義資料のデータ解析演習のテーマに関連する
箇所を読み，どのテーマを選択するか検討する．復習では，講
義で学習した内容をまとめ，課題を作成する．

60

2021 特殊講座（データサイエンス入門）（１全学科）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

データ解析演習（テーマの作成）

ノートパソコンを使ってデータ解析演習を行う．クラスタリング，コンピュータシ
ミュレーション，機械学習，センサーデータ，地理情報システムなどのテーマの
中から選択し，グループを作って課題に取り組む準備をする．

講義，e-L

予習では，選択したテーマに関連する情報を文献やインター
ネットを使って予備調査をする．復習では，講義で学習した内
容をまとめ，課題を作成する．

60

テーマ

内容

12回

データ解析演習（調査）

選択したテーマに基づいて，現在利用できる技術や成果などについて調査
する方法や利用できるソフトウェアの利用法について講義を行い，課題を課
す．

講義，e-L

予習では，データ解析の実験結果を再度精査し，成果としてま
とめる準備をする．復習では，講義で学習した内容をまとめ，課
題を作成する．

60

テーマ

内容

13回

データ解析演習（実験）

選択したテーマや調査結果に基づいて，実験を実施する．
講義，e-L

予習では，データ解析の実験に利用するソフトウェアなどの使
い方を調べ，わからないところを洗い出す．復習では，講義で
学習した内容をまとめ，課題を作成する．

60

テーマ

内容

14回

データ解析演習（成果のまとめ）   実験の成果を図や
グラフで表現し，プレゼン

実験の成果を図やグラフで表現し，プレゼンテーションを行うための資料とし
てまとめる． 講義，e-L

成果報告の内容をまとめ，eラーニングシステムに提出する．

60

テーマ

内容

15回

成果報告

各テーマ毎に実施した解析演習の成果についていくつかのグループ内で共
有して閲覧し，その結果についてディスカッションを行う． 講義，e-L

予習では，これまでの講義の資料やノートを振り返り，復習で
は，最終課題を提出する．

60

テーマ

内容

16回

総括

これまでの講義の内容の振り返りとデータ解析演習の結果についてのフィ
ードバックを行う． 講義，e-L

これまでの内容を振り返り，ポートフォリオを作成する．

60

2021 特殊講座（データサイエンス入門）（１全学科）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

特殊講座（情報と社会）（1全学部）

Informatics and Society

2270401

後期

kawamoto@ed.sojo-u.ac.jp

G510　　　　　

川本 正道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 30 60 0 0 10 0 100

・1年前期に基本的な情報リテラシーを修得する科目「情報処理基礎」等を履修していることを前提に、この科目では、よ
り深く、情報社会の成り立ちを歴史的な背景を踏まえて学習し、その上でメディアリテラシーを修得することを目的として
いる。    ・メディアリテラシーを「ソーシャルメディアを含めた様々なメディアの機能を理解し、批判的に分析評価し、適切
な自己表現を行い、そのことによって市民社会に参画し行動する能力」と位置づけ、その時々の時事問題や象徴的な事
例を題材として取り上げていく予定である。    ・また「自分の権利を意識しつつ、安全かつ責任を持ってインターネットを
利用する能力」を育むために、公共広告を作成する課題演習や、デジタルストーリーテリングを用いて自分のメッセージを
表現する力を身につけるための演習を行う。

　　　 

　　　 

ICT技術発達の歴史的経緯を理解し、現代社会におけるその影響と問題点を説明できる。e,f,g

様々なメディアの機能を理解し、批判的に分析評価することができる。

自分の権利を意識しつつ、安全かつ責任を持ってインターネットを利用することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

e,f,g

f,g

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

水曜日3限4限

情報リテラシー　メディア・リテラシー　デジタル・シティズンシップ　　　　　　　　　

情報処理基礎

特殊講座（情報と社会）（1全学部）2021

1

2

選択

WebClass上で資料を配布する　　　　

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

2408



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 特殊講座（情報と社会）（1全学部）

・授業で紹介した用語や歴史的な事象に関する知識確認のために、主にWebClass上で小テストを実
施する。複数回実施するが、全体での配点割合は30%の予定である。    ・レポートにはWORD形式で
の提出レポート以外に、Teamsでの投稿、レスポンス、その他各種ツールで仕上げた成果物を含めてい
る。この部分の評価を全体の60％とする。    ・ポートフォリオの学修到達度レポートは10%の配点とす
る。    ・課題の評価はルーブリックを用いて行う。

2409

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身につけたもの」の基本的素養
となるメディアリテラシーを身につける事を目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・WebClassやTeamsをクラス内のソーシャルメディアと位置づけ、課題とした様々なテーマのレポートや投稿は、互いに
参照可能とする。レスポンスを含めて評価の対象とするので議論へ積極的に参加してもらいたい。    ・この授業はオンデ
マンド型の遠隔授業で実施する。課題の提出が評価の中心となり、相互評価も行う為、必ず期限までに課題を提出するこ
とが重要である。    ・各種の課題は様々なツールを自分のPCで使いこなして仕上げていくことを前提としている。指定し
たツールの利用方法がわからない場合は、積極的に質問すること。    ・とりあげる時事問題として、貧困問題、様々な格差
や差別に関する問題、表現の自由に関する議論等を予定しているが、できるだけ直近で話題になっているものを取り上げ
げるため、授業内容の順序入れ替えや内容変更が生じる場合があるが、その際は事前に周知する。    ・レポート等の提
出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃（ひょうせつ）は不正行為とみなし単位を認定しない

2021 特殊講座（情報と社会）（1全学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

ガイダンス

情報リテラシー、メディア・リテラシー、デジタルシティズンシップそれぞれの
概念、およびシラバスの説明

講義  演
習

指定された資料の閲覧

60

テーマ

内容

2回

パーソナルコンピューティングの歴史的経緯

メモリ、コード化、アナログとデジタル、CUIとGUI、OS（Windows,Unix,ma
cOS）とアプリケーション

講義  演
習

指定された資料の閲覧と復習

60

テーマ

内容

3回

インターネットの誕生からスマートフォンの時代へ

ARPAnet、TCP/IP、IETF、jpnic, JPNIC、  androidとiOS 講義  演
習

指定された資料の閲覧と復習

60

テーマ

内容

4回

ソーシャルメディアの可能性と課題

さまざまなソーシャルメディアの誕生  各社の運営方針と表現の自由 講義  演
習

指定された資料の閲覧と復習

60

テーマ

内容

5回

事例研究１

憎悪表現 講義  演
習

指定された資料の閲覧と復習

60

テーマ

内容

6回

課題演習：ニュースを批判的に分析する

5つのメディア・メッセージ分析コンセプト
講義  AL

課題レポートの作成

90

テーマ

内容

7回

事例研究２

炎上の研究 講義  演
習

指定された資料の閲覧と調査

60

テーマ

内容

8回

課題演習：公共広告の制作１

社会的影響力を意識しながらメッセージを発出する
講義  AL

課題の制作

90

テーマ

内容

9回

課題演習：公共広告の制作２

作成されたメッセージを相互に評価する
AL  SGD

課題の制作と修正

90

テーマ

内容

10回

事例研究３

直近の時事問題をとりあげる 講義  演
習

指定された資料の閲覧と調査

60

2021 特殊講座（情報と社会）（1全学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

事例研究４

直近の時事問題をとりあげる 講義  演
習

指定された資料の閲覧と調査

60

テーマ

内容

12回

課題演習：DST１

デジタル・ストーリーテリング（DST）演習  テーマ選択と調査（資料収集）  
利用するツールの選択（Sway等） 講義  PBL

課題の制作

90

テーマ

内容

13回

課題演習：DST２

ストーリー制作と録音
講義  PBL

課題の制作

90

テーマ

内容

14回

課題演習：DST３

作品の共有と相互評価
講義  PBL

課題の制作と修正

90

テーマ

内容

15回

まとめ

授業全体の振り返りと到達度目標の自己点検  今後の情報化社会の進展
を予想する

講義  演
習

学習到達度レポートの作成

60

2021 特殊講座（情報と社会）（1全学部）

2412



定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

特殊講座（情報コミュニケーション）（1全学部）

IT communication

2270501

後期

nishimi@ed.sojo-u.ac.jp

G508　　　　　

西見文明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 30 40 20 0 10 0 100

現代社会では、画像、音楽、映像などがインターネット経由であふれています。情報処理基礎では学べなかった画像処理
などを通じ、コンピュータグラフィック、Ｗｅｂデザイン、ＤＴＰなどデジタル処理を通して情報化社会にふさわしい情報を発
信することができるようになります。  またそのために、CG-
ARTS協会のCGクリエイター検定、Webデザイナー検定合格を目指す学修もおこないます。

　　　 

　　　 

ＣＧについての知識を理解し、情報化社会において正しく利用することができる。a,e,f

複数の素材を適切に処理し、正しく利用することができる。

インターネットを利用して円滑にコミュニケーションを行うことができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

a,e,f

a,e,f

a

a,e,fa,e,f

A A4 A4

木曜１・２限

情報　CG　Web　　　　　　　　　

情報処理基礎

特殊講座（情報コミュニケーション）（1全学部）2021

1

2

選択

入門CGデザイン　CG-ARTS協会　　　

入門Webデザイン　CG-ARTS協会　　 
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 特殊講座（情報コミュニケーション）（1全学部）

・小テストを２回実施する。  ・2DCG、DTP、Web素材、HTML、PowerPointの課題６つをレポート点と
して評価する。  ・授業の中で実際に操作を行い、口頭で理解度を聞きながら実施する。これを実技点と
して評価する。  上記を総合して成績を算出する。課題は期日までに提出すること。

2414

演習室での対面授業とする

「優れた応用力を有する専門家になるため、汎用的基礎力と基本的な専門知識を身につけたもの」の
基本的な専門知識を学修し、各種デジタル情報を融合することにより新しいものを発見・発信すること
を目標にする



学修上の
注意

(SBOs)

・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし単位を認定しな
い  ・遅刻は授業開始30分まで、30分を超えた場合は欠席扱いとする。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更
する可能性がある。

2021 特殊講座（情報コミュニケーション）（1全学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーション

授業内容説明シラバス説明  デジタルの基礎  ハードウェア・ソフトウェア 講義  演
習

デジタルの基礎知識を教材・教科書を使い復習する。

60

テーマ

内容

2回

CGとは

ＣＧとは、ＣＧの歴史、応用  著作権 講義  演
習

ＣＧ及び著作権についてを教材・教科書を使い復習する。

60

テーマ

内容

3回

２次元CG

２次元CGの基礎  写真撮影とレタッチ 講義  演
習

自分で撮影した写真のレタッチをしパソコン操作に慣れる。  
課題提出

90

テーマ

内容

4回

DTP1

DTPとは  レイアウトの考え方  チラシつくりの考え方 講義  演
習

DTPについて教材を使い復習する。  課題提出

60

テーマ

内容

5回

DTP2

新聞レイアウトの考え方  文字について、 講義  演
習

DTPについて教材を使い復習する。  課題提出

90

テーマ

内容

6回

３次元CG

モデリング、マテリアル  アニメーション、  カメラワーク 講義  演
習

3DCGについて教材・教科書を使い復習する。

60

テーマ

内容

7回

レンダリング

レンダリングの種類、考え方  ライティング  小テスト 講義  演
習

3DCGについて教材・教科書を使い復習する。  小テスト

90

テーマ

内容

8回

Webデザイン

インターネットとWeb、Webサイトの種類  Webサイトのしくみ 講義  演
習

Webデザインについて教材・教科書を使い復習する。

60

テーマ

内容

9回

Webページの画面構成

さまざまな閲覧機器  PCとスマートフォンの違い 講義  演
習

画面構成について教材・教科書を使い復習する。  パソコン・
スマホ、タブレットで画面を確認する

60

テーマ

内容

10回

素材

文字、写真、動画像、音  アップロード  メンテナンス 講義  演
習

素材について教材・教科書を使い復習する。素材を作成する
。  課題提出

90

2021 特殊講座（情報コミュニケーション）（1全学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

HTMLとCSS1

文章の構造とHTML  HTMLの基本構成  画像の貼り付け 講義  演
習

HTMLとCSSについて教材・教科書を使い復習する。

60

テーマ

内容

12回

HTMLとCSS2

文字の装飾  フォーム 講義  演
習

HTMLとCSSについて教材・教科書を使い復習する。  課題
提出

90

テーマ

内容

13回

HTMLとCSS3

CSSレイアウト  JavaScript紹介 講義  演
習

HTMLとCSSについて教材・教科書を使い復習する

60

テーマ

内容

14回

CG検定について

CGクリエイター検定の解説  Webデザイナー検定の解説  小テスト 講義  演
習

CG検定合格に向けて教材・教科書を使い復習する。

60

テーマ

内容

15回

PowerPoint応用

パワーポイントを利用してアニメーションを考える 講義  演
習

アニメーションについて教材を使い復習する。  課題提出

90

2021 特殊講座（情報コミュニケーション）（1全学部）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

特殊講座（ITパスポート演習）（1全学部）

ITpassport Exercises

2270601

１年後期

inao@ed.sojo-u.ac.jp

G507 （稲生）　G509 （出井）　　　　

稲生 誠治　出井 雅博　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 0 45 45 0 0 10 0 100

・ITパスポート試験は、ITに関する基礎的な知識と、企業活動や経営戦略、会計・法務など、ITを活用するうえで前提と
なる幅広い知識が問われる国家試験である。    ・授業では、出題範囲である「ストラテジ系」「マネジメント系」「テクノロ
ジ系」の代表的な過去問題を取り上げ、解答に必要な知識や考え方を講義する。    ・知識習得の確認として、毎回小テ
ストを実施する。

　　　 

　　　 

ITパスポート試験の問題を理解することができる。c

IT及び関連する知識を習得して、活用することができる。

本科目における「学生の到達度目標」をポートフォリオで自己評価することができる。

c

g

a,e,fa,e,f

A A4 A4

オフィスアワーについては学修上
の注意欄を参照

ITパスポート試験　情報処理技術者試験　コンピュータシステム　　　　　　　　　

１年前期「情報処理基礎」

特殊講座（ITパスポート演習）（1全学部）2021

１

2

選択

別途指示します。　　　　
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評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 特殊講座（ITパスポート演習）（1全学部）

・小テストを毎回実施し、授業内容の理解度を測定する。    ・小テストについてレポートの提出を求め、
その内容をレポート点として評価する。    ・上記の他に、ポートフォリオの内容を加味して、総合的に成
績を算出する。

2419

「社会の多種多様な問題を解決するため、課題発見・問題解決能力を身に付けたもの」の基本的な素
養となるITの知識や社会人として必要な知識を身に付けることを目標としている。



学修上の
注意

(SBOs)

・Web上で小テストを行うため、各自ノートPCを持参すること。  ・レポート等の提出物において、許可された範囲外でのコ
ピー＆ペーストなどの剽窃は不正行為とみなし、単位を認定しない。  ・ｅラーニング教材を用いることにより、自学自習を
促す。  ・授業の進捗を考慮して授業計画を一部変更する可能性がある。  ・修得した知識を形にするためＩＴパスポート試
験の受験を勧めている。    ・オフィスアワーについては以下の通り   稲生 後期木曜１・２限    出井 後期木曜１・２限

2021 特殊講座（ITパスポート演習）（1全学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

企業と法務

企業活動、経営管理、会計と財務、知的財産権・セキュリティ関連法規、労
働関連法規を理解し、演習問題を解く。  小テスト

講義  演
習

教科書の予習

30

テーマ

内容

2回

経営戦略

経営戦略、ビジネス戦略、ｅ-
ビジネス、ＩｏＴを理解し、演習問題を解く。  小テスト

講義  演
習

教科書の予習と小テストの復讐

60

テーマ

内容

3回

システム戦略

情報システム戦略、ソリューションビジネス、システム化計画を理解し、演習
問題を解く。  小テスト

講義  演
習

教科書の予習と小テストの復讐

60

テーマ

内容

4回

開発技術

システム開発技術、開発プロセス・手法を理解し、演習問題を解く。  小テス
ト

講義  演
習

教科書の予習と小テストの復讐

60

テーマ

内容

5回

プロジェクトマネジメント

プロジェクトマネジメントを理解し、演習問題を解く。  小テスト 講義  演
習

教科書の予習と小テストの復讐

60

テーマ

内容

6回

サービスマネジメント

サービスマネジメント、システム監査、内部統制を理解し、演習問題を解く。  
小テスト

講義  演
習

教科書の予習と小テストの復讐

60

テーマ

内容

7回

基礎理論

離散数学、応用数学、情報表現を理解し、演習問題を解く。  小テスト 講義  演
習

教科書の予習と小テストの復讐

60

テーマ

内容

8回

アルゴリズムとプログラミング

データ構造、アルゴリズム、プログラム言語を理解し、演習問題を解く。  小テ
スト

講義  演
習

教科書の予習と小テストの復讐

60

テーマ

内容

9回

コンピュータ構成要素とシステム構成要素

プロセッサ、メモリ、入出力デバイス、システム構成・評価指標を理解し、演習
問題を解く。  小テスト

講義  演
習

教科書の予習と小テストの復讐

60

テーマ

内容

10回

ソフトウェアとハードウェア

オペレーティングシステム、ファイルシステム、ハードウェア（コンピュータ・入
出力装置）を理解し、演習問題を解く。  小テスト

講義  演
習

教科書の予習と小テストの復讐

60

2021 特殊講座（ITパスポート演習）（1全学部）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

ヒューマンインタフェースとマルチメディア

ヒューマンインタフェース技術、マルチメディア技術を理解し、演習問題を解
く。  小テスト

講義  演
習

教科書の予習と小テストの復讐

60

テーマ

内容

12回

データベース

データベース方式・設計、データ操作、トランザクション処理を理解し、演習
問題を解く。  小テスト

講義  演
習

教科書の予習と小テストの復讐

60

テーマ

内容

13回

ネットワーク

ネットワーク方式、通信プロトコルを理解し、演習問題を解く。  小テスト 講義  演
習

教科書の予習と小テストの復讐

60

テーマ

内容

14回

情報セキュリティ

情報セキュリティについて、管理、対策、実装技術を理解し、演習問題を解く
。  小テスト

講義  演
習

教科書の予習と小テストの復讐

60

テーマ

内容

15回

まとめと振り返り

総括および小テストを実施する。 講義  演
習

小テストの復讐

30

2021 特殊講座（ITパスポート演習）（1全学部）
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定期試験 小テスト レポート
成果発表

（口頭・実技） 作品 ポート
フォリオ その他 合計

科目名 講義コード

開講期

担当教員

研究室

メール
アドレス

授業概要

オフィス
アワー

キーワード

評価方法
（配点）

中間試験

JABEE
記号 学生の到達度目標

英文表記

建築
総合

建築
計画

建築
構造

建築学科
のみ

学修・教育
目標

JABEE
基準

①

②

③

④

⑤

⑥

関連科目

開講形態

開講学年

単位数

区分

教職関連
区分

教科書

参考書

ＴＯＥＩＣ演習（３整）

Drill for TOEIC

2653801

前期

iwasaki@arsp.sojo-u.ac.jp

空港キャンパス 北ウイング 講義棟3F　　　　　

岩﨑 敏也　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0 40 50 0 0 0 10 0 100

航空系の企業に就職するためには、より高い英語能力が必要です。そしてより高い英語能力を持てば、自ら就職したい
企業の選択度が広がります。    しかし過去の一部の先輩方は、英語の勉強は難しい、つまらない、勉強しても今は英語
を使うところがない、英語を勉強する時間がないなどがあるため、英語学習をおろそかにしていました。結果自分の英語
能力が上がっていない状態のまま、就活を始めざろうえない状況におかれていました。    この悪いRoutineが繰り返され
ないようにするため、自らの英語の取り組み経験を皆さんにもShareし、そして皆さんが自ら継続的に英語学習に取り組
めるきっかけを付けさせることをこの授業の目的とします。    皆さんの希望があれば、航空無線通信士試験の過去に出
題された英文を題材にします。

　　　 

　　　 

英語を使うことが楽しくなることができる。

TOEIC L&Rで点数が1年間で100点以上向上することができる。

英語を日本語に訳することなく、英語の語順のまま理解できる能力をつけさせることができる。

オフィスアワーについては学修上
の注意欄を参照

Aviation Maintenance　English　　　　　　　　　　

基礎科目：English Communic
ation Ⅰ～Ⅳ

ＴＯＥＩＣ演習（３整）2021

3

2

選択

公式TOEIC Listening＆Reading問題集 7　IIBC　IIBC　　9784906033614

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

　　　 

2423



評価明細
基準

実務経験
のある
教員

予備知識

DP
との
関連

2021 ＴＯＥＩＣ演習（３整）

・定期試験は、授業の中で実施した内容で出題し、得点化します。    ・毎回小テストをします。提出する
ことによって加点をし、最大50点を与えます。      ・ポートフォリオは、提出をすることで10点加点します
。

2424

中学で習う英文法、英単語は少なくても完璧にマスターしていること。  マスターしていない場合は、マス
ターする様に心がける事

実務的な英語力の向上によって得られる視野の広がりは豊かな人間性の構築にも大きく寄与します。  
  課題対応能力が身につきグローバルな環境で活躍する機会はさらに広がります。



学修上の
注意

(SBOs)

・英語能力を向上についての大きな目標を持ち、それに向かってください。  ・日々の学修についても、無理のない小さい目
標を持ち、それに向かって勉強をしてください。  ・英語はCommunication Toolです。海外の文章を読む、英語のYoutu
beを見る、人と話したり、メール、チャットをすることで、英語に接することが楽しくなります。自ら英語が楽しめる状況になる
ように何をしたらよいか考えてください。  ・従来の学修方法にこだわらず、電子辞書やIT機器を多用し、積極的に翻訳ソフ
トなどに書けて理解を速めてください。  ・考えても答えが浮かばないのに、考え続けるのは時間の無駄です。答えが見つ
かりそうもない場合は、最初から答えを見て勉強することも有効です。  ・一度覚えたことをどうしたら忘れないようにできる
かを自ら考えてください。  ・レポート等の提出物のコピーアンドペーストなどの剽窃は不正行為とみなされます。  ・オフィ
スアワー：平日随時

2021 ＴＯＥＩＣ演習（３整）
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

1回

オリエンテーションとTOEIC構成

オリエンテーション  ・自己評価と目標の設定  ・授業の目的、概要説明    T
OEIC  ・TOEIC公式問題構成等    英文読解  ・英語SpeechのListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

2回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

3回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

4回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

5回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

6回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

7回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

8回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

9回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

10回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10
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回数
（日付） 授業内容 講義形態 学習課題（予習・復習） 時間（分）

授業計画

テーマ

内容

11回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

12回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

13回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

14回

取り組み紹介とTOEIC攻略

・課題提出及び紹介（フィードバック）  ・TOEIC攻略法  ・英語のListening
とReading

講義、演
習

復習課題を実施

毎日  
最低10

テーマ

内容

15回

試験

評価試験  試験のフィードバック 試験、講
義
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